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はじめに


 　どうも秋月しょう一郎です、どうもこの文を書かせてもらいます。どうやらパブーさんの方から「本の書き方について」という簡単なメールが九月の二十四日にタイミング良く来たので、それに従ってこの「はじめに」という文を書かせてもらいます。 
 　実はこの「はじめに」で明かしておかなければならない事は、このハード・ガンズという作品は、１９８０年代から１９９０年代にかけて一部の警察モノのテレビドラマで放映された、ストーリーの断片断片の話の内容を、わざとパクって書いた小説作品になっています。 
 　何故、私が、既存のドラマで描かれた一部の内容と、わざと同じ様に書いたかというと、大体多分１９９５年か１９９６年頃に、テレビを見ていたら、ある放送作家か脚本家の人が直木賞と芥川賞を多分ダブル受賞したあとのその人の記者会見みたいなテレビ番組で、どうやらその直木賞や芥川賞を受賞した人は、自分の弟子達を家に住まわせて、その弟子達が将来自分が脚本や小説を書くときのために色々な話のネタを考えておいて、自分のネタ帳にネタを書き留めておいたらしいのですが、その弟子達の師匠は、その弟子達のネタ帳を勝手に見て読んで、その自分の弟子達のネタを自分のテレビドラマの脚本や小説か何かに使って盗作していたらしいのです。その人の弟子達は、将来自分の小説や脚本にそのネタを使う為に色々な話のネタを考えておいたのだから、その師匠に〝自分達の考えておいたネタを自分の脚本や小説などに使うのは止めてくれ〟と言っているのに、その弟子達を自分の弟子にして弟子にしている金を取っていても、弟子達はちゃんと弟子になってその師匠に弟子にしてもらっている金を払っているのに、その師匠は、弟子から弟子代金の金を取るだけは取って、その弟子達に一切何も師匠として色々な事を教えてやる事もせず、金だけは取りその上その弟子達のネタ帳からネタを勝手に使って自分の脚本や小説や何かを書いていたみたいなのです。 
 　だから弟子達は、〝自分達のネタ帳に書き溜めておいたネタを勝手に読んで自分の脚本や小説に使うのは止めてくれ〟とその師匠に言っていたみたいなのです。 
 　でもその弟子達の師匠に当たる人は、テレビ局のインタビューする女性に〝弟子達のネタ帳からネタを流用しておいて、それを自分自身の脚本や小説に使うのは盗作では無いのですか〟と聞かれていた場面を見たのですが、弟子達に何も一切教えてやる事もせずそれに弟子にしている金を取っているのにもかかわらず、弟子達のネタ帳からそのネタを自分の為に勝手に使っている事をテレビ局のインタビューの女性にそれは盗作なのでは無いのですかと何度も何度も責められると、「自分の弟子のネタ帳を見て何が悪い、自分の弟子のネタを使っているのだから盗作にはならない、俺の弟子にしてもらっている立場なのだから有り難く思え」とか、「喩え弟子達自分自分が考えたネタでも、そのネタを使って先に脚本や小説を書いて作品を完成させた人に特許権が認められるんだから盗作で無い」等と言って、〝弟子達が小説や脚本を先に書く事が出来ないから悪いんだ、先に作品を書いて完成させた方に特許権があり盗作にはならない〟と大体その様な事を大威張りして言っていたのです。 
 　そして、〝もし俺の書いた脚本や小説の真似をしたら、俺には警察に知り合いがいるから、俺の作品からネタを誰かがパクれば、そいつを警察に訴えてその人が盗作者として捕まる事になる〟みたいな事を大体記憶をたどってみるとそんな事を言っていたのです。 
 　だから私は、弟子達に弟子にしていても何も師匠として教える事もせず、弟子達から自分の弟子にしてやっている弟子料金を取り、その上、弟子達が止めてくれと何度も自分の師匠に言っているのにその弟子達が大切に考えておいたネタを勝手に使って、脚本や小説を書いているのは、完全に倫理的におかしいと思い、なら私がこの大威張りしている偉い脚本家だか小説家なのかだか知らぬこいつの作品から、わざとパクって小説を書いてやろうじゃないかとそう思ったのです。何か私はそのテレビ放送を見た時、自分には、わざとこのお偉い脚本家だか直木賞、芥川賞作家のテレビ作品から話ネタをパクって小説を書いてどっかの小説大賞に出せば、この威張りこけている本当の盗作者を警察に突き出す事が出来ると何故か根拠の無い自信が湧いてきたのです。 
 　でも、その時もう一人の私の中の人格が〝本当にそんな事が出来るのか？〟と、疑問に思っていたのですが、何故かその時それが絶対、私には出来るという本当に根拠の無い自信が湧いてきたのです。 
 　でその後、私は統合失調症という病気になってしまうのですが、その統合失調症になって病院に通い始め、薬を飲む事で統合失調症の病気は時間をかければ治ると言われていたみたいで、その後ある日、本屋に行った時、ライトノベルの本が本屋にずらずらと平積みされているのを見て、今時のライトノベルはどんなのが流行っているんだと私は思い、とにかく安井健太郎という方の『ラグナロク』という小説を一冊だけ買って、家に帰って読んでみたのです。 
 　すると読み終わったあと、その小説の末巻の方に確か、ラグナロクがスニーカー大賞の受賞作であって、角川スニーカー文庫はスニーカー大賞という小説大賞の作品の投稿を募集しているみたいな広告が載っていたのです。 
 　その為、その当時スニーカー文庫はスニーカー大賞という新人賞を創設して、作品の応募を待っているのだなと思い、正式に本屋でザ・スニーカーというスニーカー文庫の機関誌を購入してみて、その機関誌で正式に角川スニーカー文庫は、スニーカー大賞という小説大賞の募集要項の広告を載せているのだと知ったのです。 
 　だからその当時の私は、病気で丁度、外に出て働く事が出来ないから、家で出来る何かの仕事って無いのかと思っていた時なので、その後、約半年後に、自分の家が新築されてすぐ最初は小説なんか書けるのかと思ったのですが、とにかくワープロを使ってタイトルはまだ未定の小説を書き始めてみたのです。その頃の私は病気で病気になる前の自分が思い出す事は出来ず精神的にも何かの強い力で圧迫されて、薬を飲んでいても、精神的な苦しみと辛さは起きている時や寝ている時でもずっと途切れる事無く続き、毎日毎日が辛い地獄の様な状態でしたが、いざ小説を書き始めてみると、最初は二十行か三十行ぐらい書いて、『おお、なんか書けそうだぞ』と思い、その後また書き直して、頭に次から次に浮かんでくる言葉を取捨選択しつつ小説を何も判らないまま書いていたら、意外と私でも小説を書く事が出来て、その最初の小説を書いている時、この小説は自分が高校生の時に考えていた原案を元にした小説を書いているのだなと気づいたのです。 
 　そしてその小説は、『風剣伝説』というタイトルにしようと決めて、その小説を書いている途中から、もう既にハード・ガンズの構想が頭に浮かんできていて、この風剣伝説を書き終わったら、ハード・ガンズを書こうとそう思ったのです。 
 　でもその当時、認知障害や記憶障害みたいなモノがあったのですが、何故か小説は何かの神にでも取り憑かれたみたいになって書く事が出来、風剣伝説を書き終えると、少し見直ししただけで、風剣伝説のワープロで印刷した原稿を部屋の台の引き出しの中に入れて保管しておき、２００２年の一月中旬頃から第八回スニーカー大賞の原稿応募締め切り前の約一週間前辺りになって漸くハード・ガンズという作品を書き終え、風剣伝説とそのハード・ガンズという小説の作品を余り直しもせず、第八回スニーカー大賞に「はじめにお読みください」という一枚の紙に印刷した文章と共に親に郵便局に行ってもらい、その郵便局から郵送して送ってみたのです。 
 　するとその後、多分その私の二作品は、選考にかけられず失格になったのだと思いますが、角川スニーカー文庫の編集部の誰かが読んでくれたみたいで、多分その後、スニーカー文庫編集部の方は、選考委員の先生方やその当時にスニーカー文庫で活躍していた全ての作家陣の方々に私の作品を読ませたのかも知れません、そしてハード・ガンズという作品は、前記の弟子のネタ帳からネタをパクって脚本や小説を書いていたと思われる、その人（名前は忘れた）や弟子達にも読ませてみたのだと思います。 
 　それで、その人は、私の小説を読みながら、「なあ、これパクってねーか？　パクってるよな？　やっぱりパクってんだよ！！」といって怒り、私を多分盗作者だとして、警察に連絡したか何かしたか知りませんが、その弟子のネタをパクっていたその脚本家は、私を自分のテレビの脚本の話の盗作者として警察に捕まえさせようとしたのだと思われます。それで警察（警視庁）の人も私のハード・ガンズというこの小説を読んだのだと思いますが、私はこのハード・ガンズという小説作品で、わざとパクって書いて、その脚本家の言っている事と〝逆説〟みたいなパクりの部分も書いておいたので、その弟子からネタを盗っていたその脚本家は、『俺の考えたテレビドラマの脚本の内容を盗作している』と訴えたのかも知れません。でも本当は〝何かの神様の神業〟で、私が、わざとパクった部分は全てかどうかまでは知りませんが、多分、弟子達が考えていたネタ帳のネタが元々のオリジナルなネタだったのでしょう。だからさすがに弟子達が怒って、『本当に盗作しているのは、〝お前だよ！！〟』として弟子達が自分のその師匠であるその脚本家の偉い方を逆に警察に訴えたのかも知れません。 
 　それで、その脚本家は弟子達に訴えられて、警察に捕まり盗作と倫理法違反で、直木賞、芥川賞の受賞の称号も剥奪され、話はそれで終わったという事です。 
 　私は別に、わざとパクりましたが、やはり物事を間違ってはき違えている人は、神様の裁きに遭うのだとそう思われます。 
 　これが大体の要約ですが、私がこの「はじめに」で何を言いたいかというと、最初はこの作品はパブーさんで無料で公開するのは止めようかと思ったのです、もうその弟子からネタをパクって弟子達の怒りを逆に買い、警察にその脚本家の人は捕まったのだからもう私の作品の役割も終わったのだと思ったからです。だけどよく考えてみたら、やはり私のこのハード・ガンズという作品は、まだまだ他にも役割があるのだと思い直してみたのです。 
 　確かに本当の盗作者は警察に捕まったのだから、もうそれでその人は裁かれて今更、私の書いたこのハード・ガンズという小説をパブーさんで無料公開であってもする必要性は無いのかと思って・・ 
 　でも散々考えたあげく、やっぱり私のこの作品は世の中の為にも、とても重要な事が書かれている作品だと思うのです。 
 　何が正しいかなどや何が間違っているかなどを若い人が読んで学ぶ為にも、必要なのではないのかとです。 
 　だから、この作品を通して私は一切の金銭的利益を得るつもりはないので、やっぱりこのハード・ガンズはパブーさんで完全無料公開した方が良いとそう思い直してみました。 
 　最初は直して公開しようかと思ったのですが、あえて、わざとパクったままの状態で余り手を加えない方のが良いとそう思ったのです。 
 　私は、別にちゃんとオリジナルなモノは書こうと思えば書けるので、あえて盗作などする必要は無いのですが、私がわざと既存のドラマの話の一部を色々パクって書いて根拠の無い自信があったのは、私と本当の正しい神が繋がっているという証拠になるのです。 
 　だから、自分の師匠に自分達のネタを勝手に使われていた弟子の立場にあった方々は、もう立派にテレビ業界で活躍していると思うので、そういった意味で、私はこのハード・ガンズという作品を全面的に改稿せずに最初に書いた近いままの状態で、パブーさんで公開発表して完全無料で誰かの読者に読んでもらえれば良いなとそう決めました。 
 　私は決して盗作者ではありません、またついでに、その他二つの事件・事案も大体解決に導けたので、世の中に間違った考えを持つ者が今後出てこない様にするためにも、私のわざとパクった小説は必要であるとそう考え直してみました。 
 　だから喩えそんな理由があっても、このハード・ガンズという作品はパブーさんで公開するのは駄目だとか、お前は一体何様のつもりなのだという様な批判の嵐が多く来るのなら、このハード・ガンズの公開を止めて、パブーさんからこの作品に関しては削除する事にしますが、読みたい人が多い様であれば、世の中の役に立てるためにもやはりパブーさんで無料公開しておく事に決めました。 
 　何か問題が起きる様なら、素直に謝りますが、私の姿勢は正しいと思うでしょ？ 
 　やっぱり小説や脚本などを書く人は、世の中の手本にならなければならない作品を書くべきだとそう思うのです。 
 　だから、誹謗中傷は受け付けません、もし何らかの訴えがある様なら、即座にこのハード・ガンズのパブーさんでの公開を取りやめにするから、皆さんには安心してもらいたい事であるとそう思うのです。 
 　でも、私は今まで自分の書いた小説で一切一円たりとも金という利益を得ていないのだから、自信を持って堂々とこの作品をパブーさんで完全無料公開しておきます。 
 　まあ、この作品は〝あぶない刑事〟などや〝その他諸々の警察モノとかの作品〟のオマージュみたいな事も書いている作品なので、その点の方面に関しては寛容に考えて赦してもらえれば良い様にそう私は感じているという事が言いたかった事なのです。 
 
 　ああそれと、パブーさんの方から早くもこの「ハード・ガンズ①　特務機関ＥＸＸＰ」を紙の本で出版する話やKindleで売る検討をする話のメールが来ましたが、この「ハード・ガンズ①」に限っては、どれがそのお弟子さんのネタなのか厳密には解りませんが、〝神様の力によって完成した話〟なので、元々盗作者に盗まれていたそのお弟子さんのネタを使って書かれている筈ですから、元ネタはそのお弟子さんのモノなので、私が勝手にこのハード・ガンズ①を有料で売ることは出来ない話なので、パブーさんで無料公開しておく分には、弟子達からネタをパクっていた盗作者を捕まえることが出来た小説としてそのお弟子さんのネタを使ってこの小説を公開しておく分にはギリギリ証拠を残しておくためにセーフだと思うので、有料化の話には応じられないとしてお断りするしかありません。元々お弟子さんのネタが使われているのだから、そのネタはお弟子さんのネタなので、私がこの小説を有料化してはならないと思うのです。だから私にはこのハード・ガンズ①を有料化する考えは毛頭ありません、パブーさんがせっかくそんなメールをくれたのは有り難いですが、お弟子さんの許可を取らない限り有料化できないので、無料公開しておく分には倫理的観点からしてギリギリセーフだと思うので、そんな事情をわかった上で、パブーさんで無料公開する方向で、私自身、倫理的観点からしてそうしておくべき事だとそう思うのです。〝お弟子さん達の考えたネタはお弟子さん達のモノ〟です、だから本当の盗作者を捕まえることが出来た〝証拠の小説〟としてこの本を無料公開しておく分には良いと思いますが、私はこのハード・ガンズ①で金を取る気は一切ありませんから、本当の盗作者を捕まえることが出来た証拠の本として、パブーさんで無料公開しておく分には大丈夫だと思うので、私自身の金銭的利益は一切得るつもりはないことだとそうしておきます。だからそれを良くお理解して頂きたいです、私はこのハード・ガンズ①で金を取る気は一切無いので、もし、もしも二冊目が早く書けた場合においた時にだけは、一応二冊目のアイデアは考えてありますから、もう他人のネタを使うことはしませんから、その場合は二冊目は有料化をする考えは無いことは無いとだけそう申しておくことにしておきます。どうぞより良いご理解をして頂くことを私はそう願ってここにそれを詳しく明記しておくことにしておきます。 
 　私は病気で働けないので金が無いと未婚だし自分の子もいないので、後々困るのですが、どうにか病気でも家族の助けを受けて死ぬ気で生きていくことに決めていますから、それはもう仕方の無いことだとそう諦めて考えていることだとそう思っています。 
 
 　　拝々、私の作品を読んで下さる、皆様方へ・・・ 
 
 　　　２０２０年９月下旬某日・書記 
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 　大都会にわだかまる凶悪犯罪、それは都市の闇の部分を映しだす鏡だ。 
 　年々増加の一途をたどるそれらの犯罪は、警察の屈指の努力も虚しくその暗躍は絶えない。 
 　誘拐、強盗、密売、裏取引、テロなどの、様々な事件の裏でその顔が見え隠れする犯罪者たちの素顔は狡猾である。 
 　特務機関ＥＸＸＰ、別名《ハード・ガン》と呼ばれる都市特殊機構隊は、その闇の犯罪を撲滅するために組織されたエリート集団だ。 
 　警察の上部組織として機能するその組織の役割は、急増する様々な凶悪犯罪を取り締まる為に結成された。 
 　二○○五年に試験的に運営が施行され、二○一五年の最近になって正式に特務機関として機能するようになり、その活躍が期待されている。 
 　十三年前、未曾有の大震災で壊滅した東京は荒廃し、見るも無惨な裸体をそこに晒していた。 
 　震災のおかげで治安は悪化し、都市は犯罪者の巣窟と化して久しい。 
 　警察は銃武装犯罪に対して無力化、凶悪犯罪は流行、それを受けて特務機関の設営が望まれたのはごく最近のことであった。 
 　彼ら《ハード・ガン》は、警察では合法化されていない、様々な特務任務を請け負いそれを遂行する。 
 　潜入囮捜査や諜報活動、組織密売捜査や闇取引の摘発、要人警護に都市の治安防止活動と、その任務は様々だ。 
 　それら全ては、政府からの特権を預かり遂行される任務であるが、彼らハード・ガンの面々は、その特権を活かして完全武装化された集団でもある。 
 　その組織の規模はまだ小さいが、年々その規模は拡大し、今現在、約四○○人の特務隊員がその職務に就いている。それは治安が悪化して犯罪が蔓延する東京では、まだ微々たる数の総員数であったが、それは致し方ない。 
 　しかし、警察と連携して行われる彼らの活躍は、今後の期待を裏切ることはないだろう。 
 　巷では犯罪が増加し、年々その発生率は上がってきている。 
 　その事態を打開できるのは、警察にはない機動性にすぐれた、特務機関の双肩にかかっているといっても過言ではなかった。 
 　政府要人もその動向を固唾を飲んで見守る中、彼らのすみやかな対応が望まれる。 
 　特務機関ＥＸＸＰ、彼ら《ハード・ガン》に課せられた任務は、都市の明るい未来を築く新しい礎となるからだ。 
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 　暗やみの中に響く爆音、高崎ナオは、ＥＸＸＰ特務マシン、オートバイクのエグゾストノーツを全開にする。目の前は直線道路、何も阻むものはない。ヘッドライトに照らしだされる路面を見据えながら、オートバイクにまたがり街を疾走する。排気量二千㏄のモンスターマシンを駆る彼女は、今、フルフェイス内蔵のイヤーマイクから聞こえてくる声に、耳を傾けていた。 
 『いい、聞こえるナオ？　都内、第七セクタ十八番街で強盗事件発生よ！　場所は、コンビニエンス・ストア、警察や同僚の特務隊員も今そこに向かっているわ！　だからあなたも、すぐ急行して。現在地から近いんだからすぐに行けるでしょ・・・』 
 　イヤーマイクから紡ぎだされてくるその声は、同僚の、二階堂ゆかりからのものだった。 
 「判ったわ、すぐ行く、そう急かさないで・・・」 
 　ナオは、苛立った声を張り上げながら、イヤーマイクに向かってそう強くつぶやく。 
 　そして、その通話が終わらぬよりも早く、オートバイクの車体を傾けると、目の前の道路を左折していた。 
 『ああ、それと追伸。くれぐれも言っておくけど、また変な問題は起こさないでね。でないと、また課長に大目玉よ！　その事はよろしく・・・』 
 　その言葉を最後に、通話は〝ピッ〟という電子音を残して、途切れていた。 
 「わかってるって・・」 
 　彼女は、不敵な笑みを浮かべて苦笑いすると、一人そう呟いていた。 
 
 　大震災がさって、復興した東京は、世界屈指の犯罪都市に変貌していた。 
 　震災によって、壊滅的な打撃をうけた都市機能も回復され、今では東京の街全体が真新しい街並みをそこに再現し、今現在に至っている。 
 　都内では、新しい幹線道路が無数にでき、そこを車が走っている。 
 　街も、新しく構築されたのが大部分で、主要な場所以外、昔の面影を残す場は多少少なくなりつつあった。 
 　公園では人が安らぎ、映画館では娯楽を堪能し、デパートでショッピングやランチをする光景は昔と何ら変わりない。 
 　しかしその裏では、凶悪犯罪が蔓延し、その発生件数を鰻上りにあげ、年々の記録を大幅に更新する事態が日常茶飯事となっているのは、子供でも知っている事実であった。 
 　表面上は、健やかな日々が続く都内でも、その裏では犯罪者が闊歩する。 
 　そんな光景は、健全な社会であるとは、とても言えない事態だ。 
 　街の裏通りでは、ごろつきまがいの若者がたむろし、ゲーセンには不良やチーマーが入り浸る。 
 　酒場では、殴り合いの喧嘩、路上では泥酔者が警官にからんで、奇声を発する。 
 　そんな中で、人々は疲れ、その精神は蝕まれていく。 
 　異常な精神者が今の時代増え続けているのは、そういった世相も反映しているのは確かだろう。だが、時刻は少し遡って、ここに、そういった精神異常者であるのかどうかといった事は解らないが、麻布の街の一角に店を構えるコンビニエンス・ストアでは、いま先程からその精神が錯乱しているとしかとても思えない無法の輩が、一人、その手に銃を構えて雄叫びをあげていた。 
 「おい！　金を出せって言ってんだ、コノヤロー！　俺に逆らうのか！？」 
 　髪は茶ぱつ、顎にちょび髭を生やした痩せ形の男が、淀んだ虚ろな目をしばたかせながら、一人の女性を脅している。 
 　脅されている女性――――彼女は、縦縞の服と帽子をかぶった、コンビニエンス・ストアの店員だ。 
 　眼がくりりとした、笑顔の似合うアルバイトの学生だったが、今は、その笑顔も見られず、硬く青ざめたその顔が目の前で銃を振りかざす男に煽られて、小刻みに引き攣っていた。 
 　その横では、もう一人のアルバイト要員が、ぶるぶると震えて怯えている。 
 　それは、気の弱そうな、青白い顔のでっぷりとした男性であった。 
 　彼もどうやら、十七八くらいの学生のようで、胸に括り付けられたネームプレートには、〝室田〟という文字が垣間見えていた。 
 　店内には、銃を構える男と、二人の店員以外だれも居ない。 
 　幸いにも、他に客はおらず、店はガランとした静けさに包まれていた。 
 「それで、いくら欲しいのですか・・？」 
 　そんな中、恐怖を圧し殺した声で、女性店員が要求金額を問いただす。 
 　だが、 
 「おまえは馬鹿か、有り金全部だ早くしろ！！」 
 　そう言うと、茶ぱつの男は、店の天上に向けて銃を乱射していた。 
 　彼が手にしているのは、マシンガンだ。 
 　それが〝バリバリバリ〟という音を立てて、今、コンビニエンス・ストア内の天上を、無惨にも破壊している。 
 　その影響で、店内の蛍光灯が割れ、破片が床に降り注ぎ飛び散るが、男は、そんな事はおかまいなしに銃を乱射する。 
 　それを見て、二人の店員は、更に顔を強ばらせ耳を塞いでいる。 
 　下手に逆らえば、何をされるか分からない。 
 　彼は、強盗なのだ。 
 　しかも、それは、客のいないコンビニエンス・ストアを狙った、犯行である。 
 　その為、二人は、この場を穏便に済ませるため、その銃を振りかざす男の要求を受け入れ、素直にレジから壱万円札を数枚掴み取ると、それを震える手で差し出していた。 
 
 　しかしその頃、店の裏側では、このコンビニエンス・ストアの店主が、受話器を片手に１１０番通報をしている真っ最中であった。 
 　この店の店主は、四十代くらいの男性で、彼はいま、店の奥で店内の様子をのぞき見ながら警察に事情を説明している。 
 　そして、『分かりました、すぐ警察の者をそちらに急行させます・・』という、所轄の通信担当係の言葉を最後に、その受話器を置き、恐る恐る店内に足を踏み入れていた。 
 　店の店内では、今、女性のアルバイト学生が、男に脅されて、店内に常備されている買い物カゴに、大量のお菓子類とかなどを詰め込んでいた。 
 　銃を持つ男は、先程、金を受け取ると、それをジャンパーのポケットへと無造作につっこみ、その後、なにを思ったか、買い物カゴにお菓子を入れろと店員に要求を出していたのだ。 
 　それを受けて店員は、おかしな顔をしたが、今チョコバーやスナック菓子、それにチューイング・ガム等を適当に選び、買い物カゴに投げ入れているところだ。 
 　そして、一通り、カゴがいっぱいになるまで詰めおわると、それを男にさしだして軽くお辞儀をしていた。 
 　男はそれを受け取ると、満足げにうなずき、その場に座り込む。 
 　そして、買い物カゴから、一つのお菓子を選び手に取ると、そのまま真新しい包装を破り、それをムシャムシャと食べだしている様子だった。 
 「あのう、あなたは強盗ですよね？」 
 　そこへ、店の奥から現れた店主が、男の挙動を怪訝に思い、声をかける。 
 「そうだ俺は強盗だ、なにか文句があるか！」 
 　すると、そう言って男は、また手元のお菓子にかぶりつく。 
 「でもあなたは、逃げないのですか？　強盗なんでしょう？」 
 　だが、店の店主はその時、バカな質問をしたと思っていた。 
 　普通、強盗なら、金を奪えばすぐ逃げ出すと思っていた。 
 　しかし、この男は、どうやらその気がないらしい。 
 　男は、手元のお菓子をあっという間にたいらげると、今度は、チョコバーを手にとってそれにもむしゃぶりつく。 
 　そして、おもむろに立ちだすと、今度は、店内に置かれている週刊誌や漫画雑誌、エロ本などをつぎつぎと手に取り、何事もないように立ち読みを始めていた。 
 　そうして、十五分くらいが経過しただろうか？ 
 　店の外では、何やら、慌ただしさが増している様子だった。 
 　警官だ。 
 　店の表通りには、サイレンをけたたましく鳴らしたパトカーやワゴン車が数台停車すると、そこから武装した警官隊が姿を現していた。 
 　そして、警官隊は、外からコンビニエンスの店内を確認すると、ずらりと横に並ぶ形で、アルミ合金製の盾を前面に押し出し整列していた。 
 「警部、どうやら、男が銃を持って店内に立て篭もっている模様です。どういたしますか？！」 
 　紺色の制服を着た一人の警官が、長い灰色のロングコートを羽織った一人の私服警官に向かって、状況報告をする。 
 「判った・・・」 
 　すると、その報告を受けたその私服警官は、それに頷くと、片手にハンドスピーカーを手に取り、警官隊の前に進みでておもむろに口を開く。 
 『そこに立て篭もっている君、店は我々警察が包囲した、武器を捨てて出てきなさい！！』 
 　どうやら、店に居る銃を持った男に、説得を試みるようだ。 
 『私の声が聞こえているかね？　聞こえているのなら、返事をしてくれ給え・・』 
 　だがその頃、店の中では、男がまるで狂乱したかのように、三人の店員に対して、罵声を浴びせていた。 
 「てめえら、警察に通報しやがったな、ただじゃおかねえぞ！！」 
 　そう言って男は、また手持ちのマシンガンを、天上に向けて乱射する。 
 　それを見て、店主と女性店員、男性店員は、顔を青ざめさせぶるぶると震えていた。 
 　そこへ、 
 『銃を発砲している君、今すぐその銃を捨てて我々に投降しなさい。でないと、君の罪は重くなるよ！』 
 　そう言って私服警官は、ハンドスピーカーを片手に、声を張り上げる。 
 　だが、 
 「うるせーんだよ、てめえら！　黙りやがれ！！」 
 　ババババババ・・・・ 
 　男は、店の中から外に向かってマシンガンを乱射すると、店のウインドウを粉々に破壊し、絶叫を張り上げていた。 
 　しかし、それを見て、警官隊は怯みを見せる。 
 　相手は武器を持っている、それもマシンガンだ。 
 　それを、どこで手に入れたかは判らないが、相手は明らかに錯乱している。 
 　だからこれには、さすがの警察も手が出せず、職務も忘れて、おろおろとすることしか他に方法がなかった。 
 「警部、どうしますか？　相手は、マシンガンを持っています。このままでは、怪我人がでるかも知れません。こちらも拳銃で応戦しますか？」 
 　一人の警官が、私服警官に、確認の旨を入れる。 
 　だが、 
 「いや、しょうがない、ここは特務機関の到着を待とう」 
 　そう言って警部は、言葉を濁す。 
 　それから、五分が経過した。 
 　するとそこへ、一台のバイクがけたたましい爆音を響かせながら、警官隊のいる店の表通りの路肩へ侵入し減速してきた。そしてパトカーの停めてある近くに停車すると、そこから一人の女性が、バイクから身を躍らせ降りてくる。 
 　その女性は、左肩と背中に特務機関ＥＸＸＰの鷹のロゴが縫い付けられた白いジャンパーを身につけ、靴はショートブーツ、太股の半ばあたりまでの丈しかないぴっちりとした皮製のミニスカートをはき、背中まで達するロングヘアーをなびかせながら警官隊の方へ近付いてくる。 
 　そして、その手には軍用の特殊マシンガンＭＰＲ‐３２を持ち、その場の責任者である先程の私服警官の目の前にまで来ると、その歩みをぴたりと止め、腰に左手を当てて仁王立ちしていた。だからその時、私服警官は、突然、何の前触れもなく現れたその女性を目の前に一瞥すると、一瞬、気圧された様にして身を退き緊張する。 
 　そして、次には、恐る恐るその女性の顔を見据えて、確かめるように言葉を発していた。 
 「君・・君は、特務機関の者かい？」 
 　すると、 
 「そうよ、私は《ハード・ガン》特務一課、第二班の高崎ナオ。それより、今の現状はどうなっているの？　その事を手短に話してくれない・・・」 
 　高崎ナオと名乗ったその女性は、現場の責任者である私服警官に詰め寄ると、有無を言わさぬ口調で、現況を聞く。 
 　それを受けると、その私服警官は、目の前の女性に気圧されつつも、今の現況を強要されたかのようにそそくさと語っていた。 
 「実はね、先程からこの店の店内に、銃を持った男が一人立て篭もっているんだ。警察への通報によると、その男は、ここのコンビニエンス・ストアに強盗に入ったらしいんだが、つい今しがた投降を呼び掛けたら、銃を乱射してね、さすがに我々も手がだせず、君達、特務機関の到着を待っていたんだ」 
 　私服警官は、そこまで言うと、口をつぐむ。 
 　そして、ナオの反応を、怪訝な表情をその顔に浮かべて、覗ってきていた。 
 「そう？」 
 　それを受けると、ナオは、一言そう言って、ニヤッとその顔に不敵な笑いを浮かべる。 
 　そして、 
 「ちょっと、それ貸して」 
 　ナオは、私服警官が手にしていた、ハンドスピーカーをひったくっていた。 
 「ああ、駄目だよ君。それは、俺の商売道具なんだ・・」 
 　ハンドスピーカーを奪われて、慌てて取り返そうとする私服警官、 
 　しかし、その声を無視して、ナオはツカツカと警官隊の前に進み出ると、そのハンドスピーカーを口元に運び、拡声のボリュームを最大にして叫んでいた。 
 『そこにいる男、聞きなさい！　私は特務機関の高崎ナオよ。今すぐ銃を捨てて出てきなさい、そうすれば手荒な真似はしなくてすむわ。言うことを聞かないと、こちらから踏み込むわよ・・・』 
 　その声を受けて、店内に閉じこもっていた男は、外の様子を窺うと、店の女性店員に銃を突き付けて、彼女を盾にし、ストアの入り口付近にまで出てきて外に顔を出していた。 
 　するとその直後、彼は、怒声を張り上げて、次のような言葉を叫んでいる。 
 「うるせーって言ってんだよテメー！！　こっちには人質がいるんだ、やれるもんならやってみろ！　特務機関だろうがなんだろうが恐くねーぜ！」 
 　そう言うと男は、また警官隊に向かって発砲していた。 
 　その男が手に持つマシンガンから放たれた銃弾は、カツカツカツといった音を発しながら、警官隊が装備する盾にぶち当って四散する。 
 　だが、それを見て、先程の私服警官が慌てていた。 
 「駄目じゃないか君、相手を刺激するようなことを言っちゃ、怒らせるだけだよ」 
 　そう言うと、彼は、ひどく狼狽する。 
 　それは、仲間の警官に怪我人がでては、一大事だと思ったようだ。 
 　しかし、ナオは、そう言われてもしれっとして、その言葉を馬耳東風のように聞き流すと、私服警官に向かって踵を返していた。 
 「これ、もういらないわ、返す――――」 
 　ナオは、ハンドスピーカーを突き返す。 
 　すると、その後、彼女はおもむろにコンビニエンス・ストアの前に進みでると、先程よりも更に店の一際近い位置で足を止めて、そこへ仁王立ちになって身構える。 
 「私は忠告したわよ！　銃を捨てて出てこないのなら、こっちから行くわ！」 
 　そしてナオは、次の瞬間そう言うと、手に持つ特殊マシンガンＭＰＲ‐３２を構え、何の前触れもなくそれを発砲し、店の表側から店内に向かって、メッタやたらに鉛の弾をぶち込んでいた。 
 　ババババババババ・・・ババババ・・ 
 　ババババババババ・バババババ 
 　ＭＰＲ‐３２は、けたたましい乱射音を響かせながら、店内の陳列棚におかれている、様々な商品を粉砕していく。 
 　頭髪用シャンプー、懐中電灯、清涼飲料水、雑誌、アイスバー、日替わり弁当、文房具セット、デザート用ケーキ、ショーケース、スナック菓子などが、そのナオの狂乱的銃の乱射を受けて粉微塵に撃ち砕かれる。 
 　それにより、店の中は、さながら粉砕されて飛び散った様々な商品が飛びかう、狂乱状態に陥っていた。 
 　店の店内は、割れたガラスが雨のように降り注ぎ、砕け散った商品があちこちに乱舞して、ゴミ溜めのようになる。 
 　バババババババ・・バババババ 
 　それでもナオは、用意した換えの弾倉が続く限り、マシンガンを乱射していた。 
 　そんな中、銃を持った男と店の店員は、その場にしゃがみこんで、その狂乱の雨嵐が過ぎて去るのをじっと耐えて待っている様子だった。 
 　さすがに、先ほど『恐くねーよ』と怒声をはいた強盗男も、それには絶句している様子で、しきりに頭を抱えてしゃがみこんでいた。 
 　約二十秒後、ナオはマシンガンの弾倉に装填されていた全弾を撃ち尽くすと、それを無造作に打ち棄てて、突然、脱兎のごとく走りだしていた。 
 　彼女は、走って店の店内に乱入すると、胸から一挺のオート拳銃を引き抜きそれを構える。 
 　すると、店の店内で蹲っていた強盗男の前に立ちはだかって、その銃を眼前に突き付けていた。 
 「さあ、観念しなさい。手に持っているマシンガンを捨てることね。でないと、あなたの頭が吹き飛ぶわよ！」 
 「何を小癪な！　俺が、女ごときに、負けるわけねーだろ！」 
 　そう言うと、男は、咄嗟的に立ち上がって、銃を突き付けるナオに躍り掛かっていた。 
 　男は、手持ちのマシンガンを撃たずに、それを鈍器のように振りかぶると、ナオに有無を言わさず殴りかかる。 
 　ドカッ・・・ 
 　しかし、それは、一瞬の出来事だ。 
 　ナオに躍り掛かってきた男が、マシンガンを手放し、それを床に落とすと、次の瞬間、身を屈めてそのまま両手で股間を押さえて飛び跳ねる。 
 「ちきしょう！！　よくもテメー、俺の大事な所をつぶしやがったな！」 
 　ナオの一蹴りは、狙い違わず、男のキン○マをとらえていた。 
 　さすがにその一蹴りが命中した瞬間〝キン〟という音はしなかったが、どうやら男は、男性特有の痛みに悶絶し、目を白黒させている様子だった。 
 　だが、ナオはそれでも飽き足らず、股間を押さえて飛び跳ねている男に、更に次の一撃をお見舞いする。 
 　それは、強烈な、回し蹴りであった。 
 　彼女は、体をひねって無造作に反転させると、振り向きざまに男の側頭部へそのしなやかな長い脚を滑らせる。 
 　ベキ・・・ 
 　嫌に鈍い音がして、男が横に吹っ飛ぶと、そのまま彼は商品棚に激突し、その棚に陳列されていたいわしの缶詰やレトルトカレーとともに床へと横転して、そのまま白目を剥いていた。 
 　それでこの強盗立て篭もり事件は、解決したのである。 
 
 　その後男は、駆け付けてきた警察官に、取り押さえられていた。 
 　というよりも、そのまま気を失って、近くの病院へ搬送されたのだった。 
 　ナオの一蹴りは、完全に錯乱していた男を、沈黙させていた。 
 　しかし、男が警察に逮捕され、彼が手にしていたマシンガンが押収されても、その後の店の事後処理は惨憺たるものだった。 
 　ナオの無差別的なマシンガンの乱射によって、店の中は壊滅し、その床には粉砕された商品の山で埋めつくされ足の踏み場もないほどに荒れ果てていた。 
 　これでは店の受けた損害は、相当なものになるだろう。 
 　この店の店主も、それを見ると、頭を抱えて苦悶の表情を浮かべている様子だ。 
 　だが、そんな中ナオは、そのコンビニエンス・ストアの表駐車場に現れると、両手を組んでそれを上にあげ、体をグーンとストレッチする様に大きな背伸びをしていた。 
 　彼女は、一仕事を終えてご機嫌な様子で、鼻唄を歌っている。 
 　コンビニエンス・ストアの表通りには、先程から応援に駆け付けた新たな警察官や、連絡によって出動要請を受けた、特務機関の車輛が少々遅ればせながら到着を見せている様だった。 
 　それに前後して、事件を聞き付けて集まった大勢の野次馬や、テレビニュースの取材陣やらも姿を見せ、警察が張った現場保持の為の黄色いテープの外側から事件現場の様子を興味津々の態で覗き込んでいる。 
 　遅れて到着した特務機関の隊員たちは、手にライフルやマシンガンなどを装備して現れていたが、ナオ一人の活躍で事件は迅速に解決したことを知ると、少々気抜けしたように引き上げの態勢を見せていた。 
 「あのちょっと、あなた、特務機関の高崎ナオさんですよね？」 
 　そんな折り、ナオは、一人の色の白い厚化粧をした女報道局員に呼び止められて、その踵を返していた。 
 「ええ、そうよ。何か用？」 
 　ナオは、ひどくぶっきら棒にそう答えると、その女報道局員に目を向ける。 
 「聞いたところによりますと、あなたが、この強盗立て篭もり事件を解決したということですが、それは本当のことなのですね？」 
 「ええ、そう云うことになるわね」 
 　ナオは不機嫌に、そう答える。 
 「でもあなたは、人質が居るのに銃を乱射して店内に乗り込んだということですが、それは警察組織における人命最優先の絶対原則を極端に逸脱した行為ではないのですか？」 
 　女報道局員は、まるでナオを非難するような口調でそう言うと、疑問気なまなざしを向けてきていた。 
 「そんな原則ってあったかしら？」 
 　ナオは、それを受けると、そ知らぬ顔をしてそっぽを向く。 
 　しかし、 
 「あなた〝そんな原則があったかしら？〟って、それはないでしょう。仮にもあなたは、特務機関に所属する国家公務員でしょう。そのあなたが、そんな事言うなんて、おかしいとは思いませんか？」 
 「・・・・・・・」 
 　ナオは、それを受けて黙り込む。 
 　だが、それは女報道局員の言葉につまって、口篭もったわけではなかった。 
 「高崎ナオさん、その点に関してあなたの意見はどうなのですか？　わたしたち報道局の者としても、その事をお伺いしたいのですが？」 
 「ちょっとあなた黙ってて、黙らないとその舌をちょん切るわよ！」 
 　すると、ナオは、即座にそう言って、ぴしゃりと女報道局員の言葉をさえぎっていた。 
 　そして、先程から賑わいを見せていた野次馬たちの方に目を向けると、その中に紛れて事件現場のコンビニエンス・ストアの方を覗き込んでいた、一人の男に注意を向ける。 
 　その男は、古くさい汚いコートに、茶色のニット帽をかぶった、まだ若い学生風の男であった。 
 　ナオは、その男に不審なものを感じて、その様子を覗っていると、次の瞬間その男と不用意に目が合い、数瞬の間見つめ合ってしまっていた。 
 　しかしその後、男は、少しビクりと驚いたような態度を示すと、ナオからその視線を逸らし、そそくさとしてその場から身を退くように逃げ出そうとしていた。 
 　それを見てナオは、その男を追いかけようとする。 
 　だが、 
 「ナオさん、ちょっと私たちの話を聞いてもらえますか？　あのですね？」 
 　と言って、先程の女報道局員に呼び止められていた。 
 「あなた、さっきから煩いわよ！」 
 　ベキッ！ 
 　すると、突然ナオの右フックが、女報道局員の左頬に炸裂する。 
 「きゃ～、きゃ～、この人、私のことを殴ったわよ。だれか警察の人を呼んで！　国家公務員が私に暴力をふるったわ！」 
 　殴られた女報道局員は、驚愕の目でナオを見据えると、次には甲高い金切り声のような悲鳴を発して、周囲の人垣に良く聞こえるような声でわめき散らしていた。 
 「うるさい！」 
 　ベキャ・・・ 
 　しかし、今度は顔面中央、女報道局員の鼻梁にそって、ナオのストレートが炸裂する。 
 　それで彼女は、一瞬のうちに気を失って仰向けに倒れ、そのままアスファルトの藻屑と消えていた。 
 　そうこうしている内に、ナオが先程目を付けた若いニット帽をかぶった男は、人込みに紛れてどこへともなく姿を消してしまっていた。 
 『チッ！』 
 　ナオは、軽く舌打ちする。 
 　彼女の嗅覚からすると、先程の若い男は何やら犯罪の臭いがする。 
 　それも奥深い、何か重要な組織だった犯罪のような・・ 
 　陰湿で、切れ長のその目を直視したとき、ナオは直観的にそう思っていた。 
 　しかし、逃げられてしまっては、仕方がない。 
 　ナオは、その事をあっさり諦めると、踵を返して、自分の愛車、特務マシンＲＨ‐２０００オートバイクへと向かう。 
 　そして、その単車のシートに跨がると、キーを解放してエンジンをかけていた。 
 　ナオは、二三度、アクセルを開いて空ぶかしをすると、クラッチを噛ませて車体を軽々と操り、まだ夜の暗やみの都内に爆音を轟かせながら消えていった。 
 　そしてその後、その事件現場を、速やかに後にするのである。 
 





第一章　謹慎と減俸、そして人探し







第一節


 「お前は一体、何をやっているんだ！！」 
 　煙草の煙が蔓延し、書類が山積みになった一室――――ドアが開け放たれた角部屋の中で、今現在、特務機関・特務一課、本部課長、佐渡一が声に怒気を孕んだ口調でそうまくしたてると、彼の目の前でふてぶてしい態度をとり続ける一人の特務隊員に向かって、叱責の言葉がぶつけられていた。 
 　佐渡一課長の、目の前に立っているのは、女性だ。 
 　色は黒髪のロングヘアー、癖のないさらりとした髪質のストレートで、玲瓏とした潤んだ目に、赤く血色のいい唇、白く透けいるように澄んだくすみの色一つない健康的な肌を持ち、身長は１６５㎝、スリーサイズは上からＢ８４・Ｗ５６・Ｈ８５、雑誌のグラビアから抜け出たようなその姿態は、トップモデルすら顔負けのスレンダーなスタイルと美貌を持つといっていい。 
 　手足には無駄な肉はなく、細くすらりとのびているが、痩せぎすではない。 
 　だが、バランスのとれたその気の強そうな面貌は、今、不機嫌さを丸出しにして軽くしかめっ面する様に歪められ、二重だが、ほんの少し鋭く釣り上がった目が、不満げな色をたたえて頻りにしばたかれていた。 
 　彼女は、高崎ナオ二十四歳――――特務機関・特務一課、第二班に現役として所属する、ハード・ガンのメンバーだ。 
 　しかし彼女が、何故、上司である佐渡一本部課長に、叱られているのかというと、それは警察や、報道局側から苦情の電話が相次いで殺到していたからだ。 
 　その電話の内容は、こうだ。 
 　まず麻布警察署、朝霧保警部から・・ 
 『まったく、おたくの指導方針はどうなっているのですか。人質がいるのに、銃を乱射して店内に踏み込むなんて、危険で軽率にも程があります。それに犯人は、股間をつぶされ膀胱破裂、頭部側面を骨折し、全治三週間の怪我です。これはもう、過剰行為の何ものでもないでしょう。いくら相手が銃を所持していたとはいえ、やはりやり過ぎです。過剰な暴力により犯人を捕らえるやり方は、我々警察側としても横暴として認識するしか他にいいようがありませんよ！』 
 　また報道局・報道員、島川悦子から・・ 
 『冗談じゃないわよ。特務機関の面々は、暴力を誇示する無法者の集団なのかしら？　私は二度も殴られたのよ、右フックそれにストレート。天下の国家公務員が、一般の市民を殴るなんて、前代未聞だわ。これじゃ懲戒免職処分も免れないわよ。それに私は、鼻の軟骨を骨折してしまったんですからね。鼻曲げられて、黙ってはいられないわ。高崎ナオを電話口に出しなさい！』 
 　それから、麻布のコンビニエンス・ストアの主人、滝泰之から・・ 
 『本当に困りますよ。私は会社を辞め、脱サラして今の店を始めたのですけれど、お宅の高崎ナオという人のおかげで、店は壊滅し、損害は目も当てられないほど酷いものです。店を一個潰してくれたんですよ。この状況をどうしてくれるのですか？　これじゃもう、店をたたむしか他に方法がありませんよ。私は弁護士を雇って、損害賠償の件を、あなたがた特務機関にふっかけますからね、その事をよろしく・・・』 
 　苦情の電話、そのどれもが、ナオの横暴な立ち振る舞いに関する、不満と怒りの言葉で終始していた。 
 　その電話を受けて、佐渡一本部課長は、天を見上げて神に嘆いたのは言うまでもない。 
 　前々から、ナオの横暴ぶりは、目に余るものがあった。 
 　特務機関・特務一課、第二班に所属しているとはいえ、彼女は単独行動を好み、なかなか集団行動をとらない。それに時々、今回のような問題を起こしては、本部課長の立場を危うくさせてくれるのだ。 
 　佐渡一も、その事に関してはほとほとまいっている様子で、今そのナオを目の前にして、きつい御灸を据えているという真っ最中であった。 
 「本当にお前はもう、自分の立場をわきまえて行動しているのか？！　仮にもお前は、特務機関という国家公務員の一員なんだぞ。それを忘れて暴走するなんて、何事だ！　世の中にはな、やっていい事と悪い事があるんだ。その分別もつけず、闇雲に事を起こすなんていう行為は、組織の一員として失格なんだぞ！」 
 「しかし課長、事件はすみやかに解決したんだから、いいじゃない。あのまま警察に任せていたら、二時間経っても三時間経っても解決がつかず、次の日の朝まで長引いたかもしれないわ。それを考えると、私のとった行動は称賛に値するのではない？」 
 「そういう問題じゃない。ただ迅速に対応すれば、それで万事ＯＫというわけじゃないんだ」 
 　そう言うと佐渡課長は、デスクの上に山積みされている書類を、バンと力強く叩く。 
 　そして、深いため息とともに、強い落胆の色を見せていた。 
 　その彼の態度からして、ナオにはもう、ほとほと愛想が尽き果てたという感じが覗い知れる。 
 「とにかくお前にはな、常識という言葉が書けているんだ。他の特務隊員を見習え、そうすればお前の横暴ぶりも、少しは良くなるだろうから・・・・」 
 　そして佐渡一課長の小言は、それからかれこれ一時間にわたって続けられていた。 
 　その間、それを聞いているナオは、少しの反省の色も見せず、ただふてくされて臍を曲げているだけだった。 
 「とにかくお前の処分は、今後、上層部の連中と会議して決めるから、それまでおとなしくしていろ。くれぐれも言っておくが、また問題なんか起こすなよ・・・・これ以上されたら、俺は幾つ首があっても足りはしないからな・・・・」 
 　その言葉を最後に、佐渡課長のナオに対するお叱りは終止していた。 
 
 　ナオが課長の執務室をでて、特務一課のデスクが並ぶ一室に姿を現すと、直ぐ様一人の女性隊員が彼女の傍近くに擦り寄るように駆けよってきて、彼女に声をかけてきていた。 
 「ナオ先輩、ナオ先輩、どうでしたか課長？　ずいぶん怒っていたでしょう？　あの分だと、また上層部に呼びだされるんじゃないですかね？」 
 「さあ？　私には関係ないわ」 
 　ナオは、ぶっきら棒に、一言そう言う。 
 「でも、またまたやってくれましたね、先輩。今度は、報道局員の女性を殴り倒したんでしょ？　私、見てみたかったな～。だってその報道局員て、嫌味な辛口トークで知られる、あの島川悦子なんでしょ？」 
 「そうね、そんな名前だったかしら？」 
 　ナオはまたもや、素っ気ない態度をとる。 
 「あ～あ、私も現場に行けば良かった。だってその島川悦子って、なにかと特務機関を目の仇にして、批判している人なんでしょう？　特務機関は、この東京の街に必要のない機関だって・・だからその人が、ナオ先輩の鉄拳でのびるところを、この目で見てみたかったですよ、も～う」 
 　今、話し掛けているのは、ナオにとって後輩の柏木モモだ。 
 　彼女はデスク付きの事務処理担当員で、何かとナオに親しく接する、ちょっと頭の配線がズレた変わり者である。 
 　顔はぽっちゃりとして可愛らしいといった印象がつよく、愛敬があるので皆からは、モーちゃん、モーちゃん、と呼ばれ親しまれている。髪は赤みがかった栗色をしており、幼稚体形のフェロモンを撒き散らす、憎めないアイドル的存在だ。 
 　この特務機関内では、こと彼女には人気がある。 
 　それは幼稚体形のわりには胸が大きく、ことさら特徴的なのは、いつも明るく屈託がないからかもしれない。 
 　モモは自称、特務機関の看板娘をみんなに吹聴しているので、結構、言い寄ってくる男が、これでいて多いのだ。 
 　そして彼女は、こよなく〝りかちゃん人形〟を愛する、乙女としても有名だ。自宅の自室には、その人形に関するあらゆるコレクションが、山積みになっているという。しかし、その自室に、人を誰も入れたことはない。 
 　だが、そんな彼女が、ナオを慕っているということには訳がある。 
 　これは、モモが勝手に言っていることではあるが、彼女の亡き姉が、ナオによく似ているということらしい。 
 　柏木モモの姉は、三年前に病死しており、その病名は急性の白血病ということだ。 
 　その為、姉の面影を残すナオは、彼女にとって本当の姉のような存在であった。 
 　しかし顔は似ていても、性格はまるっきり違うと言うことだ。 
 　モモの姉は、優しくおしとやかな性格であったようだが、それに比べてナオは、無愛想で気が強く、そして手が早い。 
 　もちろんそれは、男に対して手が早いということではない。 
 　ナオは、気に食わない相手に面すると、その率直的な解決法として、鉄拳が即座に飛ぶのだ。 
 　そのナオの鉄拳を食らって、のされた者は数しれない。 
 　だが、それでもモモは、ナオを慕っていた。 
 　モモにとっては、その性格はどうあれ、ナオは親近感を覚える身内のような存在であることは間違えない。 
 　しかし、ナオは、そのモモの気持ちを知ってか知らずか、その対応はいつも素っ気なかった。 
 「ところでモモ、ゆかりはどこ？」 
 　ナオは、そんなモモに、同僚の二階堂ゆかりの所在を問いただす。 
 「ゆかり先輩ですか？　彼女ならさっき、コンピュータルームへ行きましたけど、なにか用事があるのですかぁ？」 
 「ええ、ちょっとね」 
 　そう言うとナオは、足早に室内をでて、コンピュータルームへ足を向ける。 
 「ああ、ちょっと待ってください、私も行きま～す」 
 　その直後、モモは間延びするような声を残すと、ステップする様にナオの後に続いて室内を出ていた。 
 
 　特務機関が使用している建物は、警視庁の真ん前、目と鼻の先にある。 
 　建物は鉄筋コンクリートの五階建てで、まだ建築されてまもなく、薄汚れた感じは見受けられない。外から建物の様子を覗うと、屋上付近の頂上には、警察の《桜の代紋》ならぬ特務機関ＥＸＸＰのマークが踊っていた。 
 　簡略化された鷹のマークに、でかでかと《ＥＸＸＰ》の文字が印されてある。 
 　それが、特務機関の隊員が持つ、身分証明カードにも刻印されている、《ＥＸＸＰ》の所属を表すマークであった。 
 　そんな中、ナオとモモがめざすコンピュータルームは、その建物の三階に位置している。 
 　そこは、数百台のコンピュータ端末がおかれている部屋で、特務機関の職務に必要不可欠な、ありとあらゆる詳細なデータファイルがモニタを通して閲覧できる場所である。 
 　だがナオは、そこに用事があった。 
 　彼女は、特務機関の建物内を足早に歩いて、コンピュータルームの側まで来ると、その室内の前に立ち止まり、入り口付近から中の様子を覗き込む。 
 　するとそこで、一人の女性と目があっていた。 
 「あらナオ、意外と早く解放されたのね。課長カンカンだったでしょ？　でも、少しは反省したかしら？　ひどい、怒り様だったものね・・」 
 　ナオとモモがコンピュータルームの室内に入るなり、いきなり声を掛けてきたのは、一人の女性隊員であった。 
 　彼女は、名を二階堂ゆかりといい、やはりナオと同様、特務機関・特務一課、第二班に所属する現役の《ハード・ガン》メンバーだ。 
 　髪はショートカットで、目と同じ茶色味がかった様な黄褐色をしているが、体格は少しやせ型で、なかなかスタイルはいい。しかしナオと比べると、少し見劣りするが、それでも普通の標準よりははるかにそのスタイルは目を見張っていた。 
 　身長は、ナオと丁度同じくらい。 
 　胸は小さめだが、形はよく、特務隊員の制服を、淡いほのかな膨らみで満たしている。 
 　ゆかりは一見すると、どこかのお嬢様のように見える。 
 　そんな事から、モモにはよく「ゆかり嬢」と呼ばれることもある。 
 　だが、その言い方は、本人は気にいっていない様子だった。 
 　しかし、それは兎も角、ゆかりはナオとモモが室内に入ってくると、コンピュータを操作している手を休めながら、二人の方に向き直りナオに対してさっそく詰問するかのように話し掛けてきていた。 
 「ナオあのね、さっきあなたが言っていた、ニット帽をかぶった学生風の男だけど、それらしき男のファイルが五人見つかったわ。この中に、あなたが見た男はいる？」 
 　すると彼女は、パソコンからプリントアウトしたと思われる犯罪者データファイルを手にとって、それをナオに徐に差し出してきていた。 
 　ナオは、それを無言で受け取る。 
 　そして彼女は、一枚、また一枚と、その手渡された犯罪者データファイルをめくって、鋭い目付きで確認を始めていた。 
 　しかし、そのデータファイルを一通り見終わると、ナオは、ピシャッとファイルを閉じ、それをゆかりに突き返す。 
 　そして一言、「無いわ」と、無愛想にそう言っていた。 
 「そう、それじゃ、別のファイルを検索してみるわね。さっき警察の方から、新しい犯罪者リストが届いたのよ。その中に、もしかしたらあるかもしれないから、ちょっと待ってて」 
 　ゆかりは、ナオの言葉を受けると、黒いカバンをおもむろに手に取って、そこから一枚のＣＤを取り出し、それをコンピュータの挿入口に差し入れてセットしていた。 
 　すると、即座にモニタの映像画面が切り替わり、『新規犯罪者リスト』の文字が浮かび上がる。 
 　ゆかりは、マウスを巧みに操り、メニューコマンドからリスト閲覧の項目をクリックする。 
 　そして、それが起動するまでの数秒間、じっと耐えて待っていた。 
 　しかし先程から、ナオとゆかりが捜しているファイルとは、一体なんのファイルであるのか？ 
 　それは、ある男に関する、素性が書き記されたファイルであった。 
 　その男とは、ナオが数時間前、あの強盗事件があった麻布のコンビニエンス・ストアの駐車場で野次馬に紛れて見かけたという、若いニット帽をかぶった学生風の男であった。 
 　ナオは、その男を見かけたときから、彼には犯罪の臭いがするということを直観的に嗅ぎ分けていて、なんとなく気になっていたので、今現在、その男が犯罪者リストに顔を出しているかどうかということをゆかりに調べてもらっていたのだ。 
 「はいはい、二人とも、熱いコーヒーが入りましたよ。冷めないうちに飲んじゃって下さい」 
 　だがそんな折り、モモが銀色のトレーに、三つほどの紙コップを乗せて現れていた。 
 　彼女は先ほど、コーヒーを煎れてくるといって、室内を出ていっていた。 
 　そして帰ってくると、嬉しそうに、そのコーヒーをナオとゆかりに手渡していた。 
 　しかしその間、リストの検索は続いている。 
 　ゆかりがコンピュータを操作して、次々にリストを画面に投影させると、顔写真と犯罪者の経歴や罪状を明記したファイルをつぶさに確認していく。 
 　ナオも、モモが持ってきたコーヒーをすすりながら、じっとモニタ画面を見つめて、閲覧している様子だった。 
 「あっちょっと、そこで止めて」 
 　だがその時、ナオとゆかりが百人程度のリストを閲覧し終えた頃、次の瞬間、あらわれたリストにナオは注意を奪われていた。 
 「ええー、どうしたんですかナオ先輩。この男に、興味があるんですか？　もしかして、この男は、ナオ先輩の好みのタイプだったりして？」 
 　ごん・・！ 
 　次の瞬間、モモの頭部に、銀色のトレーが見事に命中していた。 
 「い、痛いじゃないですか、ナオ先輩。ちょっと冗談を言ってみただけじゃないですか。それなのに、それで殴ることはないでしょ。あ～あ、コーヒーこぼしてしまいましたよ・・」 
 　そう言うとモモは、ハンカチで胸元辺りにこぼした、コーヒーの染みを拭いている。 
 　しかし、 
 「私は冗談が嫌いなの、あなたのおふざけに、付き合ってはいられないわ」 
 　ナオはそう言って、半分本気で怒っていた。 
 　彼女は、男の話題になると、極端に不機嫌になる。 
 　要するに、男性潔癖症なのだ。 
 　彼女は、ありとあらゆる男を、敬遠し嫌っている。 
 　二十四の歳になっても、ナオに彼氏がいないのはその為だ。 
 「それで、この男に見覚えがあるの、ナオ？」 
 　だがそんな中、ゆかりだけは二人でやりあうナオとモモをよそに、冷静に画面に映し出されている男の顔をじっと見て、ナオにそう問いただす。 
 「ええ、多分この男だと思う。あの時は、薄暗くてよくわからなかったけど、その男の目の特徴だけはよく覚えている。陰湿で人を見下したような、悪意に満ちた目だった」 
 　そう言うとナオも、改めてそのファイルに目を通す。 
 　そのファイルには、こう書かれていた。 
 
 　米川克彦・東都大学二年、（二十歳） 
 
 銃の密売と製造に関与。 
 また都内連続銃撃殺傷事件の容疑者。 
 現在、保釈中に逃亡して失踪、その所在はつかめていない。 
 
 　このファイルは、警察が即席で作ったファイルなので、正式なものではない。 
 　その為、詳細についての内容は、まだ書き込まれていない様子だが、これでも大体のあらましは解るだろう。 
 「ああ、この男そう言えば、最近、事件を起こして警察に捕まった男ですよ」 
 　だが、モモもナオと同じように、画面上に映し出されるリストファイルを見ると、次には思い出したかのようにそう口走っていた。 
 「モモ、あなたこの男の事、知っているの？」 
 　そこへ、二階堂ゆかりが、問いただす。 
 「ええ、何でもモデルガンを改造して実包を撃てる銃を作り、それを売り捌いて金儲けをしていたり。このファイルの文面にあるように、銃密売組織とかかわっていたって言うことですよ。この男は、東都大の理工学部に在席していたそうですが、頭もよく無類のガンマニアで、人を実際に撃ってみたくて、何度もビルの屋上から通行人を狙って狙撃し、七人の一般市民を殺しているということです。 
 　それで警察におわれ、最近、逮捕されたけど、起訴拘留後に保証金を払って保釈になり、その後、姿を晦まして逃げ回っているというろくでもない奴です。それに、まだ学生ですけど《黒峰会》という闇組織と深いつながりがあり、麻薬を大学のキャンパスに持ち込んで、それも売り捌いていたという根っからのワルです」 
 「黒峰会？」 
 　その言葉を聞いて、その時、ナオの目の色が変わっていた。 
 「モモ、確かにこの男は、黒峰会と関係があるのね！？」 
 「どうしたんですかぁナオ先輩、いきなり力んじゃって。子供でも産まれたりして？」 
 　バコッ・・！！ 
 　またモモは、トレーの直撃を受けていた。 
 「やだなーもう、痛いじゃないですかー。そんなにぼこぼこ叩かないで下さ～い。私それほど頭良くないんですから、これ以上、悪くなったらどうするんですか？」 
 「おだまり！」 
 　ナオの一喝でモモは、きゃ～、きゃ～、きゃ～と悲鳴を上げて、室内を逃げ回っていた。 
 　その後を、ナオが追う。 
 　それは、ほとんど遊んでいるようにしか見えなかったが、そんな光景にゆかりは口元をほころばせて、親しみのある笑みをもらしていた。 
 



第二節


 　都内某所、あるアパートの一室、女性の一人暮らしの部屋にしてはひどく散らかった六畳間で、ナオはその日、今時、赤く光る電気ゴタツの中に身をすっぽりと入れ、猫のように丸まって暖を取っていた。 
 　部屋には、コタツ以外の暖房器具はない。 
 　その為、田舎から送られてきた袢纏を羽織り、１４インチの小型テレビから流れているワイドショーを見て、ナオはかた焼きの醤油煎餅をかじっている。 
 　テレビのワイドショーの内容は、昨日の麻布で起きた、コンビニエンス強盗の話題で持ちきりだった。ワイドショーの報道内容によると、無職の麻薬常習者、池崎健次という男が、コンビニエンスに立て篭もり、警官隊を相手に銃を乱射したということだ。 
 　ナオにとって、それはすでに当たり前のように知っている報道内容だったが、その次の話題が問題であった。 
 
 【以下の報道内容】 
 『皆さん聞いてください、男はコンビニエンス・ストア内に立て篭もり人質をとりましたが、そこへ一人の女性が現れたのです。彼女は、特務機関ＥＸＸＰの隊員で特務一課・第二班に所属する女隊員でした。しかし彼女は何を思ったか、男が立て篭もっているコンビニエンス・ストアの店内に、無惨にも手持ちのマシンガンで発砲を始めたのです。彼女は、約二十秒間にわたってマシンガンを乱射すると、その後、店内に乱入、そして池崎健次という男を捕らえるのですが、彼はその隊員の暴挙により膀胱破裂、頭蓋骨骨折で全治三週間の怪我を負ったのです。それにはさすがの警察もびっくりし、人命尊重を尊ばれる今の時代には、けっしてそぐわない横暴な対応が目に付いたのです。 
 　彼女はその後、取材に駆け付けた一人の報道局員にも暴力をふるい、その女性に鼻の軟骨を骨折させる怪我を負わせて、夜の都内に消えていったそうですが、はたしてこの様な横暴が許されていいのでしょうか？　これは後日談になるのですが、今現在その特務隊員は一ヶ月の減俸と三日間の自宅謹慎を言い渡され、処分が決定しているということです。しかしある関係者の筋からの意見では、それでは処分が軽すぎるという意向的見解も出ているということです。 
 　そこでですが、特務機関という組織は、一体、その事をどう受けとめているのでしょうか？　仮にも彼らは、街の安全をはかる国家公務員です。しかしその様な立場にある者が、今回のような不祥事を起こしていいと思われるのでしょうか？　我々取材陣も、その事が疑問であってならないのです・・・』 
 【報道内容・終了】 
 
 　その報道には、名前こそ出てはこなかったが、明らかにそれはナオの行動を非難する内容であった。一人の若い男の取材員が、昨日の強盗立て篭もりの現場に立ち、放送局のスタジオに生中継している番組であったが、ナオを非難する言葉は随所にあり、しいては特務機関全体を非難しているようにも聞こえていた。 
 　しかしナオは、それを見ても意に介さず、まるで他人ごとのように、朝の八時半からそのワイドショーを食い入るように見つめていた。 
 　先程の報道内容にもあったように、今、彼女が自宅のアパートで出勤もせずコタツに身をまるめているのは、三日間の自宅謹慎を課長より言い渡されていたからであった。 
 　その為ナオは、今朝八時に起き、これから食事をとるところである。 
 　だが食事といっても、トースターでこんがり焼いた厚切りの食パンに、バターを塗っただけの質素な食事だ。 
 　ナオは、いつも今日に限らず、朝は食パン一枚に熱いコーヒーを一杯飲んで、特務機関に出勤していく、それがいつもの生活のパターンなのだ。 
 　その生活のパターンは、ナオが特務機関の隊員になってから、ずっと変わらず続けられているいわば癖といってもいい。 
 　そんなこともあり、ナオはワイドショーの強盗事件の話題が終了すると同時に、コタツから抜け出すと、台所に立って朝食の準備に勤しむのであった。 
 
 　ナオが朝食を終えると、十時を過ぎていた。 
 　三日前からだいぶ洗濯物がたまっていたので、ナオは、その汚れ物を洗おうと立ちだそうとしたところ、そこへおもむろに電話が掛かってくる。 
 　テュルルルルル・・・テュルルルルル・・・・ 
 「はい、高崎です。あなたはどなた？」 
 　ナオは受話器を取ると、矢継ぎ早に問いただしていた。 
 『私よナオ、ゆかり。貴女のことが気になって、いま電話掛けてみたんだけど、どう？　ちゃんと、自宅謹慎しているでしょうね？』 
 　それは、同僚の二階堂ゆかりからの、ものだった。 
 　しかし、 
 「あっ、そう」 
 　そう言うとナオは、電話の受話器をガチャンと置いて、通話を切ってしまっていた。 
 　テュルルルルル・・・テュルルルルル・・・テュルルルルル・・・ 
 　そこへまたおもむろに、電話が掛かってくる。 
 「はい、ナオです」 
 　ナオは受話器を取ると、少しきつい口調で、電話口に出ていた。 
 『ちょっと、どうして電話をすぐに切るのよ！　貴女のこと、心配してかけてあげたんじゃない、こっちだって忙しいのよ』 
 　ゆかりは怒って、ナオに抗議している。 
 「それで用件は、何？」 
 『あのね、貴女どうしてそう無愛想なの？　おはようの一言ぐらい、言ってもいいんじゃないかしら？』 
 　すると、 
 「・・・・おはよ」 
 　ナオは嫌々ながらも、ゆかりにおはようの挨拶をする。 
 『まったく、やれば出来るじゃない。もう大人なんだから、挨拶ぐらいはきちんとしなさいよね・・・』 
 「だから用件はなに？　用事がないのなら、切るわよ」 
 　ナオはそう言うと、また受話器を置こうとする。 
 『あ～あっ、ちょっといいの？　私は、貴女に昨日の事件のことについて、報告しようと思って電話したのよ。あれから池崎健次という男の取り調べが進んで、新しい進展があったのよ。それを貴女に知らせたいと思ったんだけど、いいのその話を聞かなくて？』 
 　・・・・・・・・・・ 
 「・・判ったわ、話して」 
 　ナオは、数秒間の間合いをおくと、ゆかりの話に耳を傾けていた。 
 　ゆかりの話は、こういうものだった。 
 　昨日のコンビニエンス強盗事件の容疑者、池崎健次という男は麻薬常習者で、事件を起こすきっかけは、その麻薬によって精神が錯乱した結果らしい。 
 　彼は、自宅でカーテンを閉め切って、麻薬を常用する中で、日に日にどこかのコンビニエンス・ストアに入って、強盗をしてみたいという欲求をつのらせていたらしい。 
 　そこで彼は、銃を手に入れるため、いつもヤクを買っている売人に、銃が手に入れられる密売ルートがないかという事を聞いたところ、ある一人の男を紹介されて、その男から事件に使われたマシンガンを、安価に手に入れたということだった。 
 　池崎健次の自供によると、その銃を売り付けた男は、米川克彦といって、まだ若い学生風の男だったということだ。 
 「米川克彦？」 
 『そうよナオ、貴女も知っているでしょ。昨日、あなたが現場で見たという学生風の男は、米川克彦でしょ？　昨日、犯罪者リストを一緒に調べて見付けた男よ。その男が、池崎健次に銃を売り捌ていたらしいの』 
 「それで？」 
 　ナオは、その表情を一つも変えず、ゆかりに問いただす。 
 『それでね、その米川克彦って言う男は、保釈中に姿をくらましているって言うことだけど、警察が聞き込みして調べたところによると、まだ都内のどこかに潜伏しているって言うことらしいわ。とくに、池袋辺りの界隈にときたま出没して、やはり銃を闇で密売しているらしいの。ナオあなたは、その男を捕まえて黒峰会についての情報を聞きだしたいんでしょ？　だから、その事を、あなたの耳に入れておいたほうがいいと思って、電話してみたのよ』 
 　そう言うとゆかりは、口をつぐんでいた。 
 　ナオの次の反応を、待っている様子だ。 
 「そう判ったわ、池袋ね？」 
 　そう言うとナオは、口元に、不敵な笑みを浮かべていた。 
 　それは、残酷な笑いではなかったが、ひどく冷徹な笑いの一つだった。 
 『あのねナオ、これは課長には内緒よ。どうせあなたの事だから、一人でその男の事を探そうと思っているんでしょうけど、この手の逃亡犯に関する捜索は警察の管轄だから、私たち特務機関は手がだせないけど、くれぐれもまた問題は起こさないでね。でないと今度は、もっと重い処分を言い渡されるかもしれないから、その事をよく念頭に置いて行動してよ』 
 「判ってるわ、でもありがと」 
 　そう言うとナオは、受話器を電話機本体に戻して、通話を切っていた。 
 　それから彼女は、思い立ったように、部屋中の電気を消していく。 
 　といっても、テレビにコタツだけだが、彼女はその後、服をそそくさと着替え外行きの格好をしだしていた。 
 　まず黄色い花柄のパジャマを脱いで、それをベットの上に放り投げ、白いブラとパンツだけの格好になると、部屋のクローゼットからハイネックのセーターとインナー、丈の短いスカートを取り出す。 
 　そして、それをおもむろに身につけると、今度は黒のストッキングをはき、ダウンコートをその上から羽織り、着替えを即座に完了していた。 
 　その後、手鏡とブラシを使って髪を梳かし、マフラーと手袋を持って、アパートの自分の部屋を後にする。 
 
 　ナオが出かけた先は、結局、上野公園であった。 
 　彼女は、電車を使って上野駅までくると、公園口の改札を通って駅からでる。 
 　そこから上野公園は、目と鼻の先だ。 
 　ナオは、東京文化会館の前を通って公園内に入ると、正門近くにある大噴水の近くまで足を運んで、そこに腰掛けていた。 
 　今現在、時計の針は、十一時五十分をさしている。 
 　約束の時間は、すぎていない。 
 　ナオは、腕時計を見ながらその事を確認すると、噴水近くに降り立っている鳩の群れを観察して、時間がすぎるのを待っていた。 
 　彼女がここまで足を運んだ理由は、ある男に会うためだ。 
 　永田慶一、彼は、闇の情報を売買する情報屋だ。 
 　その男と、ここで会う、約束を取り付けている。 
 　昨日、ゆかりとモモの二人と一緒に検索した犯罪者リストに、黒峰会という裏組織とつながりのあった、米川克彦という男のファイルがあった。 
 　ナオは、その男の所在を突きとめるために、昨日のうちに、電話で情報屋に対し情報提供を依頼していたのだ。 
 　その情報屋の永田慶一という男は、数々の犯罪者の裏事情に詳しく、たいていの事なら何でも知っている、情報通としてその名を知られている。 
 　もちろん名が知れているといっても、それは裏社会においての事情だが、ナオは、彼の本名までは知らない。 
 　永田慶一という名は偽名であり、その男が裏社会で情報屋として商売をしていくには、偽名を使ったほうが、なにかと都合がいいからであるということだ。 
 　しかし、ナオにとって、その男の本名はどうでもいいことであった。 
 　ただ欲しい情報が得られれば、その男が一体何者で、他にどんな商売を手懸けているかなんて、気にする価値もない。 
 　ナオの推測によると、その男は、情報屋以外にも、あくどい商売を手懸けていると見ている。 
 　それも、法にギリギリ触れるようなことだ。 
 　だがナオは、警察ではないので、その事をあえて不問にしている。 
 　そういった一個人的、ちっさな不法行為を摘発するのは、特務機関の仕事ではないからなのだ。 
 　そうこうしている内に、その永田慶一という男が、ナオの前に姿を現していた。 
 　時計の針は十二時半をさしている、時間ぴったりだ。 
 　彼は、黄土色のコートを羽織り、頭にハンティング帽をかぶっている。 
 　歳は四十過ぎのように見えるが、辛辣な目付きと、目尻の皺が特徴的だった。 
 「やあ、ナオちゃん、久ぶりだね・・・」 
 　男は、気やすい態度でナオに話し掛けると、靴を地面のアスファルトにすり付ける様にして、近付いてきていた。 
 　そして、頻りに人目を気にしている。 
 「ここじゃなんだから、まあ、歩きながら話そうか？」 
 　そう言うと男は、ナオを引き連れて歩きだす。 
 「それで、情報はどうなの？」 
 　歩きながらナオは、その永田慶一という男に、さっそく問いただす。 
 「まあまあ、そう焦らないでくれ。情報は提供するけど、でも高いよ。米川克彦って言う男は、今、警察も血眼になって捜している男だ、それを考えると五万はかたいね」 
 「一万にして・・・」 
 　ナオは即座にそう言うと、鋭い視線をおくって、情報屋の男を睨み付ける。 
 「参ったな、君にそういう目で見られると俺も困るよ。でもナオちゃんは綺麗だから、しょうがないけど、一万にまけておくか・・・」 
 　そう言うと永田は、歩きながら手を出して、金の催促をしていた。 
 　ナオは、コートのポケットから一万円札を取り出すと、それをクシャクシャのまま、永田に手渡す。 
 　財布から取り出さず、あらかじめコートのポケットに、一万円札を入れて用意していたとなると、始めからナオはそれだけしか払う気が無かったようだ。 
 　ナオは、抜け目がない。 
 　しかし永田は、その万札を受け取ると、至極、嬉しそうに目を細めて、お札のすかしの部分を確認している。 
 　偽札かどうか判断しているようだ。 
 　どうやら、永田も抜け目がない。 
 　彼は、手触りや、札の角に偽造防止のホログラフのような光沢のある印字箇所を確認すると、納得したかのように、それを無造作にポケットへとしまっていた。 
 　そして脇の下に挟んでいた、茶色の封筒をナオに差し出し、おもむろに手渡す。 
 「その中には、米川克彦と連んでいる飯田正紀っていう男の、住所と電話番号、それに地図が描いてある書類が入っているんだ。その男に、米川の居場所を聞けば、一発で分かると思うから、行ってみるといいよ」 
 「ちょっと待って、私が頼んだのは飯田正紀って男の事じゃないわ。米川克彦の居場所が、どこか聞いたのよ」 
 「それがねー、米川って男は相当用心深い奴でね、頻繁に居場所を変えているらしいんだ。だから、さすがの俺でも、その所在までは突き止められなくてね。でも、その飯田正紀を捕まえて、はかせれば、きっとその米川って奴の居場所が分かるだろうから、それで勘弁してくれよ」 
 「そう、でもその飯田正紀って男は、米川の所在を本当に知っているの？　がせネタだったら、ただじゃおかないわよ！」 
 　ナオはそう言うと、また眼光鋭く永田を睨んでいた。 
 「それは間違いないさ、俺を誰だと思っているんだい？　人からは、赤いハイエナと呼ばれているんだぜ。情報は、信憑性のあるしっかりとしたものさ。俺は、がせネタは、客に売り付けたりしないから、安心してくれよ」 
 　永田は、それだけ言うと「じゃあ、また」といって、その場から立ち去ろうとしていた。 
 　ナオは、立ち止まって、それを見送っている。 
 　彼は、上野動物園の入場口付近から南に曲がると、そのまま不忍の池方面に向かって姿を消していた。 
 　それを確認すると、ナオは、その場で封筒の封をきり、中の書類をだして目を通していた。 
 　そこには、永田が言ったように、飯田正紀という男の顔写真一枚と、ご丁寧にワープロかパソコンかなにかで印字した、住所と電話番号、それに生年月日と年令が、つぶさに書き記されてあった。 
 　そしておまけに、一枚の地図が二つ折りになった形で、添えられている。 
 　地図には、赤いペンで丸印が記されてあり、どうやらそこが飯田正紀という男が住んでいるアパートらしかった。 
 　ナオは、一通り書類に目を通すと、おもむろに顔をあげ、書類を封筒にしまい歩きだしていた。そしてまた、上野駅方面へと足を向け、人々の雑踏のなかへ消えて行くのである。 
 




第三節


 　ところ変わってここは葛飾区、亀有にある飯田正紀のアパート前、 
 　この辺は、都心から離れていたこともあり、十三年前の大震災により、たいした被害を受けることもなく、その街並みは昔ながらのたたずまいを残した場所であった。 
 　ナオは、永田から得た情報をもとに、飯田正紀という男のアパートを訪れていた。 
 　彼は、パチンコで生計をたてているらしく、午前十時と午後五時には、たいてい近くのパチンコ屋に入り浸っているということだ。 
 　それ以外の時間は、女と遊ぶか、アパートの自室にこもって、何もせずに遊び惚けているということだ。 
 　コンコン、コンコン 
 　ナオは、その飯田のアパートの部屋の扉の前に立つと、呼び鈴も鳴らさずにノックして、在宅かどうかの確認をしていた。 
 　すると、しばらくして、扉越しの奥から玄関先に、足音が聞こえてくる。 
 　そして、部屋の扉が開いたかと思うと、一人の女性がぬっと顔を出していた。 
 「あなた誰？」 
 　部屋の中から、玄関口に現れたその女は、不機嫌そうにそう言うと、ナオの顔を見て怪訝な表情を浮かべていた。 
 「私はナオ、この部屋に住む飯田正紀って男に会いたいの、出してくれる」 
 「正紀に？」 
 　そう言うと女は、不審げな顔をしたが、不承不承、奥に声をかけて、正紀という男を玄関先に呼びだしていた。 
 「正紀、あなたにお客さんよー。ちょっとここまで来て・・・」 
 　どうやら、男は在宅の様子だ。 
 「一体誰だよ、お客さんて・・・・？」 
 　そうぶつぶつ言いながら、部屋の奥から飯田正紀という男が顔を出す。 
 　そして、ナオの顔を見るなり、胡乱気な表情で問いただしていた。 
 「あんた誰・・・・？」と、 
 
 　アパートから少し離れた小さな公園で、飯田正紀は、今、水の飲み場の近くの薄汚れたベンチに腰を下ろし、目の前に立っているすらりとしたスタイルの女性に、渋い表情を浮かべていた。この公園には、砂場やブランコ、それにジャングルジムやすべり台といった遊具しかない。 
 　しかしこの時間帯、幼稚園から帰った近くに住む子供たちが、母親同伴で、遊びに来ている光景が目についていた。 
 　そんな中で、ナオは、有無を言わせぬ口調ながら、率直に話の本題を切り出していた。 
 「米川克彦という男は、今どこにいるの？　あなた、その男の居場所を知っているでしょ？　下手な隠し事せずに、答えてもらいたいわ・・・」 
 「あんたサツなのか？　それを聞いて、どうするんだ？」 
 　飯田正紀は、そんなナオの態度に、反発しながら問いただす。 
 「いいえ、私は警察じゃないわ。でも米川って男の所在を知りたいの。あなたなら、その男の居場所を知っているはずよ。答えないと、ただじゃ済まないわよ」 
 「しらねーな、俺は探偵じゃねーから、聞いても無駄だぜ！」 
 「そう？　それなら、あなたがその米川って男と連んで、闇で麻薬の売買を手懸けているということを、警察にたれこむわよ。それでもいいの？」 
 　この情報は、先程の永田慶一からもらった書類に、つぶさに明記されていた、飯田正紀の裏の顔であった。 
 　普段はパチンコをしてぶらぶらしている男だが、米川克彦と出会って、彼は麻薬の売買に手を染めることとなり、闇市でそれをさばいているのである。 
 「おい、ちょっと待ってくれよ。そんなことされると俺は困るんだ。俺はもうすぐ結婚して、所帯を持とうと思っているんだ。それなのに、そんなことされたら、務所に入るしかないじゃないか！？」 
 　それを聞いて、飯田は焦る。 
 　ナオの、本気の有無を言わせぬ言葉に、少々、面食らっている様子でもあった。 
 「それが嫌だったら、とぼけないで、米川の居所をはきなさい。そしたら、あなたが米川と連んで、麻薬の売買に手を染めているということは、不問にしてあげるわ」 
 「・・・・・・・」 
 　飯田は、その言葉を受けて、黙り込んでしまう。 
 　話そうか話すまいか、躊躇しているようにも覗えていた。 
 「判ったよ、話せばいいんだろ。でも、これは俺が話したって事は、内緒にしていてくれよな。そうじゃないと、俺の身が危うくなるからよ～」 
 「いいわ、でも話すんならさっさとして、私は気が短いの」 
 　それを受けると、飯田は、渋々と米川克彦の所在を語りだしていた。 
 　彼が言うには、こういうことだ。 
 　米川克彦には、五人の恋人がいるという。 
 　それは皆、大学やそのサークル活動、合コン等で知り合い、友人から発展した仲であるということだが、その五人の女の家をてんてんと渡り歩いて、身を隠しているということだった。 
 　一人は早水真理・京葉大三年。一人は池沢京子・東都大二年。一人は長洲恵美・フリーター。一人は溝口洋子・ＯＬ。そして最後に福地咲子・フリーター。この五人の女性と深い関係にあり、米川は、匿われているということだった。 
 　もちろんこの女たち五人に言えることは、横のつながり、つまり女同士五人の交友関係はなく、赤の他人という事だ。 
 　彼女等は、米川がよもや、五人の女と異性関係を持っているということは、知らないという。 
 　はっきり言ってしまえば、米川にいいように利用されているといっても、言いすぎではないのだ。 
 　飯田の話では、米川はその中でとくに溝口洋子というＯＬに、御注心であるという事だが、彼女のアパートには、頻繁に顔を出しているということだ。 
 　ちなみに米川の女、五人に共通する点は、みな都内のアパートに、一人暮らしをしているという点だった。 
 　ナオは、飯田から五人の女の住所を聞くと、それを手持ちのメモ帳に書き込んでいた。 
 　そして一通り書き終えると、飯田の顔を睨んで一言いう。 
 「この情報に、間違えはないでしょうね？　嘘を言っているんだったら、後で痛い目にあうわよ・・・」 
 「そんなことねーよ、俺は正直に話したんだ。だから、サツにたれ込むのだけは、勘弁してくれよな」 
 　飯田は、苦い顔をして、そう言っていた。 
 「ところであんた、一体、何者なんだ。サツじゃねえなら、米川の新しいこれか？」 
 　そう言うと飯田は、右の小指を立ててナオの目の前に突き付ける。 
 「さあね、あなたの知ったことじゃないわ。余計な詮索はせずに、もう用はないから早く家に帰って、さっきの女といちゃついてなさい。くれぐれも米川には、私がここへ来たって事は内緒にしていておいてよ」 
 　ナオは、そう言うと、もう用なしとばかりに踵を返して、その場を立ち去ろうとしていた。 
 　しかしそこへ、飯田が声をかける。 
 「あんた何者かはしらねーけど、米川って男には気を付けたほうがいいぜ。あいつは頭がいかれている、何をするか解らない奴だ。俺もあいつとは近々、縁を切ろうと思っていたんだ。だから不用意に近付かない方がいいぜ。あんた綺麗だから、米川の女にだけは決してならない方がいい。遊ばれるだけだからね・・」 
 「そう？　その忠告、肝に銘じておくわ。でも大丈夫よ、わたし男嫌いだから・・・」 
 　ナオは、長いロングヘアーの髪をいらいながら、そう言っていた。 
 　そして、その顔に、不敵な笑みを浮かべる。 
 　それは、ナオの綺麗な硬質の美貌からは、不釣り合いな悪戯じみた笑いだったので、飯田はその時、身震いするようにその体を震わせると、立ち去っていくナオの後ろ姿をずっと見つめ返していた。 
 　それから自分も、そそくさとしてベンチを立ちだすと、女が部屋で待つ古ぼけたアパートへと、とぼとぼと歩いて帰っていくのであった。 
 




第四節


 　飯田正紀のアパートから帰った次の日、ナオはやはり八時過ぎにベットから抜け出し、新聞を広げて、少々遅目の朝食を摂っていた。 
 　今日は、ナオが謹慎処分を言い渡されて、二日目の朝になる。 
 　彼女が、特務機関に出勤せず丸一日が経っただけだが、それでも体が鈍ってしまうかのように思えて、ナオは頻りにストレッチ運動をしながら、新聞の見出しに目を向けていた。 
 　すると、新聞の表一覧に、でかでかとした記事が載っている。 
 　それは昨日、新宿区のあるデパートで、白虎隊というふざけた名を表明するグループが、手にマシンガンや手榴弾を持って武装し、そのデパート内で、大々的に暴れ回ったという記事であった。 
 　そのグループとは、十人ぐらいの男たちで、みな緑と茶色の斑模様で彩られた、迷彩服を着込み、デパートの開店と同時に店の中に乱入すると、マシンガンを乱射して、店内のありとあらゆる商品に風穴を開け、終いには手榴弾を投げ込み、それを爆発させ、店の店員数名に重軽傷を負わせて、そのまま逃走したということだった。 
 　逃げた男たちは、店のレジから金を奪うこともなく、ただ闇雲に店内をマシンガンによって一頻り荒らすと、大笑いをたてながら、逃走を図ったという事だけのことだった。 
 　彼らは一体、何が目的でデパートに乱入し、店内を蜂の巣にしたかは謎のままだが、その後、警官隊と特務機関の面々が駆け付けた頃には、その武装グループの男たちは、蜂の子を散らすように、逃走した後であるということだ。 
 　警察は、事件後の会見では、それらの武装グループは、質の悪い愉快犯で衝動的に襲撃を行ったと断定したようだが、デパート側には、重軽傷者が出ているということで、血眼になって、その武装グループの行方を追っているということであった。 
 　その新聞の記事によると、事件後デパート内には、その武装グループが書き置きしたであろうと思われる、貼り紙が残されており、その文面には、警察や特務機関に対する挑戦状ともとれる言葉の内容が、書き記されていたということであった。 
 　ナオは、その新聞の記事を見て、眉を顰める。 
 　自分が謹慎処分を受けている間に、凶悪犯による事件が起こっていたのだ。 
 　それを思うと、ナオの血潮は、煮えたぎる熱湯のように騒いでいた。 
 　彼女はもちろん、特務機関という組織に属している以上、そういった凶悪的悪劣な犯行という愉快犯的な事件には怒りを覚える。 
 　それは、自分が特務機関に不在であった時に、起こった事件であるから尚更だ。 
 　こう見えてもナオは、正義感に関しては、その気概が強いほどある。 
 　この手の凶悪犯罪は、見逃すことのできない、憤慨する事件であるのだ。 
 　しかしナオは、一通り新聞の記事に目を通し終わると、テレビの横のラックにそれを投げ入れて、そそくさと朝食を済ませてしまおうとしていた。 
 　今日もナオの朝食は、一切れの食パンにコーヒーだ。 
 　あいも変わらぬそのメニューに、飽きがこないかとも思えるが、ナオはそんなことは気にせず、こんがりと焼いた香ばしい食パンを、コタツにあたりながら美味そうに食べていた。 
 　食事が終われば、今日は、米川克彦の出入りしている、女の家をあたる予定だった。 
 　まず最初に、フリーターをしているという、長洲恵美という女のアパートに張り込むつもりであった。ナオがそれを選んだのは、たいした理由はない。ただその長洲恵美という女のアパートが、ナオの住んでいるアパートから、一番近い場所に位置しているというだけの理由からだった。 
 　ナオは、食事が済むと、さっそく外行きの服に着替えだしていた。 
 　しかし、そんなところへ、慌ただしく電話がかかってくる。 
 　テュルルルルル・・・テュルルルルル・・・ 
 「はい、高崎です。あなた誰？」 
 　ナオは、パンツ丸出しの姿で、呼び出しのベルが二回鳴ると同時に、その電話口に出ていた。 
 『おお、ナオか？　俺だ、課長の一だ。率直な話、お前には三日間の謹慎処分を言い渡してあるが、それは撤回する。今から特務機関に出向いて出勤してこい、要するに特別招集なんだ。事情は、こっちに来てから後で話す。今すぐ特務機関本部へ来るんだ、これは課長命令だぞ、早くしろよ！』 
 　そう言うと佐渡一本部課長は、ガチャンと通話を切ってしまっていた。 
 「特別招集？」 
 　ナオは電話の後、一頻り怪訝な表情をする。 
 　特別招集などということは、滅多にあるものではない。 
 　年に、一二回程度だ。 
 　それはなにか、重要な事態が起こったか、それに関連して付随するなにかが、発生したためであろう。 
 　ナオは、それに少々面食らいながら、着替える手を早める。 
 　彼女にとって、謹慎処分が一日で済んだということは、ラッキーなことであったが、当初、予定しておいた、米川克彦の捜索は後回しにするしかなかった。 
 　五分かけて、ナオは着替えを即座に済ませると、部屋の鍵をもって文京区・湯島にある自分のアパートを、後にするのであった。 
 
 　ナオが、特務機関に出勤すると、同僚の二階堂ゆかりと、後輩の柏木モモが待っていてくれていた。 
 　佐渡課長は、先ほどから会議に出ているということで、デスクにはいない。 
 「一体、特別招集って、どういうこと？」 
 　そんな中、ナオは、ゆかりとモモに顔を合わせるなり、開口一番、ことの次第を問いただしていた。 
 「あのねナオ、今朝の新聞見た？　その第一面に、でかでかと白虎隊を名乗る武装グループが、新宿のあるデパートを襲ったという事件があったでしょ。その男たちがまた、事を起こそうとしているということらしいの。今朝早くにね、警視庁の方にその白虎隊という武装グループから予告状が届いたわ。その予告状には、今日、渋谷のセンター街でまた急襲を仕掛けるという、犯行声明文まがいの事が書かれていたらしいの。彼らはデパートの店員に手榴弾を投げて、重軽傷を負わせた奴らよ。また何をしでかすか判らないから、警察とともに、特務機関もその渋谷センター街へ、治安維持のために出動することになったの。でも今は、ほとんどの特務隊員は要人警護で出払っているでしょ？　そこで人手が足りなくて、特別招集をかけ、非番の者やあなたの様に、謹慎処分を受けている者を呼び出したのよ」 
 　ゆかりが要人警護といったのは、今現在アメリカの国務長官が公に来日していて、東京都内を特別に見学して回っているということで、その警護のために、特務機関の隊員が多数ではらっているのだ。 
 　その為に、隊員の人出が不足し、謹慎中の身でありながら、ナオが特務機関に呼び出されたという次第であった。 
 「そう、それで、その武装グループは何者なの。今朝の新聞は見たけど、派手に事件を起こしたそうね？」 
 「それが、判らないんで～す。彼らは、白虎隊と名乗る以外、その素性は語らず皆目見当がつきませ～ん。でも、警察や特務機関に対して、挑戦しているようなんですよ～・・・・」 
 　モモは、相変わらず間の抜けたような口調で、ナオにその事を語っていた。 
 　するとそこへ、佐渡本部課長が会議を終え、早々と姿を見せていた。 
 「おっ！　ナオ早かったな。どうだ一日謹慎して、ずいぶん反省しただろう。事情は二階堂から聞いたな、早くロッカーで着替えて、準備を整えてこい。もうすぐ出動するぞ」 
 　そう言うと佐渡は、ナオのお尻を、ソフトタッチで軽くポンと叩いていた。 
 「ああっ、課長それはセクハラですよ～。特務機関の人間とあろう者が、女性隊員にセクハラするなんて卑猥で～す」 
 　それを受けて佐渡一は、まったく意に介さず、その言葉を笑い飛ばしていた。 
 　そんな中、ナオはツンとふてくされた様に、そっぽを向いて課長の一を無視する。 
 　そして、更衣室へと、足早に去っていく。 
 　そこへ、のこのこと柏木モモも、下らない話をぺちゃくちゃ一人で喋りながら、ナオの後について来て離れようとはしなかった。 
 　ナオは、更衣室でセーターと、その下に着ていた薄手のシャツを脱ぐと、ロッカーから有事の時に準備してある女性用の特殊防弾スーツを取り出して、それを身につけようとする。 
 「しかし、先輩っていつ見てもスタイルいいですよねー。とくにその形のいい胸なんか一級品ですよー。これで性格さえ良ければ、男がわんさか寄ってくるのに、ホント勿体ないですよね～・・・」 
 　そんな中、モモが、ナオの着替えを見ながら、勝手なことを口走っている。 
 「あなた、何しにここまでついてきたの？　邪魔だから、あっちへ行ってて」 
 　そんなモモに対して、ナオは突き放したような、言い方をしていた。 
 「そんなー、連れない事言わないでくださいよ。わたしと先輩の仲じゃないですか～。仲良くしましょうよ～」 
 　そう言うとモモは、ナオの素肌剥き出しの細腕に、猫のように頬擦りをして懐いてきていた。 
 「嫌ね、気持ち悪いから、あっちへ行って！　ちょっと、やめなさいよ馬鹿、着替えられないじゃない・・・」 
 　そんなこんなで、ナオの着替えは、モモに邪魔されながらも無事済んでいた。 
 　ナオとモモが更衣室からデスクへと戻ってくると、特務一課の隊員たちが勢揃いし、出動の準備に余念はなかった。 
 「ナオ、はいこれ、防弾チョッキよ。今回は銃撃戦になるかもしれないから、これを上から身につけて・・・」 
 　そう言ってゆかりから、茶色の防弾チョッキが、手渡されていた。 
 「いいか、みんな装備しながら良く聞け。我々は、これから渋谷センター街に出動する。白虎隊という、訳の判らぬふざけた武装グループが、そこへ急襲を仕掛けるという予告状が届いたからだ。そこで我々も、警察とともにそいつらの急襲を、何としても阻止しなければならない。みんなも知っているように、今、特務機関の大半の者は、要人警護の為、都内に派遣されて残されているのは私たちだけだ。その為、多少人員に不足があるかもしれないが、その点はみんなのチームワークでカバーしてくれ。その白虎隊は、警察や特務機関に挑戦状を叩きつけた不埒な輩だ。ここは何としてもそいつらを一網打尽にして、街の安全を図らなければならない。皆、気を引き締めて、事にあたるように。いいか？！」 
 「「はいっ！！」」 
 　佐渡一の話が終わると、そこに集まった特務隊員全員は、小気味の良い統制のとれた返事をして、その意気込みを表していた。 
 　ここに集まっている隊員の数は、総勢十五名、 
 　その中に、二階堂ゆかりと、ナオの数も含まれている。 
 　皆は手に、マシンガンやショットガンを持って武装し、準備を終えていた。 
 「では出動だ！　全員、渋谷センター街に向かへ！！」 
 　総勢十五名は、佐渡課長の出動の号令とともに、室内を抜け早足でその場を後にする。 
 　そして、特務機関の建物の地下駐車場にまで走ると、次々に、特務車輛へと便乗していく。 
 　ナオも愛車の特務マシンＲＨ‐２０００にまたがると、アクセルを、二三度ふかしてそのエンジンを暖めていた。 
 　全員が車輛に乗車すると、課長を乗せた車を先頭に、全車クラクションを鳴らしながら発進する。 
 　そして、物々しい車輛の列を作りながら、特務機関本部の駐車場を後にしたのである。 
 






第二章　センター街、急襲！







第一節


 　ＪＲ渋谷駅近くハチ公像前、そこは若者がデートや遊びの待ち合わせの目印としてよく集う、とてもメジャーな場所である。駅には、山手線や埼京線、東急東横線などの複数の路線が乗り入れ過密度を増し、銀座線や半蔵門線なども駅と交錯している。またその周辺は、多くのビルが立ち並ぶ。渋谷、道玄坂、宇田川町、神南、桜丘町などは、すべてといっていい程ビルで埋めつくされている。 
 　そして、駅の真上を、首都高３号渋谷線が通り、東西に続いている。 
 　渋谷は、常に流行の、発信基地とされていた。 
 　それは、センター街を始めとし、文化村通り、井の頭通り、公園通り、明治通り、道玄坂と、様々な遊びやショッピング、食事を楽しめるスポットが目白押しだからだ。 
 　ここには、多くの若者が集い、深夜まで活気づく雑踏の絶えない場所であり、ウィークエンドにもなると、都内や全国から人が押し寄せ、その活気はピークに達するという。 
 　そして、この街で目に付く建物といえば、渋谷１０９、マークシティ、Ｑ‐ＦＲＯＮＴ、東急プラザ、渋東シネタワー等が代表的だろう。 
 　これらは、渋谷の顔といっても、過言ではない。 
 　そんな中、渋谷センター街は、文化村通りと井の頭通りに挟まれた位置にある。 
 　ハチ公口を出て歩き、しぶちかショッピングロードの地下商店街の上を、横切ってすぐのところだ。 
 　渋谷といえばやはり、センター街が有名・・ 
 　ナオたち特務機関も、そのセンター街に、今回のところは用事があった。 
 　特務機関の面々は、道玄坂の通りの側道に車輛を停めると、その交通整理は渋谷警察署の警官に任せ、ハチ公前広場に集結して点呼を取っていた。 
 　彼らは皆、マシンガンやショットガン、それに腰と左胸にはハンドガンを装備している為、その物々しい空気から、街行く人々は怪訝な表情を浮かべて通り過ぎていく人がいたり、また物珍しそうに、点呼を取る特務機関の隊員達を眺め回したりしている。 
 　特務機関、すなわちハード・ガンの面々は、それが終わると、さっそく早足で駆け渋谷センター街に足を踏み入れる。 
 　そこは、平日とはいえ雑踏は多い。 
 　さすがに、人が集まる有名スポットだけのことはあり、混雑は否めない様子だった。 
 　昨日、新宿区のデパートを襲った白虎隊を名乗る武装グループは、その予告状に嘘偽りがなければ、今日このセンター街に現れるはずである。 
 　彼らが、どこから現れ、何をするかは疑問が残るが、警備を厳重にしなければならない。 
 　佐渡一は、センター街に到着すると、現場の情況を把握し、さっそく特務機関の隊員たちに指示して、彼らを各要所要所に配していく。 
 　それと同時に、警視庁のほうから派遣されてきた、機動隊員達にも檄を飛ばし指示を出す。 
 　どうやら、佐渡課長がこの場の全権を掌握し、特務機関と警視庁機動隊の指揮をとるようだ。 
 　特務機関の仕事といえば、主に、警察の協力要請を受けて今回のように出動する場合がほとんどだが、一応、特務機関は警察の上部組織としての位置付けがある。 
 　その為、いくら警視庁の機動隊といえど、特務機関を無視することは出来ない。 
 　こういった武装襲撃の可能性がある情況の場合、警視庁も特務機関を前面に立てるしかない。 
 　管轄の専門は、特務機関が主体となるからである。 
 　課長の佐渡は、今現在、警視庁の責任者と話をしている。 
 　その話は細かい確認と、この現場の警備方針を、どうするのかという事に及んでいるようだ。 
 　そんな中、ナオとゆかりは後方支援を言い渡されて、センター街の入り口付近で待機中だった。ナオは、その事に対して、不満げな顔であったが、ゆかりになんとか宥められて、課長に対し文句を言うことは我慢しているようだ。 
 　佐渡と警視庁の責任者の話し合いの後、警備の方針はセンター街に通じるすべての出入り口に、機動隊員を配して、特務機関の面々が武装しながらその中を巡回することになった。 
 　センター街に出入りする一般の人々には、火器やナイフ等などを所持していないかのボディーチェックを欠かさないが、足並みの規制まではできない。 
 　一々、その出入りを規制していては、一般客からの激しいクレームが来るだろう。 
 　しかし、本当のところを言えば、センター街を閉鎖して、武装集団の襲撃に備えたいのは、山々だった。 
 　時計の針は、いま、午後十二時三分を過ぎていた。 
 　今は、食事時だ。 
 　センター街に軒を連ねる飲食店には、人が集まりだしている。 
 　焼き肉屋、ラーメン屋、ファーストフード・ショップ店、インド料理屋、お好み焼き屋など、他にも様々だ。 
 　人々は、それらの飲食店で空腹を満たすと、またセンター街に繰り出してショッピングを楽しむことだろう。 
 　その頃、特務隊員や機動隊員も、軽い食事をとっていた。 
 　彼らは、持ち場を離れることもなく、ファーストフード店で、大量に購入したハンバーガーをぱくついている。 
 　特務機関の隊員や警視庁機動隊の面々は、職務があるため、飲食店に入ってくつろいで食事をとっていられる立場ではないので、それだけでいか仕方ない。 
 　しかし、少しばかりの空腹は、満たされるだろう。 
 　そんな中、ナオとゆかりも課長からそのバーガーを手渡され、いま食べだしている最中であった。 
 「いいか、お前たち、食事中であっても気を辺りに配って、襲撃に備えていろよ。奴らは、どこに潜んでいるか判らないからな」 
 　課長の佐渡は、あっという間にバーガーを平らげると、その紙屑をごみ箱に投げ入れて、そう注意を呼び掛けていた。 
 「でも課長、本当に白虎隊という武装グループは、現れるのでしょうか？　予告状は、ただの悪戯じゃないのですか？」 
 　そんな折り、ナオの横でバーガーを半分近くまで平らげていたゆかりが、疑問の声を投げ掛ける。 
 「確かに、その可能性もないことはない。だが、たとえそれが悪戯であっても、一応、警備をせんことには、もしもの場合があるからな、だから気を引き締めろよ。特にナオ、お前は特務機関の問題児だ、今日は俺と一緒に、ここで待機するように。いいか判ったか？」 
 　・・・・・・・・ 
 （何で私が？） 
 　と、口に出してこそ言わなかったが、ナオは佐渡課長の言葉を聞いて、更に臍を曲げている様子だった。 
 「ナオいいじゃない、後方支援だって。ある意味、謹慎処分は解けたことだし、それだけでもラッキーと思わなくっちゃ駄目よ」 
 　ゆかりは、そんなナオの態度を見て、慰めるつもりなのか、そんな事を言っていた。 
 　だがその反面、ゆかりは、ナオに対して、舌を出して笑いたい気分でもあった。 
 　すぐ命令無視するようなナオのことだ、今回はある意味、いい薬になるだろうと思う。 
 　今回は、武装集団らしきグループのセンター街襲撃だ。 
 　それを捕らえる為には、隊員達のチームワークが肝心である。 
 　しかし、そのチームワークを乱す様なナオには、反省の意味も兼ねて、佐渡課長が言うように、今回のところはここで後方支援をしていた方がいいように思える。 
 　またナオが、他の隊員達と一緒に行動をとると、何かしらの問題を起こしかねない。 
 　それを考えると、佐渡の判断は適切なのかもしれないと、ゆかりはかなり納得しているのが正直なところであった。 
 　しかし、ナオはそれに不服なのか、不機嫌な顔をして課長を睨みつけている。 
 　だからゆかりは、それを見て「しょうがないわね」と、自分の方に彼女をひっぱると、他の隊員と話をしている課長から、距離をもたせることにしていた。 
 　そうしないと、今にも食って掛かりそうな顔をしていたので、世話がやけるのはひとしおだった。 
 
 　ナオとゆかり、そして佐渡課長が居る、ここ西武百貨店角のセンター街入り口付近からは、その通りが奥まで見渡せる場所に位置している。 
 　その為、特務隊員の動向が、悉さに把握できる。 
 　今現在、特務隊の隊員達は、課長の佐渡に指示されたとおり、センター街内を二人一組となって往復巡回している。 
 　彼らは、その目付きは真剣だ。 
 　いつ襲撃があるか判らないので、緊張もしているのは確かだろう。 
 　しかし、これは余談になるのだが、特務機関の隊員は、全てナオやゆかりと同年代の若い連中ばかりだ。 
 　特務機関が正式に都市特殊機構隊として都内に設営されたのは、ごく最近になってのことなので、その為、隊員も二十代前半から後半にかけての若い者ばかりで構成されているのだ。 
 　見方を変えると、危うい若輩者の集まりのようにも感じられることもあるが、隊員のほとんどは、厳しい訓練を積んできている猛者ばかりだ、その点は心配ない。 
 　それに、難しい適性試験や国家試験もパスして、採用されたエリートでもある。 
 　だから、状況判断や危機回避能力は常人よりもすぐれているはずで、そうでない以上、特務機関の隊員にはなれないのである。 
 　しかし、そんな事はさておき、ナオたち特務機関が、この渋谷センター街に来て警備を始め、どれくらいの時間が経ったであろうか？ 
 　十一時二十分には、ハチ公前広場で点呼を取ったはずだから、かれこれ二時間は経過しているはずだ。予告状を警視庁に送り付けてきていた白虎隊というグループは、何時に襲撃を仕掛けるということは、明記していなかったようだ。 
 　その為、このまま何事もなく時が過ぎていってくれれば何も問題はないのだが、つぎつぎと行き交う人の波を見ていると、いたって平和な一時のようにさえ感じてくる。 
 　ナオはそんな中、自分の目の前を通り過ぎていく人の群れをつぶさに観察して、目を光らせていた。 
 　少しでも不審な点があれば、呼び止めて、警察ではないが、職務質問をしているところだ。 
 　しかし、これといって不審な人間の、出入りは見られない。 
 　今のセンター街は、やはりいたって平和な場所に見えていた。 
 　だが、そんな折りである・・・ 
 　ドッドーン！！ 
 　突然、この平和な渋谷の街に、一つの炸裂音が轟いていた。 
 「一体なんだ！！」 
 　その時、入り口付近に待機していたナオ、ゆかり、佐渡の三人が、その音に驚いてセンター街の通りの奥を真剣な目で覗き込む。 
 　すると、その通りにある、ある建物の一角から、火柱と濛々とした煙が立ち上り始める。 
 「きゃーーーーっ！！」 
 「うわぁぁぁぁぁ！！」 
 　その直後、甲高い誰とも知れぬ女の悲鳴や、男の慌てる声が響いたかと思うと、耳をつんざくような発砲音が、あちこちで鳴り響きだす。 
 　バッ・・バババババババ・・・・バババババババ・・・・バババババババババ・・ 
 　それは、銃の連続的発砲音だった。 
 　三人がその音を聞き、目を懲らして通りの奥を見据えると、一体どこから現れたのか判らない迷彩服を着た見慣れぬ男たちが、その手にマシンガンを装備して、センター街を行き交う人の群れに向かって、発砲を繰り返している姿が目に飛び込んできていた。 
 「くそうっ、襲撃か！？」 
 　だからその時、佐渡は、発奮すると、手持ちの銃を構え、センター街奥の爆発があった建物の方を覗き込む。 
 　すると、そこでは、何人もの一般客が悲鳴を上げて、今や逃げ惑っている姿が目に映ったので、課長は即座にナオとゆかりを呼び寄せるとこう言う。 
 「おまえ達、ここで待機しているんだぞ」 
 　そして課長は、ひどく憤慨したような表情をその顔に浮かべると、徐に手持ちのマシンガンを構えなおし、近くにいた別の隊員を二人呼び寄せて、何事か指示を出し始めていた。 
 　そして、もう一度ナオとゆかりの方を振り向くと、特にナオに対して「いいか、ここで待っていろよ！」と再び厳命し、そして更に踵を返し、課長は先ほど指示を出した二人の隊員を引き連れて、発砲現場に向かって行ってしまうのだった。 
 　だからナオは、課長が走り去った後、その場で歯軋りするように地団駄を踏んでいた。 
 　なぜなら、課長は、自分を連れていってくれなかったからだ。 
 　課長はおそらく、ナオを今回はどうしても、前衛には配しない心算らしい。 
 　二度も待機していろと厳命している以上、その本意とするところが見え見えだ。 
 　その為、ナオは、ひどく憤慨する。 
 　折角、謹慎処分を解かれてここに来たのに、このままここで待機しているなんて、ナオには我慢がならない。 
 　だからナオは、頻りに苛ついて、まるで檻の中のライオンの様に、その場を行ったり来たりし始める。 
 「まったく、冗談じゃないわよ・・」 
 　そして、隣で平然とすましているゆかりに、課長の悪口を臆面もなくまくしたてると、近くにあったごみ箱を、憎らしげに蹴飛ばしていた。 
 　だから、それにはゆかりも癖々し、ナオに対して落ち着く様、頻りに「我慢しなさいよ、我慢・・」といって宥めるが、ナオは余計ぷんぷんと怒りだすと、しまいにはそっぽを向いて一言も言葉を発しなくなってしまっていた。 
 　それを見た限り、ナオは課長に待機していろと厳命されたことが、相当、気に食わなかったらしい。 
 　しかしこればっかりは、仕方がないとゆかりは思う。 
 　喩えナオの気持ちはどうあれ、これは課長命令なのだ。それを無視すれば、また何かしらの罰を受けるかもしれない。 
 　それを考えると、ナオはここで、おとなしくしている方がいいと思う。 
 　だが、ナオの性格上、それは酷な話だった。 
 　ある意味、偏屈的な我が侭を持つ彼女には、今現在の心境を察すると、不満たらたらなのだろう。その不機嫌な顔を見ると、一目瞭然である。 
 　こうなると、いつ暴走するか判らない。ナオは一度キレると、手が付けられないのだ。 
 　だからゆかりは、どうしようもないので、そのままナオを知らんぷりして、無視することしか出来なかった。 
 　いくら怒っても、命令は命令なのだ、ということを、この際、解らせなければならない部分もある。 
 　その為ゆかりは、その後、白々しくも鼻歌を唄うと、呑気そうにその場で片足のステップを踏み出してしまっていた。 
 　ナオを無視するには、お気楽にふるまうのに限る、そうでないとやっていられない。 
 　こんなすぐ怒る女を、まともに相手なんかしていられないのだ。 
 　しかし、それがナオを、暴走させてしまうのである。 
 　彼女は、ゆかりの鼻歌を耳にすると、見る見る青筋を立てて地団駄を踏む。 
 　そして、至極、気に入らない顔で、キッとゆかりの顔を睨み付けてくると、その直後、何かを決意したかのように真顔になる。 
 　そして、センター街の奥に位置する通りを憤然と睨み付けると、猛然とダッシュ――――そのまま何も言わず、走りだしてしまうのだった。 
 「こ、こら、ナオ、どこへ行くのよ！！」 
 　その為、その時ゆかりは、焦ってナオを呼び止めていた。 
 　しかし、ナオは、そんなことは聞いていない。 
 　彼女は、一度ゆかりの方を振り向くと、「ベー」と舌を出して憎らしげにあかんべをすると、そのまま脱兎のごとく走り去っていく。 
 　だから、さすがにその時ゆかりは、ナオの事を止めることは出来ない。 
 　ナオは、一度走りだしたら、止まらないのだ。 
 　その性格を、よく知っている彼女だから、判るのだ。 
 　ゆかりは、ナオの走りゆく様を見ながら天を見上げると、その時「あー、あの大馬鹿者のナオを、お救い下さい・・」と、嘆いて、そう言うしか他に方法がなかった。 
 　彼女には、それを見送ることしか、出来なかったのである。 
 　あの猪突猛進的なバカを・・・ 
 
 　その頃、センター街の中程にある《カメラのさくらや》という店の店内では、やはり迷彩服を着た一人の男が、マシンガンを乱射して奇声をあげていた。 
 　彼は、店内のありとあらゆる商品をその銃で粉砕すると、哄笑し、この乱射騒ぎを楽しんでいるかのように暴れていた。 
 　だがそこへ、二人の特務隊員が駆け付け、店の外から店内に向かって銃を構える。 
 　しかし、それに気付いた迷彩服の男が、店の外にいる特務隊員に向かって、手持ちのマシンガンを乱射していた。 
 　バババッ・・バババババババ・・・・・・ 
 　その影響で、店のショーウインドウは粉砕し、飛び散ったガラスが凶器のように、特務機関の隊員たちに降り掛かる。 
 　だから、特務機関の隊員は、その場に身を伏せて、どうにかその無茶苦茶な銃撃の乱射を、やり過ごすしかなかった。 
 「くそう、無茶しやがるぜ」 
 　一人の隊員が、癖々したように呟く。 
 　しかし、このまま身を伏せているばかりでは、どうにもならない。 
 　だから二人の隊員は、目配せを交わすと、即座に行動に移していた。 
 「植木、お前は右の出入り口を固めろ、俺はここでおまえの援護をする。だからそっちに回って、奴をこの中に閉じこめるんだ！」 
 　一人の隊員が、植木という隊員に対して、指示を出す。 
 　すると、 
 　「判った」といって、その植木が相槌を打つ。 
 　そして彼は、相方の指示どおり店づたいに回って右へと移動すると、店の中で銃を構えている迷彩服の男の目を盗んで、そのまま前方を突っ切ろうとしていた。 
 　だが、それを見た店の中の迷彩服の男は、それをすかさず察知し、容赦なく滅多矢鱈にマシンガンを発砲する。 
 　だから、その狂乱的銃弾の雨を受けて、破砕したガラスが白い粉の幕のように飛散して、その場の視界を白一色のように悪くしていた。 
 　店のなかにいる、迷彩服の男は目茶苦茶だ。 
 　彼は、特務機関の隊員を、目の仇かの様に思っているらしく、やたらにマシンガンをぶっ放すと、やはり哄笑し楽しんでいる。 
 　だから、その被害は甚大なもので、そのカメラ店は見るも無残に崩壊し、割れたショーウインドウのガラスや商品が、その辺に飛び散ると、まるで危険物の海のような様相をそこに呈している。 
 　その為、植木という隊員は、右の出入り口を目指すのはいいが、なかなかそこに辿り着けず、四苦八苦していた。 
 　しかし、なんとかその銃弾の嵐を掻い潜りながら、店の出入り口に辿り着くと、即座に身を乗り出して店の店内に発砲していた。 
 　バババババババ・バババババババ・・ 
 　その間にも、もう一人の隊員による牽制の銃撃はつづいていたが、店内にいる男は巧みに柱の影に隠れると、そこから顔を出して、また頻りに発砲を繰り返していた。 
 　しかし、出入り口を固めてしまえば、こっちのものだ。 
 　もう、迷彩服の男は、逃げられないだろう。 
 　そう思うと、植木という隊員は、ほくそ笑んで苦笑いを一頻り洩らす。 
 　しかし・・ 
 　そこで、突然、苦鳴が聞こえるのである。 
 「ゔッ・・！！」 
 　それは、やけにつまった、短い苦鳴だった。 
 　植木は、それに驚き、後を振り返る。 
 　すると、店の反対側で左肩を押さえて膝を折っている、もう一人の隊員が目に付く。 
 　その為、植木は焦って、その隊員に向かって叫んでいた。 
 「お・おい久松！　大丈夫か！？　久松！」 
 　すると、その久松と呼ばれた男は、苦悶の表情を浮かべながら顔を上げる。 
 　しかし、その顔は青ざめて、血の気が失せている。 
 　だから、もう一度、植木は久松という隊員に叫びを洩らすと、彼のもとに走りだそうとして立ち上がっていた。 
 　だが、 
 「だ・・大丈夫だ、植木・・・それより、オレに構わず店内に突撃しろ・・オレは左肩を少し負傷しただけだ。それよりも俺が援護射撃するから、その隙に飛び込め！　奴をこの際だから仕留めるんだ！」 
 　その時、肩を撃たれた久松がそう言って健在ぶりを示すから、植木は一安心し店内の方に顔を向ける。 
 　そして、「判った、それじゃ踏み込むぞ！」 
 　そういうと、手持ちのマシンガンを構えて、突入の姿勢を見せるのである。 
 　しかしその時、店の中から発砲があったので、植木は仕方なく一時退避して身を伏せる。 
 　だが次の瞬間、久松が発砲を始めたので、植木は意を決して突入を開始――――そのまま店内に乱入して、銃を乱射する一人の迷彩服の男を目で捕捉していた。そして有無を言わさず発砲――――迷彩服の男は、銃弾の雨を受けると瞬時に射殺されていた。 
 　それは無法な輩に対する、一番、適切な対処法だったのである。 
 
 　そして、それと同時刻、ナオは今現在、怒りにまかせて走っていた。 
 　センター街入り口から、五十メートル付近だ。 
 　その途中、何人もの倒れている一般の人を目撃したが、どうやら銃撃を受けてその弾が被弾し、一般客達が逃げ遅れて路上に殺到している様子だ。 
 　ナオの前方では、課長と二人の特務隊員が、やはり二人の武装している迷彩服の男たちを追いかけている。 
 　その迷彩服の男たちは、一頻り左右の建物や人に向けて銃を乱射すると、駆け付けた特務隊員を引き離すように、センター街の奥へ逃げていく。 
 　そして彼らは、逃げながら振り向きざまにまた何度も銃を発砲すると、それでさらなる何の罪もない一般の人の犠牲者が増えていた。 
 　そんな中、ナオは、走りながらある事を思う。 
 　それは、こいつ等は、一体何の目的でここ渋谷センター街を襲ったのか、ということだ。 
 　彼らは、白昼堂々、このセンター街に現れて、銃を発砲してきた。 
 　しかし、これらの騒ぎを見ると、どうも腑に落ちない点がある。 
 　それは、こんなことしても、何のメリットはないからだ。 
 　警視庁による情報では、この襲撃を行った白虎隊という武装グループは、質の悪い愉快犯らしいということだが、ここまで被害がでているところを見ると、相当気が狂っているとしか思えない。何かの使命をおびたテロリストならともかく、彼らはそんな大仰な使命は持ち合わせていそうにない連中だ。そこから考えると、質が悪すぎるにも程があると思う。 
 　バババババ・・・・ 
 　だが、そんなことを思いつつ、ナオが佐渡課長の後を追いかけて、センター街の通りを走りぬけると、そこで唐突に銃撃音が辺りに響く。 
 　ナオの、右斜め後方でだ。 
 　その為、ナオはそれに驚き、その音のする方を振り向く。 
 　すると、そこではやはり迷彩服姿の一人の男が、今、銃を構えて向かいの商店に対して、しきりに発砲を繰り返している様が目に飛び込んでくる。 
 　その男は、若い男で、軍人気取りなのか、頭にはベレー帽をかぶっている。 
 　そして、また頻りに手持ちのマシンガンを無差別的に乱射し、大笑いをあげて、見るも無惨に向かいの商店を蜂の巣にしていた。 
 「ハハ、壊れろ、壊れろ・・！！」 
 　バババババ・バババババ・バババババババ 
 「？？・・」 
 　しかし、そこでナオは、あることに気付く。 
 　それは、その銃を乱射している男は、どこかで見たことのある顔だと思えたのだ。 
 　切れ長の目、そして薄い唇・・ 
 　そう、そうだ米川！ 
 　ナオが昨日から丁度捜していた男、その米川なのである。 
 　だが、その米川が、なぜこんなところに居るのか？ 
 　ナオは怪訝に思う。 
 　彼は保釈中に逃亡して、姿を晦ましている男のはず。 
 　それなのに、どうして・・・ 
 　しかしその時、ナオはそんな考えはともかく、これは奴をここで捕らえる絶好のチャンスだと閃いていた。 
 　だから、米川を呼び止めるのである。 
 「あなた、米川でしょ？　米川克彦よね？！」 
 　すると、向かいの商店に銃を乱射していた男は、それで一瞬ビクりとナオの方を振り返ると、驚きを顕わにする。 
 　そして、次には、憎らしげにナオに対し、銃を発砲してくるのだった。 
 「うるせー、テメーなんざ蜂の巣になれ！！」 
 　バッ・バババババ・・バババババ 
 「チッ！」 
 　その直後、ナオは、右へ前転しその銃撃を避ける。 
 　そして、前転した勢いで立ち上がると、即座に応戦、米川の肩口を狙って彼女も発砲していた。 
 　バババ・バババ・・ 
 　しかし、米川らしきその男は、それを難なく躱すと、そのままゆかりの居るセンター街入り口方面に向かって逃走―――― 
 　彼は、振り向き様にもう一度発砲すると、そのまま走り去ってしまっていた。 
 「米川、待ちなさい！！」 
 　そこでナオも彼を追い、脱兎のごとく走りだす。 
 　ナオは、米川を逃すまいとして駆けると、全速力で追走、彼の後方へぴたりとついた。 
 　このまま彼を、逃がすことは出来なかった。 
 　捕まえて、黒峰会の事を吐かせてやる。 
 　ナオは、その思いに後押しされ、躍起になっていた。 
 　ナオが米川を追って少しすると、米川は、丁度目の前の角を左に曲がり、センター街から脱出を図ろうとしていた。 
 　そこは、警視庁の機動隊が封鎖している出入り口で、その先は、センター街と並走する井の頭通りという隣の通りに至る路地である。 
 　そこを、米川は突破しようとし、走りながら手持ちのマシンガンを構え発砲する。 
 「あっ！」 
 　すると、次の瞬間、あろうことか、そこにいた機動隊員二人が、その銃弾を受けて卒倒していた。 
 「ハハハハハ、ざまーみろ・・」 
 　米川は、機動隊員を撃ち殺すと哄笑し、そのまま逃走、路地を走り抜け疾駆する。 
 「米川、許さないわよ！！」 
 　それを目撃すると、ナオは、一度立ち止まり憤慨して発砲――――しかしその弾は、米川に当たることなく路地の壁にあたって四散していた。 
 「クッ！」 
 　だからナオは、また、全速力でそれを追いかけていた。 
 　奴は、機動隊員を、撃ち殺している。 
 　このままだと、また他に犠牲者がでないとも限らない。 
 　そうなると事だ、奴を捕まえるしかない。 
 　おそらく米川は、気が狂っているのだ。 
 　機動隊員を撃ち殺し、哄笑するところを見ると、それは明らかである。 
 　その為ナオは、路地を抜けると、米川の後を追い井の頭通りへと抜けていた。 
 
 　井の頭通りは、センター街と並走する、賑やかな通りだ。 
 　そこにはイタリア料理店、法律事務所、漫画喫茶、麻雀店、カラオケハウス等が、各種ビルの階上に店を開いている。 
 　しかし、ナオはセンター街から井の頭通りに抜けて角を曲がると、次の瞬間、立ち止まって呆然としてしまっていた。 
 　なぜなら、この通りに出た時から、米川を見失ってしまっていたからだ。 
 「クッ、奴はどこへ？」 
 　ナオは、その井の頭通りを、首をめぐらしてみまわたす。 
 　しかし、彼の姿はない。 
 　だが、なぜ彼は、消えてしまったのだろうか？ 
 　ナオは、女の身でありながら、着かず離れずの距離を保って追走してきた。 
 　それなのに、見失ったのだ。 
 　これはナオにしては、大きな失態である。 
 　だがナオは、その時、怪訝に思う。 
 　それは、突然、逃走していた人間が消えてしまうことなんて、あるのかと思ったからだ。 
 　確かにナオは、米川の後ろ姿を捉えていた。 
 　それなのに、見失ってしまったのだ。 
 　その時のナオは、何か質の悪い神隠しにあったような気分に、苛まれていた。 
 　だが、このままでは、引き下がれない。 
 　そこでナオは、米川が、井の頭通りに軒を連ねる建物内のどこかに逃げ込んだのではないかと思い、その通りを西の方へ順番に歩きながら覗いてみることにする。 
 　手持ちのマシンガンを胸の前で構え、立ち並ぶ雑居ビルの入り口付近から、中の様子に覗いを立てる。 
 　しかし、彼の姿は見つからない。 
 　普通、銃を持った男が建物内に入れば、何かしらの騒ぎが起こるはずだ。 
 　だが、そんな気配は、まったくないのだ。 
 　だからナオは、仕方がないので、そのまま更に西へ西へと小走りにかけて、何度も建物内をしらべていた。 
 　すると丁度その時、前方で銃撃の音が響いてくる。 
 　それは、マシンガンを撃ち放つ独特の乱射音だったので、ナオはその時それが米川のものだと直覚し、そこへ一目散に駆けてみた。 
 　するとそこでは、今、特務機関の隊員と二人の迷彩服を着込んだ男たちが、向かい合った形で銃撃戦を演じていたのである。 
 　そして、そこには、佐渡課長の姿もあった。 
 　どうやら課長達は、ナオ同様、迷彩服の男たちを追って、この通りまで追いかけてきたらしい。しかしよく見ると、課長等は、銃撃戦を演じる迷彩服の男たちに、苦戦を強いられている様子だった。 
 　その為ナオは、先程までの米川のことなどついと忘れてしまい、その銃撃が演じられている現場まで走って、課長のそばに駆け寄っていた。 
 　すると、 
 「なんだお前、ナオじゃないか？　一体どうしてこんなところに居るんだ。お前はまた俺の命令を無視して持ち場を離れてきたな、今度という今度は、ただじゃおかんぞ！！」 
 　と、いきなり課長の怒声が響いたので、ナオはその時ふてくされてそっぽを向くと、課長の言葉を無視していた。 
 　すると佐渡課長は、その態度に癖々した様子で、しょうがないなという態度を示しながらも、次にはナオを近くにひっぱると、耳打ちしてこんなことを言っていた。 
 「いいかナオ、この際だからお前はあの迷彩服の男たちの右側に出て、ここに居る俺達の援護をしろ。いいかこれは課長命令だぞ、すぐ左を迂回して、あいつ等を足止めするんだ。これは重要な任務だからな、真面目にやれよ」 
 　その為ナオは、それに頷き、ニッと不敵に笑うと、課長の言葉を了解していた。 
 　ナオはその後、先程から特務機関の隊員たちに向かってマシンガンを乱射している迷彩服の男たちを見据えると、その隙を見付けて、課長に言われた通り左を迂回しようと、一度軽く発砲した後、身を屈めて準備を整えていた。 
 　二人の迷彩服を着た男たちは、今、あるビルの前に立ち、特務隊員に向かって威嚇発砲を繰り返している。 
 　そのビルは、古い建物で、おそらく改築中であるのだろう。ビルのまわりには、鉄パイプの資材で足場が組まれ、そのまわりに緑色のネットが張り巡らされている。 
 　そして、そのビルの入り口付近側には、『工事中』の黄色い看板と、注意書きなどが書かれた札がかかっており、一見すると巨大な廃屋のような殺伐とした雰囲気を醸し出していた。 
 　だが、ナオはそれを一瞥すると、先程から散発的に威嚇発砲を繰り返しているそんな男たちの目を盗んで、課長に言われたとおり男たちの右側へと慎重に移動していた。 
 　ナオが左側を迂回して近付いていく様は、男達には気付かれていない。 
 　彼らは、佐渡課長や他の特務隊員との銃撃に夢中になっている為、気付かないからだ。 
 　だからナオは、その隙に、素早く身を滑らせると、彼らの丁度死角になる場所に移動することに成功する。 
 　そして、課長の命令どおり、即座に応戦を開始する。 
 　ナオは、手持ちのマシンガンを構えると、ビルの前に立つ男たちの足元を狙って発砲、 
 　彼女が手にしているのは、特務機関特注の軍用マシンガンである為、その連射スピードは驚異的だった。 
 　その素晴らしくなめらかな連射速度を駆り、ナオの放った弾丸は、狙い違わず迷彩服の男たちの足元のアスファルトを削っていく。 
 　その為、迷彩服の男たちは、それに慌て、一時、発砲を躊躇する。 
 　そこへ課長ら、他二人の特務隊員が、速攻を仕掛けていた。 
 　バババババ・・バッ・バババババ・・ 
 　ババババババ・バババババ・バッ・バッ 
 　速攻を仕掛けた、課長等の放った弾丸は、迷彩服の男たちの肩をかすめ後の壁へと抜けていく。 
 　すると、それに焦った迷彩服の男たちは、一度闇雲にマシンガンをぶっ放すと、その後、何を思ったか改築中の雑居ビルに逃げ込み始めた。 
 　彼らは、どうやら不利を悟ったらしく、ビルの前にかかっていた『工事中』の看板を踏み倒すと、そのまま古くさいビルのなかに逃げ込んでいく。 
 　だからそれを見て、課長と他の二人の隊員は唖然とし、迷彩服の男たちがビルのなかに消えた後、そのビルの外壁を見上げて踏鞴を踏む。 
 　まさか、改築中のビルなどに、逃げ込むとは思っても見なかったからだ。 
 
 「いいか、奴らはこのビルのなかに逃げ込んだ、だから俺達も武器をマシンガンからハンドガンに切り替えて、この中に踏み込むぞ。おそらくこのビルの中は狭い、それに奴らはどこに潜んでいるかわからんから、気を引き締めて事に対処しろよ！」 
 「「はい！！」」 
 　改築中のビルの前で今、課長の佐渡が二人の特務隊員、そしてナオを集め、頻りに注意を促している最中であった。 
 　二人の迷彩服の男たちが、改築中の雑居ビルに逃げ込んで、その後を追うために、四人の特務隊員はビルの前で集結していたのだ。 
 　その為、この後、意を決して雑居ビルのなかに、踏み込まなければならない。 
 　その準備に隊員たちは、腰からハンドガンを引きぬくと、それを構え、その雑居ビルの中に向かっていた。 
 　佐渡等が雑居ビルのなかに入ると、そこは閑散とした空の部屋が点在しているということが、いち早く判っていた。改築中のビルだけあり、中には何もない。まあそれは当然だろう、工事の邪魔になるため、このビルの中にあった荷物は、全て外に運びだされている様子だった。 
 　そんな中、まず一階は、広いフロアーになっている。 
 　そんな場所を、ナオと課長、それに他の二人の隊員は一緒になって調べてみていた。 
 　そこはおそらく、その間取りからすると、なにかの事務所であったのだろう。床には机の足の跡と覚しき名残が無数にあり、それらしい痕跡を示している。 
 　その室内に入って見た限りでは、先程の迷彩服を着た男達は居ない。 
 　おそらく、この一階からそれ以上の階、つまり二階や三階、もしくはそれより上の階に逃げ込み潜んでいる可能性があるということだ。 
 　そう思うと四人は、その一階のフロアをざっと一頻り覗いてから、上の階に向かっていた。 
 　二階にあがると、先程の一階のフロアーとはうって変わって、こぢんまりとした部屋がいくつも並ぶ、雑居ビルの中の雑居部屋みたいな所に来ていた。 
 　寄せ集められるように、四つ並んだ各部屋は、扉のすでに取り外された出入り口でつながっていて、行儀よく並んでいる。 
 　しかし二階に来て一同が気付いたのは、一階に比べこの階は薄暗く、光があまり差し込んで来ないという事だ。 
 　おそらく、このビルのまわりに張り巡らされている、防護用の緑色のネットのせいでこういう状態なのだろう。 
 　ビルの外壁に面した窓は、全て閉まっている。 
 　各部屋の床は、工事が進んで引き剥がされており、埃臭い匂いがその空間には漂っていた。 
 　壁ぎわには、グリーンのペンキの缶が六個と、乾いてカチカチになったハケやローラーが無造作におかれている。そして室内の所々には、ビニールシートがかけられている場所があり、どうやらペンキが飛び散らないように保護されているらしかった。 
 　その中を佐渡等の四人は、細心の注意を払って中に男達が潜んでいないかを確認するため、ハンドガンを胸の前に構えながら、壁伝いにくまなく調べてみた。 
 　しかし、誰もいる気配はない。 
 　やはり、この階には居ないようだ。 
 　だから仕方ないので、今度も、それから更に三階にあがって探してみることにしていた。 
 　しかし三階、四階と見てみても、やっぱり男たちの姿はない。 
 　彼らは、おそらく最上階の六階に潜んでいる可能性が高く、その為、これから更に慎重に行動しなければならなくなっていた。 
 「課長、わたし先にいって、六階の方を見てくるわ」 
 　そんな中、ナオはまた焦れたように課長にそう言うと、自分は一人六階に向かって足を踏み出そうと走りかける。 
 「ちょっと待て！」 
 　すると課長は、それを制し、少し怒った顔をしてナオの顔を睨み付ける。 
 　そして、ナオの首根っこを掴むと、無理矢理自分の方へ引き寄せていた。 
 「いいかナオ、これはお遊びじゃないんだぞ。お前はすぐ一人で勝手な行動をとろうとする。だがな、特務機関の人間としては、チームを無視しての行動は許されてはいないんだ。だから一人突っ走った行動は控えろ。俺達と一緒に行動するんだ！」 
 　佐渡に怒られて、またふてくされるナオ、しかし彼女もそれは仕方ないと思ったらしく、その後、渋々課長の言うことに従うと、その後に続いていた。 
 　その後、佐渡等は、四階から次の階に至る階段を上り、五階の踊り場へと来ていた。 
 　そこはやはり、薄暗い小ぢんまりとした部屋が二つあるところで、人の居る気配はほとんどない。 
 　しかし、一応その階も調べてみなければならず、四人は室内の入り口に足を踏み出しかける。 
 　するとそこで、何かの音が聞こえてきていた。 
 　それは、カラン、カラン、カランという何かが転がる音で、丁度六階へ至る階段の方から聞こえてくるのだ。 
 　その為、不審に思った一同が、その音のする方に顔を向けて様子を見ようと目を凝らす。 
 　すると、そこに何かが、転がってきた。 
 　それは、拳大ぐらいの鉄の塊で、胴の辺りが黒光りしている。 
 　だが、それを見たとき、ナオは一早く叫んでいた。 
 「手榴弾！！　課長、早く逃げて！！」 
 　ナオはそう叫ぶと、他の三人を五階の階上の室内に突き飛ばし、自分は四階の階段付近に飛び降りてそのまま身を伏せる。 
 　すると、 
 　ドッドーン！！ 
 　次の瞬間、五階の階段付近は、猛烈な爆風と炎で満たされ、破砕した粉塵が濛々と建物内を一蹴し、立ち篭めるきな臭い匂いとともに壁は黒焦げになっていた。 
 　ゲホッ、ゲホッ、ゲホッ・・ 
 「みんな、大丈夫か？！」 
 　手榴弾の爆発の後、五階の室内で身を伏せていた佐渡は、煙で目がしみる中立ち上がると、他の隊員の安否を心配して声をかける。 
 　だが、返事はない。 
 　その為、課長は蔓延する煙が落ち着くのを待ち、もう一度声を掛ける。 
 「おい、大丈夫なのか？！」 
 「だ・大丈夫です・・」 
 　すると、一人の隊員から声が帰ってきた。 
 　佐渡は、それに安心すると、ふとその時、爆発のあった階段付近に目を向けていた。 
 　だが、その時である。 
 「課長、わたし先にいくわ！！」 
 　一人の女性が、今や血相を変えて煙が立ち篭める五階の踊り場を駆け抜け、六階へと通じる階段を駆けのぼっていく姿が目に付く。 
 　ナオだ。 
 　その為、その時、佐渡は、それを制止して呼び止める声をかけていた。 
 「おい待て！！　ナオ、一人で行動するな！！」 
 　だが遅かった。 
 　ナオは、その顔に怒りの表情を浮かべると、そのまま六階へと走り去ってしまう。 
 　そして彼女は、六階へ至と、即座に銃を握って身構えていた。 
 
 　バババババ・・バババババ・ババババババババ・・ 
 　ナオが六階にくると、すぐにその階上の室内から発砲があった。 
 　銃弾が、彼女の体をかすめ、後へと抜けていく。 
 　しかし、その時、ナオは焦らなかった。 
 　彼女は銃撃があった後、六階の室内の入り口付近にすかさず身を隠すと、壁ぎわを背にしハンドガンを右手で構える。 
 　そして、その室内を覗き込んでいた。 
 　するとそこには、二人の迷彩服の男の姿が目に付く。 
 　先程、逃げた男たちだ。 
 　しかし彼らは、ナオに発砲をした後、何か言い合いをしているらしく、ナオが室内を覗いても、それに気付かないでいた。 
 　そこでナオは、そのまま突入して彼らを一網打尽にしようかと、その時考えていた。 
 　しかし、それでは、あまりにも軽率すぎる。 
 　入った瞬間、撃たれてはバカだ。 
 　そこでナオはまた考えて、近くに転がっていた鉄パイプを手に取り、それを室内に投げ入れることにしていた。 
 　そうすることによって、男たちの気をそらし、隙を作ることができると思ったからだ。 
 　ナオは、鉄パイプを手に取ると、それを徐に投げ入れる。 
 　カラン、コロン・・ 
 　・・・・・・・ 
 　バッ・バババババ・・バババババ・・バババババババ 
 　バババババババ・・・・・・ 
 　すると案の定、室内からの発砲が相次いだ。 
 　しかしそこで、唐突に銃撃が止む、そしてその代わり聞こえてきたのは「チッ、弾切れだ！！」という二人の舌打ちの声だった。 
 （してやったり・・） 
 　ナオはそこで一瞬ほくそ笑むと、その後、躊躇せず意を決して室内に乱入していた。 
 　入ってすぐ、一人の男が驚いて頻りに弾切れのマシンガンを発砲しようと、引き金を引いている姿が目に飛び込んでくる。 
 　しかしナオは、それを瞬間的に見て取ると、嘲笑って二発の銃弾を発砲、 
 　バーン、バーン 
 　するとその弾は、見事、男の足を射抜いてそのまま即倒させる。 
 「畜生テメー！！」 
 　だがその時、もう一人いた迷彩服の男が殴りかかってきたので、ナオは咄嗟的に身を沈めると、その攻撃をやり過ごす。 
 　そして、立ち上がりざまにハンドガンのグリップを拳代わりにして殴り付けると、襲いかかってきた男の側頭部へ強烈な打撃としそれを殴打、 
 　ベキッ・・ 
 　すると、妙に鈍い音がして殴られた男は、ふらふらとその場でヨタつく。 
 　その直後ナオは、足を大きく振り上げて、そのまま男の脳天に踵落としをお見舞いする。 
 「ぐえっ・・」 
 　それで男は床にドサッと崩れ落ち、そのまま白い目を剥き意識を失う。 
 　しかし、そのナオの踵落としは、強烈だった。 
 　倒れた男はその後、口から泡を吹くとヒクヒク痙攣している。 
 　だが、これでしばらく、立つことは出来ないだろう。 
 　ある意味、これで決着はついたといっていい。 
 　ナオに、その軍配は、あがったのである。 
 
 　いざ銃撃戦が終わって、特務隊員と警視庁の機動隊が一堂に会し、集結してみると、五人の死傷者を含む三人の男たちが逮捕されていた。 
 　特務隊員には、二人が銃弾を浴び肩と足を負傷し軽傷、しかし警視庁の機動隊には六人の死傷者が出ていた。 
 　それに、銃の乱射騒ぎに巻き込まれて、一般の人々には二十五人の重軽傷者が出、その内の四人が死亡、取り逃がした男たちは五人に上った。 
 　その逃げた男達の中に、ナオが追い掛けた米川克彦の数も含まれている。 
 「まったくこれじゃ、戦争と同じだな」 
 　そんな中、井の頭通りからセンター街に戻ってきた佐渡課長は、先程から救急車へと次々に搬送されていく怪我人を見ながら、そうぼやいていた。 
 　しかし、そう思っても、仕方がないだろう。 
 　今回の銃撃で、この通りには多くの被害がでているのだ。 
 　最初に爆弾が爆発したと思われる建物も、見るも無残に破壊され、迷彩服を着た白虎隊という武装グループによって銃撃を受けた他の建物は、惨憺たる被害だ。 
 　それに、一般市民に、二十五人の重軽傷者、これでは何の冗談にもならない。 
 　そして警視庁には、六人の死傷者がでている。 
 　これでは戦争だとぼやくのも、うなずけるのである。 
 「でも、課長が無事でよかったです。特務一課は、課長あってのチームですから、そのまとめ役がいなくなっては一大事ですからね・・・」 
 　しかしそんな時、二階堂ゆかりが少々ふざけてそんな事を口走る。 
 　だから課長は破顔すると、その時、照れた笑いを浮かべていた。 
 　ゆかりに評されたのが、恥ずかしかったのだろう。 
 　彼は、顔に似合わず、照れ屋なのだ。 
 　だが、その佐渡の笑いも、目の前で知らん顔しているナオの顔を見ると、次には厳しい表情にうって変わる。そして佐渡は、ゆかりをよそにナオを呼び付けると、こう言って叱り付けていたのだ。 
 「こらナオ、こっちへこい！！　おまえは今回もまた、俺の言い付けを無視して勝手に動いたな。しかしお前はどうしてそうなんだ。いつもいつも命令を無視して、それでもおまえは特務機関の隊員か！　今度ばかりは許さないからな、ここでみっちり特務機関の規律を仕込んでやる、覚悟しろよ」 
 　そう言うと佐渡は、ナオの首根っ子をつかんで、そのまま建物の影に連れていき、ナオを地面に正座させていた。 
 　そして、あれこれと五十ぐらいの教訓を垂れて、ナオを徹底的に再教育している。 
 　だから、それを見てゆかりは、可笑しくてならなかった。 
 　ゆかりからしてみれば、ナオがそうなるのは、自業自得といえる。 
 　だが、そんなナオを相手にしなければならない課長の方も、気苦労は絶えないだろうと思う。 
 　何せ、すぐふてくされる問題児なのだ、その女を調教するには一筋縄では行かないだろう。 
 　しかし、それも仕方ない、この際だからナオは、課長に叱られたほうがいいのである。 
 　すぐ命令無視し、暴走するのは今日に限ったことではない。 
 　その為、誰かがそれを、諌めなければならないのだ。 
 　まあ、課長の気苦労は絶えないだろうが、これでまた一つの薬になるだろう。 
 　この後、課長の小言は、二十分間にも及び続いたのは言うまでもない。 
 　その間ナオは、頬を膨らましふてくされ続けていた。 
 　それを見て、ゆかりは、舌を出して笑っていたのである。 
 



第二節


 　特務機関が捕らえて逮捕した、白虎隊という武装グループの三人の男達には、その後、警視庁の取調室で、特務機関が立ち会いのもと合同で尋問が行われていた。 
 「だから、米川って奴に、誘われてやったっていってるだろ、聞こえねーのか！？」 
 　取調室に響く怒声、それは逮捕された白虎隊のメンバーの一人、峰岸という男が発する声だ。 
 「お前そんなふてぶてしい態度をとっていいと思っているのか！？　おまえ等のおふざけで、多くの人が傷ついて死傷者も出ているんだぞ。捕まえた以上、ただじゃおかないからな！！」 
 　その男の怒声に負けじと、警視庁側の取調官が、有無を言わさずやはり怒声を張り上げる。三人の男を逮捕して、取調室に順番に呼び出したのはいいが、彼らは警察を舐めたようにいきがると、しかめっ面をして尋問に応じている。 
 　しかし、いきがっている割りには、意外と口は軽かった。 
 　警察側の『今回のセンター街襲撃事件の首謀格の男は誰か？』という質問に、男は米川克彦がそうだと応えている。 
 　男の話によると、米川は戦争マニア十二人の男達を集めると、自分が主犯格となり人の集まる場所で、盛大な戦争ごっこをしようと襲撃を企て、話を持ち掛けたらしい。 
 　集まった男たちは、皆、銃を実際に撃って快感を得たいという気の狂った精神異常者ばかりで、その話を持ち掛けられた時、皆、全員一致で、その申し出に賛同を示したという事だった。 
 　その話を聞くと、さすがの警察も飽きれ、しばらく声も出ないほど絶句していた。 
 「それで、襲撃に使ったマシンガンは、どこで手に入れたんだ！？」 
 　取調官が、また、きつい口調で問いただす。 
 「米川が全部用意したよ。俺達はただ銃をぶっ放しただけだ、他に何もしちゃいねーよ！」 
 　男は悪怯れた様子でもなく、そう言い放つ。 
 「それじゃ、その米川って男がお前たちをそそのかし、すべての計画を企てていたんだな？」 
 「うるせーな、何度も言っているだろ、米川がリーダーだ。俺達はただ、そいつに従って襲撃を行っただけだ。捕まえるんなら、米川だけにしろよ！」 
 　男は無責任にも、全ての責めは米川だけにあるような口振りで、取調官に応じている。 
 「おまえ等、無関係な人を殺しておいて、その軽薄な態度はなんだ。自白したからって、罪が軽くなるとは思うなよ！！」 
 　そんな男の態度に、立ち合っている特務機関の隊員は、胸ぐらに掴み掛からんばかりの勢いで、怒りを顕わにしていた。 
 「まあまあまあ、ここは抑えて。まず、取り調べが先決だ。まだ、色々と事情を聞かないと埒が明かないからね・・・」 
 　一人の警視庁幹部が、怒りを顕わにする特務隊員を宥めて、これからまだ続く取り調べを、円滑に進めるための段取りをとっていた。 
 「おおぉ、恐い恐い。これだから特務隊員には、横暴な奴が出てくるんだ。俺、知っているんだぜ。特務機関には、コンビニに強盗に入った犯人を捕まえて、病院送りにする乱暴な女がいるそうじゃねーか。それを考えれば、俺達より特務機関の方が無法者の集まりなんじゃねーのか？　見てたんだぜ、ワイドショーの報道を・・・」 
 「貴様！　特務機関を馬鹿にするのか！！」 
 　男が言った、なぶるような言葉に対し、特務機関の隊員は、更に顔を赤くして憤慨していた。 
 　おそらく乱暴な女とは、ナオのことだろう。 
 　確かにナオは、他の特務隊員とは一線を画する変わり者だ。 
 　しかし、武装して襲撃事件を起こすような男に、特務機関の悪口を言われては、我慢がならない。その取り調べに立ち合っている特務機関の隊員は、今や眼球が飛び出るぐらい目を大きく見開いて、激昂している。それをやはり警視庁側の幹部が宥めるが、その怒りはそう簡単にはおさまる気配は見せなかった。 
 
 　ところ変わってここは、特務機関ＥＸＸＰ《ハード・ガン》の本部、警視庁の目の前にある建物の二階、特務一課のデスクフロアーには、渋谷センター街から帰還した特務隊員たちが、その武装を解き、熱いコーヒーを一杯飲みながら、今は寛いでいる光景が目についていた。 
 「ナオ先輩、ナオ先輩、どうでしたか渋谷、人がいっぱいいたでしょう。私も行きたかったなー。だって渋谷といえばハチ公ですもの、私もそこで一度、素敵な男性と待ち合わせしてみた～い・・・」 
 　相変わらずわけの判らないことを口走るモモが、防弾チョッキを外しながら装備を解いている、ナオに対し、甘ったるい声を響かせて擦り寄ってきていた。 
 （この後輩はなぜ、私ばかりに近付いてくるのだろう？） 
 　と、ナオは時々そんな事を思う。 
 　何も、ナオはモモのことを嫌っている訳ではないが、時たま、うっとうしくなる時もあることは確かだ。 
 　そんな事を知ってか、知らずか、またモモはくだらない話を持ち掛ける。 
 「わたしね、彼氏ができたら、一番最初に渋谷の街でデートしたいと思っているんです～。ナオ先輩聞いてますか～？　それが、わたしの夢なんですよ～」 
 「そう？　だったらそうすれば、私には関係のない事よ・・」 
 「やだ～、つれないですね～。ナオ先輩もいずれは彼氏つくるんでしょー？　そしたらやっぱり渋谷よ渋谷、ロマンチックにとはいかないけど、やっぱり渋谷よね。何と言っても渋谷、それしかな～い」 
 「あなたうるさいわよ、さっきから渋谷、渋谷って。そんなにそこが好きなら、勝手に行けばいいでしょう」 
 「ひどーい、私に彼氏ができないのは、やっぱりナオ先輩の呪いが掛かっているからかも？　だって、先輩って、人を不幸にするオーラが漂っていますもの。そうですよね、ゆかりせんぱ～い」 
 「そうかもね・・・」 
 　それを受けてゆかりは、どう答えていいのか判らず、曖昧な返事を返していた。 
 　しかしナオが、きつい目でゆかりを睨んでくる。 
 　するとゆかりは、そ知らぬ顔をして自分のデスクに腰をかけると、日誌の記帳に精を出し、ナオを半ば無視してやり過ごしていた。 
 
 【ゆかりの日誌】 
 今日、十二月十三日現在、我々、特務機関は渋谷センター街へと向かう。 
 白虎隊という武装グループによる、予告状が警視庁へと届いたからだ。 
 我ら特務機関は、十一時二十分にハチ公前広場で点呼を完了、そのままセンター街に直行し、警視庁機動隊とともに現場の警備にあたる。 
 点呼完了から約二時間後、午後一時二十分に、白虎隊を名乗る武装グループがセンター街の一角、ファーストフード・ショップを爆弾で爆破し急襲。 
 それを皮切りにして、武装グループがセンター街の各所で銃を大々的に乱射、多くの人々や商店を殺傷しまた破壊した。 
 武装グループの人員は、全部で十三名、みな迷彩服とマシンガンを所持し、その蛮行は目に余るものがあった。 
 特務機関は、その急襲を受けて応戦、センター街内で銃撃戦となり、二人の特務隊員が負傷した。しかし、奮闘の末、我々、特務機関は三人の身柄を確保、それ以外の武装グループの男たちは五人は射殺、残り五人は逃走する。 
 午後二時三十分には、その銃撃戦は終了、現場の事後処理は所轄の渋谷警察署の警官に任せ、特務機関と警視庁機動隊は、本部へと帰還する。 
 
 　・・・・・・以上、今日の日誌を記す。 
 　　記帳者：二階堂ゆかり 
 
 　ゆかりは、日誌をそこまで書き終えると、ペンを置いて冷めたコーヒーを一口、口に含んでいた。口の中には苦みが広がり、ゆかりは不味そうに顔をしかめる。 
 　冷めたコーヒーは、いまいち美味くないの一言につきる。 
 「ところで先輩、聞きましたか？　例の捕まった白虎隊を名乗る武装グループの三人は、警視庁の取り調べで、次々に自白をはじめたそうですよ。聞くところによると、その三人は、あの米川克彦という指名手配中の男と一緒に戦争ごっこをしてみたかったから、今回の事件を起こしたという事なんです。はっきり言って、あまりにもふざけていますよねー。結局、特務機関も戦争マニアのお遊びに、付き合わされたって言うことでしょう？　馬鹿げていると思いませんか～」 
 　そんな時、モモが、めずらしく意外にまともな意見を、ゆかりに話しはじめていた。 
 「それでですね～、結局のところ今回の襲撃事件は、その米川克彦が主犯格となって起こされた事件と認識され、逃げた米川と残りの四人の男の行方を追うために、特務機関と警視庁が合同で捜査本部を設けるそうですよ。米川って男は、ナオ先輩が捜している男でしょ？　特務機関も出張って米川の捜索を公に行うとなると、ナオ先輩にとっても願ったりかなったりの事になるんじゃないですか～？　一人で、こそこそ、米川を捜すことに、ならずに済みますものね～」 
 「それは本当？　特務機関も、米川の捜索に参加するって？」 
 　ナオがモモに対し、目の色を変えて問いただす。 
 「そうですよ～、ナオ先輩。これで合法的に、米川の捜索が出来るようになりますねー♥」 
 　モモはそう言うと、またナオに擦り寄って、猫のように甘えてきていた。 
 　ナオは、嫌々ながらも、そのモモの挙動を受け入れている。 
 　だがその時、突然、課長の佐渡一が現れていた。 
 「おお、みんな寛いでいるな。しかし疲れているところ悪いんだが、俺の話を聞いてくれ。楽な姿勢のままでいいぞ・・・」 
 　課長は、突然、特務一課のデスク内に現れると、思い思いの椅子に腰掛けてくつろいでいた隊員たちに向かって、そう言い渡していた。 
 　課長は、徐に口を開く。 
 「いいか、さっき事件後の会議で俺達、特務機関・特務一課は、明日から今回の渋谷センター街襲撃事件の首謀格と見られる米川克彦という指名手配中の逃亡犯と、以下、四人の捜索をする事になった。そこでだ、特務一課・第一班から六班には手分けしてその男たちの捜索に乗り出してもらいたいと思っている。もちろん警視庁側の刑事特捜班との合同の捜査になると思うが、今から担当の内訳を言うぞ。まず第六班、第五班は、熱川啓介、横田紀一の捜索だ。この二人は今日の現場から逃走した五人のうちの二人だ。警視庁の取り調べで自供され、この二人の顔が割れた。それにあと二人、西尾光一と砂川雅人は第三班、第四班の担当とする。よくメモっておくように。そして主犯格の米川に関してだが、こいつは第二班と第一班が出張ってもらいたい」 
 　そこまで言うと、佐渡は口をつぐみ、この場に集まった特務隊員を見渡して、意見はないかの確認をとっていた。 
 「やったじゃないですか、先輩。第二班は米川の捜索担当ですよ。ラッキー、ラッキー、またラッキーですよねー。私は捜索に関係ないけど、頑張ってくださいねー」 
 　モモは、小声でナオに聞こえるように、その事を耳打ちしていた。 
 　それを受けて、ナオはにやりと笑う。 
 「いいか、捜索開始時刻は明日の午前十時からだ。その前に警視庁の刑事特捜班と打ち合わせをしてから、色々な段取りを行う。くれぐれも出勤は遅れることのないよう、よく言っておくぞ。それじゃ今日はご苦労だった、用のないものは、夜勤の者と交代して帰っていい。明日は、絶対、遅刻するなよ、警視庁の連中に笑われるからな・・・解散！」 
 　その言葉を最後に、特務一課の面々は、帰りの身仕度に取り掛かりだしていた。 
 　報告書を書く者や、書類を整理しなければならない事務員は数人残るが、これから夜勤の連中と職務を引き継いで交代となる。 
 　ナオも、日誌を書き終えたゆかりとモモとともに、更衣室へと向かっていく。 
 　その中で、モモがゆかりとナオに対して、ある提案をおこなっていた。 
 「ナオ先輩、ゆかり先輩、今日はなんとか事件も無難に乗り越えたことだし、ここはパーッと、ナオ先輩のアパートで飲み明かしましょう。コンビニでビールとおつまみを買って、三人でテレビを見て、色々語り合いましょうよ～」 
 「ええっ？　今日、これから？」 
 　ゆかりが、モモの発言を受けて、少し渋い顔をする。 
 「そうですよ、ゆかり先輩。久しぶりに三人で、汚いナオ先輩のアパートで飲み明かすなんておつなもんですよ。ねえ、いいでしょ、ナオ先輩、どうせ一人で家に帰ったって、つまらないだけですよ」 
 「汚いのは余計よ。でも私は、お金は出さないわよ」 
 　ナオは、そう言いながらも、その申し出を断ったりはしなかった。 
 「しょうがないわね、それじゃ少しだけよ。明日の事もあるし、程々になら飲んでもいいわ」 
 「やったー、それじゃ決まり。さっそくこれからコンビニに、買い出しにいきましょう」 
 　モモはそう言うと、一人子供のように喜んではしゃいでいた。 
 
 　そんなこんなで、三人は、ナオのアパートへ足を運ぶことになる。 
 　電車を乗り継いで、ナオのアパートへ向かう途中、コンビニでビールとおつまみを調達する。 
 　ナオは、アルコール類が駄目なので、烏龍茶と弁当、それにおでんを買う。 
 　モモとゆかりも弁当は欠かさず買ったが、それ以外に、イカの燻製やスナック菓子、コアラのマーチにポッキーなどを大量に買い込んでいる。 
 　そして、女性もののファッション雑誌を退屈しのぎに数冊レジに出し、料金をゆかりとモモの割り勘で支払っていた。 
 　モモとゆかりは、ナオのアパートまで来ると、さっそく上がり込んで勝手にコタツの電気をつけ、寒さしのぎの為に暖を取りはじめていた。 
 　そして、テレビのリモコンをいじると、スイッチを入れ、コタツの上に弁当を広げだす。 
 　テレビからは、慌ただしく、ニュースのオープニングが流れだしていた。 
 　六時半から始まる、《ニュース６：３０速報》という番組だ。 
 　おそらくそのニュース番組では、今日のセンター街急襲事件が、第一番で放送されることになると思われる。 
 　番組のオープニングの終了と同時に、女性のニュースキャスターが大写しにされ、こんばんはの挨拶で、ニュース番組が始まりをむかえていた。 
 　しかしその頃ナオといえば、一人アパート近くのビデオレンタルショップで、映画のタイトル選びに没頭していた。今晩、三人で映画を見る為に、ここまで足を運んでいたのだ。 
 　ナオは、よくこのビデオレンタルショップを利用するため、主要な映画のタイトルはほとんど見尽くしている。 
 　その為、タイトルの選びには、少々苦労していた。 
 　やはり、せっかく借りるのなら、面白い映画がいい。 
 　だが、いくら探しても、それらしいものは見つからなかった。 
 　仕方がないのでナオは、この店で一押しの映画はないかと、店の店員に聞いてみる。 
 　すると、その店の店員は、一つのビデオテープを取り出して、これがウチのお薦めの映画ですよ、見応え抜群です、といってそれを差し出して来ていた。 
 　ナオは、あまりにもその店員がこれは面白いと力説するので、そのビデオを借りる事にする。 
 「借りて来たわよ、ビデオ」 
 　ナオが、ビデオレンタルショップから帰ってくると、ゆかりとモモの二人は、すでにコンビニで買った弁当を平らげ、コタツの上にビールとおつまみを広げて、酒宴の準備を整えているところだった。 
 「一体どんなビデオを借りてきたんですか、先輩。私に見せて」 
 　そう言うとモモは、ナオからビデオテープを受け取る。 
 　そして、そのテープのタイトルを見て、文句を言いだしていた。 
 「何ですかこれ、《爆裂ハンター・サキ》って？　はっきり言ってこれ、子供が見る特撮映画かなんかじゃないんですか～、先輩、趣味悪いですよー」 
 「そんな事言っても、しょうがないでしょ。それしかなかったのよ。私がお金出したんだから文句言わないで！」 
 　ナオは、少々ふてくされて、モモの言葉に応じた。 
 「でもいいか、たまにはこんな映画も、意外と面白かったりして？」 
 　モモは一転して、浮き浮き気分になる。 
 　それは、あたかも、げてもの料理と知らずに食事を食う前の、境遇のようだ。 
 「ナオ、私たちもう弁当済ませちゃったわよ・・・あなたも早くちゃっちゃと食べちゃって、その後、飲みあかしましょう」 
 　そんな中、ゆかりがナオを急かすように、そう言って来ていた。 
 「判ったわ、早く食べればいいんでしょ」 
 　そう言った反面、ナオは、ゆかりの言葉に反発し、ゆうに一時間はかけて弁当を食べだしていた。 
 　それからナオが食事を終えたのは、八時十分前になってからの事だった。 
 　その間、モモとゆかりは待ち切れずに、宴会をはじめてしまっていた。 
 　ナオとしては、自分は飲めないので、それは別に構わなかったが、ビールを美味そうに飲んでいる二人に対してちょっとした不満を感じ、ささやかな抵抗としておつまみを盗み取りしてやっていた。 
 「ああ、駄目じゃないですか、それ私のコアラのマーチ。先輩はお金出さなかったんだから、食べちゃ駄目ですよ！」 
 　そんなナオに対し、モモが非難の言葉をぶつける。 
 「いいじゃない、全部食べるわけじゃないんだから。そんなに一人で食べると太るわよ」 
 　そう言われて、モモはドキッとし、自分のお腹の肉を摘まんでいる。 
 「それはそれとして、そろそろ見ましょうか《爆裂ハンター・サキ》、ちょっと気が進まないけど、せっかくお金を出して借りてきたんだから、勿体ないでしょう？」 
 　そう言うとゆかりは、ナオ愛用のビデオデッキに、借りてきたテープをセットしていた。 
 「楽しみですね。一体どんな映画なんでしょう？」 
 　最初は不満をもらしていたモモであったが、今はビデオの内容がはたしてどういうものなのかが気になって、わくわく気分を隠しきれない。 
 　ゆかりがビデオのリモコンを操作して、再生のボタンを押す。 
 　もちろんその前に、テレビの音量を少し上げておくのを忘れない。 
 　映画には臨場感が大切だ、そうすることによって迫力が、いくぶんかは増すことだろう。 
 　ビデオデッキは、小気味の良い再生音を発しながら、テレビ画面に映像を映し出す。 
 　すると、ある映像が大写しになった。 
 『あぁ～、あぁ～、ああ～っ、あぁーーーーっ』 
 　三人が居るアパートの一室に、突然、女性のあえぎ声が響きだす。 
 　そこには、裸の女性二人が抱き合って絡み合う、姿が大写しにされていた。 
 「「「・・・・・・」」」 
 　ナオ、モモ、ゆかり、三人の表情が一瞬硬直する。 
 　ブゥーーッ！ 
 「なんですか、これ～っ、エロビデオでしょっ！　こんなの見てどうするんです！」 
 　モモが、口にしたビールを吹き出しながら、速攻でナオに突っ込みを入れていた。 
 『あぁ～、あぁ～、うん、うーー♥』 
 　その間にも、テレビからは、女性の激しいあえぎ声が聞こえてくる。 
 「もう信じられないです～。で、でも、すごい・・・・」 
 　そう言いつつしかしてモモは、テレビの画面に釘づけになっていた。 
 　ゆかりは顔を赤面させて、何も言わずにやはり画面を凝視している。 
 　しかしナオは、無表情のまま知らんぷりして、烏龍茶とおでんを頬張っていた。 
 　ビデオは続く。 
 　そのビデオの内容は、こういうものだった。 
 　主人公のサキというエージェントが、さまざまなエッチ体験をしながらアメリカンクラッカーを片手に、悪の闇組織に立ち向かっていくという、無茶苦茶な世界設定をもつ映画だ。 
 　その話の途中、性技戦隊サドレンジャーという五人組のコスプレ隊が登場するが、主人公のサキというエージェントは、それらも手玉にとり悪の組織を壊滅させていくというハラハラドキドキの映画活劇だ。話の最後には、やはりエッチして気持ち良く昇天して終わる、というストーリーを持つ異色作だが、これが意外に面白い。 
 　モモとゆかりは、いつしかその話に引き込まれ、時間が経つのも忘れて見入っていたようである。 
 　しかしナオといえば、自分で借りてきた映画のタイトルといえども、ゆかりとモモがコンビニで購入した女性もののファッション誌に目を落として、半分以上も、そのビデオの内容は見てはいなかったのだ。 
 　約二時間が経って、ようやくビデオが終了すると、モモは、「ふぅ～」と一頻り息を吐いて、その余興さめやらぬ興奮を抑えていた。 
 「ナオ先輩、これ傑作じゃないですか。こんな映画よく見付けてきましたね～。前言撤回しますよ、これおもしろーい」 
 　モモはしきりに称賛している。 
 「ねーねー、ゆかり先輩はどうでしたか？　わたし興奮しちゃったー・・・・」 
 「そうね、ちょっと度が過ぎるけど、おもしろいんじゃない？」 
 　どうやらゆかりも、この作品のすばらしさを実感している様子だ。 
 　その後、三人はくだらない話で、時間をつぶす。 
 　そんな中、モモがある話題をナオにふる。 
 「ねえ、ナオ先輩。そういえばどうして先輩は、黒峰会という闇組織を追って米川っていう男を捜しているんですか？　その黒峰会とナオ先輩の関係ってどうなっているの？」 
 　それは唐突な質問だ。 
 「あなたには関係ないわ、その話は聞かないで！」 
 　そんなモモに、ナオは、突き放した言い方をしていた。 
 　少し怒っている様にも感じとれる。 
 「えーっ、それってどう言うことなんです？　そう言われると、ますます聞きたくなりますよね、ゆかり先輩？」 
 「それはナオの問題なんだから、いいんじゃない？　そっとしててあげなさいよモモ」 
 「えー、でも、気になるじゃないですかー。私たち三人の間に隠し事はなしですよ」 
 　そう言ってモモが、不満の声をぶつけていた。 
 「わたし、何もしゃべらないわよ。余計な詮索はして欲しくないわ」 
 　ナオがこう言うと、もう二人にはお手上げだった。 
 　彼女は、異常なまでに頑だ。 
 　一度機嫌をそこねると、一週間近くは口をかたく結んで、モモとゆかりにさえ口をきかず無言の抵抗を試みるほどだ。 
 　だから、これ以上モモがナオに黒峰会の事を問いただしても、ある意味、無意味だった。 
 　仕方がないので、モモもその話題は避け、ビールを飲むペースを上げながらそれ以後、別の話でその場を盛り上げさせることに終始する。 
 　そう、そしてその後ナオに、黒峰会の事は一切聞かなかったのである。 
 




第三節


 　次の日の朝、三人は、ナオのアパートの一室で目覚めていた。 
 　モモが眠い目をこすりながら、コタツから這い出してくる。 
 　結局のところ、モモとゆかりの二人は、昨日、酒を飲みすぎて酔いつぶれ、終電にも間に合わず、ここで一夜を過ごすことになっていた。 
 　昨晩、二人はナオに毛布を二枚借りると、コタツで就寝していたのだ。 
 　コタツで寝るのは少し肌寒かったが、文句は言っていられず、しかし熟睡したのは確かであった。 
 　その頃、コトコトと、お湯が煮たつ音がゆかりとモモの耳に聞こえてくる。 
 　そして、かぐわしい味噌の香まで、匂い立ってきていた。 
 　ゆかりとモモの二人が起きだして台所の方を覗うと、ナオが一人エプロンをして、大根を切っていた。 
 「あらナオ、もしかして朝食作ってくれているの？」 
 　ゆかりが意外なナオの姿を見て、怪訝に問いただす。 
 「やだー、ナオ先輩、料理できるんだ。わたしチョットいがーい。この前、朝食はパンとコーヒーだけだって言っていたじゃないですかー」 
 「嫌だったら食べなくていいのよ・・」 
 　ナオのぶっきら棒な言い方、でもそれはいつもの事だった。 
 「いーえ、そんなコトないです。食べます、食べますよー。それで味噌汁の他にメニューはなんなんですか？」 
 「目玉焼き・・・」 
 　ナオは、当たり前のように、一言そう言っていた。 
 　それは、超オーソドックスな朝の定番メニューだ。 
 　三十分後、三人はコタツに座り込むと、さっそくナオお手製の食事に手をつけ始める。 
 　ナオは、味噌汁を作る際、煮たったお湯に味噌を溶かしてから大根を入れたので、せっかくの味噌の風味が飛んでしまった一品が出来上がっていた。 
 　それに目玉焼きは少し焦げて、はしっこの方がぱりぱりになっている。 
 　しかしそれでも、食えないことはない。 
 　ゆかりは目玉焼きに醤油をかけ、モモはソースをかけている。 
 　お好みは色々だ。 
 　しかしナオはといえば、塩をふりかけて食べている。 
 　それを目撃したモモに、それじゃ《ゆでタマゴ》と同じじゃないですか、と言われたが、ナオは気にしたきらいもなく平然としていた。 
 　朝食も終わり、三人は特務機関本部へ出勤する準備を済ませていた。 
 　ナオはまたパジャマから外行きの私服に着替えている。 
 　モモとゆかりは、昨日の服のままだ。 
 　二人は一晩、家に帰らず、ナオのアパートへ泊まり込んだのだからしょうがない。 
 　二日連ちゃんで同じ服を着ていても、女性だから匂い立つことはそれ程ないだろう。 
 　そんな訳で三人は、ナオのアパートを後にすると、慌ただしく特務機関に出勤していくのであった。 
 
 　三人が特務機関に到着すると、もう既にほとんどの隊員たちが顔をそろえて、佐渡課長がデスクに現れるのを待機して待っている様子だった。 
 　他の隊員たちの出勤は早い。 
 　別に、ナオとゆかりとモモの三人が遅刻したわけではないが、出勤時間ぎりぎりだったのは事実だ。三人は更衣室で即座に特務機関の制服に着替えると、そそくさとして特務一課のデスクに入る。するとそれと時を同じくして、丁度、佐渡一課長が姿を現したところだった。 
 「おお、ナオ、遅刻はしなかったようだな、今朝も元気で何よりだ。しかし相変わらずスタイルいいなお前は、」 
 　そう言うと佐渡は、ナオのお尻をポンと叩く。 
 　どうやらそれは、朝の挨拶のつもりのようだった。 
 「やだ、またセクハラしてますよ課長ったら。子持ちのくせに、まったくエロじじいね」 
 　モモは、その佐渡の行いを見て、ゆかりにそっと話し掛けていた。 
 「仕方ないわよ、ああ見えても課長はナオのこと可愛がっているんだから、あれでスキンシップをとっているつもりなんでしょ・・」 
 　ゆかりは冷静に見て、佐渡の思惑をモモに語っていた。 
 「でも、あれは明らかにセクハラですよ。よくナオ先輩は怒らないですね？　私ならビンタの一つくらい喰らわせてやりますけどね、実際」 
 　ゆかりとモモがこそこそ話をしている間に、ナオといえば佐渡の後ろ姿に向かって、右の中指を立てて挑発的な態度を示していた。 
 　それを見てゆかりとモモは、口を押さえながらプププと笑っている。 
 　しかし、それに気付かず佐渡は、自分のデスクにつくと、おもむろに皆に向かって話し始めていた。 
 「いいかみんな、今日は昨日いっておいたように、白虎隊というグループの逃げた男たちの捜索を行うことになっている。もう既に警視庁の刑事特捜班は、特務機関の三階の会議室に集まっている。さっそくだが、そこで俺達も今日の捜索方針を聞くことになる。だから今から会議室に行くぞ」 
 　そういい終えると佐渡は、特務一課の隊員を引き連れて、三階へと足を運んでいた。 
 
 　特務一課の隊員が、三階の会議室へ入ると、そこには佐渡が言ったように警視庁のお偉い方と、その部下である特捜班の面々が顔をそろえていた。 
 　彼らは大分くつろいでいる様子で、先程から仲間内で色々な雑談を交わしている様子だった。 
 　しかし特務一課の隊員が、その会議室の室内に足を踏み入れると、特捜班の連中は椅子に座ったまま姿勢を正して雑談を止めていた。 
 　さすがに警視庁のメンバーだけあって、規律がしっかりしている。 
 　ナオもゆかりと共に室内に入り、空いている席を探そうとして辺りを見渡していた。 
 　すると一人の男が目につく。 
 「やあ、ナオちゃん久ぶりだね。俺だよオレ、池沢元だ。君とはもう何年も会っていないけど、元気だったかい？」 
 　ナオに対し警視庁の特捜班の一人が、人の良さそうな気さくな態度で声をかけてきていた。 
 「あっ元さん？　久しぶり、三年ぶりかしら？」 
 　そんな男に、ナオは少し驚いて挨拶を交わしていた。 
 「いやー、だいぶ君も大人になったね。ますます死んだお母さんにそっくりだ。美人だったんだよ、君のお母さんが若い頃は・・・」 
 「そう？　それより元さんは今回の捜索に参加するの？　ここに居るって事はそうなんでしょ？」 
 　ナオは、その池沢元という男に、そう質問をしていた。 
 「そうだよ、オレは今回、そらそこの警視殿、木谷律子氏が陣頭指揮を執る中、特に米川って言う男を捜査する事を含めて、その全ての捜査員のまとめ役をするんだ。特捜班の連中を率いてチーム分けを組ませてね・・」 
 「それは本当？　あなたが米川を捜査するって？」 
 「本当さ、オレは刑事特捜班の捜査主任だ。警視庁の上層部からその役を任命されてね、だから今日ここ特務機関に伺ったっていう訳さ。ナオちゃん君も今回の捜索に参加するんだろ？　それで君はだれの捜索担当になったんだい？」 
 「米川・・」 
 「ええ、それは本当かい？　奇遇だね。それじゃオレと一緒に合同捜査するって事か。いやーうれしいよ、高崎警視の娘さんと仕事できるなんて思いもよらないからね・・・」 
 「ゔゔッ、ヴん、あのちょっと池沢元警部補、今から捜査方針の説明会を始めたいと思いますから、少し私語は慎んでもらえますか？」 
 　そんな時、嬉しそうにナオに対して話し掛けていた池沢元警部補に、警視庁側の女性警官から制止の声が掛かっていた。 
 「ああ、これはどうも失敬。今、席に着きます。それじゃナオちゃんまた後でね。合同捜査、期待しているよ！」 
 　それを受けて、池沢元警部補は、罰の悪そうに自分の席に腰掛け姿勢を正していた。 
 　そんなこんなで、特務機関と警視庁の、合同捜査方針説明会が始まりを迎えていた。 
 　会の冒頭には、警視庁側のお偉い方から挨拶が続く。 
 　約十五分位だったろう、その後いよいよ捜査方針の本題に入る。 
 「えー、皆さんも知ってのとおり、昨日、渋谷センター街で、白虎隊を名乗る武装グループの急襲がありました。その事件は特務機関と警視庁機動隊の活躍でなんとか収拾がつきましたが、結局、武装グループのメンバーと見られる内の五人の男たちを取り逃がしてしまったということです。彼らは、皆、街中でマシンガンを乱射して、一般市民に傷を負わせた無法の輩です。それに、特務機関や警視庁に、挑戦状ともとれる文章も送り付けてきました。その為、逃走以後、彼らはまた今回のような襲撃事件を起こす可能性がないとは限りません。ですから早急に逃げた五人の男たちを捜査し、その身柄を拘束しなければならないでしょう。そこでです、今回、我々は、特務機関と警視庁刑事特捜班で、合同捜査本部を設けることになりました。特務機関が今回の捜索に参加するのは、まだ逃げた男たちが銃火器を所持している可能性があるからです。私たち警視庁の者としましても、その可能性がある以上、特務機関に協力を請うのは当然のことです。ですから今後、特務機関・特務一課の面々と、警視庁刑事特捜班の捜査員たちとで、ともに協力して逃げた五人の男の行方を追うことにしましょう。それに関してお集まりの皆さんには、不満の点はありませんね？　それがなければ、これ以後、話の本題に入りたいと思います。では捜査方針の内容は、池沢捜査主任から伺いたいと思います。池沢主任、前へどうぞ・・・」 
 　先程、池沢警部補を制止した女性警官が、よどみのない澄んだ声で今回の捜査本部発足の経緯を語っていた。 
 　そんな中、特務一課の隊員たちと特捜班の連中は、謹聴してその話にうかがいを立てている。 
 　ナオもその話を先程から真剣な顔をして聞いていた。 
 「ねえねえ、ナオ、あの人誰なの？　あなたの知り合い？　さっき話していたでしょ。人のいい優しそうな人ね？　男嫌いなあなたにしては、あんな知り合いがいるなんて意外だわ」 
 　そんな折り、ゆかりがナオに椅子に腰掛けながら、小声で話し掛けてきていた。 
 「池沢警部補よ――――私の昔からの知り合い。名前は元、もと父の部下だった人・・・」 
 「へえー、高崎警視の部下ね？　それで有能な人なの？　捜査主任に抜擢されるぐらいだから、仕事の出来る人なんでしょう？」 
 「さあぁ？　でも噂できいたけど、やっと警部補に昇進したそうよ」 
 　ナオはそう言うと、会議室の前に備え付けられている壇上に登壇していく、池沢元警部補捜査主任の顔を覗っていた。 
 　池沢は人よりも少し小柄で、前にこごまった猫背の体格をしている。 
 　歳は四十五過ぎだが、脂ぎった中年の観はしない。強いて言えばこざっぱりとしたその顔立ちに、なんと言うかお茶と醤油煎餅でも似合いそうな気のいいおじさんといったところだろう。 
 　下町の江戸っ子かたぎでもなく、気質は温厚な人だ。ある意味ではさえない中年のサラリーマンのような感じも受けるが、そこまでは錆びれた様子はない。 
 　頭髪は短く刈られてはいるが、少しぼさぼさだ。 
 　彼は警視庁の制服ではなく、薄汚れたよれよれの背広を着ている。 
 　特捜班の若い捜査員のように、ピシッとスーツで決めている訳でもなく、少々貧乏くさい。 
 　だが、彼の人の良さは、その顔ににじみ出ていた。 
 　池沢元は、壇上に登壇すると、手に持っていた厚手のファイルを広げそれに目を落とす。 
 　そして少し躊躇するように、辺りを見渡していた。 
 「では皆さん、さっそく今回の捜査方針をお話ししましょう。もう既に皆さんの手元には、逃走した五人の男たちの素性を示す供述ファイルが配られていることでしょう。 
 　そのファイルは、昨日、捕らえた三人の男たちの自供によって作成されたファイルです。まずはそれにざっと目を通していただけるでしょうか。そこには逃げた男の顔写真や目撃者、捕らえた男たちの供述によるモンタージュ写真が掲載されていると思います。それに経歴や余罪、年令に氏名、居住先の住所なども明記されています。それらの資料と共に、今後の捜索を行うことになりますから、よく頭に焼き付けて事に対処してもらいたいと思います・・・」 
 　池沢元警部補の捜査方針説明は、何の滞りもなく始まっていた。 
 　そこに集った特務一課の面々や警視庁特捜班の面々も、その話を聞き漏らす事無く耳を傾けていた。 
 「さてでは、昨日センター街の現場から逃げた一人の男、熱川啓介の事について話しましょう。この男は現在無職、二十五歳、独身、半年前に製材所を辞めフリーターとして生活、捕まった仲間の供述調書によると、時たま新橋の《らんらん亭》という飲み屋によく出没すると言います。まだこの男に関する身辺調査はしていませんから、捜査を担当する者は、まずこの男の交友関係を洗うことから始めてください。 
 　そして横田紀一、彼は現在学生です。都内の三川短期大学に在席していますが、この男に関しては詳細な情報が判っています。彼は学生ですので世田谷に住むその両親とは同居しており、そこから短大へ通っていましたが、最近では家には帰らず友達の家を転々として生活しているということです。この横田には現在交際中の女性がおり、おそらくその女性のアパートか、その近辺に潜んでいると思われるので、張り込みをおこなう際はそこを重点的に調べてください・・・・・」 
 　池沢の話は、それから四十分にもわたって続けられていた。 
 　皆は、その捜査方針を聞きながら、重要な部分にメモを取って聞いている。 
 　ナオとゆかりも、その話に頷きつつ、赤ペンで書類にマークをふり聞きいっていた。 
 　そして話の内容は、米川という男に及ぶ。 
 「それでは最後に米川克彦という男に関してですが、彼は今、保釈中に逃亡をしている指名手配犯です。都内の連続銃撃殺傷事件で七人の一般市民を殺している精神異常者といってもいいでしょう。ですがこの男に関しては様々な疑惑が付きまとっています。その一つが銃の密売に関わっているということです。彼が以前、逮捕されたときはその証拠がなく、立件は見送られましたが、余罪はそれだけではありません。それとは別に、黒峰会という大規模な闇組織との深い関わりがあると見られ、麻薬の売買にも手を染めているということです。 
 　彼の素性について判っていることは、長野の実家から東京にでてきて、一人都内のアパートで暮らしていたということです。都内の連続銃撃殺傷事件疑惑で逮捕された時は、自宅のアパートにいるところを捜査員によって身柄を拘束されました。彼は二十歳を過ぎた学生ですが、仲のいい友達はおらず、いつも一人で改造拳銃の制作に没頭していたようです。だから彼に関しての交友関係は判っていません。交際している女性などはいるということなのですが、その具体的な部分までは調査は進んでいないというのが現状です。それに保釈中からの逃走以後、ときどき池袋辺りに出没すると言う目撃談もあります。おそらく銃の密売に深く絡んでの行動でしょう。 
 　ですからこの米川に関しては注意が必要です。彼はなかなか足を見せない知能犯です。その逃走には、彼と深い関わりがある黒峰会という組織が援助しているという向きもあります。ですから米川に関する捜査は、身元の洗い直しと交友関係をもっと厳密に突き詰めてみてその潜伏先をつかんでいってもらいたいと思っております」 
 　それ以後、池沢の話は、捜査担当の内訳に関する内容にかわっていた。 
 　特捜班の捜査員の名前を呼び上げながら、担当となる指名手配犯の男たちと照らし合わされていく。ナオとゆかりの所属する特務一課、第二班は、昨日、佐渡が言ったように米川の捜索に参加する。 
 　これでナオにとって、米川を合法的に捜す手筈が整ったということになるわけだ。 
 　説明会が終了すると、会は一時散会になり、その間に休憩がもりこまれていた。 
 　この後、十時からは、いよいよ本格的な捜査に入る。 
 　捜査の基本はまず聞き込みからだ。 
 　それは、特務機関にとって地味な職務内容になるわけだが、不満は言っていられない。 
 　センター街を襲った武装グループは、今もおそらく都内に潜伏しているのだ。 
 　それを考えると早急に捜査が進まなければ、また事件が起こる可能性がないわけではない。 
 　特務機関としても街の安全を守る国家公務員として、なるべくそうなることは避けたいのは事実だ。第三の事件を起こされては、彼らの威信にも関わってくる問題なのである。 
 
 　その後、ようやく特務機関と、警視庁刑事特捜班の合同捜査は始まりを迎えていた。 
 　時間は十時きっかり。 
 　一同は、一時先程の会議室に集まりチームを組んでから、つぎつぎと都内各所に散っていく。 
 　まずは、情報収集から始めなければならない。 
 　逃げた武装グループの所在を突き止めるには、聞き込みが肝心なのだ。 
 　ナオとゆかりも、池沢元警部補捜査主任のチームと、都内にくりだす準備をしていく。 
 　手始めは、米川の身元洗い直しと、交友関係の聞き込みだ。 
 　以前、警察が米川を捕まえたときの資料を参考に、彼が住んでいたアパート近辺からの捜査を開始することになる。 
 　その為、ナオとゆかりの所属する特務一課・第二班と、それに一班、警視庁刑事特捜班のチームをまじえて、米川のアパート都内大田区にある池上へ出動することになった。 
 　ナオたちが米川のアパートに到着すると、さっそく捜査を開始する。 
 　アパートの隣の部屋の住人や、近所の銭湯、コンビニ、スーパー、コインランドリー、喫茶店など、彼が行きそうな場所に足を運んでしらみつぶしに聞き込みをし、重要な目撃情報はないか、更にはその人間関係までも調べあげる。もちろんチームを割いて、米川が通っていた東都大にまで捜査員を派遣している。 
 　そこで、どのような成果が得られるかは以前、銃撃殺傷事件の時の捜査で聞き込みは度重なり重複する情報も多いと思われるが、それはいか仕方ない。 
 　でも、あらためて捜査を始めると、意外とひょんな事から新しい情報が得られる可能性があるので、聞き込みを怠ることは出来なかった。 
 　特捜班の捜査員は真剣だった。 
 　もちろん特務機関の面々も、不真面目ではない。 
 　しかし警視庁側は、センター街襲撃事件で、六人の機動隊員が死傷している。 
 　その事を考えると、仲間の敵討ちではないが、特捜班の連中が躍起になるのは当然の事のように思える。ナオやゆかりも、その特捜班の連中と協力して、聞き込みを脚が棒になるくらいまで続けていた。 
 　だが、その日の捜査を終えた時点では、聞き込みの成果は思わしくなかった。 
 　午前十一時ごろから、午後の七時過ぎまで、約八時間近く聞き込みを行ったが、米川の消息に関する重要な情報は得られない。 
 　一同は、特務機関に設営された捜査本部に帰ると、深いため息と共に、今日の捜査経過をお偉い方に報告していた。 
 
 「ナオちゃん、今日は残念だったね、米川の聞き込みがはかどらなくて。しかし聞いたよ、君の同僚の二階堂ゆかりって娘から。君は米川を追って黒峰会の情報を聞きだそうとしているって言うことじゃないか。それを聞いて俺は昔のことを思い出してしまったよ。君のお父さんのことをね・・・・」 
 　特務機関の建物内の一角、自動販売機がおかれている売店の前で、ナオと池沢元警部補は休憩用の長椅子に腰掛けて先程からコーヒーを片手に二人っきりで話をしていた。 
 「ゆかりの奴お喋りね、余計な事言わなくていいのに」 
 　そんな中、ナオは少々気分を害して、池沢に対している。 
 「もしかして君は、七年前の事件をまだ忘れずに黒峰会の勅使河原洋二って言う男を捜しているのかい？　もしそうだとしたら大変だよ。黒峰会は警察でも手に負えない大規模な組織だ、それに彼らの活動内容は闇に包まれている。そんな連中を相手に一人で立ち向かうのだとすれば、やめた方がいい、君が身の危険にさらされるのは見たくないからね。お父さんの高崎警視のように・・・・」 
 　池沢はそう言うと、ナオの瞳を見つめ返していた。 
 　その彼の顔には、ナオを気遣う父親のような眼差しがよぎる。 
 「でも父は黒峰会に殺されたのよ。それなのに警察は何もできなかった。だから私が一人であっても黒峰会の裏を暴いてみせるわ、危険は承知のことよ」 
 　そう言うとナオは、怒りを顕わにし、感情的になる。 
 　それは普段なかなか見せることのないナオの一側面であったので、彼女を知る者が見れば驚いたかもしれない。 
 「君の気持ちはわかるよ。お父さんは優秀な人だった。彼は先頭に立って黒峰会の裏の実態を暴こうと躍起になっていたのは覚えている。しかし、それが祟って黒峰会から目の敵にされ帰らぬ人になったんだよ。それにその時、警察は何もしなかったわけじゃない。君のお父さんの命を奪った可能性のある勅使河原洋二って男は、全国に重要容疑の可能性のある重要参考人手配者として手配されたが、彼はそれ以来姿をくらまして、その行方はようとして知れなかったんだ。当時、おれもその捜索には参加したけど、勅使河原洋二は組織のこねをつたって逃げ回り続け、七年経った今現在もその所在はつかめずにいるんだ。オレは君に親父さんを殺した犯人を捕まえるのをあきらめろとは言わない。でも危険なんだ、黒峰会に関わるとろくな事はない。はっきり言って一人で行動しても、逆に報復がくるかもしれないからね・・・」 
 　池沢は、そこまで言うと、深いため息をはく。 
 　彼としては、ナオに単独で黒峰会を探ることは、控えさせたいのが山々だったからだ。 
 　しかしナオは、それを聞いても、そこに心境の変化は見られそうになかった。 
 　そして、次のような言葉を語りだす。 
 「元さん、あなたの言いたいことは判るわ。でも、どうしても許せない。父が死んで母は気落ちし、それがもとで病気になり、三年前に他界したわ。母は息を引き取る間際、私にこう言った、〝父を殺した男が許せない〟って。だから私は決心したわ、父を殺した犯人を絶対捕まえてやると。それがいけない事なのかしら？　私たち家族は、父を失ったとき以来、暗く荒んでしまったのよ。母がその事を忘れようとして、毎晩酒を飲んでいたことも覚えているわ。その時、私は何も母にしてやれなかった。でも今なら出来る、父を殺した筈の勅使河原洋二って言う男を捕まえて、罪を償わせることよ・・・」 
 「そうか、君の決心は判った。でも気を付けなよ、親父さんの二の舞にはならないようにね。俺は君が心配なんだ。君の父、高崎警視には色々とお世話になり、面倒も見てもらっていたからね。君の家には何度も遊びにいっただろ？　小さい頃、ナオちゃんをあやした事もあるんだ。だから君は俺の身内みたいなものなんだ。それを思うと君の今後が心配なんだよ・・・」 
 「そう？　ありがと。でも心配しないで、私だって全てを一人で解決できるなんて思っていないわ。何のために特務機関があるのか、良くわきまえているもの。黒峰会の実態が判れば特務機関だって黙ってはいない筈よ。ある意味、そこに望みを託している部分もあるわ。米川を捕まえて黒峰会との関係を自白させたいのもその為よ。だから元さんが思っているほど、私は世間知らずじゃないわ。そんなに危惧しないで・・・・」 
 「それは本当かい？　俺はてっきり、君一人で黒峰会を相手に立ち回るんじゃないかと思っていたが、そういう考えなら俺もナオちゃんに協力するよ。困ったことがあったら言ってくれ、俺に出来ることなら喜んでするからね」 
 　池沢元は、それを聞いて喜びを隠しきれなかった。 
 　ナオを良く知っている者の一人だから、てっきり何でも一人で解決を付けてしまおうとしているんじゃないのかと思っていた。 
 　しかし、ナオの言葉を聞いて、納得がいっていた。 
 　どうやらナオも、馬鹿ではなかったようだ。 
 「元さん、それならさっそくだけど私の頼みを聞いてくれる？　私、単独で調べて米川が付き合っていると思われる女の情報を握っているの。だから私が今から話すことは匿名のたれ込みとして処理して、今後の捜査に役立てて欲しいの。その願い聞いてくれるかしら？」 
 「なんだって？　ナオちゃんそれって本当かい？　その話、ぜひ聞きたいね。何せ君の知っているように、米川に関する交友関係は皆無と言っていいほど不足しているんだ。もし君が言うように米川に付き合っている女が居るとすれば、どんな情報でも歓迎できるよ。だから聞かせてくれ、その君が調べた情報を・・・・」 
 




第四節


 　日時は一夜明けて十二月の十五日、あのセンター街襲撃事件が起こって二日後の朝になる。 
 　米川に関する捜索は、昨日の夜から急展開を見せていた。 
 　ナオが池沢に、米川には五人の付き合っている女がいる、という情報を明かしていたからだ。 
 　それはナオが飯田正紀に吐かせた情報であるが、米川を捕まえて黒峰会の事を聞きだしたい彼女にとって、苦肉の策であった。 
 　それを聞いた池沢は、ナオの望みどおりその情報を一般の者からの匿名のたれ込みとして処理し、警視庁上層部へと報告していた。 
 　それを受けて上層部は、米川担当の特捜班捜査員に、その五人の女のアパートの張り込みを敢行するように命じていた。 
 　それは米川の捜査にとってまたとない転機だ。 
 　米川が保釈中に逃走して以来、捜査を続けていた警察側であったが、彼には謎の部分が多く、その捜査はようとして進まなかった矢先、米川に五人もの女がいてその女たちのアパートに彼が出入りし潜伏している可能性があるのならば、これはある意味天から下された朗報であるという受け捉え方をした事だろう。 
 　ナオから話を聞いた池沢元警部補も、それに驚き、その情報の重要性を確信していた。 
 　逃走中の米川は逮捕前もそうだが、人との接点をあまり人に知られないような行動を心がけていたらしく、その人間関係はなかなかつかめず難航をきわめていたのが事実だった。 
 　しかし、ナオの情報提供により、これで捜査が一歩前進したことを意味している。 
 　今朝はその為、ナオたち特務機関・第一班、第二班も私服勤務となり、五人の女のアパートを張り込むために、手分けして各持ち場に向かっているところであった。 
 　ナオとゆかりの二人は池沢元警部補と共に、米川の女の一人、溝口洋子を張り込むことになり今その女のアパートの前で配置を完了しているところだった。 
 　溝口洋子のアパート前には丁度三階建てのマンションがあり、その建物の物陰から隠れて米川の出入りを監視することにする。 
 　もちろんマンションの住人や管理人には、事前に口止めして許可はとってある。 
 　それをしないと、自分達が不審人物者として警察に通報されかねないからだ。 
 　しかし、ともかく捜査員の配置も完了し、あとは気長に米川が現れるのを待つだけだった。 
 　ナオたちが担当している溝口洋子のアパート他、早水真理、池沢京子、長洲恵美、福地咲子といった女のアパートにも捜査員は派遣され、張り込みは行われている。 
 　ある意味、監視態勢は完璧といっていい。 
 　警察側としては、どうしても米川の潜伏先を押さえたかったのだ。 
 「しかし、ナオちゃん、この情報をどこで手に入れたんだい？　警察側としても血眼になって米川の女に関する情報を集めようとしていたんだ。でもそれは徒労に終わってほとほと参っていたところなのにすごいね、一人でこの情報を探り当てるなんて？」 
 　溝口洋子のアパート前、そのマンションの物陰から、その時張り込みを行っていた池沢元警部補は、今ナオを目の前にして感心したようにそう言っていた。 
 「そうね、私にはちょっとした知り合いがいたの。その男から色々情報を聞いたわ」 
 　そんな中ナオは、相変わらずそっけない答え方で池沢に対する。 
 　しかしその目は親しい者に接する時の、当たり障りのない気を許しあった穏やかな目をしていたので、その時、池沢は安心して彼女を見据えていた。 
 「そうかい、でも情報の出所に関しては聞かないことにしておこう。どうやらその筋のプロに聞いたようだからね・・・？」 
 　池沢はそう言うとナオに対して笑ってみせる。 
 　彼はナオの立場を慮って、それ以上追求しない姿勢を明らかにしているのだ。 
 「そう？　そうしてもらえれば嬉しい。私としても情報の出所は話したくないもの」 
 　するとナオは少しばかり拒絶の態度を示してみせると、池沢に対し同じように笑ってみせる。 
 　それは情報の出所を追及されず、多少安堵しているようにも覗えたが、池沢が情報の出所を追及しなかったことはナオの態度を見ると正解だった。 
 　ナオは明らかに追求されることを嫌っている。 
 　その為、事を荒立てない方がいいのだ。 
 　池沢にとっては、ナオを怒らせることは避けたいのである。 
 　それは彼女をよく知っているからだろう。 
 「でもこの際、本当に現れるといいわね。今はまだ米川は女のアパートには居ないようだけど、これからが肝心だわ。奴が現れればすぐ捕まえる事ができる。ここに張り込んでいさえすればね・・・」 
 　だがその時、隣でやはり張り込みに参加していた二階堂ゆかりが、そんな事を言って池沢とナオの会話に参加してきていた。 
 　彼女は二人の顔を見据えると、ニコリと微笑むように挨拶代わりに笑ってみせていた。 
 「確かにそうだね、ゆかりちゃん。米川は学生のくせに、何人もの人の命を奪っている凶悪犯といっていい。だからそいつを捕まえて罪を償わせないかぎり、事件は解決がつかないからここは気を入れなければいけないよ」 
 　すると、 
 「やだ、元さん、まるで佐渡課長と同じことを言うのね。課長の口癖は、〝気を引き締めろよ〟ですもの」 
 　そう言ってゆかりは池沢を見て、くすくすと笑っていた。 
 　ゆかりは今回の特捜班との合同捜査で、池沢警部補とはすっかりうちとけて、冗談などを言い合う仲にまで発展していた。 
 　それは友達づくりなどには長けたゆかりならではのことであるのだが、すぐに他人とうちとけてしまうゆかりに、ナオはある意味、驚きの一つを感じている。 
 　ナオは性格上、自分はなかなか他人とうちとけることはできない。 
 　しかしゆかりの場合、愛想がいい為か、それを自然と武器にして今のように歳の離れた池沢とも、旧知のようにうちとけられることは不思議でしかなかった。 
 　まあ、それは人それぞれの特技だといってしまえばそれまでだが、ナオからすればゆかりの人当たりの良さは理解できない部分に位置しているといってもいいのだ。 
 　だが、そんな事はさておき、アパート前の張り込みは続いていた。 
 　彼女たちがいるこの辺は、簡素な住宅街が広がり、あまり人通りが激しい場所ではない。 
 　その為、通りを歩くものは近所のおじちゃん、おばちゃんか、ガス、電気、水道の集金の人や郵便局員、それに主婦ぐらいなものだ。 
 　その光景はいたって平和で、米川という凶悪犯がこの辺りに出没するとはとても思えない。 
 　それだけここは、平和そのものの空気が漂っているのだ。 
 　しかし、そんな中、張り込みを始めてかれこれ三時間は経つ。 
 　だが米川が現れる気配はまったくない。 
 　張り込みの対象となっている溝口洋子という女性はＯＬなので、今は仕事でアパートには居ない。 
 　その為、アパートはしんと静まりかえり、人の出入りはまったく見られなかった。 
 　だが、おそらく彼女が帰宅する時が、米川が現れる絶好のタイミングかもしれない。 
 　ナオが言うには、溝口洋子のアパートが、一番米川が現れる可能性が高いということだ。 
 　もちろん他の女のもとに現れてもおかしくはないが、飯田正紀という男が語った内容によると溝口洋子が米川の本命らしい。 
 　その点からしても、やはりこの現場の張り込みは重要になってくる。 
 　特務機関にしても警察にしても、この場で米川を捕らえられる事が出来れば一番の理想だ。 
 　また、襲撃事件などを起こされてはかなわない。 
 　さすがに三度目は、勘弁してもらいたいからだ。 
 　だがその日、けっきょく米川は姿を見せることはなかった。 
 　溝口洋子という女は六時半ぐらいに帰宅してきたが、その後は自分のアパートから出ず、また次の日の朝を迎える事になっていた。 
 　ナオ達と捜査員はもちろん徹夜だ。交代制で張り込みを続けながら、その合間に質素な食事をとる。今は十二月中旬でもあり夜の寒さはこたえる。 
 　しかし、弱音は吐いていられない。 
 　いつ何時、米川が姿を現すか判らないので、監視態勢は厳重にするしかなかった。 
 
 「結局、米川は現れないわね元さん？　米川は本当に溝口洋子っていう女と、付き合っているのかしら？　私、何だか疑問に感じてきたわ。こういった捜査に不慣れだと、ちょっとこれからが大変に思う・・・」 
 　昨日と同じアパートの前のマンションの物陰に立ち、二階堂ゆかりは池沢元警部補捜査主任に、今現在の正直な気持ちを吐露して語っていた。 
 「そう簡単にはいかないよ、ゆかりちゃん。張り込みは時間との勝負だ、まだまる一日経ったぐらいでそうは決着がつくとは限らないさ。気長に待つしかないよ、それが捜査員の仕事だからね」 
 　それを受け池沢は、こういった張り込みに慣れているせいか、その態度には余裕の表情を浮かべゆかりの言葉に応じる。 
 「でもナオったら、本当に信憑性のある情報を提供したのかしら。これが、がせネタだったら、私たち馬鹿みたいね」 
 　その時ゆかりは、多少冗談のつもりで、追加的にそんな事を言う。 
 「それは、大丈夫だろう。ナオちゃんは、ああ見えても嘘のつけない正直者さ。俺は彼女が小さい頃からの付き合いだったからね、ナオちゃんの性格は良く知っているよ・・・」 
 「ええ、そう？　でもそう言えば話は変わるけど、元さんてナオのお父さんの高崎警視の部下だったっていうことは本当なの？」 
 　ゆかりが本当に唐突に話題を変えて、池沢元警部補に問いただす。 
 「ああ、そうだよ。高崎耕助警視は俺の恩師だ、彼は警視庁のエリートでね、若い頃から準キャリアコースまっしぐらだった人だ。俺がまだかけだしの刑事だった頃、彼には色々と世話になりいろんな事を学んだことがある。だからナオちゃんは、俺にとって身内も同然なんだよ」 
 　池沢は、淡々として語っていた。 
 　彼の態度からすると、高崎警視には、相当、深い思い入れがあるらしく、感慨深げな顔をしている。 
 「でも、ナオって馬鹿よね。米川を捕まえて黒峰会の事を聞き出そうとしているという事だけど、一人で何が出来るのか判っているのかしら？」 
 「それに関しては心配ないさ。ナオちゃんは、ちゃんと一人で出来ることの限界をわきまえているはずだ。馬鹿なことはしないと思うよ」 
 「でも、元さん。ナオがなぜ、黒峰会を追っているか知っている？　ナオったら私にも話してくれないのよね、その理由を・・・・私を信頼していないのかしら？」 
 「そんなことないと思うよ。でもナオちゃんは、全てを一人で抱え込んでしまう癖があるから、しょうがないさ・・・・」 
 　それからゆかりは、池沢元警部補からナオがどうして黒峰会を追い掛けているのかの、真相を聞きだしていた。 
 「そう？　ナオのお父さんが、黒峰会の連中に殺されていたの？　だからナオったら黒峰会に執着していたのね？」 
 　池沢から話を聞いたゆかりは、納得したかのように頻りに頷いている。 
 「はい、買ってきたわよジュース。これで良かったかしら？」 
 　そんなところに、唐突にナオが姿を見せていた。 
 　彼女は両手にコンビニの買い物袋を下げ、その中の缶ジュースを重そうに持っていた。 
 「あら、ナオ早いわね。一体どこまで行って買って来たのそれ？」 
 「近くのコンビニよ。他にどこへ行くっていうの？　でも重いんだから、あなたこっちの袋持って」 
 　そう言うとナオは、左手に持っていたコンビニの買い物袋をゆかりに手渡す。 
 「嫌だこれ、本当に重いわね。あなた一体、何本買ってきたのよ？　これじゃ余るわよ」 
 「いいじゃない、どうせ何度もコンビニへ買い出しにいくことないもの、余ったらまたあとで飲めばいいでしょ。ハイこれゆかり、あなたが頼んだ缶コーヒー、それに元さんは烏龍茶だったわね？」 
 　ナオはそう言いつつ、つぎつぎと袋から缶ジュースを取り出し、池沢元を始め他の捜査員にもそれを配って歩いていた。 
 　ピピッ、ピピッ・・・・ 
 　だがそんな折り、突然、池沢が持つ無線器に通信が入る。 
 「ハイ、こちら池沢。用は何だ？」 
 　通信を受けて池沢が、無線器に話し掛ける。 
 　すると、 
 『やりました、現れましたよ、主任！　米川です。今、路地を曲がったところですから、もうすぐそちらにいくと思いますよ・・・』 
 　一人の特捜班の捜査員から、連絡があった。 
 「何、それは本当か？　米川が現れたんだな？」 
 　池沢は無線の相手側に対し、食い付くようにそう言っていた。 
 　その池沢の声を聞いて、一同に緊張が走る。 
 『ええ、確かです。顔を双眼鏡で確認しましたから・・・しかし、一人の見慣れぬ男と一緒です。その男と二人で今歩いて・・・あっ、また角を曲がりました。そちらの溝口のアパートへ直行しています・・』 
 「そうか、判った。それじゃお前たちは、米川が逃げられないように道を封鎖しろ。俺達は米川がアパート前に来た時、こちらでその身柄を拘束する」 
 　そう言うと池沢は、無線器を切っていた。 
 「元さん、どういう事。米川が現れたの？」 
 　その時、ゆかりが池沢に問いただす。 
 　すると、 
 「ああ、そうらしい。もうすぐ溝口洋子のアパートへ来るそうだ。だからここで待って奴を捕らえるよ。いいかい？」 
 　そう言ってゆかりの顔を見ていた。 
 　それを受けて一同は更に緊張し、アパート前のマンションから向かい側の路地へと目を光らせて、ひたすら米川が現れるのを待っていた。 
 　それから三分位が、経過しただろうか？ 
 　ナオやゆかり、池沢がいるマンションの物陰の辺りからすると、丁度西側の路地から、おそらく米川と思われる男ともう一人の長身の男が、二人歩いてくるのが目に付く。 
 　その為、その時、誰かれの区別なく、そこに集った捜査員一同の心臓が高鳴っていた。 
 　確かに米川だ。 
 　ナオが今や溝口洋子のアパートの入り口へ入って行く途中の二人の男の顔を確認すると、一方は米川克彦、そしてもう一人は見知らぬ狡猾そうな顔ののっぺりとした男だった。 
 　だからナオはそれを見ると、駆け出す準備をして今居るマンションの物陰から身を乗り出し、アパートのドアを開けようとしてポケットから鍵を取り出している米川の後ろ姿を凝視する。 
 　そして池沢が発するであろう次の指示を、今か今かと焦れたように待っていた。 
 　そして、 
 「今だ！　全員米川を拘束しろ。取り逃がすなよ！」 
 　その池沢の掛け声と共に、三人の捜査員、それにナオとゆかりがマンションの物陰から飛び出し、溝口洋子のアパートへと向かう。 
 　米川は今、合い鍵を使って一階にある女のアパートの扉を開こうとしているところだ。 
 　そこへ総勢六人が駆け付け、米川に接近する。 
 「米川克彦！！　我々は警視庁の者だ。お前を指名手配犯として逮捕する。神妙にしろ！」 
 　池沢警部補が、まるで時代劇の捕物帳に出てくるおかっぴきの様な口調でまくしたてると、ナオ、ゆかり、捜査員の三人と共に米川を含む二人の男を包囲していた。 
 「チッ！」 
 　しかしそれを受けて米川は軽く舌打ちすると、その直後、何の前触れもなく着ているコートのポケットから一挺の銃を取り出すと、それを捜査員たちやナオ、ゆかりに向けて発砲してきていた。 
 　パン、パン 
 　二発の銃撃音が、閑静な住宅街の空に響く。 
 　それに驚いて電線にとまっていた雀が、ばたばたと飛び立っていた。 
 　次の瞬間、米川ともう一人の長身の男は、二人同時にその場から逃走を図る。 
 　彼らは、アパートの周囲に張り巡らされていた一メートル足らずの外塀を乗り越えると、そこから二人別々の方向へ向かってこみ入った住宅街の間を抜け、脱兎のごとく走りだしていた。 
 　だがそれを見たナオは躊躇せず、米川の後を追っていた。 
 「中島、北越、お前等はもう一人の男を追ってくれ。俺は米川を捕まえる、逃がすなよ！」 
 　ナオの後方で、池沢の捜査員に対する指示が飛んでいた。 
 　しかしナオはその声を聞きながら、もう既に米川の後方へぴたりと着いていた。 
 　ここで米川を取り逃がすことはできない。 
 　この機を逃したらまた当分、彼を捕らえることは出来ないからだ。 
 　その為ナオは、自分の脚力を活かし、息急き切って住宅街を走り抜けていた。 
 　そんな中、米川は先程のアパートから北に向かって走っていた。 
 　彼は逃げ足が速い。 
 　まるで俊足ランナーのように足を動かすと、目の前の路地を右へ曲がり、さらなる逃走を図る。だがその時ナオは、まるで小悪魔の様にほくそ笑んでいた。 
 　ナオは溝口洋子のアパートを張り込む際、この地域一帯の路地の見取り図を頭にたたき込んであった。 
 　その図からすると、いま米川が曲がったその先は袋小路だ。 
 　ナオはその時、勝利を確信する。 
 　米川を追い詰めたといって同然なのだ。 
 　その為、彼女がその曲がり角を曲がって右折すると、案の定、米川が逃げ場を失いそこでおろおろと慌てている姿が目に飛び込んで来ていた。 
 　だから、 
 「観念しなさい米川、もう逃げ場はないわ。おとなしく捕まることね」 
 　ナオはそう言って、米川に迫る。 
 「うるせー、死ね！」 
 　しかし米川はあきらめない。 
 　自分が手にしている銃をナオに構えると、続け様に四発、銃弾を発砲していた。 
 　銃弾がナオの体をかすめる。 
 　しかしその弾は、ナオに当たる事はなく、後方へと突き抜けていた。 
 　カチ、カチ 
 　米川の銃が、残弾の空を示すように、乾いた音を立てる。 
 　どうやら今の発砲で、全弾撃ち尽くしたようだ。 
 　それを悟と米川は銃をナオに投げ付けて、そのまま突進し、右手こぶしを振り上げて殴りかかって来ていた。 
 　ドッ・・・ 
 　だがその拳はナオに当たらず、その代わりナオの右ストレートが米川の顔面に炸裂していた。 
 「グウォォォォゥ・・・」 
 　米川が痛みの為か、意味不明な雄叫びをあげる。 
 　そこへすかさずナオが脚を振り上げ、踵落としをお見舞いする。 
 　それは狙い違わず米川の脳天を粉砕し、そのまま彼は気絶してその場に倒れていた。 
 「大した事ないわね、所詮あなたは負け犬よ・・・」 
 　気絶して路上に倒れ伏す米川を前に、ナオは仁王立ちになり腰に手を当て勝ち名乗りを上げている。 
 　これでようやく米川にも、引導が渡されたことになる。 
 　その頃、やっとナオの後方からはゆかりと池沢警部の足音が耳朶に響くほど、大きく聞こえだしてきていた。 
 
 　特務機関三階の会議室に設けられた捜査本部に急報が届いたのは、ナオが米川をノックアウトさせたときから十分後のことだった。 
 　「米川を逮捕！」その報せを受けて、捜査本部で待機中の特捜班の面々は小躍りする。 
 　しかしそれと付随する形で、もう一人の男が逮捕されていた。 
 　それは米川と一緒に、溝口洋子のアパートに現れた長身の男だ。 
 　彼はやはり米川と同様銃を所持し、アパート前から逃走を図っていた。 
 　おそらくその男には何かやましい事があったに違いない。 
 　だが、結局その男は張り込んでいた別の捜査員の包囲網にかかり、あえなく逮捕、銃を所持していたことにより、銃刀法違反で拘束、そのまま捜査本部へ護送されることとなる。 
 「やりましたね池沢元警部補、米川をこんなに早く捕まえるなんてお手柄ですよ」 
 　特務機関の三階の一室で、溝口洋子のアパートから帰ってきた捜査員や池沢元警部補捜査主任に対し、捜査本部の一人の刑事が満面の笑みでそう話し掛けてきていた。 
 「いやー、お手柄は俺じゃなくて、特務機関のナオちゃんだよ。彼女は銃を発砲する米川をものともせず、あっという間に捕まえたんだから大したもんだよ」 
 「へえ～っ、高崎警視の娘さんがね？　それはすごいですね。聞いたところによると彼女は特務機関の問題児だそうですが、今回のところはその問題を起こさずに手際よく米川を捕まえたって言う訳ですか？」 
 「おいおい、それはひどい言い方だな。彼女は特務機関の人間なんだ。俺達、刑事には及びもつかないハードな訓練を積んで、任務に当たっているんだぞ。それを考えると大したものだよ。あの若さで一端の役に立つんだからね」 
 「そうでしたね。だから特務機関は《ハード・ガン》と呼ばれているんでしたっけ？」 
 　若い刑事は罰の悪そうに自分でそう言うと、かなり納得していた。 
 「ところで君、捕まえた米川は目を覚ましたのかい？　かなりナオちゃんにこっ酷くやられた様だが、意識はあるのかい？」 
 「ええ、さすがに死んではいませんけど、脳震とうを起こしてまだ目が覚めない様子です。おそらく取り調べは、明日に持ち越されるのではないですかね？」 
 「そうか、それならいい。米川は重罪犯だ、多少、痛い目にあっても文句は言えないだろう」 
 　そう言うと池沢元警部補は座っていた椅子から立ちだすと、用をたしにトイレへと向かっていた。 
 
 　その頃、特務機関・特務一課のデスクフロアーでは、ナオが意気込んで擦り寄ってくる柏木モモの執拗な質問攻めの難に遭っていた。 
 「ねえ、先輩、先輩、どうでしたか？　米川をノックアウトし、捕らえた時の感想は、それをお聞かせくださーい」 
 「あなた、もしかしてどこかのアナウンサー？　インタビューするのはよして、気持ち悪いでしょ・・・」 
 　ナオはそんなモモを「シッ、シッ」と言って手で追い払っている。 
 　まるで野良犬でも扱うような態度だ。 
 　しかし、 
 「またまた、照れないで下さいよ～。教えてくださいどうでしたか～？」 
 　モモは懲りずに、またナオに対して質問攻めをしていた。 
 　意外と仲のいいコンビである。 
 　するとそこへ、「貴女たちいつも仲が良いわねー。女同士結婚でもしてみたら？　意外と、なかなか上手く行くんじゃない？」 
 　と、二階堂ゆかりが三人分のコーヒーを持って現れていた。 
 「ゆかり、冗談は言わないで、わたし怒るわよ！」 
 　ナオが拳を振り上げる。 
 「あーら、そう？　意外といい提案だと思ったけど、ナオにはちょっと酷すぎたようね」 
 　そう言うとゆかりは戯けてみせていた。 
 「それはどういう意味ですか？　私に何か問題があるような言い方、それって意味深」 
 「別に大した意味はないわよ。ナオが貴女とずっと一緒に居ると、精神的にダウンしかねないから、ただそれだけが言いたかったの」 
 　ゆかりはそう言うと、知れっとする。 
 「何ですか？　それじゃまるで私が、ナオ先輩のストレスを促進させている存在と言っている様なものじゃないですか。それってひどーい」 
 　だがその後、モモはめずらしくふてくされて、頬を膨らましてしまっていた。 
 「ところでゆかり、もう米川は目覚めたの？　取り調べはまだなの？」 
 　そんな中、ナオが今度はゆかりに問いただす。 
 「気が早いわねナオ、まだ米川は目を覚ましてはいないわよ。貴女に必殺の踵落としを食らったんですから、そう簡単には目覚めないわ。警視庁の刑事が言うには、取り調べは明日になるということだそうよ」 
 「そう？　それは残念ね」 
 　ナオは心底落胆したように、深いため息を吐いていた。 
 「ナオ、あなた、そんなに米川から黒峰会のことを聞きだしたいの？　それほど焦らなくてもいいでしょう。米川は無事捕まったことだし、もう逃げられはしないわ。今日は特務機関の留置所へ拘留される予定だから、明日まで待ちなさいよ」 
 「いいじゃない、私、あなたと違って気が短いのよ。明日まで待つなんて、豆腐が腐ってしまうわよ」 
 「やだ、何ですか、その豆腐が腐るって？　ナオ先輩の新しい語録？」 
 「そうよ、私にだけ解ればいいの！」 
 　ナオはまた怒っている。 
 　それを受けてモモはナオに対し「怒りんぼー星人」と、わめき散らしていた。 
 「ところで先輩、今日は米川も捕まったことだし、またナオ先輩のアパートでパーッと飲みましょうよ。これはナオ先輩の活躍を祝してデス」 
 「ええっ？　またー？」 
 　だが、そんなモモに、ゆかりは不満の声を上げる。 
 「いいじゃないですか。また、ビデオレンタルショップで面白いタイトルを借りて、映画鑑賞でもしましょうよ。おつなもんですよ」 
 「でもこの前、ナオのアパートに泊まったばかりじゃない。ナオだって嫌でしょ、何度もたびたび宴会を開かれるなんて？」 
 「私は、構わないわ。でもお金は出さないわよ」 
 　ナオはそう言うと珍しく、にっこりと笑っていた。 
 　どうやらご機嫌の様子だ。 
 「ほらー、ナオ先輩もそう言っていることだし、ゆかり先輩いきましょうよ。若いうちは遊ぶのが一番、どっかの偉い先生もそんな事いっていなかったっけ？」 
 「知らないわよ、そんなの。でもしょうがないわね、ちょっとだけよ。今日は必ず家に帰るからね、その心算でいて・・・・」 
 　だが、そんなこんなでナオたち三人は、今日の職務を終えると、その後、ナオのアパートへと繰り出していた。 
 






第三章　モモの長い日記







第一節


 　青く晴れ渡った快清の空、東の地平からやや高くぽっかりと浮かぶ太陽の朝日に照らされながら、ナオ、ゆかり、モモの三人は、営団地下鉄千代田線・霞ケ関駅を後にしていた。 
 　そこから徒歩で桜田通をつたい、特務機関本部へと出勤していく。 
 　その道すがらナオは別として、モモとゆかりの二人は、頻りに頭痛と吐き気を訴えていた。 
 「まったく、モモがいけないのよ。調子に乗って、ゆかりに酒を飲ませるから。こんなになるまで飲まなくてもいいでしょう？」 
 　ゆかりが吐き気で路上に蹲る中、ナオはモモを非難する目で見てそう言っていた。 
 「そんな、私ばかり責めないで下さいよ・・・おぇっ・・・私だって、ひどい二日酔いなんですから・・・」 
 　モモがゆかり同様、やや青い顔をしてナオにそう訴えかける。 
 「そんなの自業自得、映画見て興奮するからそんな事になるのよ」 
 　昨日の夜、ナオのアパートに再び繰りだしたモモとゆかりは、また結局のところそのナオのアパートで一夜を明かしていた。 
 　それもこれも、皆、モモの提案でそうなったことだ。 
 　モモは昨日、ナオのアパート近くのビデオレンタルショップで、ある映画のタイトルを借りてきて、それを三人で見ようと言い出していた。 
 　その映画のタイトルは、《爆裂ハンター・サキ　パート２》というものだ。 
 　しかし、その映画にモモとゆかりは大爆笑、そして大興奮、モモはその勢いで微酔気分のゆかりに次から次に酒を勧めると、結局、缶ビール五本を飲み干して、そのまま酔いつぶれ朝まで爆睡することとあいなっていた。 
 　だが、その時ナオといえば、一人漫画雑誌にうつつをぬかし、その映画のタイトルはほとんど見ていなかったのが幸いであったのは事実かもしれない。 
 　そんな事で、今、ゆかりとモモは出勤中でありながら、ひどい二日酔いと格闘中だった。 
 　この分だと今日の午前中いっぱいは、なかなか仕事にも手が付かないだろう。 
 　酒の飲めないナオにとって、二日酔いとはどういうものかいまいち解らなかったが、二人の様子を見ていると、ほんのちょっとばかり同情を示したりしてみる。 
 　だが、こればっかりはどうしようもない、勢いを駆って飲んだ本人が悪いのだ。 
 　ナオは同情を示す反面、そんな二人に舌を出して内心笑っていた。 
 
 　午前九時三十分、特務機関のやはり三階に位置する密閉された一室では、朝の清涼感漂う空気の中、慌ただしく米川の取り調べが始まりを迎えていた。 
 　取調室の中には、池沢元警部補の他二人の取調官と、それに高崎ナオや二階堂ゆかりの姿もある。 
 　二人は米川逮捕に功労した特務機関側の人間として、この取り調べに立ち合うことにあいなっていたからだ。 
 　そんな中、取調官がまず先日のセンター街襲撃事件や新宿区のデパート急襲事件に関する米川の関与を指摘して、話を切り出しているところだった。 
 「米川、貴様は戦争マニア十二人の男たちを誘って、センター街や新宿区のデパートに急襲を仕掛ける話を持ち掛けたのは、お前一人の考えからでた馬鹿げた計画だったんだな？　その事に対して一体どうなんだ？　もう既に先に捕まった男たちから、お前が今回の事件の首謀者で計画を練っていたということは判っているんだぞ。今更とぼけても無駄だからな！」 
 「そうだよ俺が全て計画してやったことだ、それがどうしたって言うんだ。警察にとっても特務機関にとっても、いいイベントになっただろ。たまにはこういった事がないと、あんた等は退屈だろうと思ってね、面白い計画だと思ってやったのさ」 
 　取調官の問い掛けを受けて、米川は、椅子に腰掛けたままふんぞり返り、皮肉の意味もこめて悪怯れた様子もない態度でそういっていた。 
 「なんだお前、事の重大さが判って言っているのか？　お前たちの質の悪い行いのおかげで、多くの人の命が奪われたんだぞ、その事をどう思っている！？」 
 　取調官は、そんな米川の態度を見て怒りしんとうしたが、職務上、彼を殴ることもできず、その怒りを抑えそんな事を聞いて来ていた。 
 「そんな事、知るか！　俺は俺のやりたいようにやったんだ。他人のことなんてどうでもいいんだよ！」 
 　米川は、相変わらず不敵な態度で、辛辣な言葉をまくしたてていた。 
 　どうやら彼は、まったく今回の事件に、罪悪感の一つも感じていない様子だった。 
 　だが、それを見てナオが怒る。 
 「あなたもしかして、馬鹿？　これだけの事件を起こしておいて、面白かったじゃすまされないわよ！　一度その頭の脳みそ開いて、自分で見てみたらいいんじゃない？　そうすればあなたがしでかした事の重大さが解ると思うわよ・・・そうしてみなさい」 
 「うるせー、馬鹿は余計だ、俺を誰だと思ってる。テメーみてーな女にそう言われる筋合いはねーよ！」 
 　米川は、もう既に捕まって逃げることが出来ない為か、その態度は開き直り、そうやすやすと罪を悔い改めようとする姿勢は、微塵だにも見せなかった。 
 「あなたね、そんな態度とっていいの？　このままだと死刑よ。学生だからってあなたはもう成人しているんだから、大人として裁かれる事を覚えておきなさい・・・言い訳なんかしても助からないんだからね！・・・おえっ」 
 　そう言っていたのは、ゆかりだった。 
 　彼女もナオ同様、辛辣かつ不敵な態度をとり続ける米川にカチンときたのか、冷たい突き放した言い方で米川を軽蔑していた。 
 　しかし、 
 「俺は死ぬのなんか恐くねーよ、テメー等なんぞの知ったことか！　そんな事言ってると犯すぞ、覚悟しろよ！」 
 　そう言って米川は、下種な言葉を吐き、ナオとゆかりに猛獣のように突っ掛かってきていた。 
 　だが、 
 「まあ、まあ、まあ、まあ、君たちそう熱くならずにここは冷静にいこうよ。そうカリカリすると、取り調べが進まないじゃないか。ナオちゃんもゆかりちゃんも、気持ちを抑えてくれ、米川は一応、事件の関与を認めているんだ。今はいがみ合っている場合じゃないよ・・・・」 
 　池沢はそう言うと、興奮する米川、ナオ、ゆかりの三人を宥め落ち着かせ様として抑えていた。 
 「それで米川、話は変わるが、君には余罪として黒峰会という闇組織との深い関わりがあるということが少しだけ判っているんだ。その事に関して聞きたいんだが、君はその黒峰会とどんなつながりがあるんだい？　まずはその事を伺いたいね・・」 
 「黒峰会？　そんな組織、俺は知らねーな。なんかの間違いじゃないのか？　俺は闇組織なんかとつるんだ覚えはねーぜ。勝手に決め付けるなよ！」 
 「米川、お前とぼけても無駄だぞ、この際だから素直に吐け。警察だって馬鹿じゃないんだ、お前が黒峰会と深い関係にあり、麻薬の売買に手を染めていたって言うことは判っているんだぞ。お前は黒峰会の内部事情を詳しく知っているんだろ？　そのことを妙な隠し立てせずに話せば、お前の罪が少しでも軽くなるように取り計らってやってもいいんだぞ」 
 　一人の取調官が、しらをきる米川をうまく諭しながら、そう言って話を持ち掛けていた。 
 　だが、 
 「罪が軽くなる？　はっ、それがどうした、俺はどうせ死刑だろ。今更そんな事言われても、カンケーねーよ。たとえ黒峰会の事について知っていたとしても、俺は素直に喋る気はないね。黒峰会、黒峰会ってうざったいんだよ！！」 
 　米川は、そう言ってまた不敵な態度をとり、取調官から目をそらしそっぽを向いていた。 
 　そこへ、 
 「あなたねー、男だったら潔く吐きなさい。キンタマついているんでしょ？　喋らないとまた踵落としお見舞いするわよ！　所詮あんたは負け犬なのよ！」 
 　ナオは、またそう言って険悪な言葉で口を挟んで、米川を見下していた。 
 「なんだとテメー、俺と勝負するってのか？　いいだろ、やってやろーじゃねーか。今度はこの前みたいにはいかねーぞ。テメーのあそこに、俺のキンタマねじ込んでやるぜ、覚悟しろよ！」 
 　米川は、ナオの言葉に興奮し、また下種な言葉を口ずさんで怒りを顕わにする。 
 　この分だと、取り調べが乱闘に変わり、殴りあいの喧嘩にもなりかねない。 
 　それを察すると、池沢は、苦心げに顔をしかめて次のような提案をしていた。 
 「ゔうん、これじゃどうしようもないね、一時休憩にしようか？　米川、お前に十分の時間をやるから、その間に頭を冷やして自分のこれからの事について考えてみろ。このままそんな態度をとり続けていると、ますますお前の罪は重くなる一方だぞ。そうならない為にも、深く反省して素直になるんだな。でないと母親が泣くぞ」 
 　池沢元警部補は、そう言うと、一人の監視員を残して他の全員を取調室から退室させ、米川の頭を冷やさせる方策をこうじていた。 
 　米川が興奮して、不敵な態度をとり続ければ、取り調べがうまく進まない。 
 　その為にも、ここはある程度の時間を置き、彼を反省させることが肝心だった。 
 　それでうまく、米川が心を入れ替えてくれれば儲け物だが、それ以外にうまく事をおし進める方法はない。 
 　これはある意味、池沢のこれからの事を念頭に置いた、苦心の方術でもあった。 
 
 「元さん、どう思います？　米川は今後の取り調べに、素直に応じるでしょうか？」 
 　特務機関内の建物の中にある小さな売店の前、休憩用の長椅子がおかれている一角で、今ゆかりはコーヒーに口をつけながら、これからの米川に関する疑問を池沢元警部補にふと語っていた。 
 「さあ、解らないね。米川は確かに頭がいかれているようだ。でもなんとか宥めて今後、黒峰会の事を聞き出すしかないだろ」 
 　そんなゆかりに対し、池沢は、少々困ったようにそう言う。 
 「でもあんな奴、殴って痛めつけて、とっとと余罪を吐かせちゃえばいいのよ！」 
 　そんな中、ナオは怒ってそう池沢に言い放つ。 
 「おいおいナオちゃん、そんなことしたら大変だよ。たとえ相手が重罪犯でも、暴力で自白を強要したとなると、俺は警視庁をクビになっちゃうよ。そんな物騒な事、言わないでくれ」 
 　池沢は、ナオの強引な発言に、首を竦めて抗弁していた。 
 「しかし米川って男も、ある意味かわいそうな奴だね。彼があんな風な手の付けられない横暴な男になったのも、結局、父親に愛情を注がれて育たなかったからかね？」 
 「それってどう言うこと、元さん。米川に昔、何かあったの？」 
 　ゆかりは、池沢の言葉を受けて、怪訝にそう問いただす。 
 「そうなんだよ。実は米川はね、小さい頃から父親に暴力を受けて虐待されながら育ったんだ。彼の父親は大酒飲みでね、事あるごとに酒を飲んでは暴れて、米川に暴力をふるっていたそうだ。それで彼は精神がねじ曲がってしまったらしく、小さい頃から友達もできずにいつも独りぼっちでいたらしいんだ。おそらくその繰り返しで、精神年齢が発達せず人の事などなんとも思わない人間になってしまったんだろ・・・・・」 
 　それを聞いてゆかりは、少し神妙な顔をしていた。 
 　親から虐待を受けて、精神に異常をきたしてしまう例はよくある事だ。 
 　その観点からするとある意味、米川は、池沢元警部補が言うように、かわいそうな少年時代を歩んできたのだろう。ゆかりにしてもその話を聞くと、少し同情する気がないでもない。 
 　しかし米川は、何人もの人間を殺しているのだ、それを考えると、その罪が軽くなるとはとても思えなかった。 
 「あれー？　ゆかり先輩にナオ先輩、こんなところで何しているんですか？　二人とも米川の取り調べ中のはずでしょ。あれあれあれ？　どうして～？」 
 　ナオとゆかり、それに池沢が、三人、米川の話を口にしながら休憩中、そんな中、そこへ突然、柏木モモが場違いな声を響かせて姿を現していた。 
 　彼女は、手元に持つコーヒーカップから茶色の液体をこぼしつつ、ゆかりとナオがいる休憩所のところまで走ってくる。 
 「ねえ、どうして二人ともここで油を売っているんですか、米川の取り調べ中じゃなかったのー？　お仕事しないんですか～？」 
 「今は休憩中よ、これからまた米川の取り調べを行うの。でもあんたこそ、こんなところで何してるの？　仕事しなさいよ！」 
 　ナオは、そんなモモにそうぴしゃりと言っていた。 
 「やだな、私も今は休憩なんですぅ。あーでも聞きました？　昨日、米川と一緒に捕まった男いたでしょ。その男の素性が割れたんですって、ナオ先輩が追い掛けていた黒峰会のメンバーだったそうですよー・・・」 
 「ええっ、それって本当！？　黒峰会のメンバーなのあの男が」 
 　そう言って驚いていたのは、ゆかりだった。 
 　彼女は、モモと同じように手に持つコーヒーカップから茶色の液体をこぼすと、モモに向かって身を乗りだす様に問いただしていた。 
 「本当ですよ～。さっきみんな騒いでいたのを聞きましたもの。嘘だと思うのなら行ってみたらどうですか、第二取調室・・・」 
 　それを聞いて、真っ先に駆け出していたのは、ナオだった。 
 　彼女は、空のコーヒーカップをごみ箱に投げ捨てると、モモの脇を通り過ぎて、第二取調室へと向かう。 
 　直後、その後につられるようにして、ゆかりと池沢元警部補もナオの後につづいていた。 
 　一人その場にとり残されてポツンとするモモ―――― 
 　しかし彼女も慌てて三人の後を追って、走りだしていた。 
 
 「いいか米川、昨日お前と一緒に逮捕された明石敏之って言う男が、お前が黒峰会に麻薬の売り付け先である、ある組織を紹介して、近々大規模な麻薬取り引きが行われると白状したぞ。その明確な日時と場所は一体どこなんだ。もうネタはあがっている、隠し立てはできないぞ・・・・」 
 　やはり密閉された一室、特務機関の第一取調室では、今、米川に対する警視庁側の容赦のない尋問が行われていた。 
 「・・・・・・・・・」 
 　米川は、それを受けて押し黙る。 
 　どうやら言葉につまっている様子だ。 
 　先程、モモの話で第二取調室に駆け付けたナオとゆかり、池沢の三人は、そこで昨日、米川と一緒に逮捕された明石敏之という男の供述を、担当の取調官から聞き出していた。 
 　その供述の内容はこうだった。 
 　彼、明石敏之という男は、正確には黒峰会の準メンバーだったそうだ。 
 　彼は最近、黒峰会に見習い入会して米川を手伝い、麻薬を池袋の裏界隈で売り捌く売人をつとめていたらしく、組織の末端の役割をしていたいわば下っぱだった。 
 　しかし昨日、彼が米川と一緒に溝口洋子のアパートに現れたのは、近いうちに黒峰会とある組織の間で大々的な麻薬の取り引きがあり、その二人だけの麻薬取り引き後の事後処理後始末の再確認の打ち合わせの為に米川と一緒につるんでいたということだった。 
 　米川は、その麻薬取り引きに深く関わっており、黒峰会に麻薬の売買の得意先を手引きした張本人であるという。 
 　その事が発覚し、米川に対する取り調べは、その近々行われるであろう黒峰会とある組織の大規模な麻薬取り引きに関することに、尋問の焦点が絞られ行われていた。 
 「米川どうなんだ？　その取り引きは一体どこで行われる。その事を言え、そうすればお前の罪も少しは軽くなるはずだ。これはまたとないチャンスだぞ！」 
 　一人の取調官が、米川にそう言って尋問を続ける。 
 　しかし、 
 「・・・・・・・・・」 
 　米川はすっと口を閉じて、先程の不敵な態度とはうってかわって沈黙を始めていた。 
 「米川、黙っていたんじゃ解らないぞ。お前も一人の人間である以上、多少自分の罪について後悔の念に駆られることもあるだろう。ここは一つどうだ、その罪滅ぼしの為にその取り引きが行われる日時と場所を洗いざらい吐いては？」 
 「・・・・・・・・・」 
 　米川は、取調官の問い掛けに、相変わらず押し黙ったままだ。 
 　それは、はたから見ると、無言の抵抗で取調官を困らせようとしているのか、それとも何か他に思うところがあるのかは解らないが、彼は少し先程よりはその態度に苦慮の色が浮かんでいるようにも感じられていた。 
 「・・オレ・・・オレ、本当に、死刑なんかに、なっちまうんだろうかな？」 
 　その時、突然、沈黙していた米川が、力のない声で言葉を発し始めていた。 
 「何だ米川、何が言いたい？」 
 　それを受けて、取調官が問いただす。 
 　すると米川は、弱々しい声で次の言葉を発する。 
 「オレ死にたくねーよ、死刑になんかしないでくれ。オレは本当は恐いんだ、死ぬのが恐いんだよ・・・・」 
 　それはある意味、米川の弱い部分が暴露された瞬間でもあった。 
 　先ほどあれだけ不敵な開き直った態度を見せていた米川であったが、今はうってかわって神妙な態度をとり、はっきり言って半泣き状態を呈している。 
 　おそらくさすがの彼も、罪を犯して捕まり拘束されたことで、相当、神経がまいっていた様子で、今はいくぶん顔が青ざめているようにも感じられた。 
 　だがそこへ、 
 「あなたね、今更そんな泣きごと言ったって通用しないのよ。あなたが今までやってきた罪の重さを見れば、死刑で当然よ・・・」 
 　ナオの冷たく突き放した言い方が、米川に突きささる。 
 「・・・・・」 
 　それを受けて米川は、また押し黙り、首をうな垂れて沈黙してしまっていた。 
 　しかし・・・・ 
 　しかし、そこへ池沢元警部補が、米川を諭すように話しかける。 
 「いいか米川、犯した罪は罪だ、それは償わなければならない。だが、ここでお前が黒峰会の麻薬裏取引の事についてその真相を暴露すれば、今まで明るみに出なかった黒峰会の足がつかめ奴らを摘発することができるんだ。考えようによってはお前にもまだ世間に対して罪滅ぼしができるんだぞ。ここは一つ黒峰会の麻薬取り引きの件について喋ったらどうだ。お前にだって多少、罪を償いたいという気持ちがあるんじゃないのか？」 
 　そう言うと池沢は、米川の肩をぽんとたたいていた。 
 　すると、 
 　それを受けて米川は、一瞬ビクッと体を震わせ池沢の顔を見る。 
 「わ、判ったよ・・・話せばいいんだろ？　でも一つだけオレの頼みを聞いてくれないか？　洋子に、溝口洋子に会いたいんだ。その願いを聞いてくれるのなら黒峰会のことについて話すよ。頼むから、彼女をここに呼んでくれないか・・・・？」 
 　だがして米川は、そう言うと池沢に対して両手を机につき、頭を下げて心底として反省したかのように、一つの願いを頼み込んでいたのである。 
 



第二節


 　十二月十七日午後、米川の取り調べが行われていた日の同日、三時三十分。特務機関・特務一課のデスクフロアに、慌ただしく急報が届いたのはその時だった。 
 　テュルルルル、テュルルルル、テュルルルル・・・・・ 
 「はい、こちら特務機関・特務一課、担当の渡辺です用件をどうぞ・・・」 
 『あっ、渡辺さん？　オレ第三班の福井です。あの課長はいますか？　緊急の用事なんです。今すぐ課長を電話口に出してもらえますか？』 
 　渡辺という女性が電話口に出て、真っ先に聞こえてきた声は、まだ若い福井という隊員の声だった。 
 「福井くん？　判ったわ、今すぐ課長に電話を替わります。そのまましばらく待って・・・」 
 　渡辺と名乗ったデスク付きの女性隊員は、福井という通話相手の男性にそう言うと、課長の佐渡の方を振り返り彼を呼びだす。 
 「佐渡課長、何か緊急の用事で福井くんから電話です。内線を繋ぎますから、そちらの机で電話をお取りください・・」 
 「ああ、判った。今すぐ取る」 
 　そう言うと佐渡は、自分のデスクに置かれた白い業務用電話の受話器を取り、それを耳元へと運ぶ。 
 「よう、なんだ福井、緊急の用事か？」 
 『あっ、課長ですか？　俺です福井です、今、大変な事になっているんですよ。至急、第一班と第二班に、緊急出動要請を願いたいんですけど、それ出来ますか？』 
 「なに？　それは一体どう言うことだ、何があった！？」 
 『あのですね課長、第三班と特捜班で捜査していたセンター街襲撃事件の逃走犯の一人、西尾光一が、商店街で暴れているんですよ。それもマシンガンを持ってです。それにその他、素性不明の五人の男が、その西尾光一と一緒になって銃を乱射しているんです。こちら第三班としましては、今日は張り込みの予定で重武装はしていません。その為、手が付けられないんです。だから第一班と第二班に至急応援を頼みたいんですが出来ますか？』 
 「何？　そうなのか、それじゃ判った。至急、第一班、第二班に出動を命じるから、下手に手出しせず応援が駆け付けるまで待て。それで場所はどこなんだ？」 
 『麹町です。麹町、背水館ビル前、ニコニコ商店街です。至急、応援よろしく頼みますよ！』 
 　プツ！　ツー、ツー、ツー 
 　その通話を最後に、福井という男は急いでいるのか、電話を切ってしまっていた。 
 　それを受けて佐渡は、神妙な顔をして、特務一課デスクフロアー内を見渡す。 
 「課長、なにかあったんですか？」 
 　そんな折り、手元にコーヒーを持った二階堂ゆかりが、神妙な顔をした佐渡一課長にそう問いただす。 
 「そうだ、逃走中の西尾光一が、麹町で銃を持って暴れているらしい。その為、福井から第一班、第二班の出動要請が来た。だから今から出動するぞ。呑気にコーヒーを飲んでいる場合じゃない、みんなをここのデスクフロアに集めろ、今すぐにだ！」 
 
 　十五分後、特務機関・特務一課のデスクフロアには、第一班、第二班の全ての隊員が勢揃いしていた。 
 　胸元には茶色に輝く防弾チョッキを装着、手には軍用特殊マシンガン、通称ＭＰＲ‐３２や強化ショットガン、腰にハンドガンを装備し出動の準備態勢は整っている。 
 　あとは、佐渡課長の出動の掛け声を、待つばかりだった。 
 「いいかお前たち、ここに集まってもらったのは、先ほど第三班の福井から皆に出動要請がかかったからだ。福井の話によると、麹町のニコニコ商店街で現在逃走中の西尾光一という男と、それに、五人の男が銃を持って騒ぎを起こしているらしい。その為、第一班、第二班はこれからその麹町に急行する。だからみんな気を引き締めて行動するように・・・では出動！」 
 　その声を合図に、特務一課・第一班、第二班の隊員たちは、すみやかに地下駐車場へと向かっていた。そして麹町ニコニコ商店街へと急行する。 
 　麹町は特務機関本部からはすぐ近くだ、たいして時間を食う事なく、現場へと急行できるだろう。一同は全員特務車輛に乗車すると、その道すがら銃火器の再点検をすることに余念はなく、佐渡一課長が言うように気を引き締め事に対処することを忘れたりはしなかった。 
 
 　麹町は、特務機関本部の建物と同じ区内にある。 
 　それと同時に、そこは十三年前の大震災で、その街並みは大きく様変わりした場所でもあった。 
 　そんな中、特務機関・特務一課、第一班と第二班は、早々に麹町ニコニコ商店街へと到着を完了していた。 
 　しかし、そこへ来てみると、ニコニコ商店街とはアーケードのない小規模な商店街であるということが判った。肉屋、魚屋、青果店にパン屋、ケーキ屋、ブックマート、雑貨店、ほかにもその他、様々な店が細々と立ち並ぶ庶民的な場所であった。 
 　そこへ早々に到着した第一班、第二班の特務隊員たちが、手に銃火器を持って物々しく乗り込んでくる。 
 　しかしそこにきて、一体どこでマシンガンを持った西尾光一等その他五人の男たちが暴れているのかということはすぐに判った。 
 　ニコニコ商店街のほぼ中央、小さな時計店とその向かい側に店を開く薬局との間で、銃声音が頻繁に響いていたからだ。 
 　応援に駆け付けた特務隊員の一同は、それを聞き付けると、そこへ迷う事なく向かっていた。 
 　すると、 
 「お～い、こっちだ、早く来てくれ。待っていたんだぜ！」 
 　一人の若い利発そうな男が、手を挙げて手招きし、駆け付けた特務隊員をしきりにこっちだと呼び叫んでいる声が届いていた。 
 　彼は特務機関・特務一課、第三班に所属する福井だ。 
 　今はジーンズに灰色のジャンパーを着込んで、はたから見ると一般のごくありふれた若者の様に見えるが、れっきとした特務機関の隊員である。 
 　福井は到着した応援部隊を迎えると、銃武装をする彼らを前にして、先頭に立っていた佐渡課長に今現在の状況報告をしていた。 
 「課長、今現在、西尾光一は目の前の坂田時計店に立てこもっています。それにその他五人の男たちが整髪店、薬局、ブックマートを占拠。整髪店には二人、薬局には一人、ブックマートには二人がそれぞれいます。その為、特務一課、第三班は今のところその動向を見守っているところです。いかがいたしましょうか？」 
 「わかった福井、それじゃ第一班、第二班、お前等は今から実地で状況確認し、各店舗の包囲網を固めろ。第一班は結城、第二班は向田、お前たちが指揮をとれ。いいなみんなそれじゃこれからすぐに配置につけ。くれぐれも一般の人々には傷を付けさせるなよ」 
 　佐渡はそう言うと手にハンドスピーカーを持ち、福井が言った西尾光一の立てこもる坂田時計店の前へおもむろに進み出ていた。 
 　その間にも特務一課の隊員たちは、時計店、整髪店、薬局、ブックマートの店内を表から盗み見て、中に立てこもっている男たちの動向を確認すると、商店街の裏路地から迂回してそれぞれの各店舗を取り囲むように配置を完了し、佐渡課長の指示を仰ぎつつ待機の姿勢をとっていた。 
 『あー、聞こえるかね西尾光一。私は特務機関・特務一課の佐渡一だ。君をはじめ他の五人が立てこもっている商店は、みな、我々、特務機関が包囲した。君たちがどんな理由があって銃を持ちここに居るのかは判らないが、今すぐ手持ちの銃を放棄して店の中から出てくるんだ。そうすればこちら側としても君たちの身柄の安全は保証しよう。これは警告だよ、もし今私が言う言葉に応じなければ、武力行使もやもうえない。十分だけ時間をやるからよく考えて今後の去就を決めてくれ。くれぐれも言っておくが、手持ちの銃は発砲しないように。いいかい判ったかね？』 
 　佐渡一課長はハンドスピーカーに口をあててそうまくしたてると、坂田時計店を覗き込んで男たちの次の反応を待っていた。 
 　時計店の中を佐渡一課長が覗き込むと、そこには西尾光一がマシンガンを片手に、店内をうろうろと行ったり来たりしている姿が目に映っていた。 
 　どうやら店内には彼一人のようだ、店の店主が人質などとして捕らえられている訳でもない。 
 　それを確認すると佐渡は、近くにいたナオとゆかりに指で合図して、時計店の裏口から店内に乗り込む準備をするように指示を出し、その他の隊員たちにも同じ旨を言い渡していた。 
 「ところで福井、時計店以外の他の商店に立てこもっている男たちは、店の中に人質をとっているのか？　人質がいると、少しやっかいなことになるがどうなんだ？」 
 「はい課長、自分がさっき第三班の隊員たちと確認をいれたところ、全員人質はとっていないようです。ただ銃を持って立てこもり、時たま外に向かって銃を乱射するだけです。各商店の従業員や店主は早々と裏口から逃げて、今現在、店の中には立てこもっている男たち以外は誰もいません。それに第三班の隊員全員で、商店街に客が立ち入らないように取り計らっておきました。課長に応援を要請したあとに所轄の警察にも連絡し、至急応援を頼む旨をいってありますから、警察ももうそろそろ駆け付けてくる頃だと思います」 
 「そうか判った、しかしお前にしては手際がいいな。だいぶ状況判断力が備わってきている様じゃないか。さすがに第三班の班長だけのことはある。少し見なおしたぞ・・・」 
 「いいえ、オレなんかまだまだです。いまだに課長の指示に頼っているだけですからね」 
 　佐渡と福井がそんな話題にうつつをぬかしていると、商店街の奥の方でマシンガンの発砲音が響いていた。 
 　ババババ・・・ババババ 
 　それに呼応して、商店の窓ガラスが割れる音がする。 
 　どうやら整髪店のなかに立てこもっている男が、マシンガンを乱射しているようだった。 
 「くそう、オレの警告を無視しやがって、捕まえたらただじゃおかんぞ」 
 　そんな中、佐渡は眉を顰めてそう言うと、銃声音が響く整髪店の方を見て、その前に待機している第一班の隊員に中の様子を覗うように指示を出していた。 
 　それからかれこれ五分が経過する。 
 　しかし佐渡が警告を発したにもかかわらず、各商店に立てこもっている男たちは、銃を捨てて出てくる気配はない。 
 　だが佐渡は、約束の十分間まで、立てこもる男たちの動向を見ながら待つことに決めていた。 
 　その間、ブックマートや薬局に立てこもっている男たちも、単発的にマシンガンを乱射していたが、やはり一頻りマシンガンを乱射すると、しんと静まり返ったように沈黙をまもっていた。 
 　そんな折り、佐渡は第一班と第二班の指揮をとっている結城と向田を呼び出して、あれこれと指示を言い渡していた。 
 　佐渡が結城と向田に出した指示はこういうものだった。 
 　約束の十分が経ったら、佐渡がハンドスピーカーのサイレンを鳴らす。 
 　そしたら各商店を包囲している隊員は、裏口と正面から同時に男たちへ急襲を仕掛け、そのまま身柄を拘束して捕らえる。 
 　それはたいして芸のない作戦であったが、それ以外、他にいい方法が思い浮かばなかったからだ。 
 　佐渡はその旨を結城と向田に言い渡すと、他の隊員にさっそく指示を出せと命じていた。 
 　それを受け結城と向田は、隊員たちに課長の作戦をふれまわる。 
 　この作戦がうまくいけば、西尾光一をはじめ、他の五人を一網打尽にすることができるはずだった。 
 
 　その頃、坂田時計店の裏側では、やはり手にサブマシンガンを持ったナオとゆかりが、課長が鳴らすサイレンの音が響くのを、ただひたすら待って待機していた。 
 　彼女たち二人がいる時計店の裏側には一つの非常口があり、そこを開けば店内に直ぐ様乱入できるはずだ。 
 「いいいナオ、課長の合図があったら、まず私が先に踏み込むわ。あなたは、その後につづいて」 
 　サイレンの合図を今か今かと待つ中、ゆかりはナオにそう言って主導権を握る。 
 　しかし、 
 「いやよ、私が先。あなたこそ私の後につづきなさい」 
 　ナオはゆかりの言葉に反発し、そんな事を言っている。 
 「何言っているのよ、ここは私が先よ。あなたは問題児なんだからここは私に任せなさい」 
 「嫌だって言っているでしょ。あなたぺちゃパイなんだから自己主張せずに黙ってて」 
 　それはある意味、暴言だった。 
 　ナオの発言にゆかりは怒る。 
 「なんですって？　ぺちゃパイとは何よ！　これだって８０はあるのよ。あなたね私よりちょっとぐらい胸があるからってそう言う言い方は酷いんじゃない！？」 
 　ウゥーーーッ、ウゥーーーッ、ウゥーーーッ・・・・ 
 　だが二人がそんな下らない会話をしているところへ、おもむろにサイレンが鳴り響いていた。 
 　突入の合図だ。 
 「ほら、サイレンが鳴ったわ、踏み込むわよ！」 
 　そう言うとゆかりは、時計店の裏の非常口を開けて中に踏み込もうとする。 
 　しかしそこへナオが割って入り、ゆかりの肩をつかみ、グイッと後へ引き倒していた。 
 「キャッ！」 
 　ゆかりはその勢いで地面にしりもちをつき、軽い悲鳴を上げていた。 
 「何するのよナオ！　酷いじゃない！！」 
 　ゆかりがナオに非難の言葉を浴びせる。 
 　だが、 
 「あなたはあとから来なさい、私の活躍を見せてあげるから」 
 　ナオはそう言って、非常口の鋼鉄製のドアを開けて中に踏み込んでいた。 
 　バババババ・・・バババババ・ババババ 
 　中へ入るといきなり、マシンガンの乱射音が突然、響いてきていた。 
 　それは多分、商店の表側から店内に踏み込む予定の他の隊員が、牽制の為に発砲しているのだろう。 
 　バババババババ・・バババババババ 
 　それに続き今度は、時計店の店内からマシンガンの発砲音がナオの耳朶に響く。 
 　どうやら西尾光一という男が、特務隊員に対して応戦している様子だ。 
 　ナオはそれを察すると、非常口から店の店内へと通じる通用口をつたって小走りに駆け、壁と柱の間から顔を出して時計店店内の様子を覗っていた。 
 　居る！ 
 　すると店の店内では今、西尾光一という男が、やはり外の特務隊員に向かってマシンガンをきちがいの様に乱射している姿が目に飛び込んでくる。 
 　彼はかなり狂乱している様子で、銃を発砲しつつ雄叫びをあげている。 
 　それを確認するとナオは、数秒間の間合いをはかりタイミングをとる。 
 　そして意を決して、店内に身を踊らしていた。 
 「西尾光一、私は特務機関のナオよ、銃をすてて投降しなさい！！」 
 　ナオは、ちょうど西尾光一の死角になる位置から店内に乱入すると、彼に手持ちのサブマシンガンを向けてそう叫んでいた。 
 「・・・！」 
 　それに驚き、西尾光一が振り向く。 
 　だが振り向きざまに彼はいきなり発砲―――― 
 　バババッ・バババッ・バババッ 
 　次の瞬間、ナオの頭上すれすれを、弾丸が通り過ぎていた。 
 　ナオはその危機を察知して、ショーケースの裏に隠れ身を伏せる。 
 　危機一髪、ナオは危うく脳天を撃ち抜かれ、死ぬところだった。 
 　だが意外にもナオは冷静だ。 
 　彼女は身を伏せながら、店内で銃を乱射する西尾の動向を探っていた。 
 　その間にも店内では、様々なものが破壊され、粉砕し、飛び散る音が否応無しに聞こえてきていた。 
 「テメー、一体どこから入ってきた！」 
 　ババババババババ・・・ 
 　そんな中、西尾光一は、ショーケースの裏に伏せるナオに向かって、頻りに銃を乱射する。 
 　その発砲でガラスが粉微塵に打ち砕かれ、ナオの体に降り注いでいた。 
 「チッ」 
 　ナオは軽く舌打ちする。 
 　このままでは体勢が不利だ。 
 　この状況を打開するには、相手の銃をたたき落とすしかない。 
 　しかしそれは無理というもの、不用意に立ち上がれば蜂の巣にされる。 
 　その為、さすがのナオにも、この状況をどう切り抜ければいいか途方に暮れていた。 
 「西尾光一、銃を捨てなさい！！」 
 　バババババ・・バババババ・・・ 
 　だがそこへ天の助けが来た。 
 　ゆかりだ。 
 　彼女は少々ナオに遅れるかたちで店内に裏口から乱入すると、西尾光一に向かって手持ちのサブマシンガンを威嚇発砲していた。 
 　それによって西尾は不意を突かれた格好になり、一瞬、怯みを見せる。 
 　ナオはその瞬間を見逃さない。 
 　彼女は咄嗟的に床から身を起こすと、その勢いを駆り、腰のハンドガンを引きぬきそれを西尾に構える。そしてたて続けて発砲―――― 
 　バン、バン、バン 
 　その銃弾は見事、西尾の両足を捉えていた。 
 「ひぃぃっ」 
 　彼は短い悲鳴を発すると、そのまま床に崩れるかたちで倒れこむ。 
 　そこへゆかりとナオが駆け付け、西尾の頭に銃を突き付け拘束していた。 
 
 　夕暮れに近付く商店街の一角で、先程から二人の女性が険悪な顔を突き合わせて口論していた。 
 「あんたね、私をさしおいて先に踏み込むなんて一体どういう了見よ！　ただじゃおかないからね」 
 「うるさいわよ。あなたこそぺちゃパイのくせに自己主張して、リーダー面するからいけないんでしょ。自分の立場をわきまえなさいよ！」 
 「何その言い草、ぺちゃパイぺちゃパイってうるさいわね。何度も言ってるように私は８０あるのよ。これでも立派なＢカップよ、Ｂカップ、あんたにとやかく言われる筋合いはないわ！」 
 　怒声を張り上げる二人、ナオとゆかりは今や闘争心剥き出しにしてお互いを罵倒し合っていた。 
 「なんだなんだお前たち、一体何をいがみ合っている。こんなところで二人して大声出してみっともないぞ」 
 　そこへ現れたのは佐渡であった。 
 　彼は殴り合いこそはしないが、その顔に不満の色を浮かべて向かい合うナオとゆかりの間に割って入ると、渋い顔をしてそう言っている。 
 「課長、聞いてください、ナオったら私の言うこと聞かないんですよ。私を引き倒して一人で現場に突入したんですから、何か言ってやってください」 
 「まあまあまあ、落ち着け二階堂。ナオが問題を起こすのは今日に限ったことじゃないだろ、そんなに怒るな。しかし無事、西尾を捕まえられたことだし、ここは万々歳だ。そうカリカリするな」 
 　佐渡は、ナオを養護し二階堂をたしなめる。 
 「そんな、課長はナオの味方するんですか？　そんなにナオのことばっかり可愛がっていると、あとで痛い目を見ますよ。だってナオったら、恩を仇で返すような女ですよきっと・・・」 
 　ゆかりはナオを横目で見ながら、意地悪くそう言っていた。 
 　そんなゆかりにナオは、ふんと横を向いて無視を決め込んでいる。 
 「いいか二階堂、オレは別にナオの味方をしているわけじゃない。頭の良いお前なら判るだろ。ナオには何を言っても通用しないんだ。今ここはお前が先にその矛先を引くべきだ。多少不満があっても我慢しろ」 
 （何よエロじじい。本当はナオの事が可愛いくせに。まったく甘いわね・・・・） 
 　ゆかりは佐渡に聞こえない小声でそう言うと、不満を顕わにする。 
 「何か言ったか、二階堂？」 
 「いいえ、何も言ってませーん」 
 　そうしてナオとゆかりの口論の行方は、お開きになっていた。 
 　しかし商店街に立てこもっていた男たちは、その後どうなっていたか？ 
 　それは無事、特務機関の活躍で解決がついていた。 
 　ナオとゆかりが時計店の裏口から店内に乱入し西尾光一という男を拘束した頃と時を同じくして、他の整髪店や薬局、ブックマートに立てこもっていた男たちも、店の表玄関や裏口から突入し速攻を仕掛けた特務隊員の面々により、見事それらの男たちを取り押さえることが出来ていた。 
 　商店内に立てこもっていた男たちは、特務隊員たちが踏み込んでくるとマシンガンを乱射して抵抗していた。しかし特務隊員は実戦のプロだ、抵抗する男たちの銃弾の隙をうまく掻い潜ると、音響炸裂弾などを使った後、彼らに重傷を負わせる事を避けながら急所を外して発砲し相手を射止めていた。 
 　ナオが西尾光一の足を銃撃して沈黙させた要領と同じ事だ。 
 　それによって男たちは、足や肩に傷を負い、先程、救急車で運ばれていったばかりだった。 
 　しかし特務機関側に、死傷者は一人も出ていない。 
 　それは、普段からの訓練の賜物があるからかもしれない。 
 「しかし奴らは一体なんの為に、この商店街に銃を持って立てこもっていたんだ？　福井その事についてお前は何か知っているのか？」 
 「それなんですがね、課長。我々第三班と特捜班は、この商店街に西尾光一がよく頻繁に顔を出すとある筋から聞いて張り込んでいたんですが、どうやら西尾光一は我々がここで張り込んでいるという事を知っていて自ら銃を持って現れたのだと思われています。彼は、多分、米川同様、気の狂った愉快犯なんでしょう。西尾光一と他の五人はこの商店街に銃を持って現れると、頻りに特務機関を挑発するような発言をして銃を乱射していたんです。張り込んでいた俺達に姿を見せろといってね。おそらく彼は特務機関と一戦交えたかったようなんですよ。また銃を乱射して一暴れし、快感を得たかったんでしょう。それはある意味、自分から逮捕されることを望んでいたかのような行いですが、この手の何を考えているか判らない連中を相手にするとほんと困りますよね、課長」 
 　福井は、そう言うと困った表情をし、おどけてみせていた。 
 「そうか、だが誰も死傷者が出なくてよかったな。今後こんな事件が起きるのはもう勘弁してもらいたい。気の狂った馬鹿な連中には、付き合っていられんからな・・・」 
 　そう言って佐渡は苦笑していた。 
 　そして自分の左腕にしている腕時計を見る。 
 　時計の針は五時十分を回っていた。 
 「さぁ、俺達も、そろそろ引き上げるか」 
 　佐渡はそう言うと足早にその場を去り、特務機関の面々をひきいて帰路についていた。 
 　そして蛇足だが、その後、ニコニコ商店街はしばらくの間、封鎖され、店を休業する商店が相次いでいたのは言うまでもない。 
 




第三節


 　休日といえば何をするだろう？ 
 　まず思い浮かぶのはデートだ。 
 　いやいや、これは、彼氏彼女がいなければ成立しない、一つのシチュエーションだ。 
 　それでは他に何がある？ 
 　家のベットで午前の十時過ぎまで寝ていてそれから起きだし、寝巻き姿のままテレビを見て夜まで過ごす、これもなかなかおつなもの。 
 　でもやっぱり、それは、ちょっと折角の休みを無駄に過ごすようで却下する。 
 　では他に何が？ 
 　わたしはあれこれ考える。 
 　そこで閃いた！ 
 　そう、やっぱりここは友達を連れて、銀座辺りなどに繰り出してショッピングでしょう。 
 　そこで私は思い立つ。 
 　私にも幸い友達といえる二人の先輩が居る。 
 　その名は高崎ナオ、そして二階堂ゆかり。 
 　この二人を誘ってショッピングに繰り出せば、きっと楽しいこと間違いなし。 
 　多分、二人も今日に限って、デートなんて言うことはあるまい。 
 　知性派のゆかり先輩はともかく、武闘派のナオという怒りんぼうは、今日も一人、男にも縁はなくアパートで寝ているはず。 
 　それで思い立ったが吉日、私こと柏木モモはそんな二人を誘って今日は楽しいショッピングを計画したのだ。 
 　てなことで私は早速、ゆかりというちょっとぺちゃパイな知性派の先輩へと電話で連絡をとることにする。今は午前九時半、几帳面なゆかり先輩のことだおそらく起きていることだろう。 
 　私は家の電話の受話器をとると、二階堂ゆかりの自宅へと電話を掛けていた。 
 　テュルルルル、テュルルルル・・・ガチャ 
 　電話の呼び出し音が二回鳴ると同時に、目的の彼女が電話口にでる。 
 『はい、二階堂です。どちら様ですか？』 
 　麗らかな春風がそよぐような声、うむ、たしかにゆかり先輩本人だ。 
 　わたしは開口一番、幼稚な声であいさつをする。 
 「おはようで～す、ゆかりせんぱーい。わたし柏木モモですよ。起きてましたかー？」 
 『あっ、なにモモ？　おはよー。こんな朝からなんの用？』 
 　ゆかり先輩の反応は、ごく自然なものであった。 
 「あのですね、せんぱーい。今日ショッピングに行きましょうよ。銀座です銀座、どうせ暇なんでしょう？　ねえ行きましょー」 
 『ええっ？　ショッピング？　銀座？　今日行くの？　ちょっといきなりね・・・・』 
 「そうですよ先輩、今日はナオ先輩も誘って、お優雅にショッピングと洒落こみましょう」 
 『えっ？　ナオも行くの？　それじゃわたしパス。あなたとナオの二人で行って』 
 　つれないゆかり嬢の発言、その時、私こと柏木モモはあることを思い出していた。 
 「ああ、そうでした。ゆかり先輩とナオ先輩って、昨日から喧嘩していたんだっけ。ねえねえ、そうでしたよねー、ゆかり先輩？」 
 『そうよ、あんな奴の顔、二度と見たくないわ。だから銀座には二人で行って。わたしは行かないわ・・・それじゃね』 
 　そう言うと、ゆかり先輩は、電話を切ろうとしていた。 
 「ああ、ちょっと待ってください、いいんですかー？　ここは仲直りのチャンスですよ。わたしが二人の仲を取り持ってあげますから、ねえ、行きましょうよ。いつまでも喧嘩していてもつまらないだけですよ」 
 『・・・・・・・』 
 　その時、ゆかり先輩は沈黙する。 
 　多分、行くべきか行かざるべきか迷っている様子とわたしは見た。 
 「ゆかりせんぱ～い、大人げないですよー。この際だから、仲直りしちゃいましょう。待ち合わせの時間と場所は、十一時に有楽町マリオンのからくり時計の前ってことでどうです？　ナオ先輩だってゆかり先輩と、仲直りしたいと思っているに決まっていますよ。いいですか、十一時に有楽町マリオンですよ来てくださいねー」 
 　わたしは半ば強引にゆかり先輩に待ち合わせの場所を告げていた。 
 　これだけ言えば、おそらく、ゆかり先輩もＯＫすることだろう。 
 　しかし、その目論みが案の定、当たったか、次にゆかり先輩は電話口からこんなことを言っていた。 
 『しょうがないわね。わたし気が進まないけど、ちょっとだけなら付き合ってあげてもいいわ。十一時に有楽町マリオンね。でも、くれぐれもナオには言っておいて、時間には遅れないようにって・・』 
 　素直じゃない奴、ホント言えば仲直りしたいくせに、プライドの高いゆかり先輩は渋々わたしの話を承諾する。 
 　電話の用件がすむと、それから私とゆかり先輩は同時に電話を切っていた。 
 　さてこれからが問題だ、次に連絡をとるのはあのナオ先輩、特務機関きっての問題児にどう誘いの言葉をかけるべきか少しの間、私は考える。 
 　しかし私は、それほど気転が利く頭を、あいにく持ち合わせていない。 
 　そこで普通に電話を掛けることにする。 
 　私はまた家の電話の受話器をとると、ナオ先輩のアパートの電話番号をダイアルする。 
 　テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・ 
 　私は電話のベルが、九回鳴るまで呼び出してみた。 
 　しかし、電話口にナオ先輩が出てくる気配はない。 
 　やっぱり寝てやがるな！ 
 　折角の休みに、九時半まで寝ているなんてなんと不健全な。 
 　テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・ 
 　さらに五回、私は呼び出しベルを鳴らしてみる。 
 　ガチャ！ 
 　すると受話器をとる音が聞こえてきた。 
 『は～い、高崎です。あなた誰・・？』 
 　相変わらず愛想のない声、やっと出たか寝ぼすけめ・・・ 
 　私はそんな事を思いつつ、また幼稚な声で先輩にあいさつをする。 
 「ヤッホー、わたし柏木モモ。ナオ先輩起きましたか～？」 
 『あっそう？』 
 　ガチャ・・・ 
 　そう一言残して、即座に電話が切れた。 
 　コノー！　折角の私からの電話を切るなんて、なんて不埒な奴め・・・ 
 　私は半分怒りつつも、いったん受話器を電話機本体に戻してまた電話をかけなおす。 
 　テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル・・テュルルルル 
 　ガチャ！ 
 　今度は、四回目でやっと出た。 
 『はい高崎です、あんた誰よ？』 
 「私ですよせんぱ～い、モモです。どうしてすぐ電話切るんですか？　その癖やめてくださ～い・・・」 
 　私は一応、先輩に非難の声をぶつけてみる。 
 　すると、 
 『なにモモ？　私いま熟睡中、邪魔しないで！』 
 　いやに不機嫌な言葉が返ってくる。 
 「何、言っているんですか、もう起きたんだから私の話、聞いてください。いいですか？　ショッピングですよショッピング、今日は一緒に銀座に繰り出しましょう」 
 『ショッピング？　それで一体誰と行くの、ゆかり？』 
 「そうですよ、ゆかり先輩と私とナオ先輩でショッピングです。へへー、おつなもんでしょ？」 
 　私こと柏木モモは、そう言って言葉を切っていた。 
 『もしかしてあなた、私にゆかりと一緒に銀座へ行けって言っているの？　それなら駄目よ。私これから用事があるの、だから二人で行って！』 
 「ええーっ、駄目ですよそんな事言って。本当は用事なんか無いの判っていますよ。どうせアパートで一人、寝て過ごすつもりでしょ？　今日はナオ先輩とゆかり先輩の仲直りもかねて、銀座に行きましょうよー。ねっ、いいでしょ～！」 
 『・・・・・』 
 　ゆかり先輩同様、ナオ先輩も一時沈黙する。 
 　そして次のような言葉を発していた。 
 『判ったわ、それで待ち合わせの場所はどこ？　仕方ないから今日は付き合ってあげる』 
 　やりー！ 
 　そのナオ先輩の言葉を聞いて、私は、今回のショッピング計画が半ば成功したと確信していた。 
 「待ち合わせ場所はデスね～、十一時に有楽町マリオンのからくり時計前です。いいですか、絶対遅れない様に来て下さいよ。またゆかり先輩が怒りますからね」 
 『判ったわ、それじゃこれから行くわ。極力遅れない様にする。それじゃ・・・』 
 　ナオ先輩は、そう言って電話を切る。 
 　やはりナオ先輩も素直じゃない。 
 　私の推測では、彼女もやはりゆかり先輩と仲直りしたいに決まっている。 
 　まったくこの二人には手を焼かされる。 
 　しかし、これで今日は、楽しい一日になりそうな気分！ 
 　そんなことで私は着替えをすませると、有楽町マリオンに急いで自宅を後にしていた。 
 
 　銀座といえばやはり、老舗やブランドブティックなどの店めぐり。 
 　日本を代表するファッションタウンのここは、エレガントな大人の街だ。 
 　私はいま約束の場所、有楽町マリオンのからくり時計の前でいち早く待ち合わせの時間待ちをしている。 
 　意外と強情なゆかり先輩と、特務機関の問題児ナオ先輩の姿はない。 
 　ちょっと早く来すぎたかな？ 
 　でも私はだいぶ浮き浮き気分。なんたって、銀座でショッピングするのは久しぶりのことだ。 
 　本当の事言うと、素敵な彼氏と一緒に来たかったが、男日照りの続く私には少し縁遠かった。 
 　ちょっと淋しい・・・ 
 　しかしあのゆかり先輩や、ナオ先輩にも彼氏は居ないのだ。 
 　男嫌いなナオ先輩はともかく、あの頭のいいゆかり先輩にまで彼氏が居ないということは少し不思議な気がしないでもない。 
 　これはおそらく、あのナオ先輩の呪いなのだと思えば納得できる。 
 　彼女には、男を寄せ付けない、不吉なオーラが漂っている。 
 　その事を考えると、いつも身近に居るゆかり先輩と私に、その不吉なオーラがうつってもおかしくはない。 
 　私はそう思いながら無理矢理、納得する。 
 　だが、そんなところへ、徐にゆかり先輩が現れていた。 
 「ああ、待ったモモ？　でもここはいつ来ても混んでいるわね？　一体、何しに人が集まるのかしら？」 
 「やだなゆかり先輩、私たちもその人の群れの一人なんですよ。そんな事考えていると豆腐が腐っちゃいますよ・・・」 
 　私は自分でも意味不明なナオ先輩の語録を引用して、そうゆかり先輩に言っていた。 
 「ちょっとやめて、それどういう意味なの？　最近あなたナオにかぶれてきてるわよ。気を付けなさい」 
 　えっ、そんな、私があのナオ先輩にかぶれている？ 
 　それはショック！ 
 　りかちゃん人形をこよなく愛するこの可愛らしい私が、乱暴で無愛想でスタイルはいいけどかなり問題ありのあの怒りんぼに似てきてしまうとなるとこれは一大事。 
 　折角の私のイメージが、悪魔のようなあの女に毒されてしまえば、特務機関のアイドルとしての私の立場が危うい。 
 　私は不吉な思いを打ち払うべく、一頻り身震いしていた。 
 「ところでモモ、まだあの女は来ていないようね？　ちゃんと時間に遅れない様にって言った？」 
 「ええ、もちろん言いましたよ。極力遅れない様に来るって事です」 
 　今は十時四十分、いくら時間にルーズなナオ先輩でも、もうそろそろ現れてもいいはず。 
 　しかし彼女が、結局、現れたのは、十一時を二十分も過ぎてからだった。 
 「あー、遅いですよナオ先輩！　一体、何時だと思っているんですか？　十一時二十分ですよ二十分、約束の時間を大幅に遅刻オーバーで～す」 
 　やっと有楽町駅方面から現れたナオ先輩に向かって、私は非難の意味も込めてそう言っていた。 
 　しかし、 
 「さっ、行きましょ。こんなところで時間をつぶしては折角の休み、もったいないわ」 
 　そう言って遅刻してきたことなどまったく気にもとめず、いけしゃあしゃあとそんな事を口走ってきていた。 
 「ちょっとあなたねー、遅刻して私たちを待たせておいて、その言い草は何？　まずは謝りなさい、それが筋ってものよ」 
 　ゆかり先輩はナオ先輩の飄々とした態度を見ると、いきなり怒りだしてきていた。 
 　これはまずい。 
 　ここでまたゆかり嬢と怒りんぼのナオが喧嘩してしまうと、折角の私の楽しいショッピング計画が台無しになってしまう。 
 　ここはなんとか二人を宥めなければ・・・・ 
 　だが、 
 「あ～らそう？　それは悪かったわね、ごめんなさい。遅刻して本当にすいませんでしたね・・・」 
 　多少ふてくされた物言いではあるが、意外とあっさりあのナオ先輩が謝っていた。 
 　これは何かある、地球大異変かそれとも宇宙人の襲来予兆か・・・ 
 　しかしそれを耳にしたゆかり先輩も、ここはなんとか怒るのをやめ、多少不満を残しながらも納得している様子だった。 
 　まずは一安心。 
 「さぁー、それじゃ三人揃ったことだし、まずはランチをとる店を探しましょうか？」 
 　私はそう言って二人を食事に誘っていた。 
 　銀座でショッピングを楽しむこととそれに付随するかたちで、もうひとつ重要な楽しみがある。それはなんと言っても、この街のお洒落な店でランチをすることでしょう。 
 　これが今日の私の第二の楽しみ。 
 　豪勢にフランス料理や懐石料理とはいかないまでも、ちょっと洒落たお店で食事するのは私の夢。 
 　何度も言うけど、本当は、彼氏と一緒に来たかったのは言うまでもない。 
 　でも、この二人と一緒でも、まあ楽しい一時を過ごせるだろう。 
 　私こと柏木モモは、ナオ先輩とゆかり先輩をつれて、早速、有楽町マリオンを後にし、銀座の街へ乗り出していった。 
 
 　銀座の街並みは、まるで碁盤の目のように道路が走っていることで有名だ。 
 　その中で、メインストリートとなるのは、銀座通りと晴海通りだ。 
 　これらの交錯する通りを中心として、銀座の街並みはある。 
 　私たち三人はそんな中、ランチのとれる場所を探して、銀座の街中を歩いていた。 
 　そんな折り、ある通りの一角に、私にしては燦然とした輝きを放つ店を目撃していた。 
 　今、私たちがいる側道から、向かいにある黒塗りの店だ。 
 　その名を《黒猫ミーシャ》という。 
 　私は一目見てその店を気にいっていた。 
 　店の外壁が全て黒一色で、金色のリボンらしき絵が描かれてある小さな店だ。 
 　りかちゃん人形をこよなく愛する私であるからこそ、可愛いものには目がない。 
 　だから私は二人の意見を聞かず速攻で決断する。 
 「ねえ先輩、先輩。あそこの店にしましょー、《黒猫ミーシャ》なんて可愛いお店かしら？」 
 　しかし一人ではしゃぐ私に、なんと二人は、白い目を向ける。 
 「ちょっとモモ？　あんな錆びれた店がいいの？　見たところ誰も入っていないわよ。あなたのセンス疑うわ」 
 　ゆかり嬢が冷たく言う。 
 　あー、ちょっと心外。私としてはお洒落と思ったのに、何とも冷たいお言葉。 
 　しかし、それに追い打ちをかけるように、ナオ先輩が・・・ 
 「わたし嫌よ。あの店、子供じみてる！」 
 　ガーン！ 
 　わたしのささやかな自尊心は、その一言で打ち砕かれていた。 
 　酷い・・・酷すぎる・・・子供じみていると来たか？ 
 　だが私はめげなかった。 
 　ナオの怒りんぼにそんな事言われても、絶対ここと決めたからにはあとにひかない。 
 「私、あの店じゃなければ嫌ですよー！　絶対あそこ、あそこがいいー！　わたし泣いちゃうからー！」 
 　そんな事で食事の場所は決まっていた。 
 　《黒猫ミーシャ》、そこでランチを楽しむのだ！ 
 　私のだだっ子作戦で、ゆかり嬢と怒りんぼのナオは、渋々承諾していた。 
 　こうなればしめたもの、私はさっそく二人を連れて通りを横断し、向かい側にあった愛しの《黒猫ミーシャ》へと、一目散に向かっていた。 
 
 　中に入ってみると、そこは私の目算通り、お洒落な店の雰囲気を醸し出していた。 
 　店の奥には色とりどりの煉瓦で作られた暖炉が幅を利かせ、異国情緒漂わせる重厚なテーブルが五つと、窓にはセンスのいい花柄のカーテンが吊ってある。壁はイタリア風のモダンな模様がすり込まれた白塗り、そして店の天井には小さい店にしては大きめなシャンデリアが、淡いほのかな明かりを放っていた。 
 　しかし、それとは別に驚くのは、この店が格安のイタリア料理店であるということだった。 
 　〝黒猫とイタリア〟その点に関しては、いまいちピンとこなかったが、《赤いイタリアの跳ね馬》とは異なり、私の趣味に至極合っているような気がする。 
 　先程、センスが悪いというようなことを言っていたゆかり先輩も、中に入ってみてその考えを改めたようだ。 
 　しかしナオ先輩は、何とも思っていない様子。 
 　この女には、この店の良さが判らんのかーと、突っ込みを入れたいそんな気分になったが、どうせ無趣味、無感動なナオ先輩のことだ、ここは事を荒立てずにそっとしておくことにしておいた。 
 　店に入ってテーブルの席に私たち三人がつくと、早速メニューが運ばれてきていた。 
 　白いふりふりのエプロンとピンクのミニスカートをはいたウエイトレスが、メニューの他に水入りのグラスを持ってくる。 
 　だがその姿を見て、私はなんて大胆な格好なんだと、ある意味、顔を赤くしていた。 
 　ウエイトレスのパンツが見えそう、ここはパンチラハウスかと、一瞬、疑ってしまうほど、そのスカートは異様に短かった。 
 　佐渡課長なんかの、エロじじいが好みそうな格好だ。 
 　あのエロじじいは、ナオ先輩のお尻ばっかり触っている。 
 　でもそれは仕方ない、ナオ先輩は性格は別としてスタイルがいい。 
 　けど、私にはセクハラをしたことはない。 
 　ちょっと、ある意味、不満。私が幼稚体形のせい？ 
 　ナオ先輩のように私は美人ではないけど、特務機関の隊員には人気があるはず。 
 　その辺はちょっと、私、自負している。 
 　ゆかり先輩はナオ先輩同様、ちょっと知的で近寄りがたい部分もある意味あるけど、人当たりがいいので、他の隊員との仲はうまくいっている。 
 　でも、このナオという問題児が、佐渡課長にばかり可愛がられるのは、少し問題がある。 
 　だが、そんなこんなで私たち三人はオーダーをすませ、料理が運ばれてくるまでの間、ささやかな時間を待つことにしていた。 
 　私が頼んだのはナポリタン。折角イタリア料理専門の店にきたのだから、もっとおつな物を頼めばいいといわれたが、私はこれが好きなのだ。それにチョコレートパフェを頼むことを忘れはしない。 
 　ゆかり先輩はやはり、スパゲッティーのペペロンチーノを頼んでいる。私と大して変わりがないではないか・・・ 
 　しかし問題のナオは、あさりのクリームスパゲッティー、一番メニューの中では高額だ。 
 　意外にこの女は、金持ちである。 
 　ナオ先輩は、あまりお金を使わないのが有名。 
 　といっても、私とゆかり先輩の間で知られているだけの事だが、女性であるのに服にもあまりお金を掛けないので、金がたまっている様子。 
 　私とゆかり先輩の場合は、お酒好きなので、意外と浪費してしまうのだ。 
 　だが、ふと気付くと、そう言えば、先程からナオ先輩とゆかり先輩は一言も口をきいていない。 
 　まあ喧嘩しているのだからそれは当然な気がするけど、これは私にとってはちょっとした大問題でもある。 
 　二人が喧嘩している原因になったのは、昨日、麹町のニコニコ商店街で西尾光一という馬鹿な奴が、五人の仲間を引き連れて騒ぎを起こしたとき、二人はどちらが先に坂田時計店に踏み込むかということで口論となりそれがもとで未だに喧嘩しているという。まあ言ってしまえば些細ないがみ合いだった。 
 　でも、このまま二人が、喧嘩を続けていていいということではない。 
 　私としては非常に困る。 
 　特務機関のなかでは、この二人が私にとっての親友といっても過言じゃないからだ。 
 　だから私は、二人が興味を示す共通の話題はないかと模索して、ある事を思いついていた。 
 　そうだ、米川のことを話そう。 
 　米川とは、最近やっと捕まった指名手配の犯人だ。 
 　相当なワルだが、今はもう観念して、黒峰会のことに関する様々なことを自供しているという。 
 　ナオ先輩もゆかり先輩も、黒峰会のことについては興味があるはずだ。 
 　ゆかり先輩は、ナオ先輩が黒峰会を一人で追っているということを気にして心配していた節もあることだし、ここは一つその話題で二人に仲直りのきっかけを作ってやろうという名案が思い浮かんでいた。 
 　そんな事で私は、突然、ナオ先輩に話を切り出す。 
 「でもそう言えばよかったですよねー、ナオ先輩。米川が黒峰会の事を自供して、クリスマス・イブの前の日に特務一課の面々と、警視庁の麻薬取り締まり班とで、合同の一斉摘発を行うんでしょう？　これでやっと黒峰会を取り締まる足掛かりが出来ましたねー？」 
 「そうね」 
 　一言、素っ気ない答えが、返ってきていた。 
 「あれ～？　嬉しくないんですか？　ナオ先輩は黒峰会に、何か因縁があるんじゃなかったんですか？　ねえ、ゆかり先輩、そうですよね～」 
 「・・・・・」 
 　それを受けて、ゆかり先輩は、私の言葉を無視していた。 
 　これは、なかなか手強い。 
 　ゆかり先輩は、これで意外と強情だ。でも、本当は、仲直りしたいということは判っている。 
 　それは、ナオ先輩も同じ事のはず。だから私は話を続ける。 
 「でも、どうしてナオ先輩は、黒峰会を目の仇にしているんですか？　それが聞きたいですよね、ゆかり先輩？」 
 　すると、 
 「そうね、その事に関してなら私もう知っているわ。ナオはね、お父さんの高崎警視の敵討ちをしようとしているのよ、お父さんを殺したと思われる、勅使河原洋二って言う男を捜してね・・・・」 
 「えーっ、それって本当なんですか？」 
 　私は、そこで、意外なことを、聞いてしまっていた。 
 　するとそこへ 
 「どうしてその事をあなたが知っているの？　私は、あなたに喋った覚えはないわよ！」 
 　と言って、ナオ先輩が、少々怒った語り口調で聞いてきていた。 
 「池沢警部補から聞いたの。彼、心配していたわよ。ナオが自分の家族同然の存在だとも言っていたわ」 
 「そう、あの人、意外とおしゃべりね」 
 　ナオ先輩はそう言うと、別な意味でふてくされてしまっていたようだ。 
 「はい、お待たせしました――――」 
 　と、そこへ、徐に、先程オーダーした料理が運ばれてきていた。 
 　イタリア料理特有のパスタの匂いがたちこめる。 
 「きゃー、うまそー！」 
 　私はそれを見て、さっきの黒峰会の事など忘れて、喜びを顕わにしてしまっていた。 
 　まあ、それも仕方ない。 
 　今はそんな話より食い気だ。 
 　実を言うと、私は、朝飯は食べていない。 
 　だから、お腹はペコペコなのだ。 
 　その他にも、ペペロンチーノや、あさりのクリームスパゲッティーが運ばれてくる。 
 　私は、はしたなくその二品目にも、目を奪われてしまっていた。 
 　世間にはこんな人がいる。 
 　友達とレストランに入って、二人、別々な料理を注文する。 
 　しかし、自分が食べたくて注文した料理が目の前にあるのにもかかわらず、友達の料理も欲しがってしまうというそんな人だ。 
 　私はある意味、そんな人の部類に入るのかもしれない。 
 　ゆかり先輩が頼んだペペロンチーノも、ガーリックの香ばしい薫りが漂ってきてたまらない。 
 　それと同時に、ナオ先輩のあさりのクリームスパゲッティーも捨てがたい。 
 　私はそこで、こんな提案をしていた。 
 　三人で、三品目を、仲良く順番に回す方法だ。 
 　大体、それぞれが、自分の料理を三分の一ぐらい食して、残りを順番に食する。 
 　そうすれば、一度に三つの味が堪能できるはず。 
 　これはいい思い付きである。 
 　しかし、私がそれを提唱すると、ゆかり先輩には断られてしまっていた。 
 　彼女はある意味、ナオ先輩のような潔癖症なのだ。 
 　人の手の着けた食事が食べられないという、あれ。 
 　そこで、私は、仕方がないので、ペペロンチーノはあきらめ、ナオ先輩のあさりのクリームスパゲッティーに照準を絞っていた。 
 「ナオ先輩、半分食べたら私のと交換してね？」 
 　私のその申し出に、ナオ先輩は、「判ったわ」といって、あっさり受け入れの姿勢を見せてくれていた。 
 　やりー。 
 　これで二品目の味が堪能できる。 
 　そんなこんなで、食事は、私一人ご満悦で早々と終了していた。 
 　食物なんて、腹に収まってしまえば早いものだ。 
 　ほんの十分で、食事は終了を迎える。 
 　しかし、私にはまだ、チョコレートパフェがあった。 
 　パフェを食する私に、二人は白い目を向けてきていたが、そんな事はどうでもいい。 
 　どうせまた私を、お子様だと思っているに違いない。 
 「これおいしーですよ。ナオ先輩、食べてみます？」 
 　そんな中、私は、一応、ナオ先輩にチョコレートパフェをすすめてみた。 
 　しかし、 
 「嫌よ、子供じみてる」 
 　といって、私の好意を拒絶する。 
 　ガチョーン・・・ 
 　また、そんな事言うか？ 
 　でも私はめげない。 
 　一人で、黙々とパフェをほじくる。 
 　二人も、私がパフェを食べている間、コーヒーを注文して、ようやく会話をしだしている様子だった。 
 　これで、二人の仲は、良い方向へ歩みだしたようだ、良し良し。 
 　本来、今日の目的は、私がショッピングをして楽しむのが本旨だが、ナオ先輩とゆかり先輩の仲も取り持つのも忘れない。 
 　まあ、私が二人の仲を取り持つといっても、そう大した事じゃない。 
 　どうせ、ナオ先輩とゆかり先輩は、二三日もすれば仲直りするのだ。 
 　何も、二人が喧嘩するのは、今回に限ったことではない。 
 　意外と二人は強情で、仕事上、衝突することがしばしある。 
 　私はそれを、少し早めてやればいいだけのこと、所詮、ナオ先輩は私とゆかり先輩以外、友達は居ないのだ。 
 　それに、ゆかり先輩は、何だかんだ言ってもナオ先輩を親友だと思っている。 
 　この二人は、ある意味、腐れ縁、切っても切れない関係なのである。 
 　そんな事で私の第二の目的、ここ銀座でお洒落な食事をするという夢は満たされた。 
 　この後は、そうショッピング。 
 　銀座に来て、食事をしただけで帰る訳にはいかない。 
 　これから第一の目的が待っているのだ！ 
 　私たちは食事を終えると、名残惜しそうに《黒猫ミーシャ》を後にしていた。 
 　っていうか、名残惜しそうにしていたのは私だけだけど、そんな事はどうでもいい。 
 　これから並木通りに、しゅっぱーつ！ 
 　そこは、ブランドブティックの聖地。 
 　グッチ、シャネル、ルイ・ヴィトン、エルメスなどが、わんさかあるところだ。 
 　最近では、リップ・スティックという日本製ブランドも流行っているという。 
 　ナオ先輩は、柄にもなく、そのブランドがお気にいりということだ。 
 　でも、私としては、やはりルイ・ヴィトン？ 
 　これがお気に入り。 
 　だって、音感がいいでしょう。 
 　しかし、何故、ルイ・ヴィトンの後に疑問符が付くのかというと、実はわたしあまりブランドのことは詳しくない。 
 　これもよくある人の話で、雑誌で銀座のことを調べて並木通りに憧れている一庶民なのである。 
 　だから銀座の中では、並木通りに行くのは今日が初めて。 
 　その為、少し緊張気味。 
 　わたしが高級ブランドを知らない田舎者であるということがバレてはまずい。 
 　高級感漂う店に入るのには、それなりに覚悟がいる。 
 　おそらくブティックの店員も、多分、エレガントな口調で接客してくることだろう。 
 　これは、私の予想。 
 　何せ商店街ではなく、〝ブティック〟という語源がどこなのか判らない横文字の響きを持っているのだ。これは曲者だ。 
 　一体、どこの国の言葉であるのだろう。 
 　私は、ふと考えてみる・・・ 
 　英語？　それともフランス語？　あっ判ったイタリア語だ、さっきイタリア料理店でナポリタン食べたもの。そんな事を考える、馬鹿な私。 
 　だが、そんなこんなで私たち三人は、並木通りへと着いていた。 
 　並木通りは、ガス灯風の街灯や、カラータイルの歩道がつづくまるでパリのようなお洒落なストリートだ。そこに、様々な、ブティックが軒を連ねている。 
 　私たちは、まず、その並木通りを一通り歩いて、どこの店に入ればいいかと通りの表から頻りに覗いを立てて見る。 
 　何せ、初めてのことであるのだから、ひたすら迷っていた。 
 　だが、意を決して、その通りの中程にある、ある一つの店に入っていた。 
 　そこはフランスの高級ブランド、エルメスの専門店だった。 
 　店内にはブランド品の定番、バックなどや婦人服、紳士服、時計、その他、雑貨類までより取り見取り揃っている。しかしどれも高い、福沢諭吉のお札が、何枚も飛んでいきそうな値の張るものばかりだ。これではしがない特務隊員としての給料しか持ち合わせていない私には、なかなか割りに合わない。 
 　しかし、ここまで来て、怯んではいられない。 
 「ねえモモ、そう言えばあなた何が欲しいわけ？　バックそれとも靴？」 
 　そんな折り、ゆかり先輩が私に、そんな事を聞いてきていた。 
 「もちろんバックです。私、なるべく安くて質の高いバックが前から欲しかったんです。それに、機能性のすぐれたやつ・・・」 
 　私は少し力んでそうゆかり先輩に答えていた。 
 「あなた、お金あるの？」 
 　その時、ナオ先輩が突然そんな事を聞いてくる。 
 「失敬な！　銀座で買い物するのに、無一文で来るはずないでしょ！」 
 　私はやはり力んで、失礼なことをぬかす、このナオという女をにらんでいた。 
 　私だってお金ぐらい持っている。 
 　この日の為に、少しずつ貯めていたのだ。 
 「それじゃこれなんかどう？　これ機能性よさそうよ」 
 　といってゆかり先輩が手に取ったのは、上品なショルダーバッグだった。 
 「どれどれ、見せてください」 
 　私は、いつもの「でーす」、「まーす」という間延びした口調も忘れて、緊張してそのバックを手にとって見た。 
 　なかなか良い、重さもそれほど重すぎない。 
 　それに手触りが抜群だ。 
 　しかし、私は値札を見て、ぎょっとする。 
 　げげ、二十万。 
 　普通こんな高いものをすすめるか？ 
 　私は、安くて質の高いやつと言ったはず、それなのにゆかり先輩は、一体どういう金銭感覚をしているのかそれを疑ってしまう。 
 「ねえモモ、こっちのはどう？」 
 　そこへナオ先輩が口を挟む。 
 　ナオ先輩が手に取ったのは、サドルバックだ。 
 　茶色の革製の可愛いやつ。 
 「わ～これいい。よく見付けましたねこんな可愛いの？」 
 　私は一目見てそれを気にいっていた。 
 　でも問題は値段だ。 
 　この手の物は、高いと相場は決まっている。 
 　私は恐る恐る値札を見てみる。 
 　・・・・４万５０００ 
 　意外と、お手ごろな値段だ。 
 「いいですよナオ先輩これ。私、買っちゃおーかなー」 
 　しかし私は、そこで思い止まる。 
 　おっと危ない、衝動買いするところだった。 
 　これは私のちょっと悪い癖。 
 　気に入るとすぐ何でも買ってしまう、そんなわたしって馬鹿ね。 
 　そこで私は、他にもいい品がないかとあれこれ物色してみる。 
 　しかし、それらしい品は、なかなか見つからない。 
 　どれもお洒落なシルエットをもつ一品らしいが、何せ私はりかちゃん人形を愛するような女だ、可愛いと自分が思うのでなければ欲しいとは思わない。 
 　そうなると、先ほどナオ先輩が意外にも発見した、サドルバックが捨てがたくなってくる。 
 　どうしよう、買ってしまおうか？　それとも他の店を探してみるか？　二つに一つ、私は二者択一の問題に迫られることになっていた。 
 「ゔー、ゔー」 
 　悩む私こと柏木モモ。そんな私を見て、ゆかり先輩は次にこんな事を言っていた。 
 「どうするモモ、他の店当たってみる？　別にここだけで決めることないわよ」 
 　ゆかり先輩ご尤も。 
 　別に、真剣に悩むことではなかったようだ。 
 　まだ時間はたっぷりある。 
 　いろんな店を回ってあれこれと選ぶのも、ショッピングの醍醐味のはず。 
 　私はそんな初歩的なことを忘れていた、自分を恥じた。 
 　どうやら私って近視眼的みたい。 
 　物事を広範囲に見て、判断が出来ないらしい。 
 　ここで思わぬ自分の欠点に気が付く。 
 「それじゃ他の店、行きましょうか？」 
 　ゆかり先輩の発言に力を得て、私たちはこの店を後にしていた。 
 
 　私たち三人が次に入った店は、最初の店から右隣三件目の大きなブティックだった。 
 　そこは、グッチ、ルイ・ヴィトン、クリスチャン・ディオール等の商品を複合的に扱う店で、これなら一度に色々なブランドの品々を手に取ることができる。 
 　私が目指すバックが置かれている場所は、その店の三階のフロアーにあった。 
 「ねえねえ、これなんかどうです。可愛いあたしに似合いません？」 
 　すっと手に取ったのは、やはり茶色のバック。 
 　バックといえばやはり茶色系の品がいい。 
 　黒だと少し、おばさん臭いように感じてしまうからだ。 
 　かといって、カラフルなのも私の趣味に合わない。 
 　しかし、ここに来てやはり迷う。 
 「うーん、その色ちょっと変じゃないかしら？　私は、こっちの方がいいと思うわよ」 
 　ゆかり先輩は、私が選んだバックに少し難癖をつけると、今度は別のバックを手に持って私にかざしてきていた。 
 「えーっ、それって変わったデザインですよね？　私に似合うかな」 
 　それを見て、私は少し気圧されていた。 
 　それはなんと豹柄、毛足がふさふさの毛皮のような代物だ。 
 　しかし、折角ゆかり先輩に選んでもらったので、本当のところ言うと気に入っていないが、一応、手にとって品質や使い勝手を確かめてみる。 
 　そして一言、「これって本当にいいと思います？」といって、ゆかり先輩に問いただしてみた。 
 「いいわよ。たまにはそんな変わったバックを持ってもいいと思うわ。ね、ナオそう思わない？」 
 　そう言ってゆかり先輩は、ナオ先輩に同意を求めていた。 
 「いいんじゃない？　選ぶのはモモよ、本人次第ね」 
 　彼女は相変わらず、素っ気なく一言そう言う。 
 　そこで、私は気が進まなかったが、ちょっと悪趣味のこの豹柄のバックの値段を見てみる。 
 　ガピョーン・・・ 
 　よ、よ、よ、よ、よ・・・よん十万？ 
 「駄目じゃないですか、ゆかり先輩。これ・・これって、四十万ですよ四十万」 
 　私は、少々声が裏返りながら、速攻でゆかり先輩に突っ込みを入れる。 
 　すると、 
 「あら、そうだった？　私はいいと思ったのに・・・そんなにするんじゃ駄目ね」 
 　と、ゆかり先輩は、平気のへっちゃらで、そんな事をおどけながら口走ってきた。 
 　むむむ、この女、私のことをからかっているな？ 
 　さっきから、高い値段のバックばかりをすすめてくる。 
 　それは、お金を少ししか持っていない、私への当て付けか？ 
 　だからここにきて一つ、私には、はっきりした事があった。 
 　それは、ゆかり先輩は、意外とあてにならないということだ。 
 　この女、私が持ち合わせの万札が一桁だと知っていて、おそらく馬鹿にしているのだ。 
 　こうなれば、彼女の意見を聞いている場合ではない。 
 　私は自力で安く質のいいバックを探そうと、それから奔走しはじめていた。 
 　まずは、手当たり次第に値札のチェック。 
 　それからじっくりと、安いものだけを狙って品定めに入る。 
 　そして私がお気に入りの品が、三つ見付かっていた。 
 「ねえナオ先輩、この三つの中でどれがいいと思いますか？」 
 　私は、意外とゆかり先輩よりはこの手の品選びにはまともだと思われる、ナオ先輩に意見を聞いてみることにする。 
 　すると彼女は、その一つ一つを手にとって、真剣に品定めし始めていた。 
 「うーん、この革製の奴は駄目ね、手入れが面倒だもの。それにこっちのエナメル製の奴は、あなたに似合わないわ、上品すぎる。結局これね」 
 　彼女が選んだのは、やはりその三品の中で、私が一番いいと思っていたものと同じ一品であった。値段は７万５０００と少し値が張るが、デザイン的にも機能性もしっかりとしたもので、私に一番合うのではないかと、自分なりに思っていたものだ。 
 　ここにきてナオ先輩と意見があって、私は少しいい気分。 
 　自分一人だけの意見では、少し不安であったからだ。 
 「でも先輩、これって少し高いんですよね？」 
 　私はナオ先輩に、今の正直な気持ちを吐露してみる。 
 　すると、 
 「それなら簡単よ、値切ればいいのよ」 
 　と言ってナオ先輩は、突拍子もないことを口走りはじめていた。 
 「えーっ、ここブティックですよ！　値切るなんて出来るわけないでしょう。何考えているんですか！」 
 　私は、ナオ先輩が、あまりにも常識を逸脱したことを言ったので、声を張り上げて驚きを顕わにする。 
 「大丈夫よ、私に任せなさい」 
 「あー、ちょっとそれ持ってどこへ行くんですか。あーあー、駄目ですよ、値切るなんて出来るわけありませんて・・・」 
 　そう言って私が、彼女を呼び止めても遅かった。 
 　ナオ先輩は、この店の店員のところへつかつかと歩み寄ると、早速、無愛想な態度で値引き交渉をはじめてしまっていた。 
 　あー、なんて最悪なんだろう。 
 　天下のブティックで値引き交渉をするなんて、恥ずかしいの一言につきる。 
 　これでは、私がブランド品とは縁遠い、一庶民であることがあからさまに判ってしまうではないか。 
 　あの高崎ナオめ、一体何を考えているんだ、馬鹿たれめが！ 
 　それからかれこれ五分ぐらいしただろうか・・？ 
 　恥知らずのナオ先輩が、おもむろに戻ってくる。 
 　そして一言、私に言った。 
 「駄目だって・・・・」 
 「当たり前でしょーが！　ここはブティックですよブティック。値引きなんてそんな事出来る訳ないでしょー！」 
 　私こと柏木モモは、自分でもかなり不細工と思えるほど口を尖らせて、このナオという女に抗議していた。 
 「それでどうする？　この店で買うのやめる？」 
 　そこへゆかり先輩がそんな事を聞いてくる。 
 「判りました出ましょう。この店にはもう居られません」 
 　私はそう言うと店の店員に、顔を見られないように、そそくさとその階上を後にしていた。 
 
 　それから時間は二時三十分。 
 　私たち三人は疲れを見せず、次から次に様々な店を見て回っていた。 
 　だが、それで一つ、私にも判ったことがある。 
 　それは各ブティックがいくらブランドの品を取り扱っているとはいえ、そうそう自分が気に入りそうな品が置いてあるとは限らないことだ。 
 　ここ銀座の並木通りという場所に憧れていた私は、きっとそこには欲しい商品がずらずらと並んで売られているのではないかという幻想を持っていたらしい。 
 　しかし、いざ店めぐりをしてみると、そう簡単にはいかない。 
 　私が気に入りそうなものは、それほど多くないのだ。 
 　もちろんブランド品だけあって、どの品もそれなりに品質はいい。 
 　でも、好みに合わないのではどうしようもない。 
 　その為、私にはだいぶ迷いが生じていた。 
 　今日の所は店めぐりだけにとどめておいて、バックを購入するのはやめようかと・・・ 
 　でも折角、銀座辺りまで出向いてきたのだ、ここで手ぶらで帰るわけにもいかないと思いはじめていた頃、ナオ先輩が突然ある提案をしてきていた。 
 「ねえ、リップ・スティックの店に行く？　そこならモモが気に入りそうな安いバックもあるかもしれないわよ」 
 　その言葉に私は多少の迷いを見せる。 
 「リップ・スティックって日本製のブランドですよね？　本当にいい商品があると思います？」 
 　私はどっちかというと、海外のブランドに弱い。 
 　ブランドといえば欧米の品が一番、と思っている節があるからだ。 
 　そこで失礼と思いつつも、ナオ先輩にそう言って、疑問げな言葉を返してしまっていた。 
 「まず、行ってみれば判るわ。行くだけ行って、気に入らなければ何も買わなくてもいいんだから」 
 　その言葉に私はうなずき、半信半疑でその場を後にしていた。 
 
 「いやー、すごいですねリップ・スティックって、宝の山の宝庫じゃないですかー。ナオ先輩って意外とセンスいい、わたし感心しましたよー」 
 　そう言って嬉々とした声を張り上げていたのは、私こと柏木モモだ。 
 　ナオ先輩に誘われてリップ・スティックというブランドの店を訪れて、わたしは極端に目を丸くしていた。 
 　可愛い、そしてエレガント。 
 　このお互い相容れそうにない、二つの要素を兼ね備えているこのブランドは、すごいの一言につきる。 
 　てなことで私たちは、今現在、日比谷公園のとあるベンチに座っていた。 
 　当初の第一の目的、ショッピングも無事に済み、手には買い物袋が三つもぶらさがっている。 
 　ナオ先輩お薦めのリップ・スティックの店で、わたしは、バック以外にも冬物の服を一着と、靴を買っていたからだ。 
 　その店は、ブランド店にしても格安な値段で、そして品質やデザインも申し分なくよかった。 
 　これは余禄だが、ゆかり先輩はやはり冬物のコートと、銀色に光るブレスレットを購入していた。 
 　しかしナオ先輩は、何も買っていない。 
 　相変わらず無欲な人だ。 
 　でも私としては今はご機嫌。 
 　むふふ・・♥ 
 　家に帰って、箱から出してみるのが楽しみ・・・ 
 「でも良かったで～す。今日はナオ先輩に一緒に来てもらって得しちゃった。わたし海外ブランドが一番と思っていたけど、日本製も馬鹿になりませんねー」 
 「そうね、気に入ってもらえて良かったわ」 
 「だけど、どうしてナオ先輩は何も買わなかったんですかー？　金欠な訳じゃないんでしょう？」 
 「別にいいじゃない、私のことは。あなたの目的が達成できたんだから、文句ないでしょ？」 
 「それはそうですけどー」 
 　ナオ先輩に、私はそう言われて納得してしまっていた。 
 　まあいいだろ、私自身の今日の目的は程よく満たされたことだし、彼女だって何か他のことにお金を使うのかもしれない。 
 　それを思うと、それ以上の詮索はしないことにしておいていた。 
 「それにしても、明日からまた仕事ですねー？」 
 　そんな中、私は、少し当たり前のことを口走っていた。 
 「モモあなた、仕事するのが嫌なの？」 
 　その言葉を発したのは、ゆかり先輩であった。 
 　彼女は、私の顔を覗き込むと、何気なくその事を聞いてくる。 
 「別に嫌じゃありませんよ、生活の為ですからね。でもちょっと退屈なのは事実なんですよー。結局、事務の仕事って単調なんです。パソコンに向かってキーを叩いている、そんな毎日って少し実りがないなーって、そんな気がしません？」 
 　私はゆかり先輩に、少し渋い顔をしてそう言っていた。 
 「まあそうね、変化がないって事は少しつらいかもね」 
 「ねー、そう思うでしょゆかり先輩。私はなんと言うかこう、謎めいた事に挑戦してみたいんですよねー。探偵みたいな仕事とか」 
 「探偵？　あなたもしかしてミステリー小説とか好きなの？」 
 「えー判ります、そうなんですよ。私、本を読むことにこうじて、今では一冊のミステリー小説でも書いてみようかと思っているんですよ。そしてどっかの新人賞なんかに出して作家デビューしてみてもいいかなーなんて・・・」 
 「へー、そう、あなたが作家にね？　でもだいいちあなたに文章なんかが書けるの？」 
 　その問い掛けに、私は至極難しい顔をする。 
 「うーむ、そこが問題なんですよね・・・」 
 　クンクン、クンクン・・・ 
 　と、私とゆかり先輩がそんな事を話しているところへ、突然、一匹の子犬がどこからともなく現れていた。 
 「あれ～、このイヌなになに？　一体どこから現れたの」 
 　その子犬は毛並みが悪く、薄汚れて、痩せた犬だった。 
 　私はそれを見て、一瞬、捨て犬ではないかと思ってしまっていた。 
 　しかしその犬の首の所を見て、その考えを改める。 
 　その犬は首に、真新しい首輪をしていた。 
 「きゃー、かわいい。この犬、人懐っこいですよ。私の指ぺろぺろなめてます、ほら見て見て、ナオ先輩もやってみたら？」 
 「そうね、さあドンこっちに来なさい・・・」 
 「あれ？　ナオ先輩、この犬の名前、知っているんですか？　今ドンて言わなかった？」 
 「いいえ、知らないわよ。ただそう思っただけ」 
 「なんだ、勝手に名前付けちゃ駄目でしょ。しかもドンて、どっからそんな名前が出てくるんです？」 
 「いいじゃない、ドンでもジョンでも。そーよねシロ！」 
 「て言うか、また違う名前付けているじゃないですか。今度はシロですか？　でもこの犬茶色の柴犬ですよ・・・」 
 「細かいことはいいの、そーよねチャッピー？」 
 　ナオ先輩は、そう言うと、子犬を抱えて高い高いをしていた。 
 　すると、そんな光景を見ていたゆかり先輩が、おもむろに話し掛けてくる。 
 「ねえ、そろそろ帰りましょうか？　もう時間は四時よ、あと一時間もすると暗くなってくるわ」 
 　彼女は、そう言うと、ベンチを立ちだす。 
 「そうですね、今日は無事ショッピングも終わったことだし、そうしましょうか？」 
 　私ことモモも、そう言うと帰る素振りを見せ始めていた。 
 「さあナオ先輩、行きましょう。夜になると冷えますよ」 
 「そうね・・・」 
 　そうして私たちは、とあるベンチを後にして歩きだしていた。 
 　クンクンクン、クンクンク～ン 
 　しかしそこへ、何かが、あとについてくる気配が後の方でしていた。 
 　それは、とても小さな気配であった。 
 　私たち三人は、その気配に気付き、立ち止まって後を振り返ってみる。 
 　するとそこには、さっきの小さな子犬が、人懐っこそうに尻尾を振っておすわりして愛敬を振りまいている姿が目に飛び込んできた。 
 「あっ、駄目じゃないこの子犬、ついてきちゃいましたよ。シッ、シッ、駄目よほらあっちへ行きなさい・・・お家へ帰るのよ」 
 　私こと柏木モモは、少し可哀想と思いながらも、その子犬を追い払っていた。 
 　クーン、クーン 
 　するとその子犬は、何やら淋しそうに鼻を鳴らして、私たちに何かを訴えかけているような素振りを見せ始めていた。 
 「この犬どうしたんでしょう、何か淋しそう・・・」 
 　私はそこで深い同情を、その子犬に示してしまっていた。 
 「多分この犬、飼い主とはぐれたんじゃないかしら？　こんな子犬がこの辺でうろうろしているなんておかしいもの」 
 　ナオ先輩が、突然、そんな事を言いだしてくる。 
 「ええっ？！　それじゃ迷い犬？　この犬の飼い主、探してあげなくちゃ駄目じゃないですか、きっと飼い主も探していると思いますよ」 
 　そこで私は閃いていた。 
 　これはまさしく、探偵的なお仕事ではないか。 
 　本格ミステリーとはいかないまでも、この子犬には謎がつきまとう。 
 　首輪をしているので捨て犬ではない、しかし迷い犬？ 
 　「迷い」と「謎」でこれはちょっとしたミステリー。 
 　私は半ば強引にそうこじつけると、二人にこの犬の飼い主を見付けてあげることを提案し始めていた。 
 「ねえねえ、二人ともこの犬の飼い主、探してあげましょうよ。私の推理ではこの犬の飼い主がこの公園へ散歩にきて、鎖か何かが切れてこの子犬が逃げ迷子になってしまったと思うんです。そこでです、我々三人探偵団はその謎に挑み、見事この事件を解決するってのはどうですか？　今日一日の総仕上げとしては、なかなかおつなものですよ・・・」 
 「ちょっと待って、わたし達いつから探偵団になったのよ。それに事件なんか起きていないわよ。突然、変なこと言いださないで」 
 「えーっ、それじゃゆかり先輩は、この子犬の飼い主を見付けてあげることに反対なんですかー？」 
 「そうは言っていないわ。ただあなたの思考回路が、おかしいんじゃないかって思っただけよ」 
 「なんだそれじゃ何も問題ないじゃないですか・・・？　ってそれってどう言うことです。わたしがまるで馬鹿って言われたようなものじゃないですか。ゆかり先輩ひど～い」 
 　てな事で私たち三人は、この子犬の飼い主を探してあげることにしていた。 
 　わたしの推理ではさっきも言ったように、この子犬が散歩中に鎖が切れて逃げ出してしまったのではないかという事で、まずはこの公園ないを歩いて飼い主を探してみることにしていた。 
 　わたしの推理が正しければ、この子犬の飼い主も、ここ日比谷公園内を探して歩いているのではないかと思ったからだ。 
 　という事で私たちは、子犬を引き連れて広い公園内を歩いてみる。 
 「さあチョビー、あなたの飼い主探してあげるからこっちへ来なさい」 
 　ナオ先輩の言葉に、子犬は嬉しそうに私たちの後に健気についてくる。 
 　その歩き方は、子犬だけあってコミカルだ。 
 　ちょこちょこと歩く様は、愛らしいの一言につきる。 
 「でもこの子犬、一体、本当の名前はなんて言うんでしょうね？」 
 　そんな中、私は誰とはなしにそんな疑問を口に出していた。 
 「多分、ロードスターっていう名前よ。この顔つきからするときっとそうだわ」 
 　ナオ先輩がそんな事を、おもむろに言い始める。 
 「駄目ですよナオ先輩、さっきからドンとかシロとかチャッピーとか、色んな名前付けてるじゃないですか。あなたの言うことは信じられません」 
 　わたしはピシャリとそう言うと、ナオ先輩に注言をする。 
 「そうかしら、私が呼ぶとすべての名前に反応するわよ。そうよねドナパルト？」 
 「だー、だからどっからそんな名前が出てくるんです。しかもドナパルトって、この犬は日本犬ですよ、西洋の犬じゃないんですからね・・・」 
 　私は半ば呆れて、口をぱくぱくさせていた。 
 「しかし、それらしい人はいないわね。切れた鎖なんて、持って歩いている人はいないわよ」 
 　私たち三人が、子犬の飼い主を探し始めて十分ぐらいが経過した頃、おもむろにゆかり先輩がそんな事を言いだしていた。 
 　今、私たちは、日比谷公園の大噴水の前に来ていた。 
 　辺りを見てみると、デートの最中のような男女のカップルや乳母車をおした若い妊婦などの姿しか見受けられない。子犬を探して呼び歩いているような素振りを見せる人は、どこにも見当たらなかった。 
 「でもこの犬、本当に迷い犬なのかしら。だいぶ前からこの公園に住み着いている、野良犬なんかじゃないの？　飼い主を捜し出すだけ、無駄なような気もするわよ・・・」 
 　ゆかり先輩はそう言って、早々とあきらめの姿勢を見せ始めていた。 
 　すると、 
 「ようよう、ねえちゃん達、こんなところで何しているんだ。これから俺達と付き合わねーか？　そーすれば、すげーいい思いなんかさせてやったりするぜ！」 
 　そこへよく街の裏界隈で見かけるようなチンピラ風情の男たちが二人、肩で風を切るように私たちの目の前に現れていた。 
 「あなたたち、誰よ。とっとと失せなさい。私たちは、あなたたちに用はないわ」 
 　そこへナオ先輩が、男たちを軽くあしらうように拒絶の姿勢を見せ始める。 
 「チェッ、つまんねー女だな、折角楽しいことしようと思ったのによ」 
 　そう言うと男たちは、その場を立ち去ろうとする。 
 　しかし、 
 「おっ、なんだこの犬。きったねー犬だな。あっちへいけ！」 
 　ドカッ！ 
 　男たちはそう言った瞬間、あろうことか子犬を蹴飛ばしていた。 
 　キャイン、キャイン、キャイン・・・ 
 　子犬の悲鳴が、公園内に響き渡る。 
 「！！・・・、あんた達、ちょっと待ちなさい！」 
 　その時ナオ先輩は、男たちの暴挙に一人顔を赤らめて憤慨していた。 
 「ちょっと、どうしてこの子犬を蹴飛ばすの？　今すぐこの子犬に謝りなさい。でないとただじゃおかないわよ・・・！！」 
 「なんだとこのアマ！　俺達に難癖付ける気か？　おもしれーやってみ・・・」 
 　バコッ！ 
 　男の言葉が終わらぬよりも早く、ナオ先輩の鉄拳が一人の男の鼻面に飛んでいた。 
 　これはまずい、乱闘騒ぎだ。 
 　私こと柏木モモは、その瞬間を目撃すると、心臓の高鳴りを感じていた。 
 「な・・なにしやがんだ、テメー。は・・はなが折れちまったじゃねーか！」 
 　二人のうちの殴られた一人の男は、情けない声を出してそう叫びをもらしていた。 
 「くそう、テメー、ぶっつぶしてやる！」 
 　すると次の瞬間、もう一人の男がナオ先輩に右手のこぶしを振り上げて殴りかかってきていた。 
 　しかし、ナオ先輩は自分の上体を低くして身を沈めると、そのまま殴りかかってきた男の右腕を咄嗟的につかんでひねり上げていた。 
 「あいてて、いてーよ、放せこのアマー・・・」 
 　男は腕をひねり上げられ苦悶している。 
 　どうやら相手が悪かったようだ。 
 　相手は、あの特務機関の問題児、高崎ナオなのだ。 
 　彼女は女だてらに柔道七段、合気道八段の有段者だ。その狂暴を絵に描いたような女に楯突くこと自体、間違っていたと言わざるおえない。 
 「わわわ、判った。いてーよ、放してくれ・・・謝る、謝るからやめてくれ、でないと腕が折れちまう」 
 　男はそう言うとやはり情けない声を出して、降参の色を見せてきていた。 
 　するとナオ先輩は、ひねりあげていた腕を無造作に放す。 
 　そして男たちの前に仁王立ちになって、次のようなことを口走る。 
 「さあ、謝りなさい。この犬はね、あなたたちのようなチンピラ風情よりもっと格が上なのよ。小さくても、健気に生きているのよ」 
 「悪かったよ。許してくれ。すいませんでした・・・」 
 　そう言うと男たちは、子犬に頭を下げ、脱兎の勢いでその場から逃げだしていた。 
 　その途中、あわてふためいて、すっころんだりしている。 
 　しかしナオ先輩を恐れて、そのまま公園の彼方へ消えていっていた。 
 　それを確認するとナオ先輩は、子犬を抱き上げ怪我を負っていないか確かめている。 
 　子犬は、頻りに、ナオ先輩の手を舐めて懐いてきていた。 
 「おお、ペルー、ペルー、こんな所にいたのか？　探したんだぞ。おまえは一体どこをほっつき歩いていたんだ。心配かけちゃ駄目じゃないか」 
 　すると、そんな所に一人の小父さんが姿を現していた。 
 　彼は今、ナオ先輩が抱き上げている子犬を親しみのあるペルーという名でそう呼ぶと、私たち三人が居る方へ小走りに駆け寄ってきていた。 
 「もしかして、この犬の飼い主はあなた？」 
 　そんな折り、ナオ先輩が、その小父さんにやはり無愛想にそう問いただしている。 
 「いやー、そうですそうです、その子犬は私の飼い犬でペルーっていうんです。もしかしてあなた方はこの子を保護していてくれたんですか？　それだったらありがとうございます。ちょっとした不注意でどこへともなく逃げ出してしまって、困っていたところです」 
 　五十代ぐらいとおぼしきその小父さんは、そう言うと人のよさそうな顔つきで私たちに笑いかけてきていた。 
 
 　だが、ところ変わってここは、日比谷公園の日比谷通に面した街道沿いの一角、《塩爺ちゃんのおでん屋》という、暖簾をかかげる小さな屋台で、私たち三人は、いま、熱々の湯気が立ち上る〝雁擬き〟を食べて、コップ一杯のお酒を飲んでいるところであった。 
 「でも小父さん、本当にいいの奢って貰っちゃって。商売あがったりになんかならない？」 
 　そんな中で言葉を発していたのは、ゆかり先輩であった。 
 　彼女は、串に刺さった手元の〝雁擬き〟を頬張ると、おでん屋の主人にそんな事を言っていた。この屋台のおでん屋の主人は、先程の、子犬の飼い主であるあの小父さんであった。 
 　彼は、何時も、この日比谷通でおでん屋の屋台を開いている、幸田塩蔵という五十三歳の男で、子犬のペルーを一緒に連れて商売に勤しんでいるという。 
 「いやー、あなた達が付いてくれていたお陰で、ペルーを探す手間が省けました。どうぞ遠慮せずに、腹一杯になるまで好きなものを食べていって下さい。これは、ほんのお礼の積もりですよ」 
 　幸田塩蔵という男は、そう言うと、ゆかり先輩と私のコップに日本酒を注ぎ足していた。 
 「だけど、この犬が小父さんの飼い犬だなんて、意外ですよね。結局、私の推理は、これで外れたって言うことですね。あ～あ、探偵として失格……」 
 「あれー？　そう言うとあんた達、三人は、探偵なのかい？　小父さんには、そうは見えないけどねー」 
 「いいえ違うんです。ちょっと私たちは、探偵気分でこのペルーの飼い主を捜しだそうと思っていただけで、そう言う訳じゃありません。あまり気にしないで・・」 
 「へー、そうなのかい？　それで、あんたたちの職業は、本当のところ何なんだい？　どっかの企業に勤めるＯＬか何かかい？　制服が似合いそうだからね・・」 
 「私たちの職業？　それはですね特務機関です。特務機関の特務一課に勤める隊員ですよ。ＯＬじゃありません、小父さん」 
 「えっそう、特務機関の隊員ね？　道理で、そちらのお姉さんは強いはずだ。さっき見ていたよ、二人のチンピラを軽くあしらって追いとばしていただろう。それを見て只者じゃない、とオレは思ったね」 
 　塩蔵という男は、そう言うとナオ先輩の顔をまじまじと見つめていた。 
 「そんなにジロジロ見ないで、私の顔が、何か変？」 
 　そんな中、ナオ先輩は、少し顔を赤らめて小父さんにそう言っていた。 
 「いや～これは御免御免、つい、あんたが美人なんで、オレは見惚れちまったよ。こんな美人が特務機関の隊員だなんて、少しびっくりしてね。でも今日は、本当に良かったよ。ペルーはね、オレにとって大事な犬なんだ。こいつがオレのただ一人の身内だからね。だから、こいつが居なくなって、見付からなかったらどうしようかと思っていたんだ。でも君たちのおかげで無事で何よりだったよ、改めて礼を言うよ」 
 「へー、小父さんて家族がいないんですか？　それはちょっと淋しいですね。それじゃペルーは、小父さんの子供みたいなものなんでしょ？　見つかって良かったですね・・・」 
 　私こと柏木モモは、そう言うと、蒟蒻に辛子をつけてまた口に運んで頬張っていた。 
 「そうなんだよ。この犬は公園に捨てられていて、オレがそれを見付けて拾ったんだ。それは寒い雨の日だった、ペルーは一人、公園内を腹をすかせてうろつき回っていてね。オレは、あまりにも可哀想なんで、タオルにくるんでウチに連れ帰ったのさ」 
 「えーっ、捨て犬だったんですか？　こんな可愛いのに？　捨てた飼い主の顔が見てみたいですね、ナオ先輩？」 
 「そうね・・・」 
 　彼女は一言そう言うと、ジャガ芋を箸で細かく割って、それを掌にのせ自分の足元に座っている子犬のペルーに食べさせてやっていた。 
 「しかし今日はあんたたち三人は、買い物だったのかい？　並木通りにでも行ったんだろ。あの辺は、若い女性で賑わうところだからね」 
 「そ、そうですよ判ります？　私、色んなもの買っちゃった。小父さん銀座っていい所ね」 
 「そう？　でも気を付けなよ。最近じゃ黒峰会って言う得体の知れない連中が、銀座界隈で偽ブランド商品をさばいているって話だから、そんな連中に騙されない方がいい」 
 「ええっ、黒峰会？」 
 　私は、その小父さんの言葉を聞いて、驚きを顕わにしていた。 
 「それってどう言うこと。黒峰会が経営している店が銀座にあるって言うことかしら？」 
 　それを受けて、その話に興味をそそられていたのは、ナオ先輩であった。 
 　彼女は、黒峰会がらみの話になると、目の色を変える。 
 　ここにきて何の前触れもなく黒峰会の話がでていたので、ナオ先輩は、屋台のテーブルに身を乗り出すようにして、塩蔵という屋台の小父さんに詰め寄っていた。 
 「いやね、オレも噂で聞いただけなんだけど、何でもダシガワラとかクシガワラとかいう男が最近、日本に帰ってきて、その男が筆頭になって始めた商売らしいんだけど、相当ぼろ儲けをして金をごっそり手に入れているって言う話なんだよ。知らないかい？」 
 「ダシガワラ？　それってテシガワラの間違えじゃない。小父さん、もっと詳しくその事を話して、銀座の何処にその店があるの？」 
 「いや、ちょっと待ってくれ、オレも、それ以上の詳しい事は知らないんだ。この話は、この前、この屋台にチンピラ風情の三人が客として現れてね、その三人が、ヒソヒソと話をしているのをこっそり聞いて、今、思い出したから言ってみただけなんだけど、それが、どうかしたのかい？」 
 　屋台の小父さんは、そう言うと、ナオ先輩の顔を怪訝そうに伺ってきていた。 
 「そう、それは残念ね。でも、その三人のチンピラ風情の男たちは、確かにダシガワラだかクシガワラだかという男が、日本に帰って来ているといっていたのね？」 
 「ああ、そうだよ。多分、オレの記憶に間違いがなければ、そんな事を言っていたね。それは結構、最近の話だよ・・・二ヶ月ぐらい前からのことかな・・・」 
 　そう言うと、屋台の小父さんは、頭をボリボリと掻いていた。 
 「ナオ、これって、あなたのお父さんを殺して逃げたかもしれない、勅使河原って言う男の情報じゃないかしら？　ダシガワラだかクシガワラだかって言う名前は、そうは居ないわよ」 
 　ゆかり先輩はそう言うと、ナオ先輩同様、いくぶん興奮している。 
 「そうね、その可能性がない訳じゃないわ」 
 　ナオ先輩はそう言うと、おもむろに椅子から立ちだして、帰る素振りを見せ始めていた。 
 「さあ、もう帰りましょう。時間は六時よ。何時までもここにのんびりしていられないわ」 
 「えーっ、もう帰っちゃうんですか？　もう少し、此処でのんびりしていても、いいんじゃないですか？」 
 　私ことモモは、ナオ先輩の言葉にそう言ってみたが、彼女は、怒るふうでもなく、また笑うふうでもなく毅然とした態度をとると、つかつかと歩みだしてしまっていた。 
 「ああ、待ってくださいよナオ先輩。私たちを、置いていかないでくださ～い」 
 　そんなこんなで、今日の楽しい一日は、終わりを迎えていた。 
 　私たち三人は、おでん屋の小父さんにお礼を言うと、そのまま有楽町駅へと足を進めていた。 
 　そして電車を乗り継いで、帰路に、就いたのである。 
 
 　　以上、柏木モモの長い長い日記より、 
 　　　　十二月十八日の休日の一幕をここに記す。 
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第一節


 　薄汚れたコンクリートの壁が剥き出しになった寒々とした倉庫のような一室、様々な資材や段ボールが積み重なった薄暗い場所で、二人のスーツ姿の男が、丸い石油ストーブを間に挟んで、頻りに手をこすり合わせながら暖を取っていた。 
 　一人は、貫禄のある髭をはやした男――――歳は四十代後半かそれとも五十代前半かもしれない。脂ぎったその顔は、歳相応の無数の皺が刻まれ、その辛辣そうな眼光が目の前に居るもう一人の男に向けられていた。 
 　その眼光を受けて、椅子に腰掛けているもう一人の男は、三十代後半ぐらいの頭の切れそうな若い男であった。彼は、先程からタバコをふかしており、そのタバコから立ち上る煙が、その室内を霞み掛かった白一色に染め上げていた。 
 「ところで宮坂、店の経営の方は上手く行っているんだろうな。お前には、二つの店を任せているんだ、それを潰すような事があっては、上に顔向けがたたないぞ。その点に関してどうなんだ、利益は上がっているんだろうな・・」 
 　黒い脂ぎった髭を生やす男、この男は、茂満十次郎という黒峰会の幹部だ。麻薬の裏取引やそれに関連する様々な違法行為で、今現在の地位にまでのしあがってきた犯罪者だ。 
 　そして、宮坂と呼ばれた男、彼は、宮坂義行といい、やはり黒峰会にその身を置く茂満の部下であった。 
 「ええ、茂満さん、経営の方は順調にいっています。《銀座ブルーメント》の方は、毎月鰻登りに売り上げが伸びていますし、ストリップ劇場の方は、踊り子の数も二十三人に増えました。これもすべて、あなたのおかげですよ。売上金の一部は、しっかり上に上納いたしますから、何も心配はしないで下さい・・」 
 　そう言うと宮坂は、口から紫煙を吐き出し、椅子に深々と座りなおしていた。 
 「そうか、それならばいい。しかし、お前を店の経営者に抜擢してよかった。他の組織の人間では屑ばかりだからな、お前は、よく頭が切れる。経営破綻していたストリップ劇場を立て直したのもお前だし、あらたに経営を始めた銀座ブルーメントは、お前の発案から現実になった事業だ。オレは、お前に期待しているんだぞ、それを裏切るなよ」 
 「判っていますよ茂満さん、オレはあんたに借りがあるんだ。警察に追われる身のオレを海外にまで逃がしてくれて、ほとぼりが冷めるまで面倒を見てくれたんですから、その恩には必ず報います。ですが、本当に大丈夫なんでしょうね、オレが日本へ帰って来ているという事は、警察の方にはバレていないんでしょう？」 
 「その事か、それならば心配はない。警察の方にはオレの部下を、二三人張りつかせてある。その警察が、お前の足取りをつかんだと言う情報は、今のところない。だから安心しろ、当分の間は日本で活動ができる筈だ」 
 「そうですか、それならあっちの仕事の方も穏便に事が運べそうですね？」 
 　そこで宮坂は、ニヤりという笑いを洩らしていた。 
 「そうだな、その件に関してもお前にすべて一任してあるんだ、しっかりやれよ。だが、近日中に港に船が入港するそうじゃないか、もう取り引きの品は揃っているのか？　相当の上物でないと取引先も納得しないだろう、その辺はどうなっているんだ？」 
 　茂満という男は、そう言うと、自分の口髭を手でしごいていた。 
 「ええ、それなんですが、あと二人ほどなんとか調達したいと思っているところです。ウォンさんはあれでいて意外に好色ですから、品選びには慎重をきたしています」 
 　コンコン・・コンコンコン！ 
 　すると、そんな所へ、唐突に室内の鉄の扉が叩かれる。 
 「なんだ、入れ！」 
 　茂満は、そう言うと、扉越しに声をかける。 
 　ギィッ・・・ 
 　だがして、扉がおもむろに開かれた。 
 「あの島崎です・・・宮坂さんに電話なので、お話中すいませんが来てもらいたいのですが・・」 
 　そこへ現れたのは、どうやら下っぱの男であるようだった。 
 　彼は、室内に入ってくると茂満に一礼し、その前に座っている宮坂に用向きを告げた。 
 「一体、誰から電話なんだ、徳永か？」 
 　宮坂は、その島崎と名乗った男にそう言うと、手元のタバコを灰皿に押しつけて火を消していた。 
 「いいえ、織田信之介からです。どうも銀座の店の経営のことで話がしたいそうで、宮坂さんを電話口に出してくれと言ってきました。どうします？」 
 「判った、それじゃすぐに行く。織田に少し待てと伝えろ」 
 「はい、判りました」 
 　島崎は、宮坂に小気味の良い返事をすると、室内から飛び出して駆けて行ってしまっていた。 
 「それじゃ茂満さん、オレはこれから織田と話をしてきます。話の続きはまた後でしましょう。では失礼します」 
 　そう言うと宮坂は、踵を返してその倉庫のような室内を後にし、先程、出ていった島崎の後を小走りで追い掛けていた。 
 　だが、一人その室内にとり残されて凄然とする茂満――――しかし彼は、その後、意味不明な笑いをもらすと、そして、次のような言葉を、独り言のように呟いていた。 
 『たいそうなご身分になったな宮坂・・いや勅使河原洋二よ。今では五十人の部下を抱える準幹部か？　だが、そうやすやすと幹部の椅子には座らせんぞ・・・オレの目の黒いうちはな・・・』 
 　そう言うと茂満は、宮坂という男がしていたように、タバコを胸元のポケットから取り出すとそれに火を付け、深く息を吸いその煙を肺のなかに流し込んでいた。 
 　ある意味、その男の目は、まだ若くして頭角をあらわした宮坂という男に対して、嫉妬の念を抱いているかのような目でもあった。 
 　彼は、つけて間もないタバコの火を灰皿に押しつけると、徐にそれを消していた。 
 　そして、自分も踵を返すと、その室内を後にして、どこへともなく姿を消していたのだ。 
 
 
 　十二月二十三日、午前十時十五分、特務機関の三階にある会議室では、今現在、特務機関の面々と警視庁麻薬取り締まり班・麻薬取り締まり官の面々とが集まり、やはり合同での事前会議が始まりを迎えようとしていた。 
 　本来、いま使われている会議室は、センター街襲撃事件の逃亡犯、米川克彦ほか、熱川啓介、横田紀一、西尾光一、砂川雅人等の捜査本部が置かれていた場所である。 
 　しかし、今現在では、その捜査本部も撤去され、さしあたって様相は一変されていた。 
 　センター街襲撃事件が発生した十三日から昨日の未明を以て、センター街襲撃事件の捜査は打ち切りとなっていた。 
 　それは、米川の逮捕に始まり、西尾光一が麹町のニコニコ商店街で逮捕され、その後、続々と熱川啓介、横田紀一、砂川雅人の捜査が進み、彼らの身柄が拘束されたからだった。 
 　それはひとえに、警視庁特捜班と特務機関の活躍があればこその事であろう。 
 　センター街襲撃事件の実行犯は、すべて逮捕されたのである。 
 　これを以て事件は終局を迎えたが、今この三階の会議室で事前会議が行われているのには訳がある。 
 　それは、米川が逮捕後に供述した、黒峰会とある組織の麻薬取り引きの日時と場所が判明していたからだ。 
 　その報を受けたのは、米川が逮捕された次の日十七日、午後一時のことであった。 
 　米川は、二人の取調官や池沢元警部補捜査主任やナオ、ゆかりの目の前で、自分が黒峰会の麻薬取り引きと深くかかわり、今日の午後八時より都内にある、とある中華料理店で大々的な麻薬取り引きが行われるという事を素直に供述していたのだ。 
 　それを受けて今日、警視庁と特務機関は、五度目の事前会議を今現在この会議室で開いているという事である。 
 　会議室室内に、女性の係官による冒頭挨拶が響いていた。 
 「皆さんもご承知のように、この事前会議は、米川克彦の供述にもとづき明るみに出た、黒峰会と中華系マフィア《黄河会》の大々的麻薬取り引きの摘発に関する事案を話し合うために開かれた会議です。今回でこの事前会議も五度目を迎えるわけですが、ようやく今日、米川の供述が正しければ、都内某所の中華料理店で、この二つの闇組織による麻薬取り引きが行われることでしょう。そこでです、我々警視庁麻薬取り締まり班・麻薬取り締まり部の面々と、《ハード・ガン》否、特務機関・特務一課、第一班から第六班までの面々は、その取り引きを摘発するために乗り出さなければなりません。その為、ここで改めてその摘発をこれからどう行い、二つの組織を麻薬取締法違反の罪で逮捕し一網打尽にするか、綿密に話し合わなければなりません。 
 　黒峰会、それに黄河会は前々から我々警視庁の間では、摘発困難な闇組織として裏社会に君臨してきた二大組織です。しかし今回この二大組織の間で行われる麻薬取り引きの場所と日時が判明して、今まで困難と思われていた組織の摘発が可能となったのは言うまでもありません。これは、我々警視庁や特務機関にとってある意味ひょんな事から降って湧いたチャンスです。街の違法行為を取り締まる両機関の我々には、この機を逃すことは出来ません。 
 　そこで今日の五度目の事前会議では、今日、行われる筈の麻薬取り引きの現場を摘発するべく、ここで改めてその摘発方針を最終的な確認の意味もこめて会議したいと思います。お集まりの一同方はいいですね、それでは話の本題に入ります・・」 
 　警視庁付の係官は、そこまで言うと言葉を区切っていた。 
 　彼女は、今回の五度目を迎える事前会議の趣旨をおもむろに語ると、静かに自分の割り当てられた席に着席して姿勢を正していた。 
 　そして、次に会議室の正面に設置されている壇上には、警視庁側の警視、佐久間一文が登壇して、今日の摘発をどう行うのかの説明が行われ始めていた。 
 「えー、まずは、摘発の現場への出動時間をあらかじめ確認しておきましょう。先日十六日に逮捕された米川の供述によりますと、黒峰会と黄河会の取り引き開始時刻は、今日の午後八時きっかりに行われるという事になっています。 
 　そこでです、我々警視庁麻薬取り締まり官と特務機関の面々は、その八時より二時間前の午後六時には麻薬取り引きの行われる《高閣楼》という高級中華料理店に出張って、その辺一帯に網を張っていなければなりません。 
 　そこで我々は、五時には私服勤務で各覆面車輛に分乗し、警視庁本部と特務機関本部を出発。 
 　そして、高閣楼へ到着したそうそう、張り込みを開始します。 
 　その張り込みは、黒峰会の組織員や黄河会の組織員が、確かに高閣楼と言う中華料理店に現れるかの確認をとるためです。 
 　その張り込みの成果で、確かに麻薬取り引きがその場で行われるという裏付けがとれた際は、特務機関が銃とショットガンの武装のもと、その現場に急襲を仕掛けるという手筈です。 
 　ここまでのあらましはお分かりですね？ 
 　相手は米川の話によると、拳銃などの火器を携帯しているという話があります。 
 　そこでここは特務機関に活躍してもらわなければならないでしょう。 
 　警視庁麻薬取り締まり官の面々は、特務機関が麻薬取り引きの現場をおさえた際、それに付随する形で現場に乗り込んで頂きたい」 
 　佐久間一文警視は、そこまで言うと、この会議室に集まった一同を見渡し、今語った方針に異論はないかの確認をとっていた。 
 　ここに集まった一同は、やはり謹聴して、佐久間の話に聞き耳をたてている。 
 　そんな中、今回の摘発に参加する、ナオとゆかりも緊張の色を隠せない。 
 　佐久間一文警視の一言一句に頷きつつ、摘発の現場に参加する意気込みを高めていた。 
 
 　十二時十三分、特務機関の三階で行われていた事前会議は、終了を迎えていた。 
 　会議室からは、ぞろぞろと警視庁の面々や特務機関の隊員たちが退室してくる。 
 　そんな中で柏木モモは、ナオとゆかりの姿を会議室の扉の前で探していた。 
 　これからは昼食だ。 
 　モモは早々と午前の事務の仕事を終え、ナオとゆかりと共に昼食をとるために待っていたのだ。 
 「あー、ナオ先輩、ナオ先輩、やっと会議が終わりましたねー。待っていたんですよー」 
 　会議室から出てくるナオとゆかりを見るとモモは、一目散に二人のもとに駆け寄って、また甘ったれたような声を出して猫のように擦り寄って来ていた。 
 「あらモモ、待っていてくれたの？　先に食堂で食べていてもよかったのに、私たちと一緒に食事をするつもり？」 
 　そう言葉を発していたのは、二階堂ゆかりであった。 
 「えー、そうですよ。いけませんでしたか、ゆかり先輩、一人で食事してもつまらないですもの、ここはやっぱり三人で食事にしましょう。今日のメニューは、私とんカツ定食がいいかな、さっそく食堂へ急行しましょう。ナオ先輩とゆかり先輩も今から食事するんでしょ？　さぁ、行きましょ、行きましょ・・」 
 　そんなこんなで三人は、特務機関一階にある建物の食堂へと足を運んでいた。 
 　三人が特務機関一階の食堂にまで来て中に入ると、そこは他の隊員たちで半ば埋め尽くされていた。 
 　特務機関内でも、ここは昼時になると活気付く場所である。 
 　ナオとゆかり、モモの三人は、食堂の入り口付近におかれた食券の自動販売機でメニューを選ぶと、それを食堂の調理場のカウンターに出して順番待ち用の番号札を渡されていた。 
 　それを受け取ると三人は、空いている席をおもむろに探し、そこへ腰を落ち着ける。 
 　モモが頼んだメニューは、やはりとんカツ定食、ナオはたぬきソバだ、そしてゆかりは天丼と油っぽいものを頼んでいた。 
 　注文の品が出来るまで三人は、テーブルに腰掛け待つことにする。 
 　その間、モモが、先程の会議の内容を、根掘り葉掘り聞いて来ていた。 
 「ねぇねぇねぇ、先輩。ところで今日の摘発は何時から行われるんですか？　私、興味あるんですよね～。黒峰会がようやく摘発されるんですから、ある意味わくわくしちゃいます」 
 「そう？　でも摘発は夜の八時頃よ、今日は十一時までには帰れそうにないわ。だからモモは、今日一人で帰ってね。私とゆかりは時間が遅くなるから今日は一緒には帰れないわ」 
 「えーっ、そうなんですか？　でもホント言うと私も今日は残業なんですよね。最近書類がたまっちゃって、それを片付けなくちゃならないんですよ。やっぱり十一時ぐらいまでかかっちゃうかな？　だから多分一緒に帰れますよ。二人ともだいたい十一時位には任務を終えて特務機関本部へ帰ってくるんでしょ？　私それまで待っていますから、今日も一緒に帰りましょうよ」 
 　そう言ってモモは、ナオとゆかりの顔をしげしげと覗き込んで来ていた。 
 「モモ、残業ってあなた昼間ちゃんと仕事しているの？　いつもさぼってばかりいるから書類がたまってしまうんじゃないの？」 
 　だが、ゆかりはモモに対して、そう言って口を挟んで来ていた。 
 「なんですか、私がまるで仕事していないような事言わないで下さい。私だって一生懸命仕事しているんですよ。そりゃーナオ先輩やゆかり先輩のようにハードな仕事じゃないですけど、事務の仕事もそれなりに疲れるんですよ。パソコンばっかりいじっているから目が充血したり、肩が凝ったりするんです。だから休める時には休んで休憩を有効活用しなければやっていられません。だからさぼるだなんて心外な事言わないで下さいよー！」 
 「あら、御免なさい。だっていつもあなたは私たちのそばに寄って来るから、仕事をほっぽりだしていると思われてもしょうがないじゃない？　あなたが真剣に仕事に取り組んでいる姿って、なかなか想像できないもの、モモはのんきのマイペースだからね」 
 「やだな、ゆかり先輩は、私がうすのろとでも言いたいんですか？　私だって仕事はてきぱきとこなしますよ。普段の私の仕事する姿を見ていないんですか？　私はこれでも一応仕事の出来る女として通っているんですから、あまり変な事言わないで下さいよ」 
 　柏木モモは、そう言うと、ちょっとふてくされて頬を膨らましていた。 
 「はい、二十五番と二十六番、二十七番の番号札でお待ちの方、注文の品が出来ましたよ。こちらまで取りに来て下さ～い！」 
 　とそこへ、食堂のおばさんが声を張り上げて、注文の品が出来上がった事を告げていた。 
 「あっ、私たちの番号が呼ばれましたよ、とんカツ定食取りにいかなくちゃ」 
 　モモはおばさんの声を聞くと直ぐ様立ち上がって、食堂の調理場のカウンターに向かって、小走りに駆け出していた。 
 　ナオとゆかりもそれに少し遅れて、たぬきソバと天丼を取りに向かう。 
 　カウンターにつくと三人は順番待ちの番号札と引き替えに、それぞれ銀色のトレーに乗せられた、とんカツ定食やたぬきソバ、天丼などを、各自、自分の手に持って先程のテーブルへ戻って来ていた。 
 　そして、おもむろに食事を開始する。 
 「しかし今日は頑張って下さいよ。相手はあの黒峰会ですからね、二人とも怪我しないで無事帰ってきて下さい。聞くところによると相手も武装しているんじゃないかって言うことですから、くれぐれも無理しないで事に対処してね。とくにナオ先輩は特務機関の問題児なんですから、命令無視しないように。じゃないと、また佐渡課長に叱られますからね」 
 　モモは、とんカツ定食をもごもごと頬張りながら、まるでナオに教訓でも諭すようにそう言うと、意味不明な笑いを投げ掛けて来ていた。 
 「なにモモ、私に指図する気！？　あなたにそんな事言われる謂われはないわ黙ってて！」 
 　そんな中ナオは、モモの言葉に少し怒って、ぴしゃりとそう言ってやっていた。 
 「えー、ナオ先輩そんなに怒らないで下さいよ。私は一応ナオ先輩のことを慮って言っただけなんですから・・でも先輩がよく命令無視するのは事実でしょ。それを考えると課長も大変ですよね、こんなすぐ怒る部下を抱えているんだから・・・」 
 「あなた私がすぐ怒るとでも言いたいの？　私はね、そんなに怒ってなんかいないわよ！　人の事とやかく言わないで欲しいわ！」 
 「あれー？　だって今、怒っているじゃないですか。怒ると皺が増えるって言いますよ。ナオ先輩も美容には気を付けた方がいいんじゃないですか？　もう二十四でしょ、学生あたりから見ればもうおばさんかも知れませんよ」 
 　モモは意地悪くナオに対してそんな事を言い、またとんカツ定食を頬張っていた。 
 「まあまあ、ナオもモモも言い合いするのは止しなさい。今は食事時よ、ランチは優雅にすませましょう。二人ともあまりぺちゃくちゃ喋ると下品よ、私のように上品に食べなくちゃ駄目よ」 
 　先程から二人の話を聞いていたゆかりは、口を小さく開くと、天丼の大盛りをその後やはり口元へと運んでいた。 
 「ところで今回、黒峰会と麻薬取り引きするという中華系のマフィア黄河会って、やはり裏社会を牛耳る闇の組織なんですよね？　この前、捕まった米川克彦は、その黄河会からセンター街襲撃事件に使われたマシンガンや爆弾を大量に手に入れたって聞きますけど、それは本当なんですか？」 
 「なにモモ、もうそんな事まで知っているの？　あなた意外に情報通ね。その事、誰に聞いたのよ？」 
 　ゆかりはある意味、モモの耳の早さに驚きそう言っていた。 
 「やだな、警視庁の人から聞いたんですよ。私がちょっと色仕掛けで迫ったら、簡単に教えてくれましたよ。意外と警視庁の人ってお喋りなんですね？　やっぱり私に魅力があるからかなー」 
 「「・・・・・」」 
 　ナオとゆかりは、一時沈黙する。 
 　そして、モモを二人同時にして、白い目で見ていた。 
 「どうして二人ともそんな目で私を見るんですかー、私なんか変な事言いました？」 
 「変なことってねあなた、モモの色仕掛けで落ちる男なんているかしら？　別な意味であなたに寄ってきそうな男は居そうだけど・・・・」 
 「別な意味でって一体どういう事ですゆかり先輩、まさか私が幼稚体形だからってアニメ好きの青白いオタクが寄って来るって言うんじゃないでしょうね・・・」 
 「なんだ自分で判っているんじゃない。正解よ！　大体あなたには超アニメアイドルのオタクが寄り付きそうなオーラが漂っているわ。ロリコン趣味の男たちって言えばいいかしら？　そんな連中がわんさか寄ってきそうよ、実際の話」 
 「えーっ、そんなー、私オタクなんか趣味じゃないですよ。私の理想はカッコ良くてスポーツマンで、頭が良くて私より背が高い人がいいんです。ロリコン趣味の男なんて嫌ですよー」 
 　三人がそんな馬鹿な話をしていると、そこへおもむろに佐渡一課長が銀色のトレーに鍋焼きうどんを乗せて現れていた。 
 「よっ、お前たち相変わらず仲がいいな。一体なんの話ししているんだ。ロリコンとかオタクってお前たちそういう男が趣味なのか？」 
 「えー、やだー、課長ったら女の話をこっそり立ち聞きしていたんですか？　それはある意味セクハラの一種ですよ。私たちの話を聞いてどうしようっていうんですか、このエロじじい・・・・！」 
 「なんだ柏木、エロじじいとは酷いな。俺はこれでも健全な子持ち中年だぞ、女性の話を聞いてニヤけるような趣味はない。ここではきっぱりと否定しておくぞ、俺の名誉に関わるからな・・・」 
 「そうですかー？　だって課長はいつもナオ先輩のお尻ばっかり触っているじゃないですか。それは立派なエロじじいの証拠ですよ。いくら上司の立場にあるからってお尻を触るのはどうかと思いますよ・・・？」 
 　だが、ここにきてモモは、日頃の欝憤を佐渡にぶつけていた。 
 　この佐渡という男が、ナオばかりを可愛がる事に、少々不満があったからだ。 
 　しかし当の佐渡は、やはり知れっとして、あまり気にもとめていない様子だった。 
 「そうだ二階堂、それにナオ、食事が終わったら特務一課のデスクでミーティングを行うぞ。だから下らない話にうつつをぬかしていないで、食事が終わったらデスクに行っていろよ。俺もこの鍋焼きうどんを食ったらすぐ行くから待っているように、判ったか？」 
 　そう言うと佐渡は、別のテーブルに座って、一人で鍋焼きうどんを食べ始めてしまっていた。 
 
 　午後一時二十分、特務機関・特務一課のデスクフロアー内では、佐渡の予告どおり特務一課全員を集めてのミーティングが行われていた。 
 　デスクフロアー内の中央には、四つの机がパズルのように寄せ集められ、その上にでかでかとした縮尺１：２５００位の大きな地図が置かれている。 
 　その地図には、今日、摘発が行われる《高閣楼》という高級中華料理店と、その周辺の街並みが再現されている。 
 　そして、その地図上には赤いマジックかなにかで、所々に無数の丸印が付けられていた。 
 「いいか、この丸印は、今日お前たちが配置につく張り込み位置だ。それにこのギザギザの線は、各担当の持ち場の範囲を表している。まずは良くこの地図で地理的な見取り図を頭のなかにたたき込んでおけよ、現場に行って迷っていたんじゃ恥ずかしいからな」 
 　課長の佐渡は、先程から熱心に地図を指し示し、隊員たちに今回の張り込みの再確認を行って講釈しているところであった。 
 　それを受けて隊員たちは、地図が置かれた机を取り囲みながら、納得したように頷いている。 
 　このミーティングは、黒峰会と黄河会の麻薬取り引きを摘発するためには、欠かせない重要な再確認の場であった。 
 　今回、この二つの組織の構成員を一挙に一網打尽にする為には、張り込みを成功させることが第一の要素だった。 
 　用意周到な網を事前に張り巡らせることで、のこのこ麻薬取り引きの現場へ現れた奴らを摘発することが出来るのだ。 
 　その為、特務一課の隊員たちは、真剣な顔つきをして佐渡の言葉を聞いている。 
 　このミーティングが、今回の摘発を成功させる鍵にもなるからである。 
 「それじゃ次は配置の担当の内訳を言うぞ。まず、第六班は高閣楼の北側ちょうど裏口となる場所に張り込みを行う。そして第五班と第四班は東と西の担当だ、そして第三班、第二班、第一班は高閣楼の正面南側の位置に陣取り守備を固める。だがここで一つ注意しておく、決して相手側に我々が張り込みを行っているということを悟られるなよ。バレた時点でこの摘発は失敗に終わることになる。そうならない為にも、街の住人としてその場にとけこめ、そうする以外他に方法はない、いいか？」 
 「「はい！」」 
 　特務一課の隊員たちからは、覇気のある返事が返って来ていた。 
 　どうやら今回の摘発劇に、みな意欲を燃やしている様子だ。 
 　それからかれこれミーティングは、二時間にわたって続けられていた。 
 　その間、ナオとゆかりも第二班の隊員として、高閣楼の南側の守備を言い渡され、そこでの張り込みがどう行われるべきか、佐渡にあれこれと質問しているところであった。 
 「課長、第三班と二班、一班は、高閣楼の南側を担当するという事ですけど、黒峰会と黄河会が麻薬取り引きの現場に現れたことが確認された場合、やはり私たちがメインで高閣楼に急襲を仕掛けるという事なんですよね？」 
 　ゆかりは、佐渡に向かって、物怖じしない態度でそう質問をしていた。 
 「そうだ、そう言うことになるな。第六班には高閣楼の裏口を固めさせ、第三班、二班、一班は正攻法で正面から高閣楼店内に乗り込む。高閣楼店内の見取り図はこれだ。これは警視庁の刑事が事前にその店へ客として入り、間取りなどを調べて来たものだ。店の裏側はどうなっているかは判らないが、踏み込む際には役に立つからよく覚えておけ。取り引きは店の裏側の倉庫で行われるらしい。だからオレたちは店内に乱入したら、その倉庫への出入り口を探して摘発を行う事になる」 
 　佐渡はそう言うと、見取り図を指でなぞって、店の店内の主要な出入り口はどこかを指し示していた。 
 「でも課長は今回どこを担当するんですか？　やはり南側正面を担当する班の指揮をとるのでしょう？　課長が指揮をとらないと駄目ですものね」 
 「そう言う事になるな二階堂、オレは正面の指揮をとるが、第六班は苅田、第五班は後藤、第四班は智谷に任せようと思っている。この三班はもし取り逃しがあった場合の布石だ、店の裏口と西と東に網を張らせて包囲網を敷いておく。そうすれば一人ももらさず摘発が成功するだろう・・・・」 
 
 　午後三時十五分、ナオとゆかりはミーティングを終えると、休憩所の売店の前に来ていた。 
 　もちろんそこには、柏木モモの姿もある。 
 「でも今回の摘発は、大掛かりなものになりそうですね？　なんてったって裏社会を牛耳る二大組織の麻薬取り引きの現場を押さえるんですから、緊張は隠し切れませんね、ゆかり先輩・・」 
 「そうね、今まで黒峰会には摘発の手が及ばなかったのだから、これはここに来て重要な分起点になるかもしれないわ。これから先、今回の摘発の如何によっては黒峰会という組織を壊滅にまで追い込めるかもしれない重要な任務になってくるもの。だから私たちも気を引き締めないと課長に叱られてしまうのは事実よ」 
 　彼女はそう言うと、手元のコーヒーを一口すすっていた。 
 　ゆかりは、どうも、今回の摘発が最初の足掛かりとして黒峰会の連中が捕まえられれば、その組織の更に深部にまで、摘発の手が及んでいくと見ているような向きがある。 
 　今回の摘発で、その麻薬取り引きに参加する黒峰会の構成員が一網打尽に出来れば、それらの構成員を取り調べて、黒峰会の実態を暴ける可能性があるからだ。 
 　これはナオにとっても、勅使河原洋二という父を殺した可能性のある男が、今どこで一体何をしているかということにまで事の事態が進むかもしれないので、彼女にとってはまたとないチャンスでもあると言えるのだ。 
 　それを思えば、今日行われる筈の麻薬取り引きは、どうしても特務機関の手によって押さえなければならない重要事項になってくるのだ。 
 「だけどナオ先輩は、さっきから無口ですよね？　まさか出動を目の前にして怖じ気づいた訳じゃないでしょ？　現場に向かうのは五時でしたよね。しっかりして下さいよ先輩・・」 
 　モモは、先程から何か考えに没頭しているナオの姿を見て、一応、勇気づける様なそんな事をそう口走っていた。 
 　モモにしてみれば、ナオが無口なのは今に限った事ではないことは判っていたが、どうもいつもと様子がおかしいと思ったので、ちょっとゆすりを入れてみたのだ。 
 　だが、 
 「判ってるわよ・・・」 
 　と、そうナオの口から一言だけ、素っ気なく答えが返って来た。 
 「やだなー、ナオ先輩ったらどうしたんですか？　元気がないですね・・・いつもなら〝うるさいわね！〟とか言うと思ったのに、今回は怒らないんですか？　何だか調子狂っちゃうな、いつもの先輩らしくないですよ・・・」 
 「いいのよ！　私にはわたしなりの考えがあるんだから、あなたは黙ってて！　でないと、その口にあんパン一袋、詰め込むわよ！！」 
 「やだー、その調子ですよナオ先輩。高崎ナオはそう言う調子じゃないと何だかしっくり来ませんもの、その気構えで黒峰会をやっつけてきて下さい。わたし期待していますからねー」 
 　モモは、ナオの口調がいつもの調子に戻ったので、自分の事のように喜びを顕わにしていた。 
 　彼女にしてみれば、ナオが落ち込んでいるのだか悩んでいるのだかといった態度は、見てはいられないのだ。 
 　すぐ怒るナオであっても、いつものナオであるのならば、それの方がとてもいいのだ。 
 　あまり自分の内に篭もってしまうようなナオは、余りナオらしくないのだと、そう思いたかったからだ。 
 「だけど、そう言うけどモモ、でも仕事の方はもういいの？　たまっている書類があるんじゃなかったの？　こんなところで油を売っていると、今日の残業は十一時どころじゃ終わらないかもしれないわよ。だから、いつも私たちの後にばかりくっついて来ていないで仕事しなさいよ。あなた一応仕事の出来る女なんでしょ。これは多分、自称的なものなのでしょうけど・・・・」 
 「あーもう、判っていますよ、ゆかり先輩、仕事すればいいんでしょ。このコーヒー飲んだら、早速デスクに戻って驚異的なスピードで仕事を終わらせますから、そう急かさないで下さーい！」 
 　そう言うとモモは、コーヒーカップを煽りながら、茶色の液体を完全に飲み干していた。 
 　それからモモは空のカップをごみ箱に投げ捨てると、ばたばたと幼稚な足音をたてながら、その後、特務一課のデスクの方へと駆け足で戻って行ったのだ。 
 　それは、ナオとゆかりが高級中華料理店《高閣楼》と言う飲食店へと完全に摘発に出動する、約一時間半前の大まかな実際の出来事であったのだ。 
 　・・・・・ 
 



第二節


 　その日の午後、五時三十分、特務機関・特務一課、第一班から第六班の面々と警視庁麻薬取り締まり班・麻薬取り締まり官二十五名は、都内、世田谷区・三軒茶屋の一角、高級中華料理店《高閣楼》の周辺に来ていた。 
 　高閣楼は、三軒茶屋の繁華街に軒をつらねる、一見、何の変哲もない飲食店である。 
 　そしてその繁華街には、他の中華料理店などがやはり軒をつらね、一種の小さな中華街を形成している場所でもあった。 
 　今日、麻薬取り締まりの摘発に参加する特務機関と警視庁のメンバーは、高閣楼という中華料理店を中心にして、その周辺半径一キロメートル以内の場所に分散して配置についている。 
 　これは事前の打ち合わせで、既に決められていた方針であった。 
 　摘発に参加するメンバーは、特務機関や警視庁の麻薬取り締まり官を問わず、皆一様に私服勤務が言い渡されてある。その為、特務一課の隊員は、自前の動きやすい服装で、その下に薄手の防弾チョッキを着用していた。 
 　その防弾チョッキは、小口径の銃弾ならやすやすと弾くだけの性能を持つものだが、大口径の弾までは計算に入ってはいない代物である。 
 　特務機関の隊員に、その防弾チョッキの着用が義務付けられたのは、黒峰会ならびに黄河会が銃火器を持って武装しているという危険性があった為だ。 
 　そんな中、今現在、特務機関・特務一課の面々は、所定の位置に配置を完了し、その中の数名の者が高閣楼へと通じるあらゆる道路を物陰から監視し、麻薬取り引きの現場に黒峰会ならびに黄河会の組織構成員が現れるかどうかの確認をとる為に、張り込みの任についているところであった。 
 　これは余談だが、店の北側を担当する第六班のリーダー苅田や、東の第五班の後藤、西の第四班の智谷には、高性能トランシーバが渡されてある。 
 　それを使って様々な指示のやりとりを、南担当の第一班から三班を含めた課長の佐渡等の間で行うのだ。 
 　こういった各担当の分散した班同士の統制をとるためには、トランシーバは欠かせない武器の一つだ。 
 　各班の配置状況や守備を確認する為には、一々、伝令を走らせていては、時間的面が無駄になる。 
 　いつ不測の事態が起こるか、判らないのだ。 
 　その為にも、各班同士の迅速な交信手段は、確保しておかなければならない。 
 　またそれと同時に、各、道路を監視している隊員にも、トランシーバは渡されてある。 
 　黒峰会のメンバーや黄河会のメンバーらしき人物の車輛が現れた際、即座に南側で急襲を仕掛ける筈の本体に連絡を取るためだ。 
 　摘発を成功させるためには、麻薬取り引きに参加する両組織のメンバーの動向が判らなければ意味をなさない。 
 　そうである以上、高閣楼に出入りする人の顔触れも、監視しなければならなかった。 
 
 　ナオとゆかりは、今、高閣楼の南側、約六百メートル位、離れた場所の裏路地にいる。 
 　その隣には、佐渡一課長の姿もあった。 
 「あー、こちら佐渡、こちら佐渡・・・・第四班の伊丹、どうだ張り込みの対象は現れたか？　どうぞ・・・・」 
 『えー、こちら伊丹。我々は高閣楼の西側の裏路地から店へと通じる主要道路を張り込みしていますが、今現在の現時点では特別怪しいと思われる人物や車輛は見かけられません。今は六時十分前ですから、まだまだ取り引きの現場には現れないのではないでしょうか・・・・』 
 「そうか判った、引き続き張り込みを続けるように・・・こちらはこちらで引き続き高閣楼の動向をうかがって守備を固める。くれぐれも失態のないように気を付けてくれ・・・」 
 『ハイこちら伊丹、課長の言葉を肝に銘じておきます。こちらに動きがあったらすぐ連絡を入れますので、ご心配のない様に、どうぞ・・・』 
 　課長の佐渡と張り込み担当の伊丹という男は、短い会話を一言二言交わすと、おもむろにトランシーバを切っていた。 
 　そんな折り、隣にいた二階堂ゆかりが、課長に次のような疑問を投げ掛ける。 
 「課長、でも今日は本当に黒峰会と黄河会との麻薬取り引きは行われるのでしょうか？　私ある意味、疑問なんですよね？　結局、米川が捕まって取り引きの日時が判りましたが、黒峰会は米川克彦が捕まって自供したことを知り、今回の麻薬取り引きを中止にするのではないかと危惧しているのですけど、それについては課長はどう思っているんですか？」 
 「うーむ、確かにその可能性がないとは限らないだろう。しかし米川が逮捕されたことは警視庁と特務機関以外では極秘になっている。マスコミにもその事は知られていないんだ。だから、しばらくの間は黒峰会の連中にも米川が捕まっているという事は知られないと思うが、その辺に望みを託して、今日その組織が現れてくれる事を願うしかないな」 
 　佐渡はそう言うと、複雑な顔をしていた。 
 　ゆかりの疑問は、尤もであると思ったからかもしれない。 
 　しかしそんなところへ、ナオがめずらしく口を挟んで来ていた。 
 「大丈夫よゆかり、今日は必ず黒峰会が現れると思うわ。これは私の勘よ。奴らが姿を見せたら手際よく一網打尽にしてみせるわ。だからそうウジウジと危惧するのはやめなさい。そんな事ばかり考えていると〝猿に竹の子が生える〟わよ・・・・」 
 「ちょっとまってナオ、その〝猿に竹の子が生える〟って一体どういう意味よ。また変な言葉を造っているわね。私には全然意味が判らないわ、課長には判ります？」 
 　ゆかりはナオを直視しながら、それとなく佐渡一課長に話題をふっていた。 
 「さーな、それはどうだろう？　オレにもいまいち意味がわからんが、一々ナオの言葉を真に受けていたんじゃ、仕事に手がつかんからな、オレはその意味を考えることを止めにしておく。二階堂もあまり深く考えるな、頭が腐ってしまうぞ」 
 「ふふふ、そうですね？　でもいいナオ、あまり変なことを口走らないでね。あなたの表現は余程とんちんかんですもの、一々、私たちの頭を悩ませないで頂戴」 
 「そうかしら？　私の言葉が判らないなんて、とてもマイナーな頭しているのね。それはまるで〝猿蟹合戦〟よ、私の言葉には深い意味があるのよ・・・・」 
 「やだナオ、また変な事言っているわね。もうよしなさいよ、本当に私の頭が腐ってしまうから・・・」 
 　そう言うとゆかりと佐渡は、くすくすと笑いを洩らしていた。 
 　しかしナオは、意外と真剣な顔をしていた。 
 　二人に笑われた事が、一応、心外であったのかもしれない。 
 
 　午後七時、ジャスト。やはり特務機関ＥＸＸＰ、通称《ハード・ガン》の面々は、高級中華料理店《高閣楼》を取り巻きながら、配置につき張り込みを続けていた。 
 　今晩も冷える、隊員たちの吐く息は白く、身震いしそうな寒さであった。 
 　だが、その頃、高閣楼の東に陣取った第五班の張り込み隊には、先程から慌ただしさが生じていた。 
 「おい篠井、あれ見てみろ。あれは奴らの車じゃないか？」 
 　その時、電柱の影から表通りを監視していた、特務機関の朝津見という男が同僚の篠井という男に声をかけていた。 
 「どれどれ、でも今の時間帯じゃ、来るのが早すぎるんじゃないか？」 
 　篠井は朝津見の脇から通りを覗き込むと、目を懲らして表通りを見つめていた。 
 「やっ！　確かにそうかもしれない。朝津見、連絡だ、課長にすぐ連絡しよう」 
 　篠井と朝津見の張り込み位置は、高閣楼から東に五百メートル少し離れた路地の一角に位置している。そこから西に向かって黒塗りのベンツが数台数珠つなぎになって、今、表通りを通り過ぎていく状況が確認されていた。 
 　それを見た篠井は、同僚の朝津見に、課長へ連絡を取るように言い渡していた。 
 
 　ピピッ・・ピピッ・・・ 
 　そんな折り、唐突に佐渡が携帯するトランシーバに連絡が入っていた。 
 「はい、こちら南側本体の佐渡、そちらは誰だ？」 
 『あっ、課長ですか？　こちら第五班の張り込み担当の朝津見です。唐突ですが課長、現れましたよ、黒塗りのベンツが六台です。今現在、我々の前を通り過ぎて高閣楼方面へ向かっている模様です。現時点では黒峰会か黄河会かの判断は出来ませんが、今日の麻薬取り引きに参加するために高閣楼へと向かっていると思われるのですが、早速、連絡を入れてみました。どうでしょう？　どうぞ・・・』 
 「なにっ！　そうか、確かに現れたんだな！　判った、後はこちらで再確認する。お前たちは班長の後藤と連絡を取って、東から高閣楼付近へと近付き包囲網を縮めておけ。それ以外の指示はこちらが確認を取った上であらためて連絡する。それまで軽率な動きはするなよ・・・」 
 『はい、こちら朝津見、了解しました。これから後藤と連絡を取りたいと思います』 
 　そう言うとトランシーバによる通話は切れていた。 
 　その通話が終えると佐渡は、今度は高閣楼前の張り込みを担当する吉川に通信を入れていた。 
 『はい、こちら張り込みの吉川・・・』 
 「おおっ、吉川か？　こちら佐渡だ。今、第五班の朝津見から連絡が入り、そちらに黒塗りのベンツの車輛が六台向かっていると言うことだ。済まないがその確認をそちらでとってくれ。おそらくその連中は、今日の麻薬取り引きの現場に現れた黒峰会か黄河会のメンバーらしい。だから確認がとれ次第こちらまで連絡して欲しいんだ。判ったか吉川、どうぞ・・」 
 『こちら吉川・・・判りました課長、今から通行人を装って高閣楼前に接近し、実地確認を行いたいと思います。それまでしばらく待っていただけますか？　今現在は課長が言うベンツの車輛は見当たりませんので、こちらにそれが現れしだい確認をとりたいと思います。どうぞ・・・』 
 「えー、こちら佐渡、お前のいわんとするところは了解した。くれぐれも不審な行動はとらず確認を完了するように。それでは通話を切る、よろしく頼むぞ」 
 　ピッ・・・ 
 　佐渡は、トランシーバの通話を切ると、それを腰のベルトに戻していた。 
 　そして、そこに集まる第一班から第三班までの隊員の顔を見渡す。 
 「課長、今の通信は一体どういう事ですか？　黒峰会の連中が現れたのですか？」 
 　そこへおもむろに話し掛けていたのは、二階堂ゆかりであった。 
 　彼女は、先程からの課長のトランシーバによる通話を聞きながら、疑問に思い、そう佐渡に問いただす。 
 「ああ、まだ黒峰会か黄河会かの判断はできんが、それらしき車輛が第五班の張り込み場所で確認されたらしい。今、高閣楼方面に向かっているという事だ」 
 「そうですか、しかし早いですね。まだ今の時間は七時ですよ、米川の供述によると取り引きの開始時刻は約八時からという事になっていますが、時間が早まる訳ではありませんよね？」 
 「そうだな、取り引きの時刻がいつ何時に行われるという厳密な事はよくわからんが、その可能性がないという事でもないだろう。しかしもう一つさっき現れた車輛とは別の連中が現れる筈だ、どちらが黒峰会でどちらが黄河会かということは判断しにくいが、気長に待つしかないな・・・・・しかし、そう言えば二階堂、さっきからナオの姿がみえんが、一体奴はどこへ行ったんだ？」 
 「ええっ、ナオですか？　ナオならここに、あら？　どこへ行ったんでしょう。ついさっきまで、私のそばに居たんですけど、確かに見当たりませんね・・・」 
 
 　その頃ナオは、一人、高閣楼の南側前の張り込みを担当している、吉川のところに姿を現していた。 
 「あれ、高崎じゃないか？　君は確か佐渡課長と本体で待機中の筈じゃなかったのか？　一体何しに来たんだここへ。課長から俺達に何か言伝があるのかい？」 
 　先程、佐渡からの通信を受けて、今まさにこちらに向かっているベンツの車輛の確認に動きだそうとしていた吉川が、ナオの姿を見付けて不審に思いそう問いただしていた。 
 「そんな事どうでもいいじゃない。それより黒峰会は現れたかしら？」 
 　ナオは吉川の疑問をよそに、愛想のない言葉でそう確認を入れる。 
 「黒峰会？　その事ならまだ判らないよ。今、課長の指示で、その確認をとるところだ。だが、君はここに来ちゃ駄目じゃないか。もしかしてまた課長の命令を無視して一人で行動しているのなら、後で課長に大目玉食らっても知らないぞ・・・・」 
 　そう言うと吉川は踵を返して、表通りへと他の隊員とともに駆けだしていた。 
 　その後にナオも続く。 
 　するとそこへ、黒塗りのベンツが何の予告もなしに、東の方角から現れていた。 
 　全部で六台。 
 　その車輛は、方向指示器をだしながらゆっくりと高閣楼の前に侵入すると、表通りの路肩に停車してエンジンを止めていた。 
 　そして、その車輛から、スーツ姿の男たちがドアを開けて降りてくる。 
 　男たちは全部で二十七人程度、皆、眼光鋭い男たちである。 
 「現れたぞ、まずは西野お前が確認をとってこい。通行人を装って顔を確認してくるんだ。いいかくれぐれも相手に気付かれるなよ。気付かれたら元も子もないからな・・・」 
 「ちょっと待って、私が行くわ。あなた達はここで待っていて。女が行ったほうが警戒されずに済むわ」 
 　吉川が西野という隊員と話をしている隙に、ナオが二人を制してさっさと駆け出してしまっていた。 
 「おい、ちょっと待てよ、高崎！　これは俺達の仕事なのにお前が行ってどうするんだ。こら待て！！」 
 　しかし吉川がそう言ってみたが、当のナオはもう高閣楼の前に停車した黒塗りのベンツに近付いて行動を開始してしまっていた。 
 　ナオは通行人を装い、しかも堂々とベンツの脇を通り過ぎて、そこにたむろっている男たちの顔をつぶさに確認する。 
 　だが、当然のことなのだが、その男たちは、ナオが見たこともない連中であった。 
 　しかし、その行動で、判った事が一つだけある。 
 　それはその男たちが、みな左胸にバッジをつけているという点だった。 
 　そのバッジは金色に光るバッジで、その中心には『黄』という文字が刻印されていた。 
 （黄河会・・・？） 
 　ナオはそのバッジを見て、一人心の中でそう呟いていた。 
 『この連中が黄河会の者だとすると、まだ黒峰会は現れていないという事ね・・・』 
 　その確認をとるとナオは、急いで吉川のもとへ小走りで戻って来ていた。 
 「どうだった高崎？　奴らが黒峰会か黄河会のどちらかか判ったか？　どうなんだ・・・」 
 　ナオが戻ってくる早々、吉川は、その彼女に質問をしていた。 
 「そう急かさないで、でも、おそらく彼らは黄河会の者よ。彼らは皆、左胸にバッジを付けていたから確かだと思うわ」 
 　ナオはそう言うと吉川にニヤりと笑いかける。 
 　それを受けて吉川は、少し気圧された複雑な表情をしていた。 
 　どうやら彼は、ナオが苦手の様子だ。 
 　別に吉川はナオの事を嫌っている訳ではないが、少し扱いにくい相手であるとは思っているらしく、その証拠にナオと話をする時の彼の顔は少々強ばっている様に見えた。 
 「それは確かなんだな高崎、判った、それじゃ課長に連絡をいれるから君は本体に戻れ。でないとまた怒られるぞ・・・」 
 　そんな会話を交わしていると、その横で話を聞いていた西野という男が声をかけて来ていた。 
 「おい吉川、奴ら高閣楼に入っていくぞ。どうやらやはり今回の麻薬取り引きに来た連中らしい。早く佐渡課長へ連絡を入れるんだ！」 
 　そう言いながら西野は、吉川の袖口をひっぱって催促をしていた。 
 
 　ピピッ・・ピピッ・・・ 
 　そんな折り、また佐渡の携帯するトランシーバに通信が入っていた。 
 「なんだこちら佐渡、張り込み隊の吉川か？」 
 『はい、そうです吉川です。ついさっき課長が言っていた車輛の確認がとれました。どうやら黄河会の連中のようです。彼らは、今、高閣楼のなかへ入っていきましたから、まず間違いはないでしょう。人員は全部で約二十七名、みな白のスーツ姿で統一した格好をしています。我々は引き続き黒峰会の張り込みも続けますから、これで連絡は終わります。どうぞ・・・』 
 「そうか判った、こちら佐渡、黒峰会が現れたらまた連絡を取るからそのまま待機していろ。黄河会の連中が現れた以上、黒峰会もいずれ姿を見せるからな、緊張は解くなよ・・」 
 『解ってます課長、了解しました！』 
 　ピッ・・・・ 
 　佐渡の持つトランシーバからは、通話の終了を示す電子音が一度鳴ると、そのまま会話は途切れていた。 
 　だが、 
 　ピピッ・・ピピッ・・ピピッ・・・ 
 　次の瞬間、またトランシーバの着信音が鳴り響く。 
 「はい、こちら佐渡、そちらは何班の誰だ・・・」 
 『あっ、課長、こちら第四班の張り込み隊の葛西です。今現在、我々は高閣楼の西地区の道路を張り込んでいる訳ですが、先程、連続して五台の車が通りました。その後にしばらくしてまた三台いずれも黒塗りのベンツです。おそらくその車輛には今回の麻薬取り引きに参加するメンバーが乗車していると思われますから、急いで課長に連絡を入れてみました。どうぞ・・・』 
 「そうか葛西、確かにそれらしい車輛を確認したんだな。今さっき吉川から連絡が入りもう既に黄河会らしきメンバーは高閣楼へ到着した様子だ。おそらくお前が見た車輛は黒峰会の連中が乗っている車輛だと思われる。もう張り込みの方はいいから、智谷と合流して高閣楼付近に急げ。いよいよ現場で取り引きが行われることになるぞ、判ったか？」 
 『はい、こちら葛西、これから張り込みをやめて、智谷さんと合流したいと思います。それじゃ・・・』 
 　ピッ・・・・ 
 「課長、黒峰会が現れたとなればいよいよですね。私たちも高閣楼付近へ急いだほうがいいんじゃありません？　本体が出遅れるとマズい事になりますよ」 
 　佐渡の通話が終わると、突然、話し掛けて来ていたのはやはり二階堂ゆかりであった。 
 　彼女は、やや興奮気味に構えると、課長に注言する。 
 　予期していたよりも早めに黒峰会が現れた事を知って、大分嬉しそうにしている。 
 　なぜ彼女がこんなに嬉々としているのかは佐渡には判らなかったが、一応ゆかりの言葉に頷き、次には第一班から第三班の隊員たちにおもむろに指示を出し始めていた。 
 「いいか第一班に第二班、そして第三班、俺達はこれから更に吉川が張り込みを行っている近くの少し離れた位置に移動する。その前にまずは武装の点検をしろ。急襲を仕掛ける際、不手際があっては仕方ないからな。それに防弾チョッキはしっかりと服の下に着用しておくように。何度も同じことを言わせるなよ、一度だけしか注意しないからな、そのつもりでいろ」 
 　そう言うと佐渡は、しばらくの間黙って待っている様子だった。 
 　それを受けて、それぞれの隊員たちは、武装の点検や防弾チョッキを再び着用しなおし、手際よく準備を調えているところであった。 
 　それが終了すると、隊員全員は、佐渡が引率のもと場所移動を始めて、高閣楼から二百メートルぐらい離れた場所に足を運んでいた。 
 　その場所は、もちろん住宅街の密集した路地裏だ。 
 　今は日も落ちた事もあり、人通りは殆どないといって等しい。 
 　そんな中、特務機関の隊員と警視庁麻薬取り締まり官の面々は、息をひそめて次の命令を待って待機している様子だった。 
 　だが、そんなところへ、高閣楼方面から一人の女性がとぼとぼと歩いてくる。 
 　ナオだ！ 
 　二階堂ゆかりは、それをいち早く確認すると、小声でナオに聞こえる様に呼び掛けていた。 
 「ナオ、そこで一体何しているの？　早くこっちに来なさいよ。駄目じゃない一人で持ち場を離れちゃ。一体どこで何をしていたのよ！」 
 　だが、そこへ佐渡も口を挟んでくる。 
 「ナオ早くこっちへ来い！　お前はまた一人で行動を起こしたな、まったくしょうがない奴だな・・・」 
 　それを聞き付けるとナオは、小走りで戻ってくる。 
 　そして、何事もなかったように佐渡の前に来ると、次のようなことを口走っていた。 
 「高崎ナオ、今、私は自主的に張り込みの吉川隊の様子を探ってきました。彼らは何も問題なく張り込みを続けている様子です。ですから何も心配することはありません、以上ナオの報告を終わります！！」 
 　そう言うとナオは、警察がするように手のひらをピシッとのばして頭の上にかかげると、敬礼をしていた。 
 「あー、もう判った。お前はいいからここでじっとしていろ。まったく手を焼かせるな、後でまた特務機関の規律をみっちり仕込んでやるからそのつもりでいろ！」 
 　佐渡は、ナオの少しおどけた態度に癖々しながら、面倒臭そうにそう言っていた。 
 　今ここで彼女を叱り付けても、意味がないと思ったからかもしれない。 
 　ピピッ・・ピピッ・・ピピッ 
 　だがそこへ、またおもむろに通信が入る。 
 「はい、こちら佐渡、お前は誰だ？」 
 『ああ、課長オレです吉川です。今こちらにまた八台の車輛が到着しました。おそらく奴らは黒峰会の者でしょう。彼らは今車輛を降りて高閣楼へ迷う事無く向かっています。あっ今先頭の男が店内に入っていきました。その後にぞくぞく続いて入店しています。これはもう間違いないでしょう、課長どうしますか？』 
 　その言葉を受けて、佐渡が一人頷く。 
 「よし判った、今からお前と合流して他の隊にも指示を出す。それまで少しそこで待て！」 
 『判りました課長、それでは通話を切ります』 
 　ピッ・・・ 
 
 　午後七時三十分。その頃、高級中華料理店《高閣楼》の店の裏側では、黄河会とおぼしき組織のメンバーと、黒峰会らしき組織の構成員が一同に顔を合わせて、麻薬取り引きの話し合いが今にも始まりを迎えようとしていた。 
 　黄河会のメンバーは、一様にみな赤のシャツに白いスーツを着込んでいる。 
 　そして、黒峰会は黒のスーツだ。 
 　これならば一目瞭然、どちらがどの組織に属しているかは見ただけで判るだろう。 
 　そして、その室内の中央には大きな円卓がおかれ、今現在、両組織の代表幹部であると思われる二人の男が、そこに向かい合った形で腰を下ろしていた。 
 　一人は小太りで頭の禿げ上がった五十代の男、左手には大粒の宝石をあしらった指輪が幾つも光り、首もとにも銀色のネックレスがギラギラと輝いていた。 
 　彼は顎に髭を生やしており、その髭先がツンと下方向に尖っている。 
 　その髭は、あまり立派なものではない。 
 　強いて言えば、薄いちょび髭といったところであった。 
 　だが彼は、黄河会のメンバーを率いる幹部だけあって、その構えに隙はない。 
 　一見人の良さそうなおじさんにも見えそうだが、油断のならぬ雰囲気が、その面貌からは醸し出されていた。 
 　そして、その男の向かい側に座る男は、やはり髭面の男であった。 
 　彼は、今は、その顔に満面の笑みを浮かべている。 
 　しかし、その顔は脂ぎっており、無数の皺が刻まれている。 
 　彼の名は茂満十次郎、やはり黒峰会の幹部だ。 
 　今現在、この二人の代表が向かい合った形で、話がおしすすめられ様としていた。 
 「しかしリーさん、今日はこんな辺鄙な場所にお越し頂いて恐縮です。我々はもっと取り引きの場所にふさわしいところを用意しようと思ったのですが、あいにくと都合のいい場所が見当たらなくここに決めたのですが、ご不満はおありですかな？」 
 　そんな折り、茂満は、目の前に深々と腰を下ろす男にそう言って伺いをたてていた。 
 　どうやら茂満の向かいに座っている男は、その名をリーと言うらしい。 
 　彼は、茂満が話し掛けると、鷹揚な態度を示し、次の言葉を語っていた。 
 「いや茂満さん、私は場所になどこだわりはしないよ。ただ今回の取り引きが成立できる場所であるのならばどこでも構わない。場所より取り引きの方が重要事項だからね」 
 　そう言うとリーは、懐のうちポケットから葉巻を取り出し、それに火を点けていた。 
 　その室内に、もうもうとした紫煙が立ち上り始める。 
 「そこでですな、今回の取り引きの件なのですが、あなたがた黄河会がここへ来たということは、取り引きに応じるという意志の証明なのでしょう？　我々はぜひともあなた方との取り引きを成立させたい。そこで今回あなた方は初めてのお客になるのですから、原価の二十パーセント引きで取り引きを成立させるというのはどうです。何も商談は今回だけとは限りません、今後とも仲良くして頂ければこちらとしましても勉強はするつもりです。ですから今日はその言い値で取り引きを成立させましょう。いかがですかな、リーさん？」 
 「いや、あなたの話は判ります。二十パーセント引きならこちらも文句はありませんよ。しかし現物は今日、持参しているのでしょうな。それを見ないかぎり納得はできません。まずはその現物を見せて頂こうか」 
 　リーは、そう言うと口から紫煙を吐き出して、灰皿に灰を落としていた。 
 「判りました、それでは現物をお見せしましょう」 
 　その後、茂満は、後方に控えていた部下に指示を出すと、茶色の皮張りのケースを円卓の上に広げるように命じていた。 
 　部下はそれを受けると、一度頭を下げてから円卓の上にケースをのせ、その蓋を開いていた。 
 　中には塩化ビニールの袋に小分けして入れられた白い覚醒剤がびっしりと詰め込まれている。 
 　おそらくそれは、末端価格にして一億円はくだらない量の精製された白い粉であった。 
 「リーさん、いかがですかな？　これは非常に純度の高い品です。末端価格では一億五千万はします。ですが今回は二十パーセント引きということで一億二千万でいかがですか？　こちらとしましても、ここまで値を下げるのは少し心苦しいのですが、何度も言いますようにあなた方とは最初の取り引きになるからこれでも大分考慮して値を下げた訳です」 
 「茂満さん話は判りました、では味見をしてみましょう。値段の交渉はそれからにして頂きたいですな・・・・」 
 　そう言うとリーは、ケースの中から白い粉入りの一つの袋を取り出すと、それを開いて中の粉末を唾で濡らした小指に付着させて舌で舐めとっていた。 
 「うーん、確かにこれは純度の非常に高い品のようです。よくこれだけの物をお持ちだ。やはり今回、黒峰会を取り引きの相手に選んだのは正解だったような気がします。これならば安心して上質のヤクを手に入れられるでしょう。ですがここでお願いがあります。私ども黄河会は組織の経営で資金繰りが危ういのです。ですからここは原価の四十パーセント引きで取り引きを成立させるという提案はどうでしょう。これらの品が純度の高い高品質な品であることは判っていますが、その提案を受け入れてくれては頂けませんか？」 
 　リーはそう言うと短い眉を動かして、ある意味、戯けた態度をとっていた。 
 　それを受けて茂満は、いきなり渋い顔をする。 
 「これはまたリーさん、法外なことを言いなさいますな。まさか四十パーセント引きとなるとうちも困るのですよ。我々もあなた方と同じように収益がないと組織の経営に支障をきたしてきます。ですからせめて原価の二十五パーセント引き程度で手を打ってみてはどうですか？　こちらはそれ以上、譲歩することは困難です。いかがでしょう？」 
 　茂満はそう言うと、顔を少し引き攣らせていた。 
 　本当のところは、相手があまりにも馬鹿なことを言っているという思いが、その表情に如実に表れて出てしまっている。 
 　だが、それに相対するリーはその時、意味不明な笑いをもらして茂満の目を見つめていた。 
 　それは、この商談をなにか成功に導く鍵を見いだしたような、狡猾な一人の男の目の輝きを宿した眼差しの様でもあった。 
 




第三節


 　午後七時四十五分――――今現在、ナオたち特務機関の面々は、中華料理店《高閣楼》を東西南北の四方から完全に包囲し、出入り口や道路封鎖を完璧なものとして配置についていた。 
 　第六班の苅田隊は店の北側裏口を封鎖、第五班の後藤、第四班の智谷隊は東と西を担当し、包囲網を完了。後は店の南側の急襲部隊、第一班から第三班までの準備が整うのを待つばかりであった。 
 　黄河会と黒峰会が高閣楼に入店して、約三十分ぐらいが経過していた。 
 　その間、佐渡はトランシーバで各隊に指示を出し、店の包囲網を完璧なものにしておいていた。まさか今日、麻薬取り引きに訪れた黒峰会や黄河会の面々は、外で特務機関が手ぐすね引いて待っているとはよもや思うまい。彼らに悟られる事無く、各隊の配置は完了したといっても過言ではなかった。しかし今は、高閣楼の南側正面で、第一班から第三班までの佐渡隊は、店内に突入する為の時間的タイミングを見計らって、緊張の度合いを強くしていた。 
 　今回はどうしても、両組織の麻薬取り引きの現場を押さえなければならない。 
 　その為にも、麻薬取り引きが始まりを迎え、両組織が今まさにブツや金の引き渡しを行っている場面を摘発できれば一番の理想である。 
 　そうである以上、突入のタイミングは重要であったのだ。 
 「課長、もうそろそろがいい頃合いではないのでしょうか？　彼らが店内に入店して、かれこれ三十分近く経過しています。この手の麻薬取り引きですから、彼らは商談さえ成立すれば早々と引き上げてしまうのでありません？　取り引きが完了してからでは、手遅れになりますよ・・・」 
 　高閣楼の南側に陣取って、先程からその店に睨みをきかせていた佐渡に対し、やはり二階堂ゆかりが少し焦れた態度をとりながら、注言を入れてみていた。 
 「ああ、判っている。お前に言われなくても俺にだって考えはある。しかしな、米川の供述によると、黒峰会と黄河会の取り引きは、今日が初めてになるという事だ。その点から考えると、そうやすやす商談が成立して引き上げの姿勢を見せるとは思えんのだ。ここは後少し待ってみた方がいい。タイミングを計ることは重要だからな・・・」 
 　ゆかりの言葉を受けて、佐渡は、今現在の正直な気持ちを語っていた。 
 「そうですか課長、そのようなお考えがあるのなら私は何も言いません。しかし、今回の摘発が無事成功すればいいですね。これだけ包囲網を厳重にすれば、黄河会と黒峰会を一網打尽にすることも夢ではないでしょう。私も気長に待つことにします、焦ってもしょうがありませんものね・・・」 
 　そう言うとゆかりは、佐渡に対し笑ってみせていた。 
 「しかし二階堂、今ナオは何している。まさかまた勝手な行動はとっていないだろうな。一応お前は、ナオのお目付役だ、命令無視しないようにちゃんと言っておけよ。特務機関は規律が大事だ、勝手な行動は控えるようにってな」 
 「大丈夫ですよ課長、ナオならほらあっちで一人ふてくされています。さっき課長に叱られて拗ねているみたいですけど、さすがにもう反省でもしているんじゃないですか？　ナオは意外とあれでも真面目な部分がありますからね、これ以上は、命令無視する事はないと思いますよ」 
 「そうか、それならばいい。しかしあいつにも困ったものだ、一人突っ走った行動して怪我などしなければいいんだが、気苦労がたえんな・・・・」 
 「あら、課長はやっぱりナオのことが心配なんですか？　課長はナオの事がお気にいりですものね。でもそんなにナオのことばかり可愛がると、その関係を他の隊員に疑われますよ。ナオは課長の愛人じゃないのかってね」 
 「おいおい、二階堂、それはないだろ。俺は別にナオをそんないやらしい目では見ていないんだぞ。あいつを見ていると、なんて言うかこう厳しく叱り付けてやらなければって思っているんだ。でないと何をやらかすか判らん女だからな・・・」 
 「ふふふ、そうですね。でもあまり過保護にするって言うのもどうかと思いますよ。ああ見えてもナオは、立派な大人なんですもの、何がいいか悪いかの判断ぐらい出来ると思いますけどね」 
 「確かにそうあって欲しいと思うな。俺だって課長の立場としては、あいつばかりに構っていられる訳にもいかんからな・・・・」 
 　佐渡はそう言うと、苦笑いをその表情に浮かべていた。 
 　少しナオのことを何だかんだ言って、甘やかしすぎていると思ったからかもしれない。 
 　だがそこへ話の主役、ナオが姿を見せる。 
 「課長、まだ？　さっさと急襲を仕掛けましょう。相手が油断している隙に速攻で乗り込めば、かならず摘発は成功すると思うわ。もう待つのは沢山よ！」 
 「まあまあ、そう言わず黙って待機していろ。あともう少しだ。今回の摘発には乗り込むタイミングが重要になってくるんだぞ。お前のその短気をなおせ、これはいい機会だからな・・・」 
 「そうよナオ、課長の言う通りだわ。いくら相手が黒峰会だからって短気は駄目よ。別に殺し合いをする訳ではないんだから、あと少しぐらい我慢しなさいよ。トイレに行きたい訳ではないんでしょ？　子供じゃないんだから、大人しく待っていなさい」 
 　ゆかりはナオに対してまるで姉のような口調でそう言うと、舌を出して戯けてみせていた。 
 「判ってるわよ、二人して卑怯ね・・」 
 　ナオは、そんな二人に、またふてくされて臍を曲げてしまっていた。 
 　ゆかりが課長の味方をしているという事に、少々不満があったからかもしれない。 
 　しかしそんな会話をしながら、かれこれ十分は経過していた。 
 　その間にもナオは焦れて、檻の中のライオンの様に、その辺を行ったり来たりし始めてしまっていた。 
 　かなり苛立っている様子だ。 
 　だが、路地の物陰から高閣楼店内の様子をうかがっていた佐渡が、その時ようやく決断を下していた。 
 「よーし、もうそろそろいい頃だろう。それじゃみんないいか、いよいよ高閣楼に乗り込むぞ。まずは第一班、お前たちが先陣をきってそのあとに第二班、第三班がつづく。武装の方は準備が整っているだろうな、ヘタすると銃撃戦になるかもしれんから、踏み込む際は細心の注意を払えよ・・・」 
 　そう言うと佐渡は、手で合図して、第一班に前へでるように指示を出していた。 
 　佐渡はその後トランシーバを手にとって、第六班、第五班、第四班の各班長に今から急襲を仕掛けるという旨を通達する。 
 　そしてトランシーバのスイッチを切ると、それを腰に戻し、目の前の隊員たちを見渡していた。 
 「いいか、これから摘発を行う訳だが、高閣楼の店内に踏み込んだら前々から打ち合わせしていた通り、まず店の裏に通じる出入り口を探して侵入ルートを確保しろ。もし相手が発砲したらこちらも相手を死なせない程度に応戦してかまわん。なるべく多くの連中を逮捕したいから、窮地に陥ったとき以外は射殺は禁じる。それともし負傷した場合は、即座に現場から離れ後続の隊員と入れ替われよ。足手まといになると他の隊員までが命を落とすこともあるから、それだけを言っておく。それじゃ整列だ、第一班を前衛として、そのあとに第二班、第三班が後衛につけ。その隊列を組んで一斉突入する、後れをとったりするなよ・・」 
 　佐渡は、隊員全員を鼓舞すると、その隊列のまま高閣楼という中華料理店の表玄関前三十メートル地点に移動し、配置を完了していた。 
 　そして表から店の様子を覗い、数秒間、間合いを置くと、軽く深呼吸をしていた。 
 　隊員たちも、その佐渡の挙動に呼応するかのように、緊張感を高めていた。 
 　第一班から第三班までの隊員は、それぞれ手にショットガンやハンドガンを装備して佐渡の合図があがるのを息を飲んで待つ。 
 　すると次の瞬間、佐渡は意を決したように急襲の号令を言い放っていた。 
 「行くぞ！！　全員突入・・・！」 
 
 　だがその頃、店の裏側では、黒峰会と黄河会の麻薬取り引きが、少し白けきった空気のなか引き続きむさ苦しい室内で、淡々として行われていた。 
 「しかしリーさん、原価の四割引きとは少し酷いのではありませんか？　我々が今日、用意したのは厳選された品です。それをそこまで値切るとなると、我々の資金繰りは赤字になるといっていいでしょう。ここは一つお互いに歩み寄って、原価の二十五パーセントという事にしてはどうです。これでもあなた方に損はないでしょう？」 
 　黒峰会の幹部、茂満十次郎は、今、黄河会の代表幹部リーという男を目の前にして少しその表情を引きつらせながら、苦渋の色をおさえてそう話し合いをすすめていた。 
 「うーむ、あなたの言い分は判りますよ茂満さん。あなた方は良心的な値を提示してくれています。しかしですな、ホント言うと我々はあなた方、黒峰会以外の別のルートでもヤクを購入する手段があるのですよ。ですがそのルートからヤクを買い付けると、その品質が粗悪で中々、我々の利益につながらないのです。そこで今回のあなた方、黒峰会との取り引きが持ち上がって、高品質のヤクを手に入れられる手段を見いだしたといっても過言ではありません。だから正直に言いますとこれを契機に、今後、麻薬の買い付けは黒峰会の方に全面的に乗り換えようと思っているのです。ですからまず我々が今後あなた方と安全に末長く取り引きを続けられるような保障のようなものを私たちは欲しいのです。それは今回、あなた方が、私たちの言い値の四割引きで交渉を成立させて頂けるのなら、今後、我々は、あなた方を信用して引き続きヤクの取り引きを行う常連顧客となりたいのです。だからここは最初の取り引きとして、あなた方の私たち黄河会に対する誠意というようなものを見せて頂きたく思っています。ですからまずは手始めに、四割引きで交渉を成立されてもらってはいかがですかな？　今後のことを考えれば、決して損はないと思いますけどな・・」 
 「・・・うーん？」 
 　リーのその言葉を受けて、黒峰会の幹部、茂満は、固く腕組みをしてうなり声をもらしていた。 
 　黄河会のリーが言いたかった事はこういう事だ。 
 　黄河会は今日、黒峰会と麻薬の取り引きをするよりも以前に、別の闇ルートで麻薬を買い付けていたらしい。しかし今日を境に、麻薬の取り引きは今後一切黒峰会から買い付ける事にすると言うのだ。そこで売買ルートを変更するにあたり黄河会は、黒峰会にまず手始めに最初の取り引きは自分達の言い値でこの交渉を成立させようという目論みのようだった。 
 　要するに今後、黄河会は黒峰会の提示する麻薬を買い付ける常連になるから、最初の取り引きは格安にしてもらいたいという事である。 
 　今後の関係が、親密になるための誠意を見せろ、と・・ 
 　だからそれを聞いた茂満は、少々不服な顔をしていたが、せっかくこれから黄河会が麻薬取り引きの常連になってくれるのであるから、それを無下に断れないという状況にもなって来ていた。 
 　黒峰会としても、手持ちのヤクを大々的にさばいて利益を得たいと思っている以上、黄河会は恰好の顧客となる事だろう。 
 　億単位のブツを買い取る顧客は、そう中々いるものではない。 
 　そうである以上、今日の取り引きは黒峰会にとって何が何でも成功させたいのは山々の取り引きであった。 
 　その為、それを思いながら茂満は、まだ唸りながら考えに没頭している様だ。 
 　だがしばらくすると、その考えに結論が出たのか、次にこのような事を言って苦渋の選択をした。 
 「いやー、判りました。あなた方が今後、我々の顧客になって頂けるのならば、多少の損には目をつむりましょう。ここはあなた方が言うように原価の四割引きで手を打つことにしましょう。これは私どもとしましても苦渋の決断ですが、長い目で見れば我々の利益にもつながりますからな。これを機に、今後ともうちをご贔屓にして頂ければ幸いです。我ら黒峰会とあなた方、黄河会が、良きパートナーになれれば良いですな。期待していますよ・・・」 
 　茂満はそう言うと、豪快な笑いをたててリーを見据えていた。 
 　それを受けてリーも、満面の笑みをこぼす。 
 　だが、そんなところへ、なんの予告もなしに慌ただしく一人の男が室内に飛び込んでくる。 
 　それは黒のスーツを着た、黒峰会のメンバーの一人であった。 
 　そして開口一番、次のようなことを口走っていた。 
 「茂満さん！　ま、まずいです！　サツ、いいえ多分、特務・・・特務機関が急襲を仕掛けて来ました。今、店の店内に乱入して、ショットガンで武装し、すぐにこの場所にも乗り込んで来るでしょう。おそらく我々の取り引きを嗅ぎ付けて、摘発に来たのかも知れません。早く逃げないと大変な事になりますよ！！」 
 「なに？！　それは本当か！？　特務機関が乗り込んで来たんだな！？　これはマズい、今日の取り引きは中止だ！　逃げるぞ、田端、カバンを持て！」 
 　その時、一人の部下の報告を受けて、茂満はひどくあわてていた。 
 　しかし、慌てていたのは茂満だけではない。 
 　黒峰会のメンバーや黄河会のリーもその時、青い顔をして椅子を蹴倒して立ち上がっていた。 
 　よもや今回の麻薬取り引きの現場に、特務機関が乗り込んで来るとは誰も思わなかった為である。 
 　その為、その室内は、一時パニックになっていた。 
 　特務機関がこの室内に乗り込んで来るまでに、逃走の経路を確保しようと躍起になっていたからである。 
 
 　ここで時間は一分前にさかのぼる。 
 　都内三軒茶屋の一角にある高閣楼という中華料理店に急襲を仕掛けた特務機関の面々は、その店内に乱入すると、まず佐渡が店の従業員やその場に居合わせた支配人らしき男に書状を突き付けて、次のような言葉を発していた。 
 「我々は、特務機関の者だ！　今日この店で、麻薬取り引きが行われるという情報を我々は掴んだ。そこでこれからこの店で、麻薬取締法違反の摘発を行う。この書状は警視庁から委託された今回の摘発に関する法務省からの許可証だ。それを我々特務機関が代行して今回摘発に乗り出した。だからお前たち、そこを動かずじっとしていろ。今から店の奥を確認させてもらうからな！！」 
 　そこまで言うと佐渡は、第一班の隊員に店の奥へ乗り込むように指示を出していた。 
 　今は八時前という時間帯もあり、店内には夕食をとりに訪れた客が満席に近く各テーブルの席について食事を堪能している姿が目に付いた。 
 　その客達は、武装した特務機関が店内に入ってくると、早くもざわめきたて始めていたが、佐渡をはじめ他の隊員たちはそれを無視する。 
 　そんな事よりも、摘発を完了させるのが先決だ。 
 　隊員は、店の中を見渡して、その間取りを確認する。 
 　それで判ったことが一つある。 
 　それは、店の奥へと通じる出入り口は、二つあるという事だ。 
 　それを確認すると、第一班の隊員たちは、左の出入り口へ殺到していた。 
 　それに続き第二班、第三班は右の出入り口を選択し、店の奥へと向かっていた。 
 　第一班が選んだ左の店の奥へ通じる通路は、比較的長かった。 
 　どうやら二つ以上は部屋があるという事を、それが如実に物語っている。 
 　彼らはまず最初に発見した扉を蹴破り、その室内に踏み込んでいた。 
 　しかし誰もいない。 
 　仕方がないので、更に通路を進んで突き当たりを右に折れていた。 
 　するとその通路の先に、男たちが銃を持って構えている姿が目に飛び込んで来ていた。 
 　バーン・・バーン 
 　立て続けに二発の銃声音がとどろく。 
 　黒いスーツを着込んだ男たちが、いきなり拳銃を発砲したのだ。 
 　それに呼応して銃撃戦が始まりを迎える。 
 　第一班の隊員は、突然、銃を発砲してきた黒いスーツの男たちに、ショットガンをお見舞いしていた。それは牽制の為だ、相手の出鼻を挫いて、突撃を仕掛けるつもりである。 
 　だが、男たちの銃撃は止まない。 
 　彼らはどうやら逃げ場を失い、奥の一室に立てこもっている様子だ。 
 　外への出入り口、つまり店の裏口は、今、第一班がいる通路の左にある。 
 　その為、黒峰会と黄河会のメンバーは裏口から外へと逃げ出すタイミングを見失ってしまったようだった。 
 　バーン、バーン、バーン・・・ 
 　また立て続けに発砲音が鳴り響く。 
 　男たちは奥の一室から身を乗り出すと、特務隊員に向かって鉛の弾をお見舞いしていた。 
 
 　だがその頃、ナオやゆかりの第二班、第三班は、高閣楼店内から右の通路を奥まで進むと、その突き当たりの場所で一つの鉄の扉を発見していた。 
 　それは古く錆び付いた、今はほとんど使われていないであろうと思われる鉄の扉であった。 
 　それを目の前にして先頭に立っていたナオが躊躇する。 
 （こちらの通路はハズレであったか？） 
 　やはり第一班が向かった通路でなければ、麻薬取り引きのおこなわれている一室には行けないのではないかと思ったその時、その鉄の扉ごしに中にいると思われる人の声が響いて来ていた。 
 　それは一人の男が、何やら怒声を張り上げて、わめいているような声だった。 
 　どうやらこの扉の向こうに、黒峰会と黄河会がいると、その時ナオは直感していた。 
 　ナオはそう思うと、その扉のノブを回して引いてみる。 
 　しかし鍵がかかっているようで扉は開かなかった。 
 　そこでナオは扉の鍵穴に向かって銃を発砲し、無理矢理ロックを解除していた。 
 　そしてその後、三人係でその鉄の扉をこじ開ける。 
 　しかしその甲斐あってか、鉄の扉はギィという重苦しい軋みをあげて開かれていた。 
 　だが、扉をあけてみたのはいいがその直後、目の前には埃をかぶった数々の段ボールが山積みにされてナオ達の進路を絶ち阻んでいた。 
 「まったく邪魔な段ボールね！」 
 　その時ナオは、苛立たしげに段ボールを蹴飛ばす。 
 　すると、ドサ、ドサ、ドサという音を立てて段ボールの壁が崩壊する。 
 　そして次の瞬間、現れた光景は、数人の男たちがナオたち第二班と第三班の隊員に向けて、銃を構えている姿であった。 
 　バーン・・バーン 
 　いきなり発砲音が室内に響く。 
 「ヴッ・・・」 
 　それを受けてその直後、小さなうめき声をあげて一人の隊員が床に蹲る。 
 　ゆかりだ。 
 　彼女は床に手を突くと、次には左手で胸元を押さえて苦しそうに荒い息をしていた。 
 「ゆかり、どうしたの！？　まさか・・撃たれたの？！」 
 　その時ナオはある意味、動揺を示していた。 
 　どうやら先程の発砲で、その弾がゆかりの胸に命中したらしかった。 
 　それを察するとナオは、直ぐ様ゆかりを抱き寄せて開かれた扉の横の壁ぎわに退避し、彼女に呼び掛けをおこなっていた。 
 「ゆかり！　ゆかり！　大丈夫？　しっかりして・・・」 
 　ナオに揺すられるゆかりの顔は蒼白であった。 
 　だが、 
 「だ・・大丈夫よ・ナオ・・私も、一応、防弾チョッキ着ているから、体には貫通していないわ。そんなに心配しないで・・・」 
 　だがして、ゆかりの少し息苦しそうな答えが返って来ていた。 
 「それよりもナオ、早く奴らを捕まえなさい。ここで取り逃がしたらせっかくのチャンスが台無しよ。私の事はいいから早く突入しなさい。もたもたしていると他の隊員に後れをとるわよ・・・」 
 　そう言うとゆかりは、ナオに気丈にも笑ってみせていた。 
 「本当に大丈夫なのね？　判ったわ。それじゃ私は黒峰会を捕まえてくるから、ここで待ってなさい、動いちゃ駄目よ！」 
 　ゆかりとナオのそんな会話が交わされていた中、他の第二班と第三班の隊員は先ほど開かれた鉄の扉ごしに構えて、中の連中と銃撃を交えていた。 
 　だが、そこへナオも参戦してくる。 
 「高橋くん、それに遠藤さん、私が意を決して中へ突入するから、その援護をして。銃撃が一時止んだら飛び込むわ！」 
 「おいちょっと待ってくれ、一人で突入するのは危険だよ。相手は銃を持っているんだ。弾切れになるまで待った方が良い、でないと君も撃たれるぞ・・・」 
 　そう言葉を発していたのは、高橋と呼ばれた隊員であった。 
 　彼はナオを見据えると、『正気か？！』とでも言いたげな表情をして驚いている。 
 　それに同調するように、遠藤と呼ばれた隊員も渋い顔をしていた。 
 「大丈夫よ、見たところ銃を持っているのは三人しかいないわ、速攻で決着を付けるから援護して・・・」 
 　そう言うとナオは、いきなり何の前触れもなく飛び出して、突入を開始してしまっていた。 
 　それを見た高橋と遠藤は、慌てて援護射撃を黒峰会と黄河会の連中がいる室内に向けて行っていた。その直後、他の隊員も勇気をふりしぼって怒涛のごとく室内に乱入していく。 
 　ナオが室内に飛び込むと、一人の男がいきなり発砲してくる。 
 　しかし、その弾はナオにあたらず、壁にぶち当たって四散していた。 
 　後方からは、仲間の隊員の援護射撃がつづく。 
 　それを受けて黒峰会と黄河会のメンバーは壁ぎわの角に退避し、頭を抱えている様子だった。 
 　その隙にナオは、銃を持っている三人の男を目測する。 
 　すると、それと同時に素早い動作でその三人に狙いを付けると、立て続けに五発の銃弾をお見舞いしていた。 
 　その直後、ナオの銃から放たれた弾丸は、ものの見事にその三人の男の足にヒットしていた。 
 　それは一瞬の出来事だ。 
 　次の瞬間には、銃を持った三人は、その場に即倒していた。 
 「・・・・・・」 
 　一時その室内はしんと静まり返る。 
 　だがナオは、その静寂を破るかのように、次のような言葉を言い放っていた。 
 「さあ、これであなた達のお遊びの時間は終わりよ。私は特務機関・特務一課、第二班の高崎ナオよ！　もう観念してお縄に付きなさい。もう逃げ道はないわ！！」 
 　そのナオの透き通るような声は、黒峰会ならびに黄河会の麻薬取り引きの現場の一室に、否応なく高々とした声となって、まるで勝利を宣言するかのように響いていた。 
 




第四節


 　パトカーのサイレンが慌ただしく鳴り響いて来ていた。 
 　中華料理店、高閣楼の周囲には、所轄の警察車輛や警視庁の覆面車輛が通りを占拠するように乗り付けられている。 
 　特務機関の隊員が高閣楼店内に突入を開始して、あれから二十分が過ぎようとしていた。 
 　今現在は、警視庁麻薬取り締まり官と、応援部隊の警官等で麻薬取り引きの現場の実地調査が行われている最中であった。 
 　摘発が適切な法に基づいて正当に行われたか確認する為だ。 
 　それと同時に、店の外には、病院の救急車輛が数台呼ばれてある。 
 　その車輛の中に、二階堂ゆかりとナオの姿があった。 
 「ゆかり大丈夫なの？　痛いところがあったら我慢せずに言うのよ。見せてみなさいあなたの胸、しかし相変わらず小さい胸ね、豊胸手術したほうが良いんじゃない？」 
 　ゆかりを相手にして、馬鹿なことを口走っていたのは、ナオだった。 
 　彼女は、当初ゆかりが銃撃を受けて倒れこんだ事を心配して、落ち着かない様子だったが、ゆかりが駆け付けた救急隊の検査を受けて何の異常もないと診断されたのを聞いてから、大分安心していた様子だった。 
 　ゆかりの胸には銃弾の跡とおぼしき小指の先ぐらいの痣が残っただけで、事なきを得ていた。 
 　やはり、服の下に、防弾チョッキを着込んでいたのが、幸いであったらしい。 
 　その為、今現在は、ナオが付き添いで、救急車輛の中で大事をとって休んでいるところだ。 
 「何、馬鹿な事言っているのよ、それより捕まえた黒峰会と黄河会のメンバーの処置はどうなったの？　今日中に、警視庁の方で、取り調べが行われるのかしら？」 
 「それなら心配ないわ。適切な対処として足を撃ちぬいた男たちはともかく、両組織の代表幹部らしき男たちとそれ以外のメンバーは、ついさっき麻薬取り締まり官と一緒に警視庁の方へ護送されていったわ。課長の言っていた話だと、警視庁に護送され到着する早々取り調べが始まるそうよ。まさに一網打尽てとこね、私の活躍をあなたに見せてあげたかったわ」 
 　ナオが高閣楼の麻薬取り引き現場の室内に突入を仕掛けたその後、その裏の建物内で商談の話し合いをしていた黒峰会と黄河会のメンバー一同は、特務機関の摘発によりあっけなく全員が逮捕されていた。 
 　逮捕時、黒峰会の幹部、茂満という男は、末端価格にして一億五千万円相当の麻薬の現物が詰まったケースを抱え持っており、そのまま麻薬取締法違反の容疑で現行犯逮捕されていた。彼が抱え持っていた覚醒剤が動かぬ証拠となったからである。 
 「でもあなたってドジね。あんな何の訓練も受けていない黒峰会のメンバーが撃った球に胸を撃ちぬかれるなんて、不注意にも程があるわよ。幸い防弾チョッキのおかげで命に別状はなかったけれど、危うく死ぬところだったわよ・・」 
 「何よ、悪かったわねドジで！　私だって突然の事で動揺していたのよ。まさかあの状況で相手がいきなり撃って来るとは思わなかったんだから、仕方ないでしょ」 
 「おうおう、二人とも元気な様子だな、ところで二階堂、撃たれた胸はもうなんともないのか？　俺は心配したんだぞ、慎重派のお前が奴らに撃たれたと聞いたときは驚いたよ」 
 　ナオとゆかりが少々いつものように言い合いを始めたその頃、そこへ二人のそばに姿を見せて現れていたのは課長の佐渡一であった。 
 「しかし撃たれたのがナオでなくて二階堂だとは、少々意外な気もするな。ナオは命令無視の常習犯だから、てっきりまた一人で突っ走って怪我でもするんじゃないのかと思っていたが、あまり心配を掛けるんじゃないぞ。今回、防弾チョッキの着用を義務付けておいて良かった。うちの隊員に歳若くして死なれては俺の立場がないからな・・・」 
 　彼、佐渡一は多少苦笑いもまじえて、二階堂ゆかりやその隣にいるナオに向かって、そんな事を口走っていた。 
 「あら、課長は、私が無鉄砲の単細胞とでも言いたいの？　今回も私の活躍で突入に成功したんだから誉めてくれてもいいんじゃないかしら？　上層部から特別勲章なんかをもらってもいいくらいに思うわ・・・」 
 　ナオは佐渡の言葉を受けて、それに反発するかのように自分を自画自賛していた。 
 「そうか？　お前はそんな事言っているが、さっき高橋と遠藤に話を聞いたところによると、ナオお前は特務機関の規律に反して銃弾が飛びかう取り引きの現場の室内に単身突入をしたという事じゃないか。たとえそれが相手を捕まえる行為の為になしたことでも、特務機関は各班のメンバー同士の密な連携で行動するように義務付けられているんだ。それを軽視して先走った単独行動にうって出るというのはどうかと思うぞ。お前の勇気はまあ誉めておこう。しかし勲章など貰える訳ないだろう。特務機関の問題児には、また反省文でも書く事のほうが似合っていると思うがな・・・」 
 　だが佐渡にそう言われて、ナオは少し不機嫌に彼の顔を睨み付けてやっていた。 
 　もちろんナオは勲章など貰えるとは思っていなかったが、事あるごとに特務機関の問題児と評されることには、少々抵抗があったからだった。 
 　だが佐渡もナオの扱いに慣れている為か、彼女に睨み付けられても知れっとした態度でそっぽを向き、その攻撃をやり過ごしていた。 
 　その二人のやりとりを見て、二階堂ゆかりは、ププッと吹き出して笑いをもらしてしまっていた。そして次のようなことを佐渡に質問している。 
 「ところで課長、我々はもう特務機関本部へ引き上げるのですか？　摘発も無事完了したことだし、もうやる事はないでしょう？」 
 「そうだな、あとは警視庁の麻薬取り締まり官と警官たちに任せるのが無難だろ。オレ達の役目は麻薬取り引きの現場に急襲を仕掛けて、黒峰会と黄河会のメンバー全員を捕らえることだったからな、だからそれが無事済めば、あとの事後処理は警察にバトンを渡して本部へ帰還するのが常套だろう。だからあと十分もしたら点呼を取って本部へ帰るぞ。お前たちもいつまでも二人してここに居ないで、他の隊員のところに戻っていろよ。俺はこれから警視庁の責任者のところに行って先に引き上げるための挨拶をしてくるから、それまで待っていろ。大体五分後ぐらいに戻ってくるからな・・・」 
 　その佐渡の言葉を聞いて、ゆかりはハイと言う返事をして承服していた。 
 　しかしナオは、その言葉を受けても、飄々として知らんぷりをおし通し、可愛げなくお澄ましを決め込んでいた。 
 
 　午後九時三十分、その時刻、特務機関・特務一課のデスクフロアーでは、事務処理担当員こと柏木モモが、椅子の背もたれに寄り掛かり背中を海老反りにしたまま腕をのばし、グーンとした伸びをして欠伸をもらしていた。 
 「あーあ、ところで渡辺さん、一課の隊員はまだ現場から戻ってこないんですかね？　私待ちくたびれてもう気抜けしてしまいましたよ。早くナオ先輩、帰ってこないかなー」 
 　モモが話し掛けたのは、彼女同様、事務処理兼電話番担当の渡辺良子という古株の隊員であった。 
 　彼女は特務機関という組織がまだ正式に機能する前のテスト設営時代からこの特務一課につめている隊員で、みんなからは「おつぼね様」と呼ばれている女性だった。 
 　今現在では、佐渡一課長の代理秘書官としての役割も担っている。 
 　そんな彼女に、モモは心底仕事はもう飽きましたというような態度をとり、気やすく話し掛けている。 
 　それを聞いて、渡辺という隊員は、苦笑いしながらモモの話題に応じていた。 
 「あらモモちゃん、もう仕事に飽きてしまったの？　でもまだ一課の隊員は戻ってこないわよ。だけどモモちゃんは、相変わらず高崎さんの事が気になっているのね？　あなた達って本当に仲のいい姉妹の様だから、ある意味、羨ましく思うわ」 
 　渡辺良子という女性はそう言うと、またモモに対して笑ってみせていた。 
 「えー、そうなんですよ。あのナオて言う先輩は、一応、私のお姉さんみたいな人なんですよね。ちょっと性格に問題ありって感じの人だけど、なぜだか気になってしまうんですよこれが、一体どうしてでしょう？」 
 「そう？　でもそれは高崎さんに、何かしらの魅力があるからじゃないかしら？　彼女は無口でちょっと気が短いところがあるけれど、何となく硬質で純粋な透き通るような感性を持っていると思うわ。だからそんなところにあなたも惹かれているんじゃないの？　彼女ああ見えて、女の私から見ても扇情的な魅力を醸し出している様な女性ですものね・・・・」 
 「えー、渡辺さんて、それって本気で言っているんですか？　あの男っ気のまったくないナオ先輩に、そんな魅力があると思います？　だって彼女一生結婚できそうにない素質じゅうぶんのそんな人ですよ。きっとあの人はお婆さんになっても独身で貫き通す、恋愛感覚まったくなしの女ですよきっと・・・・・」 
 　そう言うと柏木モモは、ナオがその場に居ない事をいいことに、好き勝手なことを口走っていた。 
 　だが、 
 「誰が一生結婚できないですってモモ、陰で私の悪口を言わないで欲しいわ。そんな事言っていると、あなたの口に焼き鳥五本詰め込むわよ・・・！」 
 　とそんな時、突然、何の前触れもなく特務一課のデスクフロアーに、ナオが姿を現していた。 
 「あー、やだ、ナオ先輩いつの間にそこにいたんですか？　しかしずいぶんと早く帰ってきましたね。私待っていたんですよここでずーっと」 
 　モモはナオの姿を見付けると、極端に甘い声をだし、彼女に飛び付いて来ていた。 
 　そして猫のように擦り寄ると、子供のような態度でナオの腕に頬摺りをし始める。 
 「ああ、ちょっとやめなさいよ。私の腕に擦り寄ってこないで、気持ち悪いでしょ」 
 　そんな中、ナオは、モモのその行為に鳥肌をたたせて拒絶の姿勢を見せていた。 
 　どうやらナオは、モモのその子供じみた行為に、癖々している様子だった。 
 　しかし二人がそんな事をしていると、その後から続々と他の隊員や二階堂ゆかりが特務一課のデスクフロアーに姿を見せ始める。 
 「あら嫌だモモったら、またナオに甘えているの？　まったくいつまでたってもお子様なのね。これはやっぱり二人とも女同士で結婚でもしたほうがいいんじゃない？　かなり良い夫婦関係が築かれるかもしれないわよ・・・」 
 　ゆかりは特務一課のデスクフロアーに入って来る早々、ナオとモモのいちゃつく光景を見て開口一番そんな事を言っていた。 
 「なんですか、ゆかり先輩。私とナオ先輩の関係を羨んでいるんですか？　へへー、私たち仲がいいでしょう。やっぱり甘えるのはナオ先輩が一番いいのよね。こんな風な事も出来るんですよ」 
 　そう言うとモモは、突然ナオの両胸を服の上から鷲掴みにして、揉みしだき始めていた。 
 「ちょっと何するのよ馬鹿！！　ああ、私の胸に触らないで！」 
 　モモがナオの胸を揉みしだく中、ナオはそのモモの頭を平手打ちで、ぴしゃり、ぴしゃりと叩いて拒絶の姿勢を見せていた。 
 　するとゆかりが二人に白い目を向けて、次のような言葉を口走っていた。 
 「あなた達・・・もしかして・・レズ？」 
 　しかし、その光景を見ていた他の男性隊員などは、そのゆかりの言葉にゴクリと生唾を飲み込んでいる。 
 　彼らにしてみれば、ナオとモモがいちゃつく光景は、目の毒となったようであった。 
 　だがその時、特務一課の課長佐渡一が、みなが集うデスクフロアーに現れて、先程からいちゃつくナオとモモを見ていい咎めていた。 
 「おう、お前等、何やっているんだ。相変わらず仲がいいのは良い事だが、ちょっと急な話があるから一度自分の席についてくれ。簡単な話だが、一応、特務一課の全員に報せておきたいからな・・・」 
 　そう言うと佐渡は、自分のデスクについてフロアー内に集った隊員たちにむけて、次のようなことを語っていた。 
 「いいかみんな、急な話だが、先程、高閣楼に急襲を仕掛けて黄河会と黒峰会のメンバーを一網打尽にした訳だが、そのメンバーの中に居た二人の首領格的役割をしていた男たちの顔が、いま警視庁のほうから連絡があり早くも割れたそうだ。一人は黄河会の代表幹部、リー・チェンサイという男だ。この男は黄河会の六人委員会という上層部のメンバーの一人で、組織の間では〝禿頭の虎〟と呼ばれる大物幹部だった。今回、我々はその大物を捕らえた訳だが、問題となるのは次のもう一人の男のほうだ。その男とは黒峰会の幹部構成員、茂満十次郎という男らしい。警察の調べた情報によると、この茂満十次郎という男は、皆は知らないと思うが七年前の警視庁高崎耕助警視殺害の重要参考人手配者、勅使河原洋二の逃亡を手助けし、その容疑者を長い間かくまっていたという疑いのある男であったらしい。その為、彼、茂満十次郎という男は勅使河原洋二という警官殺しの容疑者の行方を知る超重要参考人として位置付けられたらしい。そこでだ、今回、警視庁の刑事部の面々は、高崎警視殺害事件の容疑者を逮捕するために、捜査本部を新たに発足することに決めたらしい。高崎警視殺害事件は、七年前に発生して今現在ではその捜査の手が中々進まずほとんどお蔵入りしていた事件だ。だが茂満十次郎という男の逮捕で事態が急展開したようだ。そこでその茂満十次郎という男の供述次第では、今後、特務機関が高崎警視殺害事件の容疑者と目される勅使河原洋二の、再捜査に参加するかもしれないという状況が出てきている。もちろんこれは今後の茂満の取り調べしだいという事だが、その可能性があるという事だけを前もって皆に報せておこうと思い今話をしたという訳だ。皆判ったか？」 
 　佐渡一課長は、そこまで言うと口をつぐんでいた。 
 　そして横目でナオの顔に覗いを立ててくる。 
 　だがその時、突然ゆかりが驚いたように、次のような質問をしだしてきていた。 
 「課長、それは本当のことなんですか？　今日、捕まえた黒峰会のメンバーに、あの高崎警視殺害の事件の容疑者の行方を知るという超重要参考人がいたって？」 
 　課長の話がおわって皆がそれに納得している中、ゆかりはそれが信じられないといった表情で佐渡に聞き返す。 
 「ああ、それは本当のことだ。警視庁が調べた情報だから、まず間違いはないだろう」 
 　佐渡はそういうと、真面目な表情をして肯いていた。 
 　しかしそこへ、ナオが口を挟んでくる。 
 「課長、それじゃ、特務機関は勅使河原洋二の再捜査に、なんらかの形で参加するかもしれないのね？」 
 　ナオは少しいきりたって、食い付くように佐渡に問いただす。 
 「そうだナオ、しかしこれはあくまで可能性だ。必要性がない場合は、警視庁だけの単独捜査になるだろう。だがここで一つ注意しておくぞ、ナオ、七年前殺された高崎警視がお前の親父さんだということはオレもよく知っている。だがな、もし特務機関が勅使河原洋二の捜査に参加することになっても決して一人で突っ走るような事はするなよ。オレはお前が親父さんの仇を討とうとして、また軽率なことをしでかすんじゃないかと心配しているんだ。だからくれぐれも気をつけるように言っておくぞ。これはお前の為でもあるんだからな・・・」 
 「判っているわよ・・・」 
 　その佐渡の言葉を聞いて、またナオは不機嫌に顔をそらしてそっぽを向いてしまっていた。 
 　しかしその反面、彼女は、嬉しさを隠し切れないのか、口元を押さえてプププッと笑いだしてしまっていた。 
 　どうやらナオとしてみれば、父親を殺したかもしれない勅使河原洋二の消息を示す手がかりが思わぬところから転がり込んで来て、祝勝会でもあげたい気分であるらしい。 
 　だが、そんなナオの態度を見て、佐渡一課長も苦笑いを隠し切れないでいた。 
 




第五節


 　十二月二十三日、午後十一時二十分・・・ナオは今現在、二十四時間営業の百円ショップ《ワン・オー・オー》の店の店内に来ていた。店内の所狭しと並べられた商品を、均一すべて百円という安価な値段で売りだしている店だ。そこで今ナオはある品選びに没頭している。それは、明日はなんといってもクリスマス・イブ、ある意味、年に一度のお祭り的日、その為にナオのアパートの部屋にそれにふさわしい飾り付けをするために、数々あるクリスマスグッズの中から装飾品を選んで、めぼしい物を捜し出しているところだ。 
 　今はクリスマス・イブを明日に控え、クリスマス商戦は佳境を迎えている時期、この百円ショップもそれにもれず例外ではなく、クリスマスグッズは店内に山と陳列されていた。 
 「ねえナオ先輩、ナオ先輩、これなんかどうです？　これすごく可愛いと思いません？　私これ気にいっちゃった、買っちゃおうかしら？」 
 　ナオが真剣な顔をして部屋の飾り付けの装飾品を選んでいると、そこへ柏木モモが唐突に現れて一つの商品を彼女の目の前に突き付けて来ていた。 
 　それはクリスマスツリーを模した小さなキャンドルである。 
 　モモはそれをナオに見せると、子供のようにはしゃいで一人で喜んでいる。 
 　だがそこへ二階堂ゆかりも、百円ショップのある品を手に持って、ナオのそばに現れる。 
 「ねえナオ、これなんかどう？　明日ケーキを食べるときに使うお皿、こっちの紙のやつがいい？　それともこのプラスチックのやつ？」 
 　そういうとゆかりは、モモ同様、ナオの目の前にその二つの品を提示して見せていた。 
 「私は紙のやつのが良いと思うわ。どうせ使い捨てになるんだから、プラスチックの皿だと後の扱いに困るわ・・・」 
 　ナオはそれだけ言うと、また、品選びを始めてしまっている。 
 　彼女たち三人は今なぜこの百円ショップにいるのかというと、明日ナオのアパートの部屋で急遽モモの提案で、ささやかなクリスマスパーティーを開こうとしているためだ。 
 　今日はもう夜の十一時過ぎであるという時間帯にもかかわらず、三人は特務機関本部からの帰宅の途中この店に足を運んでいるという具合であった。 
 　ゆかりと柏木モモの二人は、今日ナオのアパートに泊まり込んで明日のクリスマス・イブの為の準備をするつもりなのだ。 
 　彼氏のいないこの三人にとっては、それがお互いの交友を深めるささやかなあるイベントだといってもいい。 
 　その為、少しでも明日のイブの日を盛り上げる準備に、余念はないのだ。 
 　それから三十分後、部屋の飾り付けに必要なクリスマスグッズも買い込み、三人はご機嫌の様子でナオのアパートへと向かっていた。 
 　先程の百円ショップから、ナオのアパートは、すぐ近くに位置している。 
 　ナオとゆかり、モモの三人は、アパートに到着すると、まず部屋の電気とコタツを点けてさっそく上がり込んでいた。 
 　今現在、時間は十二時三分前だ。 
 　普通の場合なら、すでに就寝していなければ明日の仕事にさしつかえるだろう。 
 　しかし、今日の高閣楼における摘発の任務が、定時をこえて夜になるまで及んだため、明日は午前十時までに特務機関の方へ出勤していればいい事になっている。 
 　明日は大体、十時半から通常の勤務が開始される予定なのだ。 
 　だから今日は多少、夜更かしをしてもさして支障はない。 
 　まあ、深夜の三時ぐらいまでには、部屋の飾り付けを終えて眠りにつけばちょうど良かった。 
 　三人はナオの部屋に到着すると、しばらくコタツで暖を取ってから、部屋の飾り付けをおもむろに始めていた。 
 　だが、飾り付けをおこなうといっても、そう大仰な事ではない。 
 　ただキラキラ光る長い飾りを、四五本部屋の壁に張り巡らせるだけだ。 
 　百円ショップで購入しただけあって、金をあまりかけずにクリスマス・イブを祝う、それが三人の経済観念が一致した目論みである。 
 　だから飾り付けは、約二十分もすると、ほぼ簡単に終わってしまっていた。 
 　その後ナオとゆかり、モモの三人は、深夜テレビを見ながら何気なくありふれた時間を過ごす。 
 　今は、ナオが台所に立って紅茶を三人分、煎れて来てくれていたので、それを飲みながらコタツで他愛もない話にうつつをぬかしていた。 
 「しかしナオ先輩、本当、今回はラッキーでしたよね。まさか今日、逮捕した黒峰会のメンバーの中に、あのナオ先輩が捜している勅使河原洋二の重要参考人がいるなんて意外でしたね？　私は課長の話を聞いたとき、びっくりしてしまいましたよ。でもこれでお父さんの高崎警視を殺した犯人を捕まえるというナオ先輩の彼岸に、また一歩近付いたといってもいいですねー？　これは何だか神懸かり的な感じがしますよ・・・」 
 　そんな折り、モモが唐突にある話に話題をふっていた。 
 　それはナオの父、高崎耕助に関する話題であった。 
 「でもホントそうね。黒峰会と深い関係にあった米川を追って、まさかこんなに早く勅使河原洋二の再捜査に辿り着くなんて、ある意味、奇跡だわ。これはなにか運命的な事態といってもいいかもしれないわね。ナオが早くお父さんを殺したかもしれない犯人を捕まえて、敵討ちすることを神様が手助けしているように思えるわ」 
 　モモの話を聞いて、紅茶を美味そうに飲んでいたゆかりも、それに同調してそんな事を口走っていた。 
 「だけどまだ二人とも気が早いわよ。まだ特務機関が勅使河原洋二の再捜査に参加するとは正式に決まっていないし、それに茂満十次郎の取り調べも深く進んでいない状況だわ。だから今後の状況次第よ・・」 
 「あらナオ、あなたは今回、意外に慎重なのね。たしかに今後の取り調べ如何によるかもしれないけれど、多少は喜んでもいいんじゃない？　こんなチャンス滅多に巡って来ないわよ」 
 「確かにそうね。でもホント言うと、出来れば今回の件は私一人で決着を付けたいのが正直なところなの、警視庁や特務機関の力を借りずにね・・・」 
 　ナオはそう言うと、意味不明な笑いを一頻りもらしていた。 
 　しかし、それを聞いたモモが驚きを示す。 
 「えーっ、ナオ先輩、それじゃ、今回の件を単独で解決つけようとでも言うんですか？　それは無理ですよ。現に勅使河原洋二って言う男の所在を知っているであろう茂満十次郎は、警視庁で拘束されているんですから、どうやってその情報を引き出すんですか？　そんな事できるわけないでしょう」 
 　モモはナオがあまりにも突飛なことを言うので、そう言って否定の姿勢を見せる。 
 「そんな事、判っているわ。だから出来ればの事って言ったでしょ。私もそんな事できる訳ないと思っているわよ。なるべくならそうしたいのが山々なのは確かだけどね・・・・」 
 「なんだ私びっくりしちゃいましたよ。まさかナオ先輩は警視庁に乗り込んで茂満十次郎という男を拉致し、どこかに監禁して、勅使河原洋二の所在を吐かせるんじゃないかと思っちゃいました。やだなもう、脅かさないで下さーい」 
 　それを聞いてモモは安心していた。 
 　高崎ナオのことだから何をやりだすか判らないと思ったが、どうやら彼女も馬鹿ではないらしい。だがモモはナオの気持ちも判らないではない。 
 　たった一人の父の命を奪ったヤツに、自ら引導を渡したいと思うのは正直理解できるのだ。 
 　自分も三年前、姉を病気で亡くしてから、ひどく落ち込んだ事がある。 
 　いつも一緒にいた身内が亡くなるということは、辛い事なのだ。 
 　だから、モモには、ナオの気持ちに同情する事ができる。 
 　境遇は違えど、なにか共通する部分が、二人にはあるように思うからだった。 
 　しかし、ナオは、特務機関の隊員だ、小さな規律はともかくとして、警視庁や特務機関の大規模な規律を逸脱した行為にうって出るのはいかにもマズい。 
 　その点から考えると、やはり、通常の規則に則って、勅使河原洋二の捜査に参加できればそれだけでも儲け物といっていいはず。 
 　だから一人で何でも解決をつけるというやり方は、ある意味、ナオの我が侭であるのだ。 
 「でもナオの気持ちも判るけど、特務機関が勅使河原洋二の捜査に参加できればこれでも十分あなたのお父さんの敵討ちになると思うわよ。だからナオ、あなた変な気は起こさないでね」 
 　そんな中、そう言っていたのはゆかりであった。 
 　彼女もナオの気持ちは判らないでもない、しかし単独で捜査するというのは特務機関の隊員としては如何にも個人の権限を逸脱しているような気がする。 
 　だからゆかりにはナオに、そう言うしか他にいい言葉が思いつかなかった。 
 　大規模な組織の中で活動している以上、一個人の力には限界というものがあるのだ。 
 　しかしナオはそれを聞いて、自分なりに納得している様子だった。 
 　彼女はそれ以降、モモとゆかりに反発の態度も示さず、笑顔をたたえてけろっとしていた。 
 　どうやら勅使河原を、どうしても一人で捕らえて解決をつけるという事に、それ程こだわりは持っていない様子だった。 
 　それでモモとゆかりも、ある意味、納得を示す。 
 　ナオが単独行動にうって出ない限り、安心出来るのだ。 
 　だが、そんなこんなでナオ、ゆかり、モモの三人がそんな事を話していると、時間はもう既に次の日の午前二時四十分にさしかかっていた。 
 　もう、この頃合いは、就寝の時刻だ。 
 　いくら明日が遅出であっても、今頃の時刻に就寝しなければさすがにマズい。 
 　そこで三人はもう話も切り上げ、床に着く事にしていた。 
 　しかし床に着くといってもナオはともかく、モモとゆかりの二人は、また、ナオに毛布を二枚借りてコタツで寝るのだ。 
 　コタツで寝ると、体が痛くなるが、文句は言えない。 
 　ゆかりとモモは、もう、そんな事は慣れっ子だ。 
 　事あるごとにナオのアパートを訪れて、そこで一夜を明かす事は今日に限ったことではない。 
 　だから座布団を枕がわりにし、コタツに横になった頃には、ゆかりとモモはすぐ眠りについてしまっていた。 
 　どこででも寝られるという事は、ある意味、二人の特技になりつつある。 
 　そんな二人を見てナオも、その日は、ベットの暖かい布団の中で眠りに就いていた。 
 　そして、二十四日の朝を迎えるのである。 
 






第五章　潜入捜査・開始







第一節


 　武装誘拐、武装強盗、武装テロ、特殊闇裏取引、等の犯罪が起きなければ、ある意味、特務機関の仕事などは暇な一日を過ごすことになる。 
 　その暇な時間にやる事といえば、大抵、訓練かパトロールであった。 
 　今日、十二月二十四日現在、昨日の麻薬取り引き現場の摘発の興奮も冷め、いたって平凡な一日が始まりを迎えていた。 
 　特務機関の建物の裏にあるガランとしただだっ広いグランドでは、今現在、十時二十分から始まりを迎えた特務訓練が、訓練官の指導のもと慌ただしく行われていた。 
 　しかし、特務訓練といっても、今日は、体の慣らし程度の基礎体力訓練であった。 
 　腕立て伏せに、腹筋、ストレッチ運動とそれにランニング、そしてその後、昨日の高閣楼における急襲の反省会もかねて軽い模擬訓練が行われていた。 
 　模擬訓練とは、実際に現場の状況を再現し、シミュレーションして行われる訓練のことである。グランドには、建物を模した箱が並べられ、その箱を壁に見立てて銃撃戦の際どうやって身を隠しながら突入していくかの再確認が行われている。 
 　特務機関は軍隊ではないが、こういった訓練は欠かせない。 
 　都内では、凶悪犯罪が多発する中、銃を使った犯行が極端に増加の傾向にあるからだ。 
 　銃が犯罪者たちの手にわたるのは、その裏で大規模な銃の横流しが行われている為である。 
 　しかし、警察や特務機関といえど、それ等の違法行為を中々撲滅できないでいる。 
 　犯罪者たちは、社会の裏に隠れ狡猾に立ち回るため、ある意味、そういった横流しの実態は闇に包まれている部分が大きいからだ。 
 　だが、少しでもそれらの犯罪を摘発する努力は、忘れたりはしない。 
 　努力を怠れば、たちまち巷は犯罪者の闊歩する無法の街になることだろう。 
 
 　特務機関・特務一課の訓練はその後、早々と十二時には終了し、昼食になっていた。 
 　ナオやゆかりも訓練を終えて一汗流し、建物内の女性隊員用シャワールームで流れ出た汗を落としているところであった。 
 　それが終わると、さっそく昼食に入る。 
 　ナオとゆかりは当たり前のようにモモを誘うと、食堂に向かっていた。 
 　食堂ではまた、おしゃべりの柏木モモがくだらない話をして、ナオとゆかりに頻りに話し掛け話題は絶えなかった。 
 　モモの話は、くだらないが面白い。 
 　特務一課のある隊員が、最近、彼女にふられただの、佐渡課長は、絶対、夫婦仲が悪いだのと、取るにたらない世間話が中心である。 
 　しかし、それにゆかりは一々頷き、時には笑ったり、冗談を言ったりして談笑している。 
 　だが、ナオは、あまりその話を聞いていない。 
 　彼女にとって世間話は、いまいち興味の対象にはならないからだ。 
 　ナオの興味は今のところ、家に帰って近くのビデオレンタルショップでＢ級ものの映画を借りてきて、ただ漠然と映画鑑賞するだけが唯一の楽しみだ。 
 　それ以外に、これといって趣味はない。 
 　ある意味、つまらない女といってしまえばそれまでだが、ナオの無趣味を知っているモモに、この前、自分と同じようにりかちゃん人形のコレクションを始めてみたらとすすめられたが、それを渋い顔をして辞退していた。 
 　いい歳して、りかちゃん人形はないだろう、とナオにはそう思えたからだ。 
 　しかし、そんなナオに反して、ゆかりは多趣味だ。彼女は器用なので、手芸や編み物、それに意外にもガンダムのプラモデルを組み立てるのが唯一の楽しみらしい。 
 　それに、一番の趣味はパソコンだ。 
 　ゆかりは家に帰ると大概の場合、ノートブックのパソコンを弄っている。 
 　今現在では、自分のホームページを開設しようと、参考書を片手に奮闘しているという話だった。 
 　その他にも、ゆかりは、写真が趣味でもあった。 
 　休みの日になると、どこかにふらっと出掛けて、ちょっとした風景写真や街角の情緒あふれる写真などを撮影してきて、それをコンピュータのなかに入れて画像編集もしているという。 
 　ナオからして見れば、よくもまあそれだけ興味が湧いてくるものだと、ある意味、呆れるが、ゆかりは多趣味の方が人生にとって有意義である、と主張しているらしい。 
 　確かに、そう言われてみれば、そんな気がしないでもない。 
 　だが、ナオは、あまり考えることはしないタイプだ。 
 　別に頭が悪い訳ではない、小学校の時などはそれなりに成績もよく、優等生の部類にいた事もある。しかし、興味がわいてこない以上、頭を使う場面もないのは確かであった。 
 　そんな事で、三人は食事も終わり、食堂を後にしていた。 
 　これからは、午後の職務を全うしなければならない。 
 　しかし、今日のような場合、職務といってもどうせ街のパトロールに繰り出されるだけだ。 
 　パトロールは警察の方でもしている職務であるが、特務機関の場合、都内の道路事情を実地でよく把握するための訓練も兼ねてそれを行っている。 
 　都内の道路事情は複雑だ、道を知っておかなければ、特務機関員として恥ずかしいことでもある。 
 　ナオ、ゆかり、モモの三人が昼食を終え、特務一課のデスクフロアーに戻ってくると、案の定、ナオとゆかりには佐渡の方から都内のパトロールが言い渡されていた。 
 　もちろん二人だけではない、他にも数名そのパトロールに参加する。 
 　ナオは、パトロールが、嫌いではなかった。 
 　都内の道路を走るのは、ある意味、気分転換にもなる。 
 　別にスピード狂であるという訳ではないのだが、特務マシンのオートバイクにまたがり街中を疾走するのは、爽快さが感じられるから好きといってもいい。 
 　たまにいやな気分の時は、パトロールに出るほうが気分が晴れるのだ。 
 　だからナオは、佐渡にそれを命じられても、文句一つ言わずゆかりと共にマシンの置いてある地下駐車場へと向かっているところであった。 
 　ナオは駐車場へ来て特務機関専用に特注で製造された特務マシン、ＲＨ‐２０００にまたがると、エンジンをおもむろにかけアイドリングの調子を確かめていた。クラッチを入れずに前輪のブレーキをかけ、空ぶかししてタコメーターの回転数も確認する。どうやらマシーンの調子は良いようだ。 
 　彼女の横では、今、ゆかりも同種のマシーンに跨がり、準備を調えているところであった。 
 　そしてエンジンが温まったのを確認すると、二人はそれぞれ特務機関の駐車場を後にしていた。 
 
 　巡回パトロールのコースは、大抵決まっている。 
 　しかし、時たま隊員の自己判断で脇道にも逸れたりするので、ほとんどの場合、決められたコースは辿らない。 
 　ナオなどがパトロールをする場合、よく裏道を通ったりする。 
 　その為、コースどりは、メチャクチャだ。 
 　だが、裏通りを走っていると、時たま、ちょっとした事件に遭遇する場合もあるのだ。 
 　人目に付かない通りは、ある意味、犯罪の発生率が高い。 
 　主要な表通りと比べても、七八割の確率で、何かしらの事件が起きる可能性がある。 
 　だからナオが裏道を通るのも、無駄ではないといえる。 
 　今日のナオとゆかりの巡回コースは、都内の西地区、新宿方面第五十三エリア一帯が管轄だ。 
 　二人は特務機関本部から三宅坂内堀通りを北西に向かい、そこから左に折れ、新宿通りを西に進んでいく。 
 　その通りは新宿駅近くへと抜けており、そこへ到着すると、その辺一帯の街並みを網羅してパトロールを開始するのである。 
 　先頭はナオ、その後にゆかりがつづく。 
 　新宿方面の第五十三エリアといっても、その範囲は広い。 
 　この街は、どこでも同じようだが、駅周辺が主に発展している。 
 　人の集まる場所を重点的にパトロールするのは、一つの常識だ。 
 　ナオとゆかりは、新宿駅付近で二手に分かれると、その周辺一帯を巡回すると決めていた。 
 　ナオは駅の東側に位置する方面を、ゆかりはその西、のっぽビルが無数に立ち並ぶ西新宿方面を担当する。 
 　この巡回パトロールは、ただ特務機関の威勢を一般の人々に示す役割が殆どといっていい。 
 　一般の人々が特務機関の車輛を見れば、街の安全は固く守られていると思えるだろう。 
 　それに、巡回をすると防犯対策にもなるので、犯罪の発生率はいくらかだか下がるのも確かだ。特務機関が暇なときに行われる巡回パトロールといっても、まったく意味がないわけじゃない。だがそんな中、ナオは、新宿駅の東側一帯をマシンの速度を極力落として巡回に専念していた。 
 　相変わらず街中というのは、車の通りが激しい。 
 　機械技術が発達して、今や日本に限らず世界中で車が走っていることを考えると、少しゾッとしないでもない。 
 　ナオは、環境問題には興味がないが、これだけの車が走り排気ガスを撒き散らしている以上、地球温暖化が危険視されてもおかしくはないと思ったりする。 
 　何でも地球温暖化がこのまま進と、北極の氷が溶けだして海面の水位が上昇するとも言うではないか。そして、それに付随する形で、他にも様々な問題が発生するという。 
 　ある意味これは、大問題かもしれない。 
 　しかしナオは、そんなことを柄にもなく考えながら目の前の道路を何気なく右折すると、その通りの先である種の人だかりが出来ているのを発見していた。 
 （一体何？） 
 　それをナオは怪訝に思い、その人だかりが出来ている付近までバイクを走らせ、路肩に停車して降りてみる。すると、そこでは人だかりに囲まれて、一人の女性が先程から苦しそうに路上に座り込んで、呻きに似た声をもらして喘いでる様子が目に映った。だが、ナオがその女性をよく見ると、彼女はお腹がパンパンに膨れていた。服装を見ると、マタニティードレスを着ている。 
 　それを見ると一目瞭然、その女性は妊婦だと判った。 
 　まさか、貧血かなにかで路上に倒れたのか？ 
 　そう思うとナオは、少し驚きながらその人だかりを掻き分けて、その妊婦に駆け寄っていた。 
 　そして、声をかける。 
 「あなた大丈夫？！　私は特務機関の者よ。一体こんなところでどうしたの？　苦しいのは判るけど、事情を説明して！」 
 　ナオはそう言うと、その妊婦の肩に手を回して支えてやっていた。 
 「う・・産まれるの・・・救急車・・救急車を早く呼んで・・・」 
 　その妊婦は、ナオの顔を見ると、苦しそうな声でやっとそう言う。 
 「産まれる？」 
 　しかしその時、ナオはまだ、その状況をよく理解できず、少し間抜けにぽかんとしていた。 
 　だが次の瞬間、ハッとなって慌てたように、その妊婦に問いただす。 
 「産まれるって、もしかして子供が生まれるの？！」 
 「そうです・・もう赤ちゃんの頭が半分出ているの。早く救急車を呼んでください。ゔーっ」 
 　ナオの問い掛けを受けて、妊婦は、苦しそうにうめき声をもらすと、再び救急車を呼んでくれるように催促をしていた。 
 「わ・・判ったわ。それじゃ少し待って。今すぐ電話して救急車に来てもらうから」 
 　ナオはそう言うと、少し慌てて胸元から携帯電話をとり出すと、速攻で１１９番のダイアルを押していた。 
 　電話が数秒経って繋がると、即座に今いる場所の現在地を述べて、救急車の出動を要請していた。 
 　そして、電話を切る。 
 　電話の相手側の話によると、救急車は五分ぐらいで、ここに着くと言っていた。 
 　それまでの間、この妊婦を勇気づけてあげなければなるまい。 
 　ナオはそう思うと、立て膝をついてその妊婦のそばに屈み込むと、彼女の顔を見据えてこう言っていた。 
 「さあ大丈夫よ、今、救急車を呼んだから、もうすぐ来ると思うわ。だからそれまで頑張ってね」 
 　妊婦はその言葉を聞くと、苦しみながらもウンと頷いていた。 
 　そしてナオの手を握り、また苦しそうに唸りだす。 
 「ゔ～、ゔ～、ゔ～、あう、ゔ～、ゔ～、ゔ～」 
 　彼女は、一種、酸欠状態から新鮮な空気を求めるかのように激しく息を吸い込むと、お腹を押さえて蹲る。 
 　だが、その時ナオは、それを見て少し困っていた。 
 　彼女は救急隊ではないので、こういった状況に不慣れだ。 
 　その為、このような時の場合どう対処していいのか判らず、かなり焦りの色を見せる。 
 　先程からその妊婦を取り巻いて人垣を作っていた通りすがりの人々も、この状況が一体どうなるのか心配している様子だった。 
 　ナオは仕方がないので、その妊婦に話し掛ける。 
 　そうすれば、妊婦の気が紛れると思ったからだ。 
 「あなた名前はなんて言うの？　私はナオって言うの。苦しいのは判るけど、それを教えてくれない」 
 「私・・私は、シカツメ・・シカツメアキっていいます。でもナオさん？　私もう我慢できません。ここで・・ここで産んじゃいます・・」 
 　鹿津目アキと名乗った妊婦は、そう言うと、また苦しそうに息を激しく吸い込みだしていた。 
 「ええっ！！　ここで産むの！？　ちょっと待って、どうしても我慢できないの？」 
 　その言葉を聞くと、ナオは、めずらしく極端に動揺を示していた。 
 「ああ・・・ああっ・・もう駄目です。出てきちゃいました・・・」 
 　しかし、その直後ナオは、意を決して動いていた。 
 　彼女は人垣に集まる通行人に声をかけると、十人ぐらいの女性に協力を訴え、妊婦のまわりに目隠しの意味も兼ねた壁を作らせていた。 
 　そしてナオは、屈み込んで、妊婦の股下を覗き込み、今状況がどうなっているかの確認を行っている。 
 　それをして判ったことは、先ほどこのアキという妊婦が言ったように、赤ちゃんの頭がもう既に妊婦のからだから半分出てきているという事であった。 
 　しょうがないのでナオは、腕まくりをすると、妊婦の股下に手を差し伸べて赤ちゃんの頭に手を添えていた。 
 　そしてこう言う。 
 「判ったわ、アキさん。私が赤ちゃんを受けとめてあげるから、我慢できないのならここで産んじゃいなさい。さあ少し力んでみて・・」 
 　鹿津目アキはその直後、ナオの言葉に頷くと、いきなり力み始めていた。 
 「ゔ～っ、ゔーー」 
 　その力む声とともに、赤ちゃんの体が徐々に徐々におし出されてくるのが、ナオの手に感じ取れていた。 
 「その調子よ、でもあまり力み過ぎず陣痛にあわせて・・」 
 　ナオはそう言うと、赤ちゃんの頭に軽く手を添えて丁寧に取り出そうとしていた。 
 　それに呼応するように、妊婦も再び力みだす。 
 「ほらあと少しよ、頑張って！」 
 　しかしその後、何度かバタバタと慌てながら同じ動作を繰り返すと、ようやく赤ちゃんは妊婦のからだから完全に姿を現していた。 
 　どうやら、お産は成功したようだ。 
 　オギャー、オギャー、オギャー 
 　ナオが産まれ出たばかりのその赤ちゃんを腕に抱えると、その子は堰を切ったように泣き声を立て始めていた。 
 「やったわよ、産まれたわ。ほら見てアキさん、あなたの子供よ！！」 
 　ナオは、柄にもなく喜びを顕わにすると、その赤ん坊を抱えて鹿津目アキにかざして見せてあげる。そして、今その子の母親になった妊婦も、笑顔でナオの言葉に応えていた。 
 　だがその時、通りの奥では救急車のサイレンが、慌ただしく聞こえだして来ている。 
 　どうやらタイミングよく、救急隊がかけつけてきた様子だった。 
 　これで、心配はないだろう。 
 　ナオは、赤ちゃんを抱えながら不器用にあやしつけると、その顔ににっこりと笑顔をのぞかせて笑っていた。 
 　それはまるで、自分の子供を抱く母親のように・・・・ 
 
 　今日、十二月二十四日クリスマス・イブの夜、普通の人々であるのなら一体何をするだろう？ 
 　イブといえばキリストの生誕を祝う日の前夜祭だ。 
 　欧米ではともかく、日本では二十五日のクリスマスよりもイブの日の夜が、一年を通して盛り上がる貴重な日でもあった。 
 　恋人たちは肩を寄せあい、その日の夜を甘く囁くかもしれない。 
 　ある者は、ロマンチシズムを求めて都内に繰り出し、夜景を見たりもするだろう。 
 　この日の夜、恋人同士は、海辺のホテルなどでロマンチックに一夜を過ごす。 
 　だが、ここにそれとはまったく縁のない男日照りの三人が顔を合わせ、独自のイブを過ごす計画を実行に移していた。 
 　午後七時過ぎ、特務機関の仕事も終えたナオ、ゆかり、モモの三人は、今現在ナオのアパートで、クリスマスケーキを見据え、シャンパンのグラスを片手に乾杯の音頭を取っていた。 
 「「「メリー・クリスマス！！」」」 
 　ナオ、ゆかり、モモの三人は、そう声を発すると、それぞれが手に持つシャンパングラスをかち合わせ、その日のイブをささやかに祝っていた。 
 　三人は、シャンパングラスを口につけ、その中の液体を飲み干す。 
 　彼女たちが今飲んでいるシャンパンは、五百円ものの安物だ。 
 　よくスーパーやコンビニで、店頭に並んでいる品である。 
 　高級という言葉にはよほど縁遠いこの三人には、たとえ安物のシャンパンであっても、それはささやかなイブの日の夜を盛り上げるための、一つのアイティムであった。 
 　今ナオのアパートの部屋の小さな電気ゴタツの上には、所狭しとクリスマスケーキや鳥のもも肉、そして出前の特上寿司が並んでいた。 
 　これが今宵、ナオたち三人が食する料理である。 
 「さぁあ、さっそくお寿司食べましょう。今日は特別に奮発して金寿司の特上寿司ですものね。新鮮なうちに食べるのが、一番です。さあ二人とも、食べて、食べて・・」 
 　真ん中にコタツを置き、ナオの見た目から見て左側の位置に腰掛けていた柏木モモが、先程から嬉しそうに声を張り上げると、ナオとゆかりに食事を勧めていた。 
 　ちなみに、モモが言った金寿司とは、ナオのアパートの近所にあるお寿司屋さんの事だ。 
 　今日はクリスマス・イブということもあり、三人は意見を一致させ、そこからお寿司の出前を頼んでいたのだ。 
 　特上寿司であるため、少々値がはったが、今日は特別。 
 　別に食うに困るほど三人は金欠状態ではないので、たまにはこういうのも良いと思っていた。 
 「あー、このマグロの握りおいしいですね。ナオ先輩も食べてみたら、舌にとろけるようですよ。さすが大トロですね、さあ早く食べてみて」 
 　ナオとゆかりがお寿司に箸をすすめる中、モモは一人騒いでナオにあれこれと指示を出していた。 
 「まったく、うるさいわね。少しは落ち着いて食べなさいよ！　私は今マグロより、このイカが食べたいの、喧しく口を挟まないで頂戴・・」 
 　ナオは箸でイカの握りを指し示しながら、そう言って、モモに抗弁をたれていた。 
 　だが、 
 「えーっ、ナオ先輩、マグロ嫌いなんですか？　それは魚の中の王様ですよ。食べないなら私が食べてあげますよ。こっちに頂戴」 
 　そう言ってモモはナオのお寿司に箸をのばす。 
 「あっ、駄目よモモ。これは私のお寿司よ、勝手に手を付けないで！」 
 　そんなモモにナオは、その手をぴしゃりと叩いて、マグロの握りを防衛していた。 
 「な～んだ、ケチ。それくれてもいいじゃないですか。私のタマゴと交換しましょうよ」 
 「いやよ、これは私が食べるの。あなたは、自分のお寿司を食べなさい。人のお寿司に手を出さないで！」 
 　そんなこんなで三人のクリスマス・イブは、滞りなく行われていた。 
 　ナオの汚いアパートの一室でナオ、ゆかり、モモの三人は、特上寿司を美味そうに食べる。 
 　しかし、これはこれで三人にとっては、イブの夜を有意義に過ごす、唯一の楽しみであった。 
 　どうせ、ゆかりとモモは、家に帰ってもつまらないだけだ。 
 　この二人は、ナオと異なり両親と同居している。 
 　だが、何だかんだ言ってこの三人は仲がよく、いつも一緒にいる。 
 　それは、ごくありふれた友人関係であるが、ある意味、微笑ましい関係のようにも思えた。 
 「でも今日は大変だったですね、ナオ先輩。パトロール中に産気づいた妊婦さんのお産の手伝いをしたんでしょ？　ねえねえ、その時どんな心境でした。さぞかし慌てたでしょ」 
 　そんな折り、お寿司を早々と食べ終えたモモが、片手に烏龍茶を持ちながらナオに唐突に質問をして来ていた。 
 「そうね、確かに最初は慌てたけど、意外とお産は安産で、すぐに赤ちゃんを取り出すことが出来ていたわ。中々お目にかかれない、貴重な体験をしたといってもいいわね」 
 　そう言うと、ナオは、一頻り苦笑いを浮かべていた。 
 　ナオは、今日の午後二時三十分ごろ、新宿の街をパトロール中に、お産の現場に立ち合っていたのだった。 
 　あの後、路上で産気づいていた鹿津目アキという女性は、ナオの助けのかいあり救急車で近くの病院に搬送されていた。救急車がナオたちがいる場所へ到着した頃には、もう既に赤ん坊は生まれてしまった後であったが、その後、病院ではしっかりとした処置が行われ、赤ちゃんは、無事、保育器の中に入れられたという。 
 　しかし、その事をなぜナオが知っているのかというと、あの後、鹿津目アキという女性から特務機関の方にお礼の電話が掛かって来ていたからだ。 
 　その鹿津目アキという女性は、律儀な人で、電話口に出たナオに頻りにお礼の言葉を述べると、その電話の最後に赤ちゃんの名前が決まったと告げていたのだった。 
 　どうやら産まれて間もなくすると、旦那さんと二人で考えて、そう決めていたという事であった。その赤ちゃんは、女の子で、名前はマキと付けたらしい。 
 　ナオもその時、それに喜び、おめでとうの言葉をおくっていたのだった。 
 「でもクリスマス・イブの日に生まれた赤ちゃんだなんて、ある意味おめでたいですよね。しかも街中の路上で産声を上げたんですもの、さぞかし赤ちゃんの家族はその事を忘れないと思いますよ」 
 「確かにそうよね、でもナオの言うように安産であったのだからよかったわね。母子ともに無事で何よりよ・・・」 
 　その時、先程から黙っていたゆかりも、ナオとモモの話に参加してそう言っていた。 
 　彼女は、最後に残されたウニの軍艦巻きを口に運ぶと、にこりと笑っている。 
 　だが、ゆかりはナオの顔を見ると、一人でニヤニヤと意味ありげに伺いをたてて来ていた。 
 　そして、ナオに箸を突き付けて、次のようなことを言う。 
 「でも、ナオが赤ちゃんを取り出そうとして、慌てふためいている姿なんか見たかったわよね。だって、意外な光景に思えるもの。不器用なナオが助産婦さんみたいな事するなんて、ある意味、奇妙といってもいいわね。そう思わないモモ？」 
 「ええ、ええ、私もそう思います。ナオ先輩が赤ちゃんを抱いたりする姿なんて、想像しただけでも笑えそう。ちょっとした異色の取り合わせですものね」 
 　モモはそう言うと、ケラケラと笑いをたてて、ナオを馬鹿にしたように指で指し示していた。 
 「そんなに、可笑しいかしら？」 
 　それを受けて、ナオは、少々膨れっ面をして、その言葉に応じている。 
 　そして三十分後、三人はお寿司もすっかり食べ終え、少しの間合いをおいてからケーキに蝋燭を立て、三人の合唱でクリスマスソングを唄いだしていた。 
 　その光景は、まるで幼稚園のお遊戯会の様相を呈したが、三人とも楽しんでいる様子だった。 
 　それが終わると後は、クリスマスケーキを切り分けて三人の皿に盛る。 
 　ケーキの皿に使われたのは、昨日、百円ショップでゆかりが選んだ、紙製のソーサーだった。 
 　三人はケーキを食べながらテレビをつけて、クリスマスの特別番組を見ている。 
 　だが、そんな風な中で、今度はゆかりがおもむろに口を開き、ナオに話題をふっていた。 
 「ねえ、でもこの話、知ってる？　昨日、捕まった茂満十次郎が、少しずつだけどナオのお父さんを殺したかもしれない勅使河原洋二の事について、語りだしているって？」 
 「えっ？　それは本当なの？　それで、その男は、どこまで勅使河原の事を話したの？　彼の居所を吐いたのかしら？」 
 　ナオはその時、ゆかりの話に誘われ、そう問いただしていた。 
 「ええ、それがね、勅使河原の居所はまだ吐いていないようだけど、その彼を匿っていた事は認めたって言うことよ。何でも茂満はナオのお父さんの事件があったその後、勅使河原を海外に逃がし、日本から金を送金して約七年間逃亡を助けていたって言うことだわ。勅使河原洋二は茂満の部下で、今では準幹部の地位にまで登りつめているという事らしいわよ」 
 　そこまで言うとゆかりは、烏龍茶で喉を潤していた。 
 「えー、それってもしかして、その勅使河原って言う男は、ナオ先輩のお父さんの高崎警視を殺したかって事で、ある意味、出世したって言うことなんですか？」 
 「さあ？　それは判らないけど、その可能性がありそうな事は確かね」 
 　ゆかりは、そう言うと、ナオの顔を見ていた。 
 　ナオはその話を聞いて、少し不機嫌な顔をしている。 
 　どうやら父が殺された時の事を、思い出しているのかもしれなかった。 
 　だが、それを察するとゆかりは、次にこんな事を言っていた。 
 「あ、そうそう、それとね、課長の話では、特務機関が今回、勅使河原洋二の捜査に参加する可能性は、濃厚になって来ていると言っていたわ。警視庁の方から、そういった通達があったという事よ」 
 「へー、それじゃナオ先輩、喜ばしい事じゃないですか。まだ正式じゃないですけど、警視庁が特務機関に協力を要請しているのなら、ラッキーですよね」 
 　モモはそれを聞くと、自分の事のように喜びを表していた。 
 　しかし、 
 「でも、それは、まだあくまで可能性でしょう？　正式にじゃなければ、意味がないわ。それに、茂満という男が、今後、勅使河原の事について話すかどうかも判らないんだから、喜ぶのは少し早すぎると思うわ」 
 　そう言うとナオは、いつしかこぶしをきつく握り締めていた。 
 「確かにそうね、ナオの言うとおり、まだ正式に決まった訳ではないのだから、喜ぶのはちょっと早計かもしれない。でも茂満は、私の予想では必ず勅使河原の所在を吐くと思うわ。これは私の勘なんだけれど、きっとそうなる筈よ・・・」 
 　三人がケーキを口にしながらそんな話をしていると、時間も刻一刻と過ぎていた。 
 　ナオとゆかり、モモはその後、雑談をするのにも飽き、いつしか無言のまま黙々とテレビを見るだけになっていた。 
 　たとえクリスマス・イブだといっても、ケーキを食べてしまった後は、ある意味する事もなく暇であった。 
 　だが、そうして三人で静かにテレビを見ているのも、ちょっとした楽しみであると言っていい。この仲のいい三人にとっては、それでも交友を温められる一つの幸福の形であると言っても良いのだ。 
 
 　そんなこんなで、その日の夜は、そうして更けていった。 
 　今日もまた、ゆかりとモモは、ナオのアパートに泊まり込みとなる。 
 　しかし、三人でお寿司を食べて、テレビを見て、ちょっとした話に盛り上がる一時は、彼女たちだけのクリスマス・イブに、ふさわしいささやかなある日常の一幕であったのは言うまでもない。 
 　二十四日の夜を終え、また明日から仕事だ。 
 　でもこの日のパーティーは、三人の気持ちに活力を与える、そんな精力剤になったかも知れない・・ 
 　多分・・・ 
 



第二節


 　あの日からざっと数えて、五日が過ぎていた。 
 　あの日とは、何時の事かって？ 
 　それは高閣楼という中華料理店で、黒峰会と黄河会の麻薬取り引きが行われたその日である。あれから、茂満十次郎の取り調べは難航を極めたが、五日経った今日のこの日、とうとう彼はその重い口を開き、勅使河原洋二の行方について語りだしていた。 
 　取り調べを担当していた警視庁側は、茂満十次郎が観念して諦めるまで根気強く待ちつづけ、ようやくその成果を得たのであった。 
 　茂満十次郎が語った、勅使河原洋二に関する供述内容はこうだ。 
 　彼、勅使河原洋二は、闇の大規模組織黒峰会の擁護のもと、都内に潜伏し、そのかたわらストリップ劇場の経営を手掛けて、組織の資金源を調達する仕事に就いているということだ。 
 　そのストリップ劇場は合法的な店で、ごく普通の客が出入りするありふれた店であるということだった。 
 　勅使河原洋二は、その店に頻繁に出入りし、彼の部下と共にあくせくしてそこを切り盛りしているという。 
 　茂満十次郎が七年前に発生した高崎耕助警視殺害事件の嫌疑者、勅使河原洋二の所在に関する内容を供述――――その報せを受けて、警視庁上層部は小躍りしたのは言うまでもない。 
 　高崎警視は警視庁にとって、とても重要なポストにいた優秀な警察官であった。 
 　その当時、警視庁側の面々は高崎警視を亡くし、彼の通夜の席で涙を流しながら必ず勅使河原洋二を捕らえるという事を、心から誓ったことを覚えている。 
 　勅使河原洋二の逮捕は、七年前からの警視庁上層部の彼岸でもあったと言えるのだ。 
 　しかし、茂満十次郎の供述で、その彼岸が報われる時が訪れようとしていたのである。 
 　このチャンスを、みすみす逃す手はなかった。 
 　そこで警視庁は、勅使河原洋二を逮捕するため、特務機関に正式に協力要請をすることにしていた。 
 
 「ええーっ、私たちだけで、潜入捜査を行うんですか！？」 
 　静寂がおしつつむ特務機関・特務一課のデスクフロアーで、いま驚きを隠せずそう言葉を発していたのは二階堂ゆかりであった。 
 　いま、彼女の目の前には課長の佐渡一が、右手に煙草を挟み、紫煙を燻らしながらこっちを向いている。その佐渡が吐き出す煙草の煙に、ゆかりは少し目をしばたかせながら、言葉を忘れたかのように一時呆然としていた。 
 「そうだ、今回の任務は、お前とナオでなければ出来ない任務なんだ。二階堂、お前はともかく、ナオをこの件に抜擢するのは、オレとしても少し迷うところがある。だが、ウチの課には不幸なことに、女性隊員は二階堂とナオしか居ないんだ。そこで今回、お前たち二人が潜入捜査に適任と思い、人選されたという訳だ」 
 　その、ゆかりの驚く表情を見ながら、佐渡一は、一人真面目な顔をしてそう言っていた。 
 「でも、それは突然な話なんですね。よりにもよってストリップ劇場の潜入捜査だなんて、私、何だか気乗りしませんよ。ちょっとその話には身の危険を感じますよ、実際・・」 
 　ゆかりはそんな佐渡に対し、少し不満の色を示し、口答えする。 
 　しかし、 
 「何を言っている、別にお前たちに、裸になって踊れといっている訳ではないんだぞ。今回の任務はな、パートの清掃係として店に潜入し、捜査に参加しろと言っているんだ。その点を勘違いするなよ。なあナオ、お前はどう思う、この任務は重要な任務であるんだぞ」 
 　佐渡は、そう言うと、ゆかりの誤解を解くように、そうまくしたてて来ていた。 
 　今現在、なぜナオとゆかりの二人に、潜入捜査の話が持ち上がっているのかというと、それは今日の午後過ぎに警視庁の方から、勅使河原洋二の捜査に関する協力要請が特務機関の方に正式に出されていたからであった。 
 　警視庁の方では、茂満十次郎の供述を受け、勅使河原洋二が頻繁に都内某所にあるストリップ劇場に出入りしているという事が判っていた。 
 　そこで警視庁は、そのストリップ劇場を張り込むことに決めたらしい。 
 　だが、そこに一つの問題があがっていた。 
 　警視庁側は勅使河原洋二を、高崎警視殺害の可能性のある犯人として追っている。 
 　しかし、勅使河原洋二には、高崎警視を殺害したという明確な証拠がないのだ。 
 　七年前当時、警視庁にはあるタレ込みがあった、それは高崎警視を殺したのは、勅使河原洋二であるという、匿名のタレ込みであった。 
 　警視庁は、そのタレ込みをもとに捜査を進めていると、やはり勅使河原洋二という男が怪しいと改めて目星を付け始めていた。 
 　高崎警視は警視庁から帰宅途中、何者かによって銃で撃たれ死亡していた。 
 　しかしその当時、その時間帯が夜の時刻にもかかわらず、その射殺事件の目撃談はあいついでいたのだ。その目撃談を総合すると、やはりタレ込みにあったように勅使河原洋二という男が、背格好とも人相が適合するということで、彼は要重要注意人物として警察側にマークされていた。 
 　しかし、彼、勅使河原洋二は、警察側にマークされてから少しの間すると、突然どこへともなく姿を消し、行方を晦ましてしまうのだ。 
 　その時、警視庁側は、勅使河原が姿を晦ましたことにより、逃げたと確信していた。 
 　だが、その後、警視庁は、勅使河原の行方を追ったが、結局、判らずじまいで今現在に至り、今回、茂満の自供で彼の出没する場所がようやく判ったのである。 
 　しかし、そこで重要になってくるのは、今回、彼がなんらかの形で犯罪に手を染めているという事を、証明しなければならないという事だ。 
 　彼には、高崎警視を殺したという証拠がない以上、逮捕は出来ない。 
 　たとえ無理矢理、逮捕しても、証拠がなければ犯罪を立証し起訴させるのは難しいのが現状なのだ。 
 　そこでここは、勅使河原が、黒峰会の一員として他の犯罪に手を染めているということを証明して逮捕し、取り調べで余罪追及をしてから彼が七年前の高崎警視殺害に関与していたことを認めさせる方法を採るしかないのである。 
 　つまり今回の潜入捜査は、その勅使河原の余罪を探るために、彼が出入りして経営しているというストリップ劇場に乗り込むという事なのだ。 
 　そんな訳で、その担当任務が、特務機関・第一課に所属するナオとゆかりに任じられたのであった。 
 「でも課長、潜入捜査といっても乗り込むのは私とナオの二人だけなのですか？　他の隊員は、どうするのです」 
 　だが、ゆかりは今現在、ふと疑問に思ったことを口に出していた。 
 「それに関してだが二階堂、お前とナオ、そしてもう一人、第五班の関谷にストリップ劇場の用務員として潜入してもらい、任務をすすめていきたいと思っている。その他の連中は別動支援だ。警視庁の捜査員とともに、お前たちをバックアップする。どうだそれならば心配はないだろう。運のいいことに、勅使河原が経営しているというそのストリップ劇場では、今現在、女のパートの清掃員二名と用務員を求人募集している。しかし、詳しい話については、これから警視庁側と会議を行うから、そこで話し合いをする事となるだろう。どうだナオ、なにか不満はあるか？」 
 　そう言うと、佐渡は、またナオに質問していた。 
 　すると、 
 「いいえ、別に私には不満なんかないわ。私も一応、特務隊員の一員ですもの、課長が潜入捜査をしろというのなら喜んでやるわ。これは任務ですものね」 
 　だがすると、ナオから、意外にまともな答えが返ってきたので、佐渡はその時ナオの顔を見て余計心配そうに覗き込んで来ていた。 
 「ナオ、お前がまともな事言うなんて珍しいな。いいか、この任務は、潜入捜査なんだぞ。また、お前が命令無視して、一人好き勝手な行動をしたら、全てが台無しになる可能性があるんだ。その事は、判っているんだろうな？　オレはその事が心配なんだ」 
 「あら、課長は、私が信頼できないの、私だって、やる時はやるわ。課長は一応わたし達、特務一課の上司の立場なんだから、部下を信頼できないなんて少し問題ありよ。もっと、わたしを信頼して欲しいわ、そうじゃなくて？」 
 「ハハッ、確かにお前の言うとおりだな。よし判った、今回の件に関しては、お前を信頼しよう。さあ、これからは会議だ、今回の件に関係のないものは残して、みな会議室にいくぞ。すぐに準備しろ！！」 
 
 　特務機関の建物の三階にある第三会議室、ここはよく警視庁との合同の捜査を行う際、決まって使われている一室であった。室内には視聴覚設備が完備され、プロジェクターを使ったスクリーンの投影も可能になっている。そこで今現在は、警視庁の面々と特務機関が顔をあわせて設けられた席に着席していた。 
 「えー、皆さんもご承知のように、今回の会議は、七年前に発生した高崎耕助警視殺害事件の再捜査に関して設けられた会議です。そこでまずは、その七年前のことの顛末からお話ししましょう」 
 　会議室の前面に設けられた壇上で、いま言葉を発しているのは、警視庁の係官、松永節子であった。彼女は、手元に持参した参考書類に目を落としながら、アナウンサーのような澱みのない澄んだ声を発すると、一堂に会した両機関の面々に向かって、更に次の話を進めていた。 
 「えー、この七年前に発生した高崎耕助警視殺害事件に関しては、おそらくこの場に居合わせる方々の中には知らないという人も多くいらっしゃいますでしょう。そこで、まず始めに、高崎警視がいかにして殺害されたのか、という事をお話します。皆さんいいでしょうか？　唐突ですが、高崎警視は当時、警視庁刑事部の人間を統率して闇組織、黒峰会の裏事情、つまりその組織の実態を暴くために力を注ぎ尽力していた人でした。黒峰会は東京の裏社会に君臨し闇で活動を続けていた組織です。彼らは数々の犯罪に手を染め、法の網を逃れて今現在でも大規模に活動を続けているといわれています。しかし、その組織の摘発に、いち早く乗り出そうとしていたのが高崎警視でした。彼は数少ない情報から、黒峰会にまつわる関連した事件を悉さに調査し、捜査員を動員して黒峰会の本部の所在を突き止めるために躍起になっていました。しかし、そこに不測の事態が生じたのです。それは黒峰会からの報復でした。七年前、高崎警視が黒峰会の捜査をすすめるなか、警視庁にある一通の警告状が届いたのです。その内容はこうでした。このまま警視庁が黒峰会の捜査を続けるのであれば、警視庁の人間を殺すというような内容です。当時、その警告状は、質の悪い悪戯と処理され、大して問題にされなかったのです。しかし、そこに高崎警視を狙った銃撃事件が、発生したという訳です。その銃撃で高崎警視は心臓に二発、腹部に一発の銃弾を受け殺害されました。彼は夜、警視庁から自宅へと帰宅の途中、何者かによって銃撃されたのです。その事件が発生し、その当時、警視庁は慌てました。警視庁はその報を受け、急きょ高崎警視殺害の容疑者を追うため捜査本部を設けました。そこで、重要な容疑者として顔があがったのが、勅使河原洋二なのです。彼、勅使河原洋二は、当時、黒峰会の構成員メンバーとして活動をしていた、若者と目されていました。警視庁が捜査をすすめるなか、彼、勅使河原洋二が黒峰会の命を受け、高崎警視を殺害したということが濃厚となっていたのです。そこで、その当時、我々は、勅使河原洋二を要注意人物としてマークしますが、彼は突如、姿を消し逃亡を図ったのです。そしてそれ以後、勅使河原の捜査はお蔵入りし、今現在に至るわけですが、五日前、警視庁麻薬取り締まり班と特務機関・特務一課の合同摘発により急きょ逮捕された茂満十次郎という男の自供で、事態が急展開しました。彼、茂満十次郎という男は、勅使河原洋二の逃亡を助けた黒峰会の幹部と目されており、その男が語った内容によると勅使河原洋二は、七年前、高崎警視殺害事件が発生すると、茂満の手引きで海外に逃亡していたようです。そして約七年間、そこでほとぼりが冷めるまで滞在を続け、今現在では日本に帰還し東京に潜伏してまた黒峰会の準幹部として活動を続けているということが発覚しました。そこで、今回の今日ここで行われる会議は、その勅使河原洋二の再捜査に関する内容を話し合うために、発足された会議なのです。皆さん誰彼ともお分かり頂けたでしょうか？」 
 　そこまで言うと警視庁の係官、松永節子は、言葉を区切り一呼吸の間、時間を置いていた。 
 　しかし警視庁の刑事部の捜査員と特務機関の人間は、その話を聞き納得してうなずいている姿が見受けられていた。その話の顛末に、少なからず衝撃を受けている者もいるようだった。 
 　その後も話はつづく。 
 「えー、そこでです。今回、警視庁が勅使河原洋二の再捜査に乗り出した訳ですが、ここに重要な問題があるのです。それは、高崎警視殺害の容疑者と目されている勅使河原洋二には、彼が高崎警視を殺して殺害したという明確な証拠が、無いという事なのです。彼、勅使河原洋二が高崎警視殺害の容疑者として注目されたのは、当時、警視庁の方に匿名のタレ込みがあってからです。それから警視庁は勅使河原を要注意人物としてマークするわけですが、証拠がない以上、彼の身柄を拘束して逮捕、起訴させることは出来ないというのが、現状といっていいでしょう。ですが皆さん、ここでお聞き下さい。我々警視庁としては、勅使河原洋二を高崎警視殺害の容疑で起訴させたいのは山々なのですが、証拠がない以上それは出来ません。しかし我々はそこで別の手を考えることにしました。それは特務機関に協力を願い、勅使河原洋二が経営しているというストリップ劇場に潜入して、彼の余罪を立証させ逮捕し、その後、茂満十次郎の口を割らせ、勅使河原に高崎耕助警視の殺害容疑も認めさせるという方法です。 
 　皆さんもご承知のように、特務機関は政府の特権を受け潜入捜査という今現在の警察には合法的に認められていない捜査方針を実行に移せる立場にある機関です。その為、警視庁は今回、勅使河原の再捜査を行うにあたり、特務機関に協力を請い、今後の捜査を円滑に進めるために、上層部の人間と話し合った結果、それを実行に移すことを決めました。今回、特務機関にこの件に関する協力を願えば、七年前からの彼岸であった高崎警視殺害事件の犯人を捕まえられるという可能性が大になってきました。そこで、これから我々両機関は、その潜入捜査をどのように行い、両機関がどう連携して捜査を進めていけばいいのかを、これから話し合いたいと思います」 
 　その後、その会議は、佳境には入っていた。 
 　警視庁の係官、松永節子の話が終わると、また別の警察官が壇上にあがり話を進めていく。 
 　そんな中で、特務機関・特務一課の責任者である佐渡一も会議室前面に設けられた壇上で話をし、今後の展開について密にいった話し合いがされていた。 
 　そして、一通り説明や話し合いが進み、捜査方針が決定すると、その会議は二時間半後に終了して散会になっていた。 
 
 「でもナオ、今回の潜入捜査についてどう思う。結局、あなたが望んでいたように警視庁が勅使河原の捜査を特務機関へ正式に協力依頼して来たことだし、これであなたも安心したでしょう？　しかも、私たちが、勅使河原が経営している、ストリップ劇場に潜入捜査するのよ。これははっきり言って、願ったり適ったりの事じゃない？　ナオが考えていたように、あなた自身の手で勅使河原に引導を渡すということに、一歩近付いたのだから、ある意味ラッキーよね」 
 　今現在、ゆかりとナオは会議の終了後、やはり特務機関の二階にある売店の前で、ある一人の男を交えながら、今回の会議の話の内容に触れて、そんなことを言っていた。 
 「しかしそうだね。ナオちゃんが父親である高崎警視殺害の容疑者、勅使河原の捜査に潜入部隊としてストリップ劇場に乗り込むなんて、これはある意味、運命の巡り合わせを感じるよ」 
 　そう言葉を発していたのは、この前、米川の捜査でナオと共に合同捜査を行った、あの池沢元警部補であった。 
 　彼が今なぜ、ナオとゆかりと共に、この特務機関内の売店の前に居るのかというと、それはこう言うことだった。 
 　彼、池沢元警部補は、今回の勅使河原洋二の潜入捜査にやはり警視庁側の責任者として参加するため、先程の会議に出席していたのだった。 
 　どうやらまた今度は、ストリップ劇場に張り込みをする刑事のまとめ役として、捜査主任に任じられたようであった。 
 　彼は、ナオが今回ストリップ劇場に清掃員として潜入するという事を知ると、色々と話がしたくて、今こうして売店の前でゆかりも交えて顔を突き合わせているといった具合なのだ。 
 「だけど元さん、私、今回のことに関しては少し不安があるのよね。また勅使河原がどこかへ姿を晦まし逃走するんじゃないかって思っているわ。だって彼の逃亡を助けていたという茂満が警視庁に拘束されているんですもの、茂満が捕まったということを知って身の危険を感じ、そういう行動にうって出たりするとは思わない？」 
 　ナオは、池沢の言葉を聞きながらも、今の正直な気持ちを彼に打ち明けてみていた。 
 「うーむ、それはどうかな、言われてみればその可能性もないことはないと思うけど。これは聞いた話だが、勅使河原洋二は黒峰会の中でも準幹部の地位に登りつめていて店の経営を任されているという事だから、そう簡単にその地位を蹴ってどこかに姿を晦ますという事はないんじゃないかと、オレとしてはそう思うよ・・・・」 
 　池沢元警部補はナオの言葉を受け、少し眉を曇らせて確信のない表情をその顔にのぞかせながらも、今現在の率直な意見としてそう言っていた。 
 　彼としてみれば、勅使河原が警視庁の再捜査本部発足の事実を知り、また逃げ出すとは正直思えなかった。勅使河原が高崎警視を殺害して逃げたのが本当であるのならば、彼としてもまた姿を晦まし、どこかに潜伏して身を隠した生活をするのはそれなりに覚悟がいることの様に思う。逃亡生活は神経をすり減らし、かなりその人間に、焦燥的な負担を掛けるからである。 
 　それに、勅使河原は茂満の話によると、やっと準幹部の地位にまで登りつめ、これから黒峰会の一員として頭角を現し始めた頃だという。その点を考えると、ナオが心配している事は、それほど深刻では無いような事のように、池沢には思えていた。 
 「でも元さん、勅使河原は本当にナオのお父さんを殺した犯人なのかしら？　結局、七年前はその証拠があげられず、今現在に至っているという事なんでしょ？　捕まった黒峰会の幹部の茂満という男は、勅使河原がその時の殺害実行犯だと自供しているの？　その点が私としては疑問なのよね」 
 　そう言っていたのは、ゆかりであった。 
 　彼女は、ナオと池沢の話を聞くと、自分も今現在、疑問に思っている事をこの場で打ち明けてみたのだ。 
 　だが、それに関して池沢は、次にこんな事を言っている。 
 「それについてはオレにも判らないね。捕まった茂満は勅使河原の所在は吐いたが、彼が高崎警視を殺した犯人だとは直接的には言っていない。でもね、彼、茂満十次郎はまだ取り調べで全てを吐いてはいないような気がするんだ。これはオレの勘だけどね。だから、今後まだ茂満を取り調べて深く追求すれば、もし勅使河原を逮捕できた時点で、その点に関しても自供するんじゃないかと思えるけど、まず焦らない方がいいと思うよ。でも、明日からオレたち警視庁の面々と特務機関で合同捜査が始まるんだ、お互い頑張ろうじゃないか。細かい事はいまは考えずにね」 
 　池沢元警部補はそう言うと、ナオとゆかりに、にっこりと笑いかけていた。 
 　彼、池沢元警部補にしてみれば、また特務機関のナオとゆかりと共に一緒に仕事が出来ると思うと、それが嬉しい様で、その笑顔は絶えない。 
 　特に彼としては昔恩師だった高崎警視の実の娘、ナオには思い入れが強く、今回、彼女が潜入捜査に抜擢された事を知ると、それが上手く行くように応援しているかの様だった。 
 「しかし元さん唐突だけど、ナオのお父さんて一体どんな人だったの？　ナオはこの手の話に関しては私に語ろうとしないから、その事が知りたいのよね。ナオのお父さんて優しい人だったの、それとも恐い人であった？」 
 　それは池沢にとって、本当に唐突な質問であった。 
 　どうやらゆかりは、ナオの親父さんの事に関して興味があるらしく、少し目を輝かしながら池沢にそんな事を聞いて来ていた。 
 　池沢はそれを受けると、少し考えてからこう言っていた。 
 「高崎警視はね、昔のオレから見た限りじゃ、とても厳しい人だったよ。厳しいといってもそれは自分自身に対してだけどね・・・・彼は、いつも自分を自制して行動することを心がけていたらしく、はたから見ると至極堅い生真面目な感じのする人だったが、オレたち部下に接する時は、とても気さくで優しい人でもあったよ」 
 「へえー、そう？　それでその他には？」 
 「う～ん、そうだね。それに人望もかなりあったよ。彼は人付き合いもよく、それにオレたち部下の面倒見もよかったんだ。彼がまだ生きていた頃には、よく仕事の帰りに飲み屋に連れていってもらったことがあるしね。何かと部下の抱えている悩みの相談役などもかって出ていたから、みんなから慕われて尊敬されていたよ。これはナオちゃんがよく一番判っていると思うけど、家族に対してもそれは変わりなく夫婦仲はいつも円満だったようだよ。しかし今になっても思うけど、どうして七年前当時、高崎警視の殺害事件が未然に防げなかったのかと思うと今では悔やまれてならないね。あれは突然、降って湧いた不測の事態とはいえ、もう少しなんとかならなかっただろうかと心底思うよ。七年前当時は、黒峰会と思われる組織から頻繁に高崎警視を狙った犯行を仕掛けるという仄めかし的な警告があった事は確かなんだ。しかしその時、警視庁は、その事の重大さをまだ強く認識できていなかったためか、何の対策もとらなかったことは事実だ。今も思うが、もう少し警視庁が事の重大さを認識していれば、高崎警視の殺害事件は未然に防げたとオレは思っているんだよ」 
 　池沢は、そこまで言うと、深い悲しみの表情をその顔に浮かべていた。 
 　ゆかりに言われて高崎警視のことを話し始めたのはいいが、その当時のことを深く思い出して、少し感情が高ぶって来ているようにも思えた。 
 　それだけ池沢警部補は、高崎警視のことを尊敬できる上司として慕っていたのだという事が、その時、ゆかりには直接垣間見えた様に思えていた。 
 「でも、それはしょうがないと思うわ。警視庁だってみすみす父を見殺しにした訳ではない筈だし、責めるべきは父を殺した犯罪者の方よ。だって黒峰会は、父がその組織の摘発に力を注いでいたから、それを恐れてそういった犯行にうって出て来たんでしょう？　それはある意味、警察の捜査を妨害する黒峰会の謀略だったんでしょうけど、それに関しては私は許せないわ。父を失って一番悲しんだのは、私の母ですもの、だから今回の潜入捜査はなんとしても成功させたい、それが今私の一番の望みよ」 
 　だがその時、ささやかな怒りをかみ殺し、そう口を挟んで来たのはナオであった。 
 　彼女は、ゆかりや池沢を見据える訳でもなくただ虚空を見つめると、手を少し強く握り締めて、そんな事を口走っていた。 
 　ナオとしてみれば、以前、警察を責めたようなことを口走った事もあったが、本当のところは彼女が一番怒りを感じているのは、正直なところ黒峰会に対してなのだ。 
 　そしてもちろん、父の高崎警視を殺したと思われている勅使河原洋二に対しても、たとえ様のない怒りを感じているのである。 
 　だからそのナオの生々しい言葉を聞くと、池沢もゆかりも、それに有無を言わさず納得するしかなかった。殺された高崎警視の身内としての立場にある彼女が、一番つらい状況を背負っているのであるからだ。 
 「確かにそうだね、ナオちゃんの言う通りだよ。警視庁の対応の甘さも問題であったけど、本当に責められるべきは黒峰会だからね。それに、その犯行を直接行ったであろう犯人にも言い逃れできない大きな責めがあるのが事実だ。だから今回の捜査が上手くいき、七年前の事件が解決できれば、その時、高崎警視の無念も晴れるような気がするよ。オレとしてはなんとしても今回の捜査を成功させたい。しかし、そうなると、潜入捜査を言い渡された君たちには、この七年前からの事件の行方を左右するかもしれない重要な任務を授かったんだ。これはある意味、失敗は許されないから頑張りなよ。オレも今回の捜査に加わる一員として、応援しているからね」 
 　そう言うと池沢は、ナオとゆかりの肩をポンと元気づけるように軽くたたいていた。 
 　するとそれに二人は応えて、軽くうなずき、笑顔をのぞかせていた。 
 「あっ、池沢警部補こんなところに居たんですか、オレそこら中、探しちゃいましたよ。一体こんなところで何をしているんですか？」 
 　しかし、池沢とナオ、ゆかりの三人がそんな話をしていると、そんなところへ一人の男が現れて、池沢元警部補に近付いて来ていた。 
 　その男は警視庁の人間の様で、ナオたちがいる売店の前にまでくると、池沢警部補と特務機関の制服を着たナオとゆかりを見て、怪訝な表情を浮かべる。 
 　どうやらこの三人の取り合わせに、少し奇異を感じている様子だった。 
 　だが、それを受けて池沢が、次のようなことを言う。 
 「なんだ三井、オレになにか用なのか？　今ちょっとした話をしていたところだ、お前もここに来てコーヒーの一杯でも飲んでいったらどうだ。どうせ暇なんだろ？」 
 　池沢はそう言うと、手持ちの冷めたコーヒーを一口飲み干していた。 
 　しかし、 
 「なに馬鹿な事言っているんですか、警部補、そんな事、言っている場合じゃないでしょう。もう我々は警視庁本部へ引き上げて、明日から始まる捜査のためにもう一度警視庁の面々だけを集めて打ち合わせをするって言っておいたでしょう。だから、こんなところで油を売っていないで帰りましょう。上層部が警部補のことを探していましたよ」 
 　三井と呼ばれた男は、そう言って池沢を逆に窘めていた。 
 「あっ？　そうだったな、それは悪かった。つい話に夢中になってすっかりその事を忘れていたよ。失敬、失敬・・」 
 　そう言うと池沢元警部補は、休憩所の長椅子から急いで重い腰をあげ立ちだしていた。 
 「それじゃ、ナオちゃん、ゆかりちゃん、オレはこれでこの場をお暇するよ。二人と少しでも話が出来て楽しかったよ。それじゃまた明日だね、合同捜査で会おう」 
 　そして池沢は、最後にそう捨て台詞を残すと、警視庁の若い刑事とともに売店の前を後にして、警視庁本部へと帰っていったのだった。 
 




第三節


 　潜入捜査の開始、当日、その日はあいにくの曇天、今朝の天気予報を見ると午後から雨が降るといっていた。どうやら昼すぎは傘が必要となってくるだろう。傘を持って出掛けなかった人々は、コンビニで透明のビニール傘を購入する割合が増えるかもしれない。それは四百円位で買える、耐久性のなくすぐ折れてしまいそうな代物だ。しかし、コンビニとは、何かと便利な店だ。大抵、必需品となっていそうな品物は、店頭に揃えてある。パンツ、それに靴下、カメラのフィルム、そして乾電池など色々だ。 
 　だが今は、ナオとゆかりには、そんな事はなんの関係もない話であった。 
 　彼女たちは、今、都内某所にあるストリップ劇場の一室にいる。 
 　小中学校などの体育館で学校行事の際によく見かける折り畳みの簡素な椅子に腰掛け、二人はいま目の前に三人の男を拝して極力緊張を装い面接の真っ只中にあった。 
 　二人は、横に長いテーブルを挟んで面接官の向かいにいる訳だが、いま面接に使われている一室には何故だか、後の壁のところに日本の日の丸と中国の国旗が左右に相対する格好で飾られていた。 
 　そして、その中国の国旗の下には、やはり漢字のずらりと並んだ中国語で何か文章のようなものが書かれた額縁と、一人の中年の男の顔写真がのった額縁も二枚対になったような形で飾られている。 
 　そして部屋の隅にあるサイドボードの上には、グロテスクなデザインを持つおそらく中国製の高価な花瓶と、船の模型、意味不明のヴァルキリーのプラモデルがささやかに置かれていた。 
 　だが、そんな事はさておき、ナオとゆかりが、今、面接に臨んでいる訳は、昨日も言ったように勅使河原が経営するここストリップ劇場へ、パートの清掃員として潜入するためだ。 
 　場所が場所だけに、面接希望者は幸いのことナオとゆかりの二人しかいない。 
 　いかがわしいストリップ劇場のパートの清掃員を選ぶ人は、そうざらにはいないであろう。 
 　だが今二人は、この合同面接に際して、三人の面接官に至極、疑いの目で見据えられていた。 
 　一人はモデル張りの美人、もう一人はお嬢様風の才女にも見えるこのナオとゆかりの二人からは、何かこのストリップ劇場という場所には不釣り合いな育ちのいい風格のようなものが漂っていたからだ。 
 「ところで赤越リエさん、それに黒川昌代さん、君たちは本当にこのストリップ劇場のパートの清掃員として勤めたいというんだね。まさか二人して冷やかしに来たわけじゃないだろ？」 
 　そう言うと一人の面接官が、二人に疑いの目で尋ねてくる。 
 　赤越リエと呼ばれた女とはナオの事だ、そしてゆかりが黒川昌代、二人とも今回ここに潜入捜査に乗り込むにあたり、あらかじめ用意しておいた偽名を使っている。 
 　当然、面接官に提出した履歴書も、全てが偽装だ。 
 　だが、それをしても殆どバレる様なことはないだろう。 
 　たかがパートの清掃員志望の二人の素性を疑って、どこかに問い合わせするような事はまずすまい。 
 　しかし、この二人からは、職に困っているというような匂いもしなければ、まさかストリップ劇場で働くようないかがわしい風体も感じられない、至って健全な、女性の観しかしなかった。そこでこの二人が、冷やかし半分で面接に来たのではないか、と疑われたのだろう。 
 「あのう、冷やかしだなんてとんでもありません。私たちは、ここで仕事がしたくて今日、伺ったのです。いけなかったでしょうか？」 
 　黒川昌代こと二階堂ゆかりが、少し阿呆な少女を装って答弁していた。 
 　ナオとゆかりはこの面接に際して、二人は仲の良い友達であるという事を事前に申し出ている。だから、ゆかりが面接官に向かって私たちといったのは、もちろん赤越リエことナオのことである。 
 「別に、いけないという事はないよ。だけどね、見たところ、二人ともどこかの事務所に所属しているモデルか、お嬢様かなにかじゃないのかい？　そんな感じが、こちらとしてはするんだけどね。本当に、ここで働く気があるのかい？」 
 　また一人の面接官が、ナオとゆかりにそんなことを言っていた。 
 　だが、それに答えてナオは、次にこんな事を言っている。 
 「私たち、遊びすぎてリボで借金しちゃったの。だから、働いて収入を得ないと、困ったことになるわ。それに、前々からこんなストリップ劇場で働いてみたかったから、私たちをパートの清掃員として雇ってくれません？　しっかり、働くことを約束しますから。今日からでも、さっそく働けますよ」 
 　ナオは、ゆかり同様、極力馬鹿な女を装って、そう面接官に申し出る。 
 　その後、やはり馬鹿丸出しの様に、にこりと一つ笑ってみせていた。 
 　それを受けて面接官は腕組みをし、何か考え事をしているようにも見えた。 
 　そして、しばらくすると、 
 「まあいいだろう、この際だから仕方がない。幸いほかに清掃員志望もいないことだし、今回は、君たち二人に決めることにしよう。だけど、これは仕事だからね、遊びじゃないんだよ、しっかりやってくれ給え」 
 　そう言うと、赤越リエことナオと、黒川昌代ことゆかりの採用は、先程の疑いの目をよそに、ここで意外とあっけなく、決定していたのだった。 
 　どうやら、阿呆と馬鹿、作戦が、功をそうしたのかもしれない。 
 
 　午前十時二十分、面接を終えた赤越リエと黒川昌代は、真新しい清掃員の制服に着替えて、さっそく仕事を始めていた。 
 　まずは、便所掃除からだ。 
 　だが、さっそく仕事を始めたのはいいが、ナオとゆかりは身につけた清掃用の制服に違和感を感じつつ、先程から脚をかたくひき絞めてお尻の辺りをしきりに気にしていた。 
 　股のした辺りがスースーする、それは何故か？ 
 　それは、今、着ているその清掃員の制服に、大分問題があったからだ。 
 　ナオとゆかりの今着ている制服は、二人にとってそれは赤面させるほどの、破廉恥な服装だった。制服の色は赤、それも胸元の胸の谷間がこぼれてしまうような程、襟元の極端に開けたやつ。そして、パンツが完全に露出して見えてしまうほどの、ミニスカート。それから極付けは、ひらひらのフリルのついた、白いエプロンをつけていると言うことだ。それに、やはりひらひらの模様がついた、太ももの半ば辺りまでの丈の、白いストッキングをはいている。それをスカートの下に身につけた、ガードルでつっているのだ。 
 　ナオは更衣室で着替えをする際、その格好をするのを、極端に嫌ったのは言うまでもない。 
 　これではまるで、どっかの金持ちの屋敷に勤めるメイドのコスプレではないかと思ったが、しかしこれは任務なのだと自分にいい聞かせ、その恥ずかしい制服を意外とちゃっかり着こなしている。 
 　だが、それは本人の思いをよそに、スタイルの良いナオにはしっくりと嫌らしいほど、よく似合っていた。 
 　それにゆかりも同じく、半ば半べそ状態で、その恥ずかしい格好を渋々している。 
 　まさかゆかりにしてみれば、当初、ここまでは計算には入れていなかった。 
 　たかがパートの清掃員である以上、地味な格好で仕事にあたるとばかり思っていた。 
 　いや、そうだと思い込んでいた節がある。 
 　が、そこが曲者、ここはストリップ劇場なのだ。 
 　ある意味、客に見せるのが商売といってもいい場所だった。 
 　だから清掃員の制服も、こんなパンツがスカートからはみ出るような格好なのだと、二人はこの恥ずかしい制服に着替えた後、無理矢理、納得するしかなかった。 
 　ゆかりとしては、決してこのような格好を親には見せられないと、一人そう思う。 
 　それをしたら、必ず親が泣くだろう。 
 　しかしそんな中、二人は、デッキブラシを頻りに動かしながら、便所の床のタイルをせっせと磨いていた。 
 　この便所掃除が終わったら、店のなかの他の場所をまた掃除しなければならない。 
 　二人が、佐渡から言い渡された任務は、清掃員の仕事を続けながら勅使河原がこの店に姿を見せるまで待ち、そしてその動向を探るという事であった。 
 　ナオとゆかりの他には、今日、特務一課・第五班の関谷莞爾という隊員も、用務員としてここのストリップ劇場に、入り込んでいる筈であった。 
 　彼も先ほど面接をパスし、今日から仕事に就いている筈だ。 
 　しかし、彼の姿は、今は見かけられない。 
 　どこで何をしているのかは判らなかったが、今は時を待つために、せっせと清掃の仕事に精を出すしかなかった。 
 　ナオとゆかりの二人は、便所で、せっせとタイル磨きにいそしむ。 
 　だが、そんな二人がいるところへ、そこへ突然、一人の男が現れる。 
 「おお君たち、赤越くんに黒川さんだったかな？　二人とも、もうここの掃除はいいから、店内の掃除をしてくれ。あっちは、しばらく清掃員がいなかったこともあり、結構、汚れているんだ。でも店内には、もうお客さんが入っているから、邪魔しない程度に頼むよ」 
 　その男は、三十代ぐらいの背の高い男で、先程の面接の際、三人いた男の中の一人の面接官だった。 
 　彼は、ナオとゆかりにそう言い渡すと、二人のお尻の辺りをじろじろと窺い、満足そうに頷いて、徐に去って行ってしまっていた。 
 　だが、その男の意味ありげな視線を察したゆかりは、その男の言葉にハイと返事をしながらも、彼がいなくなった後、ナオにこんな事を言っていた。 
 「まったく男って、なんて馬鹿な生きものなのかしら。こういう破廉恥な格好をしていると、じろじろとスケベな目で見て、まったく嫌らしいわね」 
 　ゆかりは短いスカートを、しきりに下へ極力下げようと試みながら、ある意味、怒って憤慨している様子だった。 
 　しかしナオは、それを受けても、短く、しかも素っ気なく答えただけだった。 
 「確かにそうね・・・」 
 
 　ナオとゆかりは、先ほど男に言われた言葉を守って、店の店内に、足を踏み入れていた。 
 　そこは天井が高い、吹き抜けのホールになっており、そのホールの正面奥には、踊り子用の広い舞台が設置されていた。 
 　二人が店内に入って辺りを見渡すと、開演を待つ気の早い客の姿が、ちらほらとあちこちに見受けられ、皆、椅子に腰掛けていた。 
 　しかし、ゆかりはその客の顔触れを見ながら、一人白い目で軽蔑したような態度を見せている。 
 　彼女にしてみれば、女性が裸踊りをする姿を見にくる客は、全て変態だと思っているのかもしれない。 
 　真面目なゆかりからすると、これが潜入捜査の大事な任務であるという事がなければ、こんなところにいる事は、真っ平御免であった。 
 　このようないかがわしい場所は、健全な社会には不釣り合いの様な気もする。 
 　警察もこんな店、さっさと取り締まればいいと、そんな風に思えるが、しかしこの店は合法的に経営を許されている以上、それは望めることはなかった。 
 　聞いた話によると、開演は、十一時からだそうだ。 
 　あと二十分もすれば、舞台が、始まりを迎えるらしい。 
 　その間、ナオとゆかりは、広い舞台の雑巾がけを行っていた。 
 　だが、雑巾がけをする二人に、そんな中、客の視線が集まる。 
 　それは何故かというと、ナオとゆかりが雑巾をかける為に四つんばいになると、もろにパンツが見えてしまうからだ。 
 　その時、ゆかりは、耐え難い屈辱を感じていた。 
 　もうお嫁にいけないかもしれない、と、本気でそう思ったりもする。 
 　だがナオは、そんな男たちの視線を感じながらも、意外と平気な顔をしていた。 
 　どうせ今はいているパンツは見せパンだと、うまく割り切っているからかもしれない。 
 　しかし、それでもゆかりにとっては、大問題であったことは確かだ。 
 　早く任務を終えて、こんな店とはおさらばしたい、それが彼女の本音であった。 
 　舞台の雑巾がけも終わると、二人は、店の男性店員に呼ばれていた。 
 　そこで、次の仕事が言い渡される。 
 　だが、その言い付けられた仕事は、二人の予想に反するものだった。 
 　赤越リエ（ナオ）と黒川昌代（ゆかり）に、客の給仕をしろというのだ。 
 　二人は、清掃員のパートとしてこの店に来た。 
 　それなのに、どうしてスケベな客の給仕をしなければならないのか、と、ゆかりは内心不満を膨らましたが、表立ってそれは顔に表さず、渋々それを受け入れていた。 
 　仕事の内容は、ストリップの開演中、客に飲み物やおつまみを出す仕事だ。 
 　どうやら、店の従業員の人手が、不足しているらしい。 
 　もっと従業員を雇えばいいと、ゆかりなどは思ったりもしたが、文句ばかりも言ってはいられない。これは任務だ、任務なんだと自分に対していい聞かせ、しきりに納得させる。 
 　だが、そんなことを考えていると、いよいよストリップが開演を迎えていた。 
 　なにが、いよいよなのかはこの際おいておくことにして、舞台と客席は一時暗やみに包まれて、その後、淡いピンク色の照明が点灯する。 
 　すると、店内はエロチックな雰囲気が醸し出され、お色気むんむんの演出がなされていた。 
 　客は、満員御礼といった方がいいだろう。 
 　正面の舞台を取り巻くように、客席が設置され、それと同時に、テーブルも置かれている。 
 　その席に、客はぎっしり詰め入っていた。 
 　しかし、こんな真っ昼間から仕事もせずに裸踊りを見にくる客というのは、一体どんな生活をしている人たちなのだろうかと思える。 
 　しかも、今は、十二月二十九日の年末にさしかかっている時期だ、何かと世間は忙しいはずである。 
 　だが、ここに集う客は、よほど暇なのか、それとも金持ちなのか、開演を待ちわびて期待をするかのように店内はしんと静まり返っていた。 
 　開演と同時に、音楽がおもむろに鳴り響きだす。 
 　すると、舞台の隅には、蝶ネクタイにタキシードを着た男がマイクを持って現れると、まず最初に、これから踊る踊り子の紹介がおこなわれていた。 
 『さあ、これからいよいよ、この店のストリップショーが始まります。期待をもってお待ちいただいたお客さまには、まず当店の若手踊り子「篠乃木あかね」ちゃんの踊りから、堪能して下さい。さあ、それでは音楽スタート！』 
 　そのあいさつが終わると、いきなり別の音楽が鳴り響き出していた。 
 　客席から口笛を吹き鳴らす音や、歓声が聞こえたかと思うと、その音楽にあわせて、舞台中央の緞帳から一人の女性が現れていた。 
 　羽衣のような薄絹をまとい、長い素足をのぞかせたその踊り子は、スタイルも良く顔はまだ幼さを残すように可愛らしかった。 
 　彼女が現れると同時に、再び歓声が高まる。 
 　すると、それに呼応するかのように、篠乃木あかねという踊り子が踊りだす。 
 　今かかっている音楽は、曲調の緩やかな甘い音楽だ。 
 　その音楽にぴたりと合うように、からだをくねらせ、時にはしならせて、脚を大きくあげ、手を突き上げて踊るその様は、優美でしかも妖艶であった。 
 　店内に集った客達は、その踊りを食い入るように見つめている。 
 　そしてそんな中、次第次第に曲のテンポがあがると、その踊りもエスカレートしていく。 
 　やがては羽衣の様な透けいる衣裳を勿体ぶるように少しずつ脱いでいくと、乳房を顕わにし、やはり優美にからだをしならせて、更にその踊りに拍車を掛けていた。 
 　その踊りにあわせて、嫌らしいように胸元が揺れ、客の男たちの目が釘づけになる。 
 　だが、そんな男たちを尻目に見ながら、今ナオとゆかりは破廉恥な清掃員としての制服を着て、客席に注文されたカクテルやナッツをせっせと運ぶことにいそしんでいた。 
 （まったくこの男達って、なんて嫌らしい人種なのかしら？） 
 　ゆかりは、横目で何の恥じらいもなく踊る踊り子の姿を見据えながら、内心そんなことを思っていた。 
 　店に来ている客層を見ると、大部分がもう既に結婚して所帯を持っていてもおかしくない顔触ればかりだ。 
 　きっと子供や奥さんがいる者も、中にはいるだろう。 
 　それなのに男というものは馬鹿な生きもので、このようないかがわしい場所で他の女の裸踊りにうつつを抜かしているのは、ゆかりにとってまったく理解出来ない習性のように感じられる。男ってスケベという煩悩の固まりね、と、つくづくそう言いたくなる。 
 　だがそう思う反面、ゆかりは不思議なことに、ある意味、そのストリップショーには圧倒される感覚も受けていた。 
 　若い女性が肌を顕わにしライトアップされて踊る様は、何故だか判らないが、女であるゆかりでさえ少し興奮してくる様にも感じられている。 
 　ゆかりは、その踊りを見て興奮している自分を認めたくはなかったが、どうしても舞台に目を向けて、その踊り子の踊る様をチラチラと盗み見していたのは確かだ。 
 　彼女にとって、ストリップショーを生で見るのは、これが初めてであるのだから仕方のない部分もある。 
 　しかし、こう体が火照って、うずうずして来るのは一体どういう事なのか？ 
 　踊り子が、体をくねらせ裸で舞い踊る様を見ながらも、自分はそれに少し興味をそそられているのだと、ゆかりは認識せざるおえなかった。 
 　だがストリップショーが始まって、次から次に踊り子が交代し五人目の踊り子が踊り始めた頃、ゆかりがそんなことを考えている中、あのナオが客席の一人の男と一悶着起こしている様子だった。 
 　ストリップの踊りの音楽が大音量で店内に響く中、一人の客とナオの怒鳴り声が、ゆかりの耳にも聞こえてくる。 
 　それにゆかりは驚き、仕事を放り出して、ナオの近くに近寄ってみる。 
 　すると、こんな会話が聞こえて来た。 
 　ナオ：「あなたねー、今、私のお尻触ったでしょ。ただじゃおかないわよ。金だしなさい、金、私はあなたみたいな中年男に、ただでお尻を触らせるほど安っぽい女じゃないわ、金だしなさいよ！！」 
 　客：「いいじゃねーか、そんなパンツはいていて、そんな良い体してんだ。少しぐらい触ってもバチはあたらないだろ。そんな格好している以上、少しは触って欲しいと思っている筈だろ。俺はこの店の客なんだ少しぐらいサービスしてくれよ」 
 　ナオ：「なんですって、このスケベ男！　私はそんな気、さらさらないわよ。ただで触っておいてそんな開き直るのなら、あなたを豚の餌にして養豚場に放り込むわよ・・・！！」 
 　客：「なに？！　俺を養豚場に放りこむだと？　もう一度いってみろ。お前、客に向かってその口の利き方はなんなんだ。この店のオーナーを呼べ、お前をこの店から辞めさせてやる！」 
 　ナオ：「上等じゃない。辞めさせるもんなら辞めさせて見なさいよ。そんなことしたら、あなたを魚のたたきの様にして食ってやるわ。たぶん食えるほどの物じゃないけど、食べられなかったらやっぱり豚の餌にしてやるから、そのつもりでいなさい！！」 
 　これはマズい！ 
 　あのナオと一人の客が、お尻を触った事で今現在、喧嘩している。 
 　ゆかりはそれを聞き付けると、顔をしかめて困った表情を徐に浮かべていた。 
 　せっかく今日、無難に面接をすませ、このストリップ劇場にパートの清掃員として潜入したのに、ここで問題を起こしたらこの任務が台無しになる。 
 　それと同時に、ナオは、このままだと言い争いしている客を殴り倒さないとも限らない。 
 　あのナオのことだ、一歩間違えれば、そんな事、易々とやってのけるだろう。 
 　また客を殴り倒した後、仁王立ちして〝あなたは負け犬なのよ！〟と威張りこける様がふと頭をよぎる。 
 　それを思うとゆかりは、仕事も忘れて速攻で、その二人の仲裁に入っていた。 
 「ちょっと、ちょっと、リエここは喧嘩をする場所じゃないわよ。二人とも言い争いをするのはやめて。それにお客さま、まずは気を静めて下さい、他のお客さまの手前もありますから、ここはどうか穏便にお願いします」 
 　ゆかりは慌てて、客とナオの二人の間に割って入ると、二人の顔を交互に見ながら頭を下げつつそう言っていた。 
 　しかし、ナオと言い争っていた客は、その言葉には納得せず、次にこう言っていた。 
 「駄目だ、この店のオーナーを呼べ。どうしてもこの女を、この店から追いだしてやる！」 
 　客は、ゆかりの言葉に余計憤慨すると、ナオに指を突き付けて怒鳴っていた。 
 　しかし、それを聞いて、更にナオも怒りだす。 
 「貴方ね、いい歳こいてもう子供もいるんでしょう？　それなのに、こんな所に来て女の裸見てよだれ垂らしているんじゃないわよ。偉そうな事言っていると、私の足なめさせるわよ！」 
 「ななな・・なに？！　このアマ、よくもそんな事が言えるな。お前はこの店の店員だろ、俺がここへ来てストリップを見ては、駄目だと言いたいのか？　お前みたいな女に指図される謂われはない。やっぱりオーナーを呼べ、このままじゃ腹の虫がおさまらん、お前をギャフンと言わせてやる！！」 
 　その後、結局、客の怒りはおさまらず、ゆかりは仕方がないので店のオーナーではなかったが、その代わりにこの店の責任者になっている支配人の男を男性店員に頼んで呼んでもらうと、この喧嘩の決着を、つけてもらう事にしていた。 
 　ゆかりとしても、そうはしたくなかったが、どうしても客は怒りの矛先をおさめず、ナオを睨み付け憤慨し続けていたからだ。 
 
 　ストリップショーは、その後、何の問題もなく終了していた。 
 　総勢十八人の踊り子が舞台にあがり、一人一人が大体六分程度の踊りを披露して、時間は約百十分間で閉幕となっている。 
 　今は、店の店内には、客はいない。 
 　先程ショーの終了と同時に、早々と帰って行っていたからだった。 
 　しかしその後、あのナオと彼女のお尻を触った客の喧嘩はどうなったのかというと、ゆかりが呼んだ店の責任者によってうまく仲裁されていた。 
 　客は、しきりにナオをこの店から辞めさせろと、その責任者にまくしたてたが、責任者となっている新見川という男性は、ストリップショーの入場料をただにするから許してくれと客に頼んで一件落着していた。 
 　客の男は、怒っていたわりには金に執着していた様で、このショーがただで見られると思うと得だと割り切った様子だった。 
 　それで、その後は客も怒りの矛先を鎮め、ストリップショーを最後まで堪能し、帰っていったのであった。 
 　だが、今ナオとゆかりは店の裏にある、ある一室に呼ばれ、さっそくお叱りを受けていた。 
 「まったく君たち困るよ、今日仕事を始めて早々こういったトラブルを起こしてもらっちゃ、ウチとしては商売あがったりなんだよね」 
 　赤越リエ（ナオ）と黒川昌代（ゆかり）を前にしながら、今現在、黒いスーツの男、新見川が、少し渋い顔をしてそう言っていた。 
 「でも赤越くんだったっけ？　君は少しぐらいお尻を触られたぐらいで怒るなんて、ちょっと短気すぎるんじゃないかね。この店では、多少そういった事はよくあることなんだ。それを我慢できないようじゃ、この先この店で仕事していくなんて出来ないと思うよ。その点に関してどう思っているんだい？」 
 「・・・・・・・・・・・」 
 　その問い掛けを受けて、赤越リエは、黙ってそっぽを向いてしまっていた。 
 　どうやらリエ（ナオ）は、いつものように、ふてくされている様子だ。 
 　だが、それを見て悟った昌代（ゆかり）は、これはマズいと思い、横から助け船を出す。 
 「あのですね、新見川さん。ナオ・・じゃなかった、リエは、すごく反省していると思います。だから、今日のところは、許してやって下さい。今日は、突然、お尻を触られたんで少し混乱している様なんです。いつものリエなら、お尻ぐらい触られたって何とも思わない筈なんです。だから、この店の仕事を、辞めさせるような事はしないで下さい。どうか、お願いします」 
 　昌代ことゆかりは、新見川という男にそう言うと、深々と頭を下げて、ナオの代わりに謝っていた。 
 （まったく、ナオったら、世話がやけるんだから・・） 
 　ゆかりは頭を下げる反面、ナオに対して、そう悪態をつく。 
 　いつもナオの尻拭いをするのは、自分のような気がしていたからだ。 
 　しかしそれを見た新見川は、その後、意外にもこんなことを言っていた。 
 「いやね黒川くん、私はべつに、赤越くんを辞めさせようとは思っていないよ。君たちにも、色々と事情があると思うからね。何せ、今日仕事に就いたばかりだ、なにかとこの店のルールも判らない事もあるだろう。だから今後、気をつけてくれればそれでかまわない。君たちは上物・・・い、いやいや、この店の新人だからね。だから、それさえ判れば、もう下がっていいよ。引き続き、今日の仕事を続けてくれ給え」 
 　新見川はそう言うと、その顔に意味不明なニヤ笑いを浮かべていた。 
 　その笑いには、よく察すれば、なにかいかがわしい意図が含まれているようにも思える。 
 　しかしその時、ゆかりは、この状況をどう当たり障りなく切り抜けようかということに執心していた為、その事には気付かず、リエ（ナオ）に無理矢理、頭を下げさせると、もう一度謝罪の言葉を述べてから、その一室をナオとともに後にしていた。 
 
 「一体あなた、何、考えているの！？　これは任務、任務なのよ。それなのに、仕事に就いてそうそう問題を起こして、首になったらどうするの。その事を考えて、あなた行動しているんでしょうね！？」 
 　先程、新見川に呼ばれて、入室した室内を後にしてゆかりは、人気のない通路の角までナオをさっそく引きずっていくと、今、彼女に対して、ありったけの不満の声をぶつけようとしてそう言っていた。 
 　ナオは先程、ストリップの開演中に客の一人と一悶着を起こして喧嘩になった訳だが、その事についてゆかりはナオに対してある意味、彼女なりに御灸を据えているという状況にある。 
 「まったくあなたって、自分の立場をわかっているのかしら？　少しぐらいお尻を触られたからって、またここで問題を起こしたらせっかく面接をパスしてここに潜入できたのに、それを台無しにする気なの。まあ、運良く新見川っていう人は、それほど問題にもせず許してくれたけど、あなた少しは自分が任務でここに居るっていうことを、自覚しなさいよ！　気を揉んで、冷や冷やする私の立場も考えて！！」 
 　ゆかりは、ナオを目の前にして腰に手を当てて立ちはだかると、彼女の顔を複雑な表情で睨み付けていた。 
 　それは、いまさら怒ってナオに言ってもしょうがないという思いがある反面、やっぱりこういう場合は、しっかりと怒っておかないと駄目だという思いが、ごっちゃになった表情である。 
 　しかし、それを受けて、ナオは、膨れっ面して次のような事を言う。 
 「そう言うけどね、ゆかり、もしもあなたが客にお尻を嫌らしい手で触られたら、貴女ならどうするの？　まさか〝イャ～ン〟なんて声を上げて〝お客さまってエッチね♥〟なんて言う訳じゃないでしょう？　実際に触られた私の身にもなってみて欲しいわ」 
 　ナオはそう言うと、ぷんぷん鼻息を荒くしてそっぽを向いてしまっている。 
 　どうやら、客にお尻を触られたことが、いくらナオでも相当嫌であるらしかった。 
 　だが、それを受けてゆかりは、ナオの言葉に言いよどむ。 
 「た・・確かにそうかもしれないけど・・・、で・・でもね・・ここは重要な任務がかかっているんだから、それくらい我慢しないと特務隊員として失格だと思うわ。それにね、貴女に隙があるからお尻なんか触られるのよ。私のように、毅然としていれば、嫌な目に遭わなくてすむと思うわ。だから、私を少しは見習いなさい」 
 　ゆかりはそう言うと、右の人差し指を立てて、そのままナオに対し突き付けていた。 
 　しかし、それを聞くとナオは、また更に反発してこう言っていた。 
 「何言っているの、それはただあなたが魅力のない女だからじゃないの？　私にはあなたと違って、有り余るほどの魅力があるから、きっとこんな目にあったんだわ。わたしって意外と罪な女なのね。自分でも困ってしまうわ・・」 
 　だが、それを聞いたゆかりも、今度は怒りだす。 
 「ちょっと何その言い方、それじゃまるで私がまったく魅力のない女と言っているようなものじゃない。その言い方、あまりにも酷すぎるわ。そんな事言っていると、金輪際あなたとは絶交するわよ。その言葉は、失言もはなはだしいわ・・・」 
 「おいおい二人とも、こんなところで何言い争っているんだ。遠くの方まで声が筒抜けだぞ。ここは二人とも、気を静めて落ち着くんだ！」 
 　と、そんなところへ二人が言い争っていると、一人の若い男がおもむろに現れて、ナオとゆかりにそんな事を言って来ていた。 
 　突然、現れたその男――――ゆかりがその声に驚きその男を見る。 
 　するとその男は、ナオやゆかりと同じくしてここのストリップ劇場へ潜入したはずの、特務機関・特務一課、第五班に所属する関谷莞爾であった。 
 　彼はどうやら仕事の途中、ナオとゆかりの言い争っている声を聞き付けて、慌ててここへ走って来たらしく、荒い息をしてゼイゼイいっている。 
 　すると、ゆかりはそれを見て、まるでナオのように素っ気なく応じていた。 
 「あら関谷くんじゃない、こんなところで何してるのよ？」 
 　それを受けて、関谷という男は、慌ててナオとゆかりにこう言っていた。 
 「二人とも何しているのじゃないよ、君たちが喧嘩している声は、何度も言うように店の方まで聞こえてくるんだからね。それをよく考えず軽率なことを喋っては、オレたちの正体がバレてしまうじゃないか。いいかい、ナオちゃんも二階堂も、気をつけてくれよ・・・」 
 　関谷は啀み合う二人を見て、困ったように苦い顔をして小声で囁いていた。 
 　だが・・・・ 
 　そんな中、ナオはそれを馬耳東風のように知らん顔して聞き流すと、関谷という男に対して彼女も冷たい態度で応じる。 
 「関谷くんあんたね、これはゆかりが悪いのよ。私が女として身の危機にさらされたのに、それを我慢しろだなんて言うからいけないの。だから、あなたは首を突っ込まないでいて欲しいわ。ハッきり言って邪魔よ、とっととあなたは仕事に戻りなさい！！」 
 　ナオの、突っ放したような冷たいお言葉・・・・ 
 　しかし関谷は、ナオにそう冷たくあしらわれても、冷静さを保ちながら、次にはナオを宥めようと懸命になっていた。 
 「判ったよ、ナオちゃん。君たちに何があったかは知らないけど、でもね、ここは気を静めて落ち着いてくれ。一体何があったんだ、この際だからその話を聞くよ。話してくれないか？　二人が喧嘩していたんじゃ、オレとしても困るからね・・」 
 　その言葉を受けてナオは、ふてくされながらもこうなった事の経緯を関谷という男に、事細かに話して聞かせていた。 
 　その話を聞き終えて、関谷は、ウーンと唸るように考え込む。 
 　そして、納得したかのように口を開いていた。 
 「う～む、確かにナオちゃんが言うのにも一理あるな。ナオちゃんのお尻を触るなんて、けしからん奴もいたもんだ。でも、ある意味、ちょっと羨ましいかも・・・って、そんなことはないよね。アハハハ、俺は一体何言っているんだろ。オレって馬鹿だね、今のは聞かなかったことにしてくれ」 
 　関谷は、そう言うと、慌ててその場を取り繕っている様子だった。 
 　だが、それを聞いて、ゆかりが関谷に睨み付けるような眼差しを向けて来ていた。 
 　おそらくこの男、関谷は、ナオに少なからず気があるなと思ったからだ。 
 　それを察すると、ゆかりは目くじらを立てるように、次にこう言っている。 
 「あのね関谷くん、貴方まさかナオにその気があるわけじゃないでしょうね？　もしそうだとして、ナオに味方するようなら、課長に言い付けるわよ。ホントいうなら、この場合、ナオがもう少し我慢すれば済むことなのに、それを〝一理あるな・・・〟なんて言って、ナオに同意するなら、ただじゃおかないから。その事、ちゃんと判っているんでしょうね？」 
 「あっ、いや、オレはねただ、ナオちゃんの気持ちも判るなって思っただけで、そんな気はさらさらないよ。と・・ともかくここは二人とも喧嘩せずに仲良くやってくれ。オレとしても、二人が啀み合っている姿は、見たくないからね・・・・」 
 　関谷は、ゆかりの剣幕にあい、たじたじになりながらも、なんとかそう言ってその場をうまく誤魔化していた。 
 　しかし、それを見ていたナオが、普段、男などに同情を示したことなどなかったのに、珍しくもそんな関谷を可哀相だと思ったらしく、突然、話題を変えて彼に問いただし、助け船を出して来ていた。 
 「ところで関谷くん、問題の勅使河原はもうこの店に現れたかしら？　私たちは仕事の都合上、その事を探れなかったんだけど貴方はどう？　彼が現れた事の、確認はとれたの？」 
 　それを受けて、関谷は、思い出したように口を開く。 
 「ああ、その事？　実はね、それなんだけど、ここの店のオーナーは今日はこの店に来ないらしいよ。これは店の従業員が話しているのをこっそり聞いた話なんだが、このストリップ劇場に現れるとすれば、明日か明後日になると言っていたよ。だから今日は、諦めるしかないと思うね。とにかく今日は、仕事に早く慣れる事を心がけた方が良いとオレとしては思うよ・・」 
 　関谷はそう言って、ナオに微笑みかけていた。 
 　しかし、そこへゆかりが口を挟む。 
 「関谷くん、その話は本当なの？　だとすると、今日はなんの成果も得られないって事になるわね。ナオ、仕方ないから今後は、真面目に仕事にいそしみましょう。だけど、また問題を起こさないようにしてね。くれぐれも、言っておくわよ」 
 　関谷の話を聞いたゆかりは、多少不服はあったが、その話に納得して後は仕事のことを考える事にしていた。 
 　今日は、仕事始めの第一日目であり、これからどれくらいの期間この潜入捜査が続くのかは判らなかったが、関谷の言ったようにこの仕事に嫌々でも慣れておく必要性があると思い、ナオに釘をさしておくしかなかった。 
 　彼女にしてみれば、これ以後、またナオに問題を起こされてはかなわない。 
 　できる事ならば、この潜入捜査が終了するまで、ナオにはもっと慎重な行動をとってもらいたかったのは確かだ。 
 　そう思うとゆかりは、ナオのお目付役として、この先思いやられると覚悟して、気を引き締め直していたのは言うまでもなかったが、そんなこんなで今日の任務はそれから何事もなく終了したのは幸いであった。 
 




第四節


 　特務一課のデスクフロアーでは、今、夜勤の担当の隊員との職務引き継ぎも終え、時間は八時三十分を回っていた。 
 　そんな中、ナオとゆかり、それに関谷莞爾は、課長の執務室に呼ばれ、今現在、潜入捜査の任務報告をしているところであった。 
 「それで今日は、何の問題もなく仕事は終了したんだな？」 
 　そう三人に問いただしていたのは、佐渡だ。 
 　彼は皮張りの回転椅子に腰掛け、机に頬杖を付きながらナオとゆかり、関谷の三人を見据えると、少し堅く強ばった顔をしてそう聞いてくる。 
 　それを受けて関谷は、課長を前にして緊張しているのか、少し硬直気味に次のような事を言っていた。 
 「ええ、そうです。オレとナオちゃん、そして二階堂は、面接も無難にパスし、今日一日中言い付けられた慣れない仕事もよくこなしてストリップ劇場の従業員として、少しでもうまく現場にとけこもうとして努力はしました。オレの見たかぎりでは、店の者にはオレたちの正体はほとんど疑われずに、潜入できたと思っています」 
 「そうか」 
 　その関谷の報告を聞くと、佐渡は、強ばったその表情をくしゃりと崩して、安心したかのように笑みをこぼしていた。 
 　どうやら佐渡は、その報告を受けて潜入捜査の初日の任務が、無事、何の問題もなく済んで、ほっとしている様子だ。 
 　その笑みをこぼした表情からは、その事が、強く覗い知れていた。 
 　佐渡としては、ナオが潜入捜査の一員に加わっているため、この報告を受けるまでかなり気を揉んでいたのだろう。 
 　またナオが何かの問題を起こし、この潜入捜査が台無しになったら、たまったものではない。 
 　だから三人の報告を受けるまで、この捜査の安否を、気遣っていたといってもいいのだ。 
 　だが、関谷はその時、課長の思惑に反して、少し嘘の報告をしていた。 
 　本当は、何もなかった訳ではない。 
 　ナオはストリップ劇場の客と一悶着起こして、店の責任者に呼び出しを食らっていたのだ。 
 　それは大した事態にはならなかったが、ホント言うとナオは課長が危惧を示すかのように、少なからず問題を起こしていたのは事実だった。 
 　しかし、その事をまた課長に報告すれば、ナオが叱られると思い、関谷はその事は報告の内容に入れなかった。ある意味、関谷はナオの同僚として彼女を養護したわけだが、とても彼の口からまたナオが問題を起こしたなどと、課長に面と向かって言えなかったのも確かだ。 
 　だが、それを知ってか知らずか、課長は、先程からニコニコとして三人を見据えていた。 
 　そして、また、関谷に質問してくる。 
 「それで、今日ストリップ劇場に潜入してみてどうだった。オレたちも、その店の外の張り込みに参加したが、勅使河原が現れて店の中に入っていった様子は覗えなかった。その点に関してはどうなんだ、奴は居たのか？」 
 　佐渡は、関谷に対して、一番聞きたかったことをさっそく持ち出す。 
 　それに答え関谷は、やはり真面目に応じていた。 
 「それに関してなんですがね課長、俺が聞いたかぎりでは、奴が店に現れるのは明日か明後日になるという事なんです。だから今日のところは、それほど潜入捜査の成果があったという訳ではありません。今後の奴の動向を待って、捜査するしかないと思いますよ」 
 　それを受け佐渡は、腕組みをしてウーンとうなる。 
 　そして、 
 「そうか、それは重要な情報かもしれんな。勅使河原が現れないかぎり、捜査は進まんからな。それじゃさっそく警視庁の方には、その事を、オレの方から伝えておくことにしよう。だから、今日はもう帰っていいぞ、また明日から、仕事が待っているんだからな」 
 　そう言うと佐渡は、これからまた警視庁の面々との会議があるらしく、回転椅子を蹴っておもむろに立ちだしていた。 
 
 　十二月三十日、潜入捜査二日目、勅使河原が経営しているはずのストリップ劇場の近くでは、警視庁の私服捜査員や、やはり私服勤務を言い渡された特務隊員ら数人が、所定の位置に陣取り、朝早くの時間にもかかわらず、勅使河原の動向を探るべく張り込みが行われていた。 
 　彼らの職務は、ただ店を見張って勅使河原洋二がそのストリップ劇場に出入りしているかの確認を行うだけなのだが、それ以外にも勅使河原があらわれて彼が本当に勅使河原洋二であるという確認がとれれば、その男の行動を厳重にマークし、ストリップ劇場以外の場所における彼の活動にも逐一尾行などを行ったりして柔軟な監視態勢をしく心算である。 
 　もちろん、それらの捜査方針は、潜入捜査当日の前日、すなわち十二月二十八日にはすでに取り決められた捜査方針であったが、それをよく踏襲する事を義務づけられ捜査員たちは職務についている。 
 　今現在は九時十分前、ストリップ劇場の営業開始時間は十時であるから、あと七十分ぐらいの時間の余裕がある。だがその頃、ストリップ劇場から五百メートルぐらい離れた場所にある小さな空き地では、二台の車輛がその場所に停められ、その中であの特務機関の問題児ナオとゆかり、そして関谷莞爾に今日の潜入捜査に関する事前確認が行われていた。 
 「いいかいナオちゃん、ゆかりちゃん、それに関谷くん。これは、腕時計型の通信機だ。今日は、これを身につけて、潜入捜査の任に当たってくれ。昨日、君たちの報告内容を受けて警視庁側は、通信機によるストリップ劇場内と外の張り込み隊との意志の疎通をはかる必要性を感じて、この通信機を君たち三人が着用することに義務付けられたんだ。だからこれでオレたち張り込み隊と連絡がいつでもとれる仕組みになっているから、今日からもよろしく頼むよ。潜入捜査の成果を期待しているからね」 
 　三つの腕時計型の通信機を三人に手渡しながら、今、言葉を発していたのは、警視庁刑事部の捜査責任者、池沢元警部補である。 
 　彼はその通信機を手渡すと、手早くその使い方を三人に説明して、それを腕に装着させていた。 
 　これで、いつでも、通信が可能となるはずだ。 
 　警視庁側がこの通信機の着用を義務付けたのは、昨日、関谷が課長の佐渡に今日か明日中には勅使河原がストリップ劇場に姿を現すのではないかという報告をし、その可能性が重視されたからであった。 
 　この通信機の使用で、潜入部隊のナオ、ゆかり、関谷が状況報告をすれば、その三人の動向がよく把握できるし、バックアップもしやすくなる。それに、警視庁側としても、勅使河原の動向を逐一知りたいというのが、彼らの本音であったからだ。 
 「でも元さん、通信機なんか着けていてもし張り込み隊の方からわたしたちに通信がある場合は、どうすればいいの？　わたしたちに着信があった場合、この腕時計のアラームが鳴ったりするのかしら？」 
 　そう池沢に、疑問を投げ掛けたのは、ナオであった。 
 　ナオは、装着した腕時計についているボタンをいじくりながら、それに声を発し、その声が今その車の中にある受信機のスピーカーにしっかりと受信されるかどうかのテストを行いながら、その片手間に池沢にそう言っている。 
 　しかし、その様子を見つめながら、池沢は、その疑問に対してこう答えていた。 
 「実はねナオちゃん、その通信機は最初の発信に関しては君たち三人の方からこちらに対してしか通信が出来ないようになっているんだ。もちろん、君たちからの通信がこちらにつながれば、このイヤホンを通してこちら側の声は君たちに聞こえるようになっている。だから、君たちが潜入捜査の状況に応じて、オレたち張り込み隊に逐一報告をしてくれればいいと思っているんだよ。この腕時計にはね、高感度マイクが仕込んであるから、小声で話してもこっちまでしっかりと声は受信されるから、だから、くれぐれも通信をしている現場をストリップ劇場の人間には悟られないようにその事をよろしく頼むよ」 
 　そう言うと池沢は、また三つの小型イヤホンを三人に手渡していた。 
 「そう、判ったわ。その事に関してなら、極力注意するわ」 
 　ナオはその小型イヤホンを受け取ると、それをさっそく右の耳に装着して警視庁の捜査員と一緒になって、その通話手段が正しく機能するかのテストを綿密に行っていた。 
 　だが、そんな中、ゆかりが池沢に今自分が疑問に思ったことを、唐突に彼に対して切り出していた。 
 「ねえ、でも元さん。勅使河原がもしもストリップ劇場に現れた場合、張り込みを担当している警視庁の捜査員や特務機関の面々は、ただ彼の出入りを監視するだけなの？　それ以外に他に捜査の手段はないのかしら？」 
 　ゆかりは、そう言うと、池沢の顔に伺いを立てる。 
 　彼女にして見れば、勅使河原がもしもストリップ劇場に現れても、即逮捕出来ないことに少しもどかしさを感じているようだった。 
 「それに関してだけどね、ゆかりちゃん。オレたち張り込み隊は、勅使河原が現れれば彼の尾行も考えているんだよ。警視庁としても奴を逮捕することは、今のところ出来ないが、奴がストリップ劇場、以外のどこに潜伏しているのかということも、調べ上げなければならないと思っているんだ。それに張り込み以外の捜査の他にも、勅使河原が一体どこを根城にして姿を隠しているのかということも、オレたち以外の別動隊の捜査員によってその確認が行われる予定なんだ。だから君はただ、オレたちの捜査方針をそれほど気にする事無く、潜入捜査だけに集中してくれればそれでいいと思っているんだ。そんなに心配する程のことではないと、オレは思うよ」 
 「そう、それじゃやっぱり勅使河原が現れしだい、張り込み隊の仕事も忙しくなる可能性があるということなのね。勅使河原が現れてもすぐに逮捕出来ないということは、ある意味、残念だけど、私も潜入捜査を頑張って勅使河原の尻尾をつかんでみせるわ。だから元さんも、わたしたちのバックアップをよろしくね。さぁ今日も仕事頑張らなくっちゃ、もうすぐ出勤の時間になるから、二人とももう行きましょうか・・・」 
 　ゆかりはそう言うと、ナオや関谷を促し、ストリップ劇場に出勤する準備を整え始めていた。 
 　今日から潜入捜査の二日目、ナオ、ゆかり、関谷の三人は、またストリップ劇場といういかがわしい場所で仕事をする事になる。 
 　しかし、それはいまいち喜んで気乗りすることはなかったが、これも勅使河原を逮捕するための一環だと思えば、自然とやる気もわいてくるのは確かであり、これから出勤するにあたり気を引き締めなおしていたのは事実であった。 
 「でも三人とも、くれぐれも正体がバレないように気をつけてくれよ。もし正体がバレるようなことがあれば、この捜査は台無しになるからね。そこんところを、よろしく」 
 　池沢は、車を降りてストリップ劇場へと向かいはじめた三人に対して、釘をさすようにそう言うと、人のよさそうな笑みを浮かべて微笑んでいた。 
 　それからナオ、ゆかり、関谷の三人は、それにうなずくと、徒歩でテクテクとストリップ劇場まで歩いて出勤していくのであった。 
 






第六章　余罪の行方・・







第一節


 　時間は午後一時三十分、第二日目の潜入捜査に今日の午前十時から乗り出した、ナオとゆかり、そして関谷であったが、彼らが今現在なにをしているのか？ 
 　それは、誰しもが、疑問に思うことだろう。 
 　それは実は、こう言う状況にあった。 
 　用務員としてこのストリップ劇場で働くことになった、特務機関・特務一課の第五班に所属する関谷莞爾は、今、ストリップ劇場の敷地内にある外の焼却炉で、大量にたまっていた店内のゴミを燃やしているところである。 
 　彼は十二月下旬も終わりにさしかかろうとしているこの季節であるのにもかかわらず、その額にはうっすらと汗をにじませ、火掻き棒を片手に焼却炉の中をかき回している。 
 　焼却炉の中で、めらめらと燃えている、その炎が彼の顔を焼いているからだ。 
 　しかし、その仕事は、特務機関の隊員の一員である関谷にとっては、とてもつまらない仕事であったはずだが、彼はその事に文句を一言も言う事無く、真面目に任務を全うしている様子だ。それに、あの特務機関の問題児、ナオとゆかりのコンビはといえば、こうだ。 
 　二人は、今日もまた、あの破廉恥な清掃員の制服に着替えたまま、今のところ店の奥に位置する事務所内の掃除に、いそしんでいる。 
 　ナオとゆかりは先程からモップを両手で持つと、それをバケツの水に浸して絞り、やはり真面目にせっせと床磨きに精をだしていた。 
 　これもまた、単調な仕事である。 
 　だが、彼女たちは、自分たちが清掃員として一生懸命働いている姿を、このストリップ劇場の人間に少なからず示しておく必要性があるので、怠けている場合ではなかった。 
 　自分たちが、仕事もせずに不審な行動をとっていては、これがまさか特務機関と警視庁が仕組んだ、潜入捜査であるということはバレないにしても、二人が何のためにこの店のパートの清掃員として働いているのかという事が、疑われる危険性があるからだ。 
 　そうである以上、ここは無難に仕事をこなす以外、他にいい方法はない。 
 　一体やる気があるのかと、店の従業員や責任者たちに疑われてしまえば、もともこもないので、そうならない様にせっせと仕事に精を出すのが一番であることは確かなのだ。 
 　しかし、この店の裏にあるこの事務所には、若い事務員の女性が二人と、経理担当のやはり若い男性がつめているだけで、その外には誰もいない。 
 　今のところ、勅使河原らしき男が、このストリップ劇場に現れた様子もなかった。 
 　そんな中で、一生懸命モップで床を磨きながら掃除にいそしんでいるナオは、その動作を機械的に反復してこなしながら、隣でやはりモップ掛けをしているゆかりに対し、その時、小声でヒソヒソと話し掛けてきていた。 
 「ねえゆかり、この仕事に関してはどうでもいいんだけど、まだ勅使河原は、この店に現れないかしら？　本当に彼は、今日、ここに現れると思っている？」 
 　ナオは、ゆかりに対し、少しその表情を顰めて焦れたような態度を示すと、その次には、なにか呆れたようにモップ掛けで前かがみになって曲げていた腰をグーんと伸ばすと、そう話を切り出してきていた。 
 　それに対してゆかりは、こう答える。 
 「ナオあなたね、それ聞くの今日で三回目よ。何度も言っているように、この場合は、根気強く待たなければ駄目だって、さっきから言っているでしょ。そう何度も何度も同じ事を私に聞いていないで、さっさと、この仕事を終わらせてしまいましょう」 
 　ゆかりはそう言うと、またモップに水を濡らしてからよく絞って、今度は、別の場所をそれで研き始めてしまっていた。 
 　それを見るとナオは、つまらなそうに口を尖らせながらも、ゆかりと同じようにまた単調なモップ掛けを、彼女にしては意外に真面目な姿でこなし始めていた。 
 「しかし、掃除って、単調な仕事ね。こんな仕事ばかりしていると、体が鈍って、なまずになってしまうわ。どうにかならない、ゆかり？」 
 　ナオは、一生懸命モップ掛けの仕事に精をだす中、また、ゆかりに対してそう話し掛ける。 
 　どうやら彼女は、さすがに掃除ばかりしていることに、もう飽きだした様子で、モップ掛けをしている手は休めないまでも、気持ちとしてはもうこんな事やめたい気分になっているのだと、ゆかりにはそう推測することが出来ていた。 
 　ある意味、それはナオらしいと、その時ゆかりは思う。 
 　彼女は、このような単調な仕事を、極力、嫌う性格の女だと判っていたからだ。 
 　だが、ゆかりは、そんなナオに理解を示す中でも、それに反して次には教えを諭す先生のような口調でこう言っていた。 
 「あのねナオ、大きい声じゃ言えないけど、これは任務なのよ。つまらない仕事なのは判るけど、そんな事ばかり言っていないで、もっとこの仕事を好きになってみたらどう？　一応、これは仮の仕事だけれど、たまにはこういう経験もしておくのも大切な事かもしれないわよ」 
 　しかし、そのゆかりの言葉に、ナオは答えず、それとは別のことを口走りはじめていた。 
 「だけどゆかり、なんだかこう単調な仕事がつづくと、世の中ってつくづく変化の乏しい世界に感じられるわね。潜入捜査というたいそうな任務でも、こう変化がないと体に活力というものが漲ってこないような気がするわ。それに、勅使河原も一向に現れないし、そろそろ私、我慢の限界に達して、叫びたくなる気分よ。判る？　その事があなたに・・」 
 　ナオは、そう言うと、気分転換にでもと思ったのか、「フンふフン」と鼻歌を歌い始めてしまっていた。 
 　それを見るとゆかりは、ナオに対し少々呆れたが、そのまま何も言わず掃除に没頭して、早めに今の仕事を終わらせてしまうことにしていた。 
 　だが、そんな風に二人が掃除に精を出す中、それからかれこれ十分後には、ようやくナオとゆかりの望んでいるような変化が訪れていた。 
 　それは、ナオとゆかりが事務所の掃除をしていると、そこへ突然一人の男が現れて、こう言っていたからだ。 
 「おお、赤越しくんに黒川さん、こんなところに居たのか？　二人とも、掃除の途中で悪いんだが、今からお茶の準備をしてくれないか。さっきね、この店のオーナーが来て、部屋でこれから話をするんだ。だから君たちに、そのお茶の準備をしてもらいたい。二人とも、判ったかね？」 
 　そう言うと男は、ナオとゆかりに手で合図して、掃除を止めるように指示していた。 
 　その男とは、この店の責任者、つまり支配人になっていた、あの新見川である。 
 　彼は、ナオとゆかりが、突然お茶の準備をしてくれなどと言われて、キョトンとしている姿を見据えると、早く早くと手で促して催促してきていた。 
 　しかし、それを聞いて、ナオが驚きを示す。 
 「あのオーナーが来ているって、その人はこの店の経営者のことなの新見川さん？　私この店のオーナーに会ったことないから一体どんな人か判らないわ。名前は、なんて言うの？」 
 　それは、いやに白々しい、ナオの質問であった。 
 　彼女ナオはおそらく、そのオーナーとは勅使河原のことだと思っていたが、一応、昨日この店に入ったばかりの新人の従業員として、とぼけて知らない振りをしたのであった。 
 　しかし、ナオがそう質問すると、新見川は、その予想に反することを言っていた。 
 「オーナーの名前かい、それは宮坂義行って言うんだ。君たちが知らなくて当然だけど、しかし、これはいい機会だから、君たちを昨日この店に入った新人として、宮坂オーナーに紹介するから、すぐにお茶の用意をしてくれないか。その位できるだろ？」 
 　だが、その新見川の言葉を聞いて、やはり驚いていたのは、黒川昌代こと二階堂ゆかりであった。 
 「宮坂義行？！　あのちょっと待ってください新見川さん。この店のオーナーの名前は、本当に宮坂義行って言うんですか？　てしがわ・・いえそれに、オーナーにわたしたちを紹介するって、一体どういうことなんです。わたし達は、ただのパートの清掃員ですよ」 
 　ゆかりは、そう言うと新見川に、意外な表情を顕わにしてそう問いただしていた。 
 　すると新見川は、怪訝な表情をしてこう言う。 
 「なんだい君たちは、この店のオーナーが宮坂さんていう名前では、何か問題があるのかい？　君たち、なんかちょっと変だぞ・・」 
 　新見川は、先程から驚きを示す二人の顔をじっと見つめると、首を傾げて疑問の表情を呈してきていた。 
 「いいえ、別に私たちはただ、オーナーに紹介するだなんて言うから、何事かと思ってちょっとびっくりしただけです。他に何もたいした意味はありませんから、余り気にしないで下さい。私たちは、お茶の準備をすれば良いんですね。今すぐやりますから、待っていていただけますか？」 
 　ゆかりは新見川の言葉に少し慌てながらも、冷静さを装って、その場をうまく誤魔化していた。 
 「それじゃ頼むよ。お茶が入ったら応接室の方まで二人で持ってきてくれ。湯呑みとお湯はこの事務所のほらそこにあるから、呉々も頼んだよ。それじゃ」 
 　新見川は、ナオとゆかりに給湯室の場所を手で指し示すと、そのまま急いでその事務所を後にしていた。 
 　その後、二人その場にとり残されて、キョトンとするナオとゆかり。 
 　彼女等は、新見川が去ったあと、二人顔を見合わせて、複雑な表情を呈していた。 
 　そして、ナオが言う。 
 「ねえゆかり、この店のオーナーが勅使河原ではなく、宮坂義行という男だったってことを知っていた？　茂満の供述では、確かにここは、勅使河原が経営する店の筈よね。それなのに一体どうなっているの？」 
 「確かにそうね・・」 
 　その言葉を聞き、ゆかりも同意見だった。 
 　黒峰会と黄河会の麻薬取り引きの際、捕まえた茂満の供述は、確かなものであると思われていたのだ。 
 　しかし、ここにきて、この店の経営者の名前が違うとなるとこれは少々問題がある。 
 　その時、ゆかりはある意味、警視庁が茂満に一杯食わされたのではないかと、思ってしまっていた。 
 　茂満は、はじめから勅使河原の居場所をはく気などなく、供述内容を偽って警視庁の取調官に自白し、勅使河原がストリップ劇場の経営を手懸けているなどといって、警察をからかったのではないかと・・・・・ 
 　だから、ゆかりは、ナオにこう言っていた。 
 「とにかくナオ、さっそく元さんに報告してみましょう。外で張り込みをしていた警視庁の捜査員が、勅使河原だか宮坂だかが、この店に入ったことを確認しているかもしれないから。だから、こうしてはいられないわよ、すぐ連絡を取りましょう」 
 　ゆかりは、そう言うとナオをつれて給湯室に入り、ドアを閉めて、さっそく張り込み隊の池沢元警部補に連絡を取っていた。 
 
 　その頃、丁度ストリップ劇場から少し離れた小さな空き地では、池沢元警部補が、ナオやゆかりからの連絡がないかと、少々やきもきしながら待っている最中であった。 
 　しかし、それはどうしてかと言うと、先ほどストリップ劇場前に張り込んでいた捜査員の一人から、見知らぬまだ若そうな男性が黒塗りのベンツで店に乗り付け、そのままストリップ劇場へと入店していったということが、判っていたからだった。 
 　それを聞くと池沢は、その男が勅使河原であったかどうかということを、その報告をしてきた捜査員に聞いてみていた。 
 　だが、その捜査員は、その事は判らなかったという。 
 　その捜査員は、双眼鏡を使ってその男の顔を確認しようと思ったが、結局、男の後ろ姿しか映らず、確認は失敗に終わったということであった。 
 　だから池沢は、店の中に潜入しているナオやゆかり、そして関谷が、その確認をもう既にしているのではないかと思い、今、連絡を待っているのだ。 
 　しかし、そんな所に、車内に設置された受信機に、突然、連絡が入る。 
 　ピピッ、ピピッ、ピピッ 
 　その時、小気味のいい電子音が三回鳴ると、その受信機からは女性の声が響いてきていた。 
 『えー、こちら潜入部隊の二階堂です。池沢警部補、聞こえていますか？　聞こえているのなら、返事をしてください、どうぞ・・・』 
 　その通信が入ると、池沢は、受信機のハンドマイクを無造作に手に取り、即座に応答を返していた。 
 「やあ、ゆかりちゃんかい？　オレだよ池沢だ。君の声はこちらにしっかり届いている。しかし、唐突なんだが、さっき店の中に男が入っていった様子なんだ。急ぎの用で悪いんだが、その確認、そっちではとれたかい？　どうなんだ、どうぞ・・・」 
 　それを受けて、ゆかりが答える。 
 『あのですね、それなんですが元さん。その事に関して、私たちにも疑問があるの。私たちは、今、新見川って言う支配人の男に指示されて、この店のオーナーらしき男にお茶の準備をしろって言われているの。でもですね、その新見川っていう男が言うには、このストリップ劇場のオーナーつまり経営者は、宮坂義行だって言うんです。茂満の供述だと、ストリップ劇場の経営者は宮坂ではなくて勅使河原のはずですよね。それなのに、どうして宮坂義行という男が、この店の経営者になっているんですか？　その点がどうも納得いかなくて、連絡を入れてみたのですけど、どう思います？』 
 　それを聞いて池沢は、驚きを顕わにしていた。 
 「なんだって、そっちにやっぱり店のオーナーが、現れていたのか。それで、そのオーナーの名前は、確かに宮坂義行って言うんだね？　それは何かの間違いじゃないだろ？　ゆかりちゃんは、その男の顔を確認したのかい。その男の顔を見れば、その男が勅使河原か宮坂だって言うことは確認がとれるだろう？　その事についてはどうなんだい、確認はしたのかい？」 
 　池沢元警部補はそう言うと、少々早口になりつつ、ゆかりにそう逆に問いただしていた。 
 『それなんですが元さん。今、私たちはまだ、その店のオーナーに直接会って、顔の確認はしていないんです。だから直ぐ、これからそのオーナーに会ってみて、確認をとりたいと思っているんですが、一応、中間報告の心算で今そちらに連絡を入れてみた訳で、それに今後の指示を元さんにしてもらえると、こちらとしては有り難いんですけど、その点に関してはどうですか？　何か指示はあります？』 
 　ゆかりはそう言うと、池沢の言葉を待っていた。 
 　彼が今後、何らかの指示を出すと思ったからだ。 
 　しかし、それに答えて池沢が言う。 
 「あー、話は判ったよ、ゆかりちゃん。それじゃねまず、その現れた店のオーナーの顔をよく確認してくれ。君たちは、この潜入捜査が行われる前の合同会議で、勅使河原の顔写真をファイルを通して頭にたたき込んであるだろ。だからまずは、その店のオーナーが、勅使河原なのか、それとはまったく別人の宮坂義行って言う男なのかの確認をとってくれ。もうこちらの張り込み隊では、その確認が出来ないから、その事をよろしく頼むよ」 
 　池沢は、ゆかりの言葉にそう指示を出すと、徐に口をつぐんでいた。 
 　それを受けて、ゆかりが返答を返す。 
 『判りました元さん。私たちは、これからその確認をしたいと思います。次の連絡は、いつになるか判りませんが、なるべく早く連絡したいと思います。それじゃ通信を切ります、よろしくどうぞ・・・』 
 　その言葉を最後に、ピッと、その通信は途絶えていた。 
 　それを聞くと池沢元警部補は、その後、腕組みをして、ウーと唸り考えに没頭している様子だった。 
 　ナオとゆかりの今後の報告を待つしかない。 
 　しかし、店のオーナーの名前が、宮坂というのは、どういう事なのだろうと、池沢には不思議に思えてならなかった。 
 
 　コンコン・・コンコン 
 　ストリップ劇場の店の奥、応接室の扉の前では、今ナオとゆかりがお盆にふたつの湯呑み茶碗を乗せて、その室内の扉を徐にノックしている最中であった。 
 　彼女たちが、その応接室の扉をノックすると、先ほど現れた新見川支配人が顔を出し、ナオとゆかりの二人を手招きして室内に招き入れていた。 
 　二人が、中に、おずおずとして入ると、そこには皮張りの長椅子に腰掛けた、一人の男が待っていた。見た目は三十代の壮年のように見える男――――その男は、見たかぎりでは、頭の切れそうな、それでいて狡猾さのない一見すると紳士的な男性のように見える。 
 　しかし、応接室の中に入室し、ナオとゆかりの二人がその男に面して、その顔を注意深くはっきりと覗いを立てると、そこにある疑念が浮かび上がっていた。 
 　この男は、果たして、勅使河原洋二なのか？ 
 　ナオとゆかりに、同時にして、浮かんだ率直な疑問はそれだった。 
 　二人が二十八日の合同捜査会議で見せられた勅使河原の顔写真と、どこか似ているような気もする。 
 　しかしそう思えるが、逆に言えば似ていないようにも思える。 
 　似ている様で似ていない、それとも似ていない様で似ている、これは一体どうしてなのであろうか？ 
 　その時、ナオとゆかりは、その判断に困ったことは言うまでもなかった。 
 　だが室内に入る早々、ナオとゆかりにじろじろと見つめられて、その店のオーナーらしき男は怪訝に思ったのか、腕組みをしてやはり彼女たちの挙動を注意深く観察している様子だった。 
 　ナオとゆかりの二人は室内に入ると、二人同時にして店のオーナーにお辞儀し、その後、黙ってこの応接室のテーブルに先程煎れたお茶をだして、またお辞儀していた。 
 　すると、店のオーナーらしきその男が、徐に口を開いている。 
 「新見川支配人、君が言っていた新人のパートの清掃員とは、この二人のことなのかい？　ずいぶんと若く見えるが、よくこんな二人がうちで働く気になったね？」 
 　そう言うとオーナーは、彼の近くで棒立ちしているナオとゆかりの足の爪先から頭のてっぺんまでを、舐めまわすような視線を向けて一通り見据えると、一つ小さく意味不明に笑って、支配人の新見川の方を向いてしまっていた。 
 　その間にも、ナオとゆかりは、この宮坂という店のオーナーをしきりに覗い、その顔を一生懸命、頭に焼き付けている様子だった。 
 　すると、そんな二人の挙動に気付かず、新見川は宮坂に答える。 
 「そうです宮坂オーナー、この二人は昨日この店に入ったばかりの新人です。パートの清掃員としてこの店で働くことになってもらいましたが、一応この二人をあなたに紹介しておきたくて、今ここに呼んだのです」 
 　新見川はそう宮坂に告げると、ナオとゆかりの二人に、宮坂オーナーに対して挨拶をする様にと、指示し手で合図を送ってきていた。 
 　すると二人は、おずおずと前に進みでて、宮坂の座る長椅子の脇に立つと、二人同時にまたお辞儀して挨拶を始めていた。 
 　ゆかり：「あの宮坂オーナー、私は黒川昌代といいます。新見川さんが言いましたように、私は昨日このストリップ劇場のパートの清掃員として、ここで働くことになりました。まだ新人ですので、この店の規則には慣れてはいませんが、以後よろしくお願いします」 
 　ナオ：「私は赤越リエ、宮坂さんお初にお目にかかります。ですが今日はすごく天気がいい日ですね、一応私は昌代の友達です。二人して仕事にいそしみますから、どうかお見知りおきください。オーナーの宮坂さんに初めてお会いして、私、感激しています。だから、以後よろしくお願いします」 
 　黒川昌代ことゆかりと赤越リエことナオは、二人してそう言うと、恐縮した態度を装い、また最後に軽く会釈をして挨拶を終えていた。 
 　それを聞くと宮坂は、頷きながらこう言っていた。 
 「ところで赤越くんに黒川さんだったかな？　二人はこの店にパートとして入る以前には、一体どんな仕事をしていたんだい。見たところによると、二人とも美人で、仕事も一生懸命こなすということじゃないか。それなのに前の仕事を辞めてここへ来たということは、ちょっと不思議に思うんだけどね？　その事に関しては、一体どうなっているんだい。良ければ話してくれないかな？」 
 　それを受けて、一瞬、ゆかりは言葉につまる。 
 　これはどうやら、この宮坂という男は、自分たち二人を怪しんでいるのではないかと思ったからだ。だがゆかりは、ここは焦ってはいけないと思いつつ、冷静さを保って、宮坂に答えを返していた。 
 「あのですね宮坂オーナー、私たちは履歴書にも書いていたように、ある証券会社のＯＬとして働いていたんです。ですがその会社には〝佐渡一〟というスケベジジイがいて、その男に私とリエは頻繁にセクハラを受けていたんです。その男は、事あるごとに私たちの体に触って卑猥な言葉を囁いてくるんです。それに、胸を触ったりお尻を触ったりと、やりたい放題で、だからわたし達はそれに堪えられなくなってその会社を辞め、また気分を一新して新境地を求め、新しい職場で働きたいと思い、このストリップ劇場のパートの清掃員募集の公告を見て、ここに伺ったという訳なんです」 
 　そこまで言うと昌代（ゆかり）は、口をつぐんで宮坂を見据えていた。 
 　それを受けて宮坂は、意外とあっさりなるほどと言うと、ゆかりの言葉に納得してしまっている様子だった。 
 「それじゃ君たちは、働く場所の新境地を求めてここへ来たというんだね。それなら私たちとしても、君たちを歓迎するよ。話は大いに解った、それじゃもう君たちは、清掃の仕事に戻ってくれていいよ。しっかりとこの店で働いてくれ」 
 　宮坂はそう言うと、ナオとゆかりに退室を促していた。 
 　それを受け、ナオとゆかりはハイと返事をすると、そのままその室内を出て先程の事務所の一室へと、戻っていったのであった。 
 　その後、宮坂と新見川は二人だけになると、二人同時にしてニヤッという笑いをその顔に浮かべていた。 
 　それは卑猥な笑いではなかったが、何かの意図が多分に含まれている笑いであった。 
 　その時、新見川が宮坂にこう言う。 
 「どうですか宮坂さん、あの二人の清掃員を見て・・・かなりの上物でしょう？　あの黒川昌代っていう女もそうですが、特に赤越という女の方は少し無愛想な面もありますが、最近そこいらでは見かけない掘り出し物だと思いますよ。あなたの意見ではどう思います？」 
 　それに答えて、宮坂が言う。 
 「ああ、確かに見たかぎりではそうだな。しかし、よくもまあ、あんな二人がこのストリップ劇場のパートの清掃員として志望してきたものだ。さっきの話では、セクハラされて会社を辞めたようだが、それに関してはちょっと胡散臭い疑問に思う点もある。しかし、まあいいだろう、あれだけの上物だウォンさんに高く売り付ければ、組織の資金源を手際よく調達できるしな。今後あの二人をよく面倒見ておけよ、入ってそうそう、ここを辞められてしまってはもともこもない。金になる駒は、手元に置いておいた方がいいからな」 
 　宮坂はそう言うと、ニッと不敵な笑みを新見川にこぼしていた。 
 　それを受けて新見川は、 
 「それじゃ宮坂さん、あの二人をウォンさんに売り付けるんですか？　オレとしてはあの二人をウォンさんにあっさり渡すのは、少し勿体ないような気がします。彼女たちには、なんとか説得して、このストリップ劇場の踊り子として、ここで金を稼がせるほうが無難な選択肢と思っていたんですけど、それじゃ駄目なんですか？」 
 　彼は、そう言うと、少々不満の色を示して、宮坂にそう言っていた。 
 　しかし、 
 「確かにそれも一つの名案かもしれん。だが、オレはまだウォンさんに、あの二人を売り付けるとは決めていない。それは一つの可能性として言ったまでだ。だから、お前がこのストリップ劇場の踊り子にあの二人を推薦したいというのなら、オレもある意味、賛成できるが、もう少しあの二人の様子を見てからでないと、何とも言えないな」 
 　宮坂は、そう言うと、胸元のポケットから煙草を取り出して、それに火をつけ徐に喫煙を始めてしまっていた。 
 　そして、口に含んだ煙草のけむりを吐きだすと、すうっと美味そうに目を細めて新見川の顔を見据えていた。 
 



第二節


 「えーっ！　それ本当なんですか課長！？　勅使河原と宮坂が同一人物だなんて・・・」 
 　今、特務機関の二階に位置する特務一課のデスクフロアーでは、課長の佐渡がナオや二階堂ゆかり、そして関谷莞爾を自分の目の前に呼び寄せると、つい先ほど判った勅使河原に関する重要情報をその三人に告げているところであった。 
 　しかし、ゆかりが何故、佐渡の言葉を聞いて驚いたのかは、こう言うことだ。 
 　今日、ナオとゆかりはストリップ劇場の支配人、新見川に店のオーナーが来ているから応接室までお茶を運んでくれといわれ、その席で彼女たちはそのオーナーと直接会ってその男が勅使河原洋二であるのかどうかの実地確認を行ったのだ。 
 　そして、その確認を終えたあと、二人はさっそく仕事の合間に、店の外を張り込んでいる池沢元警部補に連絡をした。 
 　その二人がした連絡内容は、こうだった。 
 　つまりストリップ劇場のオーナーは勅使河原ではなく、彼と少し面影の似たまったく別人の宮坂という男なのではないかと・・・ 
 　ナオとゆかりがそう池沢に報告したのは、宮坂という男は勅使河原に似ているようでそうではないと思えたからだ。確かに彼女たちは、ストリップ劇場の応接室で宮坂という店のオーナーと実際に会い、その顔を間近で確認したが、その時は正直言ってその男が勅使河原なのかそうでないのかということに迷った。 
 　それは、潜入捜査前に見た勅使河原の写真とは、瓜二つとは言えなかったからだ。 
 　その為、ナオとゆかりは、宮坂という男の顔の確認後、二人して考えて答えをだした結果、宮坂とは勅使河原ではないのではないかと結論に達したからだ。 
 　この結論は、ナオとゆかりの勘だけに頼った結論であった為、池沢元警部補は、一応その報告を聞くと頷いて納得した様子を一時は見せたが、どうも彼にはストリップ劇場の経営者が勅使河原ではなく宮坂義行であったということに、何か裏があるのではないかと独自の勘をはたらかせ、彼はその後、警視庁の方に茂満の再尋問を行わせたのであった。 
 　その尋問とは、七日前、茂満が語ったストリップ劇場の経営者は勅使河原であるという供述に、彼が本当のことを言ったのかという確認の意味の再尋問であった。 
 　警視庁はその池沢の連絡を受けると、さっそく茂満をまた取調室に呼んで、すみやかに再尋問を行っていた。 
 　そして今日の五時過ぎに判った茂満の供述によると、ストリップ劇場の経営者は確かに勅使河原で間違いないということなのだ。そして、それに付随する形で、茂満は、勅使河原は宮坂義行という偽名を使って店の経営を行っているという新事実を白状し、それに一番問題だったのが、勅使河原は海外に逃亡中に整形手術を何度となく繰り返して、その顔を変えているのだということが新たに判ったのであった。 
 　その報を受け警視庁は、その茂満の新たな供述内容をその日のうちに特務機関の佐渡にも電話で通達し、報せてきていたのだ。そして今、その事を課長の佐渡が潜入捜査から帰ってきたナオとゆかりそして関谷に、話しているといった具合だった。 
 　だからその事を聞いて、ゆかりが驚きを顕わにしたのは、当然の反応であったといえる。 
 　まさか、だれしも勅使河原が整形して顔を変え、しかも偽名を使っているとは思いもよらなかったからだ。 
 　しかし、それに関しては、ゆかりの隣でやはり佐渡の言葉を聞いていたナオも、驚きを隠せなかった様子で、彼女はキョトンとした表情で言葉を失っている様子だった。 
 「それじゃ課長、宮坂義行は勅使河原で間違いないって事になるということですよね？　私たちは、このまま引き続き、潜入捜査を続行するって言うことですか？」 
 　二階堂ゆかりは、目の前で三人を見据えている佐渡に向かってそう言うと、当然の事のようにそう彼に問いただしてきていた。 
 　彼女としてみれば、宮坂という男と勅使河原が同一人物であるとは知らなかった為、ストリップ劇場のオーナーが勅使河原でなく宮坂だったということを知ったときから、この潜入捜査はもう失敗に終わったのではないかと半ば諦めていた矢先の話であるので、ゆかりは佐渡一課長にそう言って質問していたのであった。 
 　それを受けて佐渡は、ゆかりの言葉にうんと頷くと、次にこう言って三人を叱咤していた。 
 「二階堂、宮坂義行という男が勅使河原と同一人物であるということが判った以上、この潜入捜査は何の滞りもなく引き続き敢行される予定だ。だからお前たちは、明日からもストリップ劇場のパートの清掃員、それに用務員として店に潜入してもらうことになるから、その心算でいてくれ。呉々も、気を抜くことのないよう言っておくぞ」 
 　そう言うと佐渡は、腕組みをしながら三人を見据え、また警視庁側と責任者だけを集めた会議があるということで、そのままナオ、ゆかり、関谷をその場に残すと、三階の会議室に向かって徐に去って行ってしまうのであった。 
 
 「ああっ！　先輩！　先輩！　もう帰っていたんですか？　私しばらく二人に会っていなかったから、寂しかったですよー。もう帰ってくるのが遅いでーす」 
 　佐渡が会議室に去って、一二分が経ったその頃、その時ナオ、ゆかり、関谷のいるデスクフロアーに突然現れたのは、特務機関のアイドルこと柏木モモであった。 
 　モモはナオとゆかりの姿を見付けると、フロアーの入り口付近から手を振りながら速攻ですっ飛んで来ると、また猫の様な甘えた口調でナオとゆかりに擦り寄って来ていた。 
 　そして、まるで一年以上も二人に会っていないような元気のない虚ろな表情をその顔に呈すると、ナオの腕を即座に手に取りその腕に頬摺りを始めてしまっていた。 
 　しかし、そのモモの態度をみて、また喧しい女が来たと不意に思ったゆかりは、意地悪く突っ放すようにして次にはこう言って素っ気なく応じていた。 
 「あらモモ、あなたまだ帰っていなかったの？　もう仕事は終わったんだから早く家に帰りなさいよ。早く帰らないと、家のママに叱られるわよ」 
 　だが、それを聞くと柏木モモは、少し不満げな顔をして言い返す。 
 「やだなーゆかり先輩。私二人としばらく会っていないから、今日はこうして先輩たちが帰ってくるまで待っていたんじゃないですかー。そんな冷たい言い方しなくてもいいでしょう。今日は三人一緒に帰りましょうよ。ねっ？　ねっ？　いいでしょ？」 
 　それを聞いて、ゆかりが答える。 
 「あなたね、しばらく会っていないって、たかが一日や二日位のことじゃない。いい加減、私たちから乳離れしなさいよね。もう歳は二十二にもなるんでしょ。それにナオに甘えるのは止しなさい。ほらナオがさっきから嫌がっているじゃない」 
 　そう言うとゆかりは、先程からナオに対して頬摺りを続けていたモモの肩を掴んで、その二人を無理矢理引き離していた。 
 「ああ、何するんですか。ナオ先輩の腕に頬摺りすると、気持ちいいんですよ。ゆかり先輩もやってみたら？」 
 　それを受けるとゆかりは、 
 「何言っているのレズビアンじゃあるまいし、そんな事できる訳ないでしょ」 
 　といって、モモの頭をぺしぺしと叩いていた。 
 　だが、それを見ていた関谷が、笑いだす。 
 「ははは、君たちホント仲がいいね。君たちなら特務機関の三馬鹿トリオになれるよ。漫才デビューでもしてみたらどうだい？　きっと面白い見せ物ができるんじゃないかな？」 
 　関谷莞爾は、そう言うと、ナオ、ゆかり、モモの三人を見据えて、ケタケタと笑いをもらしていた。 
 　しかし、その後モモは、関谷の笑いにも気にも止めず、突然、思い出したかのように次のような事を言う。 
 「でも、そう言えばさっき聞いた話なんですけど、勅使河原って言う男は整形して顔を変えていたという事じゃないですか。私、それ聞いて、びっくりしてしまいましたよ。だって整形なんかしているというなら、自分の正体がばれるのを恐れているんだということの証拠になるじゃないですか。だから、勅使河原がナオ先輩のお父さんを殺したって言うことの、ある意味証明になるんじゃないですかね？　ナオ先輩は、その事、どう思っています。そう思いません？」 
 　するとナオは、そのモモの率直な意見を聞いて、徐に口を開く。 
 「確かにその可能性がない訳じゃないわね。整形で顔を変えているのは、捜査の手を逃れるためのような気もするけど、でも勅使河原が顔を変えようがそれが七年前、彼が事件を起こしてその容疑者として逃走したのだということの明確な証拠にはならないわ。整形して身分を偽っているからって私の父を殺したと断定は出来ないもの。やっぱりここは潜入捜査を続けて彼の尻尾を掴むしか他に方法がないのは確かね。だから私は必ずその尻尾を掴んでみせるわ。必ずやってやるわよ！」 
 　ナオはそう言うと、珍しく興奮している様子だった。 
 　彼女にしてみれば、顔を変えているとはいえ、ようやく勅使河原が確実にストリップ劇場のオーナーであるという事が判ったので、かなり意気込んでいる様にも見える。 
 　なぜなら今日、勅使河原と同一人物の宮坂義行という男に直接会って、話もしたからだ。 
 　それはある意味、もう既に、父を殺した犯人であろうと思われている勅使河原に、かなりの度合いで接近できたという事を意味している。 
 　もうナオの手の届くところに勅使河原がいると思うと、気が競るのは確かなのだ。 
 　なにせ勅使河原は、七年間も行方をくらませていた、重要容疑者の可能性があるのだ。 
 　しかし、彼の尻尾さえうまく掴めば、彼を逮捕することが出来るかもしれない。 
 　それは警視庁の七年前からの彼岸であり、ナオにとっても重要な事であるのだ。 
 　だから、先程、佐渡にも気を抜くなよと言われたが、ナオとしてみれば、そのやる気は十二分に有り余るほどあった。かならず勅使河原を捕まえて、七年前の事件を解決してやるんだという意気込みは萎えなかったのである。 
 
 　そして次の日、潜入捜査は第三日目を迎えていた。 
 　ナオとゆかり、そして関谷は、またやはり張り込み隊の池沢等と朝早くから綿密な打ち合わせや詳細な確認をしてから、十時前にはストリップ劇場に出勤をすませていた。 
 　今日も相も変わらず、ナオとゆかりは店内の掃除をし、関谷は用務員の仕事にいそしむ。 
 　店の従業員の話によると、昨日このストリップ劇場に現れた宮坂義行は、この店に泊まり込んで、今日も支配人の新見川と一緒に仕事をしているということであった。 
 　これはある意味、潜入捜査を実行にうつしている三人にとっては、絶好の機会であった。 
 　そしてこれも聞いた話なのだが、宮坂こと勅使河原は、約二週間近くこの店に泊まり込んでオーナーとして店の切り盛りをするという事だった。 
 　彼、宮坂が、この店にしばらく逗留することになるのならば、三人にとっては願ったりかなったりだ。勅使河原の余罪を暴くためには、彼にこのストリップ劇場に居座ってもらわなければ、潜入捜査が進めづらい。その事を考えると、この時期が潜入捜査を進めるにあたり絶好のチャンスとなってくるのだ。 
 　しかし今現在、ナオとゆかりは、また便所掃除をしていた。 
 　ナオは、黙々とデッキブラシを使って、タイル磨きに精をだす。 
 　だが、そんな中でナオは、昨日あれだけ潜入捜査に対する意気込みをもらしていたにもかかわらず、便所掃除を始めてから五分もすると、また仕事に飽きたようにあくびをもらしてゆかりにああだこうだと話し掛け始めていた。 
 「ねえゆかり、どうして私たちはこんな掃除ばっかりしているのかしら？　いい加減もうこの仕事には飽きたわ。でも、こんなことばっかりしていて、肝心の勅使河原に関する情報収集は、どうするの？　これじゃ、潜入捜査の意味がないじゃない。はっきり言って、つまらないわね。どうにかならない？」 
 　そのナオの言葉を聞くと、二階堂ゆかりは、呆れたようにこう言っていた。 
 「あのねナオ、いくら潜入捜査って言ったって、すぐに勅使河原の余罪に関する情報を探り出すことなんて出来ないのよ。ここにパートの清掃員として潜入している以上、その仕事を真面目にこなしながら、その合間を見て勅使河原の身辺情報を探らなければならないんだから、少しは我慢しなさいよ。あなたも、一応、特務機関の隊員でしょう。欠伸なんかしていないで、もっとピシッとしなさい！」 
 　ゆかりは、そう言うと、腰に手を当てて、怒った素振りをナオに見せていた。 
 　だが、それを受けて、ナオは、 
 「でもねゆかり、どうやったら勅使河原に関する情報を聞きだせると思うの？　私思うんだけど、なかなかパートの清掃員じゃ彼に関する情報を聞きだすことって、ままならないような気がするのよね。まさか店の従業員に、勅使河原のことを聞いて回ることも出来ないでしょう？　そんなことしたら、疑われて不審に思われるのがオチだわ。でも、かといって聞き込みもしないでそう都合よく、情報が得られるとも思えないじゃない？　その事に関して、どう思っているのあなたは？　そんなチャンスが、あると思っているの？」 
 　ナオのいい分は、尤もであった。 
 　いくらパートの清掃員として、このストリップ劇場へ潜入したところで、肝心の勅使河原に関する情報収集が出来なければ、意味をなさない。 
 　その為、ナオがそうぼやくのも、ゆかりには痛い程判っていた。 
 　しかし、ゆかりには、こう答えることしか出来なかった。 
 「ナオ、あのね、とにかくチャンスが巡ってくるまで、待つしかないわよ。ここは気長に構えて、地道に探りを入れていくしかないわ。あなたの意見も判るけど、ちょっとは我慢しなさい。これも任務のためなのよ！」 
 　そう言うとゆかりは、ナオを無視して、便所掃除に熱中しはじめてしまっていた。 
 　これ以上、話をしても、余り意味がないと思ったからだ。 
 　だが、二人はそんな話をしていたが、勅使河原の余罪に関する情報を聞きだすチャンスは、その後、意外なかたちでしかも直ぐ二人のもとに、訪れることになっていた。 
 　それは、ナオとゆかりが便所掃除を終えて、今度は踊り子が楽屋の控え室として使っている一室の広い部屋を掃除していた頃、そこへストリップの開演を終えて戻ってきた踊り子達が入室してくると、徐にこんな話をはばかりもなく喋り始めたのだ。 
 　みか：「ねえ、ねえ、知ってる。昨日から久しぶりに、オーナーの宮坂さんがこの店に来ているのよ。また私たちに靴とかバックとか腕時計とかをプレゼントしてくれるかしら？　実を言うとこの前、わたしシャネルのブレスレットもらっちゃったのよね。へへー、いいでしょ？」 
 　さくら：「えーっ、それ本当なの？　いいないいな、わたしも欲しかったな。それでそのブレスレットいくら位するものなの？　高いやつ？　ねえ、教えて教えて」 
 　みゆき：「止しなさいよ二人とも、どうせそのブレスレット偽物でしょ。また宮坂さんが銀座ブルーメントから売れ残った欠陥品を、あなた達にプレゼントしているだけじゃない。そんなに、偽物のブランド品をもらって嬉しいの？」 
 　みか：「いいじゃない偽物だって、聞いた話だと銀座ブルーメントで売られている品は、グッチとかシャネル、クリスチャン・ディオールの精巧な模造品だって言うことよ。本物に寸分違わぬように作ってある品ばかりらしいから、その店に来る客はみんな騙されて買っていくというらしいわ。でも宮坂さんすごい人よね、銀座の並木通りに、偽ブランド店をオープンして金儲けしているなんて、わたし宮坂さんの奥さんになりたいわ」 
 　さくら：「そうよね。宮坂さんてお金相当持っているみたいだし、結構、顔もいいし、彼の奥さんになれば相当、楽な暮らしができるかもね」 
 　みゆき：「えーっ、貴女たち、宮坂さんみたいな人がタイプなの？　ちょっと信じられない。彼って、相当、女癖悪いっていう話よ。奥さんになったら苦労するかもね」 
 　さくら：「そんなのいいじゃない、彼だって男ですもの女の一人や二人いたって我慢できるわ。でも奥さんになれば、優雅な暮らしが約束されるかもしれないじゃない？　だから私、彼の恋人になってうまく誘惑しちゃおうかな・・・」 
 　その会話は、よくあるおしゃべりな女たちがある一つの話題に盛り上がって、わいわいと好き勝手なことを喋っている会話のように聞こえていた。 
 　しかし、その何気ない会話の中に、その話を掃除をしながら聞き耳をたてて聞いていたナオとゆかりにとっては、とても重要な言葉の内容が含まれていたことは確かだった。 
 　《銀座ブルーメント》、そして《偽ブランド商品》、それに《銀座並木通り》 
 　どうやらこの踊り子達の話を総合すると、宮坂こと勅使河原は、銀座の並木通りに偽ブランド品の店を開いて、それを商売に相当な金儲けをしているのだということが、二人にははっきりと判っていた。 
 　だが、その話を聞くとナオは、ゆかりに、こう言って疑問を投げ掛けていた。 
 「ねえゆかり、あの三人の踊り子の話どう思う？　本当のこと言っていると思うかしら？　勅使河原が銀座で偽ブランドをさばいているって初耳よね。これって元さんに直ぐ報告した方がいいかしら？　かなり重要な情報だと思うわよ」 
 「ええそうよね。でもナオ覚えている、この前十八日頃だったかしら？　モモと私たち二人、三人で銀座の並木通りに買い物にいったことがあるでしょ？　そして、その余った時間に日比谷公園にいって、そこで幸田塩蔵っていうおでん屋のおじさんに会ったじゃない。それでその塩蔵さんと話をした時、彼は銀座ではダシガワラだとかクシガワラという男が偽ブランド商品を売り捌いているんだって言っていたことがあったわよね？　それってやっぱり本当のことだったんじゃないの？　ダシガワラだとかクシガワラって言う男はやっぱり勅使河原洋二のことで、そのおじさんが言っていた店ってのは、銀座ブルーメントの事じゃないかしら？」 
 　ゆかりはそこまで言うと、掃除の手を休めてナオの顔を覗っていた。 
 「そう言えばそうね？　確かに塩蔵さんて人はそんな事言っていたかしら。あの時はちょっと半信半疑だったけど、言われてみればやっぱりそうだったって事なのかもね。ゆかり、これは重要な情報だから、早く元さんに報告してみましょう。早いうちに報告しといた方がいいわ。そうすれば、捜査がすみやかに進かもしれないから・・・」 
 　ナオとゆかりは、そう二人で一通り話をすると、店の従業員の目を盗んでそれから便所に駆け込んで、その場所から池沢元警部補に連絡を入れていた。 
 　そして、今日も何事もなく、一つの収穫を残して、潜入捜査の任務を終えたのである。 
 




第三節


 　一月一日元旦、この日は、都内でも初雪が降っていた。 
 　曇天の空から、さらさらと舞い落ちる白い結晶は、粉雪となって東京の街を覆い尽くしていた。 
 　正月の三箇日といえば、どこの商店でも休みだ。 
 　特別な理由がある商店以外は、店を開かないはず。 
 　その為、ナオとゆかりが任務のために勤めだしたストリップ劇場も、その例外にもれず新年早々の三日までは休み、潜入捜査の任務は一時中断しているのであった。 
 　しかし、何故だか、あまり休みのないはずの特務機関の隊員の仕事も、今回だけは都合よく三日までは、休みになるということだ。 
 　今年は、特例で特別休暇が出、普段、忙しい特務機関の隊員達に骨休めをさせるらしかった。 
 　そんな事で、三日間の休暇をもらったナオ、ゆかり、モモは、相変わらずその時間を有意義に過ごそうと、また三人一緒に顔をあわせて今現在ナオの汚いアパートに入り浸っていた。 
 「ねえナオ先輩、見て見て、よしきが餅まきしていますよ。よしきって、かっくいいデスねー！」 
 　いま、柏木モモが一人馬鹿みたく黄色い声をあげている訳は、今、テレビでモモが大ファンとなっているアイドルの太刀川よしきが大写しになって映っているからだ。 
 　そのテレビは、ある有名な神社の境内から、参拝客に対して餅まきをしている情景を生中継している映像であるのだが、モモはそれに一人で興奮し、ナオに対してしきりに見ろ見ろと喧しく、まくしたててきていた。 
 　しかし、ナオは、それを受けても、先程から重箱に詰められたおせち料理を頻りにぱくついて、殆どモモの言葉など聞いてはいなかった。 
 　どうやらアイドルよりも、食い気の方がナオにとっては重要らしい。 
 　今、ナオが食べているおせち料理は、ゆかりの母が彼女に持たせてナオのアパートに差し入れられた料理であった。 
 　料理の得意なゆかりの母が、気を使って作っていてくれたのだ。 
 　だからその味は、かなり美味しい。 
 　聞いた話によると、ゆかりもおせち料理を作る際、手伝ったようだが、どうせゆかりは雑用がかりで料理そのものには手をかけていなかったとナオは見ている。 
 　ゆかりは、多趣味なわりには料理が下手だ。もちろんナオも上手い方ではなかったが、ゆかりは味音痴でもあるため、彼女の作る料理は食えたものではない。 
 　ナオは一度ゆかりの家にお邪魔して、彼女の手料理を食したことがあるが、その味は想像を絶する例え様もない味であったことを覚えている。 
 　もし、ゆかりが作った料理が、道端に偶然落ちていて、それを拾い喰いした野良犬や野良猫がいたら、すぐ即死するのではないかという位に不味いのだ。 
 　だからある意味、今ナオが食べているおせち料理をゆかりの母が作ったということは、不用意な食中毒を起こさずに、済んだということを意味しているといってもいい。 
 　だが、ナオのそんな思いを、知ってか知らずか、ゆかりもその母が作ったおせちに手を出して、ナオ同様、美味そうにぱくついている。 
 　そして二人は、一人やたらと騒いでいるモモをよそに、徐にテレビに目を向けて、それを何気なく観賞し始めていた。 
 　正月のテレビといえば、やはり特別番組のオンパレードだ。 
 　漫才ショーやバラエティートーク、戦国時代劇ドラマや歌番組、毎年毎年、相も変わらず似たような番組がずらずらと続く。 
 　そして昨日は大晦日であったが、ナオ、ゆかり、モモの三人は一緒には過ごさなかった。 
 　大晦日の日は、各自自分の家で過ごし、翌日の一日からゆかりとモモはナオのアパートにおしかけて、新春の挨拶を交わし、三人で盛り上がる計画をしていたからだ。 
 　だからナオは、昨日一人寂しくコンビニで買った蕎麦セットを年越し蕎麦として代用し、それを食しながら、翌日となる午前零時から始まる《ゆく年くる年》をみて除夜の鐘を聞き、年を越したのである。 
 「ねえナオ先輩、ナオ先輩、見て見て。今度は、俳優の一臣壮一郎が、テレビに出ていますよ！　これまたカッコイイデスね。私、憧れちゃう、ステキ～！」 
 　先程まで、テレビを見て、アイドルスターの太刀川よしきに興奮していたモモであったが、今度はそのテレビが終わると別の番組にチャンネルを回してお正月トーク番組にセットし、また別の男性俳優が喋っているシーンに興奮して、お熱を上げている様子だった。 
 　モモはこう見えてもミーハーだ。 
 　趣味のりかちゃん人形に限らず、芸能人の話題にはちょっとばかり深い造詣がある。 
 　林家ぺーではないが、モモは５００人近くの俳優の誕生日を暗記しているという特技をもつ。 
 　それを知っているナオは、俳優の誕生日など一々憶えていてそれが何の役に立つのかと疑問に思うのであるが、モモ曰く、俳優の誕生日を憶えておくと、もしもその俳優に直に会う機会がめぐってくれば、それを話のネタにして仲良くなれたりするのだと、いまいち意味の判らないことを主張しているのだ。 
 　それを聞いた時、ナオは、このモモという女は、相当馬鹿なのだと疑うしかなかった。 
 　なぜなら、どうしてモモは芸能人でもないのに俳優の誕生日を知っているからといって、その俳優たちと仲良くなれるのかが良く判らなかったからだ。 
 　だけど、まあ、それはモモの勝手な思い込みであるので、それ以上は何とも言えない。 
 　だが、今現在のナオの正直な気持ちとしては、このモモという女は、やたらと煩い女なのだとあらためて実感していた。 
 「ねえナオ、そろそろ初詣にでも出掛けましょうか？　もう時間的にもいい頃合いじゃないかしら？」 
 　しかしその時、先程からモモと一緒になってテレビを見ていた二階堂ゆかりが、そう話を切り出すと、ナオとモモの二人にそう催促を始めて、誘いかけをしてきていた。 
 「ええ、そうですね、ゆかり先輩。でも、今頃の人出はどうですかね？　浅草すいてますかね？」 
 　ゆかりの言葉を聞くとモモは、テレビにうつつを抜かしていたわりにはその話に即座に反応して返事をする。 
 　そしてナオに、 
 「ねえナオ先輩、ナオ先輩、今日はいまから浅草雷門、浅草寺デスよ。初詣、初詣、早く行きましょう！」 
 　といって、また一人ではしゃぎ始めていた。 
 　今は時間は二時、浅草寺はナオの住む文京区・湯島のアパートからはそう遠くない。 
 　営団地下鉄銀座線を使えば、乗りかえなしに直通で浅草駅にまで行ける。 
 　ナオとゆかり、モモの三人が浅草寺に初詣をしようと計画したのは、あまり深い意味はない。 
 　ただ三箇日が暇なので、せっかく三人集まっているのだから、初詣ぐらいしようということに話が決まっていたからに他ならなかった。 
 　だから、三人は今から、その浅草寺にお出かけするのだ。 
 　ナオは一人ではしゃぐモモをよそに、徐に立ちだすと、出掛ける準備にいそしみだし、それからかれこれ十分後に自分のアパートのドアの鍵をしめて、外に繰りだしていた。 
 
 　浅草は、江戸下町情緒あふれる街、庶民が集う粋な街でもある。 
 　浅草駅の近くには隅田川が流れ、浅草寺はその駅を下りて西に向かうと直ぐのところにある。 
 　浅草寺といえば雷門が有名だろう。 
 　でっかい赤提灯に『雷門』の文字が躍る、それである。 
 　その提灯の重さは約１００㎏、高さは約３メートルあるという。 
 　そして聞くところによると浅草寺は「観音さま」と呼ばれて親しまれている、都内最古の寺だそうだ。 
 　何かと古いゆえ、由緒があるらしい。 
 　浅草の雷門をくぐると、そこは仲見世通りだ。 
 　石畳の浅草寺参道として『宝蔵門』まで続いている。 
 　その通りの左右にはさまざまな店が軒を連ね、煎餅屋、人形焼き、芋ようかん屋、玩具店、象牙屋、洋傘屋、扇子屋、佃煮屋などが店を開いている。 
 　ナオとゆかり、モモの三人は今、その仲見世通りを雷門から入り歩いていた。 
 　初詣で賑わうその参道を歩きながら、実演販売を行っている店をのぞき見たり、人形屋で可愛らしい人形を手にとってみたりと、三人は至極その初詣を楽しんでいた。 
 　三人つまりナオとゆかり、モモの服装は言い忘れていたが、二人までは普段着だ。 
 　その二人とは、ナオとゆかりである。 
 　そして残りの一人モモの服装といえば、なんと振り袖姿、足には足袋を穿き肉厚の草履をつっかけているといういでたちであった。 
 　その為、モモは歩くのが遅い。 
 　仲見世通りを歩くナオとゆかりに、おいていかれるのが暫しだった。 
 「あー、もう、二人ともそんなに速く歩かないで下さ～い。私、振り袖着ているんですから歩くの遅いんですよー。ねえ、待ってくださいよー」 
 　そんな中、先程からちょこちょこと小股であるいていたモモが、先を行くナオとゆかりに頬をぷうっと膨らましてそう言うと、不満げに文句を言いだしているところであった。 
 「何しているのモモ、速く歩かないと置いていっちゃうわよ。ほら、さっさと歩きなさい。困るわね、足の遅いお子ちゃまは・・」 
 　そうふざけて、そう言っていたのはナオであった。 
 　彼女は、必死で早歩きをしているモモの姿を振り返りながら見据えると、わざとその歩調を早めて先に行ってしまっていた。 
 　それを見たモモは、 
 「あ～、あ～、ナオ先輩。そういう意地悪するんですかー。まったく根性曲がっていますね。いいですよ、私は地道に小股で歩いていきますから。そんな事すると天狗が出ますよ～だ！」 
 　と、まるでナオの様に意味不明なことを言って、やはり必死に二人に付いていこうと足を動かしていた。 
 　しかし、そんなこんなで三人は、仲見世通りを抜けると宝蔵門をくぐり、ようやく浅草寺の敷地内に到着。 
 　そこでまず最初に三人がした事は、おみくじを引くことであった。 
 　おみくじの売店というか、それが置いてある建物は朱塗りの建物で、浅草寺の手前に立地している。 
 　そこで、賽銭箱みたいな箱に、百円を投入して、好きなおみくじを引くのだ。 
 「ねえ、ねえ、ねえ、ナオ先輩はなんでしたか。大吉それとも凶、わたし中吉でしたよ、見て見て」 
 　ナオにおみくじの紙を見せて喜ぶモモ。しかしナオが引いたおみくじは大凶であった。 
 「やだナオ先輩、大凶じゃないですか。相当運が悪いんですね。きっと性格が意地悪でねじ曲がっているからそんなおみくじを引くんですよ。でも、ところで、ゆかり先輩はどうでしたか？　まさか、先輩も、大凶じゃないですよね？」 
 　そう言うとモモは、ゆかりのおみくじを覗き込んでいた。 
 「何言っているの私は吉よ、まあまあの運勢ってところね」 
 　すると、ゆかりは、モモにおみくじをかざして見せる。 
 　そしてナオの顔を見て、意味ありげに笑ってみせていた。 
 「さあ二人ともさっさと拝んで、鳩にでも餌をやりましょう」 
 　しかし、ナオは、ゆかりのその笑いを無視すると、その後はつかつかと浅草寺の境内の方に徐に向かい始めていた。 
 　浅草寺の境内には、参拝者用に賽銭箱が設置されている。 
 　建物自体も大きいので、その賽銭箱もビッグサイズだ。 
 　三人は参拝の順番待ちをしながら、財布から五百円玉を取り出して準備しておく。 
 　そして自分たちの順番が回ってくると、迷わずその五百円玉を賽銭箱に投じて、天井からつってあるガラガラを鳴らし、神妙な顔をして手を合わせ拝んでいた。 
 　初詣といっても、大抵の場合は、それほど手間のかかるものではない。 
 　ただ寺社仏閣に来て拝むだけのこと、三分もあればあっという間に参拝は終了だ。 
 　ナオとゆかりも、他の初詣客同様、新年の祈願を終えると階段をおり素早く境内を後にしていた。 
 　しかし、一体、彼女たちは、それぞれ何を祈願したのであろうか？ 
 　それはこうだ。 
 　モモは新年が明けて、今年こそ、素敵な彼氏が出来る様にと、神さまならびに仏様にお願いし、ゆかりは無病息災を祈願、そしてナオは何も祈願しなかった。 
 　ナオの場合、ただ形だけの初詣である為、願い事はないのだ。 
 　別にご利益を信じていない訳ではないのだが、みんなが初詣をするので、自分もただそれを真似しているだけのことにすぎない。 
 　願いがかなおうが、かなうまいが、大して意味がない。 
 　ナオにとっては、ただこうして三人で初詣気分を味わえる事の方が、よっぽど意味のあることだと言ってもいいかもしれなかった。 
 
 　そして、いま三人は、浅草寺の西に位置する池の近くの敷地内の一角に立って、先程から鳩に餌をやっていた。 
 　鳩の餌は、小汚い小さな売店で、一袋五百円のものを購入し、それをまいている。 
 　この浅草寺に集まる鳩は、客が餌の売店前に立つだけで、その人のそばに寄り集まってくる程、非常に人間になれている鳩ばかりだ。 
 　だから、餌をまく時は、大変である。 
 　餌の袋を持っているだけで鳩達は、その餌をまこうとする人の腕に飛んできて、腕の上にとまると、速攻で餌の奪い合いを始めるのだ。 
 　そして腕にたかるだけでなく、肩や頭の上にまで止まり、始めてこの場所で餌をまこうとする人は、それに戸惑うのが暫しである。 
 　そんな具合だから、今、鳩に餌をまいているナオやモモも、その鳩達の貪欲な食欲に圧倒されつつ、体中に鳩が群がったまま、モモなどは悲鳴を上げていた。 
 「きゃー、鳩が私の振り袖にウンチひっかけましたよー。ゆかり先輩どうにかしてー。やだ頭の上にたからないでー」 
 　それを見ていたゆかりは、悲鳴をあげ続けるモモに、親しみの眼差しを向けるとフフフと一人可笑しくて笑いたてている様子だった。 
 　しかし、ゆかりは、見ているだけで餌を買っていない。だから、ゆかりのそばには、鳩は一匹も寄って来てこなかった。 
 　意外と鳩という鳥は、お利口さんらしい。 
 　そんな中、ナオといえば、今、彼女は、袋の中の餌を一掴みすると、それを豪快に庭にまいて、鳩がそれに応じて一斉に飛び立ち、また一斉に地面に降り立つ様を楽しんで観察していた。 
 　鳩に餌をまいたことのない人には判らないと思うが、結構それは面白いのだ。 
 　自分がまく餌に反応して、鳩も動く。 
 　ある意味、鳥の動きを自分が操っているような感覚にひたれる。 
 　だから、それが楽しくて、ナオは子供のように笑いながら、せっせと鳩の餌まきに精を出していた。 
 
 　午後四時、三人は浅草寺での初詣も済ませ、鳩にも餌をやり楽しんだ後は、もう強いてやることもなくナオのアパートへと帰ってきていた。 
 　ナオ、ゆかり、モモの三人は冷えきったナオのアパートに上がり込むと、テレビとコタツのスイッチをいれ暖を取りながら、また何気なくテレビ番組を見出す。 
 　つまらない話なのだが、元旦といってもナオの場合は、別に実家がどこかの田舎にある訳でもなく、帰省する必要もないので、ゆかりとモモと一緒にごくありふれた正月を過ごすしかない。 
 　聞くところによると、ゆかりとモモの場合は、明日か明後日には両親と一緒に田舎に帰り、御年始の挨拶にいくということだ。 
 　ある意味、親戚が田舎にあるということは、頼れるバックボーンがあるということで、いいことだ。 
 　しかしナオの場合は、父母を亡くして、それに母方の両親も今は亡くなっており、唯一の親類といえば父方の祖父、高崎源一しかいない。 
 　父方の祖父、高崎源一は、もう八十五歳にもなる高齢の身だ。 
 　彼は今、高崎耕助の兄、高崎義満とその妻、高崎恵と一緒に暮らしており、孫も三人いる。 
 　その孫達は、当然ナオのいとこになるわけだが、ナオは父と母が死んでからその父方の祖父の家には顔を出していないので、あまり親戚としての交流はなかった。 
 　その為、ナオはいつもこのアパートで独りぼっちだ。 
 　でも、ナオは、別に一人であっても淋しくはないので、親戚の家にはあまり顔を出すことはなかった。 
 　だが最近ではたまに、祖父の家に顔を出すのもいいかもしれないと思っている。 
 　昔から祖父の高崎源一は、ナオの事を可愛がってくれていたこともある。 
 　だから正月は帰らないにしても、たまにはお爺ちゃんに会いに行くのもいいかもしれない。 
 「ねえ、ナオ先輩、ナオ先輩、ところで潜入捜査の進展具合はどうなっているんですか？　聞くところによると昨日は、勅使河原の余罪に関する重要な情報が判ったということじゃないですか。警視庁には、その事をもう報告したんでしょ？」 
 　ナオが、今、台所で三人分の紅茶を煎れ、コタツに戻って座ろうとした時、そんなところにモモが思い出したかのように、突然、質問をぶつけてきていた。 
 　それに答えてナオは、 
 「ええそうよ、これはストリップ劇場の踊り子が話していたことなんだけど、勅使河原は何でも銀座に偽ブランド商品を扱ったブティックの店を開いているらしくて、その偽ブランド商品を売り捌いて金儲けしているっていうことだわ。だから私とゆかりはその事を元さんに報告して、その事に関する捜査を警視庁に依頼したばかりよ。今直ぐにその内容に関する真偽が判る訳ではないけど、警視庁は捜査員を動員してその銀座ブルーメントという店を張り込むことになったわ。これはある意味、勅使河原の余罪を暴く絶好のチャンスが到来したといってもいいわね。もし銀座にその偽ブランドを扱った店があると判れば、いずれ摘発できるかもしれないから、勅使河原を逮捕するカウントダウンに入ったと言ってもいいかもしれないわね。そうよねゆかり？」 
 　そう言うと彼女は、二階堂ゆかりに同意を求めていた。 
 「ええ、そうね。これは警視庁の捜査次第だけど、私たちは引き続きストリップ劇場の潜入捜査を続けるのは決まっていることよ。でもモモ、あい変わらずあなたって、情報を仕入れるのが早いわね。一体だれにその事を聞いてくるのかしら、もしかして課長に聞いているの？」 
 　ゆかりの、その質問に答えて、モモは、 
 「えーっ、違いますよ。電話番兼課長の秘書官、渡辺良子さんに聞いているんです。彼女は私なんかよりも、もっと情報通で色んな事知っていますよ。さすがおつぼね様ですよね」 
 　モモはそういうと、へへへと笑って首を傾げていた。 
 　すると、 
 「へー、渡辺良子さんね？　でもあの人、近々、特務機関を引退するっていう噂がなかったかしら？　それにもう直ぐアメリカから秘書官の望月早苗さんが、研修を終えて帰ってくるから、渡辺さんは秘書官代理を降ろされるらしいわよ。そのことは知っているモモ？」 
 　ゆかりは大して重要ではなかったが、モモに話題をふっていた。 
 「えっ、うそ、それ本当なんですか？　渡辺さん特務機関辞めちゃうの？　それに望月秘書官まで帰ってくるとなると、また小煩い小言を言う人がふえることになりますね？　ナオ先輩にとっては、不都合なんじゃありません？　望月秘書官て、ナオ先輩に厳しいですものね。また課長と一緒になって、先輩を再教育し直そうとするんじゃないんですか？　望月さんて、特務機関の規律に関してはうるさい人ですから、きっとそうなりますよ。ナオ先輩、気をつけた方がいいですよ」 
 　モモはゆかりからの質問を受けると、ナオに対して、そう言って注意を促していた。 
 　しかし、それに対してナオは別に何とも思っていないように、モモの言葉にこう言っていた。 
 「モモあのね、私としては望月さんが帰ってこようと、こまいと、それほど問題になんかならないわ。それに私は、それほど望月さんに目を付けられるようなことはしていないし、別に帰ってきたところで不都合なことになんかならないわよ。あまり私に問題あるような事、言わないで欲しいわ。こう見えても私は、真面目な特務機関の隊員なんだからね。変なふうに話をすすめるのはよして・・・」 
 　だが、それを受けるとモモは、 
 「えーっ、ナオ先輩そんな事言っていますけど、ナオ先輩が問題児であるということは、あの警視庁にさえ聞き及んでいる有名な伝説になりつつあるんですよ。だから、先輩が、真面目を主張するって、ちょっと可笑しい気が私としてはするんですよね。やっぱりナオ先輩は、特務機関の問題児ですよ、いくら否定しても駄目ですよ」 
 　と言って、ナオを馬鹿にしたように笑いたてていた。 
 　だが、三人がそんな話をそれから二時間半近く続けていると、時間はもう午後の六時三十分を過ぎていた。その為、ゆかりとモモは今日、ナオのアパートに泊まる予定もないので、そろそろ家に帰る支度を始めだす。 
 　しかし、帰り支度といっても、ただゆかりが持ってきたおせち料理の重箱を風呂敷に包んだり、さっきナオが煎れてくれた紅茶のカップを台所で洗ったりするだけであったが、それが済むと、ゆかりとモモは、ナオと一緒にアパートの玄関を出た。 
 　そして寒空の日が暮れた夜の街を、駅に向かって歩き始める。 
 　ナオは、ゆかりとモモの二人を途中まで見送るつもりで、足はサンダル姿でぺたぺたと音をたてて歩いている。 
 　だが今日は、ナオ、ゆかり、モモにとって、一応、有意義な一日が過ごせたといってもいい。 
 　ナオのアパートで色々馬鹿な話もしたし、浅草、浅草寺にも初詣に行った。 
 　それは三人にとって何気ない元日のありふれた日常であったが、それでも楽しかったのは事実だ。だから、この三人にとってはこの先、何の不安もなく日常が過ぎていくのがごく当たり前のことなのかもしれない。 
 　三人で取るに足らない話に盛り上がり、一日一日を過ごしていく。 
 　その為、今日もそのありふれた三人の日常は、終わりを迎えようとしていた。 
 　ナオは途中まで、ゆかりやモモを見送ると、その後はさよならといって踵を返し、自分のアパートへと帰っていく。 
 　そして、ゆかりやモモも、それから家へと帰宅、 
 　彼女たちがまた会うのは、約二日後の四日からだ。 
 　しかし・・・ 
 　しかし、この時点では、三人は何事もなく平凡な一日を過ごす事が出来ていた。 
 　だが、この後モモは別として、ナオとゆかりには、あのような突然の不測の事態が生じる事になるとは、この段階では今の三人には思いもよらなかった筈である。 
 　これから二日後に、ナオとゆかりにとっては、その身を危険に曝される様な予想だにしていなかったある事態が起こる。 
 　それがどう変転するかは、今の段階では言えないが、これはここに来て一種の見物たる山場を迎えたといってもいいだろう。 
 　だから、ナオとゆかりが、今後どうなるのか？ 
 　それは、以後の話によって明らかになる。 
 　では次の章へ・・・・ 
 






第七章　拉致？







第一節


 　予測できない不測の事態、その出来事が起こったのは、正月三箇日を過ぎて一月四日の潜入捜査第四日目、午後六時四十分頃であった。 
 　いま、用務員室の部屋の角に隠れて、関谷莞爾がまのあたりにしている光景は、気を失って連れ去られる高崎ナオと二階堂ゆかりの姿である。 
 　それを彼が目撃したのは、盗聴器のイヤホンから応接室での会話を聞いたその数分後、一人は屈強そうな筋骨隆々とした大男、もう一人は、やせ型の顔の頬がこけた髭面の男、この二人が、ナオとゆかりをそれぞれの肩に担ぎあげて、今どこへともなく連れ去ろうとしている。 
 　そして、その男達と共に、このストリップ劇場のオーナー宮坂と支配人の新見川が、その顔に不敵な笑みを浮かべながら、早足でついていく。 
 　一体、奴らは、これからどこへ行くのか？ 
 　彼らは、関谷が居る用務員室の横を素通りし、店の裏通路を抜けると、意識のないナオとゆかりをこのストリップ劇場の裏の従業員用駐車場まで運びこみ、そのままその駐車場に停車していた一台の銀色のトラックに二人を担ぎこみ、次には手際よくロープでその体を縛り上げ、荷台の中へと寝かし込んでいた。 
 　だが、その一部始終を、関谷は用務員室から出て気付かれる事なく接近しながら、今、建物の物陰に隠れて、その顔にだいぶ焦りの色を見せつつ、その現場の光景を確かにその目で見ていた。 
 　これは、明らかに拉致だ！ 
 　その光景を目撃したとき、特務隊員としての彼は、その心臓に高鳴りを覚える。 
 　この状況を、一体どうすればいいのか？ 
 　このままでは、ナオとゆかりが連れ去られてしまう。 
 　そう思うと、関谷は、職務も忘れてオロオロとする以外、他に方法がなかったかの様だ。 
 　しかし、今、何故このような状況になっているのか？ 
 　その事を話すには、まず、時間をさかのぼって語った方がいいだろう。 
 
 　始めは、今日一月四日の朝九時半、ナオ、ゆかり、関谷の三人は、何時ものように第四日目の潜入捜査に乗り出すにあたり、ストリップ劇場から少し離れた場所にある小さな空き地の覆面車輛の中で、今現在、張り込み隊の池沢元警部補と他の捜査員を交えて事前確認が行われていた。 
 　その事前確認の中で、ナオ、ゆかり、関谷の三人には、池沢元警部補の方から盗聴器の使用に関する説明がある。 
 「元さん、これがその例の盗聴器ね？」 
 　いま、二階堂ゆかりが手にとって見ているのは、超小型のマイク型盗聴器だ。 
 　黒く手のひらにすっぽりと収まってしまうほど小さく、そして軽い。 
 　その盗聴器を、手で持っていじくりまわしながら、ゆかりは池沢の顔をしげしげと見る。 
 　すると池沢は、 
 「そうだよ」 
 　といって、ゆかりに短く答えていた。 
 　そして、 
 「それはね、ゆかりちゃん、特務機関の上層部が用意した高性能盗聴器だ。今日は、それをストリップ劇場の重要と思われる場所に設置して、君たちに勅使河原や店の従業員の会話を盗聴してもらいたいと思っている。この盗聴器の使用が認められるのは、特務機関の人間だけだ。だから、君たちは、今日からこの盗聴器を有効活用して、潜入捜査をすすめてもらいたいと思っているんだ。それに、受信機はこれだよ、このダイヤルを回すと、十個あるうちの好きな盗聴マイクからの声が拾える。使い方は判るね、さっき説明した筈だから。今日は、これを持って潜入捜査にあたってもらいたいと思っている。でも、くれぐれも気をつけてくれよ、盗聴器をセットするときには、店の従業員に悟られないようよろしく頼む。それじゃ、今日の潜入捜査、頑張ってくれ、オレたちも、バックアップ頑張るから」 
 　池沢元警部補はそう言うと、ゆかりを含め、ナオや関谷にも士気を鼓舞する言葉を投げ掛けていた。 
 　特務機関の潜入部隊、ナオ、ゆかり、関谷の三人に、盗聴器の使用が認められたのは、十二月三十一日に、勅使河原に関する余罪の一端が明らかになっていたからだ。 
 　勅使河原に、偽ブランド商品販売の疑いがある。 
 　その報を受けると、警視庁と特務機関の責任者は、もっと詳細な情報を得たいと会議の席で決定し、潜入捜査に盗聴器による会話の傍受を敢行する事を推奨したのであった。 
 　潜入捜査に、盗聴器を導入する案は、この潜入捜査が始まる前から持ち上がっていた案であった。 
 　しかし、最初のうちはナオやゆかり、関谷をストリップ劇場に潜入させ、様子を見、その後の捜査情況次第で、盗聴器の使用を認めるという案に落ち着いたのだ。 
 　そこで今回、勅使河原の余罪に関する重要な情報がもたらされたことにより、両機関上層部は潜入部隊に、盗聴器の使用を特に推奨したという経緯がある。 
 　だから今日ナオたちは、仕事の合間に、その手渡された盗聴器を使って、ある意味、諜報活動をしなければならない。 
 　今日から更に、本格的な潜入捜査が、始まりを迎えるということでもあった。 
 
 　午前十時四十分、ストリップ劇場の従業員を集めて、朝礼が行われた後、さっそくナオ、ゆかり、関谷は、仕事の合間を盗んで盗聴器の設置に乗り出していた。 
 　盗聴器を設置する上で、重要な場所がいくつかある。 
 　それは、従業員が集まる事務室と、ストリップの踊り子たちが使っている楽屋の控え室、それにもっとも盗聴の必要性が感じられる応接室だ。 
 　応接室は、宮坂義行こと勅使河原が支配人の新見川と何やら何時も話している場所だけに、重要な情報が得られる可能性が高い場所と言っていい。 
 　盗聴器の設置に関しては、ここはナオとゆかりの立場、つまりパートの清掃員として掃除をすると称すれば、いつでもそれら事務所や踊り子の控え室、そして応接室まで入り込めるので、盗聴器を仕掛けるのは簡単だった。 
 　その為、ナオやゆかりは、今、掃除に精を出しながら、その片手間に各室内の目立たぬ場所に盗聴器を次々に仕掛ける算段を始めている。 
 　彼女たちが最初に盗聴器を仕掛けたのは、事務所だった。 
 　ナオとゆかりは、仕事始めそうそう便所掃除を行った後、それからさっそく事務所の掃除に入る。 
 　事務所には今のところ、二人の事務員以外だれも居ない。 
 　二人はそれを確認すると、その事務所の事務机の裏に一つの盗聴器をセットしていた。 
 　これで、事務所に集う、従業員の会話が盗聴できる筈だ。 
 　盗聴器は、高感度マイクなので、小声で話していようとその会話の内容は手にとるように判る筈である。 
 　そして次は、踊り子の控え室。 
 　今の時間は十一時過ぎだ、その為、もう既にストリップの開演を迎えており、控え室では慌ただしく殆ど半裸の女性たちが集まり、踊りの出番を待って顔のメイクなどを念入りに直している光景が目についていた。 
 　そんな中を、ナオとゆかりは失礼して、やはり掃除を始める。 
 　踊り子達が集う、この控え室は広いので、盗聴器は二個設置することにしていた。 
 　その部屋には、鏡台が壁にそって五つと、椅子がやはり五つ置いてある。 
 　そして見れば判るが、室内の半分は大理石じみた白い床の広間になっており、それから奥の残り半分は畳座敷として使用され、今は、そこで数人の踊り子達が出番を待ちながら雑談している最中でもあった。 
 　二人は、その控え室の掃除を徐に始めると、盗聴器を仕掛ける場所を探して辺りを物色し始める。 
 　そして、ナオは、一つの盗聴器を控え室入り口付近の棚の裏にセットし、ゆかりは座敷で雑談している踊り子達の目を盗んで、衣裳ケースのやはり裏側にもうひとつの盗聴器をセットしていた。 
 　その後、二人は控え室の掃除を早々と切り上げると、次は応接室に向かう。 
 　問題の応接室は、ストリップ劇場店内のホールの裏口から通路を抜けて直ぐのところにある。 
 　その部屋、自体は、中位の大きさで、あまり広くはない。 
 　ナオとゆかりは、その応接室に入ると、さっそく室内を見渡す。 
 　今は、幸いにして、応接室には勅使河原や支配人の新見川の姿はなく、ナオとゆかりの二人だけがそこに居るだけだった。 
 　どうやら、彼らは、劇場の店内で店の従業員と話をしているらしく、今が盗聴器を仕掛ける絶好の機会であった。 
 　二人は、室内を見渡すと、盗聴器を仕掛ける場所として、向かい合った二つの長椅子の間に挟まれて置かれてある、木製のテーブルの底板にマイクをセットすることに決めていた。 
 　そこならば、怪しまれずに済むだろう。 
 　そして、早速、マイクをセットすると、その盗聴器が正しく機能するかを確かめるために、一時便所へ駆け込んで、まず最初に踊り子の控え室の盗聴を試みていた。 
 　ゆかりは、池沢から渡された盗聴用のイヤホンを耳にはめると、小型の受信機を手にとってそのダイアルの周波数を、控え室の盗聴器のそれと合わせて耳を澄ませていた。 
 　すると、ダイアルを、二三度右に回した後、そのイヤホンに音声が入る。 
 　どうやら、控え室の盗聴器と、通信がつながった様子だった。 
 『ねえねえねえ、好恵ったら最近太ったんじゃない？　あなたダイエットした方がいいと思うわよ。食べ過ぎには注意しなさいよね』 
 『ええっ、そうかしら、私それほど太ったとは思っていないんだけど、それって気のせいよ。私だって、踊り子として自分のプロポーションを保つために、努力しているのよ。カロリーの高いジュースは飲まないで烏龍茶にしているし、食事に関しては野菜中心のメニューだし、だから太るわけないじゃない』 
 『えーっ、でもあなたのお腹辺り大分たるんでいるわよ。エステにでも通った方がいいんじゃない？　それに歳も歳だし・・・・・』 
 『あー、それってわたしの事、年増だといっているのね。確かにもう私は二十五だけど、あなただって私と一歳しか違わないじゃない。人のこと言えるの？』 
 　それは、他愛もない会話であった。 
 　ゆかりの耳に聞こえてきたのは、確かに控え室で踊り子達が雑談している話の内容である。 
 　これで盗聴はバッチリだろう。 
 　確実に盗聴器は、控え室の音声を拾っている。 
 　ゆかりはそれを確認すると、ナオにニヤッと笑ってその会話の内容を聞かせていた。 
 　そして、 
 「どうナオ聞こえるでしょ？　これで盗聴の準備はＯＫね。でも、関谷くんの方は、どうなっているかしら。彼、店の店内に、盗聴器を仕掛けるはずでしょ。その作業はもう終わったかしらね」 
 　ゆかりは、盗聴器のイヤホンを耳にあて、通信の有無を確認しているナオに対しそう言うと、関谷の今現在の動向を聞いてきていた。 
 　だがそれを受けてナオは、 
 「そうね、彼も一応有能だから、上手くやっているんじゃない？　それほど心配することじゃないわよ」 
 　と、素っ気なく、ゆかりの言葉に応えただけであった。 
 
 　時間は午後十二時十五分、ナオ、ゆかり、関谷の三人は、今現在、昼食の真っ最中であった。 
 　ストリップ劇場におけるストリップショーは、十一時から一時、三時から五時、七時から九時にわたって、三回行われることになっている。 
 　だから踊り子達の昼食は、一時過ぎになるわけだが、パートの清掃員としてのナオやゆかり、それに用務員の関谷には、それほど関係のないことであった。 
 　ナオとゆかりは当初、このストリップ劇場に入ったその日から、ストリップショーの開演中に、客に飲み物やおつまみを出す仕事を言い付けられたこともあったが、それは初日だけで、今は名目どおりパートの清掃員としての仕事しかしていない。 
 　ナオとゆかりにしてみれば、やりたくない仕事をしなくて済んだことになるが、しかし、今後、またそのような仕事を言い付けられるかもしれない状況になるのかは判らなかった。 
 　だが今は昼食だ、そんな話は今の三人にとってはどうでもいいことなので、先程から頻りに箸を動かして弁当をぱくついている。 
 　昼食は、コンビニの弁当だが、三人は店の最奥くにある用務員室で、その食事をとっているところであった。 
 　その用務員室には、丸ストーブが一台置かれ、中は暖かい。 
 　入り口のドアは閉められ、この三人以外の人間がここへ入ってくる心配もないので、先程からはやはり任務の話に話題は集中していた。 
 　ゆかり：「ねえ関谷くん、あなたの方は上手く盗聴器仕掛けられたのかしら？　私たちの場合は、何も問題なく盗聴器のセットは完了したけど、そっちの方はどうなの？　上手くいった？」 
 　関谷：「ああ、二階堂、その事なら心配ないよ。店の店内には二ヶ所設置したし、後はそれ以外の場所に二つ、支配人室と従業員の休憩室さ。いずれにしても気付かれずにすみやかに盗聴マイクのセットは完了したから、後は、重要な話が聞ける機会を待つだけだね。盗聴器がうまく作動するかのテストはもうしてあるから大丈夫だよ、これで準備万端さ」 
 　ナオ：「でも、盗聴器は無事セット完了したけど、後は盗聴を聞くのは関谷くんの仕事ね。私たちは、清掃員としての仕事がこれからも山ほどあるから、なかなか盗聴器に耳を傾けている機会がないけど、関谷くんの場合はそれほど忙しくないんでしょう？」 
 　関谷：「確かにそうだね、ナオちゃん。オレは、一応、ここの用務員として入ったけど、用務員て言う仕事はそれほど忙しくないしね。仕事を言い付けられるまでは、意外と暇だから、オレはこの用務員室で盗聴器での傍聴受信確認に勤しむことにするよ。まあ君たちも忙しいと思うけど、頑張ってくれ」 
 　ナオ、ゆかり、関谷が三人で、そんな会話をしていると、早くも弁当を食べ終わった関谷が、徐に立ちだし、用務員室に備え付けの水道に立って手を洗い出していた。 
 　すると、 
 「あッ！　やっちまったよ。通信機の腕時計、水で濡らしちまった。こりゃまずいな、壊れていないかな？」 
 　関谷は、不本意げに舌打ちすると、濡らした通信機の水を払っていた。 
 「ちょっと関谷くん、気をつけなさいよ。大事な通信機壊したら、重要なとき外との連絡がとれなくなるんだから、もしもの時困るわよ」 
 　ゆかりは、そんな関谷を一瞥すると、まるで先輩が後輩に注意を促すような口調でそう言って、その美麗な眉を顰めていた。 
 　だがその直後、突然、用務員室のドアがたたかれる。 
 　コンコンコン、コンコンコン 
 「あっ！　はい」 
 　ゆかりは、それに気付くと、慌ててそのドアを開ける。 
 　すると、開けて直ぐその目の前には、支配人の新見川がごく自然な形でそこに立っていた。 
 　そして新見川は、用務員室に居るナオとゆかりを見据えると、こんなことを言っていた。 
 「やあ君たち、赤越くんに黒川さん。今、食事中で悪いんだが、その昼食が終わったら、宮坂オーナーの居る応接室に来てくれないか、ちょっと君たちに、重要な話があるんだ。だから、食事が終わってからでいいから、応接室の方まで来てくれ」 
 　それを受けるとゆかりは、怪訝な表情をその顔に浮かべて、新見川に問いただす。 
 「ええっ、新見川さん。宮坂オーナーが、私たちに一体なんの用なんでしょう？　仕事ならちゃんとやっている心算なんですけど、何か問題が生じたんでしょうか？」 
 　ゆかりは、突然、呼び出しを食らって少々面食らいながらも、自分たちは仕事をしっかりやっているのだと主張してそう言っていた。 
 「いやね黒川さん、別に君たちの仕事がどうのって言うことではなく、ちょっとしたお願い事があって話がしたいだけなんだ。とにかく、応接室に来てみれば判ることだから、食事が終わったら直ぐに来てくれ。それじゃ、俺は、先に応接室に行っているけど、頼んだよ、待っているからね」 
 　新見川は、それだけを言い残すと、その場を徐に立ち去って、店の方へ歩いていってしまっていた。 
 　その直後、ナオとゆかりは新見川が居なくなったことを確認してから、二人して顔を見合わせて首を傾げている。 
 　一体、なんの用事なのだろう？ 
 　新見川は確か、先ほどちょっとしたお願いがあるといっていた。 
 　しかし、それが何の事なのかは、ナオとゆかりには判らなかった。 
 　だが、別に怒られる訳ではなさそうだ。 
 　二人はそう思うと、関谷の方にふりかえり、また怪訝な表情をその顔に浮かべて首をもう一度、傾げて不本意な態度を顕わにしていた。 
 
 　それから十分後、ナオとゆかりは新見川の言い付けを守り、昼食を終えると、宮坂オーナーが待つ応接室へと入室する。 
 　ちなみに、この部屋に入る前に、ゆかりは、関谷に対しこの応接室での会話を盗聴する様に言ってある。 
 　別に、勅使河原の余罪に関する重要な情報が聞けるわけでもないと思っていたが、一応、ナオと自分が宮坂に呼び出されたことに、少し不審なものを感じていたからだった。 
 　室内に入室すると、早速、宮坂が黒い皮張りの長椅子に腰掛けて、二人を待っていてくれていた。 
 　当然、先ほど二人を呼びにきた、支配人の新見川もそこに居る。 
 　新見川は、椅子には腰掛けず、宮坂オーナーの横に突っ立っているだけだ。 
 　しかし、応接室に入室して来た二人を見ると、そそくさとしてナオとゆかりに宮坂オーナーの前に、座るように促してきていた。 
 「さあ赤越くんに黒川さん、そこの椅子に腰掛けてくれ。今から、オーナーの方から君たちに、話がある。別に、緊張はしなくていいんだよ、ちょっとした話だからね」 
 　支配人の新見川は、そう言うと、ニッと笑ってナオとゆかりを見据えてきていた。 
 　その笑いに、どういう意味があるのかはその時点では二人には判らなかったが、それは妙に馴染めない少しいかがわしい笑いだったので、ナオとゆかりの二人は少し不気味に思いながらも、言われるがままに宮坂を目の前にして、徐に勧められた長椅子へ腰を下ろし、次にはオーナーの言葉を少し恐縮しながら待っている様子だった。 
 　そして、宮坂が、徐に話を切り出す。 
 「さっそくだが、君たちをここに呼んだのは、私どもとしては君たちにお願い事をする為に呼んだことなんだ。君たちは、一応、パートの清掃員としてここで働いているわけだが、実を言うと、今後から、別の意味でこのストリップ劇場で働いてみてはどうかと思い、その話をしようと思うんだけど、これからそれを伺いたいんだ、どうかね？」 
 　宮坂は、顎に手を当てると、それをしゃくりながら二人を見据えてそう言っていた。 
 「あの宮坂オーナー、別の意味で働くというのは、一体、どういう意味なんです？　私たちがここでパートの清掃員として働くことに、何か問題があるとでも言うのでしょうか？」 
 　宮坂が、不可解な言葉を口にした後、そういった質問をしていたのは、ゆかりであった。 
 　彼女は、宮坂の少し遠回しな言葉に対し、自分たちがパートの清掃員をしていることに、何か不都合な点でもあるのかと勝手に憶測して、そう言っていたのであった。 
 　ゆかりは、宮坂の言葉に対し怪訝に思う。 
 　別な意味でこの店で働くとは、一体、どういう事なのかが判らなかったからだ。 
 　しかし宮坂は、ゆかりの言葉に対して頷くわけでもなく、涼しげな顔をして微笑むと、次にはナオやゆかりにとって、突拍子もない事と思える事を口走り始めていたのだ。 
 「あのね黒川さん、それに赤越くんもだけど、これは私どもの勝手なお願いなんだが、君たちには、今後、パートの清掃員ではなく、このストリップ劇場の踊り子としてこの店で働いてみてはどうかと思っているんだよ。これは、突然の頼みなんだけどね、それに関して君たちはどう思うかが聞きたいんだ。この話しどうかね？　これは、いい話だと俺としては思うんだけどね・・・？」 
 「「ええーっ！」」 
 　その宮坂の言葉を聞いた直後、目玉が飛び出るくらいの驚きの声を上げていたのは、当然のごとくゆかりとナオであった。 
 　彼女たちは、間抜けなぐらい口を大きくハの字型に開けると、ひどく面食らったように不恰好な表情のまま、一瞬の間ピタリと硬直してしまう。 
 　それは、一応、二人とも花も恥じらう乙女としては、その時、とても不注意に滑稽な姿を人前に曝したわけだが、それだけ宮坂の言葉が二人にとって意に介せぬ、突発的な驚きであったからだ。 
 「あ・・あの、ちょっと、ちょっと待ってください。もしかして、オーナーは、私たちにこの店で裸踊りをしろと言っているのでしょうか？　あの・・あの・・私達、とてもそんな事できる訳がありません。ご・・ご冗談を、言わないで下さい・・・」 
 　だが、少しその口調が怪しいながらも、その時、そう言って抗弁していたのは、やはり二階堂ゆかりであった。ゆかりは、宮坂の言葉に承服できぬ言葉を投げ掛けつつも、自分の髪型や清掃員の制服の乱れを慌てて直し、その後、ナオと顔を見合わせて絶句する。 
 　それもそうだろう、突然、踊り子にならないかと言うような事をいわれて、それに驚かないほうがおかしいと言える。 
 　しかし宮坂は、そんな二人の様子を見据えながらも、いやに真面目腐った顔でその眼差しを二人に向けてくる。 
 　それは、冗談など言ってはいないという、意外と真剣な顔つきでもあった。 
 「おいおい、別に二人とも、そんなに驚くことではないじゃないか、聞くところによると面接の時、赤越くんは、このストリップ劇場の仕事に興味があると言うような事をいっていたようだけど、それは嘘だったのかい？　一応、この店の踊り子になれば、パートの清掃員などよりは比べものにならないほど高い給料は約束されているんだ。だから、この話は、それほど悪い話ではないと思うんだけどね。君たちの返事次第では、高収入も夢じゃないんだよ」 
 　宮坂は、そう言うと、支配人の新見川と顔を見合わせて、ニヤッと意味不明な笑いを一頻りもらしていた。 
 　するとその時、ナオがやはり真面目な顔をして、宮坂に言う。 
 「あのね宮坂さん、私達はパートの清掃員として働くために、ここに来たんですよ。それなのに、踊り子になれとはどういう事なんです。私達に、裸になって踊ってくれといっているんでしょ。そんなの出来る訳ないでしょう。かりにも私達は、特務きか・・・い・いえ、ごく一般の恥じらい深い女なんです。それを裸になって踊れだなんて、心外にも程があるわ。冗談言わないで頂戴・・・・・」 
 　ナオは、少し、憤慨をにじませた言葉を吐きつつも、ご機嫌斜めな様子で、宮坂を見据えていた。さすがにナオとしても、踊り子にならないかと言われたことに、至極抵抗があるらしく、別に緊張しているわけではないのだが、顔が強ばって見えている。 
 　しかし、それもそうだろう、ストリップ劇場の踊り子として働くなんて、考えもつかない別次元のことだと思っていたのだ。それをまさか、自分たちに勧められるとは、よもや思うことはないだろう。 
 　だが、そのナオの言葉を受けても、宮坂は知れっとしていた。 
 　彼としてみれば、二人が踊り子になるということは、それほど驚くほどのことではないと思っているようにも見える。 
 　それを見るとナオは、やはりこの男はストリップ劇場のオーナーを勤めているような男だけあって、何の経験もない素人女性に白々しく裸踊りをすすめる事に、何の躊躇いもなく思っているのだなと、その時つくづく実感して噛み締めてしまっていた。 
 　それは普通の常識では考えられない、まさに青天の霹靂のような事に思えていたからだ。 
 　だからナオは、その後、極力嫌な目付きで宮坂を睨み付けてやっていた。 
 　それは、ある意味、ナオとしての、拒絶的意志表示とも言える。 
 　その表情には、ありありとそんな話し私達にしないでと、暗に指し示している態度のようにもとれていたので、この場の空気が、一瞬、険悪になるのではないかとさえ感じられていた。 
 　だが、すると、そのようなナオの態度を受けて、宮坂は少しばかり気まずく思ったのか、次にはナオとゆかりの二人に、諭すかのようにこんなことを言ってきていた。 
 「あのね君たち、赤越くんに黒川さん。私としてはね、別に無理にとは言っていないんだよ。これはあくまで君たちに、やる気があればの事を前提にして話をしているんだ。だから、返事は今直ぐとは言わない、今日は、君たちにはこのままパートの清掃員としての仕事を続けてもらい、また暫くしたらここへ呼び出すから、その時、返事をしてもらえればいいと思っているんだ。だから、私達のお願いも話したことだし、もう下がってくれていいよ。突然、こんな事言われて驚いている気持ちも判るが、考える時間をやるから、とにかくいいように物事を考えてくれ。君たちにも、都合というものがあるだろうからね」 
 　するとナオはともかく、ゆかりは、その宮坂の言葉に応えて「はあぁ？」と間の抜けた返事を一つ返して、惚けただけであった。 
 　そしてその後、二人は宮坂に何も言えず、応接室の室内を後にしたのであった。 
 
 「まったく、冗談じゃないわ。あの男、一体、私達を何だと考えているのかしら？　ねえ関谷くん、聞いていたでしょう？　その事に関してどう思う？　あなたの率直な意見を、ここで聞きたいわ」 
 　ところ変わって、ここはまた用務員室の一室、昼すぎの休憩時間を利用して、ナオとゆかり、関谷の三人は、また顔を突き合わせ、先程から話をしているところであった。 
 「ウーン、それはちょっと難しいことだね。君たちが裸になって踊るところを、俺としてはちょっと見て見たい気もするけど、一応、オレたちは潜入捜査という任務でこのストリップ劇場で働くことになったんだ。だから、その話は、断ったほうがいいんじゃないかな、ちょっと残念だけど」 
 　関谷は、ゆかりの言葉を受けて、そう冗談交じりに言うと、ニヤッとその白い歯を見せてにやけてみせていた。 
 　するとゆかりは、 
 「ちょっと関谷くん、それはどういうことなの、私達の裸が見たいって、そう言っているの？　それって、すごく嫌らしいわよ。結局、あなたも、スケベな男達とたいして変わりはないのね。私、幻滅したわ、あなたって、意外と真面目だと思っていたのに、馬鹿みたい」 
 　ゆかりは、そう言って、関谷の言葉に不快の色を見せると、腕組みをしてフンとした態度でそっぽを向いてしまっていた。 
 （まったく男って、なんて嫌らしいのかしら？） 
 　ゆかりは、一人そう思う。 
 　そもそも、なんでこんな時にこの話が、二人に持ち上がったのかということが、ゆかりにはちょっと疑問でならなかった。 
 　まさか、ストリップ劇場の踊り子にならないかだなんて、正に寝耳に水の話である。 
 　それと同時に、かなり侮辱されたようにも感じていた。 
 　真面目なゆかりにしてみれば、踊り子なんて言う職業を選ぶ女性は、大体自分自身の裸を自ら率先して男性に見せたがる、まったく恥じらいの無い如何わしい人種の人なのだという思いがある。 
 　つまり、自分とは、まったく別種の価値観を持つ連中なのだと言ってもいいくらいだ。 
 　しかし、それをまさか、自分がやるのであれば、大問題であるといってもいい。 
 　ナオは、その事に対して、どう思っているのかは知らなかったが、たとえナオであってもまさかこの話を快く承諾はすまい。 
 　先ほど宮坂に対し、裸踊りなんて心外だと言って怒っていた事もある。 
 　だから、二人にしてみれば、これは受け入れがたい、話であるのは言うまでもなかった。 
 「でも、私達に、踊り子にならないかなんて、一体、どういう了見なんでしょうね。私達は、ただのパートの清掃員なのに・・・それに踊り子は、この店にいっぱい居ることだし、人員が不足しているとはとても思えないわ。それを考えると、ある意味、不思議よね。そんなに私達がここの踊り子として踊ることに、何かしらのメリットがあるのかしら？　ねえ、その事に関してどう思う、ゆかり不思議よね？」 
 　そんな中、怪訝な顔をしてそう言っていたのは、ナオである。 
 　彼女は、宮坂つまり勅使河原の思惑が、一体どこにあるのかが気になるらしく、先ほどから柄にもなく考えに没頭している様子でもあった。 
 　それに答えて、ゆかりが言う。 
 「あのねナオ、そんな事、おそらく、確実に言えるとすれば、金儲けをするためと決まっているじゃない。私達が、踊り子としての才能があるかどうかはともかくとして、勅使河原は、裸の女性をいっぱい囲っておきたいんじゃないの。私としては、そんな事、真っ平御免だけど、この話、私は絶対承諾しないからね。ナオあなたもその心算なんでしょ？　まさか、踊り子になるだなんて言いださないでしょうね？」 
 　ゆかりは少々興奮しながらも、ナオに、ある意味、同意を求めていた。 
 　まさかナオにしても、踊り子の仕事をやるだなんて、言うとは思っても見なかったからでもある。 
 　しかし、そのゆかりの思いに反し、ナオは、意外にもこんなことを言いだしていた。 
 「ゆかり、でも私よく考え直してみたんだけど、この話、意外といい話だと思えるのよね。パートの清掃員の仕事だけじゃ、大した収入にもならないけど、踊り子になれば宮坂オーナーが言うように、高収入も約束されるようだわ。だから、私やってみてもいいんじゃないかと思ったりして。その事に対してどう思う、駄目かしら？」 
 「えッ？」 
 　だがしかし、その言葉を受けて、やはりゆかりが猛反発を示す。 
 「何言っているのよナオ。あなた、裸になって胸をだして踊る心算なの？　そんなの、とても信じられないわ。私は、そんなの嫌ですからね。踊りたければ、あなた一人でやりなさいよ。あなた、ちょっと頭おかしいわよ。信じられない・・・」 
 　しかし、それを聞いて、ナオは、 
 「やだ、ゆかり、これは冗談で言った心算なのよ。そうあからさまに、私を責めないでほしいわ。まったくあなた、最近、冗談が通用しなくなったわね。そんな事だと、顔に皺が増えるかもしれないから気をつけなさい。ねえ、そうよね関谷くん、そう思うでしょ？」 
 　ナオはそう言うと、両手でジェスチャーをするように戯けてみせていた。 
 
 　それから彼女たちは、休憩時間を終えると、また、ストリップ劇場の掃除に勤しみだす。 
 　盗聴器による盗聴は、用務員としての関谷が行っているだろう。 
 　しかし、彼は、今のところ、ナオとゆかりに何も言ってこないところを見ると、その盗聴によって、それほど重要な情報が得られたとは言えない状況なのだといえた。 
 　もちろん、ナオとゆかりも、盗聴器の受信機は持っているのだが、今は仕事中だ、それをおろそかにして、盗聴器のイヤホンに耳を傾けていられる場合ではなかった。 
 　今の段階では、関谷に任せておけばいい。 
 　無理して、自分たちが盗聴をする必要性もなかったので、そうする事にしておいていた。 
 　だが、パートの清掃員としての仕事が何の滞りもなく進む中、時間は早くも六時十五分を回っていた。 
 　ナオとゆかりは、仕事の途中、手元の腕時計を見ると今現在の時間を確認する。 
 　彼女たちの勤務時間は、時と場合によるが、大抵、午後の七時までだ。 
 　今日の仕事も、後少しで終わりを迎える。 
 　そしてまた、今日も真面目に働いた。 
 　その為、腹はぺこぺこである。 
 　今夜の夕食は、何がいいだろう？ 
 　カツ丼かな、それとも手打ち蕎麦かな、そんな事を思いつつ仕事に精を出す二人。 
 　しかし、ナオやゆかりがそんな風に今日の夕飯は何にしようかと考え始めた頃、その時、支配人の新見川から、二人に対し二回目の呼び出しがかかっていた。 
 　どうやらその呼び出しは、今日の十二時十五分ごろに第一回目の呼び出しがあった際、二人に踊り子にならないかと言った件に関する、再確認の為に呼ばれたらしかった。 
 　その事を、再び確かめるために、宮坂が応接室で待っている様子だ。 
 　その為、ナオとゆかりの二人は、支配人の新見川に呼ばれると、念のため一時盗聴器の受信機を更衣室のロッカーに入れたあと、再び宮坂が待つ応接室に入室する事になっていた。 
 
 　二人が、応接室に入室して最初に気付いたのは、宮坂、以外に二人の見慣れぬ男が、その場に居合わせていたということであった。 
 　一人は、屈強そうな筋骨隆々の逞しい男、もう一人は、やせ型の髭面をした頬の少しこけた男である。 
 　この二人の男が、宮坂の座る長椅子の横に従うように立つと、徐に室内に入室して来たナオとゆかりの二人を見据えて、迎え入れていた。 
 　どちらも、見たところ、無愛想な男達である。 
 　ナオとゆかりは、その男たちの存在に、怪訝な表情を浮かべながらも、また宮坂の目の前に腰を下ろして話を聞くことにしていた。 
 　宮坂が、徐に話し始める。 
 「さあ、どうかね君たち、考えは決まったかね？　昼すぎから今まで、時間を大分とったのだから、決心を決める時間は十二分にあっただろう。さっそくだが、その答えをここで、今、聞きたいんだが、どうなんだい？」 
 　宮坂は、ナオとゆかりの顔を面白がるような素振りで見ると、その質問に対する返答を、期待するかのような目で促してきていた。 
 　その横では、支配人の新見川も、宮坂と同じようにして食い入るように見つめてくる。 
 　どうやらこの二人は、相当、この話について、興味といえるものをそそられている様子でもあった。 
 「あのですね、私達はよく考えたのですけど、今回のその話の件については、断ろうと思っているんです。これは、私とリエの二人の意見なんですけど、私達には、とても踊り子なんて出来る訳ないと思いますし、その仕事をするにあたっては、才能というものも必要になってくると思っているんです。ですが、私達には、踊りの経験も一切ないし、才能があるとはとても思えません。ですから、せっかくのお願いであるのですけれど、お断りさせて下さい。パートの仕事なら、一生懸命やりますから、どうかご容赦を・・・・」 
 　ゆかりの宮坂に対する意見は、尤もであった。 
 　一口に踊り子と言っても、大変な仕事である。 
 　もちろん二人にとって、裸で踊るなんていう事はとんでもない事であるのだが、踊り子になるならば、見世物にたる踊りの技術を習得しなければならないのだ。 
 　それに人前で踊るときの、度胸とセンスも問われる。 
 　残念といっていいのかどうかは判らないが、ナオとゆかりの二人には、そのどれも欠けているような気がする。 
 　それに、自分たちはここに任務で潜入している立場だ、別にこの店の正社員となる必要性もないので、その事も踏まえつつ結論をだした結果だった。 
 　だが、それを聞くと、宮坂がこう答える。 
 「あのね君たち、才能がどうのこうのと言っているけど、別にそれに関しては問題はないんだよ。たしかに、踊りの技術をマスターするには、時間も手間もかかる。それに、君たちの言うように、才能も必要となってくるだろう。でもね、私どもとしては、それほど踊りに執着しなくてもいいと思っているんだ。見たところによると、君たちはスタイルも良いし顔も良い。だから、多少、踊りが下手でも、赤越くんと黒川さんが人前で脱いでくれることさえ決心してくれれば、それほど問題じゃないんだ。もし、君たちが、この話を承諾してくれるのならば、踊りの方はしかるべき先生を付けて指導することも出来るし、一度コツをつかんでしまえば、意外と簡単なんだよ。それに、後は君たちの気持ちの問題さ。人前で脱ぐことを恥ずかしいと思わず、自分の綺麗な体をどう艶めかしく見せるかということに執着さえしてくれれば、結構、様になるものさ。だから、そんな事言わずに、この話し引き受けてみてくれてはどうだい？　二人とも、必ず、売れっ子になれると思うんだけどね・・・」 
 　その宮坂の言葉は、妙に、真剣に二人に決意を促し掛けるかの様な、誘いの内容の言葉でもあった。 
 　先程、ゆかりの方から、この話を断るというように言われていたが、そんな事、聞いてもいなかったように、踊りについての講釈を並べると、再度、ナオとゆかりに意志確認をしてきていた。 
 　彼としてみれば、なんとかして、ナオとゆかりに、この話を承諾させたいのだろう。 
 　そのポーカーフェイスのような表情からは、意外にも、それが如実に窺い知れていた。 
 「でも宮坂さん、私達、どうしても決心がつきません。どうか今回のところは、その話は、なかったという事にして頂けませんか？　私達としても、これ以上、勧められても、その答えに困るだけです。ですから、たびたびですがご容赦ください」 
 「ほーう、そうか？　黒川さん、君の意見はわかったよ。でもそれじゃ赤越くんはどうなんだい？　君も、黒川さんと同意見なのかい？　もしそうだとしたら、非常に残念なんだけどね」 
 　宮坂はそう言うと、今度は、赤越リエことナオにそう言って問いただす。 
 　彼としてみれば、ゆかりの意見だけでなく、ナオにも直接聞いてみたかったのだと思われていた。 
 　するとナオは、 
 「あのですね宮坂さん、私としては踊り子の仕事も結構やりがいがあると思いますけど、でもですね、結局ストリップショーって裸を見せて金をとる商売でしょう？　私その事についてちょっと抵抗があるの、だから悪いけどこの話、断るわ。悪く思わないで下さい」 
 　そのナオの言葉は、少し刺のある言い方であったので、それを聞いた宮坂と新見川支配人は、その時、少しむっとした態度を表した様子だった。 
 「なるほど、結局、二人とも駄目っていう事かい？　それならこれではどうかな、君たちがこの店の踊り子になってくれれば、月給として月に二百万それぞれに出そうじゃないか。それならばどうかね？　これは、悪い話ではないと思うが、君たち次第だよ」 
 「ええっ、二百万ですか！？」 
 　その時、その言葉に驚きを示したのは、ナオではなくゆかりであった。 
 　別に、金に目が眩んだわけではなかったが、二百万といえば大金だ。 
 　一月に、それだけの収入があれば、かなり楽な生活が出来るだろう。 
 　だが、ゆかりは驚いた反面、やはりその待遇を蹴ってでも、ここは断ることに決めていた。 
 　やはり、人前に肌を曝すことに、大いに抵抗があったからだ。 
 「宮坂さん、せっかくですけど、その話は、やはり断らせて頂きます。たとえ月に二百万をもらえるといっても、私達の心は変わりません。だから、申し訳ないけど、あきらめて下さい。私達は、パートの清掃員で満足ですから・・・」 
 　ゆかりは、そう言うと、軽く宮坂に対して丁寧に頭を下げていた。 
 　何も、自分たちが、悪いことしている訳ではないのだが、ここは礼儀を示してそうした態度をとったのであった。 
 「そうか、それじゃ、どうしても駄目みたいだね。君たちならば、いい踊り子になれると思ったんだが、そこまで頑なに断られると、こっちとしてもこれ以上は何も言えないからね。しかし、残念だよ、実を言うと、君たちがこの話を受け入れてくれれば、手荒な真似はせずに済んだのだが、この際だから仕方がない、君たちにはウォンさんとの商談のネタになってもらうことにするよ、まったく残念だね・・・・」 
 　宮坂は、ナオとゆかりに対し、途中、意味不明なことをぽろりともらすと、次には何か二人の後に向かって合図している様子だった。 
 　それは、唐突だったので、ゆかりとナオにはなんのことか判らなかったが、次の瞬間、踊り子にならなかったことを、後悔することになった。 
 　突然、ナオとゆかりが座る長椅子の後から、二つの手が伸びると、その直後、ほぼ同時にして、ナオとゆかりの鼻と口が何かの布のようなもので塞がれていた。 
 　その挙動に驚き、二人が後をふりかえる様にして、目線を送る。 
 　するとそこには、先程、宮坂の隣に立っていた二人の男が、いつのまにかナオとゆかりの後に移動していて、二人の顔を押さえてやはり布で息ができないぐらい強く押さえ付けて来ていたのだ。 
 　だからその時、二人は驚いて抵抗を試みる。 
 　しかし、それはもう遅かった。 
 　ナオとゆかりが、その事に気付いて、暴れようとした頃、唐突に意識が遠退いていく感覚が、二人の体を襲っていた。そして次には、体中に力が入らなくなり、手足を脱力した態勢のままで、そのまま一瞬のうちに意識を失ってしまっていた。 
 　どうやら二人は、男達に布に染み込ませられた、何かの薬品を嗅がされていた様子だ。 
 　それで二人は、深い眠りへと誘われる。 
 　それは、突然の出来事であり、不測の事態に慣れている、特務機関の隊員であっても、この場合は、どうすることも出来なかったのは確かであった。 
 「宮坂さん、本当にいいんですか？　踊り子になることは断られたとはいえ、この二人は相当の上物ですよ。それをウォンさんに売り付けるなんて、何か、勿体ないような気もするんですけど、よく考え直しませんか？」 
 　気を失って、意識のない長椅子にもたれ掛かるナオとゆかりの二人を見下ろして、そう言っていたのは、支配人の新見川であった。 
 　彼は、さも残念そうに顔を顰めると、宮坂に対してそう異論を呟いてみせた。 
 　すると宮坂は、 
 「仕方がないだろう、踊り子にはどうしてもならないと言うのだから。それに、ウォンさんの船が、予定より早く港に入港することになったんだ。その為には、あと二人の欠損を埋めなければならない。だから、予定は変更だ。少し残念だが、この二人をウォンさんへの手土産にする。だから、外へ運びだす準備をしろ、ぐずぐずしていられないぞ！」 
 　そう言うと宮坂は、先程の二人の男に指示を出して、赤越ことナオと黒川ことゆかりを、どこへともなく運びだすように命じていた。 
 
 （ウォンさん？　それに港と船？） 
 　その頃、ストリップ劇場の店の裏側奥の用務員室で、盗聴器のイヤホンに耳を傾けて応接室の会話の様子を覗っていた関谷は、一人、そう口ずさんで、怪訝な表情を浮かべていた。 
 　ナオとゆかりの声が、突然、聞こえなくなった。 
 　それに、宮坂や支配人の口調の変化、これは明らかに何かあった様子だ。 
 　それを察すると、関谷は、いてもたっても居られなくなっていた。 
 　すると、また徐に、イヤホンから会話が聞こえてくる。 
 『しかし、この女いいケツしてるよな、まったく惚れ惚れするぜ。あとで一発お願いしたいもんだぜ。宮坂さんに内緒でやっちまおうか？』 
 『へへっ、確かにそうだな。このショートカットの黒川って女も、なかなかのもんだぜ。多少、胸は小降りだけど、いい悲鳴をあげそうで、犯しがいがあるぜ。よう、港まで運んだらお前の言うとおり、この二人とやっちまおう。かなり具合が良さそうだぜ！』 
 『そうだな、バレなけりゃ、こっちのもんだ』 
 　その会話はどうやら、二人の男が、卑猥な話をしている現場の声であった。 
 　それを耳にすると関谷は、その時、ヤバいと思っていた。 
 　関谷の脳裏には、ナオとゆかりが裸にされて、男に玩ばれている光景が思い浮かんでいた。 
 　ブルブルと関谷は、頭を横に振る。 
 　こんな時に、何を考えているのだと、その時、関谷は自分を恥じていた。 
 　しかし、盗聴器からの声が気になって、もう一度、そのイヤホンに耳を澄ましていると、どうやら声が聞こえなくなってしまっていた。 
 　おそらく、彼らは、部屋を出たのだろう。 
 　すると、暫くして、関谷がいる用務員室の方へ、四人の男達が早足で歩いてくる。 
 　店のオーナーの、宮坂だ。 
 　それに支配人の新見川、そして何かを担いだ二人の男達、 
 　関谷は、その二人の男達が担いでいるものを見て、絶句していた。 
 　ナオとゆかりだ。 
 　彼女たちは、今、気を失っている様子で、男達の肩に完全に身を預けたまま脱力している。 
 　それを見ると関谷の心臓は、早鐘のように、高鳴っていた。 
 
 　時間は午後六時五十分、今現在、関谷の目の前では、ナオとゆかりが銀色のトラックの荷台に乗せられているところが再現されている。 
 　二人の男達が、ナオとゆかりの体を縛ったあと、トラックの荷台の奥へともう一度丁寧に寝かせているのだ。 
 　そして、その作業が終わると、男達は荷台から降り、その荷台の扉を閉めてロックしていた。 
 　まずい、このままでは、どこかに二人は連れ去られてしまう。 
 　だから関谷は、オロオロしつつも、一応トラックのナンバーを確認、 
 　だが遠くて、そのナンバーは確認できなかった。 
 　その為、関谷は、気づいて腕にはめた腕時計型の通信機を操作して、池沢元警部補に緊急の連絡を入れようとしていた。 
 　しかし、そこにきて、思わぬ事態に遭遇する。 
 　通信機が、ウンともスンとも言わないのだ。 
 （なんでこんな時に繋がらないんだ、一体どうなっているんだ！） 
 　関谷はその時、焦って、何度も何度も通信機のスイッチを押す。 
 　しかし、結果は先程と同じだった、やはり繋がらない。 
 　だがその時、関谷はあることを思い出す。 
 （そう言えば、昼食の後、手を洗った時に、この通信機を不用意に水に濡らしてしまったんだ！　まさか、あの時壊れたのか！？　クソッ！） 
 　関谷は、そう思うと、自分の拳を壁に叩きつける。 
 　その時、関谷の拳には、ジーンとした鈍い痛みが走っていた。 
 　しかし、そんな事をしていると、ナオとゆかりを乗せたトラックは、もうすでに日が落ちた夜の路上へと走りだしている最中であった。 
 　トラックは、ストリップ劇場の裏の駐車場から表通りに出ると、そのままどこへともなく走り去っていく。 
 　それを見ると、関谷は、慌ててそのトラックの後を追い掛けようとしていた。 
 　しかし、人間の脚ではもう既に、加速して時速五十キロ近くのスピードに達したトラックには、追い付くことは出来なかった。 
 　関谷は、懸命にその後を追ったが、結局、その努力も虚しく引き離され、しまいにはそのトラックは見る見る街中の交通に紛れて、どこへともなく消えて行ってしまっていた。 
 　車のヘッドライトやテールランプ、街のネオンサインが苛立つように瞬き目に映る。 
 　そして立ちどまって、唇を噛み締める関谷―――― 
 　その直後、彼は、ストリップ劇場の用務員としてのその仕事も放り出して、無我夢中で駆け、池沢元警部補のいる近くの空き地へと走っていた。 
 　しかし、その後、ナオとゆかりの行方は、ようとして知れなかったのは後の祭りなのである。 
 



第二節


 　時間は、午後八時二十分、場所は、特務機関の三階の会議室、そこで関谷莞爾は、今、その室内に顔を揃えている、警視庁幹部と特務機関の責任者を前にして、今日の潜入捜査における、高崎ナオ、そして二階堂ゆかりに関する拉致事件の事後報告を行っている最中であった。 
 　関谷の前に備え付けられたテーブルの奥には、先程も言ったように、警視庁および特務機関のお偉い方が顔を揃えて、スチール製の椅子に腰をかけているわけだが、彼らは、今現在、特務隊員である関谷にまるで信じられぬといった表情を呈し、疑問気な眼差しを向けると、皆、一様に青い顔をして、頻りにウ～ンと唸り声を発している様子だった。 
 　しかし、それもその筈、それらのお偉い方には、先程、関谷の方から潜入捜査を担当していた二人の特務隊員が、ストリップ劇場の経営者、勅使河原洋二とその仲間等に拉致されて、連れ去られてしまったとの報告を受けていたからだ。 
 　その事実を聞くと、このお偉い方達が青くなるのも無理はなかった。 
 　そもそも、今回のストリップ劇場の潜入捜査に、そのようなシナリオは無かったからだ。 
 　まさか、潜入捜査に当たっていた高崎ナオと二階堂ゆかりが、拉致されるとは、だれも思うまい。 
 　これはある意味、考えられぬ不測の事態が、生じてしまったといっても過言ではなかった。 
 　その為、この会議室内は、重苦しい緊張感が漂う葬儀場のような様相を呈しているようにも思えた。 
 　二人が攫われてしまったという現実に、痛感さを隠しきれなかったからでもある。 
 　だが、しばらくすると、その静寂を破るかのように、関谷に対して、一人の警視庁幹部から徐に質問事項が飛び出していた。 
 　それは、こういう質問である。 
 「えー、関谷くん？　ところで、高崎くんと二階堂くんは、どのようにして拉致されたんだね？　私ども上層部としては、そこが解せないんだよ。日頃、特別な訓練を受けた特務機関の隊員が、そうやすやすと拉致されるとは、とても思えないのでね、そのことに関して詳しく説明してくれないか？　どうだね、判るかい？」 
 　その質問を受けて、関谷は答える。 
 「あのですね、私が見た限りでは、彼女たちは、何か気を失わされてそのまま拉致されたように思えました。彼女たちは、今回の潜入捜査で捜査対象となっている勅使河原と、店の応接室で話をしていたんですが、自分は、その会話を盗聴して聴いていたんです・・・」 
 「会話をかね？」 
 「ええ、そうです。高崎隊員と二階堂隊員は、実を言うと、店のオーナー勅使河原に、ストリップ劇場の踊り子にならないか、という話を持ち掛けられていて、それで応接室に呼び出されたのです。しかし、二人は、その話を断り辞退したのですが、その直後、突然、盗聴器に二人の声が届かなくなり、暫くすると彼女たちは二人の男に担ぎあげられて、そのまま店の裏駐車場へと運ばれ、銀色のトラックに乗せられ、体をロープで縛られて夜の街へ消えて行きました。自分が、見たのは、そこまでです。あとは、トラックを走って追い掛けたのですが、とても追いつけなくて、仕方なくストリップ劇場の張り込みをしている池沢元警部補のもとへ走り、緊急報告をしました。お分かり頂けたでしょうか？」 
 「ウ～ン・・・」 
 　その報告を聞くと、また両機関の幹部たちは、唸るように腕組みをして頭を悩ませている様子だった。彼らとしてみれば、この、突然の拉致事件は、寝耳に水の事であるらしい。 
 　関谷が見た限りでは、この上層部の面々は、今後、どのように対応をすればいいか苦慮しているようにも思える。 
 　しかし関谷としては、早く報告を終わらせて、ナオや二階堂を捜しだす手筈をとってくれるように、お願いしたかったが、やはりしっかりとした報告もなしに対策を練ってもしょうがないという思いに至り、その事は口にだしては言わないでおいていた。 
 　だが、その思いを、知ってか知らずか、また関谷には質問事項が飛び出す。 
 　その質問を発したのは、両機関の上層部の一人として、この会議室に顔を出していた、佐渡一課長からのものだった。 
 「それで関谷、それじゃ、ナオと二階堂は、特務機関の隊員であるということが勅使河原等にバレて、拉致された訳じゃないんだな？　その事については、どうなんだ？　その点をはっきりしてくれないか？」 
 　佐渡は、そう言うと、関谷の顔を見つめる。 
 　そして目で関谷に対し、早く答えろというような、ニュアンスの合図を送って来ていた。 
 　それを受けて、関谷は、やはり真面目に応答する。 
 「あのですね、その事に関してなんですが課長、その可能性はまったくないと思います。オレたちは、真面目にパートの清掃員と用務員の仕事をこなして、ストリップ劇場の職場にとけこんでいましたし、勅使河原や店の従業員がオレたちを疑っているような素振りは微塵だにもありませんでした。それに、盗聴器で応接室の話の内容を聞くかぎりでも、ナオちゃんや二階堂が、自分たちの正体をバラした発言は、一切していないし、疑われる筈もないと思います。だから、二人が拉致されたのは、他に理由があるとオレとしては思うんです。勅使河原の話していた内容では、ウォンという男が、それに関わっているのではないかとオレとしては感じましたけどね」 
 　関谷は、そこまで言うと口をつぐむ。 
 　そして、佐渡の顔を見てうなずき返していた。 
 「ウォン？」 
 　だがその時、佐渡を始め他の両機関の上層部の幹部たちは、関谷の話に惹き付けられて身を乗り出すように顔を向けて来ていた。 
 　そして、警視庁側の幹部の一人が、関谷に問いただす。 
 「ウォンて君、確かに勅使河原は、ウォンという男が今回の拉致事件に絡んでいると、そう言っていたのかね？　それは、信憑性のある事なのかい？」 
 　その質問に、また関谷は答える。 
 「ええそうです。勅使河原は、その時、高崎隊員や二階堂隊員をウォンさんの手土産にすると言っていました。それに、これはまた別の男達が言っていた事なんですけど、拉致した二人を、港へと運ぶとも言っていたような気がします。何でも、近々、港にウォンという男の船が入港するという予定があるみたいで、そのウォンに、二人を売り付けるというようなことを言っていたと思います」 
 　それを聞くと、この会議室に集まった上層部の幹部たちは、一斉にざわつき始めていた。 
 　どうやら関谷の今の発言に、とても重要な意味が、含まれていたらしかったからだ。 
 　彼らは、お互いの顔を見合わせて何か確認の言葉を、二言三言交わすと、次には一人の特務機関側責任者から、一つの言葉が飛び出していた。 
 「これはおそらく、人身売買の疑いがあるね？」 
 「ええっ！！」 
 　その言葉を聞いたとき、関谷の心臓は、胸から飛び出すぐらいの衝撃を受けていた。 
 「人身売買？！」 
 　関谷は、そう言うと顔を極端に歪めて、その聞き慣れない言葉の意味する事を、即座に理解する。 
 　彼としては、勅使河原の話を盗聴した時には、気付かなかったが「港」と「ウォン」それに「二人を売り付ける」、という言葉を総合すれば、言われてみるとこれは人身売買の疑いがある可能性が高い。 
 　そう思うと関谷は、今までその事に気付かなかった自分は、一体何を考えていたんだと、ある意味、反省しなければならなかった。 
 　しかし、人身売買となると、これはマズい事になる。 
 　二人は、港に運ばれるという事だから、おそらく海外に売り飛ばされるのではないかと推測できる。 
 　しかも、その売り付け相手が、ウォンという名の男。 
 　そこから考えると、もしかしたら中国か？ 
 　ウォンという名は、明らかに中華系の名のような気がする。 
 　そう思うと、関谷の心臓は、また早鐘のように高鳴りだしていた。 
 　二人がもし海外などに連れ去られてしまえば、ある意味、万事休すだ。 
 　日本を離れ、海外などに行方を晦ませられれば、二人を助けだす事さえままならない。 
 　警視庁や特務機関が、いくら血眼になって探しても、領海を越えてしまえば、なかなか手出しが出来ないのだ。 
 　だから、そうなると、この拉致事件の問題に関しては、早急に手を打たなければならないような気がする。 
 　それを察すると、関谷は、いてもたっても居られなくなっていた。 
 　だから関谷は、次には警視庁と特務機関の上層部の面々が顔を揃えているのにもかかわらず、まず、自分の上司である、佐渡一課長に早くナオとゆかりの行方を捜す手筈をとってくれと上申しようとしていた。 
 　だが、関谷がそんな事を思い、佐渡に口を開こうとした時、この会議室での話し合いの打ち切りが警視庁幹部の一人の男から徐に告げられたので、その機会を逸し、彼は結局いえずじまいで、強く唇を噛むことになってしまっていた。 
 　それで関谷は、その後、退室を促され、その会議室をあとにした訳であるが、この後の両機関の高崎ナオと二階堂ゆかりの拉致事件に対する対応が、どうなるのかという事が胸につかえて離れなかったのは言うまでもない。 
 




第三節


 　薄暗い部屋、それにガランとした内装、冬の寒風が隙間から吹き抜けてきそうな殺風景な一室で、その時ナオは目覚めていた。 
 　彼女が、その目覚めてまもない不鮮明な意識を混濁の中から引き剥がし、明瞭にしようと努力しながら目を開けてみると、最初に、目に飛び込んで来たのは煙草のヤニで黄色く薄汚れた天井の光景だった。 
 （一体、ここは、どこなのだろう？） 
 　徐々に、回復する意識を奮い立たせ、ナオは、ふとそんな事を思いつつ、おもむろに体を起こそうとする。 
 　すると、そこで思わぬ抵抗を感じていた。 
 　手が動かない。 
 　腕と腕どうしが密着して、離れない違和感―――― 
 　どうやら彼女の腕は、後ろ手にして、麻縄のような少し刺々しいロープで縛られている様子だった。 
 　しかも、それと同時に、今はやはり小汚いベットの上に寝かされているという事に気付く。 
 　横を向いたナオの鼻先には、すえたシーツの匂いが、ツンと鼻についたからだ。 
 　その時、ナオは、今なぜ自分がこのような見たこともない、小汚い部屋の一室に居るのかと、ふと疑問がわいて来ていた。 
 （どうして自分は、こんな処に居るのだろう？） 
 　その為、ナオは、自分の記憶を辿って考えてみる。 
 　すると、ある事を思い出す。 
 （そうだ、自分は確か、ストリップ劇場のオーナー、つまり勅使河原と応接室で話をしていて、突然、気を失ってしまったのだ。でも、ここは、一体何処なのか？　そう、そう言えばゆかりは、どうしたのだろう？） 
 　そう思うとナオは、ベットの上に寝転がった状態になりながらも、辺りの様子を覗うために体の反動を利用して、再度身を起こそうと試みていた。 
 　だが、その行為は、あえなく失敗に終わる。 
 　足の自由も、効かなかったからだ。 
 　ナオは、足元にも違和感を感じて、その先を身を屈めるようにして覗いてみた。 
 　すると、やはり足首にも、ロープがご丁寧に巻き付けてあった。 
 「チッ！」 
 　ナオは舌打ちし、試しに力任せにして、足と腕に巻かれたロープを振りほどこうともがいてみた。 
 　しかし、それで解けるほど、ロープの力は貧弱ではなかった。 
 　仕方がないので、ナオは、ベットの上に寝転がったまま、体を回転させて部屋の様子にうかがいを立ててみる。すると、ナオの今寝ているベットと、丁度、隣り合う形で、もう一つのベットが置いてあり、その上に一人の女性がナオと同じように、手足を縛られ寝かされている光景が目に飛び込んで来ていた。 
 　その女性は、見覚えのある服を着ている。 
 　そう、ストリップ劇場の、清掃員としての服装だ。 
 　パンツが、スカートからはみ出しているから、一目瞭然である。 
 　だから、部屋は薄暗かったが、それだけで、その女性が二階堂ゆかりであるということが、判っていた。 
 　しかし、それを見てナオは、何故だか判らないが、自分たちが気を失っている内に、この部屋に連れて来られて、縛られているのだと少し遅れ馳せながら悟っていた。 
 （でも、どうして手足を、縛られているのだろう？） 
 　ナオは、不審に思う。 
 　自分たちが、こうなった経緯が、いまいち掴めていなかったからだ。 
 「ゔぅ・・う～ん」 
 　だがその時、となりに寝ていたゆかりが、微かに声を上げていた。 
 　ナオは、それに気付くと、ゆかりに声をかける。 
 「ねえゆかり？　ゆかり起きて・・・起きてよ、ゆかり・・起きなさい、ゆかり！！」 
 「・・・・」 
 　しかし、ゆかりからは、何の反応も返っては来なかった。 
 「ゆかり？　どうしたの、まさか死んでいるの？　ゆかり・・・起きなさいよゆかり！！」 
 　・・・・・・・・・・・ 
 「うッ・ううーん・・だ・・誰よ、うるさいわね・・・・」 
 　すると、二回目の呼び掛けに、ゆかりから反応が返ってきた。 
 　どうやら、ゆかりは、目をさました様子だ。 
 　だが、彼女は寝呆けているのか、すぐには明瞭な意識を回復する事はなかった。 
 　ナオは、それを察すると、またゆかりに対し呼び掛けを行う。 
 「ねえゆかり、ちょっと寝呆けていないでシャキっとしなさい！　早く起きないと、あなたの胸が、ぺちゃパイだってみんなにバラすわよ！！」 
 　―――――――――――！ 
 「・・・な？　・・なんですって！？」 
 　その言葉を受けると、突然、先程まで虚ろな声を上げていたゆかりが、本能的にナオの方に首をめぐらすと、まるで夜叉のような形相で彼女を睨み付けて来ていた。 
 　だが・・・ 
 「あ・・あら？　一体、どうなっているの？　何、やだ、体の自由が利かないじゃない。これってどういうこと？」 
 　二階堂ゆかりは、突然、目をさますと、自分の置かれている状況が把握できず、頻りに手足を動かそうとして藻掻いていた。 
 　すると、ナオが、ゆかりにこんな事を言う。 
 「ゆかり、あなたね？　今、自分が手足を縛られているっていう事を、自覚しなさいよ。ほ・・ほらそんなに暴れると、ベットから落ちるわよ・・・・あっ！」 
 「きゃっ！」 
 　ドスッ・・・ 
 　ナオが、ゆかりに対し、注意を呼び掛けたその直後、案の定、ゆかりはベットから下の堅い床の上に落ちていた。 
 「い・・いたぁ～い・・・」 
 「大丈夫ゆかり？」 
 　一応、その時ナオは、ゆかりの身を心配して、声をかけていた。 
 　が、（ベットから落ちるなんて、なんてドジなんだろう） 
 　ナオは内心、ゆかりを馬鹿な奴と思い、舌を出していた。 
 「ちょっと、ナオ、どうにかして、胸がつぶれて苦しいわ。起き上がれないのよ・・・」 
 　ゆかりは、苦しそうにそう言うと、ナオに助けを求める。 
 　だが・・・ 
 　カチャカチャ・カチャカチャ・・ 
 　その時、二人が居る部屋の外で、何か金属をいじくる音がしていた。 
 　二人は驚いて、一時沈黙する。 
 　その直後――――ガチャというドアの開く音がしたと思うと、次の瞬間、天井の蛍光灯が何の前触れもなく点灯していた。 
 　床に俯せになっているゆかりと、ベットの上にいるナオが、その蛍光灯の光を受けて眩しく目を細める。 
 　そして、その後、ゆかりはともかく、ナオがなんとか半分ベットから身を起こしてドアの方を覗ってみると、そこには、一人の男がニヒニヒと顔がゆるんだにやけた表情をして、何事もないように立ち、こちらの方を見てる光景が目に飛び込んで来ていた。 
 　・・・・・・・・・ 
 　ナオと、その男の目が、ぴたりと合う。 
 　すると、ナオは、その男と目が合うなり、少し険悪な顔をしてこう言っていた。 
 　「あんた誰？」と・・・・ 
 
 　十分後、ナオとゆかりは、手足を縛られていたロープを解かれ、今は、足の細い四脚の丸椅子に腰を落とし、目の前の男達に不審気な表情をぶつけていた。 
 　ナオとゆかりの目の前にいる、男達は、四人だ。 
 　一人は見たことのある顔、そう宮坂オーナーである。 
 　そして、ストリップ劇場の支配人、新見川と、その他二人の男達であった。 
 　その他二人の男とは、名前は知らなかったが、ナオとゆかりがストリップ劇場の応接室で宮坂と話をしていた際、その彼に従っていた男達だ。 
 　一人は筋骨隆々の大男、もう一人は頬のこけたやせ形の髭面の男である。 
 　この男たちは、ナオとゆかりの鼻と口を塞いで何か薬品のようなものを嗅がせ、気絶させた男達であるのだが、それらの男達を、今、目の前にして、ナオとゆかりは至極機嫌が悪かった。 
 　それもそうだろう、自分たちが、今、ここにいて、何の理由で手足を縛られていたということが判らなかったからだ。 
 　だからナオは、細心の注意を払いながらも、宮坂に対し、きつい眼差しを差し向けていた。 
 「おいおい、そんな刺のある目で、オレを見ないでくれないかな。確かに、君たちが怒るのも無理はないと思うが、勘違いしてもらっては困るね。今の君たちの状況は、一目瞭然、我々の手の内にあることを自覚してもらいたいね」 
 　その時、ナオとゆかりに対して、言葉を発していたのは、宮坂こと勅使河原であった。 
 　彼は、特にナオに対して、辛辣そうな眼差しを向けると、彼女の鋭い視線をかわしながら、にやけ笑いを浮かべてそう言っていた。 
 　だが、今、何故、ナオとゆかりが、この四人の男達を前にして、椅子に座っているのかというと、それはこう言う事だった。 
 　先ほど、ナオとゆかりは、目を覚ますと、そこへ、一人の男が、室内のドアを開けて入って来ていた。 
 　そして、その男は、ナオとゆかりが意識を取り戻しているのを確認すると、宮坂を徐に呼んで、二人が目を覚ましたことを告げたのであった。 
 　すると、少ししてから、この室内に宮坂が顔を出す。 
 　そして、開口一番、こう言ったのであった。 
 『やあ君たち、やっと目覚めたかい？　君たちが目覚めるのを、待っていたんだよ』 
 　・・・ 
 　だが、今、その宮坂たち四人の男を目の前にして、ナオは、無性にあることを聞きだしたくてうずうずしていた。 
 　それは、何故、自分たちが、今、この部屋に居るのかという事だった。 
 　先ほど、目覚めたと思ったら、見たこともない小汚い一室で、手足を縛られベットの上で寝かされていたのだ。 
 　普通、このような事になれば、その事の経緯を知りたいと思うのは、当然のことであろう。 
 　だから、ナオは、険悪な眼差しを向けながらも、宮坂に対して、その事を暗に示すような態度をとると、こう言ってそれを問いただしていた。 
 「あのね、宮坂さんでしたかしら？　あなたは、一体、何故、私たちをここに連れてきたの？　しかも、私たちを、気絶させて知らないうちに運ぶなんて、それは、どういう了見なのよ。これは、ある意味、誘拐といってもいいんじゃない？　まずは、その事を、伺いたいわね。一体、どういう事なのよ！」 
 　ナオは、その時、敵愾心を剥き出しにして、宮坂に対し吠えていた。 
 　薬を嗅がされて気を失わされたことが、相当、癪に障っていたのだろう。 
 　だから、ナオの口調は、少し刺のある険悪な口調だったのは言うまでもない。 
 　すると、宮坂は、それに薄ら笑いで答え、次にはこう言ってナオの問い掛けに応じていた。 
 「どうも君たちは、今、何故、ここに居るのかを、知りたがっているようだね？　まあ、それは当然のことか？　私たちは、ある意味、君たちを拉致したと言ってもいいんだからね。しかし、まあいいだろう。君たちが、何故、ここに居るのかという事が知りたいのなら、教えてしんぜよう。ようするに、君たちは、私どもの金の生る木なのだよ・・・・・」 
 「金の生る木？」 
 　その時、ナオは、怪訝な顔をして問いただしていた。 
 「そう、君たちはね、率直にいえば、いわば商品なんだよ。これは、ここだけの話なんだが、近々、港には、ウォンという中華系の男の船が入港することになっていてね、それである取り引きが行われるんだ。それは、日本人の若い女性を、そのウォンというブローカーに買ってもらうという事なんだが、その若い女性のなかに、君たちも含まれていてね。だから、君たちには、その時の商品として、商売のネタにしたいというのが私どもの思惑なんだ。だから、気の毒だけど、君たちは売られていく運命にあるということだ。まあ、気を悪くしないでくれよ」 
 　そこまで言うと、宮坂こと勅使河原は、まるで、二人を値踏みするような目付きで、見つめて来ていた。 
 　すると、それに反発して、ナオが言う。 
 「それじゃ、これってもしかして、私たちは、人身売買の商品にされていると言う事なの？　それって、冗談なんでしょ？　なんで、私たちが、そのウォンて言う男の商品にならなければならないのよ。貴方達、頭おかしいんじゃないの？」 
 「・・・・・・・・・・」 
 　だが、そのナオの言葉には、宮坂は答えなかった。 
 　しかし、その代わりに、支配人の新見川が、口を差し挟み次のようなことを言う。 
 「あのね君たち、赤越くんに黒川さん？　これはある意味、君たちが悪いんだよ。君たち二人が、ストリップ劇場の踊り子になる件を承諾してさえいれば、こういった事にならなくて済んだんだ。しかし、もう君たちを、ここに連れて来た以上、あとには退けないんでね。だから、覚悟して、あきらめてくれ。私どもとしても、金を入手できる絶好の機会なんでね・・・」 
 　それは、ナオとゆかりにとって、とても納得のいく言い分ではなかった。 
 　何故、ストリップ劇場の踊り子になる件を断っただけで、自分たちが、人身売買の商品にされてしまうのかが、どうしても腑に落ちなかったからだ。 
 　これでは、ある意味、二人は不運な捨て猫みたいではないか。 
 　飼い主の、勝手な判断で捨てられる猫、そして、自分たちは、この宮坂こと勅使河原の勝手ないい分で売られる立場、これは、まさに、不運としか言いようがない。 
 　だから、ナオとゆかりは、その表情を更に険悪にして、この目の前の男達を殴ってやりたい、という心境になっていた。 
 　だが、それを察したのか、宮坂が、二人を宥めるような口調で、次にはこう言って来ていた。 
 「まあ、まあ、まあ、君たち、そう険悪な顔せずに気を静め給え。君たちは、ある意味、売られて行くといっても、そう悪くはない待遇を受けることはできるんだよ。ウォンさんはね、買った日本人の女性たちを、愛妾として、中国や北朝鮮の大富豪、そして貴族階級の軍人に売り付けるんだ。だから、命の危険はなく、多少、体を玩具にされるかもしれないが、食うには困る状況にはならないと思うからね、安心し給え。海外での生活も、良いかもしれないよ」 
 　・・・・・・ 
 　しかし、それは、何の慰めにもなってはいなかった。 
 　なぜなら、愛妾として売り付けられるのなら、貞操の危機にさらされるのではないか？ 
 　しかも、彼の話によると、中国や北朝鮮の訳の判らぬ大富豪や貴族になんて売り渡されるのなら、たまったものではない。 
 　ゆかりはともかく、ナオとしては男性潔癖性としての持病をもつ。それなのに、見ず知らずの異国の男に、体を玩ばれるなんて、真っ平御免である。 
 　だからこんな話、頼まれても、承服などできる訳がなかった。 
 「ちょっとね、貴方達、それは大分勝手な話なんじゃないの？　よりにもよって、なんで私たちが知らない男の愛妾になんかにならなければならないのよ。馬鹿な事言っていると、ただじゃおかないから、覚悟しなさいよ！！」 
 　ナオは、宮坂の言葉を聞くと、無性に腹が立って、椅子を蹴って立ちだすと拳を振り上げていた。 
 　それも、その筈だろう。 
 　目の前では、宮坂がふてぶてしいにや笑いを浮かべて、ナオたちを見据えていたからだ。 
 　だから、それに憤慨しないほうが、嘘になる。 
 　その為、ナオは、宮坂が憎たらしくて、このまま殴ってやろうと拳を振りかぶっていた。 
 　しかし・・・・ 
 　その直後、ナオは、宮坂に従っていた筋骨隆々とした大男に、腕を掴まれ押さえ込まれてしまっていた。 
 「チッ！」 
 　舌打ちする、ナオ、 
 　そして、それを小馬鹿にするような目付きで見据える、宮坂、 
 　その、二つの視線が交錯する中、その後、結局この話はお開きになっていた。 
 　それは、もう話は終わったとばかりに、宮坂が、立ちだしていたからだ。 
 　彼は、やはり、ふてぶてしい態度で、ナオとゆかりを一瞥してから部屋をでると、ストリップ劇場の新見川支配人に、何か言い置いてそのまま何処へともなく去って行ってしまっていた。 
 　そして、その後、新見川は、何人かの男達を新たに呼び付けると、「女たちを連れてこい！」といって、やはり部屋を出て行ってしまっていた。 
 　すると、暫くしてから、五人ほどの男達が、手に手錠をかけられ縄で一列に並ばされた十人近くの女たちを、ナオとゆかりの居る部屋にまで連れてくると、そのまま、その部屋に押し込んで、手錠を外してから部屋の鍵を閉めてしまっていた。 
 　そして、「大人しくしていろよ！」と一人の男が、そう捨て台詞をはくと、男達は、一斉に踵を返して部屋を後にし、やはりどこかへ消えて行ってしまっていた。 
 　あとに残され、少し憤慨するナオとゆかり。 
 　しかし、いま連れて来てこられた女達からは、すすり泣きのような声が漏れ出て来ていた。 
 　それを受けて、ナオとゆかりは、困った表情をその顔に浮かべていた。 
 　一体、どうしたら、いいものかと・・ 
 




第四節


 　あれから、どれくらいの時間が過ぎただろう？ 
 　もちろんその時間とは、宮坂こと勅使河原が、この部屋に現れて話をした時からである。 
 　あれから、大分、時間は経っているはず―――― 
 　今現在、居る、この部屋は、一体、どこにあるのかは判らなかったが、唯一、一つだけある鉄格子付きの高窓からは、朝の日差しと思われる光と、鳥のさえずる声が肌寒い空気の蔓延する中、この一室に届いているのが判っていた。 
 　今は、一夜明けて、朝方なのだろう。 
 　しかし、いま、ナオとゆかりの目の前には、うな垂れて膝を抱え座り込む女性たちがいる。 
 　彼女たちは、皆、一様に、薄汚れた服を着ており、先程からはただ黙ってその場に虚ろな表情を浮かべながら、何かどうしようもない悲痛に苛まれているかの様でもあった。 
 　その女性たちは、よく見ると、皆それなりに美人で顔立ちもよく、そしてスタイルも良い。 
 　はたから見ると、その中には、芸能人やモデルなどにも負けないくらいの、顔の整った器量の良さそうな娘もいる。 
 　大体、彼女たちは、ナオやゆかりと同年代か、それよりも若い年齢の娘もいるようだったが、今は、この状況で暗く落ち込んでいる様子だった。 
 　それも、その筈である。 
 　先程、ナオとゆかりが、この十人の女性たちに話を聞いたところ、彼女たちもナオとゆかり同様、ウォンという男にその体を身売りされるために、宮坂に捕まってここへ連れて来られたという事であったからだ。 
 　そして、その中の一人の娘、美緒という女性はこう言っていた。 
 「私が最初に、ここへ連れてこられたのは、約一ヵ月前ぐらいでした。その当時、私は、ファミリーレストランで、アルバイトの仕事をして働いていたのですが、ある日、そのレストランに、二人連れの男が現れたのです。その男達は、ウエイトレスとしての私に、店の店内で声をかけると、こう言ったのです。『君、こんなレストランで働くよりも、もっとお金になる仕事があるんだが、聞いてみないか』と・・・ 
 　それで、私は、その話に興味を示してしまい、その話を聞いてしまったんです。それは、こういう話でした。彼ら二人は、雑誌の編集社で働いていて、いま雑誌のモデルになる娘を探しているのだと言ったのです。そして私に、そのモデルの仕事をしてみないかと・・・・ 
 　私はそれで、一瞬、舞い上がってしまいました。なぜなら、私は前々から、そういった仕事に憧れていて、いつか雑誌のグラビアなどに顔を出せるようなタレントにでもなりたいと、思っていたからです。そこで、私は、まんまとその男達に騙されたのです。彼らは、その話をすると、二日後にまた夜公園かどこかで会おうと言ってきました。しかし、そこで断ればよかったのですが、私は、その後どうなるのかという事も考えず、会う約束をしてしまったのです。そして、いざ会って話をしてみると、突然、人気のない場所にまでうまく連れ込まれて、その後気を失わされて、気付いてみたら見たこともない部屋に寝かされていたんです・・・」 
 　それから、その美緒という娘とは別のもう一人の娘はこう言っていた。 
 　その娘は、路乃辺飛鳥という女性である。 
 「私の場合は、こうでした。私は、ある金融会社のＯＬとして勤めていたのですが、半月前の夜、その日は一人で会社帰り駅前の飲み屋に足を運んだんです。 
 　私はその日は、むしゃくしゃして、お酒を大量に飲んでいました。 
 　それは、仕事上、嫌な上司に、毎日のように嫌がらせを受け、その欝憤を晴らすためでした。 
 　しかし、その日、私は一人の男と出会うのです。 
 　その男は、酔った私に、人の良さそうな顔をして近付いてくると、世間話でもするつもりで話し掛けてきたのです。私はその時、丁度、道連れになる、話の判る相手を求めていたので、思わずその男と話し込んでしまいました。そして、その後、酔った勢いでその男とホテルへ、ふけこんでしまい、その後は、気付いたら美緒さんと同じようにこの場所に連れて来てこられたのです」 
 　そして、もう一人、中里志保という娘も、こんなことを言っていた。 
 「私の場合は、明らかに誘拐でした。私は、二ヵ月ほど前から、ある行為に悩まされていたんです。それは、ストーカーまがいの行為でした。私の勤めていたのは、ある小さな街角にある喫茶店なのですが、朝、その店に出勤する時や、日中の営業時、それに帰りの道すがら等や、夜寝ているときにまでも、私は、何者かに、見張られてつけ回されているような感覚を受けていたのです。 
 　でも、それは、最初の頃は気のせいか、錯覚だと思っていたのです。自分を、つけ狙って常時監視している人なんているわけがないと思っていました。しかし、十日位が過ぎた頃、その男達は、私の目の前に堂々と顔を現すようになったのです。 
 　最初に、その兆候が出たのは、やはり喫茶店からの帰り道でした。店を出てから、私の跡を付けてきたらしい男は、私の目の前に現れるとこう言ったのです、『オレたちが、お前に付きまとっていることを警察に言ったら殺すぞ』と・・・・ 
 　その時、私は、身震いしました。 
 　そう言った男の目が本気だったからです。 
 　そして、私は、それから警察や友人にも、何も言えず、怯える日々を過ごしたのです。 
 　ストーカーまがいの行為を、続ける男達は、朝・昼・夜の区別をつけず一日中、私のことを監視し、観察しているようでした。それは何か、値踏みでもしているようにさえ思えて、私は恐かったのです。そしてある日、突然、その時は訪れました。私は、その日は勤め先の仕事の関係上、夜遅くなって帰宅の徒に着いたのです。私は、怪しい男達に監視されているということを知りながらも、一人で、歩き慣れた帰り道を歩いていました。すると、ある路地裏の一本道にさしかかった時、数人の男達が、突然、現れて私を取り囲んだのです。そして、私にナイフを突き付けてこう言いました。『これから、オレたちと一緒に来てもらうぞ、下手な抵抗をしたら殺す！』と・・・ 
 　そこで私は恐くて、叫び声も上げられず、そのまま男達に無理矢理誘拐されて、知らない場所に運び込まれてしまったのです・・・・・」 
 　ナオとゆかりが、それらの話を聞くと、皆、それぞれに、いろんな事情があってここへ連れて来られたのだという様子だった。 
 　これは一つの、由々しき問題でもある。 
 　だが、ここで、一つはっきりと判ったことがあった。 
 　それは宮坂、つまり勅使河原には、もう一つ裏の顔があったということだ。 
 　彼は、ナオとゆかりの推測によると、ストリップ劇場の経営や、まだ確かではないが、偽ブランド商品の販売にも手を染め、その上に、人攫いまがいのこともして人身売買に必要不可欠な女性たちを集めていたということだった。 
 　それを思うと、彼の余罪はまた更に増えたことになる。 
 　しかし、どこまであの男は狡猾な奴なのか、とナオはそんな事を思う。 
 　何の罪もない女性を攫ってきて、しかも、人身売買の商品に仕立て上げるなど、まともな人間のすることではない。 
 　おそらく、彼らは、その行為によって、黒峰会の資金源を前々から調達しているのだという推測も成り立つのだが、あまりにもこれは見過ごすことの出来ない事態であると言えた。 
 　このままでは、他に、さらなる余罪が、叩けばまだまだ出てくるのではないかと思われるほど、彼、勅使河原は、犯罪にどっぷりと浸かっている男のように思える。 
 　まあ、黒峰会の準幹部の地位にいるような男だから、それも当然といえば当たり前の様な気もするが、これでは余りにも酷いといえる一言につきる。 
 　だから、ナオとゆかりにとっては、これらの事をそう易々と容認することは出来なかったのだ。 
 　しかし・・・・ 
 　いざ、考えてみると、ナオとゆかりの二人は、その彼の犯罪行為の一犠牲者になろうとしているという現状に直面しているという事であった。 
 　二人も、人身売買のネタとして、ここに居る十人の女性たちと同じ立場に立たされているという現実があるのだ。 
 　腑甲斐ない話だが、二人は、特務機関の隊員としての身でありながら、今は、囚われの身に成り下がっている。 
 　そして、それと同時に、ある意味、このような状況をいかにして乗り切ればいいのかという良い方法は、考えつかない状態にあるといってもよかった。 
 　だから、ここに来て、ひどく悩む・・・・ 
 　一体どうすれば、良いのだろう。 
 　これは、やはり、この十人の女性たちに聞いた話なのだが、勅使河原が言っていた人身売買のブローカー《ウォン》という男は、あと三日、および四日もすれば、この日本の港に到着するということらしい。そうすると、ナオたちが海外へ売られていくという日も、そう遠くない時期に迫って来ているということを意味しているのだった。 
 　そう考えてみると、こんな処で、のんびりしていられない状況といっていい。 
 　ウォンという男が現れて、人身売買の商談が成立する前に、この危機的状況を脱しなければならないだろう。 
 　では、一体、どうすればいいのか？ 
 　はっきり言ってしまえば、ここから逃げ出せばいいのであった。 
 　しかし、そこが問題でもある。 
 　先程から、ナオとゆかりは、話を終えた女性たちをよそに、いま自分たちが監禁されているこの室内や、外の様子を悉さに調べてみていた。 
 　そして、判ったことが幾つかある。 
 　それはこう謂う事だ。 
 　まず第一に、この部屋には出入り口は、一つしかないという事だった。 
 　それは、北側にあるのか、南側にあるのかは判らないが、いま、彼女たちの目の前にある鉄の扉がそうであるということだ。 
 　その扉は、頑丈に出来ていて、そう易々とぶち壊せそうにない代物である。 
 　それと同時に、鍵が当然のごとく掛けられていて、一歩も外に出ることは儘ならなかった。 
 　そして、第二に、この部屋の扉越し隣には、もう一つ部屋らしきものがあって、そこには見張り役の男が一人、常時そこに侍ってテレビを見ているという事だった。 
 　しかし、何故、その事が判るのかというと、この部屋の扉には四角い鉄格子付きの窓が口を開けていて、そこから隣の部屋の様子が見て取れるからだ。 
 　だから、それらの点から考えてみると、どうすれば、この部屋を脱出して逃げ出すことが出来るのかという事は、とても困難なように感じられていた。 
 　だが、それでもここを、手際よく、脱出しなければならないだろう。 
 　そこで、ナオとゆかりは、二人で話し合って、先程から懸命になりその脱出方法を考えだしていた。 
 　二人は、あれこれと、今おかれている状況を分析し、色々な脱出方法を検討する。 
 　まず、最初に思い浮かんだのは、食事が運ばれてきた時にその隙をついて逃げ出すという方法だった。これは、ナオやゆかりと同じくここに捕らわれている、その女性たちに聞いた話なのだが、自分たちには定期的に食事の時間になると食べ物が差し入れられるということが判っていた。 
 　もちろん、それは、大事な商品を飢え死にさせる訳にはいかないという、配慮があって、差し入れられている食事であるそうだが、その時を狙って、脱出を図ればいいのではないかと思えたからだ。 
 　これも、聞いた話なのだが、食事時になると、三人の男達が現れて食事を運んでくるという。 
 　その間、部屋の扉は開け放たれたままで、逃げだす隙はあるらしい。 
 　それを、教えてくれたのは、やはり十人の中の一人の女性、葛城幸恵という女性だった。 
 　彼女は、前々から何度も食事の時、逃げ出そうと、他の女性たちと示し合わせて計画を練っていたということだった。しかし、それは、未だに果たされぬままズルズルと今日まで逃げ出せずに来てしまったという事だった。 
 　それは何故か？ 
 　彼女たちに、その理由を聞くと、みな一様に恐いからだということだった。 
 　実は、食事を運んでくる男達は、その胸に銃を携帯しているという。 
 　その為、彼女たちは、まだその銃が使われる場面には遭遇したことはなかったが、もし逃げ出してそれに失敗したときは、その銃で撃ち殺されてしまうのではないかという危惧があったからのようだ。だが、それを聞いたとき、ナオとゆかりは確かにこの方法は危険であるという見解を示していた。 
 　男達が銃を持っているのならば、やはり、逃げ出せば撃たれてしまう可能性は高い。 
 　大事な人身売買の商品を、果たして撃ち殺したりするだろうか、という意見もあるかもしれないが、違う見方をすればこうだ。 
 　もし、逃げ出されて、銃を撃たなかったら、逃げた女たちを捕まえられず、そのまま取り逃がしてしまうことになると、その女たちが警察に駆け込んで、たれ込むかもしれないという危険性がある。 
 　その為、そうなっては、彼らとて一大事だろう。 
 　そうなると、そうならない為にも、手際よく、始末をつけるのではないかという見方がある。 
 　ゆかりは、どう思っているかは知らないが、やはり、ナオとしても逃げ出したあと後からズドンと一発お見舞いされたら嫌なものだ。 
 　彼女とてまだ若い、今すぐ死ねといわれれば、断るだろう。 
 　だから、そんな事もあり、この案を実行にうつすのは、多分にリスクが大きすぎる。そうなると、この方法は、どうしようもなくなった時の最後の手段としてとっておくことにして、あえなく却下するしかなかった。 
 　では、他に良い方法はないか？ 
 　そこで、もう一つ思いついたのが、隣の部屋で一人テレビにうつつを抜かしている見張り役の男を騙して脱出する方法であった。 
 　幸いにも、見張り役は、いつも一人であるという。 
 　だから、例えばの話、突然、この部屋の誰かが苦しみだして、病気になったとその見張り役の男に訴えかければ、その男は、驚いてこの部屋の鍵を開けるのではないかというものだ。 
 　そして、その隙をついて、男を騙し、脱出する方法である。 
 　これならば、それほど危険性はないだろう。 
 　これは、単純で原始的な妙案だが、意外と良い考えのような気がする。 
 　見たところ、見張り役の男は、あまり頭の良さそうな男ではなさそうだ。 
 　このような単純な方法に、すぐ、引っ掛かるのではないかと思える。 
 　そうなれば、これは試してみる価値ありだ。 
 　ナオとゆかりは、しばらくの間、他の女性たちと一緒になって何やら話し込むと、全員一致で、その計画を実行に移すことにしていた・・・・・・・ 
 
 　男は、テレビを見ていた。 
 　朝のワイドショー番組である。 
 　アンテナ付きの小型テレビの画面には、今、タレントの姿が大写しになっている。 
 　そのテレビを見ながら、男は、更にジュースとスナック菓子を頬張っている。 
 　それは、まるで見張り役としての緊張感のない、気がゆるんだ光景だったが、男は大分、寛いでいる様子で、顔はテレビに夢中になり至極間抜けな表情を呈しているところであった。 
 「うゔ・・・・ウぅ・・ヴぅーー」 
 　だがその時、彼のいる隣の部屋からは、何やら人の苦しそうに呻きを洩らす声が聞こえてきていた。 
 「ゔ～っ・・誰か？　誰か助けて苦るしぃ・・・・」 
 　それは、女性の声である。 
 　隣の部屋に監禁しているはずの女性の一人から漏れでている声であったが、その時、男は、それに気付くと、テレビを見つつも怪訝な表情をその顔に浮かべて、内心独語していた。 
 （一体なんだ？） 
 　その後、男は立ちだして、隣の部屋の様子に窺いを立てようとする。 
 　そして、その隣の部屋へとつづく扉の鉄格子付きの窓から、顔を覗かせ中を覗き込むと、今度は、不審気な表情をその顔に浮かべて問いただしていた。 
 「一体、どうしたんだ？　なに声を上げている？」 
 　男が、その部屋を覗き込むと、一人の女性が、苦しそうにベットの上に横になって、喘いでいる姿が目に飛び込んでくる。 
 　それを見て男は、首を傾げ、疑問気に顔を顰めてみせていた。 
 　なんで、苦しそうに喘いでいるのだろうかと、そう思ったからかも知れない。 
 「ねえちょっと、この娘がさっきからお腹が痛くて苦しんでいるのよ。お願いだから、こっちへ来て様子を見てみてよ。突発性の病気かもしれないわ」 
 　その時、扉越しに、女たちの居る部屋を覗いていた男に、そう言って呼び掛けていたのはナオであった。 
 　彼女は、ベットの上で横になり、苦しそうにしている女性を、介抱する素振りを示しながら、見張り役の男に振り返ると、その男に彼女の様子を見てくれるようにと頼んでいた。 
 　もちろん、その時ナオは、さも心配そうな顔をして、その苦しんでいる女性に付き添っているのだが、その二人を取り囲むように心配気な顔をして見据えるゆかりと他の女性たちも、男に悟られぬ様に演技を上手くこなしていた。 
 　すると男は、 
 「なんだ、腹が痛てーのか？　それならいい薬があるから、それを飲んで大人しくしていろ。今、テレビがおもしれー所なんだ、あまり、俺に、手を掛けさせるなよ」 
 　そう言うと、彼は、今居る部屋の備え付けの戸棚から、常備品の薬箱を取り出して、もぞもぞとその薬箱の中身を引っ掻き回し始めてしまっていた。 
 「おっ、あったあった、これだ！」 
 　しばらく薬箱を引っ掻き回して、男は、目的の薬を手に取ると、そのまま水道へいって一つのコップに水を入れそれを扉の前に運んでくる。 
 　そして、その薬と水入りのコップを扉越しの窓から差し出して、ナオたちや苦しんでいる一人の女性を見据えてこう言っていた・・・・ 
 「さあ、この薬飲んで大人しくしていろ。この薬はな、富山の名薬だ。腹痛てーのなんか、五分もすれば治るから、これ飲んだら寝ちまえ。病気の時は、それが一番だからな・・」 
 　しかし、それは、ナオやゆかり達にとって、予期していなかった男の行動であった。 
 　ナオたちの計算では、常識的に見れば、苦しんでいる女性を見たら男は部屋の扉を開けて様子を見に来ると思っていた。しかし、男のとった行動は、ただ薬を差しだすという安易な行動だけである。 
 　それは、さすがにナオやゆかりを含め他の女性たちにとっては、計算外の行動であったのは言うまでもない。 
 　その為、ナオは、なんとかして、その見張り役の男を自分たちの居る部屋に誘い込もうとして、次にこう言って呼び掛けていた。 
 「ねえ薬より、この娘の様子をこっちにきて見てみてよ・・・・」 
 　しかし、その男は・・・「見るまでもねえ、ただ腹こわしただけだろう」と言って、その呼び掛けにはまったく応じず、薬を手渡したあとさっそくテレビの前に腰掛けてしまい、それっきり隣の部屋の様子など気にもとめず、テレビのワイドショーにうつつを抜かしてしまうという始末であったのだ。 
 　その冷たい態度には、さすがにナオやゆかり達も、思わぬ失敗を認めざるおえなかった。 
 　当初の計画では、男が扉を開けて中に入った瞬間に、ゆかりがその男の頚椎に手刀をたたき込んで気絶させる予定であったのだ。 
 　だが、これでは、他に何も為しようがないということはあからさまだ。 
 　せっかく練った計画が、ここで頓挫するとは思いもよらなかったのは言うまでもないのだ。 
 「ねえ、どうするナオ？　これじゃ、計画がぶち壊しよ。まさか、薬を差しだしただけで、中の様子を見にこないなんて、非常識にも程があるわ。こうなると、次の手を考えなければならないわね。次はどんな手で攻める、あなたにいい考えはあるかしら？」 
 　見張り役の男が、テレビの前に座って、ワイドショーを再び見だした頃、その隣の部屋では、またナオとゆかりそしてその他の女性たちが、二度、寄り集まって、次なる計画を話し合っているところであった。 
 　仮病作戦が失敗に終わり、男が部屋の扉を開かないとなると、他にどのような方法をもちいればいいだろうか？ 
 　その部屋に集っている女たち十二人は、真剣な顔つきで、再検討を始める。 
 　彼女たちには、どうしてもその見張り役である男に、部屋の扉を開けさせたいのだ。 
 　ナオたちが監禁されているこの部屋の鍵を外さないかぎり、脱出は不可能である。 
 　だから、上手く男を部屋に誘い込む方法を、考えださなければならない。 
 　その為に、女たちは、それから三十分近く意見を交わし合い、話し合っていた。 
 　そして出た答えは、ナオとゆかりにとっては、気が進まなかったが、お色気エロ作戦で男を誘い込むということに、全員一致でそれが決定していたのであった。 
 
 　最初の作戦が失敗した一時間後、まだ見張り役の男は、テレビの前に座って今度はビデオテープを回して映画を見ているところであった。 
 　しかし、そんな所に、また隣の部屋から声が聞こえてくる。 
 　それは、こんな声であった。 
 　リエ：「嫌、やめて昌代。アン・・駄目よ・そんなことしちゃ感じちゃうじゃない・・・」 
 　昌代：「ふふ♥　何言っているのリエ、本当はもっとして欲しいんでしょ？　ほらこれならどう、もっと感じるでしょ？　私の言うこと聞かなくちゃ駄目よ・・」 
 　リエ：「あっ・・ああぁ・・駄目だったら。そんなとこ触られたらすごく感じちゃう。イヤ～ん・・・ダメよ・・・」 
 　昌代：「うふふ・・リエの胸ってとても柔らかいのね。それにほら、こんなにもう濡れてきていてはしたない娘ね。でも優しくしてあげる・・・」 
 　ゴクッ・・・ 
 　その時、その声を聞き付けた見張り役の男は、生唾を飲み込んでいた。 
 　彼は、今、ビデオを見ていたのだが、今の彼には、もうそれはどうでもいいことになっていた。 
 　見張り役の男は、隣の部屋から聞こえてくる、とても嫌らしい声に耳を傾けると、ビデオそっちのけで扉の前に移動し、その扉の窓越しから隣の部屋の様子を覗くと、窺いをたて始めていた。 
 　彼が、女たちの居る部屋を覗き込むと、そこでは、今二人の女性が全裸に近い格好でベットの上で絡み合っている。 
 　その女二人は、頻りにお互いの胸や体を密着させると『あぁん』とか『イヤ～ん』といって、気持ち良さそうに、喘ぎの声を洩らしているのであった。 
 　つまり、その二人とは、パートの清掃員としての制服を脱ぎ捨て、ブラとパンツだけの恥ずかしい格好となった、ナオとゆかりの二人である。 
 　彼女たちは、今ナオが下になり攻められる方を受け持ち、ゆかりがその上にのしかかる形で、しきりに女性の感じる場所を攻め立てていた。 
 　それを見た男は、扉越しに突っ立って、更に中の様子を覗き込むように窺う。 
 　そして、またゴクリと生唾を飲み込むと、二人の女性が絡み合う光景を食い入るように見つめていた。 
 　リエ：「ああぁ、イヤよ昌代ったら。そこだけは触っちゃダメ・・・そこは大事なところだから、あなたでもいけないわ・・・」 
 　昌代：「リエ、どうしてダメなの？　女同士なんだから、いいじゃない。そう勿体ぶらないで、させて・・・・」 
 　リエ：「えーっ、だってそこは男の人じゃないと感じないわ。あ～あ、でもここに男の人が居てくれれば、もっと感じられるのに残念だわ・・・」 
 　昌代：「何言っているのリエ？　女の私でもいいじゃない。私が感じさせてあげるわ・・」 
 　すると、そこへ、先程からその部屋の様子を覗いていた、見張り役の男が、たまらず声をかけていた。 
 「おい、ちょっと待て、男ならここに俺が居るぞ。ヒヒ・・今お前の事を可愛がってやるから、そこでじっとしていろ」 
 　そう言うと、男は、腰のホルダーから鍵を取り出すと、ナオやゆかりの居る部屋の鍵を、ガチャガチャと音をたてて外し始めていた。 
 　そして彼は、好色な笑みを浮かべつつ、扉を開けて中に入ってくると、締まりのないデレデレとした表情をその顔に浮かべて、下着姿で絡み合っていたナオとゆかりの傍へ擦り寄ってきていた。 
 「さあ、君は赤越リエって言う名前だったよな？　今から、俺がたっぷり相手にしてやるから、そこでじっとしているんだ。きっと、気持ちいいことが出来るぜ」 
 　そう言うと、見張り役の男は、昌代こと二階堂ゆかりを脇に押し退けて、自分がはいているズボンのファスナーを下ろし始めていた。 
 　そして、その中から、汚らしい一物を取り出すと、リエことナオに対し誇らしげに見せ付けていた。 
 「きゃっ！　あなたのって結構大きいのね？　でも、私との相性いいかしら？　私って、大きいサイズの経験てないのよね・・・？」 
 「おお、そうかそうか、それじゃ、早く、俺が可愛がってやるぜ。まずは、最初に、これをその口で元気にさせてくれよな・・・」 
 　男は、そう言うと、ナオが寝ているベットに上がり込み、彼女の目の前にその一物を突き出してきていた。 
 　だが・・・ 
 　・・・・・・・・・・・・・ 
 　次の瞬間、ナオは一瞬の隙をついて、目の前の男の一物を力一杯掴み取ると、そのまま情け容赦なく、上方に捻りあげていた。 
 「うげぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」 
 　それを受けると、男は、情けない苦鳴を上げて顔を歪ませる。 
 　そして、仰向けにのけぞると、その痛みに悶絶していた。 
 　するとそこへ、ゆかりが足を振り上げ、すかさず男の頚椎を狙って重い蹴りの一撃を見舞う。 
 　ぐへっ・・ 
 　その直後、男は、眼球が頭蓋骨から飛び出るくらい、大きくカッとその目を見開くと、そのまま前のめりに倒れこむ様にして、白目を剥き、意識を失い気絶してしまっていた。 
 （してやったり・・・・・） 
 　ナオとゆかりの作戦は、この二度目の計画を以て、成功していたのだった。 
 
 　今、ナオとゆかりは、見張り役がテレビを見ていた室内から、外の様子を覗っていた。 
 　そこは、小さな部屋だ。 
 　ナオやゆかりを、含め、部屋に閉じこめられていた女性たちは、その監禁状態から解放され、今は、その小部屋に潜んで、他に見張り役となっている男達が外で巡回などをしていないか、確かめていた。 
 　しかし、その小部屋から外の様子を覗うと、今、自分たちが居る部屋は、丁度建物の二階にある場所に位置しているのだということが判っていた。 
 　部屋の外は、一階から、吹き抜けの鉄骨が剥き出しになった倉庫―――― 
 　しかも広い。 
 　何らかの資材や、物資が大量に放置され、管理されているところであるらしかったが、今、居る場所の二階からは、下の様子の一部だけしか見て取れなかった。 
 　だが、二階には、人の気配はしない。 
 　これは、逃げ出す、絶好のチャンスであるらしかった。 
 　最初に、その小部屋から、先陣を切って飛び出していたのは、ナオだった。 
 　彼女は、二階の小部屋から、鉄材で組まれた、同じく二階の通路を鉄骨の柱伝いに身を隠しながら移動すると、階段のある付近まで身を伏せて近付く。 
 　そして、辺りを注意深く見渡すと、人が見ていないことを確認して、ゆかりや他の女性たちを呼んでいた。 
 　一同は、階段付近で身を伏せると、更に一階の様子を覗う。 
 　先程も言ったように、二階の大部分は一階からの吹き抜けになっているので、ここから一階の様子を覗うと、一階の倉庫にはやはり人の気配は見当たらなかった。 
 　それを察すると、ナオとゆかりは、二人して、まず最初に一階へ降り逃走ルートを確認する。 
 　この大きな倉庫の出入り口は、二階からの階段を下りて、真っすぐ正面に見えていた。 
 　あとは、脱兎のごとく、その出口に走り野外へ逃げ出せばいい。 
 　女性全員は、恐る恐る一階に降り立ち、緊張しながらそのタイミングを計っていた。 
 　しかし・・・ 
 　そこに、思わぬ、声が掛けられていた。 
 「お、おい、お前たち、ちょっと待て。そこで、一体、何をしているんだ！？」 
 　それは、唐突な、男の声であった。 
 　一階にも、人の気配がないと思っていた矢先、そこで、一人の男に女性たちは呼び止められたことは、予期せぬ出来事であった。 
 （これはまずい・・・・・） 
 　今や、逃げ出そうとしている女性たちに、一瞬の緊張が走り抜ける。 
 　すると、次の瞬間、先ほど呼び止めた一人の男が、今気付いたように慌ててこう叫んでいた。 
 「お、お前たち！　まさか、二階から逃げだしてきやがったな！　畜生、ふざけたまねしやがって・・・」 
 　その直後、その声を聞き付けたであろうと思われる、別の男達が、資材や物資の山積みになった倉庫内の陰から、ナオたちがいる階段付近の辺りを覗き込む様に顔を出すと、瞬間的に顔色を変えて次々に叫びだしていた。 
 「まずいぞ、そいつらを逃がすな。小城、竹島、武田、早く捕まえるんだ！！」 
 「おう、判った。逃がしはしねー。逃げられたら、たまったものじゃねーからな」 
 「やろう、逃げられると思ったら大間違いだぞ！」 
 「くそう、どうやって逃げ出したんだ・・・」 
 　・・・・・・・・・ 
 　その声を受けると、さすがにナオたちは慌てていた。 
 　まさか、人が居るとは、思っても見なかったからだ。 
 「まずいわ、このままだと捕まる。ゆかりどうする？」 
 　男達に見つかった直後、ナオはそう言うとゆかりに対し意見を求めていた。 
 　すると、ゆかりは、 
 「判ったわ、それじゃ、ここからはみんな、散々になって逃げましょう」 
 　そう言って、他の女性たちに、倉庫内の各所へばらばらになって逃げようと、指示を出していた。 
 　そこから捕り物劇と逃走劇が、始まりを迎えたのである。 
 　女たちは、男達の目を掻い潜って、資材や物資が山積みになっている迷路のような通路の合間を縫って、逃走をはかる。 
 　しかし、それをさせじと、男達は、女たちの逃げる方向を予測して、回り込み、それを阻止しようとする動きを見せていた。 
 　男達の数は、全部で十五人近くいる。 
 　彼らは、先程まで物資の在庫管理の調べものをしていたらしく、山積みにされた荷材の陰に姿が隠れ、ナオたちの目には見えなかった為、初めその倉庫内には誰も居ないと思っていたのは、間違いであるらしいということが判っていた。 
 　その為、その男達が、倉庫内を駆け回って逃げた女たちを捕まえようと奔走すると、女性たちは、慌てて逃げ道を探しパニック状態にもなっていた。 
 　男達は、女に逃げられでもしたら、一大事だと思っているらしく、必死になって女たちの姿を探し倉庫内を駆け回る。 
 　しかし、なかなか、捕まえられるものではない。 
 　相手は、女たちとはいえ、広い倉庫内の荷材の裏に隠れたりして、身をひそめられるので、その捕り物劇は困難を極めていた。 
 　だが、男達は、なんとか女たちの姿を見付けると、数人係で挟み撃ちをしたり、待ち伏せて捕縛を始める。女たちは、捕まると、悲鳴を上げ暴れるが、捕まった以上逃げられずどうすることも出来なくなっていた。 
 　そんな中、ナオとゆかりは、今やっと、倉庫の出入り口近くに来ていた。 
 　出口は目の前だ。 
 　このまま外に逃げ出せば、捕まる可能性が低くなる。 
 　しかし、ここに来て、二人には迷いが生じていた。 
 　それは、先程から、ナオとゆかり以外の他の女性たちが、男達に捕まり始めているからだ。 
 　ナオとゆかりは、仮にも、特務機関の隊員である。 
 　その二人が、再び捕まってしまった女性たちを、このまま見捨てて、逃げてしまっていいものかと思ったからだ。 
 　逃げれば、確かに、人身売買の商品にされず、海外に売り飛ばされることは免れることが出来るだろう。 
 　だが、二人の立場上、自分だけが助かりたいという我が侭は、この場合許されなかった。 
 「ゆかり、どうする？　このまま、捕まった彼女たちを、おいてはいけないわ」 
 「確かにそうね。でも、誰かがこのまま逃げて、警察や特務機関にこの事を報せなければ、意味がないのも事実よ」 
 「それじゃ、ゆかり、あなたが一人で逃げて。私は、このままここに残り、捕まった女性たちの身の安全を図るその役をかってでるから・・・」 
 「でもそれじゃ、今後、そう簡単に逃げられなくなるわよ。それでもいいの？」 
 「まあ大丈夫でしょ。あなたが、報せてくれれば、私も含め他の娘も助かるんだから・・・」 
 「そうね、確かにそうかも知れないわ。それじゃ、私はここを逃げ出すから、あとはよろしく頼むわね。くれぐれも宮坂には気をつけるように」 
 「ええ、判ったわ、あとは任せて。助けが来るまで、大人しくしているから・・・」 
 　ナオは、ゆかりとのやり取りを終えると、さっそく彼女を外へ逃げるように促していた。 
 　長居は無用だ、そうと決まれば、早くゆかりだけでも、ここを脱出した方が良いのである。 
 　しかし・・・・ 
 　そう言って、二人が話していると、その時、突然、何の前触れもなくガラッと倉庫の出入り口の扉が開く。 
 　そして、そこから徐に、二人の男が姿を見せていた。 
 　・・・・・・・・・ 
 　ナオとゆかりが、その直後、驚きに目を丸くする。 
 （まずい、あの二人だ・・） 
 　彼女たちが、見た先には、見覚えのある男達が二人、にやけた顔をしてそこに立っている姿が目に映っていた。 
 　宮坂の部下らしい、筋骨隆々の大男と、髭面の頬のこけた痩せぎすな男である。 
 　彼らは、突然、倉庫の出入り口に現れると、手に何やら黒光りするものをかざして、ナオとゆかりにそれを向けてくる。 
 　そして「動くな！」と、一言そう言って来ていた。 
 　銃だ。 
 　彼らが、手にしていたのは、リボルバー式の拳銃である。 
 　それで、ナオとゆかりの二人は、それを見ると硬直し、顔を強ばらせてしまっていた。 
 　どうやら、このまま逃げれば、それで撃ち殺されてしまうらしい。 
 　これでは、逃げ出すどころか、万事休すの状態だったといえるのだった。 
 「まったく携帯で、すぐ連絡を受けて来てみれば、下着姿の女が二人今にも脱出をはかろうとしてるとは、呆れたぜ」 
 　二人いる内の、筋骨隆々とした男がそう言うと、手元の拳銃を小突いて降参するように仕向けてくる。 
 　その銃の照準は、ナオとゆかりにしっかりと向けられていた。 
 　不穏な行動をすれば、撃たれる可能性が高い。 
 　二人にとって、それは、どうしても避けたかった事態だ。 
 「このまま逃げれば、お前たちを撃ち殺すからな・・・」 
 　男は言う。 
 　男のその言葉の意味をそく悟ると、不本意だったが、ナオとゆかりの二人は、それに観念し、そのまま手を挙げて降参の色を示すしかなかった。 
 　もう逃げられる道もなく、機会もない・・・・・ 
 　その為、彼女等は、悔しそうに手を握り締めると唇を強く噛み締めて、うな垂れ辛酸を舐めるがごとく、その意に従っていたのは言うまでもない。 
 　この倉庫からの、脱出は失敗に終わったのである。 
 　それは、絶好の脱出のチャンスを逃してしまったという事でもあり、警察や特務機関に、勅使河原の余罪に関する情報を、報せに走るということさえも逸してしまったというべき事でもあった。 
 




第五節


 　古い言葉に、こんなものがある。 
 　〝長蛇を逸する〟 
 　この言葉は、惜しいところで、丁度いい機会を、とりにがしてしまうという事の喩えであるが、ナオとゆかりにとっては、それはまさに、今回その長蛇を逸してしまった状況にあった。 
 　先程、監禁されていた倉庫の二階の部屋から、まんまと逃げ出したナオ、ゆかり、そして、その他の女性たちであったが、今はまた、そのもとの監禁室といえる部屋の一室にへと戻され、苦汁を嘗めることとあいなっている。 
 　その為、彼女たちは、せっかくの脱出のチャンスを逸してしまい、今現在、一言も言葉を発せず、その監禁されている部屋の壁に、背をもたれかけるような格好でうな垂れている様子が目についている。 
 　結局、逃げた女性たちは、その後、ナオとゆかりを含め、全員男達に捕らえられ、強制的に施錠を受けてしまったのだ。 
 　いま女性たちは、みな手に、手錠をはめられ、その自由が奪われた状態にあるといってもいいすぎではない。それは、また女性たちが、馬鹿な気をおこし、逃げ出さないことを配慮に入れられた措置だったが、彼女たちにとって、それは不運としかいいようがなくなっていた。 
 「ねえナオ、これからどうする？」 
 　そんな監禁室の部屋の中で、今、二階堂ゆかりは、隣で膝を抱えうな垂れているナオに、声をかけると、困ったようにそう聞いてきていた。 
 　彼女、ゆかりとしては、今後のことが心配であるのだろう。 
 　脱出に失敗し、また監禁され、この部屋に閉じこめられているのだ。これからの、自分たちは、一体どうすればいいのか、疑問に感じるのも無理はなかった。 
 　しかし・・・ 
 「どうするって、そんな事、私にも判らないわよ・・・・」 
 　ゆかりの言葉を受けて、ナオは、そう言って素っ気なく答える。 
 　彼女は、膝を抱え、座ったまま室内の扉の方に目を向けると、隣の部屋の監視室で、見張り役をつとめている男達の様子を覗い、また落胆したように膝頭に顔を埋めていた。 
 　今回から、隣の監視室で見張り役をつとめる男は、三人になっている。 
 　それは、もう二度と、女たちを監禁室から逃さないための処置であったが、ナオたちにとっては、いい迷惑のなにものでもなかった。 
 　だが、先程、お色気作戦で、気絶させた最初の見張り役の男は、今は、隣の部屋にはいない。 
 　彼は、ナオとゆかりの脱出作戦に、まんまと引っ掛かり醜態を曝したことで、あの宮坂の部下である筋骨隆々の大男と頬のこけた髭面の痩せた男に、こっ酷く叱られ、お役御免の憂き目にあっていたからだ。 
 　それもそうだろう、彼は、女たちが男たちに捕まって、この監禁室に戻されるまで、一人この二階の部屋で、汚らしい一物をズボンからはみ出したまま気絶していたのだ。怒られて、当然でもあるといえた。 
 　その為、隣の部屋の監視室には、何度も言うように、三人まで見張り役が増やされていた。 
 　彼らは、先程から、女たちのいる監禁室を扉の窓から覗くと、不審な行動をとっていないか、 
 頻繁に目を光らせている様子でもあった。 
 　それら三人の男は、やはり、宮坂の部下であるらしいが、その中の見張り役の一人には、整髪料を頭髪に塗りたくって、髪を固めている長身の男がいた。 
 　彼は、市ケ谷信一といい、歳は三十過ぎの神経質そうな男であるのだが、見張り役の男の中でも、そのまとめ役を任された立場の男でもある。 
 　そして、あとの二人は、野坂と清水という街角で見かけるような、ちんぴら風情の男である。 
 　彼らは、先程から卑猥な話に花を咲かせており、頻りにナオたちが捕らえられている監禁室で蹲っている女たちの値踏みをして、時折、その部屋を覗いては好色な笑みを浮かべている様子で、ある意味、下種な男たちと同等の品のないありふれた男たちであった。 
 　しかし、こうなると、ナオがゆかりにこの後どうすればいいかと聞かれて、そんな事判らないと答えたのも、無理なからぬ事であったといえるだろう。 
 　何せ、見張り役が三人まで増えたのだ、これで、ますます厳重に監禁されてしまったといってもいい。また、先程と同じような手を使って、ここから逃げ出すことは、もう出来ないといっても言いすぎではなかった。 
 　今、思えば、先程ナオとゆかりが男たちの手から逃れて、倉庫の出入り口付近の目前に到達したとき、何の躊躇もなく、そのまま脱出していればよかったと、今更ながらに思う。 
 　再び捕まってしまった女性たちの、今後の身の心配をしたばかりに、逃げるのが遅れて、あの二人の男たちに、銃を突き付けられるというタイミングの悪い状況に、出くわしてしまったからであった。 
 　だから、結局、一度目の脱出が失敗して、二度目はもうチャンスはないと言ってもいいような気がしてくる。 
 　男たちとて、馬鹿ではない。 
 　女たちが、一度逃げたとなると、もう二度と逃がさぬように、監禁の態勢を強化するのは、否めない状況であったからだ。 
 　そんな事もあり、ナオは、今、非常に不機嫌であった。 
 　監禁室の部屋の壁にもたれ掛かり、体育座りをして、その膝に顔を埋めてはいるが、内心では脱出が失敗して、非常に落胆もしているのは事実であった。 
 　それに、今、ゆかりも含めて、ナオとその二人は、酷く寒気を覚えていた。 
 　それもその筈だろう、ナオとゆかりの二人に関しては、ブラとパンツの裸に近い格好をしていたからだ。 
 　何故、二人が、未だに、そのままの格好で、監禁室に居るのかはこういう事だ。 
 　彼女たちは、先程、逃げるために、下着姿になって見張り役の男を、この部屋にまんまと誘い入れた。 
 　そして、その男を、ゆかりが蹴りの一撃で気絶させて、逃げ出したわけだが、その時、彼女たちは、急いでいたので、服を着ずにそのまま下着姿の格好で他の女性たちと一緒に脱出していたのであった。 
 　しかしその後、女たちは全員捕まってしまい、この部屋に戻されたわけだが、結局、その後、誰がこの脱出計画を指揮して実行にうつしたかという責任追及の話が持ち上がり、ナオとゆかりは素直に、自分たちが率先して、脱出をしようと言いだしたのだと男たちに白状していたのだった。 
 　それで、結局、ナオとゆかりの二人が、その罰を受けて、パートの清掃員としての服を取り上げられ、未だに下着姿のままでこの部屋に監禁されてしまったということなのである。 
 　だから、今は、非常に寒気を感じていた。 
 　この部屋が、密閉された空間だとはいえ、今は一月初旬の冬の時期だ。部屋の中で、服を着ていても、暖房がないので寒い状況にある。それなのに、下着姿のままでいさせられるのは、かなり酷い仕打ちを受けているのだということが露骨に判っていた。 
 　それに、新しい見張り役の野坂と清水という男は、先程からナオとゆかりの体を、物欲しそうに嫌らしい目で見てくるのだ。 
 　だから、それにも嫌悪感を感じて、鳥肌が立つ状況にもあいなっていた。 
 　だが・・・ 
 　そんな状況がつづく中、ナオとゆかりは、こんな時に、先程から空腹を感じてしょうがなかった。 
 　そう言えば昨日、ストリップ劇場で気を失って以来、何も食べてはいない。 
 　その為、腹が減っても、当然の状態であった。 
 　聞くところによると、食事は朝・昼・晩と三食、男たちが用意するということになっている。 
 　しかし、今朝は、脱出騒ぎで時間を費やしたため、朝食は準備されず、口に出来なかったのは皆同じであった。 
 　だが、今は、おそらく昼時だろう、脱出作戦に失敗して再びこの監禁室に閉じこめられてから、かれこれ四時間近く経過しているようにも思える。 
 　ナオたちは、時計を持っているわけではないので、正確な時間は判らなかったが、彼女たちの体内時計からすると、もうそんな時間帯であるのだろうという推測が出来ていた。 
 「でもナオ、さすがにお腹減ったわね？　一体、食事の時間はいつなのかしら。こんな状況でも、少しは食べ物をお腹に入れておかないと、腹が減っては戦はできぬって言葉もあるから、実際大変よね。もうすぐ、食事にしてくれてもいいと思わない？」 
 　そんな折り、先程まで無言のままただ漠然と時間を過ごしていた二階堂ゆかりが、その時、ナオに対して焦れたような口調で問いただすと、頻りに同意を求めてきていた。 
 　確かに、二回分も食事抜きの状態では、お腹が空くのも否めない状況といえるだろう。 
 　今は、ゆかりの言うように、何でもいいから、腹に収めておいたほうがいいように思える。 
 　しかしナオは・・・ 
 「ゆかり、ちょっとあなた、はしたないんじゃない？　仮にも敵に施しを望むなんて、針の穴に三本杉の毛が生えた末代までの恥よ。もっと、特務機関員としての、誇りをもちなさいよね」 
 　そう言って、また、小声で意味の判らない語録を口走ると、ゆかりに対し、少し怒ってきていた。 
 「でもねナオ、このまま何も食わず、居られるわけでもないでしょ？　だから、食事だけでも、しっかりととっておかなくちゃ、今後、何があるか判らないわよ」 
 　ゆかりの言葉は、正論である。 
 　いざというときに、空腹であっては、適切な判断力も鈍ったりするかもしれない。 
 　それに、一度目の脱出作戦が、失敗におわったとなると、これから長期戦になるかもしれないのだ。 
 　おそらく、監禁は、ウォンという男の船が、港に着くまで続くと思われる。 
 　それを考えると、今後、どうなるかは別として、しっかりとした体力だけは、温存しておかなければならないと言えたのである。 
 「ウーン、確かにそうかもしれないけど。私としては、いくらお腹が減っても、あんな男たちの用意した食事に、手なんか付けられる気分じゃないわ。私は、あくまで抵抗するから、食事が来たらあなた一人で食べなさいよ・・・」 
 　ナオの、意地を張った発言、 
 　彼女としては、どうしても、犯罪者たちの施しなど、受け入れる気にはなれなかったのであった。 
 　しかし・・・ 
 　それからかれこれ、更に一時間がして、ようやく昼の食事が運ばれてくる時間になっていた。 
 　隣の監視室には、慌ただしく三人の男たちが現れ、配膳らしい準備が始まりを迎えようとしていた。 
 　それと時を同じくして、ナオたちが監禁されている監禁室の部屋にも、おそらくスープの匂いだと思われる香が、プーンと匂いたってくる。 
 　その匂いを嗅ぐと、美味しいかどうかは別として、腹がグウッと唸るのも無理はなかった。 
 　食事の準備は、ナオたちと一緒に捕らえられている他の女性たちが言っていたように、三人の男たちによって運ばれてきていた。 
 　その男達は、どれも若い男たちだ。 
 　いずれも、宮坂の部下であるようにも思われるが、彼らは、やはり胸元に拳銃を携帯しており、スーツの上着からそれがちらついてかいま見えていた。 
 　男たちは、監視役の三人の男たちに、監禁室の扉の鍵を開けてもらうと、そのままトレーに食事を乗せたまま部屋の中に入ってきていた。 
 　そして素っ気なく「飯だ」と一言いうと、女性たちの一人一人に、その食事をトレーのまま無造作に差し出し、無愛想にそのまま部屋を出ていってしまっていた。 
 　その後、見張り役の男たちが続いて部屋に入ると、食事が食べられる様にと女性たちの手にはめられていた手錠を外し、腕の自由を解放している。 
 　ナオとゆかりも、手錠を男たちに外してもらうと、彼らが監禁室の部屋から出ていくまで待って、徐に食事に手をつけ始めていた。 
 　食事は質素なものだ。 
 　カチカチのフランスパン二切れに、野菜スープ、そして付け合わせとして二本のソーセージが銀色のトレーの上に乗っているだけだ。 
 　まさか、豪華な食事が出てくるとは期待していなかったが、捕まっている以上、このような食事にありつけるだけでも上等であるというしかなかった。 
 　しかし、その中で、最初にその食事に手を付けていたのは、ナオであった。 
 　彼女は、先程ゆかりに「食べないわよ」、等と言っていた割りには、そんな事すっかり忘れてしまったかのように、食事をはやくも頬張り始めている。 
 　それを見ると、ゆかりは、一頻り苦笑いしたが、自分もスプーンを右手に持ちまだ温かいスープを啜りだしていた。 
 「しかし不味いわね、この食事、一体誰が作っているのかしら？」 
 　そんな中、ナオは、一人機嫌の悪そうに悪態を吐いている。 
 　どうやら、スープの味が、お気に召さなかった様子だった。 
 　だが結局、食事が終わってみると、ナオは、トレーの上にあったすべての食事を綺麗に平らげ、程なく空腹は満たされた状態になっている様子だった。 
 　ある意味、ナオは、現金なのかもしれない。 
 　そしてその後、監禁されている以上、何もすることはなく、食事が終わるとまた無言で時間が過ぎるのをただ待つだけになっていた。 
 「ねえ、それにしてもゆかり、ここだけの話なんだけど、私達が宮坂に誘拐されて連れさられたって言うこと、特務機関や警視庁は把握しているのかしら？　あの彼、関谷くんは、その事に気付いて、課長に連絡は入れてくれたとは思うけど、ある意味、わたしたちが、ここから自力で脱出できないとなると、特務機関や警視庁が、ここの場所をつきとめて助けにきてくれることを願う以外、他に方法がないような気がするのよね。その事に関して、あなたどう思っている？」 
 　ナオは、徐に口を開くと、そう言ってゆかりに話題をふっていた。 
 「確かにそうね、このまま私たちが監禁されたままだと、最悪の場合、私たちは海外の見も知らぬ国へと売り飛ばされてしまうかもしれないしね。これから、脱出の機会がめぐってこなければ、万事休すだわ。だから、助けが来れば一番いいのは事実だけど、特務機関本部と連絡を取る手段もないし、どうすればいいか私には判らないわ。事がいい方に運んでくれることを願うしかないわね」 
 　ゆかりは、ナオの言葉を受けてそう言うと、何やら複雑な表情をして、押し黙ってしまっていた。 
 　彼女にしてみれば、なんとかもう一度、この監禁室から脱出を試み、逃げ出したいのは山々であったが、果たしてその脱出が可能であるかどうかは疑問でもあった。 
 　見張り役が三人に増え、しかも、一度脱出に失敗して男たちに捕まっているのだ。 
 　男たちが、二度目の逃走を警戒し、目を光らせているのは事実なのである。 
 　だから今度は、そう簡単に、逃げ出すことは出来そうにはなかったのだ。 
 　・・・・・・・・・・・ 
 「おおぉ、お前ら、さすがに大人しくしているな。いい心掛けだ、また逃げ出すことなんか考えるなよ。今度逃げたら、ただじゃおかねえからな・・・」 
 　だがその時、監禁室の扉の方で、男の声が聞こえてきていた。 
 　女たちがその声に気付き、扉の方へ顔を向けると、一人の男が、にやけた顔をして扉の窓から部屋を覗き込んでいる光景が目に付く。 
 　あの男だ・・筋骨隆々とした筋肉馬鹿みたいな男、 
 　その男が、やはりもう一人の痩せた髭面の頬骨のこけた男と一緒に、今、ニヒニヒと下種な笑いをその顔に浮かべこちらを覗いている。 
 　ナオはそれを見たとき、その男達の挙動に嫌悪感を感じながらも、彼らと視線が合わないように膝に顔を落とし、無視を決め込みそ知らぬ顔でそれに応じていた。 
 　男たちの視線に、陰湿なものを感じ取ったからだ。 
 　彼らの目線は、自分とゆかりの下着姿の格好に釘づけになっており、どうやらその二人の男は、先程からナオとゆかりを物色するような目付きで見て物欲しそうにしていたからであった。 
 　何やら、嫌な予感がする。 
 　すると・・・ 
 「おいおい、そこのねーちゃん、赤越に黒川だったか？　オレたちを無視していないで、ちょっとこっちに来てみろよ。何か、話でもしよーぜ。ただ、膝を抱えてうな垂れていても、つまらねえだけだぞ。なあ、こっちへ来いよ・・・」 
 　男たちはそう言うと、ナオとゆかりに誘いの言葉を掛けて、また、ニヒヒと卑猥な笑いを繰り返し、下種な男の本能というべきスケベ心を丸出しにしていた。 
 「話？　あんたね・・私たちは、あなたたちと話しすることなんか何もないわよ。それよりも、私たちの服返してくれないかしら？　もう罰は十分でしょ。私たちが、風邪ひいたらどうするのよ。熱出して気持ち悪くなったら、ここにゲロ吐き出してやるからね、そのつもりでいなさいよ」 
 「そうよ、仮にも私たちは女性なのよ。それを、こんな格好のままで、何時までもいさせられるなんてちょっと酷い仕打ちといってもいいんじゃないかしら？　もっと、女性の扱いには、気をつけてもらいたいわね・・リエの言うとおり、早く服を返しなさいよ。でないと警察に訴えるから・・・」 
 　男たちの言葉を受けて、ナオとゆかりは少しいきり立つと、そう言って男たちにあれこれと文句を付け出していた。 
 　彼女たちとしてみれば、何時までも下着姿の格好のままいさせられるのは、ある意味、羞恥に近い屈辱を受けているといってもいい。 
 　だから、寒さしのぎの意味もあるが、一刻も早く、身に纏うものを返してほしいのは山々であった。 
 　しかし・・・ 
 「ほー、それじゃお前ら寒いのか？　だがな、それはお前たちが悪いんだぜ。お前たちが、馬鹿な気を起こしてここから逃げ出すからそんな目に遭うんだよ。もし、服を返してほしいんだったら、今ここで裸踊りでもしてみろ。そうすれば、返してやらねーわけでもないぜ。それが出来ればの話だがな・・・ヒャハッハッハッ」 
 　筋骨隆々の男は、そう言うと、意地悪く惚けた面をして、ナオとゆかりに笑ってみせていた。 
 　それは、無理な要求をして、ナオとゆかりの二人を困らせることに喜びを感じているような、下種な男の笑いのようにも思えて、その時ナオとゆかりは眉を顰めたのは言うまでもない。 
 「ところでよ鎌田、この女たちを頂くのはどうするんだ。オレ、もう我慢できねーんだよ。幸い、今は宮坂さんもいねーことだし、この際だから今からたっぷりいたぶって頂いちまおうぜ。売り飛ばしちまった後じゃ、こんないい女と一発出来ねーからな。よう、どうするよ？」 
 　だがその時、今まで筋骨隆々の大男の脇で黙っていた頬のこけた髭面の男が、ナオとゆかりの体をジロジロと嫌らしい目で見ながらそう言うと、鎌田と呼ばれた大男に対して焦れたように催促を始めてしまっていた。 
 　彼は、先程からナオやゆかりには判らなかったが、彼女たちの下着姿を見ながら、扉のすぐ近くで頻りに股間の辺りを弄っている。 
 　それは、卑猥な行為であったが、男は相当女にちゃちを入れたくてうずうずしている様でもあり、その股間を弄る手を休めようとはしない様子だった。 
 「確かにそうだな磯貝。それじゃ、今、丁度嫌らしい格好をしている所だし、あのブラジャーとパンツをはぎ取って、その下の体を拝ませてもらうのもいいかも知れねーな。一発お願いするか・・・？」 
 　鎌田といわれた男は、磯貝という髭面の男に同意を示すと、二人してニヒヒと下種な笑いをもらして、何やら見張り役の男に指示し、女たちがいる監禁室の部屋の鍵を開けろと命令している様子だった。 
 　その男達の会話を聞いて、その時、ナオとゆかりは嫌な予感を胸に抱き、その体を強ばらせたのは言うまでもない。 
 　ここにきて、この二人に身の危険が迫ったことは、不運であったが、事の成り行き上、その後のナオとゆかりの運命は果たしてどうなるのかは疑問を差し挟む余地があったという事を、今、ここに明確に記しておこう。 
 




第六節


 　しなやかに、すらりと伸びる手足、そしてよく括れた腰付き、胸は丸く、形よく整い、ブラのカップによって、中央へと寄せられたその豊かな谷間は、男たちの獣欲をそそらせるにはたる、一品とも言えた。 
 　白い、吸い付きそうな肌は、きめ細やかく、身につけているものは、上下の下着一枚だけ。 
 　そんな二人の姿を目にすれば、どんな男でも一度はものにしてみたいと思う、それが、心情かもしれない。 
 　女性特有の、優美な体の曲線は、欲情をわきたたせる罪な要素もある。 
 　そんな事もあり、今ナオとゆかりは、男たちを目の前にして、至極、身の危険を感じる状況に直面していた。 
 　目の前には、にやけた顔の鎌田と磯貝がいる。 
 　鎌田とは、筋骨隆々とした男の事で、その下の名は、隆治と言う大男であった。 
 　それに、髭面に、頬がこけた痩せ形の男。 
 　この男は、磯貝一樹といい、見るからに女好きな色餓鬼である。 
 　二人は、見張り役の男たちに、監禁室の部屋を開けさせると、その顔にだらしのないにやけた表情をさらしながら、ナオとゆかりの前に迷う事なく近付いてきていた。 
 　そして、ナオとゆかりの目の前にまで来ると、下品な言葉づかいで、好色そうに顔を歪ませ、誰の耳も憚らず、こんなことを言ってまた卑猥な笑いを一頻りもらすのであった。 
 「さあ、赤越に黒川だったかな、これからお前たちには、そこのベットで一仕事してもらうから、早くその下着を脱げ。これから、オレたちが、たっぷりと可愛がってやるから、言うことを聞けよ。でないと、力ずくでもお前たちを、丸裸にしてやるからな・・」 
 　その言葉を受け、ナオとゆかりの表情に、険悪の兆しがさす。 
 　それは、その要求を素直に受け入れる気は、さらさらないといった表情でもあり、二人の男たちを、極端に拒絶した態度でもあった。 
 「ほ～う？　お前等、オレたちに、逆らえる立場だと思っているのか？　どうせ、お前たちは、このままウォンさんに売られて、異国の男の愛妾として生きていかなければならない運命なんだ。その前にちっとばかり、オレたちを楽しませてくれてもいいだろう。そんな嫌らしい体しているんだ、さぞ、あっちの方も、具合がよさそうだろうと思うぜ。だからそんな顔せず、早くその下着を脱いで、これからオレたちに奉仕するんだ。オレたちが、たっぷりお前たちを調教して、その可愛いおっぱいを心いくまで揉んでやるから、素直に言うことを聞くんだな。こう見えても、オレたちは、そっちの方に関しては達人なんだ。だから、楽しみにしていな、きっと後悔はさせやしねーよ・・・」 
 　その言葉を聞くと、ナオは、 
 「冗談でしょ？　誰が、あんた達なんかと・・・・私はね、男嫌いで有名な女なのよ。たとえ、あんたが達人であろうと、ただの筋肉馬鹿みたいな男に、嫌らしいことされるくらいなら、猿と一緒に寝たほうがまだましよ。だから、さっさとそのケツまくってこの部屋から出ていきなさい。でないと、あなたの脳天に踵落としお見舞いして、魚の餌にしてやるから、そのつもりでいなさいよ・・・」 
 　そう言うと、ナオは身を捩って壁ぎわに退避し、男たちの手の内から避けようとして、その体を両手で抱く様にして身を庇っていた。 
 　その直後、ゆかりもナオに習うかのように、男たちの前から身を退き、壁ぎわに移動する。 
 　二人は、嫌悪感の為、その肌に鳥肌が立っているらしく、腕には細かいぶつぶつが垣間見えて、極端な気色の悪さを感じ取っている様子だった。 
 　すると、男たちは、口で言うだけではダメだと思ったのか、次には、鎌田という大男の方が、近くにいたゆかりの腕に手を延ばすと、半ば、強引な形で床に座り込んでいた彼女を、その上に立たせようと無理矢理引っ張っていた。 
 「ちょっと止めなさいよ、私に触らないで！！」 
 　それを受けて、ゆかりが男に対して抵抗を示す。 
 　すると、それを見たナオは、突然、立ち上がると、鎌田という大男に対して素足のまま回し蹴りをお見舞いしようと、身を捩って足を振り上げていた。 
 　だが・・・ 
 　鎌田は、その一撃を、平然として避ける。 
 　ナオは、まさか、男がそれを避けるとは思っても見なかったので、回し蹴りを仕掛けた直後、その回転の勢いでバランスを崩し、部屋の床に尻餅を付き、そのままそこへおケツをつける状態になってしまっていた。 
 「おうおう、ずいぶん威勢のいいねーちゃんだな。突然、回し蹴りなんか仕掛けてくるなんて物騒だぜ。しかしまあいい、最初はこっちのショートカットの女からだ。野坂、清水、お前たちは、そこの赤越って言う女が暴れねーように押さえ付けていろ。この女を可愛がったら、お前たちにも、少しはいい思いさせてやるから、決して暴れさすんじゃねーぞ。これから、いよいよ裸にして、一発お見舞いしてやるんだからな」 
 　鎌田はそう言うと、見張り役の野坂と清水に厳命し、ゆかりの腕を掴んだまま、やはり強引にその体を自分の方へと引き寄せていた。 
 　大男に、命じられた野坂と清水は、ナオのもとに走り、即座に彼女の腕と肩を掴んでその体を押さえ付ける。 
 　二人の男に押さえ付けられて、それには、さすがにナオでも、身動きがとれない状態になっていた。 
 「あっ、ちょっと何するのよ、放して。腕が痛いじゃない、乱暴はよしてよ」 
 　そんな中、ゆかりは、大男に腕を捕まれ暴れている。 
 　しかし、鎌田という大男の力は、尋常ではなく、ゆかりは暴れた代わりにかえって強く押さえ付けられてしまっていた。 
 「さあ、これからが楽しみだ。まずは、そのブラをはぎ取って、その下の中身を味わってやるぜ。ちょっと小振りだが、うまそうな胸しているから、結構楽しめるかも知れねーしな。くれぐれも、じっとしていろよ、動くんじゃねーぞ」 
 　そう言うと鎌田は、ゆかりの両腕を掴み、そのままベットの脇へと連れていくと、その上にのしかかる様にして、彼女を背中側から押し倒し、そのまま仰向けの状態でベットに押さえつけてしまっていた。 
 　それを受けて、もう一人の男、磯貝が、ベットの反対側から腕をのばし、ゆかりを動けないように更に押さえこむ。 
 　そして磯貝は、よだれを垂らすようにして、ニヒヒと下品な笑いを一頻りもらしていた。 
 「ゔーっ、ちょっと放しなさい！　放してよ！　私は、あんた達なんかの言うことなんて、絶対に聞かないから。女性に、乱暴するなんて非道よ！！　その顔に、唾ひっかけてやる！」 
 　ゆかりは、ベットの上に仰向けになりながらも、必死になって身を捩り、抵抗を試みる。 
 　しかし、大の大人の男二人にかかっては、細身のゆかりの力では、どうすることも出来ない。暴れれば、暴れるほど、強い力で押さえ付けられ、ゆかりは腕を自分の頭の上に上げたままの状態で、無防備にもブラで包まれた胸を男たちの目の前に曝してしまっていた。 
 「さあ、それじゃ、さっそく拝ませてもらうか。お前の胸は、どんな形しているのかな？　乳首の色は赤か？　それともいやらしく、ピンク色しているわけじゃねーだろーな・・・・」 
 　そう言うと鎌田は、ゆかりの胸元に手を延ばし、その胸をおおっている下着に手を掛けようとする。 
 　するとナオが、ゆかりの危機を察知して、声のあらん限り叫んでいた。 
 「ちょっと、やめなさいよ！！　そんなことして、ただで済むと思っているの！？　その汚い手を、引っ込めなさい。でないと、あなたのキンタ〇、豚の餌にして、掃き溜めのなかに放りこむわよ。それが嫌なら、すぐ昌代を解放しなさい、でないとただじゃ済まないわよ・・・！！」 
 　ナオにとって、ゆかりの身の危機は、看過できない一大事でもあった。 
 　彼女は、仮にもナオにとっての親友なのだ。 
 　そのゆかりが、自分の目の前で汚らしい男の手に掛かり、玩ばれる姿は見たくはない。 
 　だからナオは、二人の男に押さえ込まれながらも、必死になってゆかりを助けようと、その拘束から身を捩って暴れだしていた。 
 　しかし・・・ 
 「おい、その女うるせーから、これで口を塞いでおけ。せっかくこれから楽しめるのに、ギャーギャー喚かれたんじゃ、邪魔だからな。いいか、きつく縛るんだぞ。これで少しは大人しくなるだろう」 
 　鎌田は、ナオを拘束している見張り役の野坂と清水に、ポケットから大きめのハンカチを取り出すと、それを放り投げ二人に渡していた。 
 　それを、野坂という男が受け取ると、彼は、鎌田の言葉にうなずいて、ナオの口元に無理矢理ハンカチを噛ませ、そのまま口を塞いでしまっていた。 
 　それで、ナオは、ウーウーと唸るだけで、声の出せない状態になる。 
 　いくら叫ぼうにも、声にならない状況に、なってしまっていた。 
 「おい鎌田、早くしろよ。オレはもう我慢できねーぜ。あっちの方はもう、ビンビンに立ってきてるんだ。だから、この女の身ぐるみ、とっとと剥がしちまおうぜ。その後は、オレたちの玩具だ、心いくまでいたぶってやるぜ！」 
 　その直後、磯貝が鎌田に対し、焦れたように催促を始めている。 
 　それを受けて鎌田は、やはり下品に笑うと、磯貝の言葉にうなずき、ゆかりの正面に向き直っていた。 
 「よしそれじゃ、まずはブラからだ。こいつは上物だから、なかなか期待できるぜ。よく見ていろよ、いまから丸裸にしてやるからよ・・・・」 
 　鎌田は、そう言うと、気を取り直しゆかりの胸に手を延ばして、その下着に手を掛ける。 
 　そして、両手を使って、その下着をゆかりの胸の双丘にそって、上方へと捲り上げていた。 
 「い、嫌！　ちょっとやめて！　ダメっ！！」 
 　するとその直後、ゆかりが身の危険を感じてか、堰を切ったように暴れだす。 
 　しかし、押さえつけられている以上、男の手を止めることは出来なかった。 
 「嫌、嫌、嫌、やめて触らないで！　やめろって言っているでしょ！！」 
 　ゆかりの抵抗は、更に続く。 
 　だが、鎌田は、それを無視して、期待のこもった薄ら笑いを浮かべると、そのまま無造作にゆかりの着けていたブラをたくし上げ、一気にはぎ取ってしまっていた。 
 「・・・・・・」 
 　その直後、小刻みにその乳房を揺らして、男たちの目の前にゆかりの胸の双丘が顕わになる。 
 　それは小振りだが、少し先の尖った、形の良い丸い綺麗な乳房であった。 
 　それを見ると、男たちは、更に色めき立っていた。 
 「おおぅ、たまんねーぜ、さすがに上物だ。見ろよ、乳首がピンク色して立ってるぜ。ケッ、何だかんだ言って、まだ何もしてねーのに、感じているんじゃねーのかこの女。まったく、はしたねー奴だぜ。これじゃ、下の方も、グショグショだったりしてよ？　しかし、はぎ取る楽しみが増えるぜ。待ってろよ、今すぐ気持ち良くさせてやるからな・・・」 
 「ケケケケケッ」 
 　男たちは、ゆかりの胸に釘づけになると、陰湿な笑いを洩らして、よだれを垂らしていた。 
 「ィ・・嫌ッ！」 
 　それを受けると、ゆかりは、羞恥の為に顔を真っ赤にして、横を向いてしまっていた。 
 　彼女としては、男たちの前に自分の胸を曝してしまったことに、ショックで声もでない状態に陥っているらしく、その目は涙目になっていた。 
 　だが、それを見た男たちは、逆に喜び、興奮している様子だった。 
 「ヴー・・ヴー・ヴー・ヴー・・」 
 　ナオが、それを見て、抗議の為か、ハンカチを口にくわえさせられたまま唸る。 
 　しかし、それは、男たちに聞こえていないらしく、あえなく無視されてしまっていた。 
 「それじゃ、今度はどんな感触か、じっくり試してみるぜ」 
 　筋骨隆々の男、鎌田は、ゆかりのブラを剥がした後、嬉しそうにそう言うと、今度は彼女の上に馬乗りになり、その胸に手をのばしはじめる。 
 　そして、意味不明な、喜悦の笑いを繰り返した後、そっとその胸に手を触れていた。 
 「いや・・いゃめてよー！！」 
 　鎌田は、ゆかりの胸に触れると、次にはゆかりの叫びも無視して、その柔かい感触を確かめる様にして、ゆっくりと手を這わせる。 
 　それからやがて、彼女の乳房を玩ぶ様にして、もみしだき始めていた。 
 　最初は、ゆっくりだった。 
 　彼は、親指と他の四本の指を器用に使って、こねる様にもみしだく。 
 　ゆかりは、それを受けると、苦痛を感じるようにその綺麗な顔を歪めて歯を食いしばる。 
 　こんな屈辱は、初めてだ。 
 　ナオとて同じことだが、ゆかりは、今の今まで、その体を男に触れさせたことはない。 
 　しかし、今、下種な男の手によって、いいように玩ばれてしまっている。 
 　これは、彼女にとって、最大の屈辱のなにものでもない。 
 （こんなのって嫌・・・！！） 
 　それが、ゆかりにとって、今現在の正直な気持ちであった。 
 　鎌田は、ゆかりの胸を玩ぶと、今度は更に興奮してきたのか、ぐっと適度な力を込めて鷲掴みにし始める。 
 　それを受けると、ゆかりの綺麗な胸は、大きく変形し、形をかえ悲鳴を上げるかのように柔らかく歪んでいた。 
 　すると、その光景に、磯貝は、やはり興奮を隠しきれなくなったのか、ゆかりの素裸な上半身へ身を乗り出す様にしてその顔を近付けると、彼女の肌の匂いを嗅ごうとして、その鼻面を胸の近くへと押しつけて、頻りに嗅覚を研ぎ澄まそうと懸命になっている様子でもあった。 
 「もうやめて！　や、止めてって言っているでしょ！！」 
 　その直後、ゆかりは、男たちのその理不尽な行為に、耐えきれなくなったのか、一際大きな声を出して拒絶の姿勢を明らかにする。 
 　しかし男たちは、平然としてゆかりを嫌らしい目で見ると、その行為をやめようとはしなかった。 
 「へへっ、叫んでもダメだぜ。しかし、結構小さい割りには、弾力のある胸だな。どうだ、俺の手の動きで感じてくるだろ。気持ち良かったら、声をあげてもいいんだぜ。そっちの方が、オレたちとしても興奮するからよ」 
 　鎌田は、そう言うと、得意げに手を動かし、嬲るような目でゆかりを凝視して更にその手に力を込めながら、嫌がる彼女をいいように玩んで、屈辱を味あわせ続けていた。 
 　それを受けると、ゆかりは、涙を流しその屈辱に耐えるしかない。 
 　これは、感じる行為どころか、彼女にとって、苦痛、以外のなにものでもない行為であったのは確かであった。 
 　・・・・・・・・・・・・・・・ 
 　二分後・・・ 
 「さて、それじゃ今度は、下の方を見せてもらおうか・・・・？」 
 　しばらくの後、先程から、ゆかりの胸をいいように玩んでいた鎌田であったが、今度は、彼は、その行為にも飽きたらしく、そのもみしだいていた手を徐に止ると、次には、ゆかりの股間の辺りに目を這わせ、さらなる楽しみを見付けたように、目を光らせ始めてしまっている様子だった。 
 　次の行為は、おそらく、ゆかりの陰部を攻めるつもりなのだろう。 
 　そこは、女性にとって、もっとも羞恥に値する部分であり、そして感じる部分でもある。 
 　その為、鎌田の期待は、相当のものであるらしく、彼は、今以上に、喜悦をその顔に浮かべると、これからゆかりがどう反応するかを思い浮かべて、陶酔しているかの様でもあった。 
 「よし、それじゃ脚を開かせろ。これからが更にお楽しみだぜ。たっぷりといたぶって濡らしてやれよ、でないと、後で抜けなくなったら困るからな」 
 　その時、磯貝は、鎌田のボルテージに同調したらしく、ニヒヒと卑猥な笑いをその顔に浮かべて、気を急かせていた。 
 　磯貝は、鎌田以上に、好色な色餓鬼だ。 
 　その点から考えると、次の行為が待ちきれない様子で、頻りに鎌田に対し早くしろとその行為を促していた。 
 　だが・・・ 
 「ちょっと・・もうやめて・・・・・・それ以上、変なことするなら、私、舌噛んで死ぬわ！　もう放してよ・・・！！」 
 　すると、ゆかりは、さらなる身の危険を感じて、悲痛な叫びを洩らしていた。 
 　二人の会話から察するに、次にどんなことをされるかは、明らかだ。 
 　だからゆかりは、その行為をどうあっても、避けなければならなかった。 
 「まあ、そう泣くなよ。今すぐ下の方もグショグショに濡らしてやるから。しっかり濡らした後は、一番奥までねじ込んでやる。だから大人しくしていろよな・・・」 
 　しかし鎌田は、そう言うと、ゆかりの言い分など無視して、その彼女の脚に手を掛ける。 
 　そして、強引に、その脚を開かせようとして、手に力を込めていた。 
 　が、その時・・・ 
 　ゴガッ！ 
 　突然、いやに鈍い音がしたと思った、次の瞬間、ゆかりの脚を開かせようとしていた鎌田が、あろうことか、そのままの位置から横へと猛烈に吹っ飛び、その後、ベットの上から硬い床へともんどり打って真っ逆様に落ちていく光景が現出されていた。 
 「・・・・・・・」 
 　それを見て、唖然とする磯貝、 
 　だが、次に彼が目にしたのは、ハンカチで口を塞がれたまま憤怒の形相で目の前に立っている、ナオの姿であった。 
 「て・・テメエ、どうやって・・・・？」 
 　磯貝が、ナオの登場に驚き、その目を惚けたように丸くすると、次の瞬間、ハッと気付いて、彼女の後を覗き見る。すると、ナオの立つ位置から少し後方で、先程まで彼女を押さえ付けていたはずの野坂と清水が、床に倒れて気絶している様が目に飛び込んできていた。 
 　それを目にすると、磯貝は、 
 「テメーが、野坂と清水をのしたのか？！」 
 　といって、ナオを凝視し、その目を見開く。 
 　彼としては、信じられなかったが、この女が、鎌田も含め三人の男をのしたのだと、その時初めて気付いていた。 
 　ナオは、どうやら、磯貝と鎌田がゆかりにちゃちをいれている最中に、見張り役の二人の男を床に沈めて、その拘束から逃れ、更に、その後どうやったかは判らないが、おそらく蹴りで鎌田を吹き飛ばしたのだろう。 
 　それを知ると、磯貝は、驚異の目でナオを見据えて絶句していた。 
 　とても、一人の女が、出来る行為とは思えなかったからだ。 
 　・・・・・・・・・・・ 
 「うっ・・うゲぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ」 
 　しかし・・・ 
 　その直後、唐突に、磯貝が苦鳴をあげ始める。 
 　それは、息苦しく搾り出されるような、苦鳴であった。 
 　見ると、磯貝の首に、細い綺麗な脚が巻き付いている。 
 　女の脚だ。 
 　それに、磯貝は、首をギュッと締め付けられて、彼は手足をバタバタ泳がせて、暴れると、悶絶するようにもがき苦しんでいた。 
 「あなた達、よくも私を玩んでくれたわね・・・容赦しないから！！」 
 　そう、ゆかりがいつのまにか、ベットから身を起こし、磯貝の首を自分の両脚の間に挟むと、そのまま息が止まるぐらいの力で、その首を巧に締めあげていたのだ。 
 　それを見ると、磯貝は、ナオに驚き不用意にゆかりを押さえ付けていた腕の力を緩めたことを、この時、初めて後悔していた。 
 「うげぇぇぇぇぇ、やめろ死んじまう・・放してくれ・・放せよ！」 
 　磯貝は、見る見るその顔色を変え、頻りに悶絶する。 
 　だが、ゆかりは、情け容赦なくその磯貝の首を、脚に渾身の力を込めて締め付けてやっていた。 
 　これはある意味、逆襲である。 
 　彼女、ゆかりは、どうやら胸を玩ばれてもみしだかれたことに、相当腹を立てている様子で、磯貝という男が暴れようと、その行為をやめようとはしない。 
 　ゆかりは、女として憤慨しているのだ。 
 　昨日や今日、会ったばかりの男に、いいように玩ばれて黙っていられる訳がない。 
 　だから、彼女のその行為は、男がたとえ死のうと、そんなことはお構いなしに容赦がなかった。 
 （さっきの恨み、ここで晴らしてやる！！） 
 　それが今現在の、ゆかりの心境だったからである。 
 　・・・・・・・・・・・・ 
 　すると暫くして、磯貝の顔がだんだん血の気を失い青ざめてくる。 
 　最初は鬱血して、赤い顔をしていたその面貌が、次には青から紫へ・・・・ 
 　そして、頻りに暴れるその動きも、ピクピクと痙攣したような、まるで瀕死の状態にある重傷者のように変化して、よく見ると、磯貝は、口から白い泡を吹き出し始めていた。 
 　どうやら、彼はさすがに、落ちた様子だ。 
 　それもそうだろう、たとえ女の力とはいえ、首を締め付けられたのでは逃れる術はない。 
 　これである意味、形勢は逆になったと、いうべきでもあった。 
 　ゆかりは、泡を吹きだす磯貝の姿を見ると、更にもう一息とばかりに脚に力を込める。 
 　すると次の瞬間、磯貝は、ピタリとその動きを止め、ガクッと首を折ると意識を失い気絶してしまっている様子だった。 
 （まったく、ザマは無いわね。これでお相子よ、あの世で閻魔さまに断罪してもらいなさい。あなた達のような下種な男達は、地獄で絞首刑がお似合いよ。二度と、私の体に触らせないのだから・・・・） 
 　ゆかりは内心、心の中でそんな悪態を男に吐くと、その男、磯貝が気絶したのを確認して、彼の首を挟んでいた脚を解放していた。 
 　そして、気絶している彼の頭に、追い打ちとばかりに、踵落としをお見舞いする。 
 　すると、ゴキッ、という鈍い音がして、そのまま磯貝は白目を剥くと、滑る様にしてベットから床へと落ちていた。 
 　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 「ゆ、ゆかり大丈夫・・・・？」 
 　その後、心配そうにしたナオが、ゆかりの傍に駆け寄ってきて、肩を抱く様にしてゆかりを慰める。 
 　するとゆかりは、剥き出しの胸を押さえながら、ナオの体に身を預けるようにすると、その時、啜り泣くようにして咽び始めてしまっていた。 
 　どうやら、悲痛な感情が極まっていたらしい。 
 　それと同時に、男たちに玩ばれたことが相当ショックだったらしく、プライドの高いゆかりでも、今はそうすることしか、他にこのいいようのない余韻を、慰めることは出来ない様子でもあった。 
 




第七節


 「本当に、あの女たちが、鎌田や磯貝をやったのか市ケ谷？　オレには、いまいちそれが信じられないんだが、確かなんだな・・・」 
 　監禁室の隣の部屋、見張り役の男が詰めるその一室で、いま、あの宮坂義行と支配人の新見川が、驚きの声とともに疑問の表情をその顔に呈し市ケ谷に問いただしていた。 
 　先ほど、ナオとゆかりが鎌田や磯貝をのした後、丁度よいタイミングで、そこに宮坂と新見川が現れていた。 
 　彼らはその時、監禁している女たちの様子が、どうなっているかを見に来たのだったが、そこで見た光景は、四人の男が気絶して倒れている姿であった。 
 　見張り役の市ケ谷の話によると、赤越という女が、鎌田を含め野坂と清水を強引な回し蹴りでしとめ、黒川が強烈な蟹ばさみで磯貝に泡を吹かせたということである。 
 　それを聞いて、宮坂と新見川が、驚いたのは言うまでもない。 
 　それに、怪訝な表情も浮かべていた。 
 　野坂や清水はともかく、鎌田という大男まで気絶させたとなると只者ではない。 
 　たかがパートの清掃員として、ストリップ劇場に勤めるようになった普通の女に、果たしてそんなことが出来るのか？ 
 　鎌田は、彼らの仲間内のなかでも、剛勇として知られる男なのである。 
 　その彼が、一撃で気を失ったとなると、宮坂と新見川が驚くのも無理はなかった。 
 　しかし、その気を失った男たち四人は、今、どうなっているのかというと、先程、宮坂の命令で、倉庫内で仕事をしていた男たちを呼び出し、女たちのいる監禁室から、気を失ったままの格好で不様にも運び出されていたのだ。そして、同じく、この倉庫の二階の別室で、いま介抱されているといった具合なのだ。 
 　だが、彼らには、この後、宮坂の方からきついお叱りが待っている様子だ。 
 　宮坂は、自分がここに居ない間に、鎌田と磯貝が馬鹿な気を起こして、ナオとゆかりにちょっかいを出したことに腹を立てている様子で、先程から、不機嫌に苛立ちを見せていたからであった。 
 　彼にしてみれば、ウォンに売り渡す大事な商品に、傷を付けられるのは、その商品の価値を下げることになると思ったらしく、見張り役の市ケ谷に、『どうして鎌田や磯貝に勝手な真似をさせたんだ！』と、怒鳴り散らしていたのだ。 
 　そして宮坂は、その数時間前にも、女たちの脱走騒ぎがあったということを知ると、それにも激怒し、その部屋にあった机を蹴飛ばしてその怒りを顕わにしていたのだ。 
 「どうしてお前たちは、オレの命令も聞かず、勝手なことをしているんだ。これじゃ、オレの部下として忠実さに欠けることは甚だしいぞ。もっと真剣に仕事をしろよ！　幸い、大事には至らなかったが、もし逃げられでもしたらオレたちの身が危うくなる。その事を、よく考えて行動しろだ、判ったか！？」 
 　そして宮坂は、その場に居合わせた、市ケ谷に対しても憤る。 
 　市ケ谷としては、自分に言われても他にどうすればいいのだと、その時、そう思ったが、宮坂には口答えできる訳でもなく、黙ってうなずき口を接ぐむしか無かった。 
 　悪いのは、スケベ心を起こして、女にちょっかいを出した鎌田と磯貝だ。 
 　それなのに、自分が叱られるのは割りに合わない。 
 　しかし宮坂は、そんなことおかまいなしなのか、隣に控えていた新見川支配人にも、「もっと教育を徹底しろ！」と、念を押す様にして当たり散らしている様子だ。 
 　だが、十分もすると、宮坂の怒りもおさまり、彼は、市ケ谷に監禁室の鍵を開けろと命じると、その部屋の中に足を踏み入れ、ナオとゆかりを含めた十二人居る女たちの前に立って、彼女たちの顔をジロジロと見渡していたのだ。 
 　特に赤越（ナオ）と、黒川（ゆかり）には、念入りに視線を注ぐと、彼は、他の男たちに命じて、服を持ってこさせるとそれを二人に投げ渡して「これを着ていろ！」といって、その辺に置いてあった丸椅子に腰を掛け座り込んでいたのだ。 
 　そして徐に、女たちに対して、こう話し掛けたのだ。 
 「しかし、君たちには悪いことをしたな。うちの部下が、君たちにちょっかいを出したことについては素直に謝ろう。オレとしても、君たちには無理矢理監禁しているとはいえ、傷は付けたくないんだ。こう見えても、オレは英国に憧れる紳士なんだ。特に、女性の扱いには気をつけている心算だ。だけどね、今回のことに関してはお相子だ。君たちは、聞くところによると脱走を企ててそれを実行にうつしたそうじゃないか。君たちの気持ちも判らないでもないが、君たちはオレたちにとっての大事な商品なんだ。だから、今回のような脱走騒ぎを起こすと、次には君たちを容赦なく傷つけてしまうかもしれないから気をつけな。オレたちとしても、それほど甘くはない。もし脱走されて警察にでもタレ込まれたら、大変だからな。だから、つぎ馬鹿な気を起こせば、迷わず君たちを撃ち殺す。まあ、そうなりたくなかったら、今後も大人しくしているんだ。ここに居る分には悪いようにはしないからな・・・」 
 　だが、すると・・・・ 
 「宮坂さん？　私たちを、いつまでここに閉じこめておく気？　こう言っちゃ何だけど、わたし達は仮にもか弱い女性なのよ、それなのに、もう何時間も暖房なしの部屋で監禁されているなんて、耐えられないわ。いい加減、私たちを商品にしてウォンという男に売り渡すことは諦めて、ここに居るみんなを家に帰してもらいたい。そうすれば、何事も万事うまく解決し、何もこれから問題は起こらないで済むと思うわ。だからどう、この提案、受け入れる気にならない、これはいい話だと思うけど？」 
 　だが、そう言っていたのは、ナオである。 
 　彼女は、先程のこともあり、少し険悪な顔をしていたが、宮坂に対し、怒る風でもなくまた笑う風でもなく、ただ淡々として真面目な顔で、ダメはもともとと分かっていたが、一つの提案をしてみせていたのだ。 
 　それは、一方的な提案であったが、今の自分たちのおかれている状況を考えると、そういう言葉が出たとしてもおかしくない、妙に頷ける部分がありそうな提案でもあったのだ。 
 　だが宮坂は、それに冷笑し、まったく取り合う気にはなれなかった様だ。 
 「悪いがね、赤越君、私どもとしても金が欲しいんだよ。だから、今回もそうだが、今後とも人身売買の取り引きは重要なうちの資金源になってくるのでね、それをやめる訳にはいかない。だから、君たちは、このまま家に帰ることは出来ないね。残念だけど・・・・」 
 　だが・・ 
 　だがそう、それはやはり、宮坂の冷たい宣告であった。 
 　口では、丁寧な言い方をしている宮坂だが、黒峰会の準幹部だけありその腹は黒い。おそらく彼は、組織の資金を集めるための仕事をしているのだと思われるが、金のことになると冷徹に撤するようだ。 
 　だからナオ一人の提案は、敢えなく却下され、彼女たちの自由が解放される兆しはなかったのである。 
 「あっそうそう、それとね、君たちを、ウォンさんに引き渡す日時が決まったよ。当初の予定では三日後だったが、その時期が早まって明日には彼の船が港に着く。だから、君たちにとっては不運だが、あと少しの間この部屋で監禁させてもらう。だから、それまで、せいぜい日本に別れを告げて大切な思い出にひたっておくんだね。海外にいったら、更に自由な行動がとれなくなる可能性が高いからそうしておいた方がいい・・・君たちにも、一身上の都合というものがあるだろうから・・・」 
 　だがしかし、その宮坂の話は、唐突である。 
 　それを受けて、ナオと他の女性たちは、顔色を青くして絶句する。 
 「なんですって？　明日？」 
 　そう、それは、万事休すなのだ。 
 　ナオは密かに、二度目の脱出を計画していたのであったが、明日、ウォンという男に自分たちが引き渡されてしまうとなると、残りの時間は少ない。 
 　今回、このような騒ぎがあったあとでは、更に、監視は厳重になると予想される。 
 　そうなると、逃げ出せる機会はもう絶望的だ。 
 　だから、このまま、自分たちの身が売り飛ばされてしまうとなると、怒りを通り越して、落胆に近い思いがわいてくる。 
 　それはある意味、屈辱であるが、捕まっている以上、どうすることも出来ないことは確かで、非情でもあった。 
 「それじゃ、あなたはどうしても私たちをウォンて言う男に、売り渡すというのね？　それってちょっと、非人道的と思わないかしら？　私たちは、何の罪もない一般人なのよ。それに、まだ若いし日本でこれから人生を謳歌できるのに、それを人身売買のネタにされるんじゃ、これからどうすればいいのよ」 
 　だがそれは、ナオとしては、ちょっと弱気な発言を含んだ宮坂に対する痛切な抗弁だ。 
 　彼女としてみれば、たまったものではないのだ。 
 　人身売買の商品として異国へ売られていく、それはもう、二度と日本へ帰ってこられないことと同じ事を意味しているではないか。 
 　それに、見ず知らずの男の愛妾に、無理矢理させられることなど我慢がならない。 
 　だがしかし、どうあがいても今の状況は打破できないし、ナオでさえ弱気になるのも無理はなかったことなのかもしれないのだ。 
 　だがすると、それを察してか、宮坂が言う。 
 「まあ、まあ、まあ、そう余り悲観的になるな。前にも言ったように、愛妾にさえなれば、多少、身の自由がきかなくはなるが色んなものを買い与えられるかもしれない。ウォンさんが売り付ける先は、金持ちばかりと聞くからね、まあ、ここは覚悟を決めて諦め給え。決して悪いようにはならないからな・・・」 
 　だがその言葉に、ナオは押し黙る。 
 　それに、他の女性たちも同じであった。 
 　宮坂は、悪いようにはならないと自信をもって言うが、そんなこと信じられる訳がない。 
 　こうして捕まり、監禁されていること自体、悪い状況であるというのに良くそんな口がきけたものだと思う。 
 　だからこれから、ゆかりも含め、女たちはこの先どうするか話し合わなければならないと、宮坂の思いをよそに、そう心に思うしかなかった。 
 　このまま身売りされるのは、御免なのである、絶対・・ 
 「ああそうそう、それとね赤越くん？　君も、そうなんだけど、黒川くんと君は、以前、武術でもどこかで習っていたのかね？　あの鎌田を一発でのしたとなると、空手かテコンドウでも習っていたのかと思ってね。試しに聞いてみたんだが、どうなんだい？　少しぐらい、嗜みはあるのかい？」 
 「いいえ、わたしはただの何も出来ないか弱い女よ。昌代も、わたしも、武術なんか一切習った覚えはないわ。あの下種な男たちがのびたのは、相当、気がゆるんでいたからでしょう？　だから、気絶しようと、そのまま死のうと私たちの知ったことじゃないわ。もうあんな男たちを、私たちに近付けさせないでね。でないと、また必殺の回し蹴りをお見舞いしてやるから・・・・」 
 　そう、 
 　だがそうその時、ナオは嘘を言っていた。 
 　本当のところは、特務機関に入隊してから、柔道と合気道とテコンドウの指導を受け、今では、有段者としての称号を持つ。 
 　その為、たいていの男を床に沈めることは、お手のものなのだ。 
 　しかし、彼女が宮坂に嘘を言ったのは、自分たちが特務機関の隊員であることが、バレるのを恐れてのことである。 
 　もし自分たちが、潜入捜査でストリップ劇場に潜入していたということがバレれば、何をされるか判らないからでもある。 
 　だから、ここはなんとか嘘を言って、宮坂を誤魔化しておく必要性がある。 
 　あえて、こちらから、自分たちの素性を明かすことは、避けたほうがいいのだ。 
 　だがすると、それを聞いて宮坂は、意外とナオの言葉に納得し、それ以上は話を追求してくる事はなかった。 
 　彼は、多少は疑問気な顔をしてはいたが、大して、その事に興味はなかったらしく、一頻り頷くと、椅子から立ち上がって踵を返していた。 
 　おそらく、話を終わりにするらしい。 
 「それじゃ君たちは、ここで大人しくしているんだぞ・・」 
 　そして彼は、女たちに、一言そう言うと、監禁室の扉を開けて徐にその部屋を後にした。 
 　そして、見張り役の市ケ谷に、その部屋の鍵を掛けさせると、支配人の新見川とともにどこへともなく消えていってしまう。 
 　彼らは、これから何をするのか疑問だったが、残された女たちは、その後、一ヶ所に集って、話し合いを始めたのは言うまでもない。 
 　残された時間は、後わずかなのだ。 
 　だからその前に、なんとかここから脱出を計りたい、それが彼女たちの本気の願いの話でもあったのだ。 
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第一節


 「ええっ！　拉致！？」 
 　その時、特務機関のデスクフロアーで、そう声を上げたのは、驚きに目を丸くする柏木モモであった。 
 今、モモには、課長の佐渡の方から、昨日、ナオとゆかりが勅使河原によって攫われてしまったということが、重々しく告げられている。 
 　一月四日の夕刻、二人は拉致されてしまった。 
 　それを聞くと、モモは、手に持つコーヒーカップを、つと落としそうになって慌ててそれを握り直していた。 
 　何か変だ、と前々から思っていた。 
 　佐渡課長もそうだが、潜入捜査に参加していた関谷莞爾も、昨日からナオやゆかりのことについて、口をつぐみ話さなかった。 
 　その日の夜から、ナオとゆかりは、ストリップ劇場の潜入捜査から帰ってきていないのだ。 
 　それから察すると、二人に何かあったことは確かだと思っていた。 
 　しかし拉致とは、これは一体どういった了見なのか？ 
 　その時の柏木モモは、一時、理解不能の状態に陥っていた。 
 「課長、課長、拉致されたって、一体、どういうことなんですか？　それは、誘拐されてしまったということなんですか？　その事を、はっきりしてください。これは、一大事ですよ一大事・・・どうして、攫われてしまったんですか！？」 
 「まあ柏木、そう慌てるな・・・関谷の報告によると、ナオと二階堂はおそらく人身売買のネタにされて拉致されてしまったらしいんだが、今、その行方を警視庁の方が血眼になって探している。だから取り乱すなよ、お前が慌てると、この特務機関が大騒ぎになるからな・・・」 
 「人身売買？　そ、それって、人を売り買いするということですよね？　それじゃ、ナオ先輩と、ゆかり先輩は、どこかへ売られてしまうっていう事じゃないですか？　こうしちゃ居られません、早く手を打たないと二人にとも一生会えなくなってしまいますよ・・・」 
 　柏木モモは、そう言うと、慌てふためくようにして、特務機関員用のジャンパーを事務員の制服の上に着だし、特務一課のデスクフロアーを慌てて飛び出していこうとしていた。 
 　どうやら、佐渡の話を聞いて、パニくっている様子だった。 
 　だが、それを佐渡が止める。 
 「何やっているんだ柏木、お前は、どこへ行く心算なんだ？！　お前が慌てても、何の解決にもならないんだぞ。少しは落ち着け、いいか、ここでじっとしているんだ・・・」 
 「でも・・でも課長、早く二人を捜さないと大変ですよ。二人が誘拐されてしまったんじゃ、何されるか判らないじゃないですか？　勅使河原たちに、変なことされる前に探し出してあげないと万事休すですよ。だから課長、わたしを止めないでください。私一人でも、探してきます。早くしないと、二人ともどっか遠くへ連れていかれてしまいますよー！」 
 　モモはその時、真剣である。 
 　二人が攫われ、拉致されたとなると、その二人と仲のいいモモには、天変地異が訪れた位、それは大変なことだった。 
 　だから、こうしてはいられない、何か自分に出来ることがあるのならば、いま直ぐ、それを見付けだして行動に移したかった。 
 　ジッとしては居られなかったからでもある。 
 　しかし、それを聞くと関谷は、 
 「まあ、まあ、まあ、モーちゃん。君が一人で行動しても、どうにもならないだろ。ここは課長の言うとおり、ここにジッとして落ち着くんだ。何度も言うように、今、警視庁は二人を捜すために、捜査員を動員して都内の主要な港をしらみつぶしに当たっている。だから、心配はないよ。それにね、特務機関と警視庁は次の手を打つ心算なんだ。だからそう慌てず、騒ぎを大きくするなよ。君も一応、特務機関の隊員だろ、いいかい判ったか、とにかく落ち着くんだ・・・」 
 　彼は、そう言うと、モモの肩を押さえて落ち着かせようと努力していた。 
 「えーっ、判りましたよ・・・でもそれじゃ、次の手って、一体何をするんですか？　その手を打てば、ナオ先輩とゆかり先輩を探しだすことが出来るんですね？　それ、私に教えてくださいよ。私、そんな話を聞くと、二人が心配で心配でたまらないんです。だからどんな手を打つって言うのか言ってみてくださいよ。そうしないと納得いきません、ねえそうでしょ？」 
 　それに答えて、佐渡一課長がモモに言う。 
 「それはな柏木、この前、ナオと二階堂が潜入捜査で仕入れた情報に、勅使河原が、銀座で偽ブランド商品を売り捌いているという、重要な情報があったんだ。そこで、警視庁は、ナオと二階堂が拉致されたという緊急の事態でもあり、その勅使河原が経営していると思われる、銀座ブルーメントという店を、緊急摘発することになったんだ。当初、その報告を受けてから警視庁は、銀座にあるそのブルーメントと言う店を張り込んでいた。そして判ったのは、やはりその店が、黒峰会の息のかかった店であるということが濃厚となってきたんだ。だから、その店をこの際、緊急摘発し、その店で働いている勅使河原の部下に、勅使河原やナオ、二階堂の所在を問い詰めれば、二人が拉致された場所が判るかもしれない。柏木、お前が一人で探しだすより、そっちの方が確実で一挙両得にもなるんだ。だから、お前はここで大人しくしていろ、ナオみたいな勝手な行動は赦されないんだからな・・・」 
 　その課長の言葉を最後に、その日の三人の話は終始していた。 
 　そして、次の日を迎えるのである。 
 
 　所変わってここは、鉄材が剥き出しになった、寒い部屋、暖房がたかれない、その一室で、今、十二人の女性たちは、冷たい床に腰を落とし、それぞれに与えられた毛布に包まってじっと過ぎ行く時間を耐えていた。 
 　あれから更に、どれくらいの時間が経ったであろうか？ 
 　今は夜、八時間ぐらい前に夕食が運ばれてきて、それを食した後の時間帯である。 
 　だから、今は、深夜の二時か三時頃、見張り役の市ケ谷によって、もう既に監禁室の部屋の蛍光灯は消され、淡い小さな白熱球が一つ灯されているだけであった。 
 　しかし、その臼闇の中で、密談が交わされる。 
 　ナオやゆかりを含め、今、十二人居る女たちの中で、就寝についている女性の姿はなかった。 
 　それもそうだろう、昼間、宮坂に明日ウォンという男の船が港に着き、女たちの身柄が引き渡されるのだと告げられていた。 
 　それを考えると、悠長に、寝ていられる場合ではなかったのだ。 
 「ねえ、どうします赤越さん、私たち、このままじゃ、夜が明けたらいよいよ売り渡されてしまいます。そうなる前に、どうにかしてこの部屋を抜け出さないともう後がありませんよ・・・」 
 　今、そう言っていたのは、ここに捕らえられている中の一人、高坂美緒という女性だった。 
 　彼女は、ファミリーレストランで、働いていて騙され、ある都内の公園からここへ連れてこられてしまった宮坂の犠牲者の一人だ。 
 　その彼女が、ナオに対して、少し焦燥に近い顔を浮かべながら問いただしてくる。 
 　それを受けて、ナオは、隣に居るゆかりの顔を一度覗き見てから、こう言ってその場を仕切っていた。 
 「そうね、確かにそうかもしれないけど、私としても、これ以上どうやってここを抜け出せばいいか思いつかないわ。前使った手はもう通用しないし、それに見張り役があの市ケ谷っていう男じゃ、用心深すぎてヘタな小細工は通用しないような気がするわ。だから、ある意味、お手上げね。誰か、他にいい方法を考えてくれればいいんだけど、どう、いい考えはあるかしら？　あるなら、私に話してみて、どんな方法でもいいわ。この際だから、選り好みはしていられないし、上手くこの場を脱出できればそれでいいの。だからよく考えてみて、明日になってからでは遅いからね・・・・」 
 　そう言うと、女たちはしばらく押し黙る。 
 　ナオの言葉を受けて、真面目に考えている様子だ。 
 　彼女たちとて真剣である。ここから脱出する方法を考えださねば、身の危険に晒されるのは必死なのだ。だから、時間を気にしつつも、それからかれこれ十分近く、各自が頭を悩ませつつ、一生懸命になって脱出方法を模索していた。考えを搾り出している様子でもある。 
 「あの、こんな方法はどうでしょう？」 
 　すると、暫くして、そこへ口を開いていたのは、葛城幸恵という女性だった。彼女は、眉の秀麗な輝くような目を持つ女性で、その鼻梁もつんとして形よく勝ち気な感じのする美女だった。 
 　その彼女が、思い立ったかのように口を開くと、ナオやゆかりを見て一度髪を掻き上げる。 
 　そして、女たち全員が、彼女に注目する中、また口を開いていた。 
 「あのですね、私たちの誰か一人が、見張り役の男にトイレに行きたいと言ってこの部屋を出してもらうんです。幸い、今の見張り役は、あの市ケ谷っていう男一人だけだし、他の男はいません。だから、その時なんとかして、その市ケ谷という男から、この部屋の鍵を奪って脱出するんです。この方法はどうでしょう？　他に良い方法が思い浮かばないから、ちょっと難しいかも知れませんけど、赤越さんか黒川さんがこの役を買って出てくれれば上手くいくんじゃないかと思うのですよね。それじゃ、ダメでしょうか？」 
 　葛城幸恵の意見は簡単な話だが、上手くいけば、脱出の可能性が見いだせるかも知れない、そんな意見であった。 
 　トイレのある場所は、この監禁室の隣の監視室の中だ。女たちは、ここに捕らえられてから、何度か用をたす為にそこを使わせてもらっている。 
 　そこから考えると、葛城幸恵の意見は、なかなか良い案のようにも思える。 
 　武術の心得のあるナオかゆかりが、この部屋を出、市ケ谷の隙をついて彼を気絶させるか、捕まえるかして監禁室の鍵を奪う。そうすれば、脱出できる可能性が無く無くもない。 
 　これは、ここに集う女たちにとって、最後の手段とも言える脱出方法でもあった。 
 　それを聞くと、ナオとゆかりは、腕を組む様にして思案し始める。 
 　それが果たして、可能かどうか、考えている様でもあった。 
 「確かにそれはこの際だから、良い方法かもしれないわね。でも、あの男に騒がれたら終わりよね。今は、夜中だから、他の男たちは倉庫内で仕事をしているはずはないと思うけど、何人かは、隣の監視室以外にも居るんじゃないかと思うわ。だから、この方法を実行に移すのなら、なんとか騒がれない様に、事を起こすしかないわ・・・どう昌代、この方法試してみる？　いちかばちか、実行にうつしても良いかもしれないわね・・・・・」 
 　ナオはそう言うと、昌代ことゆかりを見て意見を求めていた。 
 　これは、一人では決められない、重要なことだと思ったからだ。 
 「ウーン？　それじゃ、いちかばちか、その方法を実行にうつしてみましょうか？　可能性があるのならば、何もしないよりはマシかもしれないから、試してみないと損よね。でもリエ、私とあなたどっちがその役を引き受ける？　これは重要な役目よ、だから私がやりましょうか？　あなたに任せると、騒ぎが大きくなって大事になりそうだからね。どうする？　そうしてみる？」 
 「いいえ、その役は私がやるわ、昌代じゃちょっと役不足よ。私に任せてくれれば、あの男を一撃でのしてみせるわ。だから、この方法を実行にうつすなら、早くやりましょう。なるべく、時間は早いほうがいいわ。もたもたしていると、夜が明けてしまうから・・・」 
 　そんなことで、葛城幸恵という女の提案は、ここに捕らえられている全員に認められ、実行に移されることになっていた。 
 　果たしてその作戦が、上手く行くかどうかは問題である。 
 
 　市ケ谷は、その時、深夜放送のテレビを見ていた。 
 　４チャンネルで、放映されている映画である。 
 　その映画は、白黒の映画で、字幕スーパーの西部劇であった。 
 　彼の居る監視室には、市ケ谷、以外だれもいない。 
 　だから、市ケ谷は、机に足を放り出して、椅子に背をもたれ掛け、至極寛いだ格好で映画鑑賞に没頭していた。 
 　今は、深夜であるため、物音一つしない。そんな中で、薄暗い部屋に意味不明な英語の台詞が流れているのは、何か簡素な気がしないでもないが、そんなことは気にも止めず、彼は、テレビ画面に夢中になっている様子だった。 
 「ねえ、ちょっとあなた、私トイレにいきたいんだけど、この鍵開けてくれないかしら？　早くしないと漏れちゃうわ。ねえ開けて、いいでしょ？」 
 　そんな時、隣の監禁室の覗き窓から、一人の女性が声をかけてきていた。 
 　ナオである。 
 　彼女は、少し青い顔をしてそう言うと、その場で、モジモジしながら尿意を訴えて、足踏みしていた。 
 「何だ、便所か？　しかし、こんな夜中によく小便が出るな。判った、いま開けてやるから、待ってろ。まったくしょうがないな・・・」 
 　市ケ谷は、ナオの言葉を聞くと、テレビから目を背け少し面倒臭そうに床に立ち上がると、カツカツと足音をたてて扉の前に近付いて来ていた。 
 　そして、腰から鍵を取り出して、監禁室のドアを注意深く開けると、中で他の女性が寝ているかどうかを確かめてからナオだけをその部屋から出してくれていた。 
 　どうやら彼は、ナオたちの計画に、気付いてはいない様子だ。 
 　これならば、隙をついて、市ケ谷を気絶させることが出来るかもしれない。 
 　ナオはその時、彼に気付かれないように、小さくほくそ笑んでいた。 
 　市ケ谷は、ナオだけを監視室に入れると、またそのドアの鍵を閉めてしまう。そしてナオに対し「早く済ませろよ」というと、彼女の手を掴んでトイレまで連れていく。 
 　それから、ナオがトイレに入ったのを確かめると、そのトイレの扉の前に立ったまま腕組みして、待っている様子だった。 
 　二分後・・・ 
 　ナオは、水洗トイレの水を流しながら、そこから出ると待っていた市ケ谷にまた手を引かれて、監禁室に戻されようとしていた。 
 　しかし、そこでナオが、一芝居をうつ。 
 「あ痛たたた・・・ちょっと待って。私、急にお腹が痛くなっちゃった。もう一度トイレに行かして、お腹が、お腹が痛いの・・・だから、ちょっと待って・・」 
 　そう言うと、ナオは、その場に腹を抱えて屈みこむ。 
 　そして市ケ谷が、彼女の顔を覗き込むのを待っていた。 
 「腹が痛い？　まったくしょうがない奴だな。それじゃもう一度、トイレに行ってこい。俺は、ここで待っているから早くしろよ」 
 　市ケ谷は、腹を抱えて蹲るナオを案の定覗き込むと、意外にも心配そうな顔をして屈み込んできていた。 
 　だが、その瞬間を、ナオは見逃さなかった。 
 　べきっ！ 
 　屈み込んだ状態から、ナオのアッパーカットが、市ケ谷の顎に炸裂する。 
 　それは、瞬殺だった。 
 　それを受けると、市ケ谷は、ウゲッと言う苦鳴を唐突に発してよろめいていた。 
 　しかし、そこへすかさず、立ち上がったナオの踵落としが彼の脳天に再び炸裂する。 
 　ドッ・・・ 
 　それで市ケ谷は、無残にも気を失って、その場に卒倒していた・・・・ 
 （やりー） 
 　これで上手く、この場から脱出が出来るかもしれない。 
 　ナオはそう思うと、急いで倒れている市ケ谷の腰から、監禁室のドアの鍵を取り外す。 
 　そして、監禁室に駆け寄ると、出来るだけ音を立てない様にして鍵を徐に開けていた。 
 「さあみんな逃げるわよ。早くして、あいつが気絶しているうちに、脱走しないとせっかくのチャンスが、台無しよ。さあ、早く早く・・・」 
 　しかし・・・ 
 　パン・・パン 
 　今や、逃げだそうとしている、ナオたち十二人の女性の耳に、突然、銃の発砲音が響いていた。 
 　ナオがその音に驚き、後をふりかえる。 
 　すると、そこには見覚えのある男が、一人立っていた。 
 　支配人の新見川だ。 
 　彼が、右手に銃を持ち、それを天上に向けて掲げていた。 
 　その光景を見て、ナオと他の女性たちは、この二度目の脱出作戦が、脆くもこんな早い形で失敗に終わったことを、その時、否応無しに悟らねばならなかった。 
 



第二節


 「まったくあの女、只者じゃないですよ宮坂さん。こう言っちゃ何ですが、あいつの素性を、調べたほうがいいんじゃないですかね？　絶対あの女には、何か裏がありますよ。普通じゃ、あんなこと出来る訳がないですからね・・・」 
 　今ナオたちが監禁されている部屋と、同じ二階にある別の部屋では、宮坂と新見川が向き合った形で話をしている最中であった。 
 　先程から、新見川が話題にしているのは、あの赤越リエことナオのことである。 
 　新見川は、昨日の夜、ナオたちが二度目の脱出計画を決行して逃げ出そうとした時、彼女の行動に対して不審を抱くようになり、今、その事を宮坂に忠告しているところであるのだった。 
 　何せ、あの女は、鎌田や野坂、清水、そして市ケ谷まで、どうやったのか判らなかったが、気を失わせ卒倒させるほど、その男達を完膚なきまでにのした暴力女なのだ。 
 　そこから考えると、ナオには、何か、普通の女にはない特別な裏があるのだと思われても、致し方なかった。 
 　普通、パートの清掃員志望の、女ごときに、屈強な男たちを気絶させ、床に沈めることが果たして出来るであろうか？ 
 　常識で考えれば、そんなことできる訳がない。 
 　しかしあの赤越という女は、それをやってのけたのだ。 
 　それも、あっという間の出来事として・・・ 
 　だから、それを聞くと、さすがに宮坂も黙ってはいられない。 
 　彼としてみても、新見川が疑問に思うように、彼女、赤越に対して警戒の色を浮かべなければならないと思える。 
 　だから宮坂は、新見川の言葉を受けて、腕組みをするように考え込むと、思い立ったかのようにこう言ってその問い掛けに答えていた。 
 「確かにそうだな・・・こういうことが続くと、あの赤越という女には、お前の言うとおり普通じゃない、何か胡散臭い匂いを感じる・・・しかし、一体あいつは何者なんだ？　俺としても、そこんところがいまいち判らない。だから新見川、あの女には、今後、気をつけろよ。あいつの正体が判るまで警戒しておくんだ。また、問題を起こされたんじゃ、たまったものじゃないからな・・・・・・」 
 　・・・・・・・・ 
 　コンコンコン・・コンコンコン・・・ 
 　だが、二人で話している、その時、宮坂と新見川が居るその室内のドアが、唐突にノックされ、そして徐にそのドアが開かれると、一人の男が室内に入って来ていた。 
 「なんだ坂田か？　一体なんの用だ。挨拶もなしに入ってくるな、いつも言っているだろ・・・」 
 　それを受けると、坂田と呼ばれた男は、急いで頭を下げ宮坂を見据えてこう言っていた。 
 「すいません、宮坂さん。ですが、ウォンさんがやっと港に着いたんです・・それを早く、宮坂さんに報せようとして、飛んできたんですけど失礼しました。今度から、気をつけますので、今回はどうかご容赦ください、軽率でした・・・」 
 　だが、その言葉を聞くと、宮坂は、 
 「何、ウォンさんが港に着いたのか？　それならそうと早く言え。それで、今どこにいるんだ？　此方に向かっているのか？　それとも、まだ港で荷下ろしでもしているのか？　どっちなんだ？　早くその事を言え、気のきかん奴だな・・」 
 　そう言って、先ほど顔を見せた坂田という男に対し、気が急くようにそう問い正していた。 
 　坂田は言う。 
 「それなんですがね、宮坂さん。ウォンさんはまだ港にいます。ですから、こちらからウォンさんの方に出向くか、それとも彼を此方にお呼びするのか、どっちにすればいいかを、一応、宮坂さんに指示を仰ごうと思って、今、ここに来たんですけど、どうします？　此方に、お呼びした方がいいですよね？」 
 　坂田は、そう言うと、宮坂の指示を真面目腐った態度で待っていた。 
 　どうやらこの男は、意外と律儀な男の様でもあった。 
 　すると宮坂は、 
 「判った、そうか？　それじゃ、此方にきてもらおう。悪いがお前、ウォンさんを出迎えて来てくれ。彼には、女たちの品定めをしてもらわなければならないからな、だから、長旅で疲れていると思うが丁重に此方にお迎えしろ。くれぐれも、粗相のないようにしろよ。彼の機嫌を害ねると後々やっかいだからな、判ったか？」 
 　そう言うと彼は、坂田に対し、ウォンをここへ連れてくるようにと指示を出していた。 
 「ハイ判りました、宮坂さん。それじゃ、これから俺は港にいって、ウォンさんを出迎えてきます。ですから、しばらく待っていて下さい。直ぐ行ってきますので・・・・」 
 　男は宮坂に軽く一度頭を下げると、早々と、その場を立ち去り、小走りで駆けていく音がその後に聞こえていた。 
 　しかし、いよいよ人身売買の取り引きがこれから行われるらしい。 
 　それは、監禁されている女性たちには、不運であったが、宮坂にとっては待ちに待った一種のイベントの様なものでもあった。 
 　彼らにとっては、前々から計画されていた、黒峰会の資金調達の絶好のチャンスだ。 
 　それを逃す手はない。 
 　その為、宮坂と新見川は、男が去った後、お互い顔を見合わせると、陰湿な笑いを交わしてその顔を意味深長に綻ばせる。 
 　そして、その場を徐に立ちだすと、ナオたちが監禁されている同じ二階の部屋へと、踵を返して足を運びだすのであった。 
 
 　監禁室の一室、その部屋で捕らえられているあの十二人の女性たちは、その着ている服を脱がされ、今は下着姿だけの格好となり、その狭い監禁室の中に、横一列になる形で整列させられていた。 
 　そんな彼女たちの顔は、今現在、ふてくされているような不機嫌な表情を呈し、ある男の視線に先程から耐えていた。 
 　その男とは、背の極端に低い、小太りの丸い眼鏡を掛けた、髭面の男であった。 
 　彼の名は、ウォン、今年で五十二になる陰険そうな中年である。 
 　その彼が、顎に手を当てて、唸るように女たちを値踏みすると、時にはにやけたり、時には神妙な顔をして、女たちの顔や体つきをジロジロと舐め回し、しきりに時間をかけて品定めしている最中でもあった。 
 「どうですか、ウォンさん。今回は前例に無い良い品ばかり揃っているでしょう？　これでも私たちは、品選びには慎重をきたして、三ヵ月近くの時間を掛け厳密な人選をおこなったんです。だから今回のところは、私たちの言い値で取り引きしていただけないでしょうかね？　かなりの、お買い得だと思いますよ・・・」 
 　ウォンという男が、女たちの品定めをする中、宮坂こと勅使河原は、彼に、極力愛想笑いを呈してみせるとそんなことを言って、話を切り出していた。 
 　するとウォンは、宮坂の方を振り返りつまらなそうな顔をすると、ついとまた女の方に向き直り、そのままこう言って宮坂に対し答えていた。 
 「確かにあなたが言うとおり、いい品が揃っていますな。顔もよし、スタイルもよし、それに年令的にも若い娘ばかりだ。特にこっちの背の高い二人は、目を見張る上物だよ。しかし、よくこんな良い娘ばかりを、揃えられたね。私としては感心する、称賛に値するね・・・」 
 　ウォンは、そう言うと、二人の女を指差して徐に手を叩いていた。 
 　その指差した二人の女とは、ナオとゆかりのことだ。 
 　どうやら、宮坂と新見川の思惑どおり、ウォンもこの赤越と黒川という女に目を付けた様で、しきりに彼女たちをまた舐め回す様にして値踏みを繰り返していた。 
 「ウォンさん、さすがはお目が高い。その二人はですね、最近、手に入った上物でして、私どもとしては一番お薦めできる商品だと思っているのですよ。ですから、その二人に関しては、これくらいの値段でどうでしょう。これだけの商品なのですから、こちらとしても頂くものは、頂かないと割りに合いませんからね・・」 
 　そう言うと、宮坂は、人差し指を一本立てて、ウォンにそれとなく指し示していた。 
 　それは、どうやら一千万という意味らしい。 
 　ナオとゆかりの二人あわせて、二千万、それで取り引きをしようという心算のようだった。 
 　すると・・・ 
 「ほ～う、宮坂さん。あんたは、この二人をそんなに安く取り引きしていいのかね？　私としては、一人三千万は出してもいいと思っていたんだが、意外だね。それに、この二人以外の他の娘に関しては、一人五百万が相場といっていいね。それならどうだい？　君たちとしては、文句ないだろうと思うが何か不満な点でもあるかね・・・？」 
 　ウォンは、そう言って、宮坂に相変わらずつまらなそうな顔を呈したまま、尋ね返していた。 
 　彼は、どうやら、ナオとゆかりを高く評価しているようで、その顔からは窺い知れなかったが、その口調からは二人を高価な値段で取り引きしてもいいという思いが、如実にあらわれていて、意外にも、金銭的余裕を見せているようにも思われていた。 
 「一人、三千万・・！？」 
 　そのウォンの言葉を聞くと、宮坂と、その隣に控えていた新見川は、目を丸くし驚きを顕わにしていた。 
 　どうやら、それほどの高値がつくとは、さすがに二人とも思っていなかったらしく、そう確かめるように口ずさむと、宮坂と新見川は顔を見合わせてお見合いをしてしまっている様子だった。 
 「ウォンさん、それは本当ですか？　その赤越と黒川をそれぞれ三千万で買ってくれるというのは、冗談じゃないですよね？　まさか、私どもとしましては、それほどの値がつくとは思っても見なくて少々驚いているのですが、どうなんです？　三千万で買ってくれるのですか？」 
 「うむ、そうだね？　君たちが、一千万でいいというのなら私としても安い方がいい。しかしね、これだけの上物だ国へ帰って金持ちの貴族に売り付ければ、相当の値になるから、ここは三千万でもいいと思うよ。私としてはね宮坂さん、是非ともこの二人を国へ連れて帰りたい。だから、この二人はともかく、他の女たちは五百万で手を打ってくれ給え。それで文句はないだろ？」 
 　それを聞いて、ほくそ笑んだのは宮坂と新見川であった。 
 　まさか、つい昨日おととい、手に入れたばかりの二人が、此れ程の高値で売れるとは思っても見ない。 
 　その為、宮坂等にとっては、ニンマリの商談だった。 
 　赤越という女に対しては、不審な疑惑があるが、これで、組織の資金源は調達できる。 
 　それに、自分たちの懐にも、ガッポリと札束が舞い込んでくることを意味している。 
 　まさに、それは一石二鳥の好条件が、提示されたといっても過言ではなかった。 
 　ただ女たちをカッさらってきただけで、此れ程の、取り引きが出来るということは人身売買のブローカー、ウォンという男の存在あっての事だ。 
 　その点からすると、宮坂と新見川は、その彼に感謝しなければならず、彼に対する対応はへり下った頭を降ろす低姿勢のものであった。 
 「それではウォンさん、さっそくですがこの女たちの名簿リストを作りましょう。引き渡すときに、しっかりとした書類がないと商品としての扱いに困ると思いますからね。しめて、十二名、この女たちを、あなたにその名簿リストを付けて譲渡しますから、後は、そちらで良いようにお扱いください。今回は、私どもにとってもいい取り引きが出来たとそう感じております。ですから、今後とも我々をご贔屓にして頂き末長くお付き合いして頂きたい。それと、出航の日まで、色々とうちの部下にそちらの仕事を手伝わせますから、心配なさらないようお願いします。では、さっそく女たちを船の中に移しましょう。これから、彼女たちは長旅になるから、少しでも、船に慣れておく必要がありますからね・・・」 
 「ちょっと、待って・・・・！」 
 　だがその時、ニンマリ気分で話す宮坂に対して、声がかかっていた。 
 　ナオだ。 
 　ナオが、もちろん下着姿のまま、宮坂とウォンを見据えると険悪な表情をその顔に浮かべて、二人の間に首を突っ込んできていた。 
 「ちょっとあんた達ね、恥ずかしくないの？　あなた達のやっている事は、法に触れる犯罪行為なのよ。それを、なんの罪悪感もないように平気でこんなことできるなんて、気が狂っているとしか思えないわ。恥を知りなさい恥を、私たちとしても冗談じゃないのよね、こんな馬鹿げた取り引き。今すぐ、こんなこと止めて、私たちを解放しなさい。でないと、天下の特務機関が黙っていないわよ！」 
 　不機嫌な顔で、語る、ナオのいい分は尤もであった。 
 　人身売買は、それほど頻繁には行われる犯罪ではないが、重罪である。 
 　それを、なんの悪怯れた様子もなく、当たり前の取り引きのように行う、それが、ナオには我慢ならない。 
 　それに、自分たちの身の運命もかかっているのだ、このまま黙ってなんか居られる訳がなかった。 
 　だが・・・・ 
 「おうおう、相変わらず君は威勢がいいね。でも、もう諦めたほうがいいと思うよ。君たちは、捕らわれている以上、ウォンさんの大事な商品なんだ。まあ、君たちがおれたちの思惑にピッタリ合う、魅力的な女性だったということでここは納得してはくれないかね？　これでも、私たちとしては君たちを評価しているのだよ。女としては、最高級の一品としてね・・・」 
 「冗談、言わないでよ！　誰がそんなことで喜ぶものですか。所詮、あなた達は、私たちをお金の目的で評価しているだけでしょ。私たちはね、それぞれ個人に人格が備わっているのよ。それを無視して、ただ物みたいに商品として扱われるのは我慢ならないわ。そう言う戯言は、寝てから言って、そんな言葉、聞く耳は私たちは持ち合わせていないのよ！」 
 　宮坂の、まるで無責任な発言を受けると、今度は、ゆかりが顔を赤くするほど怒って、そう捲し立てていた。 
 　すると、それに同調したかのように、他の女性たちも、口々に「そうよ、私たちを早く解放して・・」とか「このまま売り飛ばされるのは、嫌よ・・！」と言って、宮坂に対して猛烈に反発を示し始める。 
 　それを受けると、さすがに宮坂と新見川は、彼女たちをうざったいと思ったのか、物騒にも胸元から一丁の拳銃を取り出して、それを女たちに向けてこう言っていた。 
 「お前たち、ギャーギャー煩いんだよ。黙らないと、一発お見舞いするぞ。まだ、死にたくはないだろ。だったら大人しくしているんだな。此方だって食っていくための商売なんだ。難癖、付けるなら、この場であの世に送ってやってもいいんだぞ。だから、喚くのは止めろ。少々、甘い顔していると直ぐつけあがるから、女って奴は始末に悪い。いいか、大人しくしているんだ、そうすれば手荒な真似はしない。潔く諦めるんだな・・」 
 　すると、その宮坂の辛辣な言葉に憶したのか、女たちは怯えたように押し黙ってしまっていた。 
 　しかし、ナオとゆかりだけは、鋭い目付きで宮坂を睨み付け、無言の抵抗を試みている様子でもあった。 
 




第三節


 　時は同日、ウォンという男が港に入港して夜の事、その港に浮かぶ船の船底では、女たちの啜り泣く声が聞こえていた。 
 　彼女たちは、十二人、その中にナオとゆかりの姿もある。 
 　外では、夜にもかかわらず、慌ただしく荷材の積み降ろしが行われており、クレーンと思われる重機の機械音がナオたちが居る船底室の中にまで聞こえてきていた。 
 「もう、そんなに泣かないで、私たちが必ずなんとかしてみせるから、しっかり気を持つのよ・・・泣いてばかりいても、埒は明かないわ。だから、皆、気を取り直して元気出して、希望を捨てちゃダメよ」 
 　ナオが、啜り泣く女たちを宥める中、ゆかりは一人船底室の中をうろちょろして、その中を調べまわしている。 
 「どう、どんな感じ？　逃げ出せる余地はあるかしら？」 
 　そのナオの問い掛けに対し、ゆかりは首を横に振る。 
 　そして、お手上げとばかりに、手の平を返して見せていた。 
 「そう？　それは残念ね。でも、どうしてもここから脱出しないと、後がないわ・・・」 
 　今、ナオたちが、閉じこめられているのは、先程も言ったようにウォンという男の貨物船の中の船底室である。そこは、さび臭い赤茶けた鉄板が剥き出しの小汚い場所で、鼠でも出てきて、残飯をあさるような衛生上よくない場所でもあった。 
 　そんなところに閉じこめられて、しかも、その船底、特有の閉塞感が女性たちを不安にさせるのか、先程から彼女たちは、ナオの宥める言葉の甲斐もなく啜り泣き続けていた。 
 　聞いたところによると、ウォンという男は、象牙や犀の角などの密輸も手懸けているらしく、さまざまな禁制品の荷下ろしが、今、行われ、明日までにそれを完了させるという。 
 　そこで、ナオたちの命運もここまで来るとあと僅か、彼女たちの先には黒い暗雲が立ち篭めているのであった。 
 　しかしここに連れてこられて、三時間近く経っている。 
 　先程から、ゆかりが脱出口を探しているが、その努力も虚しく出口は見つからなかった。 
 　この船底室の中には、天上に船の梁に添って、剥き出しの白熱球が配線を覗かせて、その中を照らしだしている。そして、その中の出口となっている鉄の扉は固く閉ざされて、その出入り口の上には第二食料室というプレートが垣間見えていた。 
 　どうやらここは、船員の食料が備蓄されているところらしく、木箱が無数に置かれたその中からは、玉葱の香が匂ったり、缶詰などの食材が顔を覗かせている。 
 　おそらく、この船底は、食料庫として使われているのであるということが、それらの物資から考えてみても明らかであった。 
 「リエ、やっぱりダメね。この船底の扉は、外側からしか開かないようになっているわ。それに、それ以外の扉も見つからないし、なんとかして外側から開けてもらわないと、脱出不可能よ・・・残念だけど、このまま諦めるしかないのかしらね？」 
 　狭いようで、結構、広いその船室を丹念に調べ回しながら、ゆかりはふと弱気な発言を洩らしていた。 
 「そんな事言わないで、せっかくいま、皆、泣き止んだところなのに、また泣きだしたらどうするのよ・・・」 
 　そのナオの発言を受けると、案の定、また女たちは失望したかの様に泣き始める。 
 　それには、ナオももうお手上げで、どうすることも出来なくなっていた。 
 「まったく、どうしてこんなことになってしまったのよ！　冗談じゃないわ。こうなったら、力ずくでぶち破ってやる。昌代、そこをどきなさい、私が、こんな扉ごとき、蹴りの一撃で粉砕してやるから見てなさい！」 
 　ナオは、宥めていた女たちのもとから立ちだすと、いま、船底の室内のドア付近にいたゆかりを押し退けてその前に仁王立ちしていた。 
 　そして、足に渾身の力を込めると、その鋼鉄製のドアを蹴り始める。 
 　ドガッ、ドガッ、ドガッ・・・ 
 　しかし、その鋼鉄製のドアは、無機質な音をあげるだけで、到底、女一人の力ではぶち破れそうにはなかった。 
 　ナオは叫ぶ。 
 「ちょっと、ここを開けなさいよ！　ここから、私たちを出しなさい！　だせって言っているのよ・・・・・！！」 
 　だが、その叫びは虚しく船底の室内に木霊するだけで、ここから脱出できないという現実を、より一層、際立たせるだけの叫びの様でもあった。 
 「もうやめなさいリエ、いくらあなたの力でも、この扉は壊せないわ。悔しいけど、現実を直視しなくちゃダメよ、逃げられないという現実をね・・・・？」 
 「それじゃ何、あなたは諦めろって言うの？　私は嫌よ、このまま異国に連れ去られてしまうなんて冗談じゃないわよ。まったく、ここからだせっつーの」 
 　ドカッ・・・ 
 　・・・・・・・・・ 
 「なんだ、うるせーな。ドアをドンドン叩くな！　耳障りだろ！」 
 　だがそんな時、ナオたちが居る船室内の扉が外側からギシッという音をたてて開かれると、そこへ二人の男たちが現れていた。 
 　その男達は、両手に複数の黒いボストンバッグを抱えており、船室内に入ってくるとそのバックを女たちの前に投げ捨ててこう言っていた。 
 「そら、これはお前たちの着替えだ。そのバックの中には、新しい下着と服が入っている。だから、それに着替えて身だしなみをきちんとしておくんだな。それは、ウォンさんからの差し入れだ。着替えるか着替えないかは自由だが、汚い服を着ている奴もいるようだから着替えておいたほうがいいぞ。お前たちは、せっかくの商品だからな、小汚い格好のまま国へ連れていくのはウォンさんの良識に反するらしい。だから、さっさと着替えを済ませろよ、もう直ぐ飯も運んできてやるからな・・・大人しくしていろ」 
 　いきなり船室内に入ってきた男たちの中の一人は、そう言うと、ボストンバッグを指し示し、意味不明な笑いを一頻り洩らす。 
 　そして、それだけを言い残すと、また扉を開けて外へ出ていってしまっていた。 
 「何が着替えよ、こんなもの持ってきたって、大した意味ないじゃない・・・私たちに、どうしろって言うのよ・・・まったく頭にくるわ！」 
 　ナオは、男たちが去ったあと、悔しそうに歯噛みするとそのボストンバッグを八つ当たりとばかりに蹴飛ばしていた。 
 　蹴られたボストンバッグは、その中身を船室の床にぶちまけながら、壁にあたって転がっていた。 
 　しかし、その行為からは、ナオの憤りというべき感情が痛い程感じられる。 
 　果たして、このまま女たちは、何の抵抗も出来ず船で異国へと連れ去られてしまうのか？ 
 　それは、女たちにとって、風前の灯のようにも思えていた。 
 
 「宮坂さん、これを見てください、これは、高性能の盗聴器ですよ。それにこれこの身分証明書は、あの女たちが使っていた更衣室のロッカーから見つかったものです。これらの事から考えると、宮坂さん、奴らはどこかの犬ですよきっと。理由は、判りませんが、何かを探るためにあの赤越と黒川という女たちは、ストリップ劇場にパートの清掃員として入り込んでいたのではないですかね、どう思います？」 
 　同じく、ウォンの貨物船のある一室、機関室の隣に設けられた小さな部屋では、先程から新見川と宮坂が顔を突き合わせ、ある事に関しての話がすすめられていた。 
 　いま、宮坂が手にして見ているのは、支配人の新見川から渡された一つの免許証であった。 
 　その免許証には、不機嫌な顔をして写っている顔写真と、その持ち主の本名それに住所、生年月日、性別が明記されている。 
 　その氏名の欄に、《高崎ナオ》という女性の名の文字が垣間見える。 
 　それを目にすると、宮坂は、怪訝な顔をして眉を顰めている様子だった。 
 　免許証の顔写真は、あの赤越リエという女のもので、その綺麗な顔立ちは見間違えることはないだろう。 
 　しかし、そこで、ある疑問が持ち上がる。 
 　この免許証が、本物だとすると、あの赤越リエという女は偽名を使っていたのかというものだ。 
 　だが、これは一体、どうしたものであるのだろう。宮坂は、それを眺め腑に落ちぬ態度を示すと、やはり、新見川が先程机の上に提示した盗聴器を手に取り、不審な目で眺めまわす。 
 　そして、首を傾げると、新見川に対してこんなことを言っていた。 
 「新見川、これは本当のことなのか？　この盗聴器と免許証があの女たちのロッカーから見つかったというのは？　何かの、間違いじゃないんだろうな」 
 　いまいち半信半疑の宮坂――――しかし、彼の顔は真剣で、少々その顔の表情は強ばっているように思えた。 
 「ええ、確かですよ。ウォンさんに、女たちを品定めしてもらったあと、俺は、どうも赤越って言う女の事が気になっていたので、劇場の従業員に赤越と黒川のロッカーを調べておくようにと指示を出していたんですが、調べてみるとそれが出てきたんです。従業員の三河島によると、その黒いトランシーバみたい箱状の機器は盗聴器の受信機だそうです。それに、やはり不審に思った三河島が、店内を調べてみたところ、そこにある盗聴マイクが、事務所や踊り子達の控え室、それに応接室から見つかったそうです。だから、それを仕掛けたのは赤越と黒川に間違いないと思いますよ。しかし、一体、奴ら何者なんでしょうね？　こんなことする以上、ストリップ劇場の内情に、探りを入れていたとしか思えませんよ。一体、どう思いますか？」 
 「う～む？・・・」 
 　再度、訪ねる新見川に対し、宮坂は腕組みをして考え込んでしまった様子だった。 
 　そして・・・ 
 「まさかとは思うがな・・奴ら、特務機関の者じゃないか？　鎌田や磯貝、それに市ケ谷や野坂、清水までものして気絶させた奴らだ。それに、この盗聴器と身分証明書、奴らが、履歴を偽ってストリップ劇場にパートの清掃員として志望してきたとなると、それしか考えられん様な気がする。今までは、単なる仕事にあぶれたＯＬくずれの女たちだと思っていたが、どうやらこんなことがあると、その見方を変えなければならないようだ。ある意味、おれ達は騙されていたといってもいいだろ、あの二人にな・・・」 
 　すると・・ 
 「ええっ！　特務機関って宮坂さん。それじゃ、あいつらハード・ガンの隊員だって言うんですか！？　そ、それがもし本当だとしたら、大変じゃないですか。理由は判りませんが、特務機関なんかがウチのストリップ劇場に入り込んでいたとなると、何かしらの目を付けられたといってもいいですよ。何もないのに特務機関が動くわけないですからね・・」 
 　新見川は、宮坂の言葉に驚きを示すと、慌てたようにそう言って宮坂に対し身を乗り出していた。 
 　新見川のいい分は尤もだ。 
 　特務機関が、ストリップ劇場に乗り出したとなると、何かしらの目的があって隊員を送り込んできたという確率が高い。 
 　しかし、一体、それは何のためであるのか？ 
 　その事に関しては、頭を悩ませるしかなかった。 
 「宮坂さん、もしあの二人が、特務機関の隊員なら、特課は、おれたちの商売の裏を嗅ぎ付けて、隊員を送り込んできたんじゃないでしょうかね？　ストリップ劇場は合法的な経営を行っている店ですが、銀座ブルーメントや、今回の人身売買の件に関しては、違法行為ですし、それを摘発か何かする為に捜査でもしているとしか思えませんよ。特務機関がその件に乗りだしたのならば、おそらく警視庁の方も動いていると見た方がいいと思いますから、今後、気をつけないとヤバい事になりますよ。おれ達が、黒峰会の資金源を調達している仕事をしているということがバレたら、組織の存続にも関わりますからね。だから、あの二人の処置は、どうしますか？　このまま、放っておくことは出来ませんよね？」 
 「うーん、そうだな。しかし、特務機関や警視庁が人身売買の件を嗅ぎ付けているのならば、ここへ摘発に乗り出してくるだろう。だが、今は、その動きは見られないところを見ると、それほど心配することではないんじゃないのか？　確かに、あの赤越と黒川って言う女は怪しい。だからまずは、あの女たちを呼び出して、事の真相を確かめることの方が先決だろう。すまないが新見川、あの二人をここへ呼び出してくれ。おれが、直々に奴等が何者なのか問い詰めてやる。事と次第によっては容赦しないからな――――それともう一つ、お前には、あるところに電話をかけてもらう。そうすれば、あの女の素性も掴めるだろう。だから、それが済んだらよろしく頼むぞ。おれは、ウォンさんと話をしてくるからな、三十分経ったら、この部屋で、あいつらの素性を暴露させてやる。疑惑は、はっきりと暴いておいた方がいいからな・・・」 
 




第四節


 　時間は、少しさかのぼって十分前、ウォンという男の、貨物船の船底に閉じこめられた女たち十二人は、しんみりとした空気が漂う中で、いま何をするでもなく持て余した時間をただ漠然とした感覚の中で過ごしていた。 
 　彼女たちは、もう逃げられないのではないかという、現実に、直面している為かどうかは判らないが、無口だ。 
 　それと同時に、先程から、皆、小汚い船室の床に腰を下ろし、寒さに身を震えさせてちぢこまっている。しかし、幸い、先程男たちが小型の石油ストーブを運んできてくれていたので、その暖房にあたり始め、今は、大分寒さをしのぐことが出来ていた。 
 　そんな中・・・・ 
 　ナオは、先程から、仏頂面を隠さず、不機嫌な顔を表に出すと、誰に言うという訳でもなく独り言の様にして悪態をつき始めていた。 
 　その内容はこうだ。 
 「まったく、あいつ等ときたら、女の扱い方も知らない連中なのかしら？　こんな寒いところに閉じ込めて、こんな小さなストーブ一個置いていくだけで他には何もなし。それに、食事はどうなったのかしら？　私は、さっきからお腹が鳴ってペコペコだって言うのに、パンの一切れも差し入れてこない。こんな待遇じゃ、文句の一言や二言も言ってやりたいわよ。一体、何しているのかしら、本当頭にくるわね。次に顔を出したら、絶対、殴ってやるんだから、覚えていなさいよ、女の恨みは恐いんですからね・・・」 
 　その内容からして、ナオの我慢の限界は、尽きかけているようにも思えた。 
 　短気なナオのことだ、約二日前から続く監禁生活にも、もうほとほと嫌気がさしてもおかしくはない。 
 　しかも、今いる船室の中は、あのどこだか判らない監禁室とはまた違って、ナオの神経を逆撫でするように無機質な場所だった。 
 　その為、ナオでなくても、文句が出ても仕方が無い環境といえる。 
 　こんな状態が、いつまで続くのかということは、正直のところうんざりしているところであった。 
 「でも私たち、これから、どうなってしまうのでしょうかね？」 
 　だがその時、一人の女性が、ナオの言葉に感化された為かポツリと呟いていた。 
 　その女性は、牧田香奈という、今年で二十一になるＯＬだった女性だ。 
 　彼女は、今、至極心配そうな顔をすると、ナオとゆかりの顔をちらりと見て、その後、何を思ったか、おもむろに自分の身の上話を他の十一人の女性に語り始め、今現在の不安な心境を吐露して涙ぐむのであった。 
 　その話はこうだ。 
 「私にはですね、今年で十七になる病弱な妹が居るんです。名前は、牧田千香といい、私は、その妹と小さい頃からよく二人で遊んだものです。そして、その他に、私には牧田豊和という父が居るのですが、母に関しては私がまだ小さい頃に病気で亡くなって、それ以来、妹の面倒は自分が見てきたんです。何度も言うように、妹は病弱で、今では高校生なんですが、病院に入院していて学校へは通っていません。ですから、私がこのまま異国に連れていかれてしまうと、妹の面倒は父に任せなければならなくなってしまいます。父は、男である以上、不器用な人でして、まだ、多感な時期の妹の面倒を見るのは荷が重すぎるでしょう。ですから、私はどうしてもここから逃げ出して、妹と父のもとに返ってやらなければならないんです。妹は、私が居ないと何も出来ません。それを考えると、心配で心配で、いてもたっても居られないというのが正直なところなんです。それに、私は結婚を約束した彼が居るので、このままだと、その彼とも別れなければならなくなってしまいます。だから、皆さんも気持ちは同じだと思いますけど、ここから早く逃げ出したいんです。今の現状を考えると、とても無理な気がしますが、ここから逃げ出すいい案はないですかね？　私は、今、神様にでもすがりたい気分です。だからどうか皆さん、ダメはもともとだと思いますけど、なんとか逃げ出せる方法を考えてみてください。私一人じゃ、こんな状況どうしようも出来ないですからね・・・」 
 　彼女の話は、他の女性たちからすると、切実な話のように思えていた。 
 　母がなく、病弱な妹の母親代わりをしているこの牧田香奈という女性にとっては、その妹を日本に残してこのまま異国へと連れ去られてしまうということに、無念さを感じるのかもしれない。 
 　たしかに、家族を残して異国へ売り飛ばされてしまうということは、彼女だけでなく、他の女性たちにとっても辛いことになるだろう。 
 　誰だって、馴れ親しんだ関係の人間と、別れることになれば神妙になるのも致し方ない。 
 　だからその話を聞くと、ナオやゆかりも含めて、他の女性たちも、その牧田香奈に少なからずの同情の気が芽生えてくるといってもいい。 
 　皆、どんな理由があれ、今の境遇は同じなのだ。そうである以上、共感を示すことはごく自然な成り行きであるといえたのだ。 
 　すると、 
 「香奈さん、貴女の気持ちは判るわ。私だって、家族を残してこの日本から見ず知らずの国に連れていかれるのは嫌よ。私にも、結婚を約束して今年の二月に挙式をあげる事になっていた、男性がいたの。でも、ここに連れてこられて、その人にはもう二ヵ月近く会っていないわ。だから私としても、早くここから逃げ出して普段の生活に戻りたい。だから、なんとかしてここを抜け出す方法を、皆で一緒に考えましょう。もう、時間はないといってもいいかもしれない、でも、諦めちゃダメですよね皆さん？　まだ、チャンスはあると思ったほうが、良いですよね・・・？」 
 　牧田香奈が話し終えて、その後を引き継ぐ形で口を開いたのは、やはり、ここに居る十二人の女性のなかの一人、東翔紀恵という女性だった。 
 　彼女も、牧田香奈という女性に親近感を覚えるのか、少しだけ自分の身の上を語ると、そう言ってこれからの状況を、出来るだけ打破したいという心境を如実に顕していた。 
 　その言葉を受けると、ここに顔を突き合わせている女性たちは、皆それに頷き、同調している様子だった。 
 　早く、ここから逃げ出したい、それが、彼女たちにとっての共通の願いだったからである。 
 　だが・・・ 
 「うーん？」 
 　それを先程から聞いていたゆかりは、その時、これ以上にないという難しい顔をしていた。 
 　確かに、ここを逃げ出したいのは山々だ。 
 　しかし、あの監禁室と違って、今居る場所は、船の船倉の中である。それを考えると、状況は前より良くはない。 
 　強いて言えば、難しい状況にあるといっていいだろう。 
 　前は、監禁室の隣に、見張り役の男たちがいて、それをなんとか騙して逃げ出すチャンスを作ることが出来ていた。 
 　しかし、今は、完全に密閉状態で、その船室の中の外の状況は窺い知ることは出来ない。 
 　その為、脱出のチャンスを作る機会さえ、与えられていない状況といっていいのだ。 
 　だから、それが判る彼女にとっては、言いたくはなかったが果たしてここを逃げ出せるそんないい方法が考えてもあるのか、と言う事を問いただしたかった。 
 　いくら考えても、よほどのチャンスが巡ってこない限り、それは、不可能だと思えたからである。 
 　だからゆかりは言う。 
 「あのね、皆の気持ちは判るけど、それじゃ、今後どうすればいいと思う？　さっきから調べては見たけど、この船室は完全密閉で内側からはどうすることも出来ないわ。それに、この船室の外の様子もどうなっているのか判らないのよ。だから、そうなると余程の天才がこの場にいないかぎり、この状況を切り抜けることは出来ないような気がするのよね。いい考えが思い浮かべばいいけど、そんなことを考えだせる人は居ると思う？　はっきり言って、そこが疑問なのよ。出来れば、ここから逃げ出したいのは山々なんだけど、私には、あいにくいい考えは思い浮かばないわ。だから、ここは、覚悟を決める以外、他に方法がないような気がするのよね。冷たいような言い方だけどそれが現実よ。このまま船で連れ去られてしまうかもしれないわ、異国の男の愛妾としてね・・・」 
 　・・・・・・・・・ 
 　すると、そのゆかりの発言は、他の女性たちのささやかな希望を、少なからず打ち砕いてしまったかのようだった。 
 　女たちは、その話を聞くと、認めたくはなかったが、ゆかりのその発言に首をうな垂れてしまっている。 
 　何だかんだ言っても、ゆかりの指摘は尤もであったからだ。 
 「でも、それじゃ、これからどうします？　このまま、ここで諦めて時間を無駄にすることも、もう出来ないですよね？　この際だから、赤越さんなんかはどう思っているんですか？　私たちが、頼れるのは黒川さんと赤越さんだけなんですよ。なんとかして、ここを逃げ出さないと、もう明日か明後日には日本から連れ去られてしまうんです。だから、勝手ないい分だと思いますが、どうにかして下さい。私たちにはどうすることも出来ないですよ」 
 　しかし、女たちの、殆どが沈痛な面持ちでうな垂れる中、少し、焦りの色を見せてそう言っていたのは、先程の東翔紀恵という女性だった。 
 　彼女にしてみても、ゆかりにそう言われてしまうと返す言葉がないような気がしていたが、やはり、ここから逃げ出したいという思いは強いらしく、ナオとゆかりを縋るような目で見てくる。 
 　だが、それにはゆかりも困惑して、真顔で言葉に詰まるしかなかった。 
 　頼ってくれるのはありがたいが、それに答えられる自信がなかったからである。 
 「「・・・・・・」」 
 　その後、女たちは沈黙すると、また口を結んで一言も言葉を発しなくなっていた。 
 　どうやら、前よりも、更に落ち込んでしまっている様子で、先程にも増してしんみりとした空気がその場に満たされようとしていた。 
 　・・・・・・・・・・・ 
 　だが・・ 
 「まあ、まあ、まあ、皆そんなに落ち込まないでよ。私が思うに、まだ望みはあると思うのよね。ここだけの話だけど、こんな状況には必ず正義の味方といえる救いの手が差し伸べられるんじゃないかと思うのよ。神様だって居るとすれば、私たちを助けてくれない訳ないと思うわ。だから、辛気臭くなるのは止して、助かる可能性がゼロという訳では無いんだからね」 
 　だが、このしんみりとした空気の漂う場に、いやに緊張感のない口調でそう言っていたのは、あのナオである。 
 　彼女は、先程から黙って女たちの話を聞いていたが、女たち全員がゆかりの発言で押し黙ると、その沈黙に耐えられなかったのかどうだかは判らないが、いやに、自信が有りげに助かる可能性も示唆してくる。 
 　それを聞くと、ナオの事をよく知っているゆかりなどは眉を顰めたが、他の女性たちは、その彼女の発言に興味をそそられたらしく、少し疑問気な顔をしつつも、次にはあの牧田香奈という女性がナオに対して率直に質問を返していた。 
 　その質問とはこうだ。 
 「あの赤越さん、そう言うと、誰かがここへ助けに来てくれるとでも言うのですか？　まあ、神様じゃないにしても、そんな可能性があるのなら喜ばしいことだと思いますけど、一体、誰が、助けに来てくれるって言うんです。折角ですから教えてください。私だけじゃなくて、皆もそれが本当ならそこに期待をかけてみたいと思います。だから言ってみてください、私としてもすごく聞きたいです。ここから助かるのであれば、どんな方法でもいいからそうしたいですからね」 
 　牧田香奈はそう言うと、ナオの顔をしげしげと覗き込む。 
 　そして、ゆかりを除く他の女性たちも、それに習っていた。 
 　ナオは言う。 
 「あのね実を言うと、この昌代、本当のところはゆかりって言うのだけどね、そのゆかりと、私は、特務機関の隊員なのよ。私たち二人は、訳あって宮坂のストリップ劇場に潜入捜査の任で、パートの清掃員として入り込んでいたんだけど、ちょっとした油断から拉致されて捕まってしまっていたの。でもね、私たちが捕まって拉致されたという事は、もう既に、特務機関や警視庁には報せがいっているのじゃないかと思うのよ。だから、これは可能性の問題なんだけど、今、両機関は私たち二人の行方を追って、捜し回っている頃だと思うわ。そうなると、ここへ助けがくる可能性が、無いわけじゃないのよね。だから、それに望みを託して待つことも、最後の手段として考えておいてもいいと思うわ。あくまで、他力本願的なものだけどね」 
 「特務機関！？」 
 　ナオの話を聞くと、その時、ここに居合わせた女性たちは、一斉に驚きを顕わにしていた。 
 　それは、まさか、ナオとゆかりの二人が、特務機関の隊員であるとは思っても見なかったからだ。 
 　だから、その驚き様は顕著なものである。 
 　女たちは、ナオとゆかりの二人を見ると、まるで異界の深海生物にでも出くわした顔をして、一時、問い掛けたまま言葉を失っているようであった。 
 　それだけ二人が、特殊な人間であるように思えたからでもあるようだったのだ。 
 　牧田香奈が言う。 
 「赤越さん、それって本当のことなのですか？　黒川さんと、貴女が特務機関の隊員だなんて、私、初耳ですよ。もしそれが本当なら、ここへ助けがくる可能性も少しはあるということなのですね？　私、少しは、それを聞いて安心しました。それに、二人が特務機関の隊員であるというのなら、これほど心強い味方が私たちの許にいてくれるなんて幸ですよ。前々から思っていたのですけど、二人は、道理で強いはずですよね。それを聞いて確かに頷けます。二人には、私たちにはない何か特殊な匂いを感じていましたもの」 
 　しかし、それは驚きと同時に、少しの期待に喜びを感じた女性としての発言であった。 
 　その牧田香奈に限らず、他の女性もその時、ナオやゆかりに対し安心感を覚えたのは確かだろう。 
 　特務機関の隊員といえば、一般市民の身の安全を守る国家公務員だ。 
 　その公務員が、捕らわれているとはいえ、自分たちの身近に居てくれるということは、これ程、心強い味方はないといっても過言ではなかった。 
 　だから女たちは、その少しの望みに縋り付きたいのは言うまでもない。 
 　頼れる人が居るのと居ないのでは、大違いであるからだった。 
 　これで、可能性が低いといっても、ここから脱出できる可能性が、まだ無いわけではないと思えば少しは安心できる。 
 　だが、そんな女性たちには、この後、それとは少し違った形で、脱出の絶好のチャンスが訪れるとは、その時、誰も思ってはいなかった。 
 　それはまさに、天の取り計らいでそうなったのかと、後になって思ったかも知れない。 
 






第九章　脱出、そして追撃







第一節


 　脱出の絶好のチャンス、ナオとゆかりにとってその機会が訪れたのは、やはり三人の男たちが、女たちの食事を運んできてしばらくしてからのことであった。 
 　先程からの会話で、幾分、気が紛れたとはいえ、ナオやゆかりを含めた十二人の女性たちが、気が滅入る中、運ばれてきた食事を渋々たべだして五分が経った頃、二人は船室の食料庫に顔を出してきた新見川によって、貨物船内のある一室に呼ばれ、今そこに立たされているところであった。 
 　だがさっき、新見川が食料庫に顔を出したとき、ナオとゆかりには気付いた点がある。 
 　それは、彼がナオたちを、今までにない冷たい態度で扱ったという点だった。 
 　それから察すると、呼び出され、これから一体何が行われるのであるのか、疑問に思ったのは言うまでもない。 
 　しかしそんな訳で、いま目の前には、あの宮坂義行こと勅使河原が居る。 
 　そして、ナオとゆかりを挟む形で、両脇には二人の男が控えていた。 
 　そのどちらの男も、スーツ姿の目の鋭い男たちで、彼らの胸元には銃が携帯されている。 
 　そして、その男たちも含め、新見川や宮坂も、今までにない真剣な顔をしてナオとゆかりを見つめ、その狭い一室で相対することになっていた。 
 　そんな中で宮坂が、徐に口を開く。 
 　その発言は唐突なものだった。 
 「しかしまあ、それにしても君たちには、まんまと騙されていたよ。まさか、君たちが国に雇われていた犬だなんて、思いもよらなかった。よくもまあ、おれ達を今まで騙していてくれていたね。その演技には、感服する、まったくその事に気付かなかったんだからね・・・」 
 「国に、雇われていた犬？」 
 　ナオはその時、怪訝なものを感じて、宮坂の言葉に対し眉を顰める。 
 　そして、そっと隣に居るゆかりの顔を、覗いていた。 
 「そう君たちは、本当のところは国に雇われている、犬なんだろ？　もう君たちの素性はバレて、こちらとしてはその正体を掴んでいるんだ。今更、言い逃れは出来ないよ。だからまずは、これについての説明を聞いてみたいね？　一体、君たちは、何の心算でこれを劇場に仕掛けたのか、おそらく君たちは、私たちの仕事の内情を探る為にしたことだろうと思うが、どんな言い訳をするか楽しみだね。いい答えを期待しているよ・・」 
 　そう言うと宮坂は、新見川に指示し、その部屋に置かれている机の上に、あるものを提示させていた。 
 　それは黒い、箱状のトランシーバみたいな機器と、六個ほどの小さな丸い備品のようなものだった。 
 （これは、受信機に盗聴マイク・・・！） 
 　だが、その机の上に差しだされたその機器を見て、ナオとゆかりは、その時、少しの変化であったが明らかに顔色を変えていた。 
 　それは見覚えのある、品であったからだ。 
 「ふふ、どうやら君たちには、この黒い機器が、何に使われるものか判っているようだね。君たちの顔色を見れば一目瞭然だ。しかし、なぜ君たちは、これをストリップ劇場のなかに、仕掛けていたんだね。まず赤越くん、いや本名は高崎ナオさんだったかな？　まず君に対してその事を伺いたい。この際だから話してくれるよね、何度も言うように、言い逃れは出来ないよ」 
 「・・・・・・」 
 　するとその時、ナオは珍しく宮坂の言葉に、一瞬、口篭もり、次には怒りの念を交えて彼に対して言葉を捲くしたてていた。 
 「ちょ・・ちょっと、待って。どうして、私の名前がナオだって知っているの？　あなた達、まさか、私たちのロッカー調べたわね？　女性の私物を、あさるなんて最低ね。男の風上にもおけないわ・・・」 
 　だが、宮坂は、その発言を受けて、その口元の端を釣り上げると、ナオに対して面白がるような笑いを見せていた。 
 「ほおう、君は、意外と早く自分が赤越リエではなく、本当は、高崎ナオであるということを認めるんだね。これは面白い、それではこの際だから、黒川くんの本名も伺ってみたいね？　君たちは二人とも、偽名を使って、ストリップ劇場のパートの清掃員として入り込んでいたのだろ、その証拠はこれで明らかだ。これには、正直に赤越君が高崎ナオであるということが、書き記されてあるからね、これが見つかって驚いたよ。しかし、不注意だったね、こんな物をロッカーに入れておくなんて、ある意味、嘘をついていましたと言っている様なものだからね？」 
 　宮坂は、薄ら笑いを浮かべると、いま自分が着ているスーツのポケットから、あるものを取り出しそれを開いてナオとゆかりの前に提示していた。 
 　それは、一つの運転免許証だ。 
 　そこには、不機嫌な顔をして写っている、ナオの顔写真がしっかりと載っている。 
 　だが、その免許証を見て、ゆかりはその時、顔を顰めてみせていた。 
 　なんで免許証が、こんなところに在るのかと思ったからだ。 
 　ナオは、潜入捜査に、本当の身分証明書を不用意に持参して、任務に当たっていたのか？ 
 　自分の本当の素性を示す、身分証明書を、不用意にストリップ劇場のロッカーに入れておくなど、特務隊員として潜入捜査の常識をまるでわかっていない。 
 　だからゆかりは、その免許証を見て、ナオを横目で非難するように見ていた。 
 　宮坂がまた言う。 
 「さあ、これで君たちが履歴を偽って、ストリップ劇場に入り込んでいたことは明白だね。君たちは、この現実をどう受けとめているんだい。私たちはね、この盗聴器と免許証が見つかって、君たちがなんらかの目的を持って、ウチの店に入り込んだと思っているんだよ。だから、その後、君たちがどんな素性の者かあるところに電話を掛けて問い合わせてみた。すると判ったのは、赤越リエ、君が国に雇われている犬だということだ。つまり特務機関・特務一課、第二班に勤務する〝高崎ナオ〟それが君の素性を示す、所属先だろう？　特務機関の電話係の渡辺という女は、君がハード・ガンの一メンバーであることをご丁寧に確証してくれていたよ。だから、君たちが、何の目的でおれ達に近付いてきたか話さないかぎり、君等二人には重い処分を与えなければならない。いいかい覚悟し給え、君たちには東京湾の海の中に沈んでもらうよ、冷たいコンクリートと一緒にね・・」 
 　そう言うと宮坂は、ナオとゆかりの両脇に控えていた男たちに、目で合図して二人を拘束するように命じていた。 
 　それを受けると、男たちは、スーツの内側から拳銃を取り出して、それをナオとゆかりの胸元に突き付ける。 
 　そして二人の腕を掴んで、ぐいっと力強く引き寄せていた。 
 　だが、そこから、ナオとゆかりの脱出作戦が、後々から始まりを迎えるのである。 
 　宮坂が言う。 
 「さあ、どうかね、これで君たちは話す気になっただろ。君たちは、一体なんの目的でストリップ劇場に入り込んでいたのかね？　それを正直に、話してくれ給え。話さないと、そこの男たちに命じてこのまま海の底に沈めるよ。これは冗談で言っているんじゃない、話す気があるのならそう言ってくれ給え。そうすれば、見逃してやらない訳でもない。だからどうかね、二者択一の選択問題だ。話す気があるのなら、くれぐれも正直に頼むよ。私は嘘は嫌いなんだ、だから洗いざらいぶちまけ給え、私たちに判るようにね」 
 　そう言うと、宮坂は、顎に手を当てて、ナオとゆかりを目を細めた形で見据えていた。 
 　それに同調したかのように、同じ室内に控えている新見川も、先程から興味をそそられるかのように、ニヤ笑いを繰り返す。 
 　そして二人は、ナオとゆかりが口を開くまで、気長な心算で待っている様子だった。 
 　すると・・・ 
 「判ったわ。それじゃ、私たちが何故ストリップ劇場の清掃員として、その店に入り込んでいたかと言う理由を語る前に、ちょっと、私たち二人だけで話をさせてくれないかしら？　それが済んだら、洗いざらい事の真相をぶちまけてもいいわ。だから、この二人の男達をちょっと下がらせて、そうしないと、何も私たち喋らないわよ。どう、それが出来る出来ない、どっち？」 
 　それは、ナオにとっての、宮坂に対する一計を弄した思惑を含む一つの条件提示だった。 
 　彼女は、胸元に銃を突き付けられながらも、それに恐れる事無く宮坂だけを見据えると、自分とゆかりの二人だけで相談をさせろと彼に対して申し出ている。 
 　それは、ナオにしてはこんな状況にして機転をきかせた発言であったが、次には宮坂によってその条件を承諾させることが出来ていた。 
 　彼が、納得したからである。 
 「ほおう、それじゃいいだろう。君たちが、話す気があるというのなら、十分ほど君たちに時間を与えよう。おれ達はこれから、この部屋の外で待つことにするから、それまでせいぜい話の内容を纏めておくんだな。だが十分を過ぎたら、この部屋でまた詰問するよ。私は、それほど待てない性分なんでね・・・」 
 　宮坂は、そう言った後、支配人の新見川と銃を携帯した二人の男たちに指示を出すと、その四人は今居る狭い一室を出て、外の通路に姿を消していた。 
 　だが、ナオとゆかりが、その部屋から逃げ出せないように、鍵をかけていくことは忘れてはいない。 
 　しかし、その部屋に残された二人は、その後、ヒソヒソと外に聞こえないような小声で何かを囁き合うと、かれこれ与えられた時間をフルに使って二人して計画の密談を交わしていた。 
 　そして、時間はきっかりと十分を、過ぎていたのである。 
 
 「さあ君たち、約束の時間は十分経った。これで文句はないと思うから、君たちの目的は一体なんなのかを、ここでハッきりと打ち明けてしまい給え。私どもとしても、それを聞かないことには安心は出来ないんでね。くれぐれも、嘘は言わないでもらいたいね」 
 　ウォンの貨物船の機関室の横に設けられた先程の一室で、ナオとゆかりは、また向かい側の机の椅子に腰を掛けて、頬杖をつく宮坂を前にしいま詰問を受けていた。 
 　そして、先程の銃を携帯した男たちもやはり、その銃を二人に突き付け、ナオとゆかりを挟む形でその横に立ち睨みを利かせている。 
 　そんな中、ナオは宮坂の言葉を受けて、その時、次の様に意味不明な笑いをその顔に浮かべ、軽妙に応じていた。 
 　それはこうである。 
 「判ったわ、それじゃ私たちが何故、ストリップ劇場へ入り込んでいたか？　その答えを聞きたいのなら、まずこれを見てもらいたいわ。いい、これは重要なサインなの、まずは、これを見てあなた達に考えてもらいたいわ。これの意味するところはなんなのか？　どう判るかしら？　これは、何度も言うように、重要な意味が含まれているのよ・・・」 
 　ナオは、そう言うと、右腕を宮坂の前に突きだして、手の指を折り、ちょうどＶサインを出す様にしてそれを掲げて見せていた。 
 　すると、それを受けて新見川と宮坂、それにナオとゆかりの横に控えていた二人の男たちが、怪訝な表情をして、そのＶサインを覗き込むようにして凝視していた。 
 　それが一体、何を意味しているか？ 
 　その時の男たち四人にとっては、それはまったく意味不明のサインだったが、ナオの口調から、かなりの興味をそそられて、注意を奪われていたからである。 
 「一体、それになんの意味があるんだ。いまいち、俺には、その意味が良く理解できんが、率直に言ってくれ、それが一体どうだというんだ？」 
 　だが、それを受けて宮坂が、ナオに対し問いただしてくる。 
 　それは、まったく話の筋からして、意味の無いものの様に思えたからだった。 
 　しかし・・・ 
 「ええっ！？　これの意味があなた達には判らないの？　それじゃねえ、しょうがないから教えてあげるわ。実はねこういうことなのよ！　良いい、よく聞いて・・」 
 　その言葉を受けると、男たち四人は、至極、間抜けな面をして、次のナオの言葉を身を乗り出す様にして期待して待った。 
 　だが、次の瞬間、彼らにとっては、予期していない出来事が起こったのである。 
 　ナオの発言を受けて、男たちに一瞬の隙が生まれる。 
 「ゆかり、今よ！！」 
 　すると、そのナオの掛け声とともに、突然、彼女たちがその場に身を屈めたかと思うと、次の瞬間、唐突に二人の脚が上方へと突き上がる。 
 　そして、二人の横に控えていた男たちの顎に、その脚が届いたかと思うと、直後、ナオとゆかりの必殺の蹴りが見事に命中し炸裂していた。 
 　そして、次に見た光景は、二人の男たちが一瞬の隙をつかれ倒れていく光景であった。 
 「「・・・・・・・！」」 
 　その一瞬のことに、茫然とする宮坂と新見川――――しかし、彼らがその彼女らの意図を悟ったときには、もう既に事は遅かった。 
 「動かないで！！」 
 　宮坂と新見川の前には、今、黒い鉄の塊を両手で構えて、二人に突き付けてくる、やはり二人の女の姿がある。 
 　それに二人は絶句する。 
 　それは、今、ナオとゆかりの二人が拳銃を構えて、宮坂と新見川にそれぞれその銃口を向けて、威嚇していたからであった。 
 　その二人が構える拳銃は、ついさっき蹴り倒した男たちから奪ったものだ。 
 　それを掲げると、ナオとゆかりは、その顔に笑みを洩らす。 
 　そして・・ 
 「さっきのＶサインはね、私たちが、勝利を確信したという意味なのよ、よく判った？　これで形勢は逆転ね、動けば、これであなた達を蜂の巣にしてやるから、くれぐれもじっとしていなさいよ。まだ死にたくはないでしょ？　だから観念しなさいね・・・」 
 　そうナオは、二人に言いつけると、彼女は、自分と同じく銃を構えるゆかりと共に、宮坂と新見川の傍に近付き、銃を突き付けて二人の男たちの身柄を拘束し、押さえ付けてしまっていた。 
 　そして、その後、ナオとゆかりの二人は、船底の食料庫にまだ閉じ込められている他の女性たちを救出すべく、行動を開始するのである。 
 



第二節


 「さあ、モタモタしないで、さっさと歩きなさいよね」 
 　今、ナオとゆかりは、ある男たちの背中に銃を突き付け、貨物船内の通路を一路食料庫のある一角に向かって足を運んでいた。 
 　ナオとゆかりの前を、歩くのは、宮坂義行こと勅使河原と支配人の新見川だ。 
 　彼らは、女たちに銃を突き付けられて、手を上にあげた状態で渋々その意に従っている。 
 「お前等、こんな事して、ただで済むと思うなよ！」 
 　そんな中、宮坂が、歩きながら後を振り向きつつ、ナオとゆかりにそう言って酷く憤慨したような態度を見せてくる。 
 　だが・・・ 
 「ふざけないでよ、それを言いたいのは私たちの方だわ。なんの関係もない女性たちを攫ってきて人身売買のネタにする事の方が、よっぽどただじゃ済まされない行為よ。そう言う寝言は、少しでも、正しい行いをしてから言って、でないと、脳天を撃ちぬくからね！」 
 　そんな、会話を繰り返しつつ、ナオとゆかりは宮坂と新見川を銃で小突いて誘導すると、その後、ようやく船室の食料庫の扉の前へ辿り着く。 
 　そして二人は、更に宮坂等を威嚇すると、その二人に船室の食料庫の鍵を開けろといって命令していた。 
 「さあ、その扉をあけなさい。そして中の女性たちを外に出すのよ。くれぐれも、馬鹿な真似はしないでね。こっちには、銃があるんだから、私達の命令に従いなさい」 
 　その言葉を聞くと、宮坂は、不本意な態度を如実に顕しながらも、渋々、ズボンのポケットから取り出した鍵を使って、食料庫の固い鋼鉄製の扉の鍵を開けると、その扉を徐に内側へと開いて出入り口を開放していた。 
 「そら、君たちの望みどおり扉の鍵を開けてやったぞ。しかし、おまえ等、これからどうする心算だ。この船の中には、おれの部下達が仕事の為に乗り込んでいるんだ。だから、オレと新見川が捕まっているということが判れば、お前たちは、ただじゃ済まされないぞ。そう簡単に、この船から逃げ出せると思うなよ。おれ達はな、そんなに甘くないんだからな・・・」 
 　だが、それは宮坂の虚勢的な発言であると、その時ナオは思っていた。 
 　宮坂が、たとえそんな事言おうと、こっちにはその本人を人質にとっているという現実があるのだ。 
 　だから、ナオは、その宮坂の言葉を受けても余り意に介さず、知れっとした態度でそれをやり過ごすと、二人の男たちを食料庫内に押し込んで、中の様子を覗っていた。 
 　今、船室の食料庫内では、監禁されていた女たちが、その中に入って来たナオやゆかりそして宮坂や新見川を見て、驚いた顔をしている最中である。 
 　そして、ナオとゆかりが、宮坂や新見川に銃を突き付けて威嚇していることを察すると、更に驚き、目を丸くして不審がっている様子でもあった。 
 　それを見ると、ナオとゆかりは、その顔に笑みを浮かべて女たちに目で合図を送り、次にはこう言って彼女たちに指示を出していた。 
 「さあ、みんな、今からこの船室を出るわよ。ようやく私たちにも、脱出のチャンスが訪れたわ。だからみんな、モタモタしないでここを抜け出すからね。早く用意をして、この船から脱出するんだから・・」 
 　だから、その言葉を聞くと、先程までキョトンとして状況が飲み込めずにいた女たちは、一斉にその顔がパッと明るい表情に変化すると、嬉々とした喜びをそこに表していた。 
 　そして一人の女が言う。 
 「赤越さん、それじゃ私たち助かるんですか？　このまま逃げ出せるんですね！？」 
 　だからナオは、それに対して〝うん〟と力強く頷くと、その女性に向かって笑みをこぼしていた。 
 　そして、 
 「さあ、それじゃ宮坂さん？　これからあなたには、私たちが脱出するまで一緒に人質として付き合ってもらうわよ。だけど新見川支配人にはここに残ってもらうわ。人質は一人で十分ですからね」 
 　そう言うとナオは、宮坂と新見川の二人に銃を突き付けたまま、女たち全員を船室の中から外へ送りだすと、その船室内に新見川だけを残して食料庫の扉を閉め、またそこへ鍵を掛けさせていた。 
 　そしてそこから、脱出を開始するのである。 
 




第三節


 　日付は一月六日、時間は午後八時三十分、東京都内のある埠頭では、いま、特務機関と警視庁によって、一つのある湾岸倉庫の闇討ち的一斉急襲が行われていた。 
 　その急襲に参加しているのは、警視庁の捜査員と特務機関・特務一課、第三班と第五班の隊員たちだ。その数は、総勢二十五名、その中には佐渡一課長の姿もあった。 
 　警視庁の捜査員と特務機関の隊員たちが、その倉庫に急襲を仕掛けたのは、つい先程、五分前のことである。 
 　彼らは、まず最初に、倉庫の出入り口を完全封鎖した後、特務機関の隊員がハンドガン装備で、その倉庫内に突入――――そして、その中で荷材の管理に従事していたと思われる男たち五人を、あっという間に拘束して逮捕していた。 
 　そして、その拘束した男たち五人に、有無を言わせず即座に詰問、 
 　その詰問の内容は、宮坂こと勅使河原と、二人のある女性の行方に関するものであった。 
 「おいお前、いいか、今からよく聞け。お前たちの主人、宮坂義行の居場所はどこなんだ。それを素直に吐かないと、お前の口に鉛の弾をお見舞いするぞ。俺達はな急いでいるんだ、だから素直に喋れよ、嘘をつくと容赦しないからな！！」 
 　今、そう物騒な、発言をともなって、一人の男に詰問していたのは、特務機関・特務一課の課長、佐渡一である。 
 　彼は、極力、その冷静さを装いながらも、少し怒りを交えて、男を睨み付ける。 
 　そして、少々乱暴な扱いであったが、今現在、詰問している男の胸ぐらを掴んで、自分の方へぐいっと引き寄せると、更に眼光鋭く睨みを利かせていた。 
 　しかし今、何故、佐渡一等、他の隊員を合わせて十五名の特務機関員と十名の警視庁捜査員が、この倉庫に急襲を仕掛けたのかというと、それは、こういう事情があったからだ。 
 　一月四日夕刻、ストリップ劇場で特務機関員、高崎ナオと二階堂ゆかりの拉致事件が発生し、その急報を受けた警視庁と特務機関は、その後、緊急的な会議を開き、その対応をどうすべきかという議論が交わされ、ナオやゆかりと共にストリップ劇場で潜入捜査の任に就いていた関谷莞爾の報告をもとに、次の日一月五日から都内の港を捜索するという捜査方針を決行していたのである。関谷の報告によると、ナオとゆかりの二人は、人身売買の商品として、どこかの港に拉致されたという濃厚な疑いがあり、それと同時に、近々ウォンという男が港に入港して、その人身売買の取り引きが行われるのではないかという可能性も示唆されていたため、事態は緊急を要していた。 
 　その為、警視庁は、その情報の重要性を直視し、捜査員を派遣して主要な港をしらみつぶしにあたって、二人の行方を血眼になって追っていたのである。 
 　しかし港の捜査といっても、その範囲は広い。 
 　東京都内だけでも、船の入港する湾岸一帯はごまんとある。 
 　そうである以上、一月五日からの捜索は難航を極め、結局、その日の夜になっても勅使河原やナオ、ゆかりの行方はようとして知れなかったのだった。 
 　だが、そこで警視庁は、緊急を要する事態ということもあり、新たな方策を施すことにする。 
 　それは、十二月三十一日の時点から明らかになった、勅使河原が経営しているという疑いのある、銀座ブルーメントという偽ブランドブティックの緊急摘発を決行するという事だった。 
 　その銀座ブルーメントという店の存在が明らかになったのは、ナオとゆかりや関谷莞爾の潜入捜査が開始されて、三日後のことだった。 
 　ナオとゆかりは、潜入捜査に従事して、ストリップ劇場の踊り子の楽屋で、女たちが話をしている会話に聞き耳をたてて聞いたことから、それが発覚したのである。 
 　だから、当初、警視庁は、その報告を受けて、勅使河原の余罪を確固たるものとする為に、その銀座ブルーメントという偽ブランドブティックを、翌日の一月一日から張り込んでいたのだ。そして、その店の摘発を、一月十七日をメドに敢行する予定を立てていた。 
 　しかし、何度も言うように、特務機関の隊員であるナオとゆかりが拉致されて、港に連れ去られたという事、以外、なんの手がかりもない以上、勅使河原の行方に関する情報はその店で働いている彼の部下に問い質すしかなかった。 
 　そこで、時期早々であったが、そのブルーメントという店を緊急摘発し、その店で働いている従業員を違法商法の容疑で逮捕し、取り調べを受けさせることになったのである。 
 　その為、今日の一月六日現在、その店の摘発は、午前十時の店の開店と同時に行われていた。そして、その店で働いていた従業員五名を、偽ブランド商品販売の疑いで逮捕、そのままその五人は、警視庁に護送され取り調べを受けることとなった。 
 　逮捕された、その五人の男たちは、警視庁の取調室で取調官の執拗な尋問にあい、結局、自分たちが宮坂という男の部下として、偽ブランド商品を売り捌いていたことを自供し、あっさりと罪を認めることとあいなっていた。 
 　そして、更に、取調官が、宮坂義行が今どこにいて拉致したナオとゆかりはどうなっているのか、ということを問い詰めると、それにも素直に答えていたのだった。 
 　だから、そういった経緯があり、今、佐渡一課長を始め、特務機関員十四名、それに警視庁の捜査員が今この倉庫に急襲を仕掛けたのも、その自供により、宮坂とナオ、ゆかりが品川区の品川埠頭第三倉庫に居るという情報があったからであった。 
 　だがつい先程、佐渡一等がこの倉庫を急襲してみたはいいが、宮坂こと勅使河原やナオ、ゆかりの姿はどこにもなく、藻抜けの殻状態であった。 
 　その為、今この倉庫内で働いていた宮坂の部下らしき男一人を捕まえて、問い質しているところであるのだ。 
 「おいお前いいか？　俺達はだな、お前等の主人である宮坂義行を捕らえなければならない。それに、二人の拉致された女たちも助けださねばならないんだ。だから何度も言うが、早く宮坂がどこに居るのか教えろ、でないとただじゃ済まされないんだからな・・・」 
 　佐渡一はそう言うと、また再び男の胸ぐらを掴んで、乱暴にあしらっていた。 
 　そして、脅しとばかりに、手持ちの銃をその男の口元へ運び、引き金に手を掛けて狙い澄ましていた。 
 　すると・・ 
 「あっ・・ああぁ・ちょっと・・ちょっと待ってくれ、言うよ、言う。だからその銃を引っ込めてくれないか、そんなもの突き付けられたんじゃ、喋れないだろう。だから勘弁してくれよ、素直に喋るからさぁ」 
 　佐渡に胸ぐらを掴まれ、詰問されていた男は、そう言うと銃の威嚇に屈伏したのか、素直に、宮坂の居場所を吐くことを渋々ながらも承諾していた。 
 　だが、それもそうだろう、いま自分に対して詰問し、銃を向けてきているその男の目は、真剣であったからだ。 
 　その目は、自分が喋らなければ、躊躇わずそのまま銃の引き金を引くのではないかとさえ思えるほど、目が据わって有無を言わせなかったからでもある。 
 　だからその男は、その後、佐渡に対し素直に宮坂と捕らえられている女たちの行く先を洗いざらい白状すると、特務機関の連中に乱暴はしないでくれと頼み込み、そのまま警視庁の捜査員によって逮捕され本部の方へと護送されることとなったのである。 
 　彼としては、ここで死にたくは、無かったからでもあった。 
 




第四節


 　特務機関が、品川埠頭にある第三倉庫の急襲を仕掛けて、その倉庫内で働いていた男たちを逮捕した時と、ほぼ同時刻、今現在ナオたち女性十二人は、ウォンという男の貨物船の中から脱出をしようとしている時の、真っ最中であった。 
 　今ナオたちの目の前には、銃を持った五人の男たちが狭い船内の通路に立ちはだかって、銃口をこちらへと向けている。 
 　しかし、それは何故か？ 
 　それは、簡単に言ってしまえば、ナオたちが船底から脱出し、いまや船の外へと逃げ出そうとしているところを、運悪く宮坂の部下たちに見つかってしまっていたからだった。 
 　その為、今ナオたちは、こんな状況になった時の為にとっておいた切り札を使って、この状況を、どうにか切り抜けようとしていた。 
 　それは、男たちの主人である、宮坂義行を盾にするということであった。 
 「さあ、あなた達、この男の頭に、鉛の弾が炸裂するのを見たくなければ、とっとと銃を下ろしてさがりなさい。でないと、本気でこの引き金を引くわよ！！」 
 　いま、宮坂の頭に銃を突き付けて、そう言葉を発していたのは、ナオである。 
 　彼女は、通路の先で宮坂が人質にとられている為、うろたえて足踏みしている男たちに、威嚇の視線を這わせると、その彼を、自分たちの最前列に押し立ててジリジリと押し進み、そのまま強行突破を計ろうとしていた。 
 　相手は五人、こちらには宮坂という人質がいる。 
 　その為、いま通路に立ちはだかって、どうすればいいか躊躇っている宮坂の部下たちを、このままさがらせて、脱出経路を確保し船の表へと出られればしめたものだ。 
 　だが、それを可能とする為には、どうにか、階段のある場所まで辿り着くことが先決だった。 
 　今いる場所は、この貨物船の船倉の、第三層部に位置している機関室のある船底だ。 
 　船の表へと出るには、この船底から船外への第一階甲板部へと通じる階段を上へ昇っていかなければならない。 
 　階段は、今ナオたちの目の前にいる、五人の男たちの居る場所のすぐ横にある。 
 　だから、そこまでこのまま宮坂を盾にし、相手を牽制しつつ、先に進めば良かった。 
 　男たちは、ナオたちが、自分たちの主人である、宮坂に対し銃を突き付けて有無を言わさず前進してくるものだから、彼らとしても、そのままどうすればいいのか至極迷っている状態だ。 
 　このまま女たちを、階段へと通し、逃げ道をあけてしまっても、良いものか？ 
 　それとも、宮坂が捕らえられているとはいえ、それを無視して、脱出を阻止すべきか、二つに一つ、それは男たちにとっての、苦肉の選択を迫られている状況だった。 
 　このまま女たちを、逃がしてしまえば、彼らとて困ったことになるだろう。 
 　それは、人質にされている、宮坂の心境とて同じはず。 
 　だから、どうしても、女たちの進行を止めたかった。 
 　しかし、宮坂に銃を突き付けている女、ナオの目は真剣だった。 
 　彼女は、本気で男たちが通路をあけなければ、彼を撃ち殺すと思えるほど、その目は覚悟を決めた、女の目のそれだった。 
 　だから、そうである以上、五人の男たちは、さすがに何も手が出せず、不本意であったが、渋々といった形で、階段へと通じる場所から通路を後へと後退し、ナオたちに進路を譲しかなかった。 
 　宮坂を、殺されては、一大事であったからである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 「そうよ、あなた達いい子ね。そのまま階段から離れて、私たちが上へと行ける通路を確保しなさい。でないとこの男は、一発であの世行きになるからね。そうさせたくなかったら、大人しく後へ下がって、じっとしているのよ。決して、邪魔しないでね・・」 
 　その後、今、ナオたちは、階段をゆっくりと下を警戒しながら昇っている。 
 　幸いにも男たちは、何の妨害もする事無く、通路をあけてくれていた。 
 　だから、このまま上手く行けば、階段をつたって、船倉の最上階まで脱出でき、そこから外へ出られるかもしれない。 
 　しかし、先程の五人の男たちは、ナオたちが階段を上り始めてから、その後を遠巻きにしてジリジリと追い掛けようとして来ている。 
 　だから、それに警戒し、一気に階段をかけ上がることは出来なかった。 
 　そんな中で、いまナオは階段を上っていく女たちの最後尾につき、宮坂を盾にし、男たちを牽制している。 
 　そして先頭には、高坂美緒という女性がつき、やはり彼女も下を気にしつつ丁度階段を後向きになる形で、昇っている最中であった。 
 　ゆかりは、女たちの列の先頭から四番目の位置について、彼女たちを護衛する形で辺りに気を配っている。手には、拳銃が握られているので、もしも、下の五人の男が不穏な行動を示せば、即座に威嚇発砲する心算でいた。 
 　しかし、今いる位置は、船底から次の上層階の第二層に位置する非常口の近くである為、その辺りは電灯もなく薄暗い。 
 　だから、その暗い階段を、慎重に進まなければならず、その足取りは遅かった。 
 　今のところ、五人の男たちは、強硬手段に出る気配はない。 
 　そうなると、このまま行けば、もうすぐ船の外に出られる筈で、この先もう何も心配はないように思えていた。 
 　船の外に出れば、晴れて自由の身、その為、女たちは気が急くのか、自ずとその階段を上る歩調は、少しずつだったが軽やかになりつつある。 
 　女たちの中には、何ヵ月も監禁されていた女性たちも何人かはいるので、そこから考えてみても、脱出が成功すれば、こんなに嬉しいことはない。 
 　監禁生活は、神経をすり減らすのでもう沢山だ。 
 　だから、少しでも早くここを脱出し、本当の意味での、自由を回復したかった。 
 「ねえナオさん、ところで、もしこの貨物船を脱出できたら、その後どうするんですか？　私たちは、もちろん自由の身になれると思うんですが、警察や特務機関にこの事を報せるのですか？　報せるのなら、早くした方がいいですよね。この船にいる人たちは、皆、法を犯している犯罪者たちなんですから、やっぱり捕まえないと、問題がありますよね。だからどうなるんですか？　すぐに報せるんですか？」 
 　階段を上りながら、その時、ナオに対して疑問気に質問してきたのは、十人いる女の中の一人、中臣良枝という女性だった。 
 　彼女は、まだ完全に脱出が、成功したわけではないというのに、意外にも、その後のことを心配すると、ナオに対して多少興味深い態度で、そう聞いて来ていた。 
 　しかしそれは、至極、先を見こした何気ない質問であったので、ナオはそれに対して、頷きつつ、次にはこう言ってその質問に答えていた。 
 「うーん、確かにそれは、早急にしなければならない、一つの重大事な事項ね。もしここを脱出できれば、それは必ずしなければならない私たちの義務だけど、でも、それはあくまでここを無事脱出してからのことであって、今は、そんなことを考えるより、上手くこのまま逃げ出せることを祈るほうが先決だと思うわ。だからその話は、脱出が成功してから言って、まだ無事ここを逃げ出せると決まったわけ、ではないんだからね・・・」 
 　するとそれに応えて、楽観的に、また中臣良枝という女性がナオに言う。 
 「でもですねナオさん、此方には人質がいるんだし、このままいけば大丈夫ですよ。さっきから男たちだって、手が出せずにいることだし、あとは一気にこの階段を上ればいいことでしょ？　だから早くここから出て、警察に連絡を入れましょう。だって、私たちを長い間、監禁していたなんて、赦せないですもの。ですから、ここを早く出ましょう。私、もうこんなところに居たくありません。二度と監禁されるなんて、嫌ですもの・・」 
 　その言葉には、彼女としての、今現在の正直な気持ちが痛いほど現れていた。 
 　この中臣良枝という女性も、聞いた話によると、一ヵ月前から宮坂達に捕まって監禁されていた、女の中の一人だった。 
 　だから、今、絶好の脱出のチャンスが到来して、その気が急くらしく、慌てるわけではないにしても、今すぐこの船とはおさらばしたいらしかった。 
 　確かにこのままいけば、この船を脱出できる可能性は高い。 
 　こちら側が、宮坂という人質をとっている以上、それはある意味、最大の武器を持っているといってもいいからだ。 
 　そうである以上、男たちも手がだせないだろう。 
 　だから彼女が、船底の食料庫に捕らえられていた時とはうってかわって、楽観的になるのも頷けた。 
 　それは、彼女だけでなく、他の女性たちにも同時に当てはまる、心理状態だったのかもしれない。 
 　しかし・・・・・・・・・ 
 「・・・・・・・・・・」 
 　そこで、不測の事態が生じるのである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 「キャッ・・！！」 
 　それは女性たちが、第二層目の階段のすぐ近くの非常口まで、昇った直後の事である。 
 　その時、突然、先頭を行く高坂美緒という女性が、小さな悲鳴をあげたのだ。 
 　それは、不意に何かにぶつかったような声だったので、ナオたちがそれに驚いて、その彼女のいる階段の上近くを覗いたとき、そこである光景に直面していた。 
 　そう一人の大男が、いま薄暗い第二層の非常口近くに忽然と現れると、高坂という女性を捕まえて、羽交い締めにでもするかの様にしていたのだ。 
 　しかも、その片手には銃を持って、 
 　だからその為、ナオを含め他の女性たちは、その事に驚き、一瞬、言葉も出ずその光景を凝視してしまっていた。 
 　そして次に出た言葉は、ある一人の男の名だったのである。 
 「あなた、鎌田、鎌田隆治じゃない！」 
 　そうそれは、すでに見知った男の名前でもあった。 
 　鎌田隆治、彼は、昨日ナオによって気絶させられ、のされた男であった。 
 　しかし、その男が、いま目の前で女性を人質にとり、銃を突き付けているのだ。 
 　だからそれを見て女たちは、その意外性に驚かない筈はなかった。 
 　突然の男の登場、それによって、女たちの脱出が余計困難な状況にもなっていたからである。 
 「ようねえちゃん達、久しぶりだな、また会えてうれしいぜ。しかしこの船から脱出しようだなんて、ふてえ奴らだな。だけど、もうそれも出来ないぜ、つい今しがたこっちにも人質ができたんだ。だから、ここから逃げようだなんて馬鹿な気は起こさず、さっさと手を挙げて降参するんだな。そうすればこの女に、手荒な真似はしないでおいてやる。このままお前たちに逃げられると、此方としても非常に困るんでね。だから、大人しく俺の言うことを聞いて、船底に戻るんだ。お遊びの時間は終わりだよ、これ以上、好き勝手なことはさせられないんでね」 
 　突然、現れた男、鎌田はそう言うと、先ほど捕まえた高坂美緒という女性を脅して、その首に太い腕を回し、そのまま彼女を後から縄縛りでもしたかのような拘束力で拘束して、その頭に銃を突き付け不敵な笑みを浮かべていた。 
 　彼は、なにか得意気である。 
 　それは、今しがた女性たちの弱みを握って、此れ見よがしに面白がっているようにも思えた。 
 　だから、それを見てナオたちは、その顔に極端な嫌悪感を漂わせて、その彼を睨み付けたのは言うまでもない。それだけその男の態度が、不遜に思えたからでもあった。 
 「ちょっと、あなたね。どうしてこんな時に、のこのことこんな場所に現れるのよ。はっきり言って、あなた御呼びでないお邪魔虫なのよね。本当の事言えば、あなた、まだベットの上にでも横になって、おねんねしていれば良いものを、こんな時に、その汚い顔を見せて邪魔しに来るなんて、最低といってもいいわ。はっきり言ってしまえば、あなたマンガに出てくる脇役なのよ。だからその娘を、今すぐ離して路をあけなさい。でないと、今度は私があなたをあの世へと送ってやるから覚悟しなさいよね・・・」 
 　するとそんな状況下に、今度は、ゆかりが声を荒らげて鎌田に対し、辛辣な言葉をぶつけていた。 
 　ゆかりの言葉には、かなりの刺があるように覗える。 
 　彼女としては、前に、この男に胸を触られた恨みがあるらしく、その口調は何度も言うように、辛辣さが滲み出ていた。 
 　だから、それには鎌田も少し癖々した様子で、その厳つい顔を大量に砂糖を舐めた時の様に歪めながらも、極端に顰めてみせてきていた。 
 　さすがに女の剣幕には、ついてはいけなかったからだ。 
 　しかし、 
 「ほおお、お前たち、この状況を判っていないようだな。お前たちがなんと言おうと、此方としては宮坂さんが捕まっている以上、この女を放す心算はないんだよ。だから、この女を放してもらいたいのなら、まずそっちが宮坂さんを解放して降伏することが先決だと思うぜ。でないと、銃を使わずにこの女の首をへし折ってやってもいいんだ。だから観念しな、この際だから負けを認めることだ。おれだって、女は殺したくない。だから今すぐ手をあげて、下の男たちに降伏しろ。そうすれば、この女の命だけは助けてやる。おれだって、こう見えても少しぐらい人情を、持ち合わせているんだからな。素直に従えよ、そうすれば赦してやる。お前たちは、もう既にウォンさんの大事な商品なんだからな・・・」 
 　鎌田は、ゆかりの剣幕に少々圧されながらも、気を取り直して一方的な駆け引きを持ち掛けてきていた。彼としてみれば、このまま、女たちを見す見す逃がすことは出来ないのだろう。そして、宮坂がいる手前、彼を蔑ろにすることも出来ない。だから、少々強引ないい分ではあったが、そうすることしか他に方法がないと思っているらしく、その口調は、中々の威圧感があり、その辺のちんぴらとはまた違った格の高さを見せ付けようとしていた。そして、厳つい顔の男だけありその頭も巌のように相当固そうだった。 
 　だが・・・ 
 「冗談じゃないわよ、わたし達はね、どうしてもここを抜け出さなければならないのよ。だから、アメーバの単細胞みたいな事言ってないで、その娘を離してとっとと消え失せなさい。でないとこの宮坂の命はないわよ！」 
 　すると、そんな状況下に、ナオが鎌田に対して口を挟んでくる。 
 　ナオは、鎌田の駆け引きなどお構いもなしに、至極、いらついた表情で言葉をまくしたてると、彼に対して、指をびしっと突き付けて有無を言わせぬ口調で警告を発していた。 
 　そして、先程よりも更に手持ちの銃口を宮坂の頭にすり付けると、目で今すぐ撃つわよと、鎌田に対して合図を送り、真剣な顔をして睨み付けていた。 
 　その剣幕からして、ナオは、本気で宮坂を撃つ心算のようである。 
 　だから、その場に居合わせた一同は、緊張してその身を強ばらせたのは言うまでもない。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　いま鎌田は、この状況をどうするべきか迷っていた。 
 　それは、相手は本気で宮坂を撃つ心算でいるらしいと、そう思えたからだ。 
 　この膠着状態がつづいて約十分、依然ナオたちは宮坂を盾にし、強行突破をはかろうとして、その頑なな姿勢を崩そうとはしていなかった。 
 　だが、それもそうだろう、彼女たちにはもう後がないのだ。このまま、この船にとどまっていれば、人身売買のネタとして、異国へと売り飛ばされてしまう。 
 　だから何が何でも、ここを脱出しなければならないという強固な意志が、はっきりと窺い知れ、鎌田を睨み付けているその視線からは、痛いほどそれが伝わって来ていた。 
 　しかし鎌田とて、それはどうしても阻止しなければならない状況だった。 
 　このまま、女たちをみすみす逃がしてしまえば、マズい事になる。 
 　もし女たちが、脱出に成功して警察にでも駆け込んだら、それこそ、今度は自分たちの方が、窮地に立たされてしまうからだ。 
 　それと同時に鎌田は、主人である宮坂に対して、部下としての忠義の姿勢を尽くさねばならない。 
 　だから彼としても、ここは女たちを、どうしても逃がすわけにはいかなかった。 
 　逃がしてしまえば、自分の面目が立たなかったからでもある。 
 「おい、一体いつまで、こんな状況を続ける心算だ。さっきも言ったように、さっさと宮坂さんを解放して俺達に降伏しろ。でなけりゃ、この女の助かる路はないんだぞ。こういう状況はなこっちとしても早く終わらせたいんだ。だから、いつまでも抵抗してないで、早く手をあげて降伏しちまいな、そっちの方が楽だぞ、潔く諦めるんだな・・・」 
 「なに馬鹿な事言っているのよ、この筋肉馬鹿！　こっちだってね、みすみす降伏なんか出来ないのよ。あんたこっちの立場をよく判っていないのね。何度いわれてもあなたに従う心算なんてないわ。この男の命を助けてほしいのであれば、まずその娘を放しなさい。でないと本気でこの男の頭を撃ち抜くからね、嘘だと思ったら大間違いよ！」 
 　ナオと鎌田の言い合いは続く。 
 「・・・・・」 
 　だがその時、鎌田は、さすがにまいっていた。 
 　どうやら女たちは、どうしても譲る気はない様子だ。 
 　今現在の状況は、鎌田が船倉の第二層付近にある非常口の近くで、高坂美緒という女性を人質にとっている。 
 　それと同時に、ナオたちは宮坂をやはり盾にし、階段付近の途中でそれと対峙していた。 
 　だから、両者とも、先程からお互いに睨みをきかせるだけで、動きのとれない状況に陥っている。 
 　そんな状況下で、お互い折れて譲り合う精神は、さらさらないといった状態であったのだ。 
 　・・・・・・・・・・・・・ 
 「まったくしょうがねーな、強情な奴らだぜ・・・・・・」 
 　だが、そんな膠着状態が続く中、その時、鎌田は唐突にではあるが、ある提案を持ち掛けていた。 
 　それは、彼としては、このような状態を続けるのは無意味だと思ったらしく、早く、この膠着状態を終わらせようとして、持ち掛けた提案であった。 
 　それはこうである。 
 「よし、それじゃ判った。それならば、条件交換といこうじゃないか」 
 　鎌田は先程から、まさに宮坂を盾にして強固な姿勢を崩さないナオたちに、突然人懐っこそうな顔を向けると、その彼女たちに呼び掛けて、そう言って話を持ち掛けてきていた。 
 「条件交換？」 
 　だがその時ナオは、それを受けると怪訝な表情をする。 
 　こんな時に、条件交換とは、一体どんなことを意味しているのかと思ったからだ。 
 　鎌田は言う。 
 「いいかまず、これは同等の立場での駆け引きなんだが、俺がまず最初にこの女を離して後ろへと退く。そしたら、今度はお前たちが宮坂さんを放して下の男達に渡せ、そうすれば、お互いの人質が解放されて、この条件交換は成立できる。だからどうだ、この提案にのるか？　これはお前たちにとっても、いい話だと思うけどな。この取り引きを実行する気がお前たちにあるのなら、そう言えよ。俺だって、この際、大分譲歩したんだからな。だから、やるかやらないか、今すぐ決めろ。無駄な時間は過ごしたくないんでね」 
 　だが・・・・・・ 
 「お断りよ！」 
 　その鎌田の提案は、即決で、あえなく却下されていた。 
 　それを拒絶したのは、ナオである。 
 　彼女は、その提案に、至極問題があると思っているらしく、鎌田のいい分は決して受け入れられない愚行な取り引きだと、否定していたのであった。 
 　そんな愚行に、みすみす乗る気はないと・・・ 
 「あなたね、馬鹿？　どこにこんな状況下で、みすみす自分たちの切り札を解放できると思っているの？　私たちがこの船を安全無事に逃げ出すには、この男を人質にし盾にする以外、他に方法がないのよ。どうせあなた達は、宮坂を解放したら、私たちをみんなで一斉に捕らえる心算でしょ？　そうなっては、此方としても状況的に不利になるのよね。だから、そんな危険をおかして、条件交換なんか飲めるわけないわ。寝言は一昨日から言って、私たちは、そんなにお人好しじゃないんですからね」 
 　そう、ナオの意見は、尤もである。 
 　自分たちが、切り札を失ってしまえば、逃げ出すチャンスがなくなってしまう。 
 　だから、ここはどうしても、譲る気にはなれない。 
 　せっかく、ここまで逃げ出してきたのだ、また船底の食料庫に逆戻しにされたのでは、たまったものではないからだ。 
 　だから、ナオが、鎌田の提案を冷たく突っ放して、とうてい受け入れられない条件交換として、拒絶したのも頷ける。 
 　このまま、そう簡単に、捕まる訳にはいかなかったからである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　その後、宮坂を人質にとったナオたちと、高坂美緒という女性を人質にとった鎌田たちの膠着状態はまだまだ続いていた。 
 　ナオは、頑として宮坂を離さず、その頭に銃を突き付けて、拘束している。 
 　そして鎌田も、美緒という女を抱えて離さなかった。 
 　しかしこの膠着状態は、いつまで続くのであるのだろう。 
 　もうかれこれ、こんな状態を二十分近く続けている。 
 　だから、その緊迫感に、女たちも男たちも疲れを見せ始め、それと同時に、冬であるというのに興奮の為か、皆、脂汗をにじませ始めていた。 
 　だが、その頃ナオも、さすがに焦りの色を見せ始めている。 
 　豪胆で快活なはずの、彼女でも、この状況は中々難しいと思えている様子で、いかにしてこの場を巧く切り抜ければいいかと、苦慮しているようにも思えた。 
 　ナオは先ほどから、頻りに鎌田に対して女を放して後へさがれと要求していたが、それを鎌田は断り続けている。 
 　そして鎌田も、ナオに対し、宮坂を放せと要求していた。 
 　だから、この両者の対立は、まだまだ長引きそうな気配を見せているのが正直なところだ。 
 　ナオたちにしてみれば、こんな状態を続けるのは、状況的に分が悪すぎる。 
 　こうしている間にも、時間は刻一刻と過ぎているのだ。 
 　彼女たちにしてみれば、なるべく船が出航する前に、この場を手際よく脱出したかった。 
 　しかし、高坂美緒という女性が、鎌田に捕まっている以上、それを無視して強行に脱出することも出来そうにない。 
 　では、どうすれば良いのだろう？ 
 　さすがに彼女たちにとっては、この状況を打破する良い考えは、その時、思い浮かぶはずもなかった。 
 「さあ、どうする心算だおまえ等、このままだと、時間が無駄に過ぎていくだけだぞ。この際だから潔く諦めろ。此方にも、人質がある以上、お前たちは何も手だしできないだろ。だから、このまま俺達に降伏し、ウォンさんの商品として覚悟を決めろ。そうでないと、此方もさすがに強硬手段にでるぞ。無意味な睨み合いは時間の無駄だからな」 
 　だが、それを受けると、ナオは、 
 「煩いわね、あんた黙りなさいよ！！」 
 　そう、だがそう言ってナオは、鎌田を一喝するようにそう制していた。 
 　しかし、これから一体、どうすればいいだろう？ 
 　ナオたちが、この状況をうまく切り抜けるためには、さすがになんらかの助けが必要であるように思えてくる。 
 　しかしこれは、漫画ではない以上、そんなに都合よく助けがここに現れるものではない。 
 　旧世代的な漫画ならば、主人公やヒロインが窮地に陥ったとき、思わぬところから正義の味方といえるスーパーヒーローが助けに来てくれるだろう。 
 　だが、今の状況は現実だ。 
 　それを考えると、そんな望みがあるようにはとても思えなかった。 
 　しかし・・・・ 
 　その都合のいい助けが、この後、訪れるのである。 
 　それは、今現在の膠着状態を、打破する要因になるのだが、果たしてこの後どうなるのか、それは次の項以降において明かしたいと思う。 
 　・・・・・・・・・・・・・ 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　それは、女たちと鎌田が睨み合いを続けて、更に五分が経過したときの事だった。 
 　その時、突然、船内が慌ただしくなり、どこからともなく銃撃の音と思われる音や慌てふためく男たちの声が聞こえてきたかと思うと、そこへ一人の男が駆け付けてきたのだ。 
 　その男は、やはり宮坂の部下らしく、まだ若い二十代後半ぐらいの短髪の男なのだが、彼は息急き切って宮坂達がいるこの階段付近まで駆けてくると、こう言って警告を発していた。 
 「まずいぞ、みんな逃げるんだ！　特務、特務機関が急襲を仕掛けてきたんだ！　今、上の奴らが応戦している、だから早く逃げるんだ！！　急いで、裏口から脱出しろ！　急げ、急ぐんだ！！」 
 （特務機関・・・！？） 
 　その言葉を聞くと、そこにいた一同は、鎌田や他の男たちも含めて、ほとんどの者が驚きを示し、慌てふためいたり絶句したりして一種の混乱状態に陥っていた。 
 　特務機関の急襲、それは鎌田や男たちにとって、降って湧いたような寝耳に水の話だ。 
 　しかし何故こんな時に、特務機関が、この貨物船に急襲を仕掛けてきたのだろう？ 
 　まさか、この船に女たちが捕らえられているということがどこかから漏れて、その報にもとづき特務機関がここへ駆け付けてきたのか？ 
 　しかし、この船が密輸船であることや、この船に女たちが捕らえられているということは、黒峰会のメンバー以外、誰も知らないはず。 
 　では、どうして特務機関が、攻めてくるのか？ 
 　その時、鎌田や他の者は、その事の真偽はともかくとして、とりもなおさず、ただ慌てふためくだけしか出来なかった。 
 　だが、そこで高坂美緒を人質に捕らえていた鎌田にも、一瞬の隙ができるのである。 
 　そして、そこで両者の間にも、動きが生じたのであった・・・・・・ 
 　・・・・・・・・ 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　その時、最初に動いたのは、ゆかりであった。 
 　彼女は、突然現れた男の急報を聞いて、驚いている鎌田と男たちの一瞬の隙を見てとると、それを絶好のチャンスとして行動に移していた。 
 　彼女は、まず、今いる階段から意を決して、脱兎のごとく高坂美緒が捕まっている非常口付近まで駆け昇と、今、狼狽えている鎌田の眼前に立ちはだかる。 
 　そして、次の瞬間、脚を思いっきり振り上げると、そのまま目の前の男に対し、強烈な蹴りの一撃をお見舞いしていた。 
 　ガッ！ 
 　その蹴りは、見事、鎌田が手にしている銃をふき飛ばし、あらぬ方向へと弾けさせる。 
 　すると、その直後ゆかりは、手持ちの銃を構えて、男に対し銃口を向け有無を言わさず叫んでいた。 
 「鎌田、そのままじっとして、動かないで！　でないと、この銃が火を噴くわよ！！」 
 　だが・・・ 
 「チッ！」 
 　鎌田はそれを察すると、危険を悟ったのか、次の瞬間、ゆかりの腕を思いっきり振り払う。 
 　それを受けると、ゆかりが手にしていた銃は、鎌田の時と同じ様に、あらぬ方向へとふき飛び、その勢いで階段の下へと転がっていた。 
 　呆気にとられる女一同、だが鎌田は、次にゆかりにこう叫ぶと、高坂美緒を突き放して、脱兎のごとく走りだし、逃走をはかっていた。 
 「てめえに、捕まる訳にはいかないんだよ・・・」 
 　・・・・・・・ 
 　しかし、それに前後して、その時、宮坂も行動に移したのである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　彼、宮坂が、最初に動いたのは、今や、ゆかりと鎌田がまさにやりあっている時の真っ最中だった。 
 　その時、あのナオは、二人がやりあっている現場を見て、それに気をとられ、今、自分が拘束している宮坂のことなどつい忘れてしまっていた。 
 　だが、その隙をついて宮坂がナオに対し、体当たりを仕掛けたのである。 
 　それは一瞬の出来事だった。 
 　宮坂は、一時の隙を見せている、ナオに対し、肩口から全体重をのせて突きかかると、そのまま彼女を横へとふき飛ばし階段の上へと尻餅をつかせる。 
 「きゃっ！」 
 　それでナオは、そのまま起き上がれず、腰を押さえて一時悶絶していた。 
 　しかし、その隙をついて宮坂は、やはり鎌田と同様、脱兎のごとく迷わず逃走をはかっていたのである。 
 
 　彼はまず、体当たりを受けて尻餅をついているナオを一瞥し、フッと小さく嘲笑うと、次には一転して踵を返し、階段を第三層の船底まで駆け下りる。 
 　すると、そこで、特務機関が攻めてきたという急報を聞いて、狼狽えている男たちを即座に叱咤すると、そのまま船倉の奥へと走りだしていた。 
 　おそらく彼らは、このまま逃げる心算だ。 
 　特務機関が、急襲を仕掛けて来たということを知った以上、このまま船に留まっている理由はない。 
 　彼らが、このままここに留まっていれば、その特務機関によって捕らえられることは、機をみるより明らかだ。 
 　だから、ここはとりもなおさず、逃げることが先決だろう。 
 　彼らが、法を犯している犯罪者である以上、それが当然の選択のように思えていた。 
 　だが、それを見たナオは、その時、このままではマズいと思っていた。 
 　うって変わって、ナオの立場からすると、このまま宮坂達を逃がしてしまうのは、このような状況とはいえ納得のいくものではない。 
 　何しろ宮坂達は、黒峰会のメンバーなのだ、それと同時に、数々の犯罪に手を染めている無法の輩でもある。 
 　そして何より、宮坂に関しては、自分の父を殺したと思われる、高崎警視殺害事件の容疑者の可能性があるのだ。 
 　だからそれを思うと、ここはなんとしても、その逃走を許したくはなかった。 
 　それを許してしまえば、もうこの後、宮坂を捕らえる機会は、訪れないのではないかとさえ思えたからである。 
 「宮坂、待ちなさい！！」 
 　だからナオはその時、尻餅をつきながらも、即座に声を張り上げて宮坂を呼び止めていた。 
 　だが彼は、ナオの手を逃れたことを良いことに、そのまま船内の通路をひた走ると、そこからどこへともなく走り去ってしまう。 
 　それを見て、歯噛みするナオ、 
 　しかしその直後、そこへ唐突に、ダダダダダと、階段を駆け下りてくる音と思われる数人の、人の足音が聞こえてきたので、それに驚き女一同は振り向く。 
 　すると、次に見た光景は、武装して防弾チョッキを着込んだ数人の特務機関の隊員達が、ナオ達を助けに船内に下りてきて、駆け付けて来た姿であったのである。 
 




第五節


 　いま貨物船の甲板上では、特務機関と武装した男たちによる銃撃戦が演じられていた。 
 　黒いスーツを着て、リボルバー式の拳銃を掲げ、必死の抵抗を試みている男たちは宮坂の部下である。 
 　そして、それに対抗する形で、応戦を繰り広げているのは特務機関の隊員たちであった。 
 　特務機関は、今、その手にハンドガンを装備し、貨物船の船楼の表側から攻勢を仕掛けて、その場を占拠しようとしている。 
 　それに対し宮坂の部下たちは、船楼の中や船尾へと逃げ込み、ひたすら物陰に隠れて発砲を繰り返していた。 
 　しかし、特務機関がこの貨物船に急襲を仕掛けたのは、つい先程のことだった。 
 　彼らは、ナオたちが、初めに監禁されていた品川埠頭の第三倉庫を急襲すると、その倉庫内で働いていた男たちを警視庁の摘発班と共に逮捕、そして、有無を言わさず詰問し、ナオとゆかり、それから勅使河原の所在を吐かせたのだった。 
 　そして、いざその場所にきてみると、武装した男たちと鉢合わせし銃撃戦を演じることと相成っていた。 
 　宮坂の部下たちは、全部で二十人程度、何度も言うように彼らはみな黒いスーツを着込んでいるので、夜の闇に紛れその姿を隠すには、絶好のコスチュームを纏っている様にも思えた。 
 　それに反して、特務機関の隊員は、ベージュを基調とした特務服に茶色の防弾チョッキを装着しているので、貨物船に設置された作業用のライトにそのシルエットが映え、夜であるのにもかかわらずその姿は電灯の下で飛び回る銀虫の様に目立っていた。 
 　だがところで、今現在の状況をさらに詳しく語ると、こういうことだ。 
 　特務機関はこの貨物船に急襲を仕掛ける際、その船首に降ろされていたタラップから身をひそめて乗船していたので、最初は船で働いている船員に気付かれる事無く、即座に船尾部分に設置されている船楼へと到達できていた。そして、その船の船楼の前面部に位置する甲板上一帯を速やかに占拠すると、そこで荷材の積み降ろしをしていた船員を数人拘束していた。 
 　急襲はまさに、不意打ち的に行われたので、貨物船のすべてではないにしても、その船楼の前面部を速やかに占拠できたことは、特務機関としての日頃のハードな訓練の賜物だといえただろう。しかしその後、やはり急襲を仕掛けた事を運悪く宮坂の部下たちに察知されてしまったので、仕方なく銃撃戦に発展してしまっていた。 
 　銃撃戦が始まると、特務機関は勇猛に銃弾の合間を掻い潜り、宮坂の部下たちに肉薄する。 
 　彼らは急襲のエキスパートなので、その動きは迅速だ。 
 　そして宮坂の部下たちは、突然の急襲に慌てていたので、彼らを追い詰めるにはさして時間はかからなかった。 
 　だが、宮坂の部下たちも馬鹿ではない。 
 　彼らは、特務機関が一気に攻勢をしかけてくると、船楼の裏側に位置する船尾へと後退し、そこから防戦態勢を整えて、頻りに威嚇発砲を繰り返し、特務機関の急襲をなんとかやり過ごそうと懸命になっていた。 
 　しかし、このままでは特務機関におされ、身柄を拘束されてしまうのは目に見えている。 
 　だから、彼らは仕方なく、船尾の舷側にタラップを降ろしてそこから船着き場に脱出し、逃走の活路を開こうと画策し始めていた。 
 　・・・・・・・・・・・・・ 
 　が、その頃、貨物船の船楼内の操舵室の下では、やはり特務機関の隊員たちと宮坂の部下である男たちによる銃撃戦が演じられていたのである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　その銃撃戦に参加しているのは、四五人の特務隊員、そして特務機関・特務一課の課長、佐渡一と関谷莞爾、それに高崎ナオや二階堂ゆかりであった。 
 　彼らはいま、船尾へと通じる通信室に立て篭もっている男たちを、その入り口付近の通用路から完全に包囲すると、中の様子を物見するように覗い、交戦の態勢を万全にするように期していた。 
 　しかし、その通信室に立て篭もっている男たちは、もう後がないと思っているのか、必死の抵抗をこころみ、頻りに威嚇発砲を繰り返してきていたので、それにはさすがに特務機関の隊員もそこで苦戦を強いられ、単発的な銃撃戦に発展することを余儀なくされていた。 
 　だが、その通信室の中に立て篭もっているのは、あの宮坂義行こと勅使河原で、それに追従する形で、鎌田や磯貝、それに貨物船の主ウォンもその中に逃げ込んでいる様子で、このまま彼らを逃してしまう訳にはいかなかったのだ。 
 　彼らが、その通信室に逃げ込んだのは、つい今し方である。 
 　宮坂達は、先程、船倉の第二層と三層目の階段付近でナオたちと脱出をめぐって一悶着を起こしていたが、特務機関が攻めてきたという知らせを聞いた直後、一瞬の隙を見て逃げ出すと、そのまま船倉内を奔走して、結局、その通信室の中に逃げ込んで立て篭もってしまっていたのだ。 
 　しかし、そんなところに、ナオと二階堂ゆかりの姿もあるのはこういう事だ。 
 　ナオとゆかりは、先程、船内に駆け付けてきた特務機関の隊員たちによって救出されると、その助けにきてくれた隊員たちにお礼の挨拶を述べることもそこそこに、捕まって監禁されていた他の女性たち十人を隊員たちに預けると、即座に逃げた宮坂等の後を追ってこの通信室の前まで駆け付けてきたのである。 
 　そして、やはり宮坂を逮捕するために駆け付けてきた、佐渡一や関谷莞爾率いる数人の特務隊員と、その通信室の前で合流すると、いま、宮坂を追い詰めて単発的な銃撃戦を演じている状況であった。 
 　ナオとゆかりがすぐに宮坂等を追い掛けた理由は、このまま宮坂を貨物船から見す見す逃してしまうのは、特務機関の一隊員として見過ごすことができなかった為もあるが、やはり、今まで自分たちを監禁して、ウォンという人身売買のブローカーに商品として売り付けようとした彼らを、どうしても許せなかったからでもあった。 
 　それに、特務機関がこの船に急襲を仕掛けてきたとなると、彼らをここで一網打尽にし、捕らえられる可能性が十二分にある為でもあり、そのチャンスをここで逸してしまうには惜しい状況でもあったからだ。 
 　だから、今、ナオたちは、単発的に銃撃戦を演じながらも、その合間を見計らって合流を果たした佐渡一課長らと、この後、どうやって宮坂等を捕らえその身柄を拘束すべきか、その方策を話し合い、先程から顔を突き合わせて考え込んでいたのである。 
 「ところで課長、この際だからどうします？　奴らは、この通信室に立て篭もっている以上、他にもう逃げ場はないでしょう。だから、ここは意を決して突入を仕掛けますか？　このまま単発的な銃撃戦を続けても意味がないでしょう。ですから、ここは俺が先に先陣をきって最初に突入しますから、後は援護射撃をしてください。ここで怯んでいては、特務機関の任務責任を果たせませんからね」 
 　今、そう少し、力み口調で言葉を発しているのは、特務機関・第五班に所属するあの関谷莞爾だ。 
 　彼は、先程から通信室に立て篭もっている、宮坂の部下たちと牽制の銃撃を交える中で、さすがに焦れたらしく、隣に控える佐渡に対して頻りに強行的な手段にうってでる提案を申し出ると、はやる気持ちを抑えつつ課長の次の言葉を待って口をつぐんでいた。 
 　すると、それに答えて佐渡が言う。 
 「うーん、確かにそうだな、このままここで無意味な銃撃を続けても埒が明かない。それに、甲板上の裏では、他の男たちも逃げる算段をこうじているらしいから、ここは、早く奴らを引っ掴まえて、その目の前に逮捕状を突き付けてやらねばならないだろう。それに、奴らも、相当慌てている様子だから、ここは一気に攻勢を仕掛け一網打尽にしてしまうのが得策だろう。多少、突入に際しては危険が付きまとうが、お前の言うとおり、この際、怯んでいてはいられない状況だからな。だから、一気に決着を付けてしまおう、時間を無駄に浪費するのも得策じゃないからな・・・」 
 　佐渡はそう言うと、関谷の言葉に同意を示し、他の隊員たちの顔を見渡してコクリと頷いて、その旨を告げていた。 
 　だが、その直後、佐渡が関谷の言葉を受け入れて突入の手筈を整えようとすると、そこへナオが口をはさんできて、課長に対し次のようなことを言うのである。 
 「あの課長、それじゃ、もし突入を仕掛けるのであれば、私を関谷くんと共に突入の最前衛に加えてくれないかしら？　私としては、拉致されて監禁されていたことの借りを返さねばならないし、それに潜入捜査を途中で頓挫してしまった失態もあるから、名誉挽回の意味も兼ねて、ここは、宮坂を第一に捕らえる役を任せてもらいたいわ。だから、ここは私にやらせて下さい、必ず奴らを手際よく拘束してみせるから、それでいいでしょ？」 
 　だが、ナオのその申し出を、佐渡は少し悩むように考えてから渋い顔をして否定していた。 
 　そして、ナオの顔を見据えると、彼女の願いとは逆の援護支援を言い渡すのである。 
 「あのなナオ、これはお遊びじゃないんだぞ。正直言えば、お前は本当のところ、親父さんの仇がうちたくて突入に参加したいといっているんじゃないか？　たしかに、宮坂、いや勅使河原は、お前の親父さんを殺したと思われる要注意人物だ。しかし、勅使河原を逮捕するのに、お前の勝手な私情を持ち込むことはできないんだぞ。これは、ある意味、特務機関として、法を犯す犯罪者を逮捕する為の大事な任務なんだ。だから、お前一人の勝手な我が侭で、指揮を左右することはできないんだ。それに、お前は、助けだされたばかりでろくな武装もしていないだろう。そうである以上、軽率に、お前を突入に参加させることは出来ない。だから、今回だけは、援護支援で満足していろ、お前に、怪我でもされたら後味が悪いからな・・・」 
 　その言葉を聞くと、さすがにナオは課長の佐渡に反論ができない様子で、多少、不服な顔をしていたが、その言葉に頷くと渋々ながらそれに従うことに決めたようだった。 
 　そして佐渡は、さっそく突入の準備をするのである。 
 「よし、それじゃいいか？　おれたちは、これから勅使河原が立て篭もっている通信室に突入をするが、関谷それに大間田、まずはお前たちが最初に突入の先陣をきれ。そして、奴らが次の銃撃を終えた瞬間から、室内に意を決して乗り込むんだ。だから、気を引き締めてことに対処しろよ。ここで、奴らを逃がしてしまえば、折角のチャンスが無駄になるからな、呉々も、失敗は許さんぞ。中に突入したら、即座に奴らを拘束して一網打尽にするんだ。これは、訓練じゃないんだからな決して不覚をとるなよ。おれ達は、お前たちが突入したら、援護射撃をするからな。だから、今すぐ、準備を整え踏み込む用意をするんだ。いいな判ったな・・」 
 　そして、突入が開始されるのである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　だが、それより時間は少しさかのぼって三分前―――― 
 　その頃、通信室の室内では、宮坂こと勅使河原と鎌田、それに磯貝そしてウォンが、顔を揃えてやはりそこから脱出する手筈を整えている最中であった。 
 「ところでどうなんだ鎌田、船尾でのタラップの接岸は終わったか？　おれ達は、ここでこのまま何時までも立て篭もっている訳にはいかないぞ。外では、特務機関が包囲しているし、奴らが、いつ焦れて突入してくるとも限らないんだ。だから、ここは早く逃げ出す準備を急がないと事だぞ。おれ達は、こんなところでそう易々と捕まる訳にはいかないんだからな・・・」 
 　今そう言って、言葉を発していたのは宮坂だ。 
 　彼は、通信室の狭い室内を先程から腕組みしてイライラといったり来たりすると、その室内の非常口にあたる裏通路で外に顔を出している鎌田に対し、多少いらついた態度で応じ、脱出の準備はまだ整わないのかと言って、至極、不機嫌な顔を隠そうともしていなかった。 
 　すると、それに答えて鎌田が、その非常口から通信室内に顔を出すと、恐縮した形で宮坂に応じ、次のような今現在の状況を述べるのである。 
 「あのですね宮坂さん、それなんですが、船尾の裏では、今、他の奴らが急いでタラップを船着き場に接岸していますからあと少し待っていてください。あと、一二分もすれば、脱出の準備はすべて整いますから、そうしたらこの船を捨てて陸にあがりましょう。それに、外では、特務機関とウチの部下たちとの銃撃がまだ続いていますから、決して外には出ないで下さいよ。逃げ出す時は、俺がしっかりガードしますからだからあまり心配しないでください。中国の兵法でも、退きぎわがいちばん難しいといいますからね。ですから、ここはあと少しの辛抱です、必ずここを脱出してみせましょう。ここで捕まったらもともこもありませんからね」 
 　その時、鎌田はそう言うと、その顔にニッと不敵な笑みを浮かべて、宮坂に対し笑いかけてきていた。 
 　だが、それを受けると宮坂は、鎌田の言葉に頷きつつも、その顔を不安気に曇らせて、次に、悩むがごとく独り言を愚痴り始めるのである。 
 「しかし特務機関のやつら、一体、何故ここが判ったんだ。奴らが、この貨物船に急襲を仕掛けて来たとなると、考えられるのはどこかでウチの内情が洩れて、この貨物船の場所が嗅ぎ付けられたとしか思えない。だが、ウチの部下に、ここでおれ達が法に触れるような仕事をしているということを、警察や特務機関にタレ込む奴がいるとも思えないし、まさかあの高崎ナオって言う特務機関の女と、もう一人の黒川がストリップ劇場に入り込んだ時、事前に、警察と連絡を取っていたんじゃあるまいな。もしそうだとしたら、あいつらは、とんでもない喰わせアマあだ。だが奴らは、なんの目的でストリップ劇場に入り込んで来たのだろう？　ここにくると、それが一番の謎のような気がする。こんな事になるのだったら、もっと早く、奴らの正体に気付くべきだった。それが、今、いちばんの悔やまれる事態だ。ある意味、恥ずべき失態を演じたといってもいいんだからな・・」 
 　すると、その宮坂の独り言を隣で聞いていた磯貝が、その時、その眉根を不満げに歪めると、その語り主である宮坂に対して、忠言でもするかのように口を尖らせてその言葉を諌めに掛かっていた。 
 　磯貝の言葉は、次の様である。 
 「あのですね宮坂さん、こう言っちゃなんですが、今は特務機関が何故ここに攻めてきたかって言うことよりもここを逃げ出すことだけを考えた方がいいんじゃないですかね？　はっきり言ってしまえば、おれ達は、ここでその特務機関に捕まったりでもしたら、それこそもう終わりなんですぜ。だから、そんなことを考えるよりも、今は、ここを無事逃げ出すことだけを考えてください。でないと、宮坂さんがもし捕まりでもしたら、おれ達だってただでは済まされないんですからね、その事をよろしくお願いしますよ。船尾でのタラップの用意が調ったら、すぐにでも脱出して下さい。宮坂さんは、一応おれ達の主人なんですからね」 
 　その磯貝の言葉は、もっともな話だった。 
 　彼の言うとおり、今は何故、特務機関が急襲を仕掛けて来たかということではなく、その特務機関から逃げることのみ考えるべき時だった。 
 　もし宮坂が、その特務機関に捕まってしまうようなことがあれば、その部下である鎌田や磯貝にまで累が及ぶ可能性があるのだ。そして宮坂は、黒峰会の準幹部の地位にある男でもある。その為、もし彼が捕まり尋問を受ければ、その黒峰会の内情まで追求される事態になるのだ。 
 　だからここは、どうしても捕まる訳にはいかなかったし、捕まってしまえば言い逃れは出来ないのは目に見えているのである。 
 　そうである以上、ここは些細なことになりふり構ってなど居られないのであり、そんなこと考えていること自体無意味だった。 
 　だから宮坂も、その磯貝の言葉を受けると、場違いなことを言ってしまったと反省し、いったん口を閉じて自重するのであった。 
 　・・・・・・・・・・ 
 　しかし・・・ 
 　その時、宮坂と磯貝が、そんなやり取りの話をしていると、そこへ、先程まで一言も言葉を発せず押し黙っていたウォンが、二人に対して責めるようなきつい眼差しを向けてきていたので、二人はその眼力に圧されてその場に気まずい空気が流れだしたのであった。 
 　その直後、そのウォンが口を開く。 
 「あのですな宮坂さん。こんな状況に、こんな事言うのもなんなんですがね。今ね、私どもとしては、こんな事態になりはっきり言って迷惑しているのですよ。私どもは、この日本で大きな商談を成立させる為、はるばる海を越えてここまで来たというのに、その商談も買い取ったはずの女たちが逃げてしまって全てが台無しですよ。それに、この貨物船で運んできた禁制品も、このままだと特務機関と警視庁に没収されてしまうではないですか。そうなると、私は財産を失い路頭に迷うことと同じになるのですよ。この失態は、ある意味、あなた方の不手際によるものですからね、その責任はあなた方がとって下さいよ。でないと、もし私が特務機関に捕まりでもしたら、あなたや黒峰会の事を洗いざらいぶちまけますからね。ですから、それ相応の埋め合わせをして下さい。そうしなければ、金輪際、あなたがたとの縁は無しです。そのご覚悟は出来ているのでしょうな、二度とこんなことは御免ですからな！」 
 　ウォンはその時、これ以上ないという嫌味ったらしい顔で、そう言葉をまくしたてると、あからさまに宮坂を非難してまた睨み付けてきていた。 
 　しかし彼にしてみれば、この状況からして、そのような言葉が出たのも無理なからぬ事であるのだろう。はるばる海外からこの日本にきて、商談が無事成立したと思ったら特務機関の急襲なのだ。これに文句を付けないというのであれば、その者は、このウォンからしてみればお人好しの何者でもないと映るはずだ。だから、それを聞いた宮坂や磯貝も、それには何も返す言葉もなく、ただその場をなだめて彼を落ち着かせることしかその時は何も出来ないでいた。 
 　彼らは、ウォンという男が強欲で、金に対する執着は万里の高峰よりも高いということを良く知っていたからでもある。 
 　・・・・・・・・・ 
 　だがその直後、その場の気まずい空気を一掃する鎌田の急報が届いたので、その時、宮坂と磯貝は胸を撫で下ろし軽いため息を吐くのだった。 
 「宮坂さん急いでください。やっと、タラップの準備が整いましたよ。だから今すぐ裏から出てここを脱出してください。それに、ウォンさんもさあ早く。今は、銃撃が止んでいるときでもありますから、逃げ出すには絶好の機会ですよ。愚図愚図していると、逃げ遅れては大変ですからね。まずは逃げおおせてから、今後のことについて話し合いましょう。捕まってからではぐうの音も出ませんからね」 
 　その言葉を聞くと、ウォンもさすがに納得し、その後、鎌田、磯貝、そして宮坂と共に通信室の裏通路から脱出し、貨物船の船尾へと出てタラップへと急ぎ逃走を図るのであった。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　しかしそれから一分後、特務機関はそんなことはつゆ知らず、意を決して突入を開始していた。 
 　彼らはまず、通信室の室内の様子を覗うと、宮坂等の部下がそこから顔を出していないかをよく確認して踏み込む態勢を整える。 
 　そして、相手側がたったいま銃撃を休止しているということを察すると、最初の手筈どおり関谷莞爾と大間田が先陣をきりその室内に突入を開始していた。 
 　二人が突入を開始した直後、通信室内からの威嚇発砲がないということに、訝りながらも、佐渡一等は援護射撃をやはり手筈どおり馬鹿正直にも行い支援を開始する。 
 　すると約十秒後に、関谷と大間田が通信室内に乱入を果たし、その中を制圧した様子だった。 
 　だがその直後、その室内から関谷が脱兎のごとく逆走して来て、佐渡の前に姿を現すと彼は息急き切ってこう言葉を発していた。 
 「か、課長！　まずいです、やられました！　奴らはついさっき通信室の裏口から出て、船尾の裏甲板へ脱出したようです。ですから直ぐあとを追いましょう。このまま逃がしたら、逮捕状が無意味になりますからね」 
 　しかしその時その言葉を聞くと、佐渡が驚くよりも早く、一人の女性隊員が即座に行動に移していた。 
 　ナオだ。 
 　彼女は関谷のその言葉を聞くと、寸毫の躊躇もなく駆け出し目の前の通用路を突っ切って、その通信室のなかへ即座に乱入していく。 
 　それはあっという間の出来事であったので、そこに居た佐渡と他の隊員たちは、一瞬、呆気にとられてその光景を見送ってしまっていた。 
 「あっ待ってナオ！　私も行くわ抜け駆けは卑怯よ！」 
 　すると、それに呼応する形で、もう一人の女性隊員も動いていた。 
 　それは二階堂ゆかりである。 
 　彼女はその時なにを思ったか、ナオ同様、脱兎の勢いで走りだすと、その通信室に通じる通用路を一瞬にして駆け抜けてナオのあとを追い掛けていく。すると、それから更にその通信室のなかに駆け込むと、やはり佐渡等、他の特務隊員が呆気に取られる中を、あっという間に後にして姿を霞のごとくかき消してしまうのであった。 
 　それに驚き、口をつぐむ一同―――― 
 　そして、次には、佐渡一がそんな二人の挙行を見て、その場で地団駄を踏むようにして、怒りを顕わにしていた。 
 「な、何やってるんだ、あいつらは、ま、まったく、おれの命令もなしに勝手な行動しやがって。しかも、二階堂まで、ナオの奴に感化されておれの命令を無視するとは、何事だ！　あいつ等、今度あったら、一時間や二時間、御灸をすえるだけじゃ済まさないからな、覚悟しておけよ！！」 
 　佐渡はそう言うと、こぶしを握り締めて歯軋りしていた。 
 　だが・・ 
 「課長、今はそんな事言っている場合ではないでしょう。宮坂等は、裏口から逃げたんですよ。だから、ナオちゃんと二階堂の処置はともかくとして、まずは、奴らを追い掛けましょう。おれたちが、ここでノコノコしていては逃げた奴らを取り逃がしてしまいます。だから、ここは落ち着いて、宮坂等を捕らえることだけを考えることにしましょう。今なら、まだ、奴らに追い付く可能性は十分にありますからね・・・」 
 　そう関谷に言われると、佐渡は、罰の悪そうに頭を掻く。 
 　そして、ナオとゆかりに一足遅れながらも、宮坂のあとを追いかけて、船楼内を通信室の裏口に向けて他の隊員たちと共にひた走るのである。 
 




第六節


 　ナオは走っていた。 
 　船楼内の機関調整室の横から、通信室を裏に抜けて貨物船の裏甲板上へ至った場所、 
 　そこでは、特務機関と宮坂等の部下たちによる、銃撃戦が演じられている中、ナオは、その銃弾の飛びかう合間を巧みに擦り抜けて、今現在その船着き場に接岸された舷側のタラップから辺りを見渡し、宮坂等が、一体、何処へ逃げたのかを確認するために首をめぐらしていた。 
 　すると、丁度そこから貨物船の下、薄暗い夜の闇が押し包む船着き場の陸地をのぞむと、そこには、つい先程、船を脱出して下船したばかりの宮坂等やウォンの姿がかいま見える。 
 　居た！ 
 「宮坂、待ちなさい！！」 
 　だからその時、ナオは、宮坂等を発見すると叫んでいた。 
 　そして、接岸されたばかりのタラップの最上部から、遮二無二、手持ちの拳銃を構えると、威嚇の為に発砲する。 
 　バーン、バーン・・ 
 　するとその銃弾は、遠く船着き場にいる宮坂等の足元のアスファルトをえぐり、宵闇のなか四散すると、火花を散らして地面に吸い込まれるように消えていく。 
 「チッ！」 
 　だが、そのナオの威嚇発砲は、彼ら、宮坂等を足止めするには不十分な遠距離射撃であったため、彼らを焦らせただけで引き止めることは出来なかった。 
 　しかし・・ 
 「宮坂さん、特務機関のあの女が追ってきます。ここは一先ず、コンテナ置き場の中に逃げ込みましょう。奴に、追い付かれると厄介ですからね・・」 
 　そう彼らは、特務機関、つまりナオの追撃を恐れると、船着き場の狭路を抜け、そのまま五十メートル先にあるコンテナ置き場まで走り、その物混みの中に姿をかくして逃げ込んだのである。 
 「待ちなさい、宮坂！　このままそう簡単に、逃がしはしないわよ！！」 
 　だから、その直後ナオは、舷側のタラップを速攻で駆け降りながら、船着き場まで疾走すると、逃げた宮坂等を追って奮走し、彼らを呼び止める為また叫んでいた。 
 （このまま、逃がすものですか・・・） 
 　そしてナオは、心の中で独語しつつ、船着き場の狭路を一路コンテナ置き場の眼前まで奮走すると、その山と積まれたコンテナ置き場の入り口に立ち、逃げた宮坂等の姿を捜してその奥を覗き込んでいた。 
 　しかし、彼らは、何故、こんなところに逃げ込んだのであろうか？ 
 　宮坂等は、貨物船を下船すると、あらかじめ逃走のルートを摸索していたかどうかは判らないが、迷わず港のコンテナが累積してあるこの場所へととりもなおさずひた走っていた。 
 　品川埠頭は、広い港、十三年前の未曾有の大震災で、その様相は昔と様変わりしているとはいえ、港である以上、無数の倉庫が立ち並びその要所要所には荷材の上げ下ろしを待つコンテナが、山のように置かれているのは何ら変わりはなかった。 
 　しかし、宮坂等は、いま目の前にある、そのコンテナ置き場の中に逃げ込んだ。 
 　それは、船を下船して陸へ逃げたはいいが、他に隠れる場所もなくそこを選んで姿をくらます心算なのかもしれないが、ナオにしてみれば、彼らを追う立場として厄介な状況に直面してしまったといっても言いすぎではなかった。 
 　何故なら、コンテナ置き場内は、一種の深い迷路のような場所だからだ。 
 　重い鉄製の箱が、何重にも積み重ねられ、港の広範囲にわたって置かれ、コンテナとコンテナの間は密集し碁盤の目のように規則正しく整列させられてある。 
 　だが、いったん中に入ると、そそり立つコンテナの壁に阻まれて、人が通れるスペースはあるにしても、入り組んだその通路は幾重にも絡み合い複雑な様相を見せる。 
 　その為、中に隠れてしまえば、なかなか彼らを捜し出すことは困難だ。 
 　見通しの利かないその中は、身を隠す場所は豊富で、まさしく追跡をまくには絶好の場所だった。 
 　だからナオは、そのコンテナ置き場の前まで辿り着くと、そこで一度足を止め、次にはどうしたものかと一時考え込んでしまっていた。 
 　宮坂等は、確かに、このコンテナ置き場のなかに逃げ込んだ。 
 　だが、彼らを追跡するには、ナオ一人では無理がある。 
 　そうなると、ここは、佐渡課長や関谷莞爾等の援軍を待つかと、一瞬そんなことを考える。 
 　多人数で彼らを追えば、迷路のようなコンテナ置き場に逃げ込んだとはいえ、追い詰めて身柄を拘束することは可能であろう。 
 　しかしそこで躊躇する。 
 　何故なら、このまま佐渡課長たちを待っている隙に、宮坂等がコンテナ置き場を抜けて何処へともなく逃走してしまえば後の祭りだ。 
 　今すぐ、課長等、他の隊員がここへ駆け付けてくる気配はない。 
 　そうなると、ここはたとえ一人でも、このコンテナ置き場内に入って追跡を試みるべきだろう。 
 　そう思うと、ナオは、時早ければ尚更いいと感じ、意を決してコンテナ置き場内に足を踏み入れようと体を動かしかける。 
 　するとそこで、突然に呼び止められていた。 
 「ちょっと待ってナオ！　私を置いていかないでよ！」 
 　その声は、甲高い響きを呈した女性の声であった。 
 　ナオは、それに驚き、踵を返して後を振り向く、 
 　するとそこには、息をハァハァと大きく呼吸しながら、膝に手をあてて立っている、二階堂ゆかりの姿があったので、ナオは、そのことに意外性を感じて不思議そうな眼差しを彼女に向ける。 
 　そして、彼女に駆け寄ると、疑問気にこう問いただすのであった。 
 「ゆかり、どうしてここへ来たの？　あなたが課長を差し置いて、駆け付けてくるなんてめずらしいわね。でも、課長はどうしたのよ、まだ、船の上で、男たちとやりあっている訳じゃないでしょうね？」 
 　そのナオの言葉を受けると、ゆかりは、まだ荒い息を吐きながらも、一拍おいてナオに真剣な眼差しを向ける。そして、「ちょっと待って」といい、呼吸を整えると、唾を飲み込むようにしてこう言うのであった。 
 「それなんだけどね、ナオ、課長たちは、まだ、貨物船の裏甲板で宮坂の部下たちの銃撃を受けて足止めを食らっているわ。だから、ここへは、直ぐに駆け付けて来ないわよ。私は、あなたが走りだした後、すぐ、そのあとを追いかけていたから今ここへ来られたけど、課長たちは、駄目ね。でも宮坂等は、このコンテナ置き場のなかに逃げ込んだんでしょ？　そうとわかれば、早くこの中に入って、奴らを追跡しましょう。ここで愚図愚図していては、その隙に、遠くへ逃げられてしまうかもしれないからね・・・」 
 　すると、ゆかりは、ナオより遅くここへ来たくせに、彼女の服の袖を引っ張って催促すると、コンテナ置き場の中へ足を踏み入れようとして、右手に銃を構え追跡の姿勢を見せていた。 
 　だからナオは、その勢いにつられ、ウンと頷くと、それから二人は二手に分かれてコンテナ置き場の中を、奥へ奥へと進んで行ったのである。 
 






第十章　コンテナ置き場での死闘！？







第一節


 　そのコンテナ置き場は、中に入ってみると、やはり、入り組んだ迷宮のような様相を呈していた。長さ十二メートル、高さ三メートルもあるコンテナが、幾重にも山積みにされ、上を向くと、漆黒の闇の夜空さえ遮る壁のような威圧感をそこに与えていた。 
 　月は朧気にでている、しかし、その淡い白絹のような散光は、コンテナの合間に走る無数の通用路には届かず、そこに暗い影を落としているのである。 
 　だが、今、その中を、ナオは先ほどから、霧中の玉泉を捜すがごとく、奔走し、宮坂等の行方を追ってひた走っていた。 
 　奴らは、一体、どこに居るのだろう？ 
 　その広いコンテナ置き場は、ナオの追跡の行く手を巧みに阻んでいる。 
 　その為、宮坂等を捜して身柄を拘束するには、非常に困難な境地に身を躍らせてしまったのではないかとそんなことが頭をもたげてくる。 
 　しかし、このまま彼らを、見す見すここで逃すことも出来るはずはない。 
 　何故なら、彼らは、法を犯した狡猾な犯罪者である。 
 　だから、そうである以上、いくら宮坂等がこのコンテナ置き場に身をひそめて逃げ出す算段をこうじようが、その奥の手を遮って必ず彼らを拘束し逮捕する手立てを実行に移さなければならなかった。 
 　今は夜である。 
 　その夜中には、人間にとって、不都合な要因が付きまとうことになるだろう。 
 　ナオには、今、コンテナ置き場の合間にいる以上、その視界は猫科の動物である以外、全くの常闇に身を託しているような錯覚さえ受けていた。 
 　それはつまり、眼前の先、五メートル以外の場所は、黒の幕がかかったごとく見えないのだ。 
 　だから、その中で、逃げた宮坂等を追跡し、その気配を感じるのは、針の穴に毫毛なる糸を通すぐらい困難な状況を与えられているといってもいい。 
 　そうなると、先ほどここへ逃げた宮坂等を追い詰めて、その身柄を拘束するのは、彼女にとってとても困難な状況ではないのかと思われた。 
 　しかし、喩えそうだとしても、それを諦めてしまえば、すべての願いは水泡に帰すことになるので、それは、どうしても彼女にとって受け入れがたい正直な事実であった。 
 　だが、そんなことを思いつつ、ナオが宮坂等の後を追い、コンテナ置き場内を奔走していると、そこで、幸運にも、彼らの所在を示す手掛かりとなる事態が発生していたのであった。 
 　それは、ナオが丁度、目の前のコンテナの角を曲がり、一際、狭い通路の末端に到達したときのことである。 
 　そこは、相変わらず薄闇が支配し、暗がりのなかに埋没していたわけだが、そこからコンテナを二つほど挟んだところで、何ものかの声が漆黒の夜空に木霊したのであった。 
 「止まりなさい、止まらないと撃つわよ！！」 
 　その声は甲高い女性の声で、よく聴けば、聞き覚えのある声――――そう、同僚の二階堂ゆかりの声であった。 
 　新来の春風がそよぐようなその声質は、ナオにとって、聴き違えるそれではなかった。 
 　だから、ナオはその時、ゆかりが逃げた宮坂等の内の誰かを発見して、呼び止めたのだと直覚的に悟っていた。 
 　その声のニュアンスからして、それに察しが付いたからでもある。 
 　しかし・・・ 
 　その直後、更に、突発的な事態が起こったのである。 
 　バーン、バーン 
 　それは、耳朶に突きささるような、銃声の音であった。 
 　その音は、冬の乾いた空気のなかに、拡散するかのように響き渡ると、静寂な夜の帳を打ち破るがごとくナオの耳にまで届いていた。 
 　そして、あっという間に掻き消えると、辺りは、水をうったような静けさにつつまれて、また静寂を取り戻していた。 
 （なに、何が起こったのかしら？） 
 　だがその時、ナオは、その銃撃音が、一体、何を意味するものであるのかと、疑問を感じられずにはいられなかった。 
 　確かにさっき、近くから、ゆかりの制止の声が聞こえてきていた。 
 　しかし、その直後、銃撃があったということは？ 
 　まさか！　ゆかりが撃たれたのではないのか？ 
 　ふと、そんな予感が頭をよぎる。 
 　もし、そうだとすれば、ゆかりの身が危険であると、そう判断するしかなかった。 
 　だからナオは、その時、脇目もふらず、ゆかりの姿を捜して、コンテナとコンテナの間を擦り抜けて脱兎のごとく走りだしていた。 
 　ナオの、嫌な予感は、意外と的中するからだ。 
 「きゃぁぁぁぁぁぁ！！」 
 　だがその時、またどこかで、夜の闇に奇声が発生していた。 
 　それは女の悲鳴、確かにゆかりのものであった。 
 「ゆかり！！」 
 　だから、その時ナオは、更に、ゆかりは危機的状況に追い込まれたのではないかと直覚し、その声の発生源へと、急をようするがごとく駆け付けていた。 
 　すると、丁度、今いる場所から、目の前のコンテナの角を曲がったところで、突然に、地面へと倒れているゆかりの姿を発見することになるのである。 
 　彼女は、コンテナの脇に位置する場所で、仰向けになって倒れていた。 
 　そして、ナオが見たかぎりでは、苦鳴を洩らしながら頭を押さえている。 
 　だから、それを見たとき、ナオは、まさかゆかりは頭を撃たれたのではないのかと錯覚し、とりもなおさず、彼女のもとへ即座に駆け付けて、その体を抱き起こし慌てた様にして顔を覗き込んでいた。 
 　すると、 
 「あ痛タタタ、石ふんづけて、転んじゃった・・」 
 　と、ゆかりが、ナオに支えられて後頭部を擦りながらも、ポロリとそんな一言を洩らしたので、その時ナオは「はあぁ？？？？」というような顔をして、惚けてしまっていた。 
 　そして、改めて、ゆかりの顔を覗き込むと、彼女は、別に何事もなく平然とした顔をしていたので、ナオはそれに疑問を感じてこう矢継ぎ早に問いただしていた。 
 「ゆかり！　ゆかり！　あなた、頭、撃たれたんじゃないの？　さっき悲鳴あげていたでしょ？！　だから私、ここに急いで駆け付けてきたのよ。でも、ともかく大丈夫？　今、救急車呼んであげるから待って、早く傷の手当てしなければ死んじゃうものね・・・」 
 　すると、ゆかりは、ナオのその真剣な顔を見て、次にはどうしようもなく可笑しくなったらしく、「ぷぷぷぷぷ」と、口を押さえて笑いだしてしまっていた。 
 「な？　何が可笑しいのよゆかり。あなた、撃たれて倒れたんでしょ？　それなのに、なんで笑っていられるのよ。まさか撃たれて、頭うって、どこか気が可笑しくなったわけじゃないでしょうね？　ねえゆかり、なんとか言いなさいよ、撃たれたんでしょ！？」 
 　すると、ゆかりは更に「ククククク」と、腹を押さえて、笑いくすかのようにナオに対して意味ありげな視線を送ると、 
 「あのねナオ、私、撃たれてなんかいないわよ。よく見てご覧なさい、どこにも傷はないでしょ？　ただ、おっきな石ふんづけて、転んだだけなのよ。だから、そう真顔で心配しないで、あなたが真剣な顔していると、可笑しくて笑いが止まらないわ」と、言うので、ナオはその時、「ええ！？」と、やはり惚けた顔をして、少し頭が混乱したかのように戸惑うのであった。 
 　だが、その直後、ようやくナオは、ゆかりの謂わんとしている事が判ったらしく、今度は、血相かえて怒りだすと、途端に、彼女を抱きかかえていた手を放して、ゆかりをアスファルトの上に突き放してしまう。 
 　ゴッ！ 
 　すると瞬間、ゆかりはまた仰向けに倒れ、地面のアスファルトにしたたか頭をぶつけて悶絶する。 
 　そして、しばらくして起き上がると、ナオに対し抗議の声をあげるのである。 
 「いたッ！　痛いじゃないナオ。何も、私が自分でずけ転んだって言うことが判ったからって、そう邪険にすることはないじゃない！　それは、あなたが、私のこと心配してくれて笑ったことは悪かったと思うけど、何も怒ることはないでしょ！　私はね、さっき、磯貝って言う男を見付けて、追いかけようとしたら足元が暗くて石が落ちていることなんてわからなかったのよ。だから、そう血相かえて怒らないでよね。一応、私は、頭うって、とっても痛かったんだから・・・」 
 　だが、ナオは、そのゆかりの言葉も、ろくに聞かず、ただ「あっそう」と、冷たく、しかも素っ気なくそう答えただけで、その後、プンプンと怒ってそっぽを向いてしまっていた。 
 　だからそれを見ると、さすがのゆかりも、まずいと思ったらしく「御免なさい・・」と極力頭を下げて謝ると、その場に立ち上がってお尻についていた砂埃を誤魔化し半分に払ってみせていた。 
 　そして、もう一度ナオに謝ると、逃げていった磯貝を彼女と二人して追いかけるのである。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　その時、磯貝は逃げていた。 
 　もちろん、コンテナとコンテナが密集した、その合間を縫ってである。 
 　彼は、先ほどゆかりに発見されると、威嚇の為の発砲をして逃走していたが、どうやら、ゆかり達は、彼の後を追い駆けて近くまで来ている様子だった。 
 　その証拠に足音が聞こえるのであった。 
 　女の足音、それは聞き覚えがあるわけではないが、確かに、あの特務機関の赤越と黒川のものであると思えたのである。 
 　だから磯貝はその時、このままでは捕まると思って、必死になってコンテナの合間を奔走していた。 
 　何故なら、相手は銃を持っていると判っていたので、見つかったら手出しが出来ないと思ったからだ。 
 　さっき磯貝は、黒川という女特務機関の隊員に、二発の銃弾を発砲したことで、もう、その手持ちの銃には残弾は残されていなかった。 
 　その為、見つかれば万事休すである。 
 　だから彼は、追跡を極力恐れると、コンテナとコンテナの間を走り抜け、逃げることに全神経を集中していた。 
 　だが、彼が、そうして逃げ、あるコンテナの一角に、さしかかった時、そこで磯貝はこっちに逃げてきたことを後悔していた。 
 　何故なら、闇雲に、コンテナ置き場内を走ってきたので、自分が、いま海に面した岸壁の突端の方へ追い込まれてしまった事を悟ったからだ。 
 　いま磯貝が居る、その辺り一帯は、丁度、コンテナが海の方にまでせり出して置かれている奥まった場所で、その先には夜の闇に蠢くような波寄せる海面しかない。 
 　その為、このままだと、自分は逃げ場を失い、追い込まれるしかない状況に直面してしまったと言ってもいい。 
 　だが、今更、引き返しても、どうすることも出来ない。 
 　引き返せば、必ず女たちに見つかるからである。 
 　しかし、そんなことを考えつつ、磯貝が立ち止まったときだった。 
 　ふと、その時、小声だが、囁く様にして男の声がかかったのである。 
 　それは聞き覚えのある、図太い男の声であったので、その時、磯貝は警戒しながらもその声のする方へと踵を返していた。 
 　すると、丁度、コンテナの陰になっている、ある暗がりから、一人の男が顔を見せたのである。 
 「磯貝、磯貝、こっちだ、早くこっちへ来い！」 
 　磯貝がその声につられて、よく見ると、それは、自分のよく見知った男、鎌田隆治であったので、その時、磯貝は警戒していた胸をホッと撫で下ろし安堵していた。 
 　そして鎌田が、先ほどから頻りに手招きして、自分を呼び込んでいるので、怪訝に思い彼の許へ近付くと、鎌田は磯貝の腕を引き寄せてこう囁くのであった。 
 「磯貝、おまえも失敗ったな。さっき、別れて、別々に逃げたが、結局おれたちもこっちに逃げてきて追い込まれちまった。だから、ここは、あの特務機関の女たちを待ち伏せして、ここで捩じ上げてしまおうぜ、そうしないと万事休すだ。だから、お前はそっちの陰に隠れて待機していてくれ、おれは、こっちで奴らが来たら飛び掛かるから。でもいいな、決して抜かるなよ、相手は、一応、女といっても特務機関の隊員なんだからな・・・・」 
 　すると磯貝は、 
 「判った、それじゃ、ここで奴らをのしてやろうぜ。でも鎌田、宮坂さんはどうしたんだ、一緒じゃないのか？」 
 　というので、鎌田はそれを察すると、親指を立てて後方を指し示し、コンテナの陰に隠れて、こっちを覗き込んでいた宮坂とウォンの所在を教えていたのであった。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 　ナオとゆかりは、いま、先ほど逃げた磯貝の後を追って、コンテナ置き場を奔走していた。 
 　入り組んだ、コンテナとコンテナの間を擦り抜け、その姿を探して左右に首を巡らす。 
 　だが、なかなか、その男の所在は突き止められなかった。 
 　今は夜だ、辺りは当然薄暗く、月明かりがあるとはいえ、コンテナの壁がそそり立ち、視界は五メートル先になるとまったくの常闇であった。 
 　しかし、だからといって、このまま彼らを見逃す訳にはいかなかった。 
 　何せ、彼らは、法を犯した犯罪者なのだ。 
 　それに、自分たちが、特務機関の隊員である以上、任務は放棄出来ない。 
 　一応、ナオたちにも、特務機関の隊員としての、使命を貫徹しようという強い気概があったからでもある。 
 　しかし、それは別として、先程の磯貝は、一体、何処へ逃げたのだろう。 
 　ゆかりが、見たかぎりでは、コンテナ置き場を南の方に逃走していったはずだ。 
 　だが、先程から探してみても、なかなかその姿は見つからなかった。 
 　まさか、コンテナ置き場を大きく迂回して、別の方角に逃げたのではあるまいか？ 
 　ふと、そんな疑問が、あたまをよぎる。 
 　しかし、ゆかりが言うには、ナオが彼女のもとに駆け付けて、そのあとすぐ彼の後を追い駆けたのでそれはないだろうということだった。 
 　では何故、見つからないのか？ 
 　磯貝は、確かに、こっちへと逃げたということだ。 
 　だがその姿が、いくら捜しても、見つからないということは、二人が疑問に感じても無理はなかった。 
 　だからナオは、そんな状況の中、早くも焦れて、隣を走るゆかりに対しこう言って話し掛ける。 
 「ねえ、でもゆかり、本当に磯貝はこっちの方に逃げたの？　なにかの間違いじゃないでしょうね？」 
 　すると、ゆかりは真面目な顔をして、 
 「そうよ、こっちに逃げたのよ！」 
 　と、ナオの顔を見てマジマジと言うので、 
 　ナオは『本当なのかしら？』と、内心、ゆかりの言葉を、疑うかのように訝ってみせていた。 
 　しかし、ゆかりが嘘を言うわけはないので、ナオは、仕方なく磯貝の姿を捜して奔走してみる。 
 　だが、相手は、巧みに隠れて逃げている為か、やはり、その姿はなかなか見つかることはなかった。 
 　ナオは言う。 
 「ねえ、やっぱり駄目じゃない、本当に、こっちに逃げたんでしょうね？　暗くて、逃げた方向、見間違えたんじゃないの？」 
 　しかしゆかりは、 
 「だから、こっちだって言ってるでしょ。そう短気を起こさないで、いいからもっと真剣に捜しなさいよ！」 
 　と逆に怒りだすので、ナオは、ゆかりがそこまで言うのなら仕方がないと思い、その後、渋々ながらも磯貝の姿を捜してコンテナ置き場内を走り回ってみていた。 
 　だが、ナオの疑問は肥大する。 
 　ゆかりの言い分によると、先ほど磯貝は、彼女に向けて二発の銃弾を発砲すると、そのまま脇目もふらず逃げていったという。 
 　そして、今、二人が捜している方向へ、姿を隠してしまったということだが、でも、ナオとゆかりの二人が血眼になって捜してみても、なかなかその姿は見つからなかった。 
 　そうなると、先ほど疑問に思ったように、彼、磯貝は、コンテナ置き場内を迂回して別の方へ逃げたのではないかとやはり疑いたくなってくる。 
 　もしそうだとすれば、こっちを捜しても意味はないのではないかと・・・ 
 　だが、いくら捜しても、その姿が見つからないと苛立ちは募る。 
 　ナオは、ゆかりと違って短気なので、それは尚更だ。 
 　速攻や突入が、専売特許のナオにしてみれば、このような追跡は、早く結果がでないとやっていられない気分なのだろう。 
 　まあ、それはそれでナオの性格からして、当然の事であるのだが、でも、だからといってこのまま見つからなければ、やはりそれはそれで重要な問題でもあった。 
 　何故なら、それは宮坂を始めとし、その彼に関係しているすべての男たちには、警視庁の方より、正式な逮捕要請が出ているからだ。 
 　これは、先ほど佐渡課長に会った際、知らされた情報なのだが、警視庁は、既に宮坂の余罪に関する証拠を確固たるものとして掴んでいるということだった。 
 　ナオとゆかりが、数日前から宮坂等に監禁されていた間、警視庁と特務機関は緊急にして銀座にあるブルーメントという、偽ブランド店を立ち入り検査し摘発していたのだ。 
 　そして、そこで働いていた従業員を逮捕、店で陳列されていたブランド商品を押収して、鑑定し、それが確かに偽物であるという事がはっきりしていた。 
 　また、その後、逮捕した従業員に取り調べを行うと、その店の経営者は確かに宮坂こと勅使河原洋二であるということが判明、その為、警視庁は、その鑑定して偽物とされたブランド商品を証拠とし、偽名を使っている宮坂に対する逮捕状を裁判所から取ったのだ。 
 　そんな経緯があるから、勿論その宮坂に追従して、部下となっている黒峰会のメンバーにも、緊急逮捕要請が出ている。 
 　それは、ウォンという男は別として、鎌田や磯貝にも同じ事が言えたのだ。 
 　だから、そうである以上、いま捜している磯貝一樹を、このまま逃がすわけにはいかず、やはり、宮坂同様、その身柄を拘束して逮捕しなければならなかった。 
 　この際だから、必ず引っ掴まえて、捕縛するしかないのである。 
 　・・・・・・・ 
 　そんな訳で、今ナオとゆかりは、コンテナ置き場を更に南に向かって磯貝を捜している。 
 　だが相変わらず、磯貝の姿は見つからなかった。 
 　しかし、こうなるとナオには、逆に、なんとしてでも見付けだして、とっ捕まえてやるという気概が芽生えてくる。 
 　そのような心情になるのは、彼女ならではの事だろう。 
 　何せ、ナオは、逆境に強い女だ。状況が困難であれば、それを物ともせず突き進んでいくという性質をもつ。だから、磯貝が見つからなければ、尚更、遮二無二になるのは必然だった。 
 　ナオの性格上、彼を逃がすことは、絶対許せないことだからである。 
 「ねえゆかり、ところで私たちはやっぱり別々に行動して、奴を追ったほうがいいんじゃないかしら？　このまま二人で一緒になって行動しても、なかなか捕まえられないわ。それに、課長たちの援軍も未だ来ないことだし、今、私たちに出来ることは二人でまた手分けして捜し出すことよ。そうすれば、なんとか奴を追い詰めることが出来るんじゃない。この際だから、そうしましょう。いつまでもこれで時間を潰すわけにもいかないから・・・」 
 「た、確かにそうね。これだけ捜しても、見つからないとなると、宮坂や鎌田達も、遠くへ逃げてしまう可能性が高いから、ここはもう一度、二手に分かれて捜しましょうか？　これ以上、二人で捜しても意味はないし、確かにここで時間を潰すのも得策じゃないものね」 
 「それじゃ、ゆかり次の角を曲がったら、二手に分かれて磯貝を追い込みましょう。あなたは、このまま右の方を捜して、私は左を迂回してみる。でも、見付けたらすぐ合図するのよ、その時は、すぐ駆け付けてひっ捕らえてやるから・・・」 
 　ナオとゆかりの二人は、そう話し合うと、目の前のコンテナを右へ曲がり、そこから二手に分かれようとして丁度、大、小、型の異なるコンテナが置かれている、より複雑な一角に足を踏み入れ辺りを見回していた。 
 　そこは複雑に入り組んでいる割りには、通路がひろく、少し開けた感じがするところだ。 
 　そこで、ナオとゆかりは一度立ち止まり、手分けする方向を再確認する。 
 　そして、ついさっき話し合ったように、二人は、それぞれの向かうべき方向へ踵を返し追跡を開始しようと足を踏み出しかけていた。 
 　だが、意外にも、そこでナオとゆかりの二人には、予期していなかった、突発的、事態に遭遇することになるとは、その時の二人には、当然、予測することが出来ないでいた。 
 　それはまさに、不意打ち的な突然の急襲であったからだ。 
 



第二節


 　その事態に、二人が直面したのは、ナオとゆかりが磯貝の姿を捜して、手分けしてそれぞれの方向へ足を踏み出した時だった。 
 　ザッ・・・ 
 　その時、突然に、コンテナの暗がりから、二つの影が躍り出たのである。 
 　その影の一つは、大柄な男の影、そしてもう一つは、細身のひょろりとした体躯の男の影、そう、あの宮坂の部下である鎌田隆治と磯貝である。 
 　その二人が、入り組んだコンテナの陰から、突然、躍り出ると、ナオとゆかりの虚をついて、不意打ち的に襲いかかってきたのである。 
 　・・・・・・・・・ 
 　最初に、殴り掛かってきたのは、鎌田だった。 
 　彼は、突然、目の前に現れた男に面食らって、今、惚けた顔をしているゆかりを第一の標的に定めると、その筋骨逞しい右の剛腕で彼女に一撃をお見舞いしていたのである。 
 　ブン！ 
 　それは強烈な横殴りの一撃、 
 「キャッ！」 
 　鎌田は、容赦なく、ゆかりの体にその剛腕をヒットさせると、彼女を後方へと吹き飛ばし、そのまま背中からコンテナの壁へと激突させる。 
 「ゔぐっ・・」 
 　ゆかりは、その一撃を受けると、したたか背中と後頭部をコンテナの鉄壁に打ち付けて、鈍いうめきを洩らし苦悶する。 
 　しかし、ゆかりは、鎌田に殴られたとき、咄嗟に両腕を胸の前に組んでガードしていたので、強烈な一撃の直撃は避けていたが、それでも、体は紙人形のように吹っ飛び、コンテナに激突すると、一瞬、意識を朦朧とさせ夢遊病者のようにふらつくことは避けられなかった。 
 「ゆかり！！　大丈夫ゆかり？！」 
 　するとそこへ、その一部始終を見ていたナオが、彼女のことを心配して声をかける。 
 　だがその時、突如、ナオの体数センチのところを、何か堅い棒のようなものがブォンという、風きり音と共に掠めていたので、ナオはその時、やはり咄嗟的に横へと身を反らし、その一撃を避けていた。 
 「チッ！」 
 　しかし、軽い舌打ちと共に続け様、今度は、上方からナオにその何か棒のようなものの攻撃が襲いかかっていたので、ナオは今度は、まるでサーカスの軽業師の様に、その場で後転をすると、ぎりぎりのところでその攻撃を回避する。 
 　そして彼女は、後転したあと、正面に向き直り躍り掛かってきた相手を見据える。 
 　すると、そこには何を隠そう、長さ一点五メートルもの鉄パイプを持って、にやけ面をたたえた磯貝が得意げに立っていたので、その時ナオは、カッときて憤怒の形相をその顔に浮かべ、その磯貝に対し、突然、非難の言葉をぶつけていたのだった。 
 「あなた磯貝じゃない！　こんなところで待ち伏せして、急襲を仕掛けてくるなんて卑怯ね、男の風上にもおけないわ。あんたね、一応、男なら正々堂々とわたり合いなさいよ。しかも、そんな物騒な凶器まで持ち出して、このナオ様と立ち合おうなんて十年早いわ。そっちがその心算でも、こっちは容赦しないんだから、覚悟しなさい。絶対、返り討ちにして捕まえてやるんだから・・・」 
 　すると、 
 「へへっ、よく言うぜこのアマ。テメーにはこっちとしても、痛てー借りがあるんだ。不本意だったが、監禁室でテメー等にのされたことは忘れちゃいねーんだよ。だから、この場で、その借りを返させてもらうぜ、そうしねーと、腹の虫がおさまらねーからな」 
 　磯貝は、ナオを見据えながらも、手持ちの鉄パイプを振りかざすと、ぺっとアスファルトに唾を吐いて啖呵を切ってみせる。 
 　そして、即座に身構えると、中腰姿勢から、ナオを覗うように鉄パイプを玩んでくる。 
 　しかし、それを聞いたナオは、磯貝のその言葉にもなんら挑発された様子もなく、平然として身構えると、そんな磯貝の顔を憐れむかのように、至極、軽蔑した眼差しを向けてその言葉に応じるのであった。 
 「あなたね、もともと変な欲情を起こして、私達に手出ししようとしたのはそっちでしょ。それなのに、私たちを恨むなんてお門違いよ。恨むのなら、自分の愚かさを恨みなさい。でないと、この銃であなたの体を蜂の巣にしてやるから、覚悟しなさいよね。こっちだって、あなた達には頭にきているのよ！　ゆかりが、嫌らしいことされた事は忘れてはいないんですからね！」 
 　ナオはそう言うと、右手を前に突きだして、手持ちの銃で磯貝に狙いを澄まそうとする。 
 　だが、そこで「あれ？」とナオが訝しがる。 
 　なぜなら、突き出したはずの右手には、銃が握られていなかったからだ。 
 　そこでナオは、先程のことを思い出す。 
 　そう、ナオは、先程、磯貝に襲われて咄嗟的に後転したときに、手に持っていたはずの銃を不用意に落としてしまっていたのである。 
 　だから、ナオが右手を磯貝に突きだしても、それは、無意味な威勢を演じている、情けない女の愚挙の様にしか思われなかった。 
 　優位に立てるはずの、道具を、見す見す落としてしまうとはなんて馬鹿なのだろう。 
 　ナオはその時、自分の失態を、自虐するしか出来なかった。 
 「ははっ、テメーは馬鹿か？　銃なしで、俺とどうわたり合おうって言うんだ。俺は、こう見えても格闘には自信があるんだ。だから、特務機関の女ごとき、あの世におくるのは朝飯前なんだよ。だから、格好付けずに、俺の前に跪いて命乞いでもしな。そうすれば、許してやらない訳でもないぜ。それに、あとで一発やらしてくれれば、このまま逃がしてやる。だから、意気がるのはよすことだ、その綺麗な体に傷つけられたくなかったら、素直に尻尾まいて逃げるんだな・・」 
 「なんですって、この髭面色餓鬼男！　あなたなんかに、お尻振るぐらいなら、肥だめの糞尿を食ったほうがましよ。でなけりゃ、ここであなたを、ギッタンギッタンのボッコボコにしてやるから覚悟しなさい。頼まれたって、あなたなんかに身売りすることはしないわよ！」 
 「何、この腐れアマ！　テメーの頭、この鉄パイプでかち割ってやる。覚悟しろよ、ズベタ！」 
 　そんなやり取りが交わされると、二人は、敵愾心を剥き出しにして、お互い身構え対決の姿勢を示すのである。 
 　・・・・・・・・・ 
 　だがその頃、ゆかりは悶絶していた。 
 　首が・・首が、軋むのである。 
 　武骨な男の手が、咽を締め付ける感覚――――そう、ゆかりは、いま鎌田にその首を締めあげられ、とても不本意な状況に陥っていたのだ。 
 　ゆかりが、その状況に陥ったのは、鎌田に剛腕の一撃を喰らってすぐの事だ。 
 　コンテナに、背中を強打し、彼女は息を詰まらせたあと、そこへ鎌田がすかさず手を延ばし、ふらついていたゆかりの体をものともせず空中へと突き上げたのだ。 
 　ゆかりの首を、両手で締めあげてである。 
 　それは丁度、喉輪釣りの状態といえば、いいかもしれない。 
 　鎌田は、ゆかりの咽を両手で締めあげると、その剛腕でそのまま彼女を軽々と持ち上げ、自分の顔の位置より、より高い上方へ突き上げそのままゆかりの細い首をこれでもかというような馬鹿力で締めあげる。 
 　だから、それには流石にゆかりも手がだせず、ただ締め付けられる首元を手で掻き毟りながらも、空中に浮いたままの足をじたばたと前後に泳がせるしか他に方法がなかった。 
 　それだけ、苦しい状況に、陥っていたからである。 
 「ゔぐぅぅぅぅぅ・・・苦しいぃぃぃ・・・放してぇ・・・・」 
 　ゆかりが苦悶の声を洩らす。 
 　だが鎌田は、そんなゆかりを見てニヤリと嘲笑うと、苦しんでいる女の姿を楽しむかのように、更にその手に渾身の力を漲らせ、締めあげる手をより強固にする。 
 　だからゆかりの顔は、首の上から見る見る青ざめて、次第に鬱血すると、呼吸すること自体も困難になり、その綺麗な顔を苦悶に歪めてもはや悶絶すること以外他になにも出来なくなっていた。 
 　まさに、万事休すの状態なのである。 
 　そんなゆかりに鎌田は言う。 
 「ははは、どうだ苦しーだろ。俺はな、特務機関ていう国の犬みてーな組織に飼われている奴は気にくわなくてしょうがねーんだよ。特に、女となるとなおさらだ。女はな、家で洗濯でもして、飯作っていればいいんだ。それを、のこのこと俺達を追い回しやがって、目障りでたまんねーぜ。だからお前は、ここで潔く死んじまいな。そうすれば、もう苦しい思いをしなくて済む。これはある意味おれのお情けだ、早く死んじまった方が楽でいいからな！」 
 　鎌田はそう言うと、またあざ笑い、ゆかりに対し冷笑を浴びせ掛けていた。 
 　そして、もう一度その手に渾身の力を漲らせると、容赦なくゆかりの首を締めあげる。 
 　だがゆかりは、その剛腕に対し、頻りに暴れて抵抗を試みる。 
 　しかしそれも虚しく、徒労に終わるしかなかった。 
 




第三節


 　風が吹く。 
 　冬の夜空に吹き抜けるその風は、人の体には冷たい。 
 　一月初旬のその気候では、染みいる夜の星空のもとと謂えど、海から吹き付ける湿った空気の流れを阻むことは出来ない。 
 　人の吐く息は白く、骨まで凍結してしまうかの様な、その寒さは、立っているだけでも酷な零下を下回る気温だった。 
 　そんな中で、防寒対策のまるでない、薄手のセーターとジーンズだけを纏っているナオには、その夜の夜風はこたえるはずである。 
 　何故なら、彼女は、そのセーターとジーンズだけで、気のきいた厚手のオーバーなど身につけてはいなかったからだ。 
 　そう、ゆかりにしても同じなのだが、今ナオが着ている服は、彼女が一番最初に監禁されていた、第三倉庫の二階の部屋で、鎌田や磯貝に嫌らしい行為を迫られたあと宮坂の部下によって差し入れられた服だった。 
 　ゆかりは、ピンク色のセーターとジーンズ、そしてナオは、ベージュのセーターとやはりジーンズ、その服を差し入れられて、二人は、やっとまともな服を着られることになった訳だが、はっきり言ってそのセーターは秋物の薄手のものだ。 
 　編み目が荒く、九月下旬から十月にかけては、快適に着られるものであったが、今は新年明けて一月初旬、あきらかに時季はずれの代物といっていい。 
 　だから、たとえ服を着ていても、その機能性はいまいち。 
 　そんなことで、普通この寒さなら、凍えて身震いするのも当然なはずである。 
 　だが、そんな境遇にありつつも、今のナオにとって、その寒さは大して気にならないものになっていた。 
 　それは、今、ナオの目の前に、あの色餓鬼男、磯貝が鉄パイプを持って構えているからだ。 
 　彼は、先程からナオを小馬鹿にするような目付きで、相対峙すると、その顔に嫌らしい好色的な笑みを浮かべて得意げに笑っている。 
 　だからナオは、寒さとは別に、違う意味でいま体を堅く硬直させていた。 
 　別に磯貝など恐くはなかったが、彼が手にしている鉄パイプに、危険性を感じていたからだ。 
 「へへ、どうした特務機関のねーちゃんよ、俺を逮捕するんじゃなかったのか？　捕まえてみろよ。それとも怖じ気づいたのか？」 
 　磯貝は言う。 
 　彼は、右手に持つ鉄パイプを、左の手のひらでポンポンと叩くように玩ぶと、その口元をつりあげてニッと残忍な笑みをその顔に浮かべる。 
 　だが、それは明らかに、ナオを挑発した物言いだった。 
 　おそらく彼は、ナオを挑発して、相手の出方を覗っているのだろう、彼、磯貝は、一応ナオのことを警戒しているのだ。 
 　相手は素手とはいえ、やはり特務機関に所属する人間だ。格闘に対する訓練は、受けてきているはず。だから磯貝は、ナオと対峙しながら、薄ら笑いを浮かべても不用意には討ち掛ってこない。 
 　どうもナオの推測から察するに、彼は、少なからずナオを恐れている様に感じられていた。 
 　・・・・・・・・ 
 「さあ、どうしたねーちゃんよ。俺と、やるのかやらないのか、はっきりしろよ。折角、ここで一対一の対決ができるんだ、特務機関の女隊員の実力が、どんなものか見てみてーしな。それに俺は、女をいたぶるのが最高の趣味なんだ。だから、ここで俺と対決して、決着をつけようぜ、どっちが勝つか見ものだと思わねーか？」 
 　そう言うと磯貝は、ナオが立つ位置から、約五メートルほどの間合いを置いて待ち構え、鉄パイプを刀のように正面に突きだして、その先端をチラチラと揺らしてきていた。 
 　だが、強気な発言をしている割には、その腰は、少しばかりひけている様な気がする。 
 　だから、ナオはそれを見て「ふっ」と冷笑すると、今いる場所から一歩前へ出て磯貝の前に仁王立ちする。 
 　そして、彼を馬鹿にするように、こう言っていた。 
 「あなたね、さっきから聞いていると、まるで自分の方が強いと言いたいらしいけど、果たしてそうかしらね？　今のあなたを見ると、少し怖じ気づいているのはそっちの方じゃないかって気がするけど気のせい？　口では、強気なこと言えても、実際は腰がひけて見えるわよ。そんなんじゃ、私とやりあっても、ものの十秒も保たないわね。男のくせにいい笑い者だわ」 
 「な？　なんだと！」 
 　すると、その言葉を聞いた磯貝は、血相をかえて怒りだす。 
 　どうやら、ナオの「男のくせに・・」という言葉が、カンにさわった様子だ。 
 　だから磯貝は、逆にナオに挑発されて、敵愾心剥き出しな顔をその髭面に浮かべると、鉄パイプを大きく振りかざし今にも討ち掛ってきそうな気配を見せていた。 
 　男として、あとにはひけない、そう思ったのかもしれない。 
 「テメー、よくも言ってくれるじゃねーか。そんな事、言うなら、テメーはもう覚悟は出来ているんだろうな。女のくせに、でかい口たたくと、そのすました顔をボコボコにしてやる。泣いたって、許してやらねーんだからな！　覚悟しろ！！」 
 　そう言うと磯貝は、何の前触れもなく、突然、右足を踏み出し、ナオに対して躍り掛かってくる。 
 　そして、鉄パイプを頭上から振り下ろすと、ナオの脳天を狙い一撃で相手を粉砕しようと討ち掛ってきていた。 
 　ブォン・・ガッ・・ 
 　だが、その磯貝の一撃は、狙いに反してあえなく空をきる。 
 　何故ならナオは、そのすました涼しげな顔で相手の攻撃を見切ると、軽く身を横へと反らし避けていたからだ。 
 　磯貝は、ナオを躍起になってうちのめそうと躍り掛かってきていたから、彼女が、その攻撃を避けると、標的を失い鉄パイプで地面を強打――――そして、前のめりになってそのままつんのめる。 
 　だからナオは、そんな磯貝の足元を、同じく自分の足で引っ掛けてやるだけでよかった。 
 　それだけで、勢いづいていた磯貝は足元をすくわれ、前のめりになり顔面からドッとアスファルトの上に激突、地を舐める辛酸を味わう。 
 　顔面をアスファルトに強打した磯貝は、その後、地面に突っ伏したまま顔を押さえると、擦り剥いたおでこと潰れた鼻を掻き毟り苦鳴をあげる。 
 　だが、気丈にも倒れた時、その手にしていた鉄パイプだけは、右手にしっかりと持ち放すことはなかった。 
 　そんなに、大事な物でも、なかった筈だが・・・ 
 「テ・テメー、もう容赦しねー、ぶっ潰してやる！」 
 　磯貝は、地面に倒れたあと、血の滲んだおでこを擦りつつ立ち上がると、今度は踵を返して、恨みがましい目でナオを睨み付ける。 
 　そして、憤慨しているのか、カッと目を仁王のように見開くと、手にしていた鉄パイプを滅多矢鱈に振り回しナオに対してまた討ち掛ってくる。 
 　だからナオは、軽くステップし後方へと退避、磯貝が踏み込んでくる間合いを見切って、横へ、そして後へひらりと躱す。 
 　しかし磯貝は、屈辱を受けたことで、頭に血が上っているのか、その矢鱈な攻撃を止めようとはせず、鉄パイプをブンブン振り回すと、ナオの間近に肉薄し何度も彼女の胸元すれすれのところを掠めさせていた。 
 　だが・・ 
 「チッ、クソぅ、逃げるなこのアマ。いい加減、死にやがれ・・」 
 　磯貝は、何度もナオに対し、うちかかっても、巧みに躱されてしまうので、さすがに焦れて舌打ちする。 
 　だからナオは、そんな磯貝に対し、フンと冷たく嘲笑うと右の中指をたてて挑発していた。 
 　彼女からすれば、磯貝は、盲目的に突進する猪のように見えたのだろう。 
 　そんな奴に、やられはしないと・・・・・・ 
 「あなたね、馬鹿？　そんなに、ブンブン振り回したって、当たらないものは当たらないのよ、このブンブン丸！！」 
 　すると磯貝は、やはり頭にきて、今度は、横へと大振りし渾身の一撃をお見舞いする。 
 　しかしその振りは、無理矢理の攻撃であったので、彼はその後バランスを崩すと大きく横へとよろめく。 
 　それを見たナオは、チャンスと思い、その隙をついて、間髪いれずに彼の鳩尾めがけて強烈な蹴りの一撃をお見舞いする。 
 「ゔげっ！」 
 　その蹴りは、見事磯貝をとらえ、後方へと吹き飛ばしていた。 
 「どう？　これで判ったでしょ。あなたじゃ、私の相手にならないわ。闇雲に鉄パイプを振り回したって、持ち主がアホじゃ宝の持ち腐れだわ。この際だから、そんな物騒なもの捨てて、私に降参してしまいなさい。そうすれば、もう惨めな醜態を晒さなくてすむわよ。どうせあなたは弱いんだから・・・」 
 　そのナオの物言いは、これ以上やりあっても、意味はないという宣告的な意味が多分に含まれている。たとえ磯貝が、鉄パイプで討ち掛ってきても当たらないのでは意味がない。 
 　まあ、それはナオが、彼の動きを完全に見切って、避けているわけだが、磯貝が頭に血が上って無闇に猛進してくるのにも原因がある。 
 　挑発を受けて、それに怒りを顕わにしているようでは、磯貝に勝ち目はないだろう。 
 　冷静になればまだしも、怒りにまかせて視野が狭くなるのは、戦いのかけひきがよく判っていない素人の挙行だ。 
 　もちろんナオは、それを見越して磯貝を挑発したわけだが、その挑発にのってくるのは、頭の悪い馬鹿かもしくは単純なのだろう。 
 　それを考えると、磯貝など、ナオが手玉にとるのは簡単だったといえる。 
 　ナオの方が、一枚上手なのである、こと戦いに関しては、 
 　・・・・・・・ 
 　しかし、 
 「ナ、ナオ、助けて苦しいぃ・・・・」 
 　ナオが、磯貝の鳩尾に蹴りを放って、彼を吹き飛ばすと、その直後、ゆかりのものと覚しき声が彼女の耳に聞こえてきていた。 
 「ゆかり！？」 
 　それは、助けを求める悲痛な声で、ナオはその声につられて後を振り返る。 
 　するとそこでは、今、ゆかりが鎌田に首を絞められて「ゔぐぅぅ」と唸っている状況が目に飛び込んでくる。 
 　だから、それに驚き、ナオが今現在の状況を忘れて、彼女を助けようと注意を奪われたとき、そこで後に殺気を感じたので振り返ろうとする。 
 　ガッ！ 
 　だが、そこで唐突に、右肩に何かがぶち当たる。すると、その直後、ナオは弾かれたように横へと横転すると、そのままアスファルトの上に不様にも投げ出されてしまっていた。 
 　しかし何故？ 
 「はははっ、ざまぁねえな。俺と戦っているときに、仲間に気をとられるなんて馬鹿だぜ。でもこれで判っただろ、隙を見せればこっちのもんなんだよ。テメーがいくら強くたって、よそ見をすればこうなるんだ。以後、気をつけることだな、俺はそんなに甘くねーんだよ」 
 　そう、磯貝である。 
 　彼は、ナオが、ゆかりのことに気をとられて、振り返っていると、その隙をついて立ち上がり、ナオの振り向き様その右肩に痛烈な鉄パイプの一撃を殴打していたのである。 
 　だから、それには、さすがのナオも抗しきれず、殴られた勢いで転倒すると、先程、磯貝が顔面からアスファルトに激突したように、彼女も不本意だがそこへ横転することは避けられなかった。 
 　ゆかりに、気をとられたのが失態である。 
 　ナオは地面に倒れると、右肩を押さえて蹲る。 
 　そして、磯貝を見据えると、悔しそうに唇を噛み締めていた。 
 「へへっ、どうだ痛てーか？」 
 　磯貝が、得意げにナオに対してそう聞いてくる。 
 　だがナオは、それを無視すると、右肩を押さえつつ、その場になんとか立ち上がり顔を歪めて磯貝に相対していた。 
 「ほ～う、大したもんだな、鉄パイプで殴られて悲鳴ひとつあげねーとはな」 
 　それを見ると、磯貝は感嘆の声をあげる。 
 　だが、ナオを、内心では、馬鹿にしているのは見え見えだ。 
 　その証拠に、口元が内なる哄笑の為、つりあがっている。 
 　だからナオは、右肩の痛みをこらえつつも、嫌悪感を漂わせた目付きで、磯貝を睨み付けると数歩うしろに下がって防戦の構えを見せる。 
 　そして気丈にも、無言のまま磯貝を手招きすると、かかってきなさいという合図を送り身構える。 
 「テメー！」 
 　だから磯貝は、その挑発にのり、また鉄パイプを大振りすると、ナオに一撃をお見舞いしようとうちかかってきた。 
 　しかし、飛んだのである。 
 　ナオが？ 
 　いや磯貝がである。 
 　磯貝は、ナオの挑発にのると、彼女をまた一撃しようと横殴りに鉄パイプをふるう。 
 　だがナオは、右肩の痛みを堪えながらも、身を屈め、その一撃を間一髪のところで避ける。 
 　するとその直後、ナオは磯貝の懐に飛び込むと、彼の腕を掴んで背負い投げの要領で投げ飛ばしたのだ。 
 　それで磯貝は空中を一瞬飛遊すると、背中からアスファルトに叩きつけられ悶絶する。 
 　だがナオは、磯貝をアスファルトに叩きつけると、直ぐ様、彼の胸ぐらを掴み上半身を引き起こす。 
 　そして、彼の首に後から手を回すと、その顔を九十度、いわゆる直角方向に捻りあげる。 
 　すると、ゴキャッという鈍い音がして、磯貝の頭部は自分の背中を向くようにねじ曲がる。 
 　その瞬間、磯貝はおちたのである。 
 　首を右へ九十度以上、ねじられて即座に気絶。 
 　ナオに対して、抵抗する暇もなかった。 
 　意外と呆気ない最後である。 
 　少々、手荒な行為だったが、気絶した磯貝は一時間や二時間は目をさますことはないだろう。ナオは磯貝が気絶したのを確認すると、即座に彼が手にしていた鉄パイプを握り踵を返す。そして鎌田に首を絞められているゆかりのもとへ、猛ダッシュ―――― 
 　彼女のことが心配であったからだ。 
 




第四節


 （このまま、自分は死んでしまうのか？） 
 　ゆかりは、その時、ふとそんなことを考えていた。 
 　意識がおぼろげに遠退く中で、息苦しい感覚だけはまだ感じられる。 
 　だが、目は霞み、鬱血して血がたまっているのか、頭は張り裂けそうな膨張感をともなっている。それに、四肢には力が入らず、脱力してもう既に、二三分、ほぼ忍耐力の限界に近づいていた。 
 （どうにか、この状況を切り抜けなければ・・） 
 　しかし、そんな思いとは裏腹に、焦っても事態は好転することはない。 
 　なぜなら、鎌田は本気でゆかりの首を絞めて、あの世におくる心算らしい。 
 　その、情け容赦のない絞首感からは、その殺意が如実にあらわれていた。 
 　首を締め付ける感覚は、痛いほど伝わってくる。 
 　武骨な手が、首に食い込み、気道を締めあげる。 
 　そんな中で、ゆかりはさすがに死を意識する。 
 　このまま、鎌田に首を絞められて、窒息死してしまうのだろうか？ 
 　ゆかりにとって、それは納得いかない状況でもある。 
 　でも、現実には今、鎌田に首を絞められ瀕死の状態だ。 
 　こんなところで死ぬのは、真っ平御免だったが、現実はやはり死に近付いている。 
 　それは、避けられない、予感めいたものだった。 
 　でも、なんとかして、この状況を脱せないものか、意識が遠退くその朧気な頭でゆかりは懸命になって考える。 
 　しかし頭に浮かぶのは、自分の死のイメージしか湧いてこない。 
 　自分が、海の底に沈んで、溺れるようなイメージ。 
 　どこからそんなイメージがわいてくるのか、解らなかったが、そんな不吉めいたものが湧いてくる以上、自分の死を受け入れなければならないのかと、その時、ゆかりは本気で思ってしまっていた。ゆかりの目の前では、鎌田が楽しそうにニヤ笑いを浮かべている。 
 　だから、こんな男に殺されるのなら、自分で舌を噛んで死んだほうがましのような気がする。 
 　だが、それすらも出来ないほど、ゆかりの体はマヒしたように動かない。 
 　ちょうど、マラソンランナーが、フルマラソンを終えてゴールし、気力とも体力とも使い果たし倒れこむ時のそれに似ている。 
 　まさにそれと同じなのだ。 
 　ゆかりの体力には限界があり、そして気力も尽きかけようとしていた。 
 （もうこれで、終わりなのね？） 
 　その時の、ゆかりには、もうそれしか考えられなくなっていた。 
 　鎌田は、そんなゆかりを見て、容赦なく首を締めあげる。 
 　本気でゆかりを殺す心算で・・・ 
 　だが、そんな時である。 
 「鎌田！　ゆかりを放しなさい！！」 
 　その突然に響いた声にゆかりは反応した。 
 　朧気なる意識の中で、聞こえたその声は、確かにナオの声だ。 
 　涼やかな張りのある声、そうナオが助けにきてくれたのだ。 
 　しかし、その喜びの反面、ゆかりはもう落ちかけていた。 
 「ナオ、助けて・・・」 
 　搾り出されるように出たその声とともに、ゆかりの意識は混濁する。 
 　そして、深い冥府に誘われるがごとく、そのまま意識を失っていた。 
 
 　　　　　　　　　　　　＊ 
 「鎌田、ゆかりを放しなさいよ・！！」 
 　その時ナオは、鎌田の眼前に立ち声を荒らげてそういっていた。 
 　目の前では、ゆかりが鎌田に首を絞められて、ぐったりしている。 
 　その光景を見て、更にナオは、血相をかえて鎌田に勧告する。 
 「放しなさいって言っているのよ！！」 
 　ナオのその声は、冷涼とした夜空のもとコンテナ置き場内に響く。 
 　だが、そんなナオに対しての、鎌田の対応は飄々としたものであった。 
 「ほーう、テメーがこっちに来たってことは、磯貝をのしたのか？　それは大したもんだな。だけどなもう遅かったぜ、ほれ見ろ、この女は今さっきあの世にいったばかりだ。残念だが、仲間の冥福でも祈ってやるんだな・・」 
 　そう言うと鎌田は、両手で首を締めあげていたゆかりを、無造作にアスファルトの上へとドッと放り投げる。 
 　そして、哄笑するかのように、口角をつりあげ残忍に笑いたてていた。 
 　ゆかりは、鎌田に投げだされ、無防備にアスファルトの上に転がる。 
 　ナオはそれを見ると、一瞬、不快げに眉を曇らせ、非難めいた眼差しを鎌田に向けたが、ともかくまっさきにゆかりのもとへと駆け寄る。 
 　そして彼女の、上半身を抱き起こし呼び掛ける。 
 「ゆかり？　ゆかり大丈夫？！　しっかりして。私よ私、ナオよ、聞こえる、ねえゆかり？」 
 　だが、意識なく、ぐったりとしたゆかりからは、何の反応もかえってこない。 
 「ねえ、ゆかりったら・・・」 
 　ナオがもう一度、ゆかりに対し呼び掛けを行う。しかし彼女は、ナオの腕の中で脱力し、ものいわぬ人形のように力なく身をあずけるだけだった。 
 「鎌田！！　あなたよくもゆかりを・・・」 
 　ナオは、ゆかりが意識がないのを確認すると、激昂したように鎌田を睨み付ける。 
 　どうやら、ゆかりがこうなった責任を、鎌田に問いているのだ。 
 　が、そんな眼差しを向けられても、当の鎌田は、悪怯れた様子もなくただ淡々とナオとゆかりを見下ろしている。 
 　そして次には、つまらなそうに大あくびをすると、学生が朝礼で休めの格好をするように、足を斜め前に突き出しその顔にまたニヤ笑いを浮かべていた。 
 「鎌田、あなた、赦さないわよ！！」 
 　そんな鎌田にナオは、食い付くように言葉を言い放つ。 
 　だが鎌田は、腕組みすると、ナオを嘲笑って惚けた顔を見せるのであった。 
 「そう怒るなよ特務機関のねーちゃん。こっちだって、今お前等に捕まる訳にはいかないんだ。たかが、一人女が死んだからって、こっちは憐れんでいられない立場なんでね、とにかく、その女の死体を抱えてこの場所から早く立ち去ることだな。そうしないと、お前もその女と同様、首を絞めてあの世に送ってやるぜ、女ごとき捩じ伏せるのは簡単だからな・・・」 
 　鎌田はそう言うと、ナオに対して野良犬でもあしらうかの様に、シッシッと手で追い飛ばすと、早くどこへでもいっちまえというような素振りで合図を送ってきていた。 
 　しかし、その飄々とした態度に、ナオはカチンときたのか、その後、意識のないゆかりをアスファルトの上に寝かすと、徐に立ち上がって鉄パイプを握りしめる。 
 　そして、交戦の構えを見せるがごとく、鎌田の前に立ちはだかって決起していた。 
 「ほ～う、特務機関の高崎だったかな、お前は、俺とやり合う心算か？　だがな、止した方がいいと思うぜ。俺は磯貝よりも、手練れを自負している。いくらお前が磯貝をのしたって、俺にかなうはずがねえ。だから尻尾まいて逃げな、もうひとつ死体が地面に転がるだけだぜ」 
 「うるさいわね、あなたはただ馬鹿力があるだけで、他には何も出来ないんじゃないの？　そんな図体して、頭の中身は単細胞なんでしょ。筋肉馬鹿って言う言葉があなたには一番お似合いよ。あなたこそ、手をあげて私に降参しなさい、でないとその頭にこの鉄パイプお見舞いしてやるから・・・」 
 「ははっ、それじゃ俺が筋肉馬鹿なら、お前はひよっ子だな。特務機関に所属しているからってしょせん女だ、決戦に際しては男の方が有能なんだ。いくら訓練を積んでいるからって、男と女の能力の差は埋められないぜ。せいぜい意気がるのも止した方がいいんじゃないのか、か弱いお嬢さんよ」 
 「何ですって？！」 
 　その鎌田の言葉を聞くと、ナオは、激昂しないまでも、明らかにその挑発を不快と受け取って憤怒している様子だった。 
 　それは、鎌田の巧みな挑発だと判っていても、女を差別したその物言いはナオに敵意をつのらせる。 
 　確かに、女は男よりも戦いに関しては、ひけをとるだろう。しかし、だからといって、ナオは、こんな筋肉馬鹿みたいな男には負けないという自信がある。 
 　鎌田は、磯貝などよりは、戦いに精通しているかも知れない。 
 　だがナオにも、女としてのプライドがある。 
 　それに、ゆかりをこんなにされて、黙って引き下がれるわけはない。 
 　ここは一騎打ちあるのみ、ナオの負けず嫌いな性格はそれを推奨していた。 
 「とにかく鎌田、つべこべ言ってないで、ここは私とあなたの一対一の対決よ。ゆかりの仇は、私がうつわ、いい覚悟しなさいよね」 
 　すると鎌田は呆れた顔して、 
 「・・ったくしょうがねー、ネーちゃんだな、そっちがその気なら、少しだけ相手にしてやるか、でも泣いたって知らねーからな」 
 　そう言うと、鎌田は面倒臭そうに、ナオに対して応戦の構えを見せるのだった。 
 「よーし、それじゃ早くかかってこい。だが言っとくが、俺は磯貝の様にはいかないぜ」 
 　鎌田はナオに対して斜かけに身構えると、ニヤッと笑ってその自信の程を見せ付ける。 
 　だがナオも負けじと、手持ちの鉄パイプを上段に構え、対決の姿勢を明らかにしていた。 
 　どちらが勝つのかこれは見ものである。 
 




第五節


 「てぇぇぇぇぇぇぇぇぃ！！」 
 　鎌田とナオの対決は、ナオの奇声を発する一撃で、幕をあげていた。 
 　ナオが手に持つのは、そう鉄パイプ、磯貝が所持していたものだ。 
 　それをナオは、鎌田を狙って上段から振り下ろす。 
 　ブォン・・ 
 　その一撃は、渾身のものではなかったが、鎌田の胸元すれすれを掠めて下に抜けていた。 
 　ナオの一撃目は不発、しかし、それは計算のうち、最初から相手にきまるとは思っていない。 
 　そこでナオは、鉄パイプを引き寄せると、今度は横なぎに一閃、軽妙に打ち放たれたその斬撃は、やはりブォンという風きり音とともに横へと抜ける。 
 　鎌田は、ナオの繰り出す斬撃を、ぎりぎりのところで避けている。 
 　しかし、思いもよらないナオの鋭い攻撃を受け、鎌田はその時、面食らっていたのは確かだ。 
 （この女、口先だけじゃないようだ・・・） 
 　ナオの斬撃を躱しながら、鎌田はその時、彼女に対する見方を少しだけ改めなければならなかった。 
 　ナオの攻撃は鋭い。 
 　弩弓から放たれる、矢のようだ。 
 　しかも、鎌田の動きをなかば予測して、鉄パイプを振るうものだから、彼女が二撃目を繰り出したその直後から鎌田は徐々におされ始める。 
 　三撃目、今度は、中段からのひねりを利かせた迅速な殴打、それにはさすがの鎌田もその重い体を跳躍させ危機一髪後方へと身を退く。 
 　その直後、鎌田の脇腹辺りを、鉄パイプの風圧が掠める。 
 　あと少し反応が遅ければ、肋骨に当たって罅が入っていたかもしれない。 
 　ナオは本気のようだ。 
 　鎌田を完膚なきまでに叩きのめす、その心情が如実にあらわれていた。 
 　四撃目、今度は鎌田との踏み込む間合いを考慮にいれて、夜陰を走り抜けるような鋭い突きをお見舞いする。 
 　突きは、本来、剣術でも相手の出鼻を挫く常套手段――――この場合、鎌田はナオに対して突進してきた訳ではないが、彼の反撃への牽制にもなったであろう。 
 　鎌田がナオに対して、不用意に近付けば今のように鋭い突きが待っている。 
 　それを予感させるための、布石にもなった。 
 　そして五撃目、ナオは今いる場所から意を決して突進すると、鎌田の眼前で大きく跳躍、その頭上にジャンプするとそのまま渾身の一撃で下に振り下ろす。 
 　ガキャ！！ 
 　だがそこで、信じられない光景を見る。 
 　鎌田は、ナオの攻撃を避けきれないと思うと、次には何を思ったか、両腕の前腕を盾にして鉄パイプの斬撃を受けとめたのだ。 
 　しかも、鉄パイプと何か硬いものがぶつかる音が響くと、ナオの手がビリリと痺れる。 
 　そして、あろうことか、ナオが手にしていた鉄パイプが、打撃点から先四十センチ、グニャリとひしゃげたのだ。 
 　そう、鉄パイプが、曲がったのである。 
 　こんなことが、あるだろうか？ 
 　確かにナオが放った斬撃は、鎌田の腕にぶち当たり、その腕の骨を砕いたかと思われた。 
 　しかし、現実には、鉄パイプの方が曲がったのである。 
 　いくら鎌田が筋肉馬鹿で、強靭な肉体を持つからといっても、鉄パイプに勝る肉の鎧を纏っている筈はない。これは何かの間違いではないのかと、ナオは手持ちの曲がった鉄パイプを凝視する。しかし、現にそれは、三十五度近く折れ曲がっている。 
 「あなた化け物！？」 
 　だからナオは、次の瞬間、鎌田を見据えると、思わずそう言って驚きを顕わにしていた。 
 　こんなこと、ありえる筈はない、そう思ったからである。 
 「はははっ、どうだ、たまげただろ？　俺はな、鉄パイプごとき屁でもねえのさ、そんな物振り回したって俺には通じねんだよ」 
 　鎌田はそう言うと、得意げに右の前腕部を擦ってみせる。 
 　何ともないみたいだ。 
 　ナオの一撃は、渾身の一撃であった。しかし、その攻撃を受けても、その腕に何も損傷がないとすると、これは尋常ではない。 
 　この男はやはり、筋肉馬鹿でも、その前に大のつく〝大筋肉馬鹿〟なのかと一瞬思う。 
 　普通、常識では、考えられないだろう、鉄パイプより強靭な腕が存在するとは、 
 　しかし、鎌田を見ると、ケロリとしている。 
 　だが、ナオは次の瞬間、鎌田の腕の袖からかいまみえた、ある物に目を奪われ、何故、鎌田が鉄パイプを受けても、平気でいられるかの納得がいった。 
 　そう、鎌田の腕の袖に垣間見えたものは、銀色に光る防具のようなものだったからである。 
 「あ・・あなた、腕に何か仕込んでいるわね！？」 
 　おそらくそれは、彼の前腕を覆うように装着されているのだろう、服を着ているからその事には容易に気付かなかったが、よく見ると、その前腕の部分だけ服が盛り上がっている。 
 　それを見ると、確かに何か仕込んであるのは確実で、それは見逃せない事実であった。 
 「ほ～う、バレちまったか、実はな、この腕には、鋼鉄製のリストバンドが仕込んであるのさ。これはな、俺の特注の愛用品で、いつも身につけている防具さ。人を殴り倒すときなんか、腕に重みがついて、素手で殴るより数倍の威力を発揮したりする。それに、今みたいに鉄パイプで殴られようが、びくともしねー代物さ。だから、そんな鉄パイプごとき何の役にもたたねーんだよ。残念だが、俺とやり合おうなんて考えねーことだな」 
 　すると鎌田は、やはり得意げに腕まくりし、その腕に装着された防具をナオに対して見せ付ける。 
 　そして、もう一度、豪快に「ハハハハハ」と笑い飛ばしていた。 
 「さあ、どうする？・・・ねえちゃ・・ん？」 
 　しかし直後、鎌田がその言葉を言い終わらぬうちに、突然、衝撃が走っていた。 
 　ドガッ！ 
 　鎌田の胸元である。 
 　そうそこに、唐突に何かが炸裂すると、鎌田はどうっと後に吹き飛ばされたのである。 
 「ぐえッ！」 
 　鎌田は苦鳴をあげ、コンテナに背中から激突、後頭部をしたたか打ち付けていた。 
 　ナオである。 
 　ナオは、上を向いていい気になり、笑いたてていた鎌田の隙をつくと、速攻で飛び蹴りをかましたのだ。 
 　その蹴りは、見事なもので、靴の踵に打点を集中させた渾身の一撃である。 
 　だから鎌田は、油断していたものだから、その攻撃をまともにくらい、何度も言うが彼は後方へともんどりうって吹っ飛び、コンテナへと激突する事を余儀なくされる。 
 　そして、背中を強かコンテナの角に打ち付けると、ゲホッ、ゲホッ、ゲホッと、何かを吐き出すかの様に咳き込んでいた。 
 「うがぁぁっ」 
 　そして、胸元を押さえて、前かがみになる。 
 　どうやら彼は、かなりのダメージを受けた様子だ。 
 　丁度、コンテナの角にぶち当たったのが、いけなかったのだろう。 
 　鎌田は俯くと、息を整えようとして胸元を上下させる。そして、その後、ナオに目を向けると、怒り心頭した形相でまなじりをつり上げる。 
 　その目付きは、非難の意図がありありだ。その思いを示すかのように、鎌田が言ったナオに対する言葉は次のようなものだった。 
 「テ・・テメー、俺の話も聞かず、飛び蹴りかますとは、卑怯だぞ！！　それでも特務機関の一員なのか！　正義の味方が意表をついて悪辣な手段を使うなら、国家公務員失格だぞ！　不意打ちなんていう姑息なことするなら、こっちだって容赦しねーからな、覚悟しろこのメスブタ！！」 
 　だが・・ 
 「ふん！　何がメスブタよ、あなた馬鹿でしょ！？　あなたが、いい気になって今の状況を忘れているから、いけないんでしょーが。今はね戦いの最中なのよ、それをよそ見して馬鹿じゃない？　あなたに、卑怯だなんて言われたくないわ。だいたい、最初に不意打ちを仕掛けてきたのは、そっちじゃない。それを卑怯だなんて言うのは、アホよ。これはね、歴とした戦法なのよ、そんなことも解らないなんて、単細胞にも程があるわ。子供じゃないんだから、文句言わないで！！」 
 　ナオはそう言うと、不敵な面構えで鎌田をねめつける。 
 　その態度は、相手を見下した冷徹なものであったため、鎌田はその時、こめかみに青筋を立てて憤慨する。 
 「何だとテメー、もう一度言ってみろ！！」 
 　そして次には、蹴られた胸元を押さえつつも、その場に立ち上がり、ナオを正面から見据えると臨戦態勢の構えで相対する。 
 　どうやら彼はかなり憤慨している様子だ。 
 　その血走った目が、それを物語るようにぎらついていた。 
 「テメー、容赦しねーからな。最初のうちは、美人だから手加減してやろうと思ったが、そっちがその心算ならもう手加減なんかしねー。いいか、これからが本当の勝負だぞ、姑息な駆け引きなしの一発勝負だ。俺も本気出して、テメーを徹底的にのしてやるぜ。その覚悟は出来ているんだろうな、ええ？　特務機関のねーちゃんよ・・」 
 「上等じゃない、そっちがその心算なら、私も手加減なんかしないわよ。私の強さがどれ程のものか、ここはいい機会だから見せてあげるわ。後になって、逃げ出そうとしても、そうは行かないんだから呉々も気をつけることね。女を馬鹿にすると、酷いんですからね。その事をよく覚えておきなさい、この筋肉ダルマ、絶対あなたになんか負けないんだから」 
 　ナオはそう言うと、手にしていた鉄パイプを投げ捨てる。 
 　そして、素手で鎌田に身構える。 
 　彼女もやる気十分だ、ナオは深く息を吸うとそれをスーッと吐き出し自分の呼吸を整える。 
 　そしてジーッと、鎌田を見据えていた。 
 　するとその直後、二人は二メートルほどの間合いを置いて、お互い向かい合い相対峙する。 
 　そして、二人とも、険悪な眼差しを相手に向けると、無言の火花が散るように鬼気迫る臨場感をその場に現出させていた。 
 　二人は、お互い相手の動きを覗うと、踏み込む態勢を整える。 
 　そして次には、鎌田の方からナオに対し、怒りにまかせた突然の攻撃を仕掛けていた。 
 「うりゃぁぁぁぁ！！　これでも喰らえ！」 
 　鎌田は右の剛腕を振りかぶると、それを容赦なくナオに浴びせ掛ける。 
 　それは、ナオの左頬を狙ったフック、剛腕は唸りをあげるかのようにナオの顔面に飛来する。 
 　しかし、そこはナオも、それを予期している。 
 　鎌田が殴りかかると、彼女は一度上体を起こし一歩後退、そして、彼の拳をナオは手のひらで「ぴしっ」と弾くと軽く受け流していた。 
 「このやろ逃げるな！！」 
 　だが、そこで鎌田がわめく。 
 　彼は、一撃目を避けられると、次には左腕を突き出して、ナオの首を掴もうと手を延ばす。 
 　しかしナオは、後に後退しながらも、その腕を足で蹴り上げて鎌田の意図を挫く。 
 　そして直後、体をひねると、地面に両手をつきちょうど逆立ちするように足を上方へと蹴りあげる。すると、蹴り上げられた足は、鎌田の下顎に見事ヒットし「ガッ」という打撃音とともに真上へと抜けていた。 
 　ドッ！！ 
 　これは、鎌田がアスファルトへと、仰向けに倒れる音だ。 
 　その音が響くと、ナオはくるりと一回転、逆立ちした状態から身を起こし地面へと着地する。 
 　そして、鎌田がどうなったかを、後を向いて確認、 
 　すると・・・ 
 「ぐぁぁぁぁぁっ！！」 
 　そこには、顎を押さえて、のたうちまわる鎌田の姿が垣間見えた。 
 　してやったり。 
 　彼は、ナオの軽業師のような攻撃を受けると、地面の上で顎を押さえ苦鳴を洩らしている。 
 　それだけ、ナオの変則的な蹴りの一撃が、強烈であったことを意味しているが、それを顎に喰らった鎌田は憐れである。 
 　彼、鎌田は、倒れたときの衝撃よりも、蹴られて顎が外れてしまったかのような衝撃に、のたうつと不様にもじたばたと足をばたつかせていた。 
 　しかし、不用意に、ナオに近付いたほうが悪いのだ。ナオは、特務機関では一二を争う格闘家だ。そのナオに、何の警戒もなく殴りかかり、その体に触れようとすること自体、自殺行為といっていいだろう。 
 　それに、ナオは性格がねじ曲がっているのか、男に対しては容赦がない。だから、鎌田にとっては、いい勉強になったかもしれない。こんな女が世の中には存在するのだと・・・ 
 　だからナオは、その時、悶絶してのたうつ鎌田を見据えながらも、意地悪く彼を小馬鹿にする言葉を、その時、贈ってやっていた。 
 　それは、先ほど大口をたたいていた鎌田への、報復的な意味合いも多分に含まれていたが、結局のところ、意外に鎌田が弱かったのでそれに対する不満も含まれていたのだ。 
 　とにかくナオは、このままこの戦いを終わらせる心算はなかった。ここはいい機会だから、徹底的に黒峰会の一員を叩きのめしてやる。そして、ゆかりの仇を討つのだと、ナオはその時、真剣にそう思っていた。 
 　そうでないと面白くない。それはある意味では、ナオの悪い癖が出たのかもしれない。 
 「さぁ、鎌田ちゃん、どうしたの？　もうおしまいなの？　つまらないわね・・私、せっかくここで大暴れができると思ったのに、あなたがそんなに弱いんじゃ燃焼不足もはなはだしいわ。それに、このまま終わるんじゃ、私の圧倒的な強さが示せないじゃない。お願いだから起きて、さあ私と戦いましょうよ。子供じゃないんだから立てるでしょ？　さあ起きなさい。起きないと、お尻ペンペンするわよ～。ナオ先生は、恐いんですからねー・・・」 
 　それは、何とも言えない口調である。 
 　ナオは、鎌田を子供のようにあしらうと、極力、馬鹿にして相手の闘争心をたきつける。 
 　もちろん、それには、鎌田を憤慨させて挑発する意図も含まれていたが、ほとんどはナオの性格の悪さが露出しただけの物言いだった。 
 　だから、それに鎌田が、食い付いてこない訳がない。 
 　鎌田は、地面に倒れてのたうちながらも、その言葉を聞くと、ぴたりと動きを止め猛然と怒りを顕わにする。 
 　そして、次にはふらついて立ち上がりながらも、顎を押さえて喝破していた。 
 　子供扱いされたことが、彼の自尊心を打ち砕いたようだった。 
 「て・・てめー！！　ふざけるな！！　こうなったら、なりふり構っていられねー、俺の本当の力を見せてやる。ふざけた事ぬかしてると、テメーを殺したあと、死んでも裸にしてその体をオモチャにしてやるからな、覚悟しろ！！　殺したあと、たっぷり嬲って楽しんでやるからな、死んでも俺の怒りはおさまらねーんだ！！　覚えておけ！！」 
 　鎌田は、そう言うと、自分の前腕に装備していたリストバンドを憎らしげにむしり取る。 
 　そして、着ていた上着を無造作に脱ぎ捨てると、この寒い夜空の中、緑色のタンクトップ一枚だけの格好になっていた。 
 　それから、猛烈な形相をして、ナオを睨み付けると息をはぁーと吐く。そして猪突猛進、そのまま何の前触れもなく猛然とナオに対して躍り掛かっていた。 
 　ブン！ 
 　鎌田の横殴りの一撃が、飛来する。 
 　だがナオは、その一撃を察知すると、やはり後方へと退く。 
 　しかし、そこで重要なことに、気付いていた。 
 　それは、鎌田の動きが、先程より数倍早いということだ。 
 　先程まではナオにとって、その鎌田の動きはさして素早いとは思えない、そんな程度のものだった。 
 　だが、今の鎌田は、その巨漢に似合わず、動きにキレがあるのだ。 
 　それは、両腕に装着していた、重そうなリストバンドを外したからそうなのかは解らないが、明らかに今までとは違った動きを見せている。 
 　だからその時、ナオは、警戒して殴り掛かってくる鎌田から距離をとり、少し離れようとして左へと飛びのいていた。 
 　それは、ナオの危険を察知する神経回路が働いたわけだったが、今の鎌田には、何か不気味な威圧感を感じたのも確かだったからだ。 
 　だからここは、一先ず間合いをおいて、相手の出方を待つ。それが最良の手段だと、そう感じて左へと飛びのく。しかしそこに、不意をついた一撃がヒットしたのである。 
 　それはナオが、何度も言うように、左へ退避しようとして飛びのいたときだった。 
 　その時、やはり鎌田の左から、強烈な剛腕の一撃が飛来したのだ。 
 　直後、その剛腕は、うなりを上げてナオの右肩を殴打、その破壊力はすさまじくそのままナオを左へと吹き飛ばしていた。 
 「きゃっ！」 
 　ナオは、その一撃を受けて地面へと急転――――しかし、地面のアスファルトに激突する寸前、自ら手を突いて咄嗟に前転すると、その激突を避ける。 
 　そして、そのまま一回転すると、器用に着地、難なく激突の危機から脱していた。 
 　しかしその直後、右肩に鈍痛が走っていた。 
 　殴られた瞬間は、それほどでもなかったが、ほんの数瞬たってから痛みが襲ってきたのだ。 
 　その痛みは、鈍く重苦しいもので、切り傷のような鋭い痛みではなかったがナオの顔を歪めさせる。しかも、その右肩は、磯貝との戦いの際、鉄パイプで殴られた箇所と同じだったので、そのダメージは馬鹿に出来ないものである。 
 　おそらく、この鈍い痛みからすると、毛細血管が切れて内出血しているかもしれない。 
 　それほど鎌田の剛腕は、インパクトのある大砲のような一撃であった。 
 　ナオはその痛みを知覚すると、一度後方へと、二三歩さがって間合いをおく。そして、打撃された肩を押さえると、鎌田の姿を捜して首を巡らす。 
 　だが、ナオが首をめぐらした方向には、不思議にも鎌田の姿はなかった。 
 　たしかに鎌田は、殴りかかってきた時に、その方向にいたはずである。 
 　しかし、その姿が忽然と消えていたのだ。 
 　その為ナオは、不思議に思い、肩の痛みを堪えながらも別の方向に首を巡らす。 
 　すると、突然ナオの背後で、殺気を感じていた。 
 　その直後である。 
 　首に太い腕が巻き付いたかと思うと、ナオはそのまま引き倒されて、アスファルトに仰向けに倒れていたのだ。 
 　そして、倒れた直後、重い何かがナオの前方からのしかかってくる。 
 　それは人の影だった、しかも巨漢、 
 　そう鎌田である。 
 　彼が、倒れたナオの上から馬乗りになると、そのまま彼女の肩を地面に押しつけて、力任せに押さえ付けてきたのである。 
 　それは突然のことであり、ナオには回避する術はなかった。 
 　ナオは殴られた肩の痛みに悶絶しながらも、そのまま地面に釘づけ、「しまった！」と思ったが、すでに彼女の目の前には鎌田の顔がある。 
 　しかしその顔をまじかに見たとき、ナオは別な意味で、身の危険をその時、悟っていた。 
 　鎌田が、勝ち誇った顔で、好色な笑みを浮かべていたからである。 
 　このままでは乱暴される。 
 　それを予感させる、彼のにやけた笑いだった。 
 




第六節


 「へへっ、どうだ、これで身動きできねーだろ」 
 　その時、鎌田は、ナオをアスファルトの上に押し倒した格好で、勝ち誇ったようにそう言っていた。 
 　仰向けに倒れて、無防備なナオの上に、鎌田は馬乗りになっている。 
 　その構図からすると、彼女が不利な状況にあるのは歴然だ。 
 　相手は巨漢、それに筋肉馬鹿ときている。 
 　そして、今の意味ありげな卑猥な顔、それから予測するに、この状況はこの後どう展開するかの察しはついていた。 
 　ナオ一世一代の身の危機、そう強姦である。 
 　それを示すかのように、鎌田は沸き上がる喜びを隠しもせず、哄笑してこうほざいていた。 
 「ハハハハハ、さあ、これからが楽しみだぜ。さすがにもうこうなったら、お前も最後だな、俺を怒らせちまったお前が悪いんだ。しかし、こうなるのを俺は待っていたぜ。テメーの性格は、気に食わねーが顔と体は別だ。さっきは殺してからオモチャにしてやるといったが、この状況だと、それは大幅な変更を余儀なくされるって事だな。今の状況を考えると、ここで乱暴したほうがよっぽどおもしれー。それに生きたままの方が、さすがにそそるからな、そうなるとお前も風前の灯だ、覚悟はできているんだろうな？　今からたっぷり可愛がってやるからな、覚悟しろよ。そして徹底的に玩んでやる、そのすました顔を、苦痛で歪ませてやるからな！」 
 　そう鎌田は、このままナオに乱暴し、その貞操までも奪う心算なのだ。 
 　鎌田にしてみれば、それを待ち望んでいたのかもしれない。 
 　ナオは、性格はともかく美人だ。 
 　それに、男にとってはその体は、むしゃぶり付きたくなる、しなやかで柔らかな曲線美を有している。 
 　そうである以上、このような状況で、その獣欲を満たす行為にうって出ることも不自然ではないような気がする。 
 　それだけ、ナオは贋物にはない、不思議な魅力を呈している。 
 　それに、男を寄せ付けないような、きつい性格からも、その希少価値的な存在が際立つのだろう。強いて言えば、このような状況、鎌田ではなくても、新鮮な初魚を求める好色な輩ならば手を打って喜ぶかもしれないのだ。 
 　その状況にあって、ナオは貞操の危機に見舞われていた。 
 　だが・・・ 
 　そんな中であってもナオは、このような状況に対し意外と冷静だった。 
 　このままでは犯されて、身を危険にさらされる事態にあるにもかかわらず、さして抵抗する気配も見せないのである。 
 　それどころか、その顔に慈愛に満ちた女神のような安らかな微笑みを浮かべると、鎌田を目の前にして、じっとその目を見つめ笑い返しているのだ。 
 　だからその時、鎌田は、一瞬気圧されて、茫然とするようにナオを凝視していた。 
 　この女、頭がおかしいのか？ 
 　そう思ったからだ。 
 　ナオは慈愛のこもった、優しい声で言う。 
 「そう？　あなた、私のことがそんなに欲しいの？　それならば、私は構わないわ。でもひとつだけ注意して、私はまだ男を知らない体なの、だから乱暴はよくないわ。女性を相手にするときにはね、優しく接するのが紳士としての常道なのよ。それを逸脱して獣欲的な行為にうったえるのは恥ずべき行為だわ。だから優しくして、そうすれば私の全部、見せてあげる。見たいのでしょう、私の体が？　それならさぁ手を出して、私があなたを誘ってあげましょう、女性の体に触れる方法を・・・・」 
 　そう言うとナオは、落ち着いた態度で、おもむろに鎌田の右腕をとる。 
 　そして、その手を自分の左頬にそっと触れさせると、ニコリとそれはもうとろけてしまう様な聖母的ほほ笑みを満面に浮かべて笑い返していた。 
 　それを見ると、誰もが安らぎ、喜悦するのではないかと思われる、神々しいほほ笑みであったので、その時、鎌田は惚けた顔をしてナオの顔を凝視していた。 
 　しかし、それがナオならではの、悪魔の囁きだったことに、鎌田は気付いていなかったのである。 
 　それが、彼の気をそらす、迫真の演技とも知らず・・・・ 
 　ドガッ！！ 
 　直後、衝撃が走っていた！ 
 　鎌田の後頭部だ。 
 　一条の銀光が、月の光に反射して煌めいたかと思うと、強烈な打撃となって鎌田の延髄を襲う。 
 　それは不意の猛襲だ。 
 　それを喰らって、倒れぬ者はいない、それだけの衝撃的一撃だった。 
 　でもナオは何もしていない。 
 　彼女は、鎌田に馬乗りにされて、仰向けに寝転がっているだけだ。 
 　では誰が？ 
 　鎌田の後には、女性の人影が立っていた。 
 　そうゆかりである。 
 　鎌田の後に立っていたのは、ナオが先ほど手にしていた折れ曲がった鉄パイプを怒りの形相で握り締めている、ゆかりであったのである。 
 　鎌田は、ゆかりの一撃を喰らうと、そのまま即座に気絶、白目を剥いていた。 
 　そしてスローモーションのように気を失ったままナオの上に倒れてくる。 
 　ナオはそれを汚いものでも避けるかのように、腕で横へ小突くと、鎌田はそのままアスファルトの地面に前倒しのまま顔面を激突させて崩れていた。 
 　そして、ヒクヒクと、体を痙攣させるとしばらくして動きを停止する。 
 　完全に沈黙したのだ。 
 　さすがに巨漢の筋肉馬鹿も、ゆかりからの不意をついた後頭部への攻撃を受けては、なす術なかりけりである。 
 　折れ曲がった、鉄パイプの一撃であれ、ゆかりは渾身の力を込めて放った一撃だ。 
 　それを受ければ、もう、立ち上がることも出来ない。 
 　ここで磯貝に続き、鎌田も落ちたのである。 
 　二人は、死んだわけではないが、気絶してその姿は不様だった。 
 　女二人に負けたとは、さぞ心残りであろう。 
 　しかし、それは、勝負の世界の悲しい性、負ければ惨めに苦汁を舐めるしかないのである。 
 　気絶していては、悔しがることも出来ないが・・・・ 
 




第七節


 「ハァ、ハァ、ハァ・・・」 
 　ゆかりはその時、必死の形相で荒い息を洩らしていた。 
 　その目は、血走ったかのように、大きく見開かれている。 
 　彼女の目の前には、倒れ伏した鎌田の姿、そう、それを為したのは彼女自身だ。 
 　ゆかりは必死だった。先ほど、おぼろげに目を覚まして最初に見た光景は、ナオが鎌田に馬乗りにされている光景、その光景を見たとき、ゆかりは、ともかくナオの危機を察知して、まだ目覚めてまもない不自由な体に鞭打つと、近くにあった鉄パイプを握り締めとりもなおさず、二人のもとへ駆け付けていた。そして、気付いてみると鎌田を鉄パイプで殴り昏倒させていたのである。 
 　それは、ゆかりとしての怒りがそうさせたのかもしれない。 
 　友の危機、そして、今まで鎌田に受けた屈辱と苦痛、そのどれもが、ゆかりの中でたとえ様もない怒りとなって爆発した結果だったのだろう。 
 　ゆかりにとって、鎌田はとにかく許せない存在だった。 
 　第三倉庫の監禁室で、胸を玩ばれた屈辱、それに、先ほど不意打ちを受け首を極限まで絞めつけられた苦痛、そのどれもが犯罪行為を生業にする下劣なものにされたかと思うと、ゆかりのプライドは痛く傷つく。 
 　しかしその中でも、さらに許せなかったのが、ナオの危機だ。 
 　鎌田は、明らかに、ナオに対して乱暴を為そうとしていた。 
 　だから、気を失って目を覚ましたとき、第一に感じたことは、友を助けなければならないという、ゆかりならではの義勇の心だった。 
 　ナオを助けたい一心で、首を絞められてまだふらつく体を鞭打ち、鎌田に渾身の一撃をおみまいしていた。 
 　だが、今はその目的を果たすと、気力もつきまた気を失いかける。 
 　そこへ手が差し伸べられていた。 
 「ゆかり大丈夫？！」 
 　ナオだ。 
 　彼女は、鎌田が地面に昏倒したあと、立ち上がると、直ぐ様ゆかりの傍に駆け付けて、彼女をささえる。逆にナオは、ゆかりのことが心配であったからである。 
 　ナオは、鎌田に馬乗りにされ、彼の哄笑を受けた。しかし、彼女には、鎌田の淫らな獣欲を阻止する手立てが無かったわけではないのだ。だが、それを為さず、突然、鎌田に対して慈愛に満ちた聖母然的態度をとったのは、全て、ゆかりが鎌田の後から鉄パイプを振りかざしているのが判っていたからだ。だからナオは、鎌田の気をそらすために、演技して、ゆかりの一撃がヒットするのを助長させていた。そうすることによって、ゆかりが、鎌田に対し恨みを晴らすことができると思ったからだ。 
 　ゆかりとて、鎌田に対し、仇敵的な思いがなかったわけではないだろう。 
 　だが、それはともかく、今は、ゆかりのことが心配だった。 
 　彼女は、死ななかったとはいえ、鎌田に首を絞められ相当苦しかったはずだ。 
 　意識を失い、気絶するぐらいに締め付けられていたのだ。 
 　だからいま、現にまた気を失いかけ、ナオに体をささえられている。 
 　だが、ナオはゆかりが、自分を助けようとして、鉄パイプを握り鎌田をのしたことを判っていた。そして、それが嬉しかったことは確かだった。 
 「ゆかり？　ゆかり大丈夫？」 
 　ナオは、気を失いかけ、自分の腕の中でもたれるゆかりに対し声をかける。 
 　それは、ナオにしては、不器用な優しい言葉使いだ。 
 「え？　ええ・・」 
 　しかし、その言葉に、ゆかりは弱々しくだけれど確かに反応を見せる。 
 　どうやらゆかりは、ナオが心配したほど、ひ弱じゃなかった様子だ。 
 　今、ナオの腕の中で、目を向けてくるゆかりは、虚ろだったが意識ははっきりしている。 
 　それにナオはまた安心し、ゆかりの頭を抱える様にして、その頬にそっと手をそえる。 
 　こうしてみると、ナオは、先程、鎌田に見せた聖母然的な態度をもつ聖女にもみえる。 
 　毅然としているが、どこか優しさを備え、冷たいようだが人を気遣うときは慈愛に満ちた温か味を見せる。それは、ナオの普段見せることのない、隠された一面であったが、今は傷ついたゆかりを優しく介抱し包容するような絵画的一側面を見せている。 
 　これは、意外な光景でもある。 
 　だが、本来それが、ナオの本質なのかもしれない。 
 　普段は、無口で無愛想だが、友が倒れたときは、手を差しのべ労わる気持ちを如実に表す。 
 　ゆかりが元気で、あの小うるさいモモがこの場に居れば、似合わないと言ってそれを笑われたかもしれないが、それこそがナオの本当の魅力でもあるような気がする。 
 　ある意味、それは、成熟した大人の母性的な要素を、彼女が潜在的に有していることの証拠だろう。 
 　ナオ自身は気付いていないだろうが、今の彼女からすると、それが容易に察しがついていた。 
 　しかし、そんな事はともかく、ゆかりはどうしたのだろうか？ 
 　先ほど、ナオに声をかけられてから言葉を発していない。 
 　まさか、また気絶してしまったのか？ 
 　いや、そうではない。 
 　彼女は、ナオに抱えられる腕の中で、寝てしまったのだ。 
 　それだけ、気力を使い果たしたからかもしれない。 
 　鎌田に首を締めあげられて、ダメージは大きかった。 
 　だから、今では、疲れ果て寝てしまっていたのである。 
 　ナオは、そんなゆかりを、やはり優しく抱き抱える。 
 　だがそこで、ふとある事を思い出す。 
 　そう宮坂！　宮坂はどうしたのだろう？ 
 　鎌田、磯貝を倒したはいいが、まだ肝心の宮坂が居たのだ。 
 　ナオはその事を思い出し、一時ゆかりを地面にそっと寝かせてから辺りを見渡す。 
 　・・が、その時である。 
 　ジャリ・・・ 
 　ナオの後方で物音がした。 
 　それは、アスファルトの上にある砂を、靴で踏ん付けた音だ。 
 　その音に気付き、ナオが後方を振りかえると、そこにはある男が忍び足でこの場から暗黙に、逃げ出そうとしている姿が捉えられる。 
 「あなたは、宮坂！！」 
 　そう彼である。 
 　宮坂は、この近くに隠れていたのだ。 
 　ナオには気付かなかったが、どこかの物陰に隠れて息をひそめていたらしい。 
 　しかし彼は、今この場から、ナオに気付かれないようにして逃げ出そうとしていた。 
 　だからそこで彼は、自分の名をナオに呼ばれたものだから、その直後、一度驚いたようにナオに顔を向けて、ギクッと体をビクつかせる。そして、そこで血相かえて慌てだしていた。彼は、ヒィと、いうナオに恐れを抱くような声を一頻りあげると、慌てた様にして突如走りだす。そして、南側辺りのコンテナの奥へ走り込むと、そのまま足をもつれさせながらも必死の態で逃げていく。 
 　その光景を見てナオは、本来の自分の使命を思い出していた。 
 　ここで宮坂、そう勅使河原を捕らえなければ、今までの苦労が水の泡だ。 
 　ここは、なんとしても奴を追わなければ、 
 　そこでナオは、ふとゆかりのことに気をとめる。 
 　このまま、ゆかりを、このままにして置いていって大丈夫だろうかと、 
 　だが、 
 「ナオ私は大丈夫よ、早く宮坂を追って・・」 
 　と、ゆかりが、突然、目を覚ましていたのか、ナオに対してそう言ってくる。 
 　だからナオは驚いて、ゆかりの顔を見ると、彼女は、少し虚ろな表情であったが、その顔に笑顔を浮かべナオに対し笑いかけている顔が目に飛び込んでくる。 
 「ゆかり、起きていたの？」 
 　だからナオは、彼女に対し、驚いたような素振りでそう問い掛ける。 
 　しかし、 
 「そんな事はいいから、早く宮坂を追いなさいよ。あなたお父さんの仇を討つんでしょ？　だから早く奴を追いなさい、私のことは大丈夫だから・・」 
 　ゆかりは、ナオの目をじっと見据えるとそう言うので、彼女はそれに頷くとこう言う。 
 「判ったわ、それじゃあなたは、ここでジッとしているのよ」 
 　ナオはそう言うと、その場にスクッと立ち上がって、宮坂が逃げていったコンテナの一角に目を向ける。 
 　そして次には、地煙をあげるがごとく駆けだすと、猛然と彼の後を追いかけて疾走していたのである。 
 




第八節


 　ナオが、コンテナの角を曲がると、そこは他に通路のない一本道になっていた。 
 　近くでは海がすぐ傍まで来ているのか、波寄せる防波堤の音が聞こえる。 
 　相変わらず、ナオが走る左右には、コンテナが壁のようにひしめいていたが、宮坂が逃げ込んだ場所はこの先にしかない。 
 　その為ナオは、迷う事無くコンテナ置き場を疾走し、そこより先の角をおもむろに曲がる。 
 　すると、そこは一転、様相が変化して、ガランと広い広場のような一角に、突然、躍り出てしまった。 
 　整地されていない土が剥き出しの地面が、四方三十メートル、その場を囲むようにやはりコンテナが立ち並び、一種の、袋小路的な様相の場所だった。 
 　強いて言えば、コンテナ置き場内に、突然、出現した空き地、西の空からは、月明かりが燦然と差し込みその場を照らしだす。 
 　その空き地の、丁度真ん中、そこにはぽつんと人影が見える。 
 　身長１７０㎝程度の、黒いスーツの男、そう宮坂だ。 
 　彼は、今、無防備に立ちすくむと、その場でおろおろと慌てている。 
 　おそらく、逃げ場を失い、気が動転しているのだろう。 
 　そんな彼の態度から推察して、それが如実に判っていた。 
 「宮坂！！　ここで遇ったが百年目よ、神妙にしなさい！！」 
 　そこで、ナオの決まり文句が木霊する。 
 　ナオは宮坂を目で捕捉すると、今いる場所に立ち止まり、すらりとのびた長い足を肩幅に開きそこで仁王立ちする。 
 　宮坂が居る場所は、そこから前方十メートルの所、その為、ここからでは月明かりに照らしだされて彼の顔がはっきり見て取れる。 
 　だから今、宮坂が、ナオに追い詰められて、怯えている姿が手に取るように判った。 
 　おそらく彼は、先ほど鎌田や磯貝と格闘した、ナオの姿を見ていて、彼女に恐怖を抱いたのではないかと推察される。 
 　いくら女とは言え、宮坂にしてみれば、鎌田や磯貝は、自分の用心棒的存在だったのだ。 
 　それを目の前でのされては、そういった心情を抱くのもあながち頷けるだろう。 
 　さすがは、特務機関の隊員といってしまえばそれまでだが、とにかくナオには〝百戦無敵〟の称号が似合うのかもしれない。 
 　だが、てなことはともかく、今、宮坂は、ナオの姿を捉えると、その場からおずおずとあとずさり後の方へと後退していく。 
 　それを見ると、情けない光景のように思えたが、目の前に立つナオにそれだけ気圧されている証拠でもあると言える。 
 　ナオといえば、先程から仁王立ちすると、不気味に沈黙を守っている。 
 　だが、そのほんの少し、釣り上がった闇よりも黒い双眸は、しっかりと宮坂の姿をその視界に捉えはなさなかった。 
 　ナオは、宮坂を見据えると、次には意を決したように足を一歩踏み出し、そのまま彼の傍へ歩みだす。 
 　そして、彼の二三メートル前までくると、おもむろに指をビシッと突き付けて、警告するように言葉を発し始めていた。 
 「さぁ、宮坂、いいえ、勅使河原洋二だったかしら？　残るは、あなた一人だけになったわね。でも、これで最後ね。私は、この時を待っていた、七年前のあの日からずっと・・・寝ても覚めてもトイレに入っても、そしてお気にいりのスプーンが曲がっても、あなたのことはずっと忘れなかった。だけどね、ここでようやくあなたを目の前にして、法の裁きに突き出すときが来たってわけよ。あなたが、私の父を殺したとき、まだ私は高校生だった。都内の高校に通う普通の高校生。でも、七年前のあの日、父を殺されて私が受けた衝撃と恨みは、今も忘れていないんですからね。だからその時の恨み、いまここで痛いほどはらしてやるわ。いい、勅使河原、覚悟しなさい！！　あなたの悪業の数々ここで成敗してやる！！」 
 「・・・・・・・？」 
 　・・・・・・・・・ 
 　だがその時、その言葉を受けて当の宮坂は、キョトンとした顔をして惚けていた。 
 　ナオの謂わんとするところが、いまいち、解らなかったのかもしれない・・・・・ 
 「・・お、おい？　ちょっと待ってくれ、君は一体なにを言っているんだ？　お、俺は、キ、キミの親父さんのことなんて知らないぞ。それに、君は何なんだ、俺は宮坂義行だ、それを勅使河原洋二だなんて、とんでもない事言わないでくれ。お、俺は知らん、知らんよそんな名前・・・」 
 　・・・・・・・・ 
 「な？　なんですって！？　あ？　あなた、ここにきて、しらばっくれる心算？　私はね、あなたにバケツが引っ繰り返るくらいの恨みがあるのよ。それを、ここでとぼける気？　あなた、七年前、私の父を殺したでしょ、忘れたとは言わせないわよ！　茂満十次郎、そう茂満が、あなたが偽名を使って宮坂義行という名を名乗っているということを、警視庁の取調室で既に白状しているんですからね。それを、今更とぼけるなんて、とんでもない奴だわ。ここで、私が成敗してやる、覚悟なさい！！」 
 　そう言うとナオは、綺麗な顔に似合わず、これでもかという程カッと目を見開くと、拳を振り上げ喝破する。 
 　その形相は本気だった。 
 　ナオには、形容しがたい激情の奔流が、沸き起こっていたのである。 
 　父を殺して今更しらをきる、この男、許しておけない、それがナオの心情である。 
 　ここで、こいつを許せば、高崎家の家名が廃る、そう思うほど、憤慨していたのである。 
 　だが、 
 「ちょ、ちょっと待ってくれ、き、君は何か勘違いしている。お、俺は勅使河原洋二じゃないんだ。それに茂満なんて知らない、本当だ、信じてくれ、知らないんだよ！」 
 　宮坂は、ナオが殴りかかろうとするところを制すると、慌てた様にして彼女を抑えていた。 
 　しかし、 
 　ガッ！！ 
 　その時、宮坂の左頬に、ナオの横殴りのフックが炸裂していた。 
 　それは一瞬である。 
 　ナオは、宮坂のいい分を無視すると、怒りにまかせ手を出していたのである。 
 　それが宮坂の左頬に炸裂すると、彼は、横様に倒れ地べたにすっ飛んでいた。 
 　宮坂は、地面に倒れこむと「ぐぅぁぁ」という、苦鳴を洩らしたが、数瞬して我に返ると、その直後、ナオの方へキッと顔を向け憎々しげにその顔を歪めてくる。 
 　そして、左頬を痛そうにして立ち上がると、一転、口調がガラリと変わっていた。 
 「テメー、俺を殴りやがったな！！　俺はな、生まれてこのかた一度も女に顔を殴られたことはねーんだ。それをよくも、よくもやってくれたな、この借りは倍にして返してやる。俺を馬鹿にするなよ！」 
 　宮坂はそう言うと、ナオに向き直って、その形相を尖らせる。 
 　良く見ると、怒りの為に、彼の額には青筋が立ち、それがヒクヒクと動いている。 
 　それを見ると、宮坂の怒りは相当なものだ。 
 　ナオが知るかぎりでは、宮坂という男は、紳士的で計算高い、冷静沈着な男のように見えていた。 
 　しかし今の彼は、屈辱を受けたように怒りを顕わにすると、険悪な眼差しをナオに向けてきている。 
 　どうやら怒ると、意外に激情家になるらしい。 
 　ナオは、ここにきて、宮坂の意外な一面を見たような気がした。 
 「ふーん、やっとあなた正体をあらわしたわね。今までは、知的なポーカーフェイスを被っていた様だけど、今見れば、殺人さえ厭わない狂犬の犯罪者のようよ。だから、その顔であなたは七年前、私の父、高崎耕助警視を殺害したんでしょ？　今のあなたの顔を見れば、あなたが平気で人を殺す殺人者であるという事が良く解るもの。正体は、なかなか隠せないものね、今更、言い逃れは出来ないわよ・・・」 
 「高崎警視？」 
 　すると、その時、宮坂の表情に、また違った変化が生じていた。 
 　彼は、高崎警視という男の名を聞いたとたん、表情を一変したのである。 
 　何か忘れていた意外な記憶を呼び覚まされるように、一瞬、真面目な顔になると、時間がとまったかのように硬直する。 
 　そして、突然、何かに気付いたかのように、ハッと驚くと、ナオの顔を見てまじまじと見据える。 
 　そして、次に出た言葉は、彼が、勅使河原洋二であるという証拠を示す言葉だった。 
 　自分でそれを白状したのである。 
 「そ、それじゃ、お前は、警視庁の高崎耕助警視の娘か？」 
 　・・・・・！　！！ 
 「ようやく言ったわね。そうよ、私は、高崎耕助の一人娘、高崎ナオ。でも、これで本当に判ったわ。あなたが、高崎耕助という名を知っているということは、七年前、父とのなんらかの関係が必ずあったって言うことを示しているもの。そして、あなたが名を変えてそれに整形までして、逃げていたということも確証されたといってもいい。これだけの証拠があれば、もはや言い逃れは出来ないんですからね。あなたを、ここで逮捕するわ！！」 
 　しかし、 
 「ふっふ、ふぁふぁ、そうか？　そうか？　それで解ったぞ。お前は、俺の過去の犯行を探るためにストリップ劇場に入り込んでいたんだな。それで解った、お前は、警視庁に協力要請され潜入捜査の任務に就いていたんだろ。なる程な、これで謎が解けた。なぜ、特務機関がウチのストリップ劇場に入り込んでコソコソと動いていたか、それに貨物船に急襲を仕掛けてきたのは、最初から俺が目的だったんだな。これは光栄だね、七年前の昔の罪をまだ覚えていてくれたなんて、そんな些細なことを・・・・たしかに俺は七年前、黒峰会の一員として高崎って言う警視庁の警官を殺した。だが、そんな昔のことを、今頃になってもち返すとは、お笑い草だ。俺は、あの頃は若かった、だが今は、黒峰会の準幹部だ。それを今更蒸し返すなんて、遅いんだよ・・・・」 
 　バコーン！！ 
 　直後、宮坂の顔面に、ナオの右ストレートが炸裂していた。 
 　宮坂は、ナオに殴られると、鼻から血を吹き出し後へとよろめく。しかしナオには、我慢ならなかった。宮坂が、父、高崎耕助を殺したことを、些細な事と言ったことが我慢ならなかったのである。 
 「な、何をする！！　おおおお、お前は、それでも特務機関の隊員か？　話をしているだけの人間を、突然、殴るなんて、国家公務員としての責任を問われるぞ！！」 
 「おだまり！！」 
 　ナオに殴られて、それに対して、宮坂が非難の言葉をぶつける中、ナオは宮坂を一喝すると、もう一度拳を握り締める。 
 　正直、ナオにしてみれば、こんな男に国家公務員がどうのと難癖をつけられる謂われはない。 
 　鎌田もそうだったが、この手の犯罪者は、どうもナオが特務機関という組織に属しているだけで、国家公務員としての正当な行動規範を強要させたいらしい。 
 　自分たちが、法を犯した犯罪行為に手を染めている癖に、ナオが少し強引な行為に出るとそれを指摘して責めてくるのだ。ナオからしてみれば、もともと自分は特務機関の問題児だ、多少の逸脱行為などに構ってなどいられない。犯罪者を相手にするときは、正道的な手続きばかりを踏んでいては、的確に対処できない時も生じてくるのだ。 
 　それを考えると、今、無抵抗な宮坂を無下に殴っても、大して責任を問われるとは思っていなかった。いくら、特務機関の人間でも、ナオには感情がある。そこに、父をまるで馬鹿にする言葉が飛び出したとなると、容赦できないのである。 
 　それは、宮坂にしても、不注意であっただろう。 
 　ナオの前で、自分の犯した犯罪を、些細な事という一言で括ってしまう言葉をふと洩らしたのだ。その事に対して、ナオが怒るのも無理はなかった。 
 　とんだ失言であっただろう。 
 「あ、あなたね、私の父を殺しておいて、それが些細な事だったとは何よ！！　七年前、人が一人死んだのよ！！　それを・・それを、それを！！　あなたは何だと思っているの！！」 
 　ナオは真剣だった。 
 　宮坂、いや勅使河原の全てが、何もかも許せないそんなふうに感じる。 
 　ナオにとって、父は、かけがえのない存在だった。 
 　彼女は、あまり父のことを人に語ったことなどないのだが、ナオにとって、父は、母以上になついていた存在だったのである。 
 　ナオの母、高崎夏枝は、もちろん小さい時から、ナオの事を大事な一人娘として可愛がってくれていた。 
 　だが、それ以上に、父、高崎耕助は、ナオの事を溺愛していたのである。 
 　高崎耕助とその妻、夏枝が若い時分、結婚した当初、二人の間にはなかなか子供が授からなかった。もちろんそれは、父が性的不能者であったからではない。二人は、健全な生殖器官を有するごくありふれた夫婦であったのだ。 
 　しかし結婚して五年経っても、妻が受胎した様子もない。そこで、二人は病院の医師に相談し、一度医学的な綿密な検査を受けてみようと病院を訪れた。 
 　そして、そこででた答えは「異常なし、いたって正常」の、それであったのだ。 
 　二人に、子供が授からないのは、体に何かしらの欠陥があっての事ではなく、単に機会に恵まれないだけのことであったらしい。 
 　病院の先生に言われた言葉は、「子供は、天からの授かりものですからね」の一言だったのだ。 
 　そこで、二人は納得し、それ以後も夫婦の営みを続けていた。 
 　だが、そして検査を受けてから半年後、待望の一子が授かったのである。 
 　それがナオだ。 
 　だから、彼女が産まれてから、父、高崎耕助の喜び様は尋常ではなかった。 
 　彼はまず、産まれるとすぐ親類縁者を全て呼んで、自宅で盛大な出産祝いを催したり、子の命名には、都内の高名な易者を呼んで、姓名判断をしてもらい、様々な理由からその名を 「ナオ」と決定、耕助は、その後ナオを「ナオ坊」という愛称で呼ぶと、極力自分の手で彼女の世話をやいていたということだった。 
 　たいていでは、子育ては女の仕事だ。授乳から、オムツ替え、入浴に至まで母親のやる仕事はごまんとある。そんな中で、耕助は、妻の夏枝に子育てを付きっきりで任せるのではなく、自分も率先してそれを行ったのである。 
 　授乳はともかく、オムツ替えから入浴、夜泣きのあやしつけに至まで手を掛け面倒を見たのだ。だから、妻の夏枝が「これでは、自分のやる仕事が無いじゃない」と、冗談まじりに怒ったぐらいなのだ。男が子育てに率先的なのはいいことだが、夏枝にしてみれば自分も母親としての母性本能を満たしたい性分の女性であったので、あまりにも夫がナオの事を溺愛しているので、少々癖々していたこともあったのは事実だった。 
 　しかし、夫婦仲は至って親密、近所から見れば理想的な仲のいい夫婦と見られていた。 
 　だから、当然、幼いナオも、父に至極懐いたのは言うまでもない。 
 　ナオは、父、耕助を「お父ちゃま」のそれでそう呼ぶと、彼が何処へ行く時もついていこうとした。 
 　俗に言う、お父ちゃん子だ。 
 　そして、二三歳の年になると、都内の夏祭りによく連れていかれたのを覚えている。 
 　出店で狐のお面を買ってもらい、それを頭にかぶりながら、父に手を引かれて雑踏の中を歩く。子供の頃のナオは、好奇心旺盛な子だったので、よくふらふらと父のもとを離れ何度も迷子になって泣いていた。 
 　だが、必ずといっていい程、父の耕助はナオの居場所をすぐにつきとめて、探しにきてくれるので、幼いナオにはそれが心強かったのだ。 
 　だがナオが、幼稚園に入る頃になると、高崎耕助は早くも一つの勉強机を購入し、ナオにそれを与えた。普通、勉強机は小学校一年生になったら用意するものの様だが、父の方針では、幼稚園のうちからでも、自分の聖域をもつことは早すぎはしないという考えで、その他にも自宅の二階の一部屋を彼女の為に用意し、マイルームを与えたのである。 
 　その点から考えると、父の耕助は、ナオに甘かったように思われるが、そうではない。 
 　彼は、与えるものは与えるが、警視庁に勤務している警察官らしく、筋の通らないことはナオにさせ様とはしなかった。たとえば、何の理由もないのに同年代の子供をいじめたりとか、必要もないオモチャを不用意に買い与えない。それに、ナオがわがままを言って駄々をこねたときなどは、厳しく叱りつけ物の道理というものを延々と説く。優しさと厳しさをうまく使い分け、子供のご機嫌だけをとる軽薄な父親ではなかったのである。 
 　だから、その甲斐あってか、そうではなかったかはともかく、ナオは、中学生になるまで親に逆らったり非行に走るということはまずなかったのだ。 
 　性格は、気の強い、ぶすっとした人見知りする子だったが、別に悪いことをするような子にはなることはなかったのである。 
 　だがナオは、中学校に入ると、父との関係にも少し変化がでてくる。 
 　ナオは、小学生の終わり頃までは、父とも一緒にお風呂にも入っていた仲だったが、中学生になるとさすがに一己の自我に目覚めたのか、父と仲良く会話するということもなくなっていたのだ。 
 　だが、別に、父との関係が疎遠になったわけではないが、さすがにナオも思春期をすぎ、一人の女として成長しはじめたのだろう。だから、高校生にもなると、大抵相談ごとは、母、夏枝一辺倒になっていた。ナオは母に似て美人だ。ナオ自身あまり自覚はなかったが、やはり近所では気立てはともかく将来はモデルになるのではないかと噂されるほど、少しばかり有名な子だったのである。 
 　父、耕助が、望んでいたナオの将来は、都内の看護学校をでて、どこかの小さな病院でもいいから、看護師としての仕事をしてもらいたいという、なぜだか解らないがそんなものだった。 
 　ナオ自身も、将来については、それほど夢があったわけではなかったので、看護師になってもいいかもしれないと思っていた。 
 　しかし、高校に入って、二年目の夏の夜のことである。ナオが、学校から帰って、食事を済ませ一人お風呂に入っていたとき、そこへ、突然に警視庁の方から電話での一報が届いたのだ。 
 　その電話は、父がその日の夜、何者かの襲撃を受けて、帰宅の途中、住宅街の一角で息を引き取ったとの連絡だった。 
 　いわゆる殉職、その連絡を受けたとき、母の夏枝は、電話の前で一時間ただ茫然と立ちすくんで、泣くこともなく放心状態を続けたという。 
 　その時から、ナオの家族にとって、幸せだった十数年間の崩壊が、何の前触れもなく襲ったのである。 
 　ナオは、父の死を母から告げられると、母、同様泣かなかった。 
 　だが、それ以来、無口な性格だった彼女は、より無口になり、笑わなくなったのも事実だった。ナオの笑う姿を見たものは、それほどいるわけではないが、彼女とて、無邪気に笑うときはあったのである。 
 　父が亡くなると、母は気落ちして、毎晩のように酒を飲むようになった。 
 　高崎家の収入を支えていたのは、もちろん父の耕助であったが、彼の死後、母、夏枝は近くのスーパーへパートの仕事に出掛けるようになる。 
 　しかし、父の死は、その妻、夏枝には抱えきれない程の悲しみをもたらしたらしく、心労からか体調を悪くし、病院通いを続けることとなるのである。 
 　母、夏枝は、健康的な女性だったので、風邪などの些細な病気もあまりかかったことがなかったが、病院通いを始めると、見る見るやつれてきて体が弱り始めていた。 
 　だから、ナオも心配して、入院をすすめたのである。 
 　しかし夏枝は、それを受け入れず、パートの仕事を続けながらも、まだ高校生だったナオの面倒を見ていた。 
 　だが、それも長くはつづかず、母、夏枝は三年前、父のあとを追う様にして、他界したのである。 
 　そんな経緯があるからこそ、ナオは、二重の苦しみを受けた。 
 　父についで、母まで亡くす、彼女の思いは幾許のものであったろうか？ 
 　ナオは、二十一の若さで、父と母の二人を亡くしたのである。 
 　かけがえのない、両親を、 
 　そんな訳であるから、父を殺した勅使河原は、何においても許すことの出来ない存在であるのだ。父を殺したのもそうだが、母まで失ったのは、全て父の死が原因なのだ。そしてその原因を作ったのが勅使河原なのである。 
 　警視庁に勤める健全な父、そしてナオを見守っていた母を殺したのは、彼といっても言いすぎではないのである。 
 　だから、そうである以上、ナオは、今、目の前にいる勅使河原洋二を許すことが出来なかった。しかるべき制裁を加えねばならないとそう思っていたのである。 
 「あなたね、勅使河原！　私はあなたのことが許せないのよ。あなたが、父を殺した理由は、所詮、黒峰会での昇進を狙っての事だろうと思うけど、そんな下らない事の為に殺された父は、死んでどうすればいいと思うの？ 
 　何度も言うけど、あなたの下らない出世意欲で父は死んだのよ。それを、何事もなかったように些細な事の一言でそれを済ませるあなたの精神が、蛇を生殺しにするくらい許せないわ。それに、七年間も姿を晦まして、逃げていたというその根性も許しがたい。今では、黒峰会の準幹部の地位にのぼりつめて、いい気持ちでしょうが、それは数々の犯罪に手を染めてある地位だということを、少しでも認識しなさいよね。私は、私は、絶対あなたを裁きにかけてやるんですから！！」 
 　そのナオの言葉は、亡き父の無念を代弁したものの様でもある。 
 　そもそも、ナオの父、高崎耕助は、当時、暗躍していた黒峰会の内情をなんとかして暴こうと、働きかけていた。黒峰会は闇の組織、その組織の摘発に乗り出そうとしていたのが、ナオの父、高崎耕助警視なのだ。しかし黒峰会は、その捜査の手を恐れ、高崎警視を目の敵にし、彼を抹殺した、その実行犯が勅使河原洋二なのだ。 
 　そう、今目の前にいるこの男、それを思うと何もかもが許せなくなる。その顔立ちといい、服装、それに知的ぶるその態度、そしてその口調その何もかもが・・・ 
 「私は誓ったわ、母が死んだとき、きっと父を殺した犯人を捕まえてやるって。でもようやく、その機会がめぐってきたのよ！！　だから、この機を逃さないわ！」 
 　だからナオは言う。 
 　ナオは、この時を待っていたのだ。 
 　彼女が、勅使河原を絶対捕まえてやるという決意を奮起したのは、母の死がきっかけだったが、その前から悶々と思い抱いていたのも確かだ。 
 　ナオが高校卒業後、当時、正式に開校されたばかりの、難関の特務機関養成訓練学校に記念すべき第一期生として、入学を志したのもその為だ。 
 　全ては、父の無念を晴らすため、目的はその一点に絞られていたといってもいい。 
 　そこで、ナオは、色々なことを学んだ。 
 　犯罪者の逮捕術はもちろん、集団組織の何たるか、そして特務機関の運営意義、それは、警視庁などの、通常、都道府県警察組織での憲法上の権限では、逮捕摘発することの困難な犯罪を取り締まる、それが特務機関の存在意義だった。 
 　それから数年、ナオには色々と問題も多かったが、無事、養成学校を卒業、特務機関本部へ配属される。 
 　それは約二年前のことである。 
 　そして、今日、この時、この場所で、ようやく念願の勅使河原を目の前にしているのだ。 
 　その気持ちが高ぶり、怒りが噴出してくるのも頷けなくはない。 
 　彼女にとっては、七年越しの彼岸であったからだ。 
 　しかし、 
 「ふん、だからどうだというんだ。お前の父親が死のうが、母親が死のうが、俺にとってはどうでもいいことだ・・」 
 　だがそう、勅使河原のナオに対する返答は、彼女の心境を逆撫でする、責任感の欠けらもない無情なその一言だったのだ。 
 「勅使河原！！」 
 　だからナオは、その言葉を聞いたとき、彼に対する殺意に近い衝動が、新たに噴出したのは確かだった。 
 　ナオが、これほどまでに、感情的になるのは稀なことだが、今の勅使河原を絞め殺したい、そんなたとえ様もない殺意が、抑えられない衝動として存在することに気付く。 
 　だが、ここで、立場を弁えなければならないだろう。 
 　ナオは問題はあれ、一応、特務機関という法的な国家公務員としての一員なのだ、怒りにまかせ、勅使河原を今ここで絞め殺す訳にはいかない。 
 　それからすると、どんな理由があれ、彼を正当に逮捕しなければならない立場なのだ。 
 「そう？　ここでよく解ったわ。あなたが父を殺した時、どんな心境でいたか。自分の組織内での出世の為に何の罪もなかった父を殺す。その短絡的かつ私利的な行為が、あなたの償わなければならない罪状だといってもいい。でも、これだけは忘れないでいてもらいたいわ。あなたの身勝手な犯罪行為のせいで、苦しんだ家族が現に存在したって言うことをね。だから、ここで私はあなたを逮捕するわ、特殊警察としての、正当な法権に基づいてね・・・」 
 　だからナオはそう言うと、目の前で今や不敵な態度をその満面に浮かべた勅使河原に対して、引導を渡そうと、彼に近付き捕縛の意向を見せる。 
 　厳密には、逮捕は警察がするものだが、その代行機関としての特性のある特務機関にも、犯罪者の逮捕権は認められている。 
 　だから、今、手錠自体は、持ち合わせていなくても、これから強行的に彼をからめとって、その身柄を拘束する。それが彼女にとって、今できる引導の渡し方だった。 
 「さあ、勅使河原、神妙にしなさいよね。今から法の名のもとにあなた勅使河原洋二をここで逮捕します。罪状は、七年前の高崎警視殺害事件の容疑、それと銀座ブルーメントでの偽ブランド商品販売容疑、そしてその他もろもろ。とにかく、あなたの罪状は、ごまんというぐらいあるわ。それを肝に銘じて、今ここで私に逮捕されなさい。こうなった以上、逃げることは出来ないですからね！」 
 「ちっ！」 
 　だが勅使河原は、そのナオの言葉に、素直には応じなかった。 
 　彼は、突然ナオの前で身構えると、素手でナオとやりあう心算なのか、中腰のまま敵意を向けてくる。 
 　追い込まれた獣は、たとえ弱者と称される草食動物でも同じ事だ。勅使河原はナオを目の前にして、その隠された牙を剥き交戦意識を痛い程向けてくる。 
 　その態度からして、そうやすやすと、特務機関に捕まる心算は微塵だにもないというような、悪あがき的態度であった。 
 　その為、それを見るとナオには、犯罪者の容易に権力には従わない、その頑迷なる性情の一端を、ここで垣間見たような気がしていた。 
 　それは、悪質な精神であったが、だからといって許せるもののそれではなかった。 
 「ふっ、駄目よ勅使河原、そんな反抗的な構えを見せても。あなたが、ここで私に捕縛されることは動かないわ。だから素直に私の言葉に応じなさい、それがあなたの残された手段よ。ここで、私の手を患わせてほしくないわ。素直に従うこと、それが一番あなたにとって、今、必要なことよ。抵抗しても無意味なんですからね」 
 　だがしかし、そういって、ナオが勅使河原に対し動きかけると、そこで突然、勅使河原は懐にサッと手を延ばし、何かを横なぎにうちふるってきた。 
 「うっ！」 
 　それは、ナオの左足の太もも辺りをかすめ、横へと抜ける。 
 　するとその直後、ナオの穿いているジーンズの布地がパックリと裂けて、ナオの太ももの素肌に軽傷だったが赤い裂傷が走る。 
 　そう、彼勅使河原がうちふるったのは、鋭い切っ先を持つ一振りのナイフであったのだ。 
 　彼は、それを今まで懐に隠し持ち、最後の防護手段として所持していたのだ。 
 　だから不注意だったが、それを受けてナオは、左太ももに裂傷を受けてしまっていた。 
 　正確に言えばただかすっただけだが、そこには三センチ程の確かな傷が走っている。 
 　だが、大事に至る傷ではなかったので、ナオはその勅使河原の突然の挙動に驚きつつも、少し眉を動かしただけで、さして気にすることもなかった。 
 　唾を付けておけば治る、それ位の傷であったからだ。 
 「勅使河原、あなた往生際が悪いわね。ここに来て私に対抗する気？　でもね、そんな物持ち出しても駄目なのよ。ナイフを持った犯罪者に対する対処法は、養成学校でも特務機関に配属されてからでも、飽きるぐらい訓練をうけてきているわ。だから、それで逃げる活路を開こうとしても逆に返り討ちにあうだけよ。それほど特務機関は、甘くないんですからね！！」 
 　だが、 
 「ふはは、き・君は何か勘違いしているようだ。俺がナイフを持ち出したのは、これで君を刺し殺すためじゃない。これで君の動きを封じるためさ、体を痺れさせてね」 
 「体を痺れさせる・・？」 
 　だが、その言葉を聞いて、そこでナオは首を傾げていた。 
 　ナイフで体を痺れさせるとは、一体どういうことを意味しているのか？　ナイフは切るか突き刺す道具だ。それを使って体を痺れさせるとは、いまいち道理的にも納得のいかない言い分ではないだろうか？　ふと彼女がそう思っても不思議ではない。 
 　現に勅使河原は、今ナオの一瞬の隙をついて、脚を切り付けたではないか？　それから考えると、切ったり突く以外、他にどんな使い道があるのかと不思議に思う。 
 　勅使河原はこの場にきて、虚言を放ってナオを何かしら攪乱しようとしているのか、そうかんぐっても致し方ないだろう。 
 　だが、ナオが勅使河原の顔を見て、その真意に探りをいれてみても、彼の顔は、もう事がすんで自信をなびかせているような表情を呈しているので、そこで疑問は肥大する。 
 　ナオにすれば、勅使河原の言うことは、追い込まれた状況ではったりをかましているだけだとそう思う。 
 　ただ単に脅しているだけだと・・ 
 　だが、そこでふとあることに気付く、 
 　「まさか！？」ナオがそう思って、勅使河原の顔を凝視すると、それは突然にナオの体を襲っていた。 
 　そう、痺れの感覚である。 
 　今は微かであったが、ビリビリと神経がマヒしはじめる、最初の兆候のようなボヤッとした鈍調感、この痺れが来て初めて勅使河原の意図に気付いていた。 
 「あなた、ナイフに毒を塗っていたわね！」 
 　そう、勅使河原は、ナイフに毒を塗りこんでいたのだ。 
 　それを裏付けるかのように、不敵な勅使河原の顔に、嘲るようなニッとした笑いが浮かんでいた。 
 　そして彼は言うのである、勝ち誇ったように・・ 
 「そう、そうさ、君の言うとおり、このナイフには速効性の毒薬が塗り込んであってね。この毒薬の効果は、ほんの些細な傷口からでも人体に浸透し、その体をマヒさせることができるらしいんだ。だから、巨漢の人間ならともかく、君のように標準的な体格の女性なら、ものの十秒で、その最初の兆候があらわれてくるはずなんだよ。今の君のようにね・・」 
 　だがそこで勅使河原は、またニッと嘲笑うと、楽しげにナオの様子に窺いをたててきていた。 
 　しかしナオは、そこで自分の不覚を、悟らなければならなかっただろう。 
 　クラッ・・・ 
 　そこで、ナオに、軽い目眩のようなものが襲う。 
 　ナオの視力がぼやけはじめ、まわりの景色が霞み始めていた。 
 　ナオは、フラッと少しだけよろめいて、足を地面に踏ん張る。 
 　どうやら、早くも、その効果が現れてきた様子だった。 
 「ははっ、どうやら、効き目が出てきたようだね。何度も言うが、この毒薬は速効性のあるものだ。だから、血液の流れを通して一度体に回れば、あと数分で体を動かすこともままならなくなってくるはずだよ。しかし、不注意だったね、まさか俺がこんな切り札を持っていたとは思わなかっただろ？」 
 「クッ、勅使河原あなた・・・」 
 　しかしナオは、その言葉を聞くと、唇をぎっと強く噛み締めて不本意なその心境をあらわにする。 
 　たしかに、不注意だった。勅使河原が、何も持たず無防備だと、はなから思い込んでいたのが失態であるといえる。 
 　だが、徐々にだが、体がマヒしてくる感覚に身をさらしながらも、ナオは、ここを一体どうすべきかと意外と冷静な頭で判断しようとしていた。 
 　その体の痺れに、あらがうかの様にだ・・・・ 
 




第九節


 　月は、いつの時代でも、不吉な出来事の象徴のように見られる時がある。 
 　その月が、ぽかんと一つ、西の空に浮かんでいる。 
 　黄金色に輝く表面は、よく見ると、でこぼこな複雑な表情の様をなす。 
 　その表面に、今、霞のごとき雲がかかろうとしていた。 
 　それに呼応するかの様に、雲の影が、地上をはう。 
 　そして、すぐまた月は、真ん丸な、その形を空の彼方に現していた。 
 　コンテナ置き場の一角、空き地のような場所、そこでは、先程からナオと勅使河原の二人が、合い対峙しながら睨み合いを続けている。 
 　しかし、今の、ナオにとっては、それは不利な状況に直面していた。 
 　体が、マヒしているのである。 
 　鈍調な肥大感をともなう、その感覚は、足から徐々に上半身に達し、もうすぐ身体全体にまで至るがごとく浸透を見せていた。 
 　その中で、いま勅使河原は、ナオを直視して、手の内にあるナイフを玩び始めていた。 
 　知的でいて、その中に殺意の本能を隠した彼は、追い込まれていても優位を確信したその顔の表情をほころばせる。 
 　彼の頭の中では、今、目の前にいるナオを、この後、どう料理して処分したらいいか模索しているようにも思えていた。 
 「さあ、そろそろ君の体は、自由が、利かなくなってきているだろう。ここは、果たして、どうすべきか、とても迷うような、状況になってきたような気がするね。君は、体がマヒして動けなくなる。その必然的、虚をついて、私がこのナイフで、君の胸を一突きにする。そうすれば、邪魔な特務機関の手を逃れて、このまま逃亡をはかることができるだろう。まさか、このまま俺としては、君にここで捕まる訳にはいかないのでね、これは、一番手っ取りばやい、解決法になるのではないかと思われる。私には、牢獄生活は、性に合わないからね」 
 　宮坂はその時、無上な喜びをその顔に呈するがごとく、ナオに対し語り掛けていた。 
 　彼の、いわんとしていることは明白だ。ナオが、体の自由を奪われている隙に、彼女を突き殺し、そのまま逃走を図る。それが、この場に追い込まれた者のとる、最良の手段であることはナオにも納得がいく。しかし、それは必ずしも、ナオにとっては最良とは言いかねる手段だった。 
 　今、ナオの体は、徐々に徐々に侵食され、毒薬の痺れが全身に達しようとしている。 
 　まだ体を動かすことは、出来ていたが、何か、異様な脱力感に襲われてくる感覚だけは、否応無しに感じられている。 
 　ここで、勅使河原が、本気でナオに突き掛かってくれば、それを躱すことは、なかなかままならないだろう。それに、視界はおぼろげに、ぼやけ始め、近くにある勅使河原の顔さえも二重に重なり始めていた。 
 　勅使河原がいったように、ナイフに塗られてあった毒は、やはり速効性の効果があるらしい。こんなにも早く、その兆候があらわれてくるとは、自分自身の失態を認めなければならない、状況に追い込まれてしまったといってもいい。ほんのちょっとした不注意から、このような状況を招いてしまったことに、今更ながら後悔する。 
 　だが、体がマヒしてしまったものは、もうしょうがない。ここは、この後、どう対処するべきか、考えるほうが先決であった。 
 　ナオは歯噛みして、勅使河原を睨み付ける・・・ 
 「さあ、さあ、ここはどうしよう？　俺としては、さっき二発顔を殴られた恨みもあることだし、ここは、そうだな、軽く嬲ってから、そのあと殺してやろうか？　それとも、一思いにブスリ、それがいいかな？　とにかく、ここにきて、俺は、非常にワクワクするよ。ウォンさんとの人身売買の取り引きも、ぶち壊された事だし、それに、どうも銀座ブルーメントの方も、特務機関と警察によって摘発を受けたようだ。その点から関して、俺の立場は非常に困窮してしまったといってもいい。それもこれも皆、きみのせいのような気がするね。俺としては、非常に頭にくることだ。せっかく、これから黒峰会の準幹部から、正規の幹部へと登りつめる前段階に達したこの好期に、こんな事に、なってしまうなんて、不本意にも程がある。だから、ここは、その恨みを晴らすために、君を血祭りに上げる。これほど、ワクワクすることはない。そんな訳で君を殺す、それが一番の不満のはけ口になるだろうから、君には申し訳ないが、ここで死んでもらうことにするよ。せっかくの、美人に残念だけどね、これは致し方ない。君が私を追い込んだのが悪いのだから・・・」 
 　勅使河原は、得意げだった。 
 　それは、鎌田や磯貝にも無かった、かれ独特の知的ぶる口調に後押しされて、非常に嫌味ったらしい声に聞こえる。 
 　この勅使河原に関して言えば、古代の暴君ではないが、非常に、独善的にさえ感じられるのは気のせいだろうか？ 
 　七年前の、父を殺害した責任を問われても、それに対して罪悪感など感じていないその態度を見ると、ナオは非常に落胆せざるおえない。 
 　勅使河原が、少しでも犯した罪を悔い改めていれば、ナオとしても怒りをそれほど顕さなかったかもしれない。 
 　だが、今や、彼は、ナオに不利な状況を強いて、まるで死刑宣告するように嬲って楽しもうとしている。 
 　それからすると、ナオには、犯罪者の精神は、こうも屈折し歪んだ性情を持つものなのかと、改めて認識せざるおえない。 
 　悪業を重ねた犯罪者の常として、自分の立場が優勢になれば、強気に出る。 
 　それは、彼らが容易に権力には従おうとしない、性情の者であっても、ハイそうですかとなかなか率直に認められることの出来ない性癖に思える。 
 　だからナオは、その痺れゆく感覚の中で、勅使河原を見つめ一人憤慨してみせたりしていた。 
 　これが犯罪者の正体なのかと・・ 
 「あ、あなた、あなたって卑怯ね、そして臆病者だわ。素手で戦おうともせず、姑息な手段、毒塗りの刃を隠し持って、追い込まれた状況を打開しようなんて、これじゃ馬鹿だったけどのびた鎌田や磯貝の方が、犯罪者であってもまだ男らしかったわ。でも、あなたは違う、鎌田が倒れたとき、私の前からこそこそと逃げだそうとして、そして追い込まれれば反則的な手段を使って、その窮地を乗り切ろうとする。あなた、自分に自信が無いんでしょう？　そんなナイフを、いつも隠し持っているということは、それがない証拠でもあるわ。それに、知性的ではあっても、地位に固執している。あなたは、黒峰会の幹部の椅子を狙っているようだけど、それが滑稽で卑しく映る。たかが犯罪者組織の幹部になって、そこに何があるって言うのかしら？　所詮、犯罪は日の当たらない裏稼業、たえず追われる立場に身を置かなければならない。だから、そこに価値を見いだすあなたの精神が、不可解に映るわ。そして、私は職務上、多くの犯罪者の素顔を見てきているけど、どんなに狡猾であれ知謀にすぐれていても、いずれは、その罪を暴かれ逮捕されることになる。そうである以上、あなたも同じ、たとえこの場で私を殺せたとしても、それは一時的な活路を開くための、危険をともなう逃げ道でしかない。こんなこと言ってはなんだけど、たとえあなたが、この場を逃げたとしても、必ず、あなたはいずれ法の網に掛かり逮捕される。それが、あなたの命運といってもいい。でも、どうしてそれほどまでに、黒峰会の幹部の地位に固執するのか、それを今ここで聞きたいわね。一体、どうしてなのかしら？　あなたが、黒峰会の命を受けて私の父を殺したとき、あなたがどんな地位を望んでそれを実行に移したのか、それが疑問だわ。この際だから、それを話しなさい、分かりやすくね・・・」 
 　ナオの言葉は、宮坂に対する批判だった。 
 　それと質問。 
 　彼女は、体がマヒし勅使河原にナイフをちらつかせられても、動じた気配は見せず、ただつまらなそうにそんな言葉が出ていたのである。 
 　それは、勅使河原の真意を探りたいという、ナオの痛切的意向もあったが、父を殺した犯人の精神とは、どういうものであったのか、それが、今、一番知りたかったからでもある。 
 　だから、今ナオは、不利な状況にあるにもかかわらず、それだけを最後に聞いておきたかったのだ。どんな打算的精神に基づいて、犯罪がとりおこなわれたか、あまり面白い話とは思えなかったが、一度聞いてみる価値はあると思ったからだった。 
 　すると、勅使河原は、ナオのその言葉を聞いて意外そうな顔をする。 
 　だが、次には、小さくほくそ笑むと、破顔してナオを見つめてくる。 
 　そして、唐突ではあったが、一度ナオの言葉に対する所見を述べると、それに答えて話し始めるのである。 
 「ほーう、君は、私に教訓を、垂れようとしているのかね。でもまあそれはいい、俺としては、君に何を言われようと、まったく意に介さない。しかし、これは私の意見だが、君が考えている犯罪者の素顔は、ちょっと違うような気がするよ。犯罪者は、狡猾であっても馬鹿ではない、自分がいかに裏社会で生き抜いていくか、それは、それ相応の苦労があるのだよ。 
 　君には解らないと思うが、犯罪者の殆どは、一般の社会に溶け込めず仕方なくあぶれてしまった者の、集まりでできているといってもいい。ただ単に、指向性の違いから、世間一般に白い目で見られ迫害を受ける。持って生まれた性情ゆえに、どうしてそんな事にならなければならないのか、生まれ持った性情は、自分自身でもなかなか変えられるものじゃない。それは、善人悪人の区別なく、誰だってそうではないかい？　しかし、世間とは冷たいのだよ、常識的社会の枠組みから外れるものは、全て外道のように思っている節がある。それに、偽善的正義が蔓延する社会では、ますます性情の悪辣な者の立場は、危うくなる。考えてもみ給え、「人民の為、人民による政治」を呼称する政治家にも、善人面しているが、裏では悪徳企業と連んでいる者も、ごまんといる。 
 　先生、先生と呼ばれ、民衆にちやほやされる、善人的政治家も正体を暴けばそんなものだ。 
 　自分の政治的、政権を確立することしか考えていない。 
 　だから、生まれ持った性情の悪さで、社会からはみ出さなければならなかったもの達に、どれ程の罪があるというのか。善人面して、あくどい事をするより、堂々と悪人は悪人らしく悪業を志したほうが、よっぽど正道的だとは思わないか？　犯罪者には、犯罪者なりの道義と秩序がある。社会からはみ出してしまった者の、行き着く先は、邪道を生業とするしかないのさ。 
 　まあ、たまに中途半端な悪人もいる様だが、それらの連中に関しては、仲間という思いはないね。しかし、鎌田や磯貝達も、そんな社会の秩序からはみ出してきた者だ。だから俺としては、友人ではないが、そんな奴らを集めて養ってやっているといってもいい。犯罪は、確かに罪だ、だが、それはあくまで誰が造ったか解らない国家の法に基づいてある、判断基準でしかない。結局、正義面したものが、勝手な法を造り、それを世間に流布した。だが、結局のところ、人間とは、獣の性情を断つことは出来ないのだよ。弱肉強食、それが動物としての人間の本当の姿なのさ・・」 
 　そこまで言うと、勅使河原は、一度口をつぐんでいた。 
 　ナオには、その話の半分は、意味が解ったが、そのあとの半分はいまいち解らなかった。 
 　しかし、とにかく犯罪者を悪者とだけ見られることが、嫌らしい。そこまでは、意外とよく知ることが出来た。 
 　そしてまた、勅使河原は口を開く。 
 「それでだね、君が言った俺が望んだ地位に関してだが、それは、いずれは、黒峰会という闇組織全体を統率するマスターとしての、地位を望んでいたといってもいい。俺は、小さい頃から親がいなかった。死んだわけじゃない、俺は、捨てられたんだ。俺の父親は、無類の博打好きだったらしくてね、女癖も悪かった。母親は、俺を産んですぐどこかへ失踪してしまったらしい。どうやら、親父に、失望しての事らしいが、そんなことはどうでもいいんだ。だが、俺は生まれると、父親と二人きりで生活を始めることとなる。しかし、この親父ときたら偏屈で、それに暴力的だった。乳児時代はそんなことは当然解らなかったが、二歳から三歳の年になって、俺は、子供ながらにも気付き始める。（この親父は、俺を憎んでいるな）と・・ 
 　だから、俺は、当然親父には懐かなかった。親父は、いつも失踪した母以外の女を家に連れ込んでいた。それで、俺の居る前で、平気でいちゃつきやがる。俺は、子供心に、それが何か後ろめたいもののように思えていた。 
 　俺が、四歳の頃になると、親父との生活は荒んでいた。 
 　親父は、何人もの女を囲って、一日中、働きもせず家に入り浸っている。日々の生活費は、その女たちに、払ってもらっていたのさ。 
 　女たちは、居酒屋のママや、やはり飲み屋のホステス、そんな連中ばかりだ。厚化粧をし、いつも酒臭い。まだ幼かった俺には、それが退廃的な環境のように思えていたよ。自分で言うのも何だが、まだ幼かった俺にはそういった生活を嫌悪する少しばかりの思いがあったのは確かだ。しかし、そんな生活が続く中、親父は、あからさまに俺を疎んじるようになる。そう、俺に対する暴力が、始まったのさ。ある時、親父に酒をつげといわれて、俺はそれに従った。重たい一升瓶を不器用に抱えて、親父が持つコップに酒をつぐ。だが、その時、不注意で酒を畳の上にこぼしてしまった、それだけで殴られたよ、何人もの薄汚い女たちの前でね。 
 　顔は、痣だらけになり、瀕死の状態になるまで、何度もね。しかし、それを見ていた女たちは、それを止めようとはしなかった。その後も、何度も何度も暴力を受けた。ある時は、食事の時、手を洗わなかっただけで、殴られ荒縄で家の天井に吊された。また、ある時は、親父と女たちがいちゃつく姿を見て、笑ったということで、口が利けなくなるまで蹴られたよ。 
 　だが、俺は耐えた、誰も擁護してくれない中で、本当の母親を恋しく思ったことなどなかった。ただ俺が思っていたのは、いつか俺は、こんな親父など追い越して偉大な権力を手にしてみせるのだと、そればかりを考えるようになる。子供ながらに思ったのは、それだよ。権力さえ手に入れれば、こんな薄汚い親父になんかに、殴られたりはしない。こんな子供のことを何とも思わない親父になんかに、好き勝手なことはさせはしないとね。 
 　そんなことを思いつつ、四歳の冬を迎えたとき、俺は捨てられたのさ。 
 　ある日、突然、親父が俺を連れだして、電車に乗せたんだ。俺は、それを不思議に思ったが、嫌々ながらも親父についていった。そして、どことも解らない遠くへつれてこられると、ある修道院の前で「ここで待っていろ」といわれて、親父はどこへともなく姿を消した。 
 　そして、それっきり、戻ってこなかったのさ。 
 　俺は、その時、捨てられたのだと悟った。 
 　いくら四歳の子供であっても、それ位は解った。 
 　冬の寒空のなか、俺はその後、ずっとその場に座り続けていた。 
 　だが、そこで修道院のあるアマさんが、声をかけてくれた。 
 　それで、俺は、その修道院で養われることになった。 
 　修道院での生活は、厳しくもあったが、親父と一緒に暮らしていた頃よりはマシだった。 
 　殴られて、暴力も受けることはなかった。だが、俺にとって受け入れられなかったのが、宗教という救いを叫ぶその言葉だった。 
 　当然、修道院である以上、宗教とは縁深いところにある。 
 　その中で、朝のミサだかしれないが、馬鹿馬鹿しくも神に祈りを捧げなければならない。俺にとって、それが苦痛だったんだよ。俺の幼心としては、神など存在する訳がない、俺の短い人生経験上、そんなことがあるはずがないと思っていたからね。だから、俺は朝、昼、夜、馬鹿の一つ覚えのように繰り返される、祈りの時間を拒絶しつづけた。宗教などクソくらいと、思っていたからだ。だから、当然、その修道院の院長には、怒られ叱られたよ。しかし、俺はたとえ怒られても、その後ずっと神に対する祈りなど捧げなかった。 
 　そして十五歳の年になったとき、俺は、その修道院を出て、犯罪の道に進むことを決意したんだ。その手始めに、まず修道院で前から目を付けていた一人のアマさんを無理矢理犯してからそこを出たよ。その時の、喜びといったら、まずなかったね。宗教という名の盲信的理念に酔った、若い女を犯したときの、快感は今も忘れない。俺にとっては、偽善的仮面をかぶった連中は、へどが出るくらい許せなかった。だから、そのあと俺は、東京の街に出ると裏界隈で、不良たちと連んで、様々なあくどい事をして金を稼いだ。 
 　そして、そんな生活がしばらく続くと、ある男たちに目を付けられるようになる。 
 　それが、今の黒峰会の連中だった。 
 　俺は、誘いをかけられたんだ、東京の街でチンピラ紛いのことをしていたおれたちに、黒峰会は「ウチで働かないか？」と誘いをかけてきたんだ。 
 　だから、おれはその誘いにすぐに乗った。これはいい機会だと、思ったからね。黒峰会といえば、東京の裏事情では、影の黒幕といわれていた組織だ。その組織に、構成員として入れば、その後の出世は自分の力次第と思ったから、おれは、その話にすぐＯＫしたよ。そして、はれて、黒峰会の一員となった。 
 　その後、おれは、どんな汚い仕事でも、不満を洩らす事無く率先して行ったよ。 
 　それもこれも、いつかは黒峰会でナンバーワンの地位に登りつめることを夢見ていたからだ。 
 　だから、高崎警視を殺せといわれた時も、俺は躊躇うことはなかった。いや逆に、これはチャンスだと思ったよ。 
 　その時、おれが約束されたのは、幹部第十五位の地位だった。 
 　その地位は、黒峰会の二十人いる幹部の中でも、十五番目に位置する相当割りのいい地位だったといっていい。だから、俺はそれを引き受けたよ。そして高崎警視を、あの日の夜、殺した。 
 　何せ、警官殺しは、犯罪組織では、名誉なこととされていたからね。 
 　犯罪者にとっては、出世をもっとも早道で登りつめることのできる手段だ。 
 　だから、俺は高崎って言う警官を殺したとき、何の同情も罪悪も感じなかったことは確かだ。 
 　しかし、しかしだよ、その時、黒峰会は、俺に幹部十五位の地位を約束しておきながら、それを先のばしにしてきた。それはまだ若く、組織の一構成員でしかなかった俺には、幹部の椅子は、まだやれんということなんだ。たしかに、高崎警視を殺せといわれた時、幹部の椅子を約束された筈だった。しかし、いざ殺してみると、もう少し働けば準幹部に昇進させてやるというものだったんだ。 
 　俺は、裏切られた思いをしたね。だが、それでも俺は、黒峰会を脱会もせず上の方針に従ったよ。今は駄目でも、いつかは、幹部にって思ったからね。そして、そのナンバーワンに必ず登りつめてやると、 
 　それから俺は、茂満の援助を受けて海外へ逃亡した。 
 　もちろん、海外で逃げていたばかりじゃない。黒峰会には、海外にも支部があり、俺はそこで地道に働いていたんだ。そして、ほとぼりが冷めると、日本へと帰ってきた。日本で用意されていた俺の地位は、準幹部の地位だった。まあ、七年近くも海外にいてもらった地位が準幹部の地位だと聞いたときは、少し落胆したが、俺は、まだ若いから多少不満はあったが納得したよ。しかし、幹部の椅子に座ることは捨てきれなかったがね・・・」 
 　勅使河原は、そこまで言うと、ニッと笑っていた。 
 　それは、どこか皮肉めいた笑いだったので、ナオはその時、嫌悪感を漂わせ彼を見据えていた。 
 　しかし、その話を聞いて同調はしなかったが、なるほどと思う気持ちも確かにあったのは事実だった。犯罪者、全てに言えることではないが、勅使河原も恵まれない人生を歩んできたことらしい。特に、父親に虐待を受けていたということは、この前、逮捕した米川克彦と共通している部分がある。彼も小さい頃から虐待を受けて精神がねじまがってしまった犯罪者の一人だ。 
 　その事からすると、勅使河原も、幼少の頃より様々な葛藤のなかに沈んでいたのだろう。 
 　幼少の頃に受ける虐待は、その人間の健全な精神を破壊してしまうというような話を、聞いたことがある。 
 　だから、勅使河原が、異様に地位に執着するのも、解らないではない。 
 　だが、それが何だ、というような、突っ放した思いがわいてくるのも確かだ。 
 　どんな事情があれ、犯罪者は大抵利己的である。 
 　全ての行為が、自分の利益に還元される生き方を、好むのも事実だ。 
 　もちろん、それは、全ての犯罪者がそうとは限らない。 
 　だが、この勅使河原は、どんなに不幸なおいたちがあろうと、その利己的なしかも打算的な部類のそれを脱しえない。 
 　やはり、罪に問われるべき、立場の人間であるのだ。 
 　そう思うとナオは、今までにはない冷徹な思いで、宮坂を見下していた。 
 　そして、ふと洩れ出た言葉は、これだったのである。 
 「陳腐ね・・・」 
 　そうそれだ。 
 　勅使河原のおいたちを聞いて、思ったのがそれなのである。 
 「何！」 
 　だから勅使河原は、その時、一瞬、顔色を変えてナオを食らい付くような目付きで、睨み付けていた。 
 　聞き捨てならない言葉と、思ったのかもしれない。 
 　プライドの高い男として―――― 
 「おまえ、お、お前！　陳腐とは何だ！　俺の話を聞いて、笑いたいのか？　俺はな、ここまでになるのに、苦労を重ねてきたんだぞ！　それを陳腐とは、何だ！　その言葉を撤回しろ！！」 
 　だが、 
 「ふん、何が苦労よ。ただあなたは、どんな理由があれ、罪もない人々の行為を踏み躙ってきただけの男じゃない。それが陳腐じゃなくて、何なのかしら。あなたの行為の全ては、自分の小さい頃に抱いた権力を手に入れるということに、根ざしているのでしょ？　だけど、それは哀れだわ。私も、マトモな神以外、例えばオカルト的な神や悪魔なんて信じないほうだけど、あなたには、まともな道に進むべきチャンスは修道院で生活を始めたときからあった筈でしょ。それなのに、結局、犯罪の道に走った。それは、あなたが一時的、小さな思いにとらわれていただけの、結果のような気がしてならない。あなたは、どうして修道院に拾われたとき、今までにない別の世界があるのだっていうことに気付かなかったの？　それは何もかも、あなたの中に馬鹿な実の父親に対する、恨みと憎悪だけを持ち続けてしまっただけのことだからじゃない。たしかに、恵まれない環境で育ったということは、同情に値するわ。でもね、修道院であなたは変わろうと思えば、変われたはずよ。でも、それが出来なかったって言うことは、それだけ、あなたが前の生活にとらわれすぎたからなのよ。結局、馬鹿な父親を恨んで、そんな父親をいつかはどこかで見返してやろうという、チンケな思いにとらわれ過ぎてしまった結果なんじゃないの？　不幸な人はね、あなただけじゃなくて、世間にはいっぱいいるのよ。だけど自分が不幸だからって、犯罪行為に走ってしまうのは、結局、弱い精神しか持ち合わせていないからだと思うわ。不幸でも、それに負けずに、正しい道を歩もうとしている人だって一杯いるのに、あなたは、そんな人たちを見習うべきなのよ。だから、所詮あなたは、陳腐な思いにとらわれた、とるにたらない犯罪者といってもいいわ。どんなに悪辣な精神者でも、変わろうという思いがあれば、変われる時だってあるのよ。その事をよく覚えておきなさい、この馬鹿！！　所詮あなたは、精神が弱いのよ・・」 
 「何！？　何だと！！」 
 　その言葉を聞いて、勅使河原は怒りを顕わにしていた。 
 　それは、何よりも、まだ自分より年が若い、しかも女にそんなことを言われたのだから、自分の自尊心がそれを許せなかったのだろう。 
 　自分が誰よりも苦労を重ねて、成長してきたんだという自負がある者にとっては、ナオの言葉は挑戦的に聞こえたのかもしれない。 
 　自分の歩んできた人生を、否定され、陳腐などといわれた日には、聞き流すことは出来ない。 
 　だからその時、勅使河原は、ナオを目の前にして手持ちのナイフを振りかざし、その目に殺意を浮かべて身構えていた。 
 　このまま例えば一突き、そうすれば、この講釈じみた事を言う女一人を黙らせる事ができる。 
 　それを実行すべく、次には、彼は有無を言わさず動いていた。 
 　そのナイフを、かざして。 
 　シュッ！！ 
 　勅使河原の腕がナオの胸元へと走る。 
 　だが、その一振りは敢えなく空を切る。 
 　避けられたのだ。 
 　ナオは、痺れる体を何とか横に動かすと、ぎりぎり反転、横へ素早くとはいかなかったが、ナイフの一撃をやり過ごす。 
 　しかし、その一撃を避けたはいいが、何せ体が痺れているのでバランスを崩し、その場でヨタつく――――そこへ二撃目が来た。 
 　勅使河原は、最初の一撃が空を切ると、そのかえす勢いで、ナオの右側面を狙う。だから、ナオは、その一撃を完全には避けきれなかった。 
 　シュッ！ 
 　ナイフは、ナオの右側を掠めると、その右の二の腕に赤い裂傷を走らせる。 
 　そう、またナイフが、ナオの体を掠めたのである。 
 　それは、深い傷ではなかったが、右腕のセーターの編み目を切り裂いて、横へと抜けていた。 
 　それを受けて、顔を少しだけ顰めるナオ。 
 　だが、その時、勅使河原はナオを見据えて笑っていた。 
 　身動きがままならない、ナオを馬鹿にするように・・ 
 「はははっ、どうだい、ナイフで傷を付けられる感想は、君のような美人が、傷ついていくのを見ると、とても楽しいよ。しかも、君は特務機関だ、おれたちの宿敵といってもいいからね。でも、体がマヒしている割りには大したものだね。まだ、おれの攻撃を躱せる余力が残っているのは見事だよ。だけど、次の一撃は躱せるかい、もうすぐ君はどうあがいても、身動きがとれなくなる。だから、ここが正念場だろうね。だが、おれを侮辱したことを謝れば、許してやらない訳でもないよ。でも、手をついて土下座しないと、許してやる訳にはいかないからね。君にそれが出来るかい？　おれの目の前で・・」 
 　しかし、 
 「ふん、そんなの願い下げだわ。あなたに頭下げるぐらいなら、死んだほうがマシよ。でも、絶対、負けないけどね！」 
 　だが、この状況にきて、その言葉は、勅使河原には強がりとしか聞こえなかった。 
 　現に、ナオは、体の痺れの為ふらついているのだ。 
 　おそらく、視神経もマヒして視力を保つのも、ままならないだろう。 
 　そんな中で、ナイフを持った自分と、ナオが渡り合える筈はないとそう思っていた。 
 　しょせん、ナオは虚勢を張っているだけだと、 
 　だから、勅使河原は恐れを抱かなかった。 
 　彼は、一頻りナオを嘲笑うと、もう一度、中腰姿勢で構えてナイフを振りかざしていた。 
 　次の一撃で、止めを刺してやろうと―――― 
 　だがその時、ナオはまずいと思っていた。 
 　自分は、宮坂の言うとおり、徐々に身動きがとれない状況に、追い込まれてきていると解っていた。さっきの勅使河原の一撃、そして二撃目を躱せたのも、ナオにもって与えられた天性の勘によるものが大きい。しかし、今度、突きかかって来てでもこられたら、さすがに躱す自信はなかった。 
 　相手との間合いが掴めないのだ。 
 　体の痺れとともに、視力自体も低下しているように思う。 
 　足が正座して痺れた時のように、ガクガクと力なく笑う状態――――そして、奇妙な脱力感、もう少しすれば立っていること自体もままならなくなる。 
 　これは万事休すだろう。 
 　しかし、勅使河原は、そんなナオに止めを刺そうと、ナイフを固く握り締めている様子だ。 
 　そして次には、躍り掛かってくるだろう。 
 　勅使河原は、ナオの顔を冷たい目で見つめると、やはりニッと一つ薄笑いを浮かべて、その直後ナイフを一突きにしてきた。 
 　ナオは、それに、察知能力だけは反応したが、体がついてこなかった。 
 　だから、そのまま刺し殺されると、覚悟した。 
 　バーン、バーン 
 　だがそこに、二発の銃声が、とどろくのである。 
 　そして、 
 「勅使河原洋二、お前をここで逮捕するぞ！！」 
 　聞き覚えのある男の声が響いた。 
 　それに驚き、ナオは、後をふりかえり、声の主が誰かを確かめる。 
 　すると、丁度、空き地に至る入り口付近に、課長が立っていたのである。 
 　特務機関・特務一課、本部課長、佐渡一だ。 
 　彼が、手にハンドガンを持ち、峻険な顔をして立っていた。 
 　そう、助かったのである。 
 「課長！？」 
 「うヴッ！」 
 　ナオが課長に気をとられて、うめきの声を聞き、また勅使河原に振り向くと、そこでは、肩に銃弾を喰らって血を流している彼の姿があった。 
 　そう、勅使河原は、課長の銃弾を受けて負傷していたのだ。 
 「く・くそぅ・・」 
 　勅使河原は、思わぬ援軍の登場に悔しく歯軋りすると、手にしていたナイフを地面に落としてしまっていた。 
 　右肩に銃弾を受けたからだ。 
 　そして、さっき迄の、交戦意欲はどこへやら、そのままナオのいる場所より逆方向に走りだすと、そのまま逃げ出そうとしていた。 
 　しかし、どこへ逃げるというのか？ 
 　勅使河原の向かう先は海だ、そこは、ちょうどコンテナの壁が途切れ、どす黒い海面が開けている、逃げ場などないはず。だが、ナオがその場所を、暗い闇のなか、目を凝らしてみると、そこには一隻の手漕ぎボートがつながれていた。 
 （まずい・・！） 
 　勅使河原は、それを使って、海面へ逃げるつもりのようだ。 
 　その為、ナオは、それを察知すると、動かぬ体を鞭打ってなんとか彼の後を追い駆けた。 
 　それは、必死だった、からかもしれない。 
 　このまま、彼、勅使河原を、逃がす訳にはいかないという思いが、痺れているはずの体を何か、底知れない魔力でも授かったかのように動かしていた。 
 　そして、追い付いたのである。 
 　彼の後へ・・ 
 「勅使河原、逃がさないわよ！！」 
 　そして、ナオは、彼にそう言い放つと、咄嗟的に足を大きく振り上げていた。 
 　直後、「ドガッ！」っという音が炸裂すると、勅使河原の脳天には、ナオの踵落としが決まっていたのである。 
 　そして、勅使河原は地面へと何も言わず昏倒、それでようやく全ての決着がついたのであった。 
 　ナオの一撃は、黒峰会の準幹部の地位にあった、勅使河原を完全に沈黙させ引導を渡すことが出来ていた。 
 　結末としては、あっけない最後であるが、これで勅使河原は、しばらく起き上がれないだろう。それだけ、ナオの踵落としは、見事に決まったからである。 
 　おそらく、勅使河原が、目をさまして気付いたときには、既に警視庁の留置所の中だ。 
 　まあ、それは当然の、行く末だが、同情などしていられない。 
 　彼は、父を殺した犯罪者、申し開きの余地はなかったのである。 
 　しかし、それはいいのだが、頭がくらくらする。 
 　どうやら、痺れが、全身にまで達してきた様子だ。 
 「ナオ、大丈夫か？！」 
 　そんなところに、佐渡一課長の声が聞こえてくる。 
 　だがナオは、その声を聞くと、安心したかのように、その場に座り込んでしまっていた。 
 　そして意識が昏倒、そのまま仰向けに倒れ意識を失う。 
 　だが、死んだわけではない。 
 　その証拠に、ナオは気を失っても、その胸元ははっきりと上下し息をしていた。 
 　ナイフに塗られていた、痺れ毒が、全身に回ったことによる一種の酩酊だ。 
 　しかし、気を失って倒れているナオの顔は、意識がなくても、晴れやかな清々しい顔をしていた。 
 　父の仇を討てた、その事が、彼女の達成感を呼び起こしたのかもしれない。 
 　ようやく報われた思いとして・・・ 
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 　ナオが、自室で目をさますと、時間は十時を過ぎていた。 
 　なぜ、目覚まし時計が、鳴らなかったのだろう？ 
 　起きたとき、最初に思ったのがそれだ。 
 　しかし、ふと、そこで思い出す。 
 　そうだ昨日、仕事を終えて、自分も含めた、ゆかりとモモの三人で宴会を開いたのだ。 
 　それは、祝・勅使河原逮捕の達成パーティー、その為に、夜おそくまで飲み明かしたのだ。 
 　もちろんナオは、お酒は飲めなかったが、ゆかりはともかく、あの騒がしいモモに、「少しだけ飲んでみたら？」とそそのかされて、コップ三分の一ぐらい飲んだ、それがいけなかったのだ。 
 　その後、ナオは悪酔いしてダウン、ゆかりとモモに介抱されたが、そのままベットに潜り込んで、ゆかりとモモが帰った後も吐き気をもよおす感覚に癖々し、そのまま寝てしまったのだ。 
 　そして目が覚めると十時、約束の時間は、とうにすぎていた。 
 　だが焦っても仕方がない、とにかくナオはベットから身を起こすと、下着姿になり、鼻歌を謡ながら外行きの服に着替えを始めていた。 
 　そして顔を洗い、歯をていねいに磨くと、時間は十時二十分――――だが、それでもナオは、焦らなかった。 
 
 　とある駅、そのホームの三番線では、今や、ゆかりとモモが、今か今かとある女の登場を待ちわびていた。 
 　約束した時間から、もう既に四十分はすぎている。 
 　このままだと、忍耐力の限界が近付く。 
 　あの性格破綻娘、一体何をやっているのか！？ 
 　そう叫びたくなる。 
 　時間にルーズな、ナオの事だ、どうせまた、鼻歌でもうたってのんびり待ち合わせの場所へ、顔を出すつもりなのだろう。 
 　大体、あの女の行動パターンは、予想がつく。 
 　ナオが、約束の時間をオーバーして、ひょっこり顔を出すのは、今日に限ったことではない。 
 　しかし今日は、ナオがめずらしく、自分から三人で出掛けようと言いだしたのだ。 
 　そのいいだしっぺが、遅刻するなんて、以ての外であるように思う。 
 「ナオ先輩、遅いですねー？」 
 　しかしその時、モモは、ゆかりが不機嫌にいらついているところへ話し掛けてくる。 
 　だからゆかりは、その時、まるでナオみたいな口調で「そうね」といって、腕時計を憎らしげに睨み付けていた。 
 　ゆかりは、待たされるのが嫌いな質なのだ。 
 　しかも、ナオは、今の時点で四十分も遅刻しているのだ、遅刻にだって限度はあるとそう思う。几帳面なゆかりからすれば、人を待たせることに、申し訳なさを感じるものだが、あのナオという女はそうではないらしい。 
 　特務機関に、出勤してくるときは、遅刻などしないのだが、いざ勤務外のこととなると時間の感覚がマヒするのかもしれない。 
 　でもとにかく、今は待つことしか出来なかった。 
 「はーい、お待たせ、待った？」 
 　するとそこへ突然、女子高生ぶった声色で、一人の女がひょっこりと姿を見せる。 
 　そうナオだ。 
 　やっと来たのである。 
 「やだナオ先輩、やっとあらわれましたね。もう遅いですよ、遅い遅い、私待ちくたびれましたよー」 
 　だが、その時の柏木モモの反応といえば、やはり幼稚じみた、あっけらかんとしたものだった。 
 　普通、遅刻してきた人間には、怒るのが当然の反応だろう。 
 　しかし、この柏木モモという女は、馬鹿なのか、ナオが現れるとまるで甘えて擦り寄る猫のようにナオに頬摺りを始めている。 
 　まあ、これは、いつもの光景だが、ゆかりにはそれが恥ずかしく思えた。 
 　しかし、それはともかくとして、今は怒るときである。 
 　だからゆかりは、ナオを見据えると、少し目くじらをたてて注意していた。 
 「あのねナオ、何が「はーい、お待たせ、待った？」よ、あなたいま何時だと思っているの？　十時四十五分よ五分。あなたには、良識って言うものがないの？　普通、自分で外に出ることをさそっといて、自分が遅刻してくるなんてどういう神経しているのかしら。こう言っちゃ何だけど、子供だって、遊びの約束の時間には遅れずに来る子だっているのよ。それをもう、二十四にもなる大人が、遅刻するなんて・・・・ん？・・ん？？？」 
 　だが、ゆかりがナオに対して、言葉をまくしたてたとき、そこですっとナオがゆかりの目の前に何かを差しだしてきた。 
 　それに、気をとられるゆかり――――その時、ナオは普段見せないニコニコとした顔つきで、ゆかりにその何かを手渡してくる。 
 　それは包装され、紐でくくられた、お土産屋さん等で見られる土産箱である。 
 　その箱の包装紙には「仁木氏田屋名物」と書かれている。 
 　ゆかりはそれを見て、何かに気付く。 
 　そして・・ 
 「こ・・これって、仁木氏田屋の羊羹じゃない！」 
 　そう言うとゆかりは、その土産箱を手に取り、しげしげと凝視していた。 
 「そうよ、それ仁木氏田屋の芋羊羹、ゆかりあなたが欲しがると思って買ってきてあげたわ」 
 　ナオはそう言うと、また、にっこり笑って、ゆかりのご機嫌をうかがう。 
 　すると、 
 「こ、これ私にくれるの？！」 
 　ゆかりは、突然すっとんきょうな声を上げて、ナオの顔をまじまじと見つめていた。 
 「そうよ、いらないならいいけど、あなた、前から仁木氏田屋の羊羹、食べたいって言っていたでしょ。だから買ってきてあげたのよ、でもそれで、何も文句はないわよね。いらないなら別だけど・・」 
 「えーっ、いるわ、いる・・ありがとナオ」 
 　だがそこでゆかりは、ナオの策略に、はまってしまっていた。 
 　そうナオは今日、遅刻して、またゆかりが青筋たてて怒るのではないかと思い、その布石として、待ち合わせの場所にくる途中その芋羊羹を調達してきていたのだ。 
 　仁木氏田屋の芋羊羹は、羊羹好きの者の間では、死ぬ前に一度は食べてみたいという老舗の一品なのだ。 
 　ゆかりは、その仁木氏田屋の芋羊羹を、前から一度食べてみたいとナオとモモの二人に話していたことがある。 
 　彼女は、無類の羊羹好きで、両親や親戚がどこか旅行に出掛けたときなどは、必ず羊羹を土産に買ってきてもらうらしい。 
 　だから、目の前に幻の一品といえる、仁木氏田屋の芋羊羹を見せ付けられると、ナオが遅刻してきたことなどつい忘れてしまい、そのあと、目くじらをたてて遅刻してきた責任を問うということにはならなかったのだ。 
 　今、ゆかりは、ナオに羊羹をもらって、ほくほく顔である。 
 　だが、それを隣で見ていたモモなどは、ゆかりを羨ましそうに見つめているのだった。 
 　たぶん、彼女の本心としては「どうして私にはないの？」という思いがあったかもしれない。 
 　だからモモは、それを見ると、ナオの計略に気付いて、ゆかりに対しこう言うのであった。 
 「あのですね、ゆかり先輩、これは罠ですよ罠。ナオ先輩はね、ゆかり先輩をその仁木氏田の芋羊羹で、ご機嫌をとる・・・でぇ！」 
 　しかしその時、モモが最後までその言葉を言いおわらぬうちに、ナオの平手打ちがモモの頭に炸裂していた。 
 　ペシッという小気味よい、音を立てると、モモは脳天を押さえて「いてててて」と俯く。 
 　しかし、その後、キッとナオに対して鋭い眼差しを向けると、モモは非難めいた口調でナオに対しわめき散らすのであった。 
 「ナ、ナオ先輩、痛いじゃないですか！　私は、ゆかり先輩に本当のこと言おうとしただけなのに、それは口封じですか？　何も頭をひっぱたくことはないでしょ。でも依怙贔屓ですよ、依怙贔屓。ゆかり先輩にだけ羊羹あげて、私にはなにもないなんて、これは依怙贔屓のなにものでもありません。だからゆかり先輩、騙されてはいけませんよ、これはナオ先輩の策略ですからね・・」 
 　だが、そんなモモの言葉を、ゆかりは聞いていなかった。 
 　ゆかりは、羊羹入りの箱を抱えると、至極幸福そうな顔をして惚けている。 
 　どうやら、夢にまで見た羊羹をもらって、夢心地になっているらしい。 
 　たかが、羊羹一箱もらったぐらいで、遅刻のことなど忘れてしまうなんて、現金な気がしないでもないが、モモとしては不満たらたらだった。 
 　ナオが遅刻して、それを待っていたのは、ゆかりだけではないのに、モモがもらったのはナオの平手打ちだけ、これでは割りに合わない。 
 　それにモモは、ナオやゆかりと親しくなってから、一度も何かもらったことはないのだ。 
 　特にナオは、人に何かをあげるというような事はしない、ケチンボな女性だ。 
 　だからゆかりが、ナオに羊羹をもらったことが余計羨ましく思えた。 
 　ナオに、何かをもらうということは、滅多にないからだ。 
 　しかし、まあ、よく考えてみると、しょうがないのかもしれない。ゆかりの気をそらすには、好物でつる、それが一番効果的なように思える。 
 　ゆかりが怒りだすと、またナオとの啀み合いが始まって、口を利かない状況に突入する恐れがある。 
 　もちろんナオは、ゆかりが怒ろうと、意に介さない質の性格だが、今日に限ってはそれを避けたかったのだろう。何せ今日は、ナオ自らめずらしくも、ゆかりとモモを誘ったのだから。 
 　だから、仕方ないので、モモは羊羹のことなど忘れることにした。 
 「ところで、ナオ先輩、今日は、一体どんな用事で私たちをここに呼びだしたんですか？　買い物？　それとも映画鑑賞？」 
 　モモは、羊羹をもらって喜んでいるゆかりを尻目に、ナオに対して、今日の予定を聞いてみていた。 
 　すると、 
 「そうね、まずは花屋にいくわ。そしたら歩いて公園を散歩よ。とにかく今日は、私に黙ってついてきて、どうせ二人とも暇なんだから・・」 
 「花屋？　公園？」 
 　モモはその言葉を聞くと、疑問げに首を傾げていた。 
 「そうよ、とにかくみんな揃っていることだし、そろそろいきましょうか」 
 　ナオはそう言うと、ゆかりとモモを引き連れて、駅のホームを後にしていた。 
 
 　ゆかりとモモの二人が、ナオによって連れてこられたのは、都内のある公園だった。 
 　そして、今三人は、公園の花壇近くにあるベンチに腰を下ろして、アイスクリームを食べている。 
 　冬にアイスクリームとは、少々寒気がする光景であるが、今日は、一応、冬でも比較的ぽかぽかとした珍しい陽気だったので、冷たいアイスクリームは結構おいしかった。 
 　だが、先程からゆかりとモモは、ナオに対して怪訝なものを感じていた。 
 　ナオは、この公園にくると、無口になっていた。 
 　もちろんナオは、お喋りではないが、今のナオはちょっといつもと違う様に思える。 
 　何かしらの躊躇いが、その表情に浮かんでいるのだ。 
 「ねえどうしたのナオ、さっきから黙って、どこか具合でも悪いの？」 
 　だからゆかりは、ナオの事を心配して、覗き込むようにして声をかけていた。 
 「う？　うん、別に・・」 
 　しかし、ナオのこたえは、なまず返事、別にどうっていうことない顔をしている。 
 　だが、やっぱりおかしいのだ、やはり何か躊躇っているような気がする。 
 　だからゆかりとモモは、先程から気になっていた、ナオの手にしている新聞の包みを凝視していた。 
 　ナオは、待ち合わせの場所に来たときから、その新聞包みを持っていたのだ。 
 　そして先ほど、駅前の花屋で菊の花を二十本も買っている。そうなると、一体、何しにこの公園にきたのかと疑問に思う。 
 　まさか、あてもなく、ただ公園を見回るためではないだろう。 
 　だからゆかりは、不審に思い、その新聞包みの中身は、何なのかをナオに問いただしていた。 
 「・・・これは線香よ」 
 　すると、ナオは少々、照れた笑いを浮かべながら、その新聞を開いて中身を見せていた。 
 　そこには、ナオの言うとおり、線香が一束とライターが無造作に顔をのぞかせている。 
 　そして、さらによく見ると、仏壇に置かれる位牌が一つナオの手に握られていた。 
 「ナオ、あなた・・？」 
 　それを見るとゆかりは、一瞬、怪訝な顔をしたが、ふと思い当たる節があるのでピンと来ていた。 
 「あなた、もしかして、お墓参りにきたの？」 
 　そう、線香とライター、それに花、これだけのものを持参したということは、お墓参り以外、考えられない。 
 「でも、どうして、お墓参りなんか」 
 　モモが言う。 
 　今は、別に彼岸やお盆でもないのに、この時期、どうしてお墓参りなんかとモモが思うのも不思議ではない。しかも、それほど関係のない、ゆかりやモモを誘ってなんて、どうしてなのかと怪訝だろう。まあ、ゆかりとモモにしてみれば、どうせ暇なのだから、ナオに対して付き合ってやらぬ訳でもないが、今日、墓参りにくるその本心が聞きたかった。 
 　だがその時、ゆかりはともかく、モモはあることに気付いていた。 
 　そう、ナオは、亡き父母に、報告をしにきたのではないかと、 
 「もしかして、ナオ先輩、死んだお父さんとお母さんに、今回の事後報告をするつもりなんですね？」 
 　だから、モモはそう言って、ナオの真意を確かめていた。 
 　すると案の定ナオは、ウンと頭をうなずき、それを肯定していた。 
 「そうよ、私ね、勅使河原をようやく捕まえて、引導を渡したでしょ。だから、仇を討つことが出来たって、一応、報告しようと思ったんだけど、やっぱり、ここまで来てやめようかなって思ったわ、なぜか息苦しいのよね。父と母のお墓は、この公園の外れにあるお寺の墓地にあるわ。でも、勅使河原を捕まえることが出来たって、報告しても、あまり意味ないんじゃないかと思うのよ。どうせ二人は死んでもうこの世には居ないことだしね」 
 　そう言うとナオは、まるで落胆するかのように、俯いていた。 
 　しかし、あれから勅使河原と鎌田、磯貝、ウォンとそれら他の一味が、その後一体どういう事になったのかをここで明かすと実はこうだ。 
 　品川埠頭の貨物船で、特務機関と銃撃を交えていた宮坂の部下たちは、その後、結局のところ、特務機関の隊員に拘束され逮捕されてしまっていた。 
 　宮坂の部下たちは、特務機関に対し、必死の抵抗を試みたのだが、長引いた銃撃戦の中で最終的には弾切れになり手を挙げて投降することしか出来なかったようだ。 
 　しかし、全員を手際よく、逮捕できたわけではない。 
 　宮坂の部下たちと、特務機関が銃撃戦をしている最中、その中の何人かは、船尾の舷側に設置されたタラップから逃走を図っており、そのままどこへともなく姿を晦ましてしまった者も何人か居たのだ。 
 　だが、それであっても、ほぼ八割方の確率で、黒峰会の一味を逮捕できていたのは幸運だったのかも知れない。 
 　それから、鎌田や磯貝、それにウォンに関してはこうだ。 
 　鎌田、磯貝は、コンテナ置き場でナオとゆかりによって、気を失い仕留められていたが、その後、そのコンテナ置き場に駆け付けてきた佐渡一本部課長と関谷莞爾、そして数人の特務隊員等によって発見され、やはり身柄を拘束されていた。 
 　彼らが発見された時、鎌田と磯貝は不様にも気絶して、白目をむいていたが、その後、課長の報せによって応援に駆け付けた警視庁の刑事に、その身柄は引き渡され、そのまま救急車で運ばれていったのだ。 
 　そして、その後も、関谷莞爾がコンテナ置き場一帯を他の隊員たちとともに、見回っていると、薄暗い月の光も差し込まぬ小さなコンテナの影でうずくまって震えているウォンの姿を発見したのである。 
 　ウォンは、発見された当時、追い詰められた恐怖の為か、失禁して自分のズボンを濡らしていた。 
 　ナオとゆかりは、その事を知らなかったが、彼はどうやら意外と気の小さい男であったらしい。 
 　人身売買のブローカーという犯罪行為に手を染めている割りには、情けない末路だが、やはり逮捕されることは免れなかった。 
 　そして肝心の宮坂こと、勅使河原である。 
 　彼は、コンテナ置き場内の、奥まった空き地のようなところで、ナオと決着を付けることとなったが、ナオをナイフに塗られた痺れ毒で体の動きを封じても、結局のところ彼女の踵落としを最終的に喰らい地を舐める屈辱を味わった。 
 　しかし、それは、ナオ一人で成し得た事ではない。ナオが勅使河原に、止めの一撃を喰らう寸前、そこへ現れた佐渡一課長の銃撃で助けられた。それがなければ、ナオはその時、死んでいただろう。 
 　その時ナオは、仲間、しかも日頃、口うるさい上司のありがたみが痛い程判っただろう。 
 　それで勅使河原には、引導を渡すことが出来たのは事実だったが、本当の意味での決着がついた訳ではない。 
 　なぜなら、逮捕後は、取り調べとその後の展開によっては、裁判が待っているのだ。 
 　それは犯罪者を裁くには、必要不可欠な段取りだ。 
 　その過程があってこそ、全ての決着がつくといっても過言ではない。 
 　そして今現在、勅使河原は、取り調べの為、警視庁の留置所に拘留されている。 
 　とにかく、後は警視庁側に、全てを任せるしかなかった。 
 　てな訳でナオは、その報告をするために、今ここでゆかりとモモにその胸のうちを語った。 
 　だが、その公園まで来てみて、そこで躊躇いが生じているのである。 
 　ナオにしては、珍しいことであるが、彼女が、どんな思いを抱えてそれを躊躇うのかは判然としなかったが、その時モモはこの時期、墓参りすることは非常に賛成であった。 
 　だからモモは、ナオが躊躇う中、こう言って勇気づけていたのである。 
 「ナオ先輩、いいじゃありませんか。たとえ、お父さんやお母さんが、今は亡くなって天国に行っていても、お墓の前で報告してあげるのは大切なことだと思いますよ。勅使河原も無事捕まって後は取り調べを待つだけだし、その考えはきっと鎮魂の一つになりますよ。だから、そう言う理由なら、早くお墓参りしてあげましょう。私たち、ナオ先輩についていってあげますから、ねえそうしましょうよゆかり先輩？」 
 「ええ、」 
 　するとモモに、同意を求められ、ゆかりも頷く。 
 　だがナオは、やはり躊躇いがちに言うのであった。 
 「でも、私嫌なのよね。ここまであなた達をさそっといて、言うのも何だけど、果たして、これが供養になるのか疑問だわ。ホント言うと、母だけでもこの世に生きていててくれれば、報告のしがいがあるけど、何か虚しい気がするわ。それに恐い・・」 
 　だが、 
 「何、言っているんですか、ともかく墓参りいきましょうよ・・・」 
 　そんなふうに、モモが半ば強引に言うので、その時、躊躇いがちなナオも、仕方なく今いる公園から足をすすめて両親が眠るお墓へと向かって歩きだすのであった。 
 
 　ナオの父、高崎耕助とその母、高崎夏枝が眠っている墓は、真言宗で有名な寺の共同墓地にある。 
 　その辺一帯は、針葉樹の木々が群生し、慰霊の場所にはぴったりだ。 
 　今日は、平日でもあり、ナオたち三人以外、お墓参りにくる人の姿は見られなかったが、別に行楽地に来たわけではないのでそれは気にすることではない。 
 　ナオたち三人は、その寺までくると、住職のお坊さんに許しを得て、水受けを借り受ける。 
 　そして、寺の敷地内にある水道で水を汲むと、そのまま墓地に向かっていた。 
 　両親の墓は、その墓地の中程にある。 
 　この墓地は、寺の人間によって管理されているので、草が生えて荒れた状態にはなることもない。 
 　ナオの両親が眠る墓石の場所も、例外ではなく、綺麗に管理されていた。 
 　そして、その墓石の前に、今ナオは屈みこんで線香を焚いていた。 
 　墓石の前には、そっと父と母の名が記された、位牌が置いてある。 
 　それを前にして、あとは拝むだけなのだが、その時、ナオは、やはり躊躇いがちに墓石を見つめているだけだった。 
 「ナオ先輩、手を合わせて拝まないの？」 
 　だから、それを見兼ねて、モモが声をかける。 
 　しかしナオは、それには答えず、沈黙を守っていた。 
 「ナオ、どうしたの？」 
 　これはゆかりの声だ。 
 　ナオは、その声を受けても、ただ位牌を見つめているだけ。 
 　だが、しばらくすると、ナオに変化が生じる。 
 　鼻をすすり、微かにだが、咽び始めているのだ。 
 　泣いている？ 
 　泣いているのだろうか？ 
 　その時、ゆかりとモモの二人は、意外な考えを思い浮かべていた。 
 　ナオが咽んでいるということは、そうとしか考えられないような気がする。 
 　だが、それが本当だとすると、これは事だ。 
 　あのナオが、泣くなんて・・・ 
 　だからその意外な思いを確かめるべく、ゆかりとモモの二人は、一度顔を見合わせると、屈みこんでいるナオの後からそっと近付いてその顔を覗いてみていた。 
 　すると、その意外な思いが的中したかのように、確かにナオは目を赤くして泣いていたのである。 
 　幼子がシクシク泣くように、 
 「ナオ先輩、泣いているの？」 
 　その為、モモは驚く反面、口で確かめるがごとく、そう言ってそっと話し掛けていた。 
 　すると、しばらくの間があって、ナオは、それを肯定するようにさらに大きく咽び始めるのだった。 
 　やはり泣いているのだ。 
 　だがここに来て、ゆかりとモモの二人は、あることを思い出していた。 
 　先ほどナオはここへ来る前、公園のベンチで、ぽろりともらした言葉がある。 
 　それはこの時期、墓参りするのは虚しいという事と、それが恐いということだ。 
 　ゆかりとモモの二人は、その言葉を聞いた時、大して気にもとめていなかったが、今その言葉が判ったような気がした。 
 　それは、こうなることが、ナオには、判っていたのではないかという事だ。 
 　つまり、ナオは、父や母が死んで、その仇が討てたことを喜ぶ反面、その両親が死んで以来抱き続けていた悲しみが、堰を切って噴出してしまうのではないかという恐れだ。 
 　ナオは、父と母が死んでも、泣いたことはなかったということを、ゆかりとモモは聞いたことがある。だが、それは悲しくなかったからではなく、泣けない思いが心の片隅に固まりとなってつかえていたからではないかと思える。 
 　そして、そのつかえがとれて、今おそらく噴出したのだろう。 
 　突然、父を亡くし、そして母までもが他界して、やはり突然にいなくなる。 
 　そんな中で、ナオは、その淋しさと悲しさに耐えてきた。 
 　つらい経験も、したかもしれない。 
 　しかし、その境遇に埋没してしまうのではなく、ナオは、絶えずその心にいつか父と母の仇を討つ日がくるのを待ち望んでいた。 
 　そして勅使河原の逮捕で、その目的がようやく達成されたのだ。 
 　だが、今ナオが両親の前でその報告をするにあたって、今までの思いが走馬灯のように蘇ってきたのかもしれない。 
 　気の強いナオの事だ、人に涙を見せることは、なかなかあるものではない。 
 　しかし、今ここで、彼女が泣くのは、当然のことなのかもしれなかった。 
 　ゆかりとモモには、その心境が痛い程よく解る。 
 　だから、ゆかりとモモは、その時何も言わなかった。 
 　気のすむまで、ナオには泣かせてやろうと、思ったからだ。 
 　ナオの咽び泣く声は、だんだん強くなる。 
 　しかし、声を上げて、泣き叫ぶことはしなかった。 
 　そして五分後、ナオはようやく咽び泣くのを止め、やっとお墓と位牌に手を合わせて小声で何か報告している様子だった。 
 　きっとナオの事だ、簡単な事後報告だっただろう。しかし、その報告を終えて、もう一度手を合わせ、ゆかりとモモの方に振り向いたナオの顔にはもう涙はなかった。 
 　晴れやかな、顔をしていたのである。 
 　だが、そこに、少し照れた観があるのは、泣いたせいだろう。 
 　しかし、それは、恥ずかしいものではない。 
 　ゆかりとモモの二人は、その時、そう思っていた。 
 「二人とも悪かったわね、こんなことに付き合わせて。でも私、すっきりしたわ、これで明日からもばりばり仕事に専念できる。でも、私が泣いたことは内緒よ、ここに居る三人だけの秘密にしてね」 
 　すると、ゆかりとモモの二人は、首肯いて、 
 「「判っているわ・・」、「わかってまーす」」と、同時に言うと、ナオの手を取りニコリと笑いかける。 
 　するとナオもやはり照れながら、恥ずかしげに、小さく微笑んでいた。 
 　だが、その笑い顔は、全てのウヤムヤを晴らす、あどけない笑いだったので、ゆかりとモモはその時、ナオもこんな笑い方をするのだと一瞬感じ入ったのは事実だった。 
 　しかし、その顔は、ゆかりとモモの二人を安心させる顔だったことは、言うまでもない。 
 　無邪気な幼子の、ように・・・ 
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